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私が 谷川 健 一氏 を 知った の は、 平凡 社が 雑誌 『太陽』 を 企画した 頃の ことで あるから、 かなり 早い。 

平凡 社 は 私に、 紅頭嶼 (蘭 嶼) のャミ 族の 採 訪記を 『太陽』 にの せない かとい う 話 を もちこん できた。 

採訪記 の 他に 写真 を 豊富に のせたい という。 

『太陽』 の 編集長 は 谷川 健 一氏で あると 聞いた が、 当時 私が 折衝 を もった の は、 台湾の 民俗 研究で 

知られた 池 田敏雄 氏であった。 池 田 氏の 他に 地理学 出身の 栃折 氏に も 会った。 写真 もとって こよう か 

というと、 写真 は あなたで はだめ だ、 いい 人 をつ けて あげる という。 蓋 を あけて みると、 朝鮮戦争の 

時、 『ライフ』 の 写真 記者と して 活躍、 国際的に も 知られた 写真家 三木淳 氏であった。 それで 私 は 出 

すぎたこと を 云った こと を 恥じた ことであった。 私の 探訪 記 「海の 高 砂 族」 は 三 木 氏の すばらしい 写 


真に 圧倒され る 体の もので あつたが、 とにかく 『太陽』 4 号に のった。 谷川 氏が なんとか 編集して 下 

さ つ たもので あろう。 

池 田 氏に よると、 谷川 氏 は 東大 仏文 出身の ばりばりの 編集者で あると いう。 会って みたい と 思った 

が なかなか チャンスがなかった。 然し 「海の 高 砂 族」 の 評判が かなりよ いという ので、 ある 夜、 新 宿 

であった かど こで あつたか 忘れて しまったが、 どこかの 飲み屋で、 池 田 氏から ご馳走に なった ことが 

ある。 その 時、 たまたま 谷川 氏に 会った ので ある。 白晳 長身の 谷川 氏 は 若く 美しい 社員ら しい 女性 を 

何人も 引きつれ ていた。 なに かひ どくさつ そうとした 印象 を 受けた こと を 覚えて いる。 『太陽』 がう 

まくい つ ている ので あろうと 思った。 

然し なぜか 谷川 氏 は その後、 『太陽』 の 編集長 を 辞して、 民俗学への 傾斜 を 深めて いかれた。 そし 

て そのたぐ い 稀な 洞察力と 感受性 を もって、 民族の 精神の 基 層に ある もの へ の 探究 を 進めて いかれた" 

谷川 氏の 文章 を 読む 時には、 胸が どきどき する ことが 多い。 民俗の 思想の とらえ 方が ュ 二  I クで、 鋭 

いからで ある。 それに 文章 は 生彩に 富むな どと いう もので はない、 鮮烈で ある。 シンボリックな 表現 

の 多い こと は、 彼が 詩人で ある こと を 語って いるものであろう。 

柳 田 国 男 先生 を 尊敬し 先生から 多くの 啓示 をく み 上げた こと は、 谷川 氏 自ら、 柳 田 先生の 胸 を かり 

たという 言葉 を 通して 語って いる。 本土の 隅々 から 南 島に かけて 調査と 採集に 歩く 中に、 研究 世界 は 

拡がり、 洞察の 深さ は 深さ を 加えて いった ものであろう。 

シンポジウム や 対談の 会で 顔 を 合せる ことが 多くな つ た。 私 は 記憶が あやしくな つてき たの で 覚え 

書ノ ー ト をなる ベく たずさえて ゆく ようにして いるが、 谷川 氏 はそんな もの は 何に 一 つ 携行され ない „ 


2 


三 一書 房 出版 案内 

,86-1 


別 役 実 話題 長篇 
童話 そよ そよ 族 伝説 


^  三 一書 房 

デ 101 東京都 文 京 区本郷 2 — 11  一 3 
電話 03  (812)  3131〜3133 振替 東京 9 一 84160 

圏 送料 は 地域、 重 M によ リ 計算が 複雑な ため 
下 ぼ 1： の ^1? 準で 御 負れ I. 願 うこと にしました。 

三 一新 書 1 冊… 200Pj  ( 1 冊增 すごと に 50 円 追加） 
単行本 （お 価 合計 t 額） 2,000 円まで… 250 円 
5，000fij まで… 350 円 
5, 001 円 以上… 500 円 

m 御1!({^^は门:ぉ^1^|£*?または電話で1^'^部へ願ぃます。 


おおう みの 卷 • 完結 
1 うつぼ 舟 


2 あまんじ やぐ 
3 浮 島の 都 


各 1000 円 

湖底から 出現す る 幻の 都市。 
そよ そよ 族と はなんだろう 一。 
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現代の こころ を 凝縮す るシ UI ズ —— 

仏ん 口， ジ爭在 

參 昭和 俳句 を 支える 代表的 作家の 結集 . 俳壇 初の 

書き下し 句集き 作家の 全貌 を 知る ことができる 自 

選 句 を 収録 * 一  流 執 筆陣に よる 新鮮な 作家 論 を 付 

す參 現代の 言語 空間への 一 大 インパクト/. 

參全 if 卷 /小 B6 判 美 装 • 各 1800 円 


全卷 構成 11 不定期 刊行 

E 飯 田 龍 太 図 森 澄 雄 固 細見 綾子 a 桂 信 子 a 金子 兜 太 

回 野 沢 節 子 0 能 村 登四郎 囹清 崎敏郎 回 石 原 八 束 圓藤田 

湘子 回 鷹 羽 狩 行 (2 回 配本) 回 鈴 木 六 林 男 \ 三 撟敏雄 1^ 津 

田 清 子 \ 中村苑 子 關 上田 五千石 \ 河原 枇杷 男 _1 稲畑 汀 子 

第 1 回 配本 発売中 

S 角 川 春樹集 猿田彦 


全^ 巻 


第 4 回 配本 発売中  東京 エロ オン パレ I ド 

_ I _  v-aj+iaj ズ モダン ガ アルの 研究 

土人 間 世間 結婚 心得 帖 モダン 

_ I _  y0 -Lf 語 漫画 辞典 \ 尖端 人心 

銀 ブラ. 『キング』. モガ 得帖怪 貞操 \川 柳に 

モボ。 〈尖端〉 と 〈常識〉 みる 庶民の 生活 文化 他 


既孔 


大正時代 を 中心に、 広義 

のモダ 1 1 ズ，. a 期 を 対象に、 

社会 心理 史的な 視点から 

風俗 文化 現象に 光 を あて 

庶民 生活に 関する 雑誌 記 

事 . 珍本 奇書 さらに は 写 

真ゃィ ラス 卜 を渉獵 . 体 

系 化。 曰 本人の 暮 しぶり 

とその 思想の 変遷 を さぐ 

り、 混沌と した 現代 を 逆 

照射す る。 


係 
行 

房 

■ お 名前 

■ 年令 

■ ご 住所 （〒 

) 

■ ご 職業 

■ 学校 

■ お 買 上げ 書店 名 

■ お 買 上げ 書 あきお， 

本郷局 承認 
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郵 便 は が 


料金 受 
取 人 払 


I  I  3 


差 出 有効期間 

昭和 63 年 2 月 
28 日 ま で 


十 


( 受取人 ) 

東京都 文 京 区 

本郷ー 丁 

三 一 ま 

読者 サ 


參 本書お よび 小社に ついての 感想 • 意見 を 聞かせて 下さい。 


* これ ま でに お読みに な つ た 三 一書 房の 本 

參 お読みに なって いる 新聞 • 雑誌 名 
* 本書 をな にで お知り にな り まし たか 

総合 図書目録 (年 1 回 1 月に 改訂） 希望， 不要 


これが テレビ' アニメ、 マン 力' 
の 源流 だ// 


大衆 童 文学の 流れ を 広い 視野で 捉え 直し 

少年の 曰の 「夢」 と 「正義」 を 再起させる —— 


覃明 治 中期から 戦後に いたる 大衆 児童文学— 冒険小説 . 

探偵小説 . 空想科学小説 . 少年 漫画な ど を 歴史的に 再認 

識 する ▼ 未発表 小説 . 稀覿 作品の 積極的 収録 ► 解説 . 年 

譜に 万全 を 期し、 研究者の 要望に 応える ► 別巻に 少年 文 

学と 密接 不可分の 漫画 を 収録 ► 単行本 十 冊 分が 一 卷に、 

読み応え 充分の 面白 シリ I ズ /. 


全？：： 巻 別巻 1 

. 小 WW 進 . 紀田顺 ； 郎 

菊判 8 ポ 2 段 組 平均 五；.：；：.， H 各 8000 円 

第 2 回 配^ —— お 年 5::::^ 

S 少年 探偵小説 集 

乱 歩 = 新 宝島. 青銅の 魔 入 ；£^.ト刚村=^ 

の 暗号 甲 IH 三 郎= お^おお け 他 

第 3 回 配本 —— g 年 oonirS 

圆 空想科学小説 集 

月世界 探険 番茶 会談 空中 隼鑑 $A 

造 島 綠の 日章旗 二 卜： W 紀カ^ * 他 


g 年 2 月より 刊行 開始： 

配本  a 大佛 次郎集  6800 円 一 

鞍馬 天狗 海賊船 伝奇 少年 通援隊 楠 木 正 成 薩摩 飛脚 父 一 

をた すねて 時代に 流されない 名作 群 (特価 期限 =% 年 8H: 末ズ 


続刊 1 明治 少年 小説 集 2 押 川 春浪集 3 

山中 峯太郎 集 5 高が パ„^ 集 6*^  ： 郎池 

田 {:：： 一政 集 9 海 野 十三 裏 ^戦時 ド 少年 小 

説 集 ：：： 戦後 少年 小説 集 別巻 少年^ 

詳細 内容 案内 •  口  W 


〈禅〉 最高の 指 角 書。 全 百 則/ g の 現代語 訳 

曹洞宗 僧侶 参禅 学 道道 場 

長 国 寺 専門 僧堂 堂 長 

佐 橋 法 龍 


全， 訳 0 巖 錄ー 


内容 案内 • 呈 

■ 既刊 


全 8 卷 四六判. 各 1500 円 


m 全世界 は 米粒の 大 

^洞 山 麻 三 斤 


近代 「部落 史」 研究 文献 目録 民 友 社 文学の 研究 


津田潔 編 \ 戦後 刊行 (含 復刻) の 史料. 論文. 書評 等。 文学 . 教育の 

テ— マに よる 目録 は 初。 付 = 略 年表. 著 編者 別 索引" sooomj 


自治体れ 


下 全 2 冊 


役立つ 

デ— タ • 


ンク 


全国 地方自治 研究会 編 \ 他 自治体の 

政策 状況 . 方法の 認識に/. 政策 - 

行政 水準の レベル. アンプに/. 独創 

的な 政策 実例 を 網羅 的に 紹介す る。 

付" 住民運動 活動 事例。 国の 地域 政策 


平 林 I  • 山 田 博 光 編 \ 明治 一 一十 年代 思潮 をり I ド した 蘇 峰 を 中心 

とした 文学者た ちの 全体 像に 肉迫した 注目の 論集。 2800 円 


韓国語の 系統 


金芳漢 大林 直榭訳 \ 韓国の 代表的 言語学者が 比較言語学の 方法 

を 駆使、 日本語の 起源 をめ ぐる 論争に も 一石。  5000 円 


森鷗外 • 母の日 記 


山 崎 國紀編 \ 母の 立場からの 証言。 文豪の 生と 文学 研究の 一 級資 

料で あり、 明治 後期の 庶民 • 風俗 • 女性 史の賁 重 文献。 5000 円 


アフリカ 虮 えの 構図 日本からの 視点 フィリピンの 挫折 


策と マルコス 体制 


日本人の 攻撃 性 土 居 健郎氏 推薦 生き残りの 時代に 


中 野久夫 • 河 田 宏\ われわれの 攻撃 本能 を 歴史的. 社会的に 分析、 

その 正しい 生かし 方 を 考える 新 視点の 日本人論。 14  0  0 円 


森薰樹 \ ハ ィ テク 時代、 職場で 家庭で 何が 起きて い， 

バ ィ •;, ル 競争 の 陰でつ ぶ された 人び と の 悲痛な 叫 び。 


I 卄 

円 


被差別 部落の 構造と 形成 在日 飜顯人 


川元样 I  \ 一  つ ひとつの 部落 は、 なぜ そこに あるの か—。 従来の 

差別 論 . 系譜 論 を こえ 部落の 社会的 役割 を 解明す る。 1500 円 


警察官の 犯罪 


佐 藤 友 之 . 犯罪 防止の 責任者が 犯罪者になる 〈末世〉。 手口 や 身内 

犯罪の 処理までの 実態に、 日本 警察の 腐敗 を 告発。 1500 円 


誤った 死刑 


前 坂 俊 之 \ 誤つ て 死刑 を 宣言され た 事件 を 闇の 中 か. rw— りお 一二し 

た 衝撃の 全 調査 レポ— ト。 冤罪 を 生む 制度 を 告発。 ，1400 円 


自動車 解体 共和国 


部落 解放 同盟 京都府 連 六 区 支部 編 Hf.  ノ；； ： 動 車 解体 処理 業の 

鮮烈 レホ II 力、 ：化；±^^ぉ 力 ぁ別2£リ£-し -Ir^:;;:^^  ISOOPT 


< ド .Tl  \ り KJ4g:l 見えざる 世界 

ノラ tN、\^vi^lstl 帝国の 真実 

赤 間 剛\ 口 —マ カソリックの 総本山の 世界 戦略 =「 神の 計画」 と は 

可^。 固祭改：1ロ戰4^の士掛.<^ のべ五说を散^；？旳こ^る。 3200PT 


金容権 • 李 宗良編 帰化. 結婚. 就職. 指紋 押 掠. 文 《で 出 人： E—  . ： 

世 三世 も 育つ た 八 「、〈在日〉 と は 何 か を 問う へ 小； 典〉。 1600 円 

水爆 実験との 遭遇 と I 

川 井龍 介 • 斗 ケ沢秀 俊 ，久 保 山 無線お の：^ は iw^If^^^ の 点で 

ある。 第五 福 竜 丸と 乘組 員の 歴史が 反核 を：.^ える M 1800 円 

消え ゆく 野生と 自然 

平澤正 夫//  二 ホ ンカ モシ 力な どの 天然 ハ 念 物 ゃヒグ マ^^の现队报 

告が、 科学. 産業. 行政の 野生動物 支配に 挑戦す る。 2100 円 

ある 兵の 戦争 記録 


武部 善人 \ 人間 を汪 人に する 戦争。 三十 歳の 補充 ほ (として サイ ゴ 

ン 近郊で 敗戦 を 迎えた 現大阪 商大 図書館 R の回恕 ：^。 1500 円 

^^^^^-9 学校 化 社会と 生徒た ち 

佐々 木 賢 \ 子ら と 対等の 立場に 立ち、 感情の 表現 を 許し、 安らぎ 

, を bh え、， 柴，4みを大叨 ，」す.る枚皇ま^^可.能な£';| 1400pr 


爆弾 世代の 証言 sll^prii 

片岡利 明// 〈反日〉 と は 何 か。 天皇 爆 殺 = 虹 作戦の 思想と 行動。 自 

らの 軌跡 を 回想し、 「事件」 を 総括す る 注目の 書。 1200 円 

フリ I メ I ソンの 秘密 

赤 間 剛\ 一  国の 政権 を 倒す 実力 を 持つ といわれる 世界最大 最古の 

結社。 その 秘儀、 組織？ 日本での 状況、 会員 は？ 1500 円 

ミニ コミ 戦後 史 铲ャ， -J^sr の 

丸 山 尚 \ 丹念な，， 略伝、 民衆の 自発性に 関心 を 持つ 人に とつ て、 

おもしろい 本で あり、 有益な 本で ある = 『朝日 新聞』 評 2700 円 

現代 フリ —ライタ I 論 

茶 本繁正 \ ジャ— ナ リストの 立脚点と は？ その 仕事、 "志， を 取 

材 体験に 語りつつ、 右傾 化の マスコミ を 告発す る 本。 1800 円 

脳み そ カレ I 味 ぽ ほ 旅 

山際 素 男 \ 伸び伸び， 振舞う お 一 一人と 共に、 案内 役の 私 も 旅 を 楽し 

み、 奥行き 深いお 二人の 言行録 を まとめた —— 著者。 1500 円 

不可 触 民 バクハ の I 日 

アナンド 山際 素 男 訳/ /清掃夫の" 一 日" に ひとは 言葉 を 失う—。 

世界お 力 国に 紹介の インド 現代 文学の 古典的 傑作。 ー 3 0 0 円 


歌集 方形の 空 


島 本 正 靖\ 戦争の 痛み を 畳み 戦後の 混乱の 翳 を 良く。 誠実な 生活 

者の 体 ごとの 悲しみが 流れる = 上田 三 四 一 一 跋文より。 1800 円 


ち よ うち 


金子 正 次/ /新しい ャクザ 映画 を 自作 自演、 現代 日本 映画界の 圧倒 

的 期待 を 受けながら 夭折した 天才の 遺作 シナリオ 集。 1700 円 


正 延哲士 各 1800 円 


最後の 博徒 は、 


全 2 冊 


血 を 噴 < 修羅場に 信義 を 守り つづ 

け、 国家権力と 対決した や クザ武 

士 = 波 谷 守 之の すさまじい 半生/ 


山 口 組 ドキュメント 山 口 組 W  I 和 会 

溝 口 敦\ 誰が 勝つ か。 警察との 関係 は？ 〈血の 分裂  >に 露呈した 

,大 衆 社会 下め ャ， ク ザめ 現. 狀。 暴. BEM 図お 変 ソ. ，.？1PJPIG. 


究含中 さら 症症ァ 
のめ 国れ ガ 、 、レ 
成久 やる ン動 肥ル 
果保 ゎ靈に 脈満ギ 
を 研が 芝 ま 硬 、 I 
公究 国ので 化 糖 、 
開 室の 人 も 症 尿 免 
すの 研ェ効 、病疫 
る 科 究栽果 血 、 、 
。学内 培が 栓 高高 
的 容法期 症 脂 血 
研 を 、待 か 血圧 


家の 

円 


fpstr 一  1 き-. *^ 

中原 欽 I 郎\ 愛知 管理 教育 下、 人間性 無視に 立ち向か 

痛苦の 体験と 闘い を 父親が 描く 告発 長篇 小説。 

南部 I 摸の 旗 

小 野 寺 公二 \嘉 永 六 年、 藩主 更迭 を 要求、 大佛 次郎に ，， 黒船 以上 

の 大事 件，， と 書かせた 東北 民衆の 大ー接 を 描く 長篇。 2500 円 


漢方 を 食べる 


大田静 雄 \ 中国の 古典 を 基礎に、 食の あり方 を 再認識 

する 実用 漢方 食 読本。 ごはん、 みそ 汁 こそ 健隶食 だ。 1400 円 


ノ  、二  I ノノク ヲ4^12/す， 


高 中 寛 \ 千 百 力 所以 上の 売春 施設に 生きる  <.大 使た ち〉 の& と：： に 

日本人 を 再考す る 徹底 密着 レポ J rc  ，400 円 


テレビ ドラマ 作法 

高 橋玄洋 \ どんな 勉強 を すれば いい か。 ベテラン 作家が その 沐験 

を 公開し つ つ 創作の コ ッを 示す シナリオ 読. 4。  2200 円 

ちんこん.^5 ピンク 映画 は どこへ 行く 

野 上 正義/風に. さすらい 女に ゆれた ピ ンク映 -幽 渡 日^ 映.. W の 

最 底辺 を 駆けた 男優の 回想と 「裸」 のェ ピソ— ド。 1500 円 


全 5 卷 

別卷 2 


近畿 大学 薬学部 久保 道徳 研究室 編 


待望の 研究 公開 . 

國本卷 全 5 卷 完結 発売中  四六判 • 各 1400 円  別卷 2 紅 参 —— 続刊/. 

① 排泄の 医学と 漢方 ② 慢性病と 漢方 ③ アレル ギ I と 漢方 ④ 成人病と 漢方 © 自律神経失調症と 漢法 


三 一新 


に 吹かれて メリ I ジェ I ン 


つの だ 女 ひろ 


ホロ 苦い 青春 を、 仲間た ち を、 そして チヨ 

り まじめに 音楽 を ライト 感覚で 語る/. 名曲 メ 

リ— ジヱ— ン 誕生 秘話、 幻の バンド 等 650 円 


寄席 爆笑 帳 


落語 を 地でいく 人び と ■ 有 遊 会 編著 \ぁ の 人 こ 

の 人の こんな 話 あんな 話。 その 世界に くわしい 

通人た ちが 冴えた 文章で 殺る 人間く さい 奇談 珍 

談の 集大成が、 楽屋の ゥラを 活写す る/. 650 円 


こわい カゼ 薬 


本 淑子. 宮 田雄祐 編著 \不 必要 投薬に よる 急死 か增 

ライ 症候群と いう」 問題 は どこに あるか、 その実 態. 行政の 対 

4=? . 薬の 副作用な どに、 今 どうすべき か を 考える。 800 円 


国語辞典に みる 女性差別 ことばと I 考える 会 


ことば は 時代の 反映/. いま 日本語の 中で 女性が どう 取り あげられ、 解釈され ている か。 絶対的と， 

を 得て いる 有名 辞典 を 中心に 収集. 分析、 私たちの 差別 意識 を 点検、 女性 解放に 資す 注目の 報告」 


信 観 

円 


砂糖 をと りすぎ る 日本人 


安達 康\ 入れ歯 人口、 糖尿病. 成人病 患者の 激増、 行動 

過 症と いわれる 暴力 少年 症候群の 猖蹶。 人間の 生んだ 

人工 甘味 技術の 害悪に 自ら むしばまれ ている。 恐るべき 

実態と 食生活 改善 へ の 具体的 提言。  6  50 円 


その 点 は 民俗学 者の 宮田登 氏 も 同様で ある。 

私が 最近 もっとも 強い 感動 を もって 読んだ の は 『青銅の 神の 足跡』 である。 充実した フィ ー ルドと 

文献の 渉， m を 重ねた 上に、 比類ない 洞察力 を 駆使して、 柳 田 国 男 先生の 「一目 小僧」 をめ ぐる 研究 を 

鮮 かに 乗り こえて いる。 新しい 世界 を拓 いた 者の よろこびと 自負の 気迫が 紙面から ひびいて くる。 そ 

のよう な よろこびと 自負な くして は 孤独な 研究の 旅 を 続けて いける はず はない ので ある。 

然し 次 著の 『鍛冶屋の 母』 になる と、 著者の 昂揚した 精神の 鼓動 はずつ と 静かな ものに 変って いる 

ことに 気づく ので ある。 

ついでで あるから 耳 族に ついて ことあげして おきたい。 "目と 耳の 結婚" では、 目 族の こと は、 ま 

ことに あざやかに 浮かび上が つ てく るので あるが、 どちら かとい えば 耳 族の とらえ 方に は 尚 一 歩つ き 

こみたい 気がする。 そのつ きこみのお 手つ だい をしたい という 気 もちが 強いので ある。 さて これから 

あげる こと は、 ひいきの ひき 倒しに はならない と 思う がどうであろう か。 

肥 前 風土記に 登場す る大 耳、 垂耳の こと は 谷川 氏 も ふれて いる。 同書に 容貌 隼 人に 似たり と ある 白 

水郎は 騎馬 をよ く するとい う。 その 馬が 江 南 系の 小型 馬で ある 可能性 は、 大耳、 垂耳が 華南の 倦 耳に 

相当す るなら、 その 騎馬 は 江 南 系の 果 下馬と よばれた 小型 馬の 可能性 を 考えても よかろう。 小型 馬 は 

織 文 後 晩期 以降、 わが 東海 海辺 地区に も、 沖 織に も 登場した 形跡が おさえられ ている。 

ところで、 大耳ゃ 垂耳に は、 軽い 耳 飾で はなり にくい。 蘭嶼 のャミ 族の 婦人 は ァゥム 介 製の 繭 型の 

耳 飾 をつ けて いたが、 大耳 にも 垂耳に もな つてい なかった。 軽い からであろう。 重い 硬玉 や 碧玉の 块 
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状 耳 飾なら 垂耳になる であろう。 块状耳 飾の 事例 は薩 南の 草 垣 島、 種子 島に 登場して いる。 前者 は繙 

文 時代の もの か 弥生時代の もの か 不明が あるが、 後者 は 弥生時代の 耳 飾で ある。 

考古学者 は 弥生時代に は 耳 飾の 事例に 乏しい というが、 竹 や 木 を 用いて いた 場合に は 考古学 的 証拠 

は 残りに くい。 

大耳、 垂耳の 最もお こり やすいの は、 竹 や 木 あるいは 骨 製の 耳 棒 を 用いる 場合であろう。 耳 棒 は 長 

さ 五 センチ、 七 センチから 長い もの は 一四 センチに もなる 棒状の 耳 飾で、 耳朶 を 貫いて はめこむ もの 

である。 この 耳 棒 を 用いる と、 耳朶 は 大きくな り、 且つ その 重さで 垂下す る。 

興味深い こと は、 この 耳 棒 は 南方 島嶼に なく、 華南 山地から ビルマに かけて 知られて いた。 台湾で 

はァ タヤ ル 族の 男女に 見られる と、 鹿 野 忠雄は 述べて いるが、 文 助の 「チヨ プラン 島 漂流 記」 には揷 

絵 入りで 紹介され ている。 海岸 アミの 世界に も 行われて いたので ある。 耳 棒 は 江 南 を ふくむ 華南に も 

行われて いた ものであろう。 三国 時代の 魏志 倭人 伝に 朱 崖. 儋 耳なる 地名が 登場して いる。 耳 を 頭上 

に儋ぐ ほどの 長 耳 は 耳 棒 を 用いない と 生れる こと は あるまい。 台湾の ァ タヤ ルゃ アミの 耳 棒 も、 南方 

海 島に その 出自を もとめえない とするなら、 おそらく 華南 系の ものであろう。 

肥 前 風土記の 記事に 見える 大耳 • 垂耳 も 大陸 は 華南 系の 耳 棒に よる もので はなかろう か。 弥生時代 

に 南海 産 貝が 手 環と して 用いられた 西 海 地域に 耳 棒が 行われて、 大耳、 垂耳の 耳 族が 分布した 可能性 

は 考えて おいてよ いもので なかろう か。 この 見通し は 谷川 氏の 耳 族 想定に 役立たない であろう か。 

少し 長くな りすぎ たようで ある。 擱 筆したい。  (梅 光女 学院 大学教授 民族学) 


祭り をたず ねて  渡 辺 良 正 

谷川 先生の 著書 は、 処女作の 「最後の 攘夷 党」 (三 一書 房) 以来 早く も 二十 三 冊に なって 我が家の 書 

架 を 飾って いる。 平凡 社 を 退かれて 僅か 十三 年の 間に これ だけの 本 を 書かれた こと は、 いつも 先生が 

足 まめに 取材の 旅 を 続けられ ている こと を 知 つてい る だけに、 私に は まさにお どろき である。 

祭りから 祭りへ と、 これ また 旅 ガラスの 私 は、 取材 先で 先生に 出会う 事が 多かった。 愛知県の 花祭 

り や、 秋田県 西 馬 音 内 盆踊り、 出雲大社の 神 在 祭、 三 保 神社の 諸手 船 神事、 そして 沖鼯と 数へ あげれ 

ばき りがない。 

しかし 「民俗の 神」 (淡 交 社) の 取材で、 遠山 や 伊勢 志 摩に 同行した ときの 旅 は 楽しかった。 

とかく 緊張し がちな 仕事の 旅で ありながら、 先生の 人 当りの 柔らか さ、 豊富な 話題、 こまやかな 配 

慮に どれほど 救われた ことか。 

先生に 誘われて 始めて 遠山 を 訪れた の は、 昭和 四十 六 年 十二月 十日であった。 飯 田 線 平 岡 駅で 降り、 

最終 バスで 和 田へ 向かう。 指示され ていた 後藤 総 一郎 先生の 実家 は、 バス停の すぐ 近くであった。 

谷川 先生 は コ タツに 入りながら、 後藤 先生のお 父さんで ある 後藤 忠人 氏から 祭りの 話 を 聞かれて い 

たが、 神楽 歌の 一節が 気に入り、 二、 三度 繰り返され たかと 思う と、 早く も 原稿に 組み入れられた。 

折から 連載 中の A 新聞 コ ラ ム の 原稿 は、 南 信 濃 村の 後藤 先生 宅から 電話で 送られた。 


冬く ると 誰が つげ つら 北国の 

しぐれの 雲に のりて まします 

の 神楽 歌 は、 こうして 祭りより 数 時間 早く 東京の 新聞社へ 伝わり、 翌日の 夕刊に よって 全国の 家庭 

で 読まれる ことにな つた。 ゆっくりと 一語一語 を 確かめつつ 電話され る 先生の 横顔 を 見ながら、 ジャ 

1 ナ リストら しい 一面 を そこに 見て、 深く 印象づけられた。 

遠山 祭り は、 その 日の 夜から 始まった。 車で 木 沢へ 向かった。 祭場に 签が 三つ 並び、 まきが 燃え、 

湯気と 煙と 人影が 充満して いた。 

翌日 は 上 町へ 行った。 祭り は 十四日の 程 野まで、 連日 続いた。 

折から 狩狱 解禁で 肉屋の 店頭に は、 子牛 ほどの 大きな 猪が 運び込まれ、 後藤 先生 宅で ご馳走に なつ 

た。 また 深夜、 煙りで くすぶる 祭場 を 抜け出して、 空 を 仰いだ ときの 星空の 美し さは 忘れられない。 

手 を 伸ばせば とどく かと 思われる 近 さに、 無数の 星が 鈴な りに きらきらと 輝いて いた。 しかし、 徹夜 

の 祭りの 連続で、 私 はすつ かりく たびれ 果てた。 ところが、 谷川 先生 は スタミナの 管理が 巧みな のか 

現地で 講演 を 引き受けられた。 会場 は 和 田の 公民館で、 話題 は 遠山 祭りで あつたが、 話 はさら に沖繩 

の 祭りに 発展し、 山と 海、 生活環境が 対照的で ありながら、 人び との 気質が よく 似て いると いう 感想 

を のべられた。 

志 摩 半島の 取材 は、 翌年 十二月 三十 一 日から 始まった。 磯部 町のう なぎ 屋 「川 八」 で 先生と 待合 わ 


せ、 忙中閑有りと ばかり 碁 を 打った。 やがて 淡 交 社の 岡 本 氏、 津 市の 藤 田 氏と 顔が 揃い、 岡 本 氏の 車 

で 出発す る。 いざ 取材が 始まる と、 話 は どんどん 発展し、 訪ねたい 所、 会いたい 人の 数が ますます 増 

えた。 夕方 石 鏡の 宿へ 行き、 あわただしく 夕飯 を 済ませる と、 大王 町 舟 越から 波 切へ と 年越しの 祭り 

を 取材、 宿へ もどった の は 午前 三時だった。 

翌 元旦 は、 安乗の 三 棚 神事から 始まった。 睡眠不足の 顔に、 冷い 潮風が 心 良かった。 昼 は、 「埋も 

れた 日本 地図」 の 大王 崎 紀行に 書かれた、 安乗で ただ 一軒の すし 屋へ 寄った。 店 は 元旦で 休んで いた 

が、 運よく オヤ ジが 居て 歓迎して くれた。 

三日の 立 神、 ひ っぽろ 神事 は 寒い 一日であった。 先生 は 村人と 一緒に 終始 祭りの 見物、 私 は カメラ 

を 持 つ て 祭場 を 右往左往した。 祭りが 終 つ た の は 夜の 十 時で あ つ た。 

翌 四日 はよ く 晴れた。 立 石 明 神の 写真 を 撮る と、 大王 崎へ まわる。 大正 元年 二十 六 歳で この 岬に 立 

つた 折 口 信 夫 氏が 話題に なった。 正月と は 思えない くらい 暖かく、 黒潮が 運んで くる 風が 心地良い。 

取材 は 終った。 やれやれと ばかりに、 私 は 大きく 伸び をした。 すかさず 谷川 先生の 声が 聞こえた。 

「渡 辺 くん はいいね。 もう 君の 方 は 仕事 終った も 同然だろう。 僕 はこれ からが 大変なん だよ。 整理し 

てまと めて 書く のがね」 

出版社の 事情 も 絡んで、 「民俗の 神」 が 本に なった の は 二 年 半 後で ある。 

しかし、 この 本 は その後の 私の 取材 活動の 大きな 指針と なった。 何しろ 日本列島に は 無数の 神々 が 

祀 られ、 祭り は 多彩で ある。 全国 各地で 取材した 写真の 集積 は、 整理の つかない 混沌と した 世界 を 作 

り だす。 だが、 「民俗の 神」 を 読み進む うちに、 これら 祭りの 数々 が 「わが 常 民が 幾千 年と なく かか 


つて、 織り あげた 絨 種の 絵 模様」 となって よみがえって くる。 

思えば、 向が丘の 散歩道で、 谷川 先生に 「祭り を 撮って みない か」 と 勧められて 以来、 早く も 十五 

年の 歳月が 流れた。  (写真家) 


編集部よ 

「第 四 巻 = 古代 学 篇 I」 をお とどけし ます。 

次回 配本 は、 「第 六 巻 = 沖繙 学篇」 の 予定です。 
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谷川 健 一 著作 集 

4 


古代 学篇 I 

古代史 ノオト 

信仰と 神話 


伊 雑宮の 御田 植祭 （撮影 渡 辺 良 正) 


タ 丁 


^  谷川 健 一 著作 集④  古代 学篇 I 

4  古代史 ノオト \ 信仰と 神話， 


巨 

次 


古代史 ノオト 7 

第一 部 

ひさ ごとた まご  H 

応神 帝と 卵生 神話 

膂宍の 空 国， ^ 

日本の 脊梁 文化 5^- 

常世の 鳥 R 

倭の 鵲 お 

第二 部 

シ ヤコ 貝 幻想 

サルタ ヒコの 誕生 .1 


志 摩の 磯部 .2 

旅する 女神 ^ 

ヒル メと アマ テラス 

第三 部 

不知火 海の 巫女 

産屋の 砂 

神に 追われて .g- 

名 えらび g 

魂と 首飾り g 

注 川 

あとがき  ^ 
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信仰と 神話 ？ 

豊 玉 姫考 I 産屋 の 民間伝承 と 記紀 神話 の 接点 

竜 蛇の 末裔 ^ 

常世と 御霊 信仰 が 

よみの 国へ の 通路 

日本人の 信仰の 原点 I 

ひさ ご 

魂の 容れ物 ひょうたん ^ 

たまご 

球体の 宇宙 像 —— 卵と ひさ ご  ^ 

繩 文人の 審美眼 ま 

古代人の 自然観 察 .1 

邪 馬 台 国と 帆船 W 
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古代 航海と 帆 一 
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今の 流行の 日本 人類学 は、 自分 達から 謂えば 

殆と 土器 学で ある。 土器の 以前に 又は 土器と 

併行して、 そこに は 更に 瓢簞 学が あるべき で 

あるが、 その 瓢箪 は 腐って しまったから、 シ 

ャべ ルで 学問 をしょう と 思っても 掘 出す こと 

が 出来ない。 しかも 瓢箪の 人間 生活との 交渉 

は、 若干の 忍耐 を 条件と して、 之を迎 つて 行 

くこと が 不可能で は 無い ので ある。 

—— 柳 田 国 男 「うつぼ 舟の 話」 より 
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神社と 墳墓と は 一見 相容れない 存在の ようにみ える が、 もとは 一 つであった という 考え は、 近来 私の 胸に 頻繁 

に 去来す る。 この ことに ついては すでに 大場磐 雄 氏が、 昭和 十八 年 十二月に 刊行した 『神道 考古学 論^』 に 述べ 

ている。 大場氏 は その 中の 「古墳と 神社」 という 一章で 「我国 上代の 神社が 墳墓から 起こった とする 考察、 及び 

これに 関連して 上代の 墓と 社 並に 葬と 祭と が 同一 であるとの 意見 を 有した 先輩 は、 決して 少なくない」 といい、 

江戸時代の 谷川 士清、 藤井貞 幹、 明治の 栗 田 寛、 現代で は 山 本 信 哉、 太 田亮、 加 藤 玄智、 中 山 太郎、 山 口 鋭 之 助、 

後藤 守 一な どの 名 を あげてい る。 その 論拠 は 紹介され ていないが、 古墳と 神社と が 同一 地に ある ものの 数 は、 全 

国に わたって すこぶる 多い と 言って いる。 私 もまた この 数年、 地方の 由緒 ある 神社 を 訪れて、 古墳の 上に 神社の 

建てられて いるの を しばしば 確認して いる。 

それで は なぜに 神社と 墓と がお なじ 場に あるの か、 といえば、 一 つに は 祖先の 霊を祀 るの が 神社の 起こり だと 
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答える ことができる。 もともと 祖先の 霊の 所在地で ある 埋葬 域が、 やがて その 記憶が 忘れ去られ たのち も 崇敬の 

場所と なった とする 考えで ある。 私 もこう した 神社 起源 説に 異論 はない。 金 達 寿 氏 は 神社の 形 はもと もと 朝鮮に 

おける 祖霊霸 に 起こった とする。 また 仲 松 弥秀氏 は、 沖繩 において は 神 を祀る 御嶽 はもと 人骨の 埋まった ところ 

(2) 

であると いう 仮説 を 立てて いる。 この 仮説 は それに 反論で きにくいと ころから、 大方の 支持 を 得て いる。 

こうした 事実から すれば、 神社と 袓 霊の 祭場と は 不可分であって、 その 前提と して、 そこに はかって 祖先の 骨、 

あるいは 村落の 有力者 や 地方の 豪族、 さて は 祭祀 者の 骨が 葬られて いると いうの は、 まず あやまり のない ところ 

である。 沖 繩ゃ奄 美の 例で みられる ように、 最初 は 神社と いう 建造物 を まったく もたない もので あつたに ちがい 

ない。 

日本 本土のば あい、 山の ふもとに 拝殿 はおいても 本殿 をお かない 例 は 三輪 山 を はじめ 少なく はない。 この こと 

は、 はじめは 拝殿 さえ もな く、 山 を 対象と して 礼拝して いた こと を 示す ものである。 こうした 御 神体と しての 山 を- 

日本で は 神な び 山と 呼ぶ ばあいが ある。 神 南と も 甘南備 あるいは 燜鍋 とも 記されて いる。 この 語源に ついては 諸 

説が. 4 が)。 神の かくれ こもる ところと する 「神な ばり (隠)」 説 (武田 祐吉、 加藤義 成、 上田 正昭、 大場磐 雄) の ほか 

に は 神蛇の 住む 山の 「神な び (蛇)」 説 (高 崎 正 秀)。 また 「かむ *な* び」 と 分けて 「な」 は 「の」 であり 「び」 は 

「もり」 「やま」 とする 「神の 森、 神の 山」 説 (真 淵、 折 口 信 夫、 池田弥 三郎) が ある。 さらに 「なび」 は 「なば」 

「なめ」 など 霊 石 を 意味す る 「神霊 石」 説 (堀 内 民 一) が ある。 

この 神な び 山 は 出 雲 国の 意 宇 郡に も 神 名 樋 山が あり、 肥 前に も 甘南備 山が ある。 山城 国 綴 喜 郡に も 甘南備 神社 

が ある。 これ はいずれ も 山の かたちが 円錐形 または 笠の かたち をして いる、 と 大場磐 雄 氏 は 指摘して いる。 

神な び 山 はまた、 みむろ (御 諸、 三 諸、 三 室) ともいう。 みむろの 山 は 大和で は 三輪 山の ことで ある。 「神な び 

み むろ かんな び  ノ  r> 1 

の 三 諸の やまに …… 一 と 『万葉集』 にある ところから、 三 室と 神 南 備とは 同一 物 を 指して いると 考えられる 大 
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場 氏に よると、 信 濃 国の 木 曾 福 島 町の 西南に 大字 御室と 称する 地が あり、 木曾川に のぞむ 平地に 大円 墳 状の 隆起 

が ある。 同国 北 安曇 郡に も 小 室と 称する 地が あり、 觀訪 神社が 建てられて いるが、 その 背後に は 三角形の 独立 丘 

が ある。 やはり 信 濃 国の 北 佐 久郡小 諸 町の 在に は大 諸と 称する 所があって、 大 円墳 状の 独立 丘が みとめられる。 

この 大場 氏の 報告の 中に、 みむろの 山 を いずれも 円墳 状と 形容して いるの は 注目すべき である。 

つまり 三 室 は 神聖な 岩屋で あり、 室の ような こもった 場所に ちがいない。 とすれば、 それは神なびとぉなじ^：心 

味 を もっと 考えても さしつかえない。 大場磐 雄 氏 は 御 神体 山、 神な び 山、 みむろ 山 は 山容が 秀麗 だから 「何人も 

思わず 崇高の 念 を 抱き、 あるいは 親愛の 意 を 有する に 至る」 と 言って いる。 これが これまでの 通説と いってよ い 

だろう。 

だが 果たして そうだろ うか。 神社と 古墳と が もともと おなじ もの だと すれば、 そして 神社の 建物が はじめは 存 

在し なかった とすれば、 この 山 こそ は 祖先の 骨 を 埋めた 墳墓の 地ではなかった か。 古代人が 円錐形の 山に とくに 

眼 をつ けた 理由 は、 もとより その 山の 形に ある。 しかし それ は 山容が 美しい からで はない。 それが 死者 を 葬る に 

ふさわしく、 また じっさい 祖先の 霊 をそう した 山に 葬った からに ほかならぬ、 と 私 は 考える。 

二 

■ -ー 

なび づ ま 

神な びと いう 語 は、 たしかに 隠 妻と いうよう に、 神が かくれて いる 意味に も 解釈され る。 神と は祖霊 神に ほか 

ならぬ とすれば、 祖霊 のかく ります ところと いう 意味で、 神な びと したので あったろう。 しかし、 また 「神な び」 

は 「神 鍋」 とも 見られる ので ある。 その 山容が 鍋 を 伏せた かっこう だからで ある。 鍋 神と いうの を 転倒して 神 鍋 

と 記した と 考えても よい。 この 鍋の かつ こう をした 山 はとく ベ つ の 意味 を もってい たと 私 は 思う。 

というの も、 朝鮮に おいて は 新羅の 王 陵 を はじめ、 王 陵 は 殆ど 円墳であって、 鍋 を 伏せた ような 感じ だからで 
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ある。 これ は 今日 も 庶民の 伝統に つらぬかれ ている。 すなわち、 朝鮮の 墳墓 はすべ て 土まん じゅうで， その上 を 

芝草が 蔽 つてい る。 つまり 朝鮮半島の 墳墓の 形式 は 円墳 を 原型と する。 これが 日本に 伝わらなかった はず はない。 

考古学 的な 一切が 大陸から 流入し、 しかも 大陸から おびただしい 人び とが 渡来し、 支配者 層に 組み入れられ たと 

き、 その 黄 墓の 形式 もまた 伝来した と 考える の は 自然で ある。 この 古墳の 原型 は そのまま 神な び 山への 信仰に 移 

行して いったの だろう。 祖先の 骨が 埋められ、 その 魂の やどる ところが 崇敬の 対象と みなされ たの は、 とくに 大 

和 盆地の 周辺に 住む 人た ちに とって は 日常の ことであった、 と 解釈す るのに は 異論 はない。 だが、 神な び 山 を 成 

立 させた 大陸 渡来の 円墳に は、 また 別の 意味が こめられ ていた、 と 私 は 考える ので ある。 

『三国 遺事』 を 見る と、 新羅 始祖の 赫居世 王の 条に 卵生 説話が 記されて いる。 白馬が ひざまずいて いるので、 た 

ずね てみ ると 紫色の 卵が ひとつ あり、 そこから 男の子が 生まれた と ある。 また ひさ ごのよう な 卵から 男が 生まれ 

たと も ある。 これ は r 駕洛国 記」 の条 にある。 また 高 句麗の 始祖 伝説に も 卵から 生まれる 話が のって いる。 こう 

した 卵生 説話 は 朝鮮の 神話 伝説 の特徵 である。 

韓国の 学者で シャ ー マ ニズム 研究家の 徐廷範 氏 は 卵が 天から降り てきた という 共通 性 を もってい るの は、 生命 

の 母体が 天 (ハ ヌル) だとい う 観念が あるから だとす る。 ハ ヌル は ハナ ル とも 言う が、 ハナ ルは ハン (大) とァ 

ル (卵) の 複合語 だと、 徐廷範 氏 は 言って いる。 徐氏 はかって 私に、 王 陵 や 庶民の 墓が 円墳で あるの は、 卵の 形 

を模 した ものであって、 卵から 再生 するとい う 意味が そこに こめられて いるに ちがいない、 と 語った ことがある „ 

朝鮮の 始祖が すべ て 卵生 説話 を もっている とすれば、 この 説 はき わめて 重要な ものである ことが 分かる。 

この 推定 を 実証す る ものと して、 慶 州の 一 五 五 号と いう 円墳 を 最近 発掘した ところ、 石室の 土製の 壺の 中に お 

さめられた卵の，^.1^が約ニ十個出てきたことを、 森浩 一氏 は 報告して いる。 それに 馬の 鞍のう しろに 真白い 天馬 

が 苗 かれて いるの が 発見され たという。 これ は 新羅の 赫居 世の 誕生 を 記す のに 白い 馬が ひざまずいて いたので、 
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その 場所 をたず ねる と 紫色の 卵が あつたと いう 記事 を そのまま 思わせる。 すなわち そこに 葬られた 王族 は、 この 

神話の ように 再生す る こと を 願った ので ある。 

このよう にして みれば、 もともと 朝鮮の 古墳が 卵を模 して、 再生への 欲望 を 秘めた ものであった ことが 分かる。 

これが、 大陸からの 渡来人に よって もちこまれ、 日本の 古墳の 形式で ある 円墳 ともなつ たこと はだれ しも 納得し 

よう。 

前方後円墳 について 言えば、 円墳の まえが 祭壇で ある こと は、 私が 新羅 王 陵 をお とずれ たと き、 円墳の まえの 

四角い 敷石に 足 を 踏み入れた ところ、 そこ は 神聖な 場所 だと 守衛から 咎め立て された ことか らも 推定で きる。 し 

かし、 それと 同時にもう 一 つの 解釈 も 成り立つ。 前方後円墳 は 横から 見せる もの だとい うの は、 三 品彰英 説で あ 

り、 松 本 清 張 説で ある。 その 説に したがって 横からみ て 見る と、 その 姿 は ひょうたん をた てに 割った いわゆる 

「瓢 塚」 の 形な ので ある。 

ここで また 『三国 遺事』 を 見る と、 新羅の 始祖 説話の 条に、 卵から 生まれる が、 その 卵 はまる で瓠 のよう であ 

つたと ある。 朝鮮に 多い 朴姓 は瓠 という 意味 だと も 述べて ある。 そこで ひさ ご (ひょうたん) が 卵と おなじよう 

に 再生の 器で あり、 しかも 天空 は ひさ ごの 形 をして いたと 信じて いた ことが 推測され る。 『万葉集』 に 「天」 の 枕 

詞 として 使われて いる 「ひさかたの」 という ことば は、 もともと 「ひさ ご 形の」 という 意味で あると 解釈す る. M 

きも ある。 「ひさ」 というの は 古語で ひさ ご (ひょうたん) を 表わして いるから である。 丹 後 峰 山 町に のこる 羽 

衣 伝説 を 今 も 伝えて いる 家で 私が 直接に 聞いた ところでは、 天女 は 干瓢の 蔓を たよりに して 天空に のぼ つてい く 

(7) 

ので ある。 このよう にして ひさ ご は その まるく 中空の か つ こうが 天空 を かたどり、 また 卵の ように 再生す る？， 扒< 
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と 思われて、. た。 前方後円墳 はじつ にこの 「ひさ ご」 を模 した 形 だと 私 は 思う ので ある。 

/  (8) 

すでに 前方後円墳 は 韓国に おいても 数 基 発見され ている と 聞く。 これによ つ て 日本 独自 を ほこる 古墳で はない 

こと は 明らかになった。 今後 韓国で はさら に 発見され ていく にちがいない。 無 土器 時代の 石器な ど は 戦前に 考え 

られ なかった が、 岩 宿で 発見され ると、 今や 百 を 越す 遺跡が 確認され ている。 

こうした 例 を みても 前方後円墳の 増加す る 確率 はき わめて 高い。 そうして 韓国に おいて 円墳が 卵の かたち を 表 

わした ので あると すれば、 前方後円墳が、 その もっとも 古い 信仰に したがって ひさ ごの かたち を あらわし たと 考 

えてなら ぬ こと は、 どこに もない ので ある。 

日本に おいても ひさ ご は 魂 を 入れる 容器と 考えられ ており、 盆に 墓まい りする ときに ひさ ご を も つてい つ て祖 

(9) 

霊 を それに 入れて くると いう 習俗 も ある。 

さて、 このよう にして 円墳に 葬られた 主は祖 霊と して 祭祀され るよう になった。 神な び 山 は、 なべの 形 をした 

神 本山で あり、 そのな ベ はもと もと 卵 を 表わした もので あつたと 私 は 思う。 この 私の 推測 をもう 一 つうら づける 

の は、 「かむな び は、 出 雲 系統の 神を祀 つた 所で あるら しい」 という 折 口 信 夫の 説 を 受けて 展開して いる 池田弥 

三郎 氏の 論文で ある。 池 田 氏 は 大和の 葛 城の 鴨の 社が、 鴨の 社 を 中心に、 鴨 神 をい つき まつ つ て 移住し 定着した 出 

雲 人の 居住の 地で あると 推定して いる。 大和に おける かむな び は 「出 雲 国 造 神 賀詞」 による、 四 力 所あって、 

一 つ は 三輪の かむな び 山、 二つ は 葛 城の 鴨の かむな び、 三つ は 宇奈提 のかむな び、 四つ は 飛鳥の かむな びと なつ 

ており、 ォォ モノ ヌシ、 クシ ミカ タマ、 アジ スキ タカ ヒ コネ、 コ トシ 口 ヌシ、 カャナ ルミ を、 そわそわ 祭神と す 

ると されて いる。 このうち ォォ モノ ヌシ、 アジ スキ タカ ヒ コネ、 コ トシ 口 ヌシは 出 雲 系の 神と みなして よい。 

かむな び 山 は、 もともと 円墳と いう 発想に もとづく とするとき、 朝鮮半島からの 有力な 渡来 地で ある 出 雲に ま 

ず それが 生まれ、 やがて 大和に も わった と 考える ことができ るので ある。 かむな びの 形に ついては、 大場磐 雄 
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氏 は 孤峰 説で あり、 堀 内 民 一氏 は、 山頂が ゆるやかな 鞍部 を もって、 でこぼこが ある 山と いうの がその 特色で あ 

ると 主張して いる こと を、 池 田 氏 は 紹介して いる。 孤峰 説に したがえば 卵 を 思わせ、 二 峰 対立 説に したがえば ひ 

さ ごの 形 を 思わせる。 

しかし、 また 神な びに はもう 一 つの 意味が あると 私 は 思わざる を 得ない。 神な びと いう 語 は 「神な み」 でも あ 

る。 「なみ」 は 蛇 を 意味して いる。 三輪 山に 蛇に まつわる 伝承が 伝わって いるの は 有名で ある。 それ は 蛇 神のと 

どまる 山で あると 理解す る こと もで きる。 みむろの 山の 大蛇 を とらえる という 話が あるが、 このみむ ろと 大蛇と 

は 不可分で あり、 神な び 山と 推定され る 雷 山 もまた そうで ある。 雷 は 大蛇 を 指す 語で も ある。 アジ スキ タカ ヒコ 

ネ はこれ また 大蛇 神と いわれて いる。 

この 三輪 山 説話と おなじ 話が 『三国 遺事』 にの つてい る。 しかし、 それ は 蛇ではなくて、 大 みみずと なって い 

る。 

そして それが 一 方で は 沖 繩の宮 古島の 漲 水 御嶽に も 伝承と して 残って いる。 娘のと ころに 夜な夜な 通って くる 

若者の 正体 を 知ろうと して、 麻糸に ころも をつ けて おき、 あくる 朝 それ をた どって いってみ ると、 蛇が 片 n を 麻 

糸の 針に さされて 苦しんで いた、 という 話で ある。 

八重 山で は ナビ ン ドウと いうと ころから 赤 マ タ黒マ タ という 二 神が 出現す る。 この 赤 マ タ という 語 は沖繩 では 

蛇 を 指す 日用 語で ある。 そして ナ ビン ドウ は ナベ 底の ような 窪地で あるが、 その 一方で は 蛇の 出現す る 洞穴と み 

なされな いこと はない。 

卵と ひさ ごと 蛇と。 これに 共通な もの は 何 か。 それ は 再生の 観念で ある。 卵生 説話 は 日本 本土に はまった くな 

く、 琉球 弧の 宮 古島に 数 例が のこされて いるば かりで ある。 ただ 八重 山で は 井戸 を 掘った とき や 地鎮祭の ときに 

卵 を そなえる。 これ もまた 再生への 願望 を 秘めて いる ともいうべき であろう か。 いずれにしても 朝鮮半島と 琉球 
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と 日本 本土との 関係 はじつ に 密接で あり、 それ を 一 体と して 捉える 視野の 確立が 急がれる。 

四 

神な び 山が その 秀麗な 姿 を もって 神体 山と 称せられ たので はなく、 かって 祖先の 葬 地で あつたが ゆえに 崇拝 さ 

れ たこと を 推測させる 有力な 論文が 柳 田 国 男の 『山 宮考』 である。 それによ ると、 伊勢の 内宮の 禰宜を 独占して 

いた 荒木 田 氏、 外宮の 禰宜 家の 度 会 氏の 氏神 はいずれ も アマ テラス 大神 ではなく、 彼ら は 別に 氏神 を もち その 祭 

り をお こなって きた。 ところで 毎年 二度の 氏神 祭、 次に は 年 一回の 山宮 神事 を 終えた 度 会 姓の 人た ち は 帰りに か 

ならず 服 Is 路を とおった。 服忌路 というの は、 物 忌に 服す る 人の 忌みの 路 という 意味であって、 氏神 祭山宮 神事 

を触穢 とみな していた ことが これで 分かる。 また 氏神 祭に 参列した 本宮 奉仕の 禰宜は 三日の 潔斎 を しないと 神前 

に 出る こと を 許されなかった。 また 山宮 祭のば あいに 度 会 氏の 一族で は、 まず 参列者 一同が 祭の 仮屋で 共同の 飲 

食 を 終えて、 そうして 谷川の 水で 口 をす すぎ 手 を 洗って から 山宮 祭に とりかかる。 これ は 葬式のば あいの 食い 別 

X おら 、- 

れ とも 見るべき ものであって、 神人 共 食の いわゆる 直 会と いう もので はない。 直 会 は 祭が すんで しまって からお 

こなう ものであるが、 これ は 祭の 直前に おこなう ものである。 

では 氏神 祭と 山宮 祭の 関係 はどう かとい うのに、 荒木 田 氏 はもと 氏神 祭場から 一 里 余の 川上に ある 外 城 田の 積 

が 谷で 山宮祭 をお こなって いた。 『神 都 名勝 誌』 に は 積 良 谷の 山宮 祭場 を 荒木 田 氏 祖先の 墳墓な りと 記して ある。 

つまり 山宮 祭場 は 葬 地で あり、 山宮 祭と 氏神 祭と は 関連が ある ことが これによ つ て 推測され る。 

柳 田 はこうした 山宮 祭場が ォ キッス タ へ とか ォ クッキと か 言う 語で 表現され た 祖先の 葬 地に はじまる と 推論し 

ている。 そこ は祖 霊の 隠れ 宮 であり、 常の 日の 居場所に ほかなら なかった。 それが 一定の 期日 を 約して 山 を 降り 

後裔の 生存の 基礎で ある もの を 安全に する ために、 稲の 生育に 注意 を 傾けて、 毎年 かならず 田の いとなみの 始め 
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と 終りに 故郷の 土 を 見舞う と 信じ 切って いた 時代が あった、 それが 山の 神と 田の神の 関係 だと 柳 田 は 考える。 

rclrn てよ 我々 はこの 現世の 終りに、 小 闇く 寂 かなる 谷の 奥に 送られて、 そこで あらゆる 汚、 濁と 別れ 去り、 冉 

冉 として 高く 昇って 行く ものと 考えられたら しいので ある。 我々 の 祖霊は 既に 清ま わって、 青雲た なびく 嶺の 

上に 休らい、 遠く 国原 を 眺め 見お ろして 居る ように、 以前の 人た ち は 想像して いた。 それが 氏神の 祭に 先立つ 

て、 まず 山宮の 行事 を 営もうと した、 最初の 趣旨であった ように 私に は 思われる ので ある」 

このように 柳 田が 書いて いる 文章 は 要するに 上世の 葬 法が 死体 を 山奥に 葬送し 埋める ことであった こと を 告げ 

ている ことに ほかならぬ。 

したが つ て 神社と 古墳と が 同居して いても もとは あやしむ に 足りな か つ た。 ただ 断 わ つてお かねば ならぬ の は、 

柳 田 も 『山 宮考』 で 指摘して いるよう に、 大和の 三輪 神社な ど は、 その 祭主の 大神氏 は 神の 苗裔と して 知られて 

いる にもかかわらず、 「なお 奈 良の 率 川 神社 を 以て 大神 氏の 氏の 神な りと する 説が 行われて いた」 という 事実 を 

みても、 その まつる 主神と 家筋の 氏神と を 別にして 考えて みる 必要が ある。 

ちなみに 柳 田の 『山 宮考』 は 昭和 二十 二 年 六月、 小山 書店より、 新 国学 談の 第二 冊と して 刊行され た。 おそら 

く 柳 田 はこの 主題 をな がく あたため ており、 その 結論 をつ とに 見 透して いたのであろう。 だが、 戦前 戦中に あつ 

て はこの ような こと を 公表す るの を はばか つていた のではなかった か。 

さて 前 川 明 久氏は 『日本の なかの 朝鮮 文化』 第二 十二 号 所収 論文 「伊勢神宮と 新羅の 祭祀 制」 の 中で 大略 次の 

ように 言って いる。 五 世紀に は 神 を まつる 祭祀 行為と 死人 を 葬る 葬礼 行為と が 分化した といわれ ている。 

「五 世紀末に は 前方後円墳の 規模 はいち じる しく 縮小され る。 六 世紀に なると 天皇の 権威の 象徴 は 古^ か ら 

神殿へ と 移行す る。 伊勢神宮の 呼称が 神祠 から 神宮に 移行す るの は 六 世紀 後半に おいてで ある。 六 世紀 後半と 

、， え、 ま 古 養の 編 年から みても 後期 古墳の 時期に 属する。 このように、 祭祀 形態が 秩序 化され、 神殿が 洗練され 
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たものに なる の は、 五、 六 世紀に おいて 天皇 陵 を 中心とする 前方後円墳の 築造の 盛 行 や 衰退と 無関係で はなさ 

そうで ある —— 」 云々。 

さらに 前 川 氏 は 次のように 述べ る。 

「伊勢神宮が 神祠 から 神宮の 称号 を 付す るよう にな つ た 転化の 契機 は、 六 世紀 後半に おける 新羅と 日本との 関 

係に あって、 新羅の 祭祀 制の 影響に よる ものではなかった かと 考えられ、 神宮の 称号の 起源 は 新羅の 神宮に 由 

来した ものと 思う ので ある」 

この 前 川 氏の 指摘と 柳 田の 『山 宮考』 と をつ きあわせて みると、 古墳が 縮小し 消滅す る 以前の 祭祀の 形態が お 

ぼろげ に 浮び あがって くる。 すなわち、 前 川 氏の 言うよう に 「古墳の 副葬品 を 通して 祭祀 形態の 変化 をみ ると、 

四 世紀末まで は 石 製品 や 鏡 *剣* 玉な どの 祭祀 関係の 実用品が 多く、 鎮魂 呪術 的な 色彩が 濃厚で あつたが、 五世 

紀 になる と 滑石。 蠟石 などの 小形の 粗製 模造品 を 中心として 供献 的な 祭祀に 整備され る」。 こうして、 死者と 神 

と は 分離され ていく。 

ところで 三 品 彰英氏 は 『古代 祭政と 穀霊 信仰』 の 「前方後円墳」 についての 論文で 次の ような 見解 を 披瀝した" 

三 品 氏 は 古代に は 壺ゃ甕 を 地中に 埋める という 習俗の ある ことから 「神霊の 容器で あると ころの 壺を 横にして 半 

ば を 大地に 埋め (これが 即ち 前方後円墳 そのもの である)、 しかも その 周囲に も 更に 壺 (土師 器の 壺 やそれ の 発 

展 形態で ある ハ 一一 ヮ) を 埋める、 というの が 古代人の 神霊 観念に もとづく 実際的 葬 法であった ろう」 と 推測す る „ 

さらに 三 品 氏 は 「丘 尾 切断 説」 とか 「前方 部 祭壇 説」 とかいう ような 理窟つ ぼい 合理的な 説明より は 少しで も 古 

代人の 考えに 添うて 説明す る ことの 必要 を 強調して いる。 

前方後円墳に ついての 諸説の 中で、 私の 考え は、 三 品彰英 氏の 考えに もっとも 近 かい。 しかし、 壺* 甕 説と 卵 

*瓢 説と を 比べて みたば あいに、 双方と もに 神霊の 容器で ある こと は 共通して おりながら、 壺. 甕に は 欠けて い 
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る 観念が ある。 それ は 再生の 観念で ある。 すなわち 卵 • 瓢 から は たましいが 生れ 出る という 観念が ある。 壺*甓 

に 穴が あけて ある こと を 三 品 氏 は 注目す る。 なるほど その 穴から たましい は 出入す るが、 再生す る こと はない。 

卵 ゃ瓢は 死者 を 埋葬す るた めの 容器で あると 同時に、 再生の ための 容器で も ある。 しかも 卵 • 瓢 は 中国 南部から 

朝鮮に かけての 古代 神話に おいて 人類の 始祖 や 一 国の 始祖が 生まれ 出る のに 不可欠な ものであった。 という こと 

からみても 三 品 氏の 言うよう に、 「古代人の 考えに 添うて 説明す る」 に は 卵 *瓢 説が もっとも ふさわしい 解釈で 

あると いわねば ならぬ。 三 品 氏の 壺* 甕 説から 私の 卵. 瓢 説へ は 一歩で あるが、 その 一 歩の 差 は 大きく 開いて い 

る。 

〔付記 1〕 最近、 私 は 韓国の 学者の 徐廷範 氏から 次の ような 手紙 を もらった。 私が この 「たまごと ひさ ご」 な 

る 一文 を 彼に 送って やった ことにた いする 返事な ので ある。 それ を 要約す ると、 「韓国の 民俗で シャ ー マンが 

ひさ ご を 水に 浮かべて、 ごはん をた ベる サジ でた たきながら 出生 を 祈る 巫 事が ある。 また 妊婦の 部屋に ひさ ご 

をた なの 上に おく 風習が ある。 さらに は 葬 事の 時、 死体が 部屋から 出る とき、 ひさ ご を ふんで 行く 風習 も ある „ 

李 朝 時代の 小説に 『興 夫 伝』 というの が ある。 ッパメ が 巣から 落ちた の を 助けた 恩が えしに、 ツバ メが ヒサ ゴ 

の 種 を プレゼント する。 植えた 種から 芽が はえて、 ヒサ ゴ がみの るが、 その 中から 金銀 宝石が 出て くる 話で あ 

る」 

ひさ ごが 生命 を 産み出す 容器で あると いう デ ー タは 日本の 民俗の 中で は 稀薄で ある。 だがし かし、 韓国の 民 

俗に はこの ように 鮮烈で ある ことにお どろき を 禁じ 得な か つ た。 

〔付記 2〕 中 山太郎 『日本 巫 女史』 (二 六 六 頁) を 開いて みると 「墳墓 を 前方 後 円に 築き、 その 形式 を瓢 型に 作 

つたこと は、 古く 我国に おいて 瓢は 魂の 入れ物と 信じた 民俗から 出発して いるので あって、 神社の 起源が^ 
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にある こと は 疑う 余地 はない」 というかん たんな 記述が あり、 私の 所説と 全く 一致す る。 ただし 中 山 太 郎は円 

墳が卵 を 摸した とい う 点に は 何も 触れて い ない。 

〔付記 3〕 池 田 弥三郎 氏 は 茶臼 山に ついて 次のように 述べて いる。 神な び 山が 茶臼 山と 呼ばれて いる 例 は、 松 

江 市内の 神奈備 山、 津 山の 神奈備 などで、 吉備の 中 山 も 俗称 茶臼 山と いわれて いると いう。 茶臼 山 は 『郷土 研 

究』 では  一 ニニ 個所が 記されて いるが、 前方後円墳が 茶臼 山と 呼ばれて いる 例 を 池 田 氏 は あげてい る。 継 体 天 

皇の 御陵が そうで ある。 そのほか 奈 良の 桜 井の 茶臼 山 古墳が あり、 また 大阪市の 天 王 寺 公園の 近くに ある 茶臼 

山 も 昔の 荒 陵の 地で、 上古の 古墳と いわれて いる。 池 田 氏 は 「前方後円墳の 形状が、 しだいに 整って いく 過程 

に、 神奈備 山の 山容が 働き かけて、 ああい う 形が まとまって いったと みる」 (『日本文学の 歴史』 • 月報) と 述べ 

ている。 これ は 神な び 山と 古墳の 関係 を 示す 注目すべき 意見で ある。 しかし、 私 は 円錐形 や 笠 形の 孤峰が、 大 

場 磐 雄 氏な どに よつ て 神 奈備の 形 をと る ものと されて いる 事実 を も 併せ ふまえて、 孤峰 も 双 峰 も 神奈備 であつ 

て も かまわな いと 考える。 その 理由 は、 円形 は 卵 を 意味し、 双 円形 もしくは 双 峰 形 は ひさ ご を 意味 するとみ な 

すからで ある。 この 「たまごと ひさ ご」 の 両者の 関連 は、 卵の 格好が ひさ ご に似てい たと 述べる 『三国 遺事』 

の 記事で 明らかで ある。 


23 応神 帝と 卵生 神話 


応神 帝と 卵生 神話 


朝鮮の 始祖 神話 をみ ると、 卵生 説話の 多い のが 目立って いる。 わが国 へ^は 今日までの ところ、 沖 繩の宮 古島で 

採集され た 数 例 をの ぞいて、 卵生 説話 は 見付かって いないと 言われて いる。 しかし、 朝鮮半島と 日本列島との 関 

係の 深さから 言えば、 日本に も それがない はず はない と 私 は 考えて きた。 

注意して みると 全くない わけで はない。 『日本 霊異 記』 下巻 第 十九に ある 話が そうで ある。 光仁 天皇の 時代に 

肥 後の 国 八 代の 郡 ilSK の 郷の豊 服 広 公の 妻が みごもって 一 つの 肉団を 産み出した。 その 姿 はまる で 卵の よう だつ 

た。 夫婦 は 不吉に おもって それ を 桶に 入れて 山の 石の 中に おさめて おいて、 七日して 行って みると、 肉団の 殻が 

開いて 女子が 生まれて いた。 父母が やしなって 八 力 月す ぎる と、 にわかに 大きくな つて 頭 や 頸が 出来 上った が、 

あごのな いのが 人と ちがって いた、 云々 という 話で ある。 

この 話の 後 喉に は インドで 十 個の 卵から 十 人の 男が 生まれ、 また 一 つの 肉団が 七日た つて 破れ 百の 竜 子が 生ま 
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れ たという 例 を あげてい るから、 あるいは インドの 卵生 説話の 輸入 かと も 思われる が、 『肥 後 国 誌』 に は 肥 後 国 

八 代 郡の 宮地 村に 「玉 卵 洞」 なる ものが あって、 前記の 女子が 誕生した 日に その 肉団を 埋めた ところと されて い 

るから、 まんざら 架空の 話で もない。 私が この 話で 注目す るの はこの 女子の 父親が 豊服 (現在 は豊 福) 村の 土 豪 だ 

つたと いう ことで ある。 そこ は 火の 君の 根拠 抱と されて いる。 火の 君が ひろく 海上との かかわり を もつ 豪族で あ 

るから に は、 この 説話 も 海 を 越えて 火の 君の 故郷に 輸入され たの かも 知れない。 

大林太 良 氏 は 『国 生み 説話』 (シンポジウム) の 中で 江戸時代に 日本に 渡来した 外国人の 旅行記の 中に ある 卵生 

説話 を いくつか 紹介して いる。 たとえば モン タ ー ヌスの 『日本 志』 に は オランダの 使節が 京都で 聞いた という 話 

に 「世界 は 創造 以前に は 大きな 卵に 包まれて いた」 という 説話が ある。 これ は 私が 「ひさ ごとた まご」 の 中で、 

天 は 朝鮮語で 「大きな 卵」 を 意味 するとい う 説 を 紹介した のと 一致す る。 また モン タ ー ヌスの 話の 中には 「呼吸 

がひょうたん のなかに 入った」 と 述べて あると いうが、 ひさ ご (ひょうたん) が 魂の 容器で ある こと は 民俗の 多 

くの 事例が 証明して いる。 魂と 呼吸と は 古代で はおな じであった。 宮 古島で はフ ー というの は 魂 を 指す と 同時に、 

息 を 吹つ かける 動作で も ある。 

さらに 大林氏 は、 最初 生まれた のが まるい 肉の かたまり だ つ たという 説 は 卵生 モチ ー フと 非常に 近いと 言って 

いる。 それ を 裏書す るよう に、 さきに 挙げた 『日本 霊異 記』 の 話 は肉団 であるが 卵の ようだった と 記して ある。 

このほか 武田祐 吉氏は 『海道 記』 に 「昔 竹 取の 翁と いう 者 あり。 女 を かぐや 姫と いう。 翁が 家の 竹林に 鶯の卵 

女の 形に かえりて 巣の 中に あり。 翁 養いて 子と せり」 と あるの を 引いて わが国に 数 少ない 卵生 説話の 例と してい 

る。 人間の 子が 卵から 生まれた 例で ある。 

三 品彰英 氏が 『閼 智考』 で 「新羅の 閼智の 降臨 も、 樹林に おいて 卵 を 憑り 代と して 出現し、 かく 出現した もの 

『アル リチ』 は、 そのままで 『あれます 神の 命』 と 言葉 通りに 解釈す る ことができる」 と 述べ、 また 大野 晋 氏が 
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『日本語の 起源』 の 中で 「生る」 という 日本語 は、 朝鮮語の 「卵」 と 関係が ある だろうと 推断して いるの はこう 

して みれば、 とくべつの 意味 をお びて くる。 つまり 卵 は 再生の シンボルになる ので ある。 桜 井 勝 之 進 氏 は 『伊勢 

の大 神の 宮』 という 本で、 伊勢神宮の 鎮地 祭に は 竹 籠に 白い 鶴 を 入れ、 別に 鶏卵 十 個 を 檜 籠に 入れて 神前に 供え 

ると いう。 これ はどうい う 意味 を もつ のだろう か。 

桜 井 氏 は 何の 説明 を も 加えて いないが、 私 は 沖繩の 八重 山で 地鎮祭の ときに、 卵 一個と 蟹 九 匹が 供物と される 

事実 を 思い出す。 南 島で は、 蟹 は 脱皮す る 動物と いう ことから 再生の 代表的な シンボル とされて いる。 それと お 

なじよう に 卵 も 再生の 意味 を もっている。 八重 山で は 他界 は 大地の 底 を 通って いくと ころと 信じられ ている。 地 

鎮 祭に 卵 を 供える の は、 大地が 再生の 場所 だからではないだろう か。 卵と 大地との こうした むすびつき は、 円墳 

は 卵を模 したの だとい う 私の 仮説 を 裏 づける に 役立つ ものである。 

二 

朝鮮の 神話の 中の 出生 説話 を 分析して、 三 品 彰英氏 は 北方の 蒙古 や 満州 系 諸 族の 伝承で ある 「日光 感精 要素」 

と 南方 海洋 方面の 「卵生 要素」 の 複合 を 指摘して いる (『曰 鮮 神話 伝説の 研究』)。 

卵生 要素 は 南方から 波及す る 民俗 文化に つながる もので、 北 九州 海岸と 朝鮮の 多島海 沿岸の 間 を 北上す る 黒潮 

が、 一方 は 山陰 北陸に、 他 は 朝鮮半島 東部の 迎日 湾に 向う ときに、 ふり 分けて はこんだ ことが 想定され る。 それ 

でなくても 朝鮮半島の 文化の 影響 を 絶大に 受けて きた 日本 古代 社会の こと だから、 朝鮮半島に 南方 的な 卵生 要素 

が あると すれば、 玄界灘 を こえて それ は 日本に 伝わらずに はすむまい。 

北方 系の 神話で ある 天孫 降臨の 神話が 記紀に 取り入れられながら、 朝鮮に すこぶる 多い 卵生 神話が なぜ 記紀に 

見当らない のだろう か。 垂直 的な 降臨 神話 は 帝王の 日 継 を 神聖 化する のに 役立つ が、 卵生 神話 は 水平 的な 民 問 伝 
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承の 要素が 濃厚で、 出自を 天上に 求める ことができ ないから 採用され なかった というの がー つの 理由に はなる。 

しかし 記紀の 土台と な つ た 旧 辞に 卵生 説話が なか つ たという 説明に はならない だろう。 記紀 を 注意ぶ かく 点検 

すれば 卵生 説話 を 塗抹した 跡が 見付かる かも 分らない。 ところで、 卵生 神話が 伝承され ると すれば、 それ は 記紀 

のどの 部分な のだろう か。 とうぜん、 王朝の 始祖の 部分に 関係が あるに ちがいない。 神武、 崇神、 神 功、 応 神と 

いう 神聖な おくり 名 を もつ 帝王た ちに かかわりが ある はずで ある。 このうち 神武 帝 は豊玉 姬の裔 孫で 海人 族の 信 

仰 系に 属する。 豊玉 姫の 子どもの ゥ ガヤ フ キア ェ ズ命 (神武の 父) が赤坊 のとき 真 床 覆 衾に 包まれて いたと いうの 

は、 『三 国史 記』 の 「新羅 本紀」 に、 脱 解 王の 捨てられた 姿 を 「絹の 布につつ まれた 卵」 としる して あるのと、 

思想 的に 特別の 差異が みとめられな いと 三 品彰英 氏が 指摘して いるの は 注目に 値する。 

次の 崇神 帝に はそう した 説話が まるきり 乏しい。 残る の は、 神 功と 応神 という ことになる。 そこで この 母子に 

共通な 出生 説話が 登場して くる。 神 功 皇后の 新羅 征伐の 間際に 胎内の 子どもが 動いた ので、 石 を もって 腰に はさ 

み、 その 出生 をと どめ、 凱旋 後に 生み落し たのが 応神 帝で あると いう 筋の 話で ある。 

私が 問題に したいの は、 神 功 皇后が 腰に はさんだ 石、 すなわち 「鎮懐 石」 の 話で あるが、 それに 言及す る まえ 

にまず 次の こと を 論じたい。 応神 帝の 子どもの 仁徳 帝 は大サ ザキの 命と いうい み 名で 呼ばれて いたが、 水 野祐氏 

の 説で は サザキ という 呼称 は、 新羅の 第二 代の 王で ある 「次々 雄」 と 同系の 尊号で あると いう。 スス ングは 巫、 

(5) 

今日で いう シ ャ T マンで ある。 

水 野 説 は いわゆる 倭の 五 王 時代の 記録が、 朝鮮の 史書に 敏感であった こと を 物語る ものである。 神 功 皇后の 新 

羅 征伐の 新羅 王 は、 波 1^ 寐 錦と 『書 紀』 に は 記されて いるが、 これ は 新羅の 第五 代 王の 婆 裟尼師 今の ことと され 

ている。 この 婆 裟尼師 今 は 一世紀 後半の 王で、 『書 紀』 の 記す 年代と は 大きく かけはなれ ている。 だが、 『書 紀』 

が 朝鮮の 史書 を 意識して いる こと はこれ でう かがえ る。 
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こうした 事例 は 他に も あげる ことができる。 仁徳 帝の 子の 反 正 天皇 は 『書 紀』 によると 「生れ ましながら、 歯 

1 つ 骨の ごとし」 といわれ ている。 また 『古事記』 では 「天皇、 御身の 長さ 九 尺ニ寸 半、 御 歯の 長さ 一寸、 広さ 

二分。 上下 等しく ととのいて、 すでに 珠を 貫け るが ごとくな りき」 と 記して いる。 この 記紀の 叙述 は 『三国 遺事』 

のなかの 脱 解 王の 死んだ ときの 記事に 「身 骨 長 九 尺 七寸。 歯 凝 如 一。 骨 節 皆 連瑣」 というの を ふまえて いる こと 

はたし かで ある。 反 正 天皇 を 瑞歯別 (ミズ ハ ヮケ) 天皇と 呼んだ ことが、 すでに そのこと を 意識して いる。 「歯の 

骨が つながって 一 つのよう になって いるの は、 いわゆる 天下 無敵の 力士の 骨」 だと 『三国 遺事』 は 説明して おり、 

それ はま さしく 瑞兆 を もった 歯に ほかならぬ。 脱 解 王 は 『三国 遺事』 では 九 尺 七寸の 偉丈夫で ある。 『古事記』 

で 反 正 天皇 は 九 尺ニ寸 半で あるが、 これ も 豪傑で ある こと を 示した ものである。 このように 記紀 は 明らかに 新羅 

第 四 代の 脱 解 王 を モデルに して 反 正 天皇の 像 をつ くりあげ ている。 

そこで 新羅 王朝と 河内 王朝との 間に 次の 関係 図式が 成り立つ と 考えて みょう。 

(新羅 始祖) 赫居 世， ー (第二 代) 次々 雄— (第三 代) 儒理 王— (第 四 代) 脱 解 王 

(河内 王朝 始祖) 応神 帝— (第二 代) 仁徳 帝— (第三 代) 履 中 帝— (第 四 代) 反 正 帝 

この 図式の 中で、 仁徳 帝 は 次々 雄に、 反 正 帝 は 脱 解 王に 比定 されて いるの を 私たち はみ た。 そこで 河内 王朝の 

始祖の 応神 帝が、 新羅 王朝の 始祖の 赫居世 を モデルに している ので はない かとい う 推論 を はたらかせる こと は 可 

能で ある。 赫居 世が 大きな 卵から 生まれた というの は 『三 国史 記』 や 『三国 遺事』 に 伝えられる 有名な 話で ある。 

では 応神 帝に も赫居 世の 卵生 説話に 影響 を 受けた 出生の 説話が あつたの ではない か、 というの が 私の 推論の 骨子 

である。 

三 
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反 正 天皇に 比定 される 新羅 第 四 代 目の 王の 脱 解に は 『三 国史 記』 によると 次の 出生 説話が ある。 多婆那 国の 王 

が 女 国の 王女 をめ とり、 妃は 妊娠して 七 年 目に 大きな 卵 を うんだ。 すると 王 はこれ を 不祥と したので、 妃は 絹の 

布に 卵 をつつ むと、 宝物と 一緒に それ を 箱に 入れて 海に 浮かべ、 その ゆく がま まに 任せる ことにした。 箱 は 新羅 

の 阿 珍 浦に 流れつ いた。 海辺の 老婆が 発見す ると 箱の 中から 子どもが 出て きた。 これが のちの 脱 解 王で あると い 

う ものである。 

これと 似た 説話が r 大隅正 八幡宮」 の 縁起に ある。 r 大 ヒル メが 日光に 胸 を 覆われる と 夢み て 妊み、 やがて、 

日の 御子 を 生み、 母子と もに ゥッボ 舟に 乗せられて 日本に 漂着した」 という もので、 子どもが 流れつ くの は 似て 

いるが、 前者の 卵生 要素 は 後者に は 欠けて いる。 

「日光 感精 要素」 と 「卵生 要素」 の 複合した 型 は 『古事記』 の 伝える 「天の 日 矛」 の 説話で ある。 「新羅の 阿具 

沼の ほとりで、 ひとりの 女が 昼寝 をして いると、 太陽が 虹の ように かがやいて その 下腹部 を 射した。 それによ つ 

て 女 は 妊娠し、 赤い 玉 を 生んだ。 新羅の 国主の 子で ある 天の 日 矛が その 玉 を 床の 上に おくと 美しい 乙女に なった „ 

天の 日 矛 は 彼女と 結婚した。 だが 二人が いさかい をす ると、 女 は 自分の 親 国に いく、 と 言い残して ひそかに 難 波 

に 逃げて きた。 天の 日 矛 は その あと を 追って 日本に やって きた」 という ものである。 では 天の 日 矛 は 日本の どこ 

に 上陸した のであろう か。 

その 手がかりになる の は 『筑前 風土記』 の 記事で ある。 「むかし 仲哀 天皇が ク マソ 征討の ために 筑紫 にやって 

きたと きに、 像 土の 県 主の 祖の 五十 跡 手が、 船の 舳にサ カキを 立てて その 枝に 勾玉 や 鏡 や 剣 を かけて 下 関の 彦島 

まで 出迎えた。 仲哀 天皇が その 名 を 聞く と、 私 は 高麗 国の 意呂 山に 天から 降って きた 天の 日 矛の 末裔の 五十 跡 手 

です、 と 答えた」 という ものである。 五十 跡 手と いうの はお そらく 巫女で あつたと 想定され る。 もし 『筑前 風土 

記』 のように、 天の 日 矛の 末裔が 恰 土の 県 主の 祖 となって いると すれば、 かっての 怡土国 は 天の 日 矛 伝説に みら 
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れる 卵生 要素と 日光 感精 要素が 伝来す るのに もっとも ふさわしい 場所 だと 考えられる。 怡土 国の 所在した 場所が 

日本列島の 中で 朝鮮半島と もっとも 密接な 関係に ある こと は、 諸家の くわしく 論じて いると ころ だから 私が ここ 

にくり かえす まで もない。 ただこ こで 述べて おきた いのは、 おなじく 『日本 霊異 記』 に 光仁 天皇の 御代に 筑 紫の 

肥 前の 松 浦 郡に いた 火の 君の 話が 出て くる ことで ある。 また 大宝ニ 年の 戸籍 をみ ると、 筑前国 志 麻 郡の 大領は 肥 

君 猪 手で ある (この 猪 手の 名 は 五十 跡 手の 名と 関係が あるか も 分らない)。 とすれば 『日本 霊異 記』 の 中の 肥 後 

国 八 代 郡の 豊服 (豊 福) 村の 土 豪の 妻が 光仁 天皇の 御代に 卵に 似た 肉団を 生んだ と いうの もこ の怡土 郡と 志 麻 郡 

(現在の 糸 島 半島) にわ だか まる 火の 君が、 火の 君の 本拠で ある 肥 後 国 豊服村 (かっての 豊の 村) にもたら した 説話で 

あつたか も 知れない。 

もう 一つ は 『日本書紀』 の垂仁 天皇の 条に 伝える 難 波の ヒメ コソ 神社の 縁起の ことで ある。 ッヌガ ノア ラシ ト 

という 大加羅 国の 王子が 白い 石 を 自分の 寝室に おくと、 美女と なった。 そこで ァ ラシ トは その 女と 結婚し ようと 

したが、 女 はたち まち 消え失せた。 ァ ラシ トは 大いにお どろいて さがし 求めた。 そうして とうとう 日本に やって 

きた。 しかし 娘 は 難 波の ヒメ コソ 神社の 神と なった。 また 大分県の 姫 島の ヒメ コソ 社の 神と なった とも ある。 今 

の鳥栖 市の あたり も、 姫 社の 郷と 呼ばれて そこに ヒメ コソ 社が あった。 吉田東 伍に よると、 かっての 糸 島 郡怡土 

村 高祖に ある 高 磯 神社 は、 ヒメ コソ 神社と おなじ 神 を まつり、 その 神 は 怡土県 主の 祖 であると している。 この ヒ 

メコ ソのコ ソは 新羅 第 一 代 王の 赫居 世の 居 世から 転じた という 説が ある。 ヒ メ はまえ にの ベた ように 石が 美しい 

童女に 化った ものである。 

「女人、 石 をう みて 神と し 斎く」 話が 『日本 霊異 記』 にある。 桓武 天皇の 御代に 美 濃 国に 住む 未通女が 身 ごもつ 

て 二つ の 石 を 生んだ。 その 石 は 一つ は 青白の まだら 石で あり、 もう 一 つ は 青い 石で あ つ て 毎年 大きくな つたと い 

うので ある。 神託に よって その 二つの 石 は 神の うんだ 子 だとい うこと が 判明し、 女の 家に まつった と ある。 
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つまり、 石から 人間が 生まれる ばあいが あり、 また 人間が 石 を 生む ばあいが ある。 この 石 はた だの 石で なく 毎 

年 大きくなる。 

とすれば それ は 卵の 機能と まったく 似て いる。 ここで 天の 日 矛の 説話 を 思い出す の は 当然で ある。 女が 日光に 

感 芯して 赤い 玉 を うんだ というの は、 その 赤い 玉から 童女が 生まれた の だから、 卵と みて 一向に 差し支えない。 

ここで 私 はふし ぎな 問答 歌 を 考えて みたい とおもう。 『古事記』 の 仁徳 帝の 条 にある 話 だが、 仁徳 帝が あると 

きに 饗宴 をお こなうた めに 難 波の がが 島に 行幸した。 そのと きに その 島で 雁が 卵 を 産んだ。 仁徳 帝 は 雁の 卵 を 産 

、いこの こ 関、. ひお 示し 建 内 宿禰を 召して、 歌 を もって 「おまえ はこの 世にたい そう 長く 生きて いる 人間 だが こナ 

まで 日本で 雁が 卵 を 生んだ こと を 聞いた ことがあ るか」 とたず ねる と、 建 内宿禰 もまた 歌で 「もっとも なおたず 

ねです が、 私 はま だ 聞いた ことはありません」 と 答えた。 そう 言って さらに 歌う のに は、 「天皇が どこまでも 天 

下 をお 治めになる 瑞兆と して 雁 は 卵 を 生む のでしょう」 と 答えた という。 これ はお 祝いの 歌と なって いる。 なぜ 

そうだろ うか。 建 内 宿禰が 世に もまれな 長寿 を 保った 人物で あるから か。 それだけ では 説明 は 不十分で ある。 こ 

の 歌の 鍵 は 「日 女 島」 にある と 私 は 考える。 

『摂津 国 風土記 逸文』 によると、 応神 天皇の 時代に 新羅の 国の 女神が 夫から 逃がれ てし ばらく 筑 紫の 国の 伊波 比 

の！^ I め 冗 島 (現在の 大分県の 姫 島) にいた が、 そこで もな お 夫が 追ってく る 心配が あつたので、 摂津の 比 売 島まで や 

つてき たという。 この 話が 天の 日 矛 または ッヌガ ノア ラシ トの 説話と 酷似して いるの はいう まで もない。 つまり 

それ は筑 前の 怡土 郡の 高 磯 神社から 大分県の 姫 島 をへ て、 難 波に のがれた ヒメ コソの 神の 話に ほかならぬ。 そし 

て ッヌガ ノア ラシ トゃ 天の 日 矛が 石 または 玉から 生まれた 美しい 女と 結婚しょう とした 故事 を 思い出すならば、 

仁徳 帝が 日 女 島 (今の 稗 島。 中津神 崎の 二 川に はさまれた 所) に 行幸して 雁の 卵 をうた つたの は 当然の 話な ので ある- 

古代 こ よ ー隹ま 常世の きで あり、 長寿の 老人 は 現世に おける 常世 神と みなされ ていた こと も あるが この 歌の 背 
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景に はもう 一 つ 卵生 説話が 伏せられて いると 私 は 思う。 卵から 生まれた という 説話 を もつ ヒメ コソの 女神 を まつ 

つた 場所であった からこ そ、 このような 問答 歌が 成立した の だ。 卵生 は 神霊に 感応して 生まれた めでたい しるし 

であり、 卵生の 人間 は 長寿 をさず けられ、 あるいは 神と まつられる という 伝承 を ふまえて、 この 寿 歌の やりとり 

は おこなわれ たので ある。 つまり それ は 『古事記』 の 中の 卵生 説話の 関係 記事で ある。 

私 は 日本に 卵生 説話の 輸入され た 痕跡がない わけで はない こと をみ てきた。 また その 最初の 輸入 地が 筑 前の： 

土 郡で あると いう こと も ほぼた しかめる ことができた。 

さて 九州の 西北 部に 鳥が たくさんい たこと は 『肥 前 国 風土記』 に r 誉田 天皇 (応神 帝) のとき に 鳥屋 を 作って、 

さまざまな 鳥 を あつめ、 飼い 馴 づけて 朝廷に 献上した ので、 鳥屋の 郷 といい、 のち 人 は あらためて 『鳥 機の 郷』 

と 言った」 という 記事が あるの を 見ても 分かる。 さらに また 『雄 略紀』 の 中に 「身 狭 村 主 青な どが 呉から もらつ 

てきた 二 羽の ガ チョウが 筑 紫の 水 間 君 (三潘 郡の 首長) の 犬に くわれた ので、 水 間 君 はさつ そく 十 羽の 白鳥と 養 

鳥人 をた てまつつ て、 罪 をまぬ かれた」 という 記事が ある。 三灘 郡に は 鳥 養郷が あり、 そこで は 水禽 をと る 養 鳥 

人が いたと されて いる。 その 水禽の 中には 当然 白鳥 もま じ つていた だろう。 

ところで 『書 紀』 によると、 鳥 取 部、 鳥 養 部、 譽津部 を さだめた の は垂仁 帝のと きのこと となって いる。 それ 

を 設けた 理由と して、 垂仁 帝の 子どもの ホム ッヮケ という 啞の 皇子の 話が ある。 ホムッ ヮケは 三十 歳に なっても 

物 を 言う ことができなかった。 ある 年の 冬に、 垂仁 帝と 啞の 皇子が 一緒にい ると ころで、 白鳥が 空 を 渡って いた。 

皇子 は 白鳥 をみ て 小児の ように 口 を ぱくぱく 動かして r ァギ」 と 物 を 言った。 垂仁帝 は よろこんで、 その 白鳥 を 

捕える こと を 命じた。 湯 河板擧 という 人物が やっと 出 雲 (または 但馬 ともいう) で 捕えて 奉った。 ホムッ ヮケは 捕 
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ぇた白^！！をもてぁそんで ぃるぅちに、 とうとう 物 を 言う ことができた. と ある 

ここで 口 を ぱくぱく 動かす の を 意味す る 「ァギ 問う」 という ことばが 出て くる。 「ァ ギ」 は 朝鮮語で 小児 を 意 

味す る。 天の 日 矛の 伝説の 舞台で ある 「新羅の 阿具 沼」 のァグ もァギ とおな じ 小児の 意で 「御子 沼」 とで も 解す 

べきで あると 三 品 彰英氏 は 言って いる。 この 物語に ァギ という 朝鮮語が 使われて おり、 それが 小児 を 意味す る こ 

と は 注目しても よい。 その 理由 は 三 品彰英 氏が 指摘す るよう に、 「榖 霊. 鳥 .卵* 小児」 の 間に は 密接な つなが 

りが あるから である (『古代 祭政と 穀霊 信仰』)。 

白鳥 を 求めた 話 は 『書 紀』 の 仲 哀帝の 条 にも ある。 仲 哀帝 はャ マト タケルの 第二 子で あるが、 彼 は 即位した 年 

の 冬に 群臣 を まえにして 「自分 は 若くて 父 王に 死なれ、 白鳥と なって 天に のぼった 父 王の たましい を 思い起して 

一日 も 休む 気持がない。 そこで 白鳥 を 捕えて (ャ マト タケルの) 御陵の まわりの 池で 飼いたい とねが う。 その 鳥 

をみながら 父 王の こと をし のび、 心 を なぐさめたい」 とうった え、 諸国に 命令して 白鳥 をた てまつ らしめ た。 と 

ころが、 越の 国から 白鳥 四 羽 を 献上した ものが 途中で、 仲 哀帝の 異母 弟に うばわれて しまった、 と 聞いて 激怒し、 

異母 兄弟 を 殺した と ある。 

また 博 多 市の 香 椎宮の 境内に は 正面の 奥に、 鶏 石神 社と いう 末社が ある。 その 御 神体 は 鶏の かっこう をした 自 

然 石で、 子どもの 夜泣き をと める 功徳が あると されて いるが、 一説で は その 自然 石 は 仲 哀帝が 愛した 白鳥 を 力た 

ど つ たもの だとい う。 

この 仲 哀帝の 子どもが 応神 帝で あるの は 何 を 物語る か。 

ここで 整理して みると、 白鳥に 関する 挿話 を 記紀 は 次の 形で 伝えて いる。 

一、 垂仁 帝の 子の ホムッ ヮケの 物語  ■ 

一、 景行 帝の 子の ャ マト タケルの 物語 
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一、 ャ マト タケルの 子の 仲 哀帝の 物語 

この 白鳥の 物語が 三代に わたって いる こと は、 考えて みると いかにも ふしぎな ことで ある。 また それが 父と 子 

との 関係に おいて 成り立って いるの も 特徴で ある。 垂仁 帝と その子の ホムッ ヮケ。 ャ マト タケルと その子の 仲哀 

帝。 それ はまる で 白鳥の たましいが 世代から 世代へ と 受けつ がれて いくの を 示して いるかの よう だ。 

だが 応神 以前の 帝王と その 系譜に ついては 疑問 視 する 向きが 多い。 たとえば 井上 光貞 氏 は 『日本の 歴史』 (中央 

公論 社) の 中で 次のように 言って いる。 「もとの 帝紀 では、 景 行の 本当の あとつぎ は 五百木 之 入日 子と してあった 

の だが、 神話 上の 人物で ある 倭 建 命 や 神 功 皇后の 旧 辞が 景 行と 応 神の 間に 挿入され たため、 帝紀が 書き改められ 

たので はない か。 そこで、 ャ マト タケル、 仲哀、 神 功 皇后の 三者 は 実在 しないと みて よいだろう」 

また 吉井巌 氏 も ホムッ ヮケは 実在の 人物で ない として、 神秘な 伝承の 中で 一 種の 始祖 像と して 仰がれた 存在で 

あったろう、 としてい る。 ただ 吉井氏 は ホムッ ヮケは 架空の 人間で あるが、 ホム タヮケ (応神 帝) と は 別に 継 体 

天皇の 祖 とみな されて いたのであろう とする。 その 二通りの 伝承が 応神 (ホ ムタ ヮケ) の 系譜 だけ をと る ことに 

おきなが  广 7) 

きまった の は 息 長 氏の 作為で ある、 と 吉井氏 はみ ている。 

これらの 史家の 説 を ふまえて みれば、 白鳥 説話に かかわ りのある ホムッ ヮケ、 ャ マト タケル、 仲哀 はみ な 伝承 

上の 人物で ある。 

川 副武胤 氏に よる 記紀の 中で 「御子」 とよ ばれる の は、 ホムッ ヮケ、 ャ マト タケル、 ァ ナホ (安康 帝)、 そして 

ホム タヮケ (応神 帝) 以外 にないと いう。 この 四 名のう ち 三 名が 白鳥に 関係が あると 私 はみ る。 しかも ホ ムッヮ 

ケとャ マト タケルが 実在 性に 乏しい となれば、 その 「御子」 というの は、 御子神の 意味 を 含んで いると みな けれ 

ばなら ぬ。 日本で は 古くから 玉依援 のよう な 巫女が 神霊に 感じて はらみ、 高貴な 御子 を 生む という 神聖な 幼童の 

伝承が ある。 海の 彼方からより くる 神と、 その子 神の 信仰、 すなわち 母子 神の 信仰が 海辺に あった。 そうして 生 
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まれた のが 御子神す なわち 王子 神で ある。 民間で は応 神の 名 も 王 神と いう ことばから 出た とされる のに は、 こう 

した 背景が ある。 

このばあい、 いきなり 高貴な 嬰児が 出現 するとし ないで、 まず 卵と か 玉と か を 神霊に 感じて 生み、 それから 間 

をお き 神の 子が 生まれる という 二 段が まえ をと る 例が 朝鮮の 古代 神話に 多 いのは、 赫居 世の 説話 や 天の 日 矛 説話 

です でに みたところ である。 

冒頭に 紹介した 『日本 霊異 記』 の 中の 卵生 説話で は、 肥 後の 国の 人が 「一 つの 肉団を 産み出す。 その 姿 の ご 

とし」 となって いる。 これとおなじ ように、 卵 を カイコ とよ ませて い るの は、 『書 紀』 の景行 帝の 五十 一 年に、 

ャ マト タケルと 吉 備武彦 のむ すめの 吉備穴 戸 媛との あいだに、 武雾 王が 生まれた という 記事で ある。 この 武卵 

王 は 讃岐の 綾 君の 始祖と しるされ ている。 武卵 王と いう 名前から して 記紀の 中で は 異様で あり 注目 を 引かずに は 

すまない。 それが 白鳥と なった ャ マト タケルの 子どもで あるから、 なおさら のこと である。 ここに も 卵生 説話の 

しるしが かすかな 跡 を 残して いると 私 は 思う。 

武卵 王が 讃岐緩 君の 始祖と なった という ことにつ いて、 讃岐に 讃留霊 王の 故事が 伝わって いる。 すでに 『古事 

記 伝』 に 紹介され ている もの だが、 昔、 ャ マト タケルの 御子が 讃岐に 下って、 南海の 悪 魚が 往来の 船 をな やまし 

ていたの を 退治した のち、 国王と して 留まった と あり、 それ は武卵 王で あつたと 考えられ ている。 その子 孫に 真 

玉子と か 黒丸と か 円麻呂 とか、 卵 を おもわせる 名前の つく 人物が あるの を 見る と、 あきらかに 始祖 を武卵 王と す 

る 意識が 見受けられる。 讃岐 の大川 郡に は、 白鳥と いう 土地が あり、 そこに は 白鳥 神社が まつられ ている。 ャマ 

ト タケル は 白い 鶴と なって 西方に 飛び、 讃吱に たどりついて 白鳥 明 神と なった、 と 『源平 盛衰 記』 にの つてい る。 
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吉田東 伍 は、 この 白 島 神 は武卵 王の 子孫が まつった のだろう という。 白鳥の 卵との 明らかな 関係が ここに ある 

まじ 『^陸 風土記』 行方 郡の 条に、 ャ マト タケルが 当 麻の 郷を 過ぎた ときに、 鳥 日子と いう 名の 者が ミコト に 

さからつ たので 殺された と ある。 鳥 日子 は 卵 または 卵の殻 を 表わす 語らし い。 ここに も 白鳥と その 卵との 関係が 

示唆され ている。 

トリ ヒコと 「トリ ノコ」 (鶏卵) と は、 類縁 を 持つ 言葉であろう。 

そこで 応神 帝の 出生 説話に それがない かどう か を 検討して みょう。 

『筑紫 風土記』 によると、 「逸 都 (怡 土) の 県に 子饗の 原と いうと ころがあって、 そこに 二つの 石が ある。 一 つ は 

長さ  一 ニ寸、 周囲 は 一 尺八 寸、 もう 一 つ は 長さ 一尺 一寸、 周囲 は 一 尺八 寸 である。 色 は 白くて 硬く、 まるで 磨 

ハ たように 円い。 土地の人が 伝えて きた 話で は、 ォキ ナガ タラ シ ヒメ  (神 功 皇后) が 新羅 を 征討しょう としたと 

きに、 胎 中の 子どもが 動いた。 そこで 二つの 石 をと つて、 裳の 腰に はさんで 新羅に 出かけ、 そこから 凱旋した と 

きに 太子 を 産んだ」 と ある。 これと 類似の 記事が 『筑前 風土記』 に 記されて おり、 「当時の 人 は その 石 を 皇子 産 

みの 石と 名 づけた のが、 今 は 訛って 児饗の 石と 呼んで いる」 と ある。 

では 『筑紫 風土記』 の rsj 饗の 原」、 『筑前 風土記』 の 「児饗 の 原」 は どこに あるの だろう か。 『万葉集』 巻 五 

に 「筑前 国 ^5 ゼの郡 深 江の 村 ius 原の 海に 臨める 丘の 上に 二つ 石 あり」 と あ つ て、 「大き いのは 長さが 一 尺 二 

寸六 分、 £ み 一尺八寸 六 分、 重さ 十八 斤 五両、 小さ いのは 長さ 一尺 一寸、 囲 一尺八寸、 重さ 十六 斤 十両」 となって 

いる。 長さと 囲に ついては 『筑紫 風土記』 の 記述と ほぼお なじで ある。 その 石の 説明の 文章 は 「ともに 精 円に し 

て、 かたち 鶴 子 (鶏卵の こと) の ごとし。 そのうる わしき ことあげつ らうに 勝うべからず ->  わ. る径 尺の 璧こォ 

なり」 と ある。 この 石が 楕円形の 鶴 卵の ようで あり、 または 直径が 一尺 も ある 玉と いう ふうに 述べて ある こと は 

ただの 石で ない こと を は つきり 示して いる。 
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『土 佐 国 風土記 逸文』 にも 「土 佐の 吾川 郡の 玉 島と いうと ころで、 神 功 皇后が 休憩した ときに、 白い 石 を 拾った 

が、 その まるい こと は 鶏卵の ようだった」 と ある。 「その 石 は 四方に 光り かがやいて いたので、 これ は 海外の 物 

だと 言って、 皇后 は大 へん よろこんだ」 という。 石 を 形容す るのに、 鶴 卵の ようだった という 記事が、 神 功 皇后 

に 触れて 二 つ 出て くる。 

神 功 皇后の 新羅 征討の 記事 は 架空の もので あり、 神 功 皇后 も 実在 しないと いうの が 今 は 通説と なって いる。 で 

は、 これら 架空の 部分 を 『風土記』 の 記事から 差 引く とすれば 何が のこる か。 それ は怡土 郡の 児 (子) 饗 (負)： 

の 原と、 鶏卵の ように まるい 石が のこる だけで ある。 

これ を どう 考えたら よい か。 『万葉集』 巻 五の 歌の 詞 書に みるよ うに 「子 負の 原」 は 福岡県 糸 島 郡 二 丈 村の 深 

江に ある。 そこ はかって は 怡土国 (伊都 国) の 中心部 分であった。 伊都 国に は 一大 率が 置かれて 諸国 を 検察した 

と 『魏志 倭人 伝』 に 記されて いるが、 この 深 江に も 当時から 諸方の 船が 出入した と おもわれる。 

『万葉集』 巻 五の 歌 をみ ると、 詞 書に は 「子 負の 原」 と 記しながら、 その 本文の 長歌に は、 「意 枳都 布 力 可延乃 

宇 奈可美 乃 故 布 乃 波 良 …… 」 と 万葉仮名で 記して いる。 

前記の 『風土記』 の 地名の 説明から して 児饗、 または 子 負と いうの は 神 功 皇后 説話に あわせて 作った 言葉で あ 

る こと は 明らかで ある。 そこで 「故 布 乃 波 良」 の 「故 布」 を 問題に する 必要が ある。 では 「こふ」 と は 何 か。 

『和名 抄』 に は r 鵠」 を 「久久 比、 又 古布」 

『新撰 字 鏡』 は 「鵠」 を 「久久 比、 又 古 比」 

と 呼ぶ とい つてい る。 鵠を 古代に は 「古布」 または 「古 比」 とも 呼んで いた ことが 分る。 万葉仮名の 種別で は 

「古、 故、 子、 児」 はみ な 甲 類に 属する から、 相互の 転用 は 差支えない。 「故 布」 と 記された の は 「古布」 と 考え 

しらと り 

てよ い。 そこで 鶏卵の ように 円く 大きな 石 は、 じつは 白鳥の 卵だった という ことが 推定され る。 この 白い 鳥はォ 
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オハ クチ ヨウ や ハク チョウ だけで はない。 コ ウノ トリで も かまわない" コ ウノ トリの コゥ も、 もとは 古布から 

由来す る。 「くぐい」 も 「古布」 という 万葉仮名 も r 鵠」 という 漢字 も 白鳥の 鳴 声を模 した ものである。 ところ 

で ハク チョウ は 卵 を ヒナに かえす のに 四、 五 週間 かかる。 神 功 皇后が 懐妊 期 を 引きのば したと いうのに も、 そう 

した 抱卵 期の ながさと 関係 あるの かも 知れない。 

では 朝鮮の 神話の 中の 出生 説に 鳥が 参与す る もの はない か。 赫居 世の 出生 説話に は 大きな 卵が 出て くるから、 

まず 鳥 卵と 考えられる。 また 脱 解 王の 故事で 「漂着した 舟の まわりに 力 ササギ が 鳴きながら あつまつ たので、 舟 

の 中 を しらべて みると、 神 子が 出現した。 その 母 は 卵 を 生んだ …… 」 という 記事が それに 相当す る。 あるいは ま 

た 『三国 遺事』 の r 駕洛国 記」 に 天から 黄金の 卵が 六つ 降りて きて、 それから 六 人の 童子が 生まれた とする 記事 

も ある。 おそらく 応神 帝の 出生 説話 も、 河内 王朝の 始祖に ふさわしく、 新羅の 始祖の 赫居世 を 念頭に おいて 作ら 

れ たにち がいない。 新羅 国の 王族の 天の 日 矛の 最初に 渡来した 場所が 怡土国 (怡土 県) であると すれば、 その 伝 

説 も 最初 は そこに 上陸した のだった ろう。 そうして その 出生 説話と いうの は 「古布」 つまり 白い 鳥の 卵から 贵ぃ 

子が 生まれて、 その子が 王朝の 始祖に なった という ものであった。 こうした 推理が 自然で ある こと は 天の 日 矛 伝 

説の ヒメ コ ソの 女神と 雁の 卵との 関係 を 考えれば 分かる。 

ところが 卵生 説話と いうの は 王朝の 始祖の 出自を 明らかにする ために 作られた ものであるから、 応神帝 を 神武 

以来の 皇統譜の 中に 組み入れねば ならない という ときには かならずしも 適当で ない。 鳥 卵から 生まれた のでな く、 

人間の 父と 母から 出生し、 その 父 は 前代の 帝王で なければ ならぬ。 かくして 仲 哀帝 は 創造され、 鳥 卵の 出生 説話 

は 捨てられた。 「古布」 という 白鳥 を 意味す る 語 は、 子 負 または 児饗 といった たぐいの 語呂 合せに 変形され て 地 

名と して 押し やられて しま つ た。 

しかし、 その 一方で は 水辺に 誕生す る 貴 子と その 母の 物語 は ゥッボ 舟の 民間伝承 として、 玄界灘 の 周辺に；：^ 在 
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していた。 それ は 冒頭に 記した 新羅の 脱 解の 出生 説話に も 取り入れられ ている。 

この 母子 神 信仰 は、 神 功 皇后の 新羅 征討の 説話が 後世に いたつ て 作為され て 加えられ ると きにな つ て 利用され、 

神 功 皇后と その子の 応神 帝の 関係 を 力説す るた めに、 あのような 「鎮懐 石」 の 説話と して 記紀 や 『風土記』 にし 

るされ るよう にな つ たと 私 は 考える ので ある。 

ここで 南方 熊 楠の 有名な 論文 「鷲 石考」 について 一言して おかねば ならぬ。 その 鷲 石が 神 功 皇后の 「鎮懐 石」 

ではない かと 私 は ひそかに 考えて いる。 南方の 考証に よると、 鷲 石 (ィ ー グ ルスト ー ン) というの は、 出産のと 

きこ 腿 こくく りつけ ると 安産の 助けになる という 物で ある。 こ の 鷲 石 は プリ 二 ゥ ス によると いつも 雌雄 一 一個 そろ 

つて 鷲の 巣に ある。 その 形状 は あたかも 子宮に 胎児 を 蔵め るよう に、 空に なった まるい 石の 中に また 小石が 含ま 

れ ており、 振れば ガラ ガラと 鳴る。 母胎に 子どもが 入って いる 姿 を 想像させる ので 安産 石と なった ので あろうと 

言われて いる。 この 鷲 石が 安産のお 守りに なること は ョ ー ロッパ の 諸 書に 出て いる。 

ここで 注目すべき こと は、 その 石が 二つ そろって あると いう ことで ある。 『肥 前 国 風土記』 船 帆の 郷の条 に 「御 

船の^ i ^ぼ,、 其の津の！^に？^^れり。 この 中の 一と 顆は、 高さ 六尺、 径は五 尺な り。 ー顆は 高さ 八 尺、 径は五 尺な 

り。 子 無き 婦女、 この 二つの 石に 就きて、 恭び禱 祈めば、 かならず 任 産む こと を 得」 と ある。 これ は佐賀 市の 城 

原 川の 付近であろう という。 これ はこれ まで 述べた 『日本 霊異 記』 『日本書紀』 『万葉集』 の 記事が つねに 二 個の 

鶏卵に 似た 石であった こと を 想起させる に 足りる。 また 鷲 石 は 産婦の 腿に くくりつけ ると 安産す るが、 産婦の 左 

臂 または 左 脇に 鷲 石 をつ ける と 流産し ない、 と言われる。 また これ は 『筑紫 風土記』 に 「俗 門の 婦人 たちまちに 

は娠 動ナ、 よ、 裙の 腰に 石 を 揷 み、 まじないて 時 を 延べし むる は、 けだしく はこれ に 由る か」 と 言って いる こと 
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と 全く 合致す る。 この 記事 をみ ると、 石 を 腰に つけて、 流産 を 防ぎ、 安産の まじない とする 風習が 筑 紫の 海浜に 

あった こと を 明確に 物語って いる。 石 を 裳の 腰に はさんだ の は、 産道 を 防いだ のだろう というよ うな 卑俗な 解釈 

がき わめて 近代的な ものにす ぎない ことが、 この 一 事に よ つ て も 分かる。 

南方 こよる と、 鷲 石の ほかに も、 種々 の 鳥が いろいろな 物 を 用いて 繁殖の 助けと する 話が 多い。 その 中には、 

支那 人よ i とか ii ぎが 4 石 (註、 砒素 を 含める 一種の 毒 石) で 卵 を あたため 孵す という。 日本で も 『善 光寺 道 名所 図 

会』 五に 鶴が 卵 を 孵す るのに 朝鮮人参で 暖める という。 これらの 例 をみ ると、 鸛 (こうのと り) といい、 鶴と いい、 

すべて 白い 鳥で ある。 また 鵲ゃ 朝鮮人参 といえば、 朝鮮と は 切っても 切れぬ 縁が ある。 鵲は 新羅 第 四 代の 王 脱 解 

をのせ た 船に むらがった いわくつきの 鳥で ある。 脱 解と その 母の 母子 神 信仰 は 神 功 皇后と 応神 帝と に比定 されて 

きても い る。 

藤 沢 衛彦の 『日本 伝説 叢書』 に は、 伊豆の 賀茂郡 田 子 村 平野 山麓に 孕 石が あって、 高さが 二 丈、 周りが 七、 八 

尺ば かりで 出産 を 祈る と 効験が あると 信じられ たが、 今 は 畠 中に 落ち 転がって いる 由 を 記して ある。 南方 はこの 

こと を 報告しながら 「孕 石」 と 唱える の はこの 一例し か 知らぬ と 言って いる。 

だが、 これまでみ たように r 鎮懐 石」 が 鷲 石に ほかならぬ こと は ほぼた しかで ある。 では、 神 功 皇后 伝説 を ど 

のように 考えれば よいので あろう か。 そこで 私 は 次の ような 推論 を こ ころみ る。 

一、 はじめに 卵から 貴 子が 生まれて、 その子が 王朝の 始祖に なった という 神話が あった。 このばあい 三つの ケ 

1 スが 考えられよう。 第一 は 白い 鳥が 卵 をう み、 それから 人間の 子が 生まれた という 純粋な 鳥 卵 型の 神話。 第二 

に は 人間の 女が 卵 を 生んだ が、 その 卵 を 入れた 箱に 鵠 (あるいは 白鳥) がまつ わりつ いたと いう 縁起 を もつ もの- 

これ は 新羅の 脱 解 型で ある。 第三に はわが 宮 古島で みられる 三 例の 卵生 説話の ように 鳥が あきらかに、 父親の 役 

をヒ し、 卵 を 産む のよ 人間の 女と いう ものである。 応神 帝のば あい はこの 三者の いずれ かであって、 それ を 確 
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に 決定す る こと は 困難で あるが、 いずれにしても 朝鮮 系の 始祖 神話 を 念頭に おいて 作られた ものである。 この こ 

と は応神 帝の 血脈が 朝鮮 出自 である こと を 裏付ける 有力な 傍証で ある。 

一一、 しかし 応神を 始祖と する 王朝と 前 王朝の 系譜 を 血脈の 上から 接合す るに あたって、 応神 帝が 鳥 卵から 誕生 

したと いう 説話 はむしろ 邪魔に なり、 それに かわつ て 帝王の 妃 としての 母の 胎 から 生まれた という 説話が 必要と 

なった と 私 は 思う。 応神帝 を胎中 天皇と して、 ことさらに 母胎 を 強調し 力説す るの はこうした 理由に もよ る。 そ 

のこと から 玄界灘 の 南北 両岸に みられる 母 神と 子 神の 信仰が 導入され る ことにな つた。 しかし そのば あい も 脱 解 

王の 型式の ように 卵生 神話と 母子 神 説話と を 組合せた ものが 大きな 役割 を果 した。 すなわち、 単純な 鳥 卵 誕生 説 

話から 人間の 女が 卵 を 産み、 その 卵から 貴 子が 生まれる という 説話に 移行し、 さいごに 母と 子が うつぼ 船に のせ 

て 流される という 母子 神 信仰に 移 つ たと 見られる ので ある。 

三、 他方で は筑 紫の 海辺に は、 それ 以前から 鳥が 巣に はこんだ 二つの 石 を 腰に はさめば 安産 するとい う 民間 信 

仰に もとづく 習俗が 根強く おこなわれ ていた。 

四、 そこで 卵生の 神話 は、 母子 神 説話の 強調と ともに 白い 鶏卵の かっこう をした 安産 石、 つまり 鎮懐 石の 話へ 

と 習 合して いく。 そこで 白鳥 を 意味す る 「こふ」 という 語 はとう ぜん 不明に なり、 子 負と か児饗 とか、 後世に 宛 

字され て 地名と して 残る ほかはなかった。 しかし、 折 口 信 夫の 言うよう に、 「乞う」 とか 「恋う」 とかいう 語に 

こめた 古代人の 感情 は、 白鳥と 人間との 濃密な 意識の 交流 を 物語る ものである。 

ャ マト タケル、 仲 哀帝の 白鳥に まつわる 三つの 物語 は 重なり合って 輪 をな している。 しかし それ は応神 帝の 卵 

生 説話に 収斂して みると き、 一 つに つづめる ことが 可能で ある。 すなわち 白い 鳥の 卵から 生まれた 人間が、 白い 

鳥 を 恋い慕う という 物語で ある。 白鳥と なった ャ マト タケルと その子の 仲 哀帝との 関係が そうで あり、 また ホム 

ッ ヮ ケの ばあい も それによ つ て 理解で きる。 垂仁 帝の 子ども ホ ムッヮ ケが 白鳥 をみ てはじめて 物 を 言 つたと いう 
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の は、 白鳥が 祖 だった からだと いう ほかに 考えよう がない。 折 口 信 夫の ように、 白鳥 はた ましい を はこぶ 鳥で あ 

り、 白鳥に 触れて あたらしい 魂 を 得、 再生 するとい う 考えが、 その 根柢に 存在して いるの だろう が、 白鳥との 感 

応 能力が ただなら ず、 尋常な 域 を こえて いる こと をお もえば、 折 口説 はま だ 問題の 核心 をつ いていない。 すな わ 

ちそ こ に は 卵生 説話が 横たわ つてい るの だ。 

ャ マト タケル は 死後 白鳥に なって 飛び去った。 ふつう 祖父の たましい は 一 世代お いて 孫に 再生 するとされ てい 

る。 そうした 理由から 沖繩 では 祖父の 童 名 を 孫に もっける。 ャ マト タケルが 白鳥に なった ことに あやかって、 そ 

の 孫の 応神 帝が 白鳥の 卵から 生まれた と 考えて みるの は 古代 信仰の 死生観の 理 にも 叶う。 

ホムッ ヮケ、 ャ マト タケル、 仲哀の 三人の 御子 は 架空の 人物で あるが、 応神 帝に ついては その実 在 をみ とめる 

のが 通説で ある。 まず は 王朝の 始祖で ある 帝王の 生誕 を 神秘 化する 必要 上、 民間の 伝承 形式で ある 卵生の 説話が 

新羅の 始祖の 出生 説話の 影響 を 受けて、 応神 帝に むすびつけられた と考えられるべき であろう。 それが 応神 第一 

神話で ある。 だが、 応 神の 出自が 皇統譜の 中で、 作為され るに あたって、 そうした 民間 信仰の 句い の 強い 説話 は、 

先代の 仲 哀帝、 二 代 まえの ャ マト タケル、 三代 まえの ホム ッヮケ という 三つの 世代に 分散して 展開した。 そして 

応神 帝の 卵生 神話 そのもの は 抹消され てし まい、 母子 神 信仰 を 強調す る 出生 説話が その上に あたらしく 描かれた。 

これが 応神 第二 神話で ある。 しかし、 白鳥の 名 を 示す 「故 布」 という 地名まで も 消し 去る に はいたらなかった の 

である。 

〔付記 1〕 応神 帝が 異常 出生の 説話 を 背負って いた こと はすで に 『日本書紀』 に 応神帝 は 出生 時から 腕に 贅肉 

がつ いていて、 まるで 辆 のよう なかつ こう をして いたと 述べて いるので も 分かる。 応神 天皇に シッボ があった 

という 話 は 室町 末期に 出た 『塵 袋』 という 本に も 出て くる。 天皇が お 部屋に 入ろうと なされた とき、 従臣の 一 
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人が 戸 を ピシッ と 閉めた。 すると、 シッボ が はさまって しまい 「尾籠な こと をす るな」 と 叱られた —— という 

話が 載って いる。 

つまり 応神帝 は 海 竜の 申し子であった というの であるが、 海 竜の 話 は 『三国 遺事』 にも 出て おり、 古代 朝鮮 

の 東海岸で は 親しい 伝承 観念であった。 『日本書紀』 や 『塵 袋』 の 話 は 私の 仮説と はちが うが、 応神 帝が 異常 

誕生の 説話 を 伴って いる 帝王で ある ことの 傍証に はなる。 

〔付記 2〕 応神 帝の 出生に ついての 疑問 はすで に 江戸時代に 提出され た。 藤 井 貞幹は 次のように 述べて いる。 

「神武 天皇の 御 末 は仲哀 天皇に て尽 させ 給う。 按応神 天皇 は いづく より 出させ 給う や。 胎中 天皇 いろいろ 疑わ 

しく 思わる る 也」  ノ 

〔付記 3〕 『能 登 志徴』 によると、 昔、 天子に 啞の 姫君が いた。 乳母と 共に 空 船に のせて 捨てられ、 かろう じ 

て 能 登の 古 君の 海岸に たどりついた。 そこで 白い 雉に みちびかれて 二人 は 近くの 観音 堂に やどり、 夜もすがら 

念誦した ところ、 ふしぎに 姬 君が 物 を 言い出した。 その 瑞験を ありがたく 思って、 姬宮も 乳母 も 尼と なり、 庵 

をむ すんだ。 この ことが 都に 聞え て、 そこに 大寺を 建てて 白 雉 山勅定 寺と したと ある。 今 も 明 泉 寺と いう 古刹 

にこの 伝承 はの こって いる。 この 説話で は啞の 王女と ゥッボ 船の 母子 神の 説話が 組み合わ さって いる。 つまり 

啞の 皇子 ホム ッヮケ と、 母子 神の 八幡 信仰に みる 応神 帝と が 一緒にな つてい ると みる ことができる。 もともと 

これ は ワン セ ット だった かも 知れない。 ホムッ ヮケも 二 俣 小舟に のって 遊ぶ。 

〔付記 4〕 神 功 皇后 は 新羅 征討の のち 筑前 国の 蚊 田 郡 和 多 御崎に 生まれた ばかりの 皇子 を、 七日 間 砂の 中に 埋 

めて おいた。 七日して 皇后が いってみ ると 皇子 はすこぶ る 美しい 姿と なって いたと ある。 これ は 『託宣 集』 に 

のせて ある 話で あるが、 ここに も 異常 出生 譚 がから みついて いる。 三 品 彰英氏 は 「この 地方の 俗伝に よれば、 

皇 舌が 砂 中の 御子 を 弓の 先で 掘り出し たので ユミ ァケ とい つたと 伝えて いるが、 ュ ミア ケとは 忌明けの 意で あ 


43 応神 帝と 卵生 神話 


ろう。 説明す るまで もな く、 大地すな わち 根ノ 国から 出誕 した こと を 語って いるので ある」 と 述べて いる。 私 

に はこの 説話 は宮 古島の 卵生 説話で、 卵 を 野原に 埋めて おいた ところが 幾日 かして 人間の 子どもが 生まれて い 

しし むら 

たという 話 を 思い出させる。 また 冒頭に のべた 玉 卵 洞の 話で も、 卵の ような 肉団を 山中の 石の 中に おさめて お 

いて、 七日して いってみ ると、 女の子が 生まれて いたと なって いる。 このように 卵 をい つたん 土 や 砂 や 岩の 11 

に 埋めて おいて、 そこから 人間の 子が 生まれる という 型が あるの を みれば、 神 功 皇后が 砂 中に 埋めた というの 

は 卵 もしくは 肉団 であった ことが 推定され る。 すなわち 応神帝 卵生の 傍証が この 説話から も 得られる。 

〔付記 5〕 『肥 後 国 誌』 によれば 八 代 海の 中に 産 島と いう 小島が ある。 そこに 二十 尋 以上 も ある 岩穴が あって、 

そこで ゥ ガヤ フ キア ェズが 誕生した といわれる。 というの も、 この あたりに 鵜が 群がり あつまる からで あるが、 

一説に はこの 岩穴から 応神 帝が 誕生した といわれる。 これによ つて みれば、 応神 帝の 異常 出産 は 九州 丙 辺の m 

舎で も 信じられ ていた ことが 分かる。 なお 産 島に は 古墳が 三つ ある。 (今 は 干拓で 陸続きに なって いる。 八 代 

市の 日 置 川 河口 近くで ある) 

〔付記 6〕 この 稿 を 書いた あと、 上 井久 義. 輝 代 夫妻が 『日本 民俗の 源流』 の 中で 『日本 霊異 記』 の 話 を 取り 

あげてい るの を 知った。 また 伊勢神宮の 祭のと きに 鶏卵 を 供える こと も 上 井 氏 は 注目して いる。 それ は 再. if. の 

シンボル であると いう 説に 私 は 賛同す る。 おなじように、 平野 邦 雄 氏が 「秦 氏の 研究」 の 中で、 日 女 島の 説話 

は 朝鮮の 卵生 説話の 系統 を 引く と 指摘して いる こと を 発見した。 私の 推論と 探索 は これら 両氏と まったく 別個 

になされ たので あつたが、 両氏が すでに 論じられ ている 以上、 そのこと を 付記して おく。 但し 両氏と も 卵生 説 

話と 応神 帝の 関係 主題に ついては ま つ たく 言及して いない。 

〔付記 7〕 ャ マト タケル ノミ コトが 死後 白鳥と なって 飛んで いったの が 河内の 志 磯であった というの は、 そこ 

が応神 帝の 王 陵の ある 古市 古墳 群の 所在地であった ためだと みる ことができる。 


ャ マ ト タケルが 伊吹山の 荒神 を 征服し ようと 出かけた とき、 麓の あたりで 牛の ように とてつもなく 大きい 白 猪 

に 出会った。 ャ マト タケル はこの 白 猪 は 神の 使者 だから、 今 殺さなくても、 山 を 降りる ときに 殺して やる、 と 高 

言して 山に 登って いった。 ところが、 ものすごい 氷雨に 出会って、 タケル は 苦しんだ。 それ は 白い 猪が 神の 使者 

でなくて、 神 そのものだった のに、 それ を 見破る ことができず、 ャ マト タケルが かるがるしく 揚言した ので 怒つ 

て、 なやました のだった。 ャ マト タケル は 山 を 下って、 疲労の ために 杖 をつ かないと 歩け ず、 まもなく 死にいた 

る、 と 『古事記』 は 述べ る。 

これでみ ると、 白 猪 は 山の 神と して 信仰され ており、 それな のに ャ マト タケルが 不敬の 言 を 吐いた ために、 き 

びし く 咎められた こ とが 分か る。 

これと 似た 話 は 『雄 略紀』 にも 出て くる。 雄 略 帝が 葛 城 山に 登った ときに、 大 猪が 出現した。 天皇 は 鳴 鏑でそ 
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の 猪 を 射た ところが、 猪が 怒って、 唸り 声 を あげて 突進して きた。 帝 はお それて 木の 上に 登って 難 を 避けた、 と 

いう ものである。 手負い 猪が 一目散に 突つ かかって くる こと は 今でも 実際に 獵師が 体験して いる ことで、 雄洛帝 

とおなじように、 木に 登って 逃げた が、 下から つきあげられて、 股 を 刺され、 一生 不具に なった という ある 抓； g 

の 話 を 田 淵 実 夫 氏 は 伝えて いる。 猪の 下 あごの 牙 はかみ そりの 刃の ように するどい の 〔：；^^ 

この 葛 城 山の 大猪も 山の 神であって、 雄 略 帝が 神と して 敬意 を 払う こと をし なかった ために 怒った の だ。 私が 

そう 考える の は 『山城 国 風土記 逸文』 に 次の 記事が あるから である。 

「京都の 賀 茂御祖 神社 (下 鴨 神社) の 神 は、 日向の 曾の 峯に 天降った 賀茂建 角 身命で ある。 この 神 は 神武 東征 

のとき の 先駆と なって やって きて、 ャ マトの 葛 城 山に 一時 滞留した が、 その あと 山城の 国に 移った」 という もの 

である。 『山城 国 風土記 逸文』 に は 「賀 茂の 神社の 祭に は、 馬に 鈴 を かけ、 人 は 猪の 頭 を かぶって 競馬 をした」 

とも 述べ て ある。 

これら を みれば、 賀茂建 角 身命が 猪と 関係が あり、 しかも 九州の 日向から 山城に 移る まえに、 葛 城 山に いた こ 

とが 明らかで ある。 雄 略 帝が 葛 城 山で 出会った 大猪 もこ の 神の 化身で あると 推測され る。 

ここで 思い起こ すの は、 賀茂 神社の 神官で ある 賀茂県 主に 久治 良と いう 人物の いる ことで ある。 久治良 は、 推 

古、 舒明、 皇極、 孝徳 などの 諸 朝廷に 祝と して 奉仕した というが、 この 久治 良の 名の 由来 をたず ねて、 上田 正昭 

氏が 記紀の 神武 帝の 条に 出て くる 「久米 歌」 を 引合いに 出して いるの は 興味の ある ことで ある。 その 歌 は 宇陀の 

しぎ 

高 城に 嶋を とる 網 を 張った が、 嶋 はかから ずに 久治 良が かかった という もので、 この 久治 良に ついては、 廳を似 

ち  くちら 

知と レ うこと から 鷹 等と する 説が ある。 また 文字 どおり 鯨と 受けと る 向き も ある。 鷹 は 食用に 供せ ず、 また 複数 

になって いるの もお かしい が、 海の 動物の 鯨 を もってく るの も 合理的で ない ことから、 この 久治良 を 「山く じら/ 

すなわち 猪の こと だと 説明す る 向き も ある。 そのば あい、 古代に は 山く じらと いう 猪 肉 を 禁忌と した 語が あった 
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かどう か はうた がわし い。 しかし 天平 十七 年に は、 三年のう ちに 天下一 切の 宍を 殺す を 禁断す という 詔 力 出て い 

るから、 当時 は そのような 動物の 異称 別名が ま つ たくな か つ たと も 断定で きない。 

ただ、 久治良 を 猪の ことと 解す るなら ば、 それが 一番 合理的な 説明に なること だけ はたし かで ある。 上田 氏 は 

さまざまな 留保 をつ けた 上で、 久米 歌の 位置が 蒐 田と 吉 野の あいだの できごとに 関連して 物語られ ており、 久米 

歌のに ない 手の 久米 集団と 吉野 山人 集団の 関係 もまた 密接で あ つ た 点 を 指摘す る。 また 『続 日本 紀』 和 銅 三年 正月 

の 条に吉 野 連久治 良と いう 人名が 見える が、 「その 吉野 山人の 首長 名に、 久治 良が つけられて いるの は、 山人の 

生活に ふさわしい 猪であった ので はない か。 その 可能性の ほうがむ しろ 大きい」 としてい る。 更に 上田 氏 は 「賀 

茂 社の 久治良 は 猪に ちなん だ 名で はない かとい う 考えに 魅力 を 感じる」 と 述べて いる。 私 もまた おなじような 考 

えに 惹 かれる の は、 久米 集団が 山人の 生活に ふさわしい 伝統 を もちつづけ ていた めだ。 すなわち、 「宇陀の 高 

城の 防禦 を ほどこした 垣の 内の 集団生活」 と 上田 氏が 述べて いるの がそれ にあた る。 

私 は 一連の 久米 歌と 称する ものの なかに 高地 民の 生活の 匂い を かぎつける。 たとえば、 私が 台湾の li^M 学者 か 

ら 聞いた ところでは 高 砂 族は異 族との 戦いに 出かける まえに、 ショウ ガで 悪霊 を 退ける まじない をす るが、 それ 

は 「みつみつし 久 米の 子ら が、 垣 下に 植えし ハジ カミ 口 ひびく われ は 忘れ じ 撃ちて しゃ まむ」 という 歌 

の 作られた 最初の 動機に ちがいない。 「剪 韮」 という 語 も 前の 歌に 出て くるが、 その ユラの 臭気 もまた 「口 ひて 

く」 ハジ カミ とおな じ 効果 を もっと 信じられ たので ある。 

また 「みつみつし 久 米の 子ら が に は f 韭. 一 ひ 茎 そね が 茎 そね 芽 繋ぎて 撃ちて しゃ まむ」 という 歌の 

「つなぐ」 というの は、 あとで 述べる 柳 田 国 男の 『後 狩詞 記』 の 中の 「狩 ことば」 をみ ると 「猪の 足跡 を 求めて 

捜索す る を 言う」 と ある。 「粟の 畑の 中に 臭い ユラが 一本 生えて いるが、 それ を 探し出し その 根元から その 芽 ま 

で 跡 を 追い求め、 つきとめて うちほろぼす ぞ」 という 意味で ある。 つまり ここに は 古代から 現代まで 伝わって い 
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る狩狱 用語が 使用され てい る。 

ついでに 「神風の 伊勢の 海の 大 石に はい もとろう 細螺の いはい もとおり 撃ちて しゃ まむ」 という 

歌で あるが、 この 中の 「した だみ」 という 巻貝の 名 は、 現在、 能 登 地方で 日常に 使われて いる。 した だみ の 特性 

は、 天気が よいと 大きな 岩の 表面に 出て 這い まわる が、 天気が くずれて、 嵐で もき そうな 時になる と、 その 気配 

を いちはやく 察して、 岩の 裏側に 隠れ、 難 を 避ける。 したがって、 この 歌 は 逃げ足の 早い 敵 を あざけつ たと 解す 

べきで ある。 つまり、 これらの 歌 は 古代人の 日常 観察に もとづく 習俗 や 呪術 を ふまえて おり、 しかも それ は 南方 

の 習俗との 関連が きわめて 深いと 私 は 考える。 

台湾の 高地 部族が 猪に つ いての 儀礼に 関心 を も つ ている こと は 馬 淵 東 一 氏の 論 放で 明らかで ある。 沖繩で t 脉 

を W と 呼んで いるが、 それ は 日本の 古代に イノ シシを と 呼んだ ことと 無縁で はあり 得ない。 沖 繩は豚 料理が さ 

かんで あり、 南 九州で も薩摩 汁と 称して 正月に は 猪 を 使う。 私の 幼年時代 にも 毎 冬、 薩摩汁 をた ベた。 こうした 

ことから、 南 九州から 以南 は 猪— 豚の 文化圏と みなす ことができよう。 

猪に ついては 『播磨 国 風土記』 の賀毛 郡の 条 にある 「猪 養 野」 の 説明 も 見す ごす こと はでき ない。 それによ る 

と、 仁徳 天皇のと きに 一日 向の 肥 人で ある 朝 戸 君が、 アマ テラス を 奉祀した 舟の 上に 猪 を 持って きて たてまつつ 

た。 猪の 飼育 地 を 探し出して 下付 を 願った ので、 その 土地 をた まわって 猪 を 放ち 飼いに した。 そこで、 猪 飼 野と 

言 つた」 と ある。 

朝 戸 君に ついては 『日本 古典文学 大系』 は 肥 後 国益 城 郡 麻 部 郷を本 居と した 氏族 か、 とし、 また 太 田 亮は薩 摩 

国 鹿 児 島 郡に 安 薩郷が あり、 その 地の 豪族で あると している。 いずれにしても、 九州の 日向の 肥 人で ある こと は 

まちがいない。 それが やはり 猪と 結びついて 語られて いる。 葛 城の 豪族で ある 葛 城 襲 津彦の 「襲」 も 九州の 「曾」 

と 関係が あるか も 知れない。 ここで、 賀 茂の 神が 「日向の 曾の 峯」 に 天降った という 記事 をつ なげて 考えて みる 
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と、 猪が 山の 神と して 九州の 脊梁 山脈の なかで 崇められ ていた 姿が おぼろげに 浮力. -で くる。 

猪の 記事で 有名な の は、 『日本 後紀』 に载 つてい る 次の 話で ある。 延暦 十八 年 二月、 和気 清 麻 呂が大 隅 国に 流 

された とき、 脚が なえて 立てなかった が、 宇佐 八幡 神 を 参拝す るた めに 豊前 国の 宇佐 培 田 村まで きたと ころ、 野 

猪が 譽頭 ばかり 路を はさんで 列 をつ くり 十 里の 道 I けて、 そのまま 山中に 入った。 見る もの はふし ぎな 光景 

だと 言った が、 この 日、 清 麻呂は 神社に 参拝して はじめて 足が 立った、 というの であって、 これ は 宇佐 神 力 猪 を 

神 吏と した 証拠で ある。 宇佐 神が 秦 氏の 管理の 下に 置かれる まで は、 八幡 神と しての 海洋 神、 もしくは 母子 神の 

色彩よ なく、 むしろ、 狩猶 神ではなかった かとい う 推定が 可能で ある。 まえに 述べた 山城の 賀茂 神社に 関係の 深 

ぃ秦 氏と 宇佐 神宮の 問題 は 考えられ るが、 いずれにしても 「日向の 曾の 峯」 に 天降った という 賀茂建 角 身命と 宇 

佐の 神が、 ともに 狩微 神の 色彩の 濃い 神で あるの は 注目に 値する。  てう 

では 「曾」 と は 何 を 指す か。 衣の 襲で あると いう 説が ある。 あるいは また 嚒淤 郡の 巇淤 である ともいう し 

かしこの 「そ」 という 語 を 「背」 のこと と 解す る こと もで きる。 「そ びら」 「そがい」 の 「そ」 である。 とすれば 

「日向の 襲の 峯」 というの は、 場所 を どこと 定める 必要 はなく 「日向の 脊梁 山脈の 峯」 と 解す るの が 自然で ある。 

「日向」 というの も 日向と いう 国 を 指した のではなくて、 陽の あたる 場所 を 指す 普通名詞 であると 解釈す るの が、 

今や 定説と なりつ つ ある。 

ここで 天孫 降臨に まつわる 『日本書紀』 の 記事 を 見て みょう。 

本文に は、 

「日向の 襲の 高 千 穂峯に 天降ります」 
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と あり、 つづけて 

r 膂宍の 空 国 を、 頓 丘から 国覓 ぎと おりて、 吾田の 長屋の 笠 狭 崎に いたります」 

となって いる。 次に 一 書の 二に は、 

「日向の 棟 日の 高 千 穂の 峯に あまくだりて、 膂宍の 胸 副 国 を、 頓 丘から 国覓 ぎと おりて …… 」 

となって いる。 一書の 六に は、 

そ ほり やまの たけ 

「あまくだり ましし ところ をば、 言いて 日向の 襲の 高 千 穂の 添の 山峯 という」 

と ある。 「添」 が ソウルな どと 同じ 意味で 都 を 指す 朝鮮語で ある こと は 常識と なつ ている。 問題 は 「そしし のむ 

なくに」 「そしし のむな そうくに」 を どう 解す るかで ある。 

「そしし」 は 膂{ 六 という 漢字 を 見れば 想像が つくよう に 「背」 の 「肉」 すなわち 「背中の 肉」 のこと である。 

「そしし のむな くに」 について いえば 『日本 古典文学 大系』 に は 「背中の まわりの 肉の ない 国。 つまり 荒れて やせ 

た 不毛の地」 と 頭注して あり、 『広辞苑』 に は 「背筋に は 肉が 少ない から、 物事の 豊富で ない ことにい う」 と あ 

り、 ともに 「瘦 せた 地。 荒 蕪の 地」 と 説明して ある。 

はたして こうした 解釈で よいの か。 天孫が 天降った ところが 不毛の地 であると いうの は、 その 予見 力の なさ を 

問われる ことになら ないだ ろうか。 

そこで 『古事記』 を 開いて みると、 r 筑 紫の 日向の 高 千 穂の 久士 ふる 嶽に 天降り まさしめ き」 と あり、 「ここ 

に 韓国に むかい、 笠沙の 御前 を まき 通りて、 朝日の ただ 射す 国、 夕陽の 日照る 国な り。 故、 ここ はいと 吉き 地」 

と 二  二 ギノミ コトが 詔 を 下した と 述べて ある。 つまり、 「ここ は 韓国の ほうに もむ かい、 笠沙の 岬に も ゆきと お 

つて、 朝日 夕日が 照り かがやく 国であって、 たいそう よい 土地」 である、 と 『日本書紀』 と はまる で 逆の 印象が 

述べられ ている。 記紀 を 比較して みると 『記』 の 方が はるかに 素直で あり、 天孫の 下った 土地に たいして 率直に 
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よろこび を 表現して いる。 

一体、 この 『記』 と 『紀』 のど ちら をと るべき だろう か。 直感で はたれ しも 『古事記』 の 方に 加担す るで あろ 

うが、 さて、 それ は どのように 実証したら よいだ ろうか。 私たち はこ こで 「そじし」 という 語 をもう 一度 検討し 

直して みる 必要が ある。 

三 

柳 田 国 男が 明治 四十 一年に 日向の 椎葉 村へ 旅 をした ときの 猪 狩の 聞き書きが 『後 狩詞 記』 である こと は 有名で 

ある。 柳 田 は 五晚を かけて 当時の 椎葉 村長から 話 を 聞いた。 そうして その 内容 を 書きと めた といわれ ている。 こ 

の 本に 収められた 「狩 ことば」 の 一つに 「ソ シ」 という 語が ある。 「猪の 背に 沿いて 付着す る 肉な り。 外部なる 

をソト ゾシと 言い、 内部なる をゥ チゾシ と言う。 最 不味 也」 と 述べて ある。 

これ を 読む と、 ゥ チゾシ だけでなく、 ソト ゾシも 「最 不味」 であるよ うに 受け とられる。 柳 田 はこの 語の あと 

に 注して 「そじし のむな 国と いう そじし なるべし」 と 付記して いる。 そこで 私 は 長い間、 「むな 国」 というの は、 

「そじし」 のように もっとも まずい、 したがって、 空虚で 不毛な 国と 理解して いた。 

ところが、 私 は 昭和 四十 九 年 六月に 椎葉村 を 訪れて 猪 狩の 話 を 聞いた ときに、 五十 年来 獄に したがって いると 

いう 老人から ま つ たく 逆の こと を 聞かされて、 少なからずお どろいた。 

「そじし」 というの は、 鹿 や 猪の 背中の 肉で あるが、 霜降り 肉の ようにき めが こまかく、 また 脂肪 も 多く 力， >  の 

で、 もっとも 美味で あり、 獵師 たち は 刺身に してた ベ、 他人に は なかなか 分けて やりた がらない というの である- 

私 は 一 瞬 耳 をうたがった が、 さらにつ つ こんで 聞く と、 「そじし」 に は 「そと そじし」 と 「うち そじし」 が あつ 

て、 「うち そじし」 の ほう は 肋き と 腎臓の 間にある 肉 を 指し、 いたってまず いという 
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そこで 私 は 「最 不味 也」 というの は 一う ちそ じし」 だけであって 「そと そじし」 に は あてはまらな いこと を 了 

解した のだった。 一般に は 「そじし」 といえば、 背中の 肉、 すなわち 「そと そじし」 を 指す ので ある。 

『後 狩詞 記』 の まぎらわしい 文章 は 『綜合 日本 民俗 語彙』 に そのまま 引きつ がれて いる。 「ソ シ」 という 項目に 

は 「椎葉 村の 雜師 たち は 猪の 背に 沿うて 付着す る 肉 をそう 呼び、 ソトゾ シ • ゥ チゾシ の 別が あって 味が よくない 

という (『後 狩詞 記』)。 山梨県 南都 留郡道 志 村で は、 鹿の あばらの ところに ある 上 肉と いっている (『民 伝』 一四 ノ 

二)」 という 説明が なされて いる。 

これ を 見る と 『後 狩詞 記』 にしたがった ばかりに、 痛ましく も 混乱して しまった ありさまが 手に とる ように 分 

かる。 

私が 椎 葉の 輒師 から 聞いた ときの 「そじし」 の 語感に は、 「やせた」 とか 「不毛」 を 形容す るよう な ひびき は 

さらにない。 また 背中の 左右の 肉が ごく 少ない という わけで もない。 六 貫目から 十 貫目ぐ らいの 体重の 猪で は 二 

百.^ から 五 百匁の 「そじし」 が とれる という。 とすれば 「そじし のむな くに」 は 「そじし のように 最も 美味なる 

ものが 少ない 国、 すなわち 空 国」 と 解す るの が 自然であろう。 だが、 この 説明 もど ことなく すわりが わるい。 そ 

こで もう 一度 問題 を 記紀の 文章に 返して みる。 

「そじし のむな くに」 という ことば は、 『仲 哀紀』 にも 出て くる。 神 功 皇后が 神が かりして、 熊 襲の 国 は 「そじ 

しのむな くに」 であるが、 海の 彼方に は、 金銀の 豊かな 新羅の 国が あると いう 個所が そうで ある。 また 一説に 

は 「鹿の角の ように 無実た る 国」 という 表現 も ある。 要するに、 九州の 脊梁 山脈の 一帯が 不毛の地 であると いう 

のに はまちが いない。 
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『書. ほ n は、 なぜこう した 表現 をと つたので あろう か。 『古事記』 が 「いとよき 地」 といって いるのに 「そじし 

のむな くに」 と 否定し なければ ならな か つたの はどうし てだろう か。 

朝鮮の 歴史家の 金 錫 亨氏は 『古代 朝日 関係 史』 のなかで、 『古事記』 の 問題の 個所に ふれて 「天孫 は 山に 降り、 

新し、，， 居住 也 を 定める とき、 そこが 駕洛 国に 向い、 よい 位置に あつたと いう こと、 朝鮮との 往来に 便利で ある こ 

と を 第一条 件に していた ことが 分る」 と 述べて いる。 天孫が 朝鮮との 交流 を 力説して いると いう 解釈 はごく 自然 

で、 反対す る 理由 は 見当たらない。 

駕洛 国の 開国 神話で も 天降った 場所 は 亀 旨の 峰であって、 亀 旨と は 朝鮮語で 「祭り」 を 意味 するとい う。 それ 

が 『書 紀』 の 「くじ ふる 峰」 に 天孫が 降臨した という 神話に 移行した とする ので ある。 この 点に も 聞くべき とこ 

ろ は 多い。  • 

本 居 宣長は 『古事記伝』 の 中で 記紀の くいちがい を 調整す るのに 苦慮した。 そうして 彼 は 『書 紀』 の 文章 を 

『古事記』 に ひきつけ るので はなく して、 その 反対の 操作 を やっての けた。 宣長は 「向 韓国」 の 「向」 は 「肉」 

の あやまり であると し、 その上に r 胬」 の 字が 脱け ている とみな した。 さらに 「韓国」 は 「空 国」 の 借 字で ある 

とした。 すると 「向 韓国」 は 「离肉 空 国」 という 言葉に 化ける ので ある。 (I 肉と 膂とは 同じ) なんという 変容で 

あろう か。 どうして 宣長 はこうした 大 修正 をお こなった か。 天孫 降臨に まつわる 話は大 隅、 薩摩、 日向の あいだ 

のこと で、 東南に 向かう 地域 だから、 韓国に 向かう 土地な どと いう はず はない、 と 宣長は 言う ので あるが、 しか 

し 「日向」 が 日向 一 国 を 指す 固有の 地名で ない こと は、 すでに まえに 述べ たと おりで ある。 

『書 紀= , ^なぜ、 「そじし のむな くに」 という ことば を あえて 使った か。 私の 考えに よると、 それ は 明らかに 『書 

紀』 の 侵略 史観に よる。 それ は、 たとえば 「せまい 日本に 住み あきた」 とか 「王道楽土の 満州へ」 とかいう 表現 

がつ、， 戦前まで 見られた ように、 国土の 狭隘 さ を 述べ、 それに 比較して 海外の 土地の すばらし さ をうた うとい う 
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おとめ まよ. ひき  さわ  .f, が や 

やり方 をと つた もの だと 思われる。 新羅 を 形容す るのに 「美女の 眉 引の ごとくして、 金. 銀 多なる、 眼 炎く 国」 

と いう 表現が そうであって、 それが 日本の 天皇の 所有と なること を 力説して いるので ある。 

それ は、 同じ 『書 紀』 にス サノォ がその 子の 五十猛 (ィ タケル) を つれて 新羅 国に 行って ソシ モリと いうと こ 

ろに いたが 「この 国に は 自分 はいたくない」 と 言って 赤土の 舟 を 作って 出 雲に 上陸した とか、 あるいは また、 ィ 

タケルが 木の 種 をた くさん 持って 新羅に 行った けれども、 韓 地に は それ を 植えないで すべて 持ち帰って、 日本の 

島々 に 種 をまい て 青山に してし まった、 という 記事に もうかが われる ものである。 そこに は、 新羅 をき わめて 豊 

かな 国と 見なしながら、 どことなく 軽侮の 感情 を ひそませ ている 点が みられる。 

「そじし のむな くに」 という ことば を 『書 紀』 が 使用した の は 以上の 理由が あると 私 は 考える。 金 錫亨氏 は、 は 

じめ 「韓国」 が あり、 それが 「空 国」 となり、 ついで 「空 国」 となった と 見て いるが、 本 居宣長 は、 それと 反対 

に 「空 国」 から 「韓国」 に 転化して いると 考えて いる。 もとより、 金錫亨 氏の 考えの 方が 正しい。 しかし 、「そじ 

し」 という 狩狱 民の 日常 語 はすで に その 当時から あつたと みなければ ならぬ。 とすれば、 それ を どのよう につな 

ぎ 合わせたら よいだ ろうか。 まさか 「そじし の 韓国」 という わけに も ゆくまい。 

そこで 私 はまず 「そじし」 という 狩 言葉が あり、 次に 『書 紀』 の 一書に ある 「そじし の 胸 副う 国」 という こと 

ばが あつたと 推定す る。 「そじし」 は 背中に 沿う 肉で あるが、 それ は 胸に かけて 付着す る 肉と いう ふうに 解され 

ない こと もない。 「鹿の あばら 肉」 を r ソシ」 ともいうから である。 

一方、 『古事記』 にある ように 「韓国に むかう」 という 表現 も 降臨 伝承に 存在した。 その 影響 をう けて 「そじ 

しの 胸 副う 国」 が 「そじし の 空 国」 と 変化す る。 つまり、 「韓国」 を 「空 国」 と 書き換えて 表現す るのと なり 

(5) 

合う ことにな つて、 「そじし のむな 国」 という ことばが できあが つたと 私 はみ るので ある。 

熊の 背 肉もう まいと いわれる が、 狩狱 民に とって その美 味 を 思い浮かべずに すまない 「そじし」 から 「むな く 
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に」 をい きなり 引き出す こと はでき ない。 また、 仮に 他人の 眼に は 不毛の地と 見えよう とも、 狩微 民が 「そじし」 

にたと えられる 九州の 脊梁 山脈の 周辺 を 「むな くに」 と 自嘲 的に 呼んだ はず はない。 なぜなら、 どのよう なまず 

しい 土地で あっても 住民 は 住む 理由 を 自分な りに 発見して、 それ を 肯定的に 表現せ ずに はいられ ないから である „ 

日向の 高 千 穂 神社の 神事に 猪 狩が あるが、 そのと きに 日 之 影 町の 人た ち は 狩りで とれた 猪の なかで、 もっとも 

大きな 猪の 「そじし」 を 山の 神に そなえる。 昔、 豊 後の 大友 家で 矢 開き を するとき にも、 贅木 にかけ るの は 「そ 

じし」 であった。 また 種子 島で も、 昔 は 武士の 子が はじめて 鹿 猪な ど を 射た ときの 矢 開きに は、 俎板で 料理した 

「そじし」 を、 射手と その 親戚に くばった という 記録が ある。 このように 「そじし」 は 美味で あるた めに、 一方 

では 貴重な 肉と して 神聖な 儀式 や 行事に も かかわり を もっていた。 とすれば 「そじし のむな くに」 という 解釈 も 

あらためて 考えて みない わけに はいかない。 

では、 天孫 降臨の 神話 を どう 考えたら よいので あろう か。 金 錫 亨氏は 言う。 「日本の 古 文献に 見られる 天孫 天 

降りの 話 は、 駕洛 移住 民の もので あつたと 考えざる を 得ない」 「駕洛 人 は 九州に 移住した 後に も、 自分た ちの 開 

国 神話 を 保持して おり …… 、 彼らが のちに 大和 地方 中心の 連合 勢力 内で 有名な 貴族 勢力と な つ たと きがあつ たの 

で、 大和 地方の 建国 神話の 最も 重要な 題目に なった と考えられる」 「駕洛 人が 多く 移住して 行った 九州 東部 一 帯 

に ひろがつ ていつ た 神話 を 日向 地方に 持って行って 付会した もので、 これ は 後世の 人々 がそう した もの であろ 

う」 

この 解釈 は、 私に は あまりに 手放しの 楽天 性 を 持って いるよう に 見える。 

私 は、 日本の 天孫 降臨の 神話に はもう 一 つの 要素が あり、 それ はむしろ 生地と して 最初に 塗られて いると 思つ 
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ている。 それ は、 狩獵 民の 持ちつ づけて いた 伝承、 すなわち、 猪 を 山の 神と する 信仰に ほかならぬ。 現在で も 猪 

を 神事に 用いる の は 日向の 米 良に ある 銀 鏡の 祭 を はじめと して 九州 山脈の 襞々 に 残って いる。 今日と 比較に なら 

ない くらいに おびただしい 猪が 走り回つ ていた 時代に、 山 民と 猪との かかわり 合い は 深かった はずで ある。 それ 

が 記紀の 神武 帝の 条 にいく ばくか 反映して いると 私 は 考える。 神武の 軍が 大和で 猪 祝と いう 土 蜘蛛 を 殺した とい 

う 記事が ある。 この 猪 祝と いう 神主の 名前 は 気になる。 また 阿 太の 鵜 飼の 話が 出て くるが、 沖繩 では 鵜と いう！^ E 

(9) 

を アタックと 呼んで いるので、 この 阿 太 も 鵜と いう 語と 関連が あるか も 知れない。 それ は 猪と ともに 南 九州に 目 

を そそぐ 契機と なる であろう。 なぜなら、 笠 沙崎は 阿多 隼 人の 根拠地であった から。 私の 結論 を 言う と、 九州 山 

脈の もっとも 奥深い ところに 狩狱 民の 説話が まずあった。 その上に、 天孫 降臨の 神話が おおい かぶ さった。 天孫 

を ホノニ  ニギノ ミコト というよ うに、 それ は 穀霊を 示す こと は 明らかで あり、 稲作 文化 を 土台に した 大 嘗 祭の 句 

い を これまで 幾人 かの 学者が 嗅ぎつ けたの はけつ して 不当で はない。 

しかも この 天孫 は 「吾田の 長屋の 笠 狭 崎」 に 達する。 そこに は 大山 ッミの 神の 子どもと 自称す る神ァ タツ 姫が 

いた。 大山 ッミ神 は 山の 神で あり、 神ァ タツ 姫 は アタックが 鵜 を 示す ところから も、 海の 母 神で ある。 神ァ タツ 

姫 はまた の 名 を 木の 花咲く や 姫と いい、 ニニ ギノ ミコト との 間に 子ども をもう ける が、 それが 有名な 海 幸彦、 山 

幸彦 である。 二人 は 狩と 漁の 道具 を 交換す る。 海 幸 彦は山 幸 彦の弓 をたず さえて 獣 を 求めた が、 「獣の 乾迹」 つ 

まり 乾いた 足跡 さえ も 見つける ことができなかった、 と 『書 紀』 の 一書に 述べて ある。 この 文章 は 猪の 足跡 をた 

ずね 回った こと を 暗示させる。 「つなぐ」 という 狩 ことばが あるよう に、 足跡 を 追う の は 猪 狩の 特徴 だからで あ 

る。 また、 ^统 にシ ャチ彈 というの を 残して おく 風習 は 今日で も 見られる。 サチの 語源 もこれ によって 狩 狱ゃ漁 

撈の 道具 を 意味して いた ことが 知られる。 

沖繩の 海神 祭の ときには、 冬瓜 を 山の 神の 御つ と (土産) と 称する 猪と 見立てて、 弓で 射る という 儀礼が ある 
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が、 南 九州から 南 島に かけて は、 山と 海と は 対立しても 断絶した シンボルではなかった。 この こと は 霧 島山の 中 

腹から 南 を 望む と、 ゆるやかな 傾斜の 果てに 桜 島が 噴煙 を あげてお り、 錦 江 湾が 意外に 近くに 見える という 実感 

として 確かめられる。 天孫が 降った 山から 尾根つ づき を 行く と、 たちまち 海岸の 岬の あたりに 出て しまった とい 

う 表現 も、 けっして 記紀の 作者の フィクションではなかった ので ある。 すなわち、 そこに は 九州の 脊梁 山脈から 

南の 方に かけての 猪— 豚 文化圏の 姿が ほの 見える の I だ。   ：:  i  I-  ：  
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信 州 上 伊那 郡の 小 野 神社 は、 塩 尻の 南 二 里の 北 小 野に ある。 東に 直進 すれば 峠 を こえて 籠訪 湖の 西岸に 達し、 

西 は霧訪 d- を 背負う 小 盆地であって、 小 野と 呼ばれる 地に ふさわしい。 昨年の 五月、 惚の 芽が 信 濃び との 食卓に 

のぼる ころ、 私 は謙訪 大社の 御 柱 祭 を 見に いった。 そのつ いでに、 北 村 皆 雄、 田 中 基 両氏と、 塩 尻 峠を越え て 平 

出の 遺跡 を 見、 小 野 神社 をたず ねた。 目的 は 同 神社 所蔵の 鉄鐸 にあった が、 前以 つて 申し こんで おかなかった の 

で、 すぐに は 見せて はもら えなかった。 

七月 中旬、 私たち はふた たび 小 野 神社 をお とずれ、 念願の 鉄鐸を 見た だけでなく、 その 鉄鐸を 鳴らして 音 をた 

しかめる ことができた。 関心 は その 鉄鐸を どのような 方法で 何に 使用した かとい うこと であ つ た。 

小 野 神社の 鉄鐸は 十一 個 あるが 「その 地金 は 練りの 足りない 鉄の ようで あるし、 作り は 稚拙で 粗雑な ところが 

ある」 と 三 村 邦 雄 氏が 述べて いる。 私 もお なじ 印象 を 得た。 そこに は 銅鐸の もつ 術 的な 感じ も、 宝器と しての 
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精巧な 雰囲気 もない。 玄界灘 にう かぶ 福岡県の 沖の 島から ごく 小さな 銅鐸と 鉄鐸 とが 出土して レる というので， 

両者の 関連が さぐられて いるが、 銅鐸の ように 地中に 埋める 方法が、 鉄鐸 にも 意識的に とられた と は 思えない。 

小 野 神社の 鉄鐸- のま わりに は、 白い 麻 緒の 和幣が おびただしく 垂れ 下って いる。 この 麻 緖は七 年 ごとの 小 野 神 

社の 御 柱 祭のと きに、 新しく 一本ず つ 追加 するとい う 話であった ので、 立会人の 氏子 総代に かぞえても らうと、 

不正確な 数字 だが、 麻 緒の 数から、 年代に して すくなくとも ざっと 五 百年に さかのぼる という 結論 を 得た。 ちな 

みに、 小 野 神社の 御 柱 祭 は籠訪 大社と は 一年お くれに、 おこなわれる。 松 本 盆地の 五十 三 力 村が 奉仕す るが、 御 

柱に は 松の 素 木 をた てると ころが 籠訪 大社と 変って いる。 

さて、 私 は 宮司の 宇治橋 さんの 許可 を 得て 鉄鐸 をつ けた 木の 棒の 柄 部分 を 握って、 地面から 少し 飛び あがる よ 

うな 動 乍 をしながら、 上下に 強く 動かして みた。 すると、 、濁音で は あるが、 いたって さわやかな 音が 出た。 この 

木の 棒の 先に は 鉢が とりつけられて いるので、 鉄鉢と 呼ばれて いるが、 鉢 身 は 木の 棒で ある。 

藤森栄 一が、 その 著書 『銅鐸』 の 中で、 誠訪 神社の 鉄 鐸の音 は 「鉄管の ふれあう ような 雑音で ある」 と 言って 

いるが、 小 野 神社の 鉄 鐸の音 はお そらく もっと 妙 音で ある。 この 音 は 北 村 皆 雄 氏が テ ー プに おさめて いたので 今 

も 聞く ことができる。 

鉄鐸を 鳴らす に は、 鉄鉢の 柄 を 垂直に 動かさねば ならない。 私が 韓国で 見た ム ー ダン (女の シャ ー マン) も陶 

酔 状態に 近づく につれ て 上下に 飛び あがる ような 動作 をく りかえ す。 韓国の 学者の 徐廷範 氏の 説明に よると、 I 

を 地面に つけて 飛び あがる ときの 衝撃が 後頭部 をつ よく 刺戟して、 そのために はやく ェクス タシィ に 陥る そうだ" 

小 野 神社の 境内に は 藤 池と 称する 池が ある。 そこから はもと 水が 湧き出て いた。 そこ を 御手洗 池と も 呼んで 神 

聖視 していた。 そこに 源 を 発する の を イチ 川と よび、 下った ところに 巫女 屋敷と 呼ばれる 地名が かって はあった 

と 郷土史 家の 古 廳四郎 氏から 聞いた。 
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イチ 川の イチ は イタ コの イタな どと おなじように、 神が かりの 女 を 指す 語で ある。 巫女 屋敷の 名と ともに、 小 

野 神社に はそう した シ ャ ー マン の 巫女の 句い がする。 

境内に ある 藤 池 は 今 は 青 暗く よどんで いるが、 その かたわらに はかって は 藤の 木が あつたと されて いる。 そう 

して 水辺に 「おぼこ 社」 と 記された 神聖な 囲いの 土地が あり、 石が 一 つお かれて いる。 「おぼこ (御 鋅) 社」 とい 

い 藤 池と いい、 この あたりが もと 小 野 神社の 中心であった こと は 推察が つく。 小 野 神社の 鉄鐸を 念頭に おいて、 

以上の こと を 考察す る 時に 『古語 拾遺』 の 次の 箇所に 思いお よぶ。 

ァメ  ノウ ズメが マサ キノ カズ ラの冠 を かぶり、 ヒ カゲノ カズ ラの たす きを かけて、 手に 草 や 竹の 葉 を もち、 

さなぎ  ほこ  いわや  おけ 

また 鐸を つけた 矛 を もって、 石窟 戸の まえに 槽を ふせ、 舞い を 舞った。 

鉄鐸を さなぎと 呼んだ こと はこの 記事で わかる。 蛹の か つ. こうが 神霊の こもる 状態 を 示して いるから か。 ある 

いは サは神 を あらわす 語 だから、 神 を 和める という 意味が あるの か。 この 記事と 『古事記』 の 「天の 石屋 戸に 槽 

伏せて ふみと どろ こし、 神が かりして 胸 乳 を かき 出て」 という 文章 をつ き 合わせて みると、 ァメ  ノウ ズメ が槽の 

上に のって r 鐸を つけた 矛」 を ふりながら、 足で 槽を つよく 踏み鳴らしながら 踊った 光景が 再現で きる。 

そこで 次の ような 類推に みちびかれよう。 すなわち、 イチと 呼ばれる 小 野 神社の 巫女 はかって は 境内の 藤 池の 

ほとりに ある 「おぼこ 社 (御 鉢 社)」 で鉄鐸 のつ いた 鋅を 手に もち、 飛び あがる ようにして、 鉢 を 上下に 動かし、 

身体の 振動に つれて 鳴る 鉄鐸の 音の 烈しい くりかえし のなかで、 神に 憑かれた 状態に 陥る。 —— こうした ことが 

常時 おこなわれた にちがいない。 

現在、 この 「おぼこ 社」 に は 石の 台座の ような ものが あり 「おぼこ さま」 と 呼ばれて いる。 これが 神社の 御 神 
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体であった かどう か は 判然と しないが、 鉄鐸 のつ いた 矛 を もつ 巫女が、 その上に 立って 神 降し の 儀式 をと りお こ 

なう 重要な 石であった こと はまちが いない。 

地面なら ば やわらか なので、 後頭部に 震動 を あたえる 力が よわい。 石の 台座が えらばれた 理由の 一 つに は、 そ 

れ があった ろう。 『梁 塵 秘抄』 に は 次の 歌が 載って いる。 

鈴 はさ や 振る 藤 太 巫女、 目より 上に ぞ鈴は 振る。 ゆらゆらと 振り あげて、 目より 下にて 鈴 振れば、 懈怠な り 

とて、 忌々 し、 神 腹立ちた もう。 

鈴 を 目より 上に あげて ふらない と 巫女が 怠けて いると みなして 神の 御機嫌が わるい というの である。 小 野 神社 

の 鉄鐸は 巫女が 上下に 振る ことので きない ほどに 重い もので はない こと を 私 は 確かめて いる。 

私 は 古 厩 氏から 次の 歌の ある こと を 教えられ たが 出 所 は 不明で ある。 

都まで 聞え は 高し 小 野の 宮、 いませる 神 は 荒 ふれの 神 

これでみ ると、 小 野 神社の 神 は 鎮魂 を 要する 荒 魂の 神で あり、 それゆえに 荒 御 魂 を なぐさめ るのに、 巫女が 必 

要だった と おもわれる。 

小 野 神社の 鉄鐸が 巫女の 神が かりの 用具だった とする もう 一 つの 理由 は、 小 野と いう 地名に ある。 今日、 鉄鐸 
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が 存在す るの は、 沖の 島 出土 を 加えて 六 例で ある。 信 州で は籠訪 大社、 小 野 神社、 矢彦 神社、 朝日 村 西 洗 il の 五 

社 神社と すべて 觀訪に 近いと ころに かたまつ ており、 あとの 一例 は 日光 二 荒 山頂で 発見され たもので ある。 この 

うち 矢彦 神社 は 小 野 神社と となり 合わせに ある 神社で、 そこにの こる 一 個の 鉄 鐸は小 野 神社に あった もので 問题 

外で ある。 朝日 村の 西 洗 馬に ある 五社 神社の 鉄 鐸は鉄 鋒の 石 突に 転用され ている が、 鉄鐸に まちがい なく、 麻 緒 

和幣の 垂れた 鉄鐸も ある ことから、 ここで も 小 野 神社と 同じように、 神が かりの 際に 使用した ものである。 

籠訪 神社の 鉄鐸 は、 かって 神社の 神 使が 謹訪大 神の 神 領内 を 巡回す る 儀式のと きに、 出発に 際して、 錦 袋に 鉄 

鐸を おさめて 頸に かける ことと なって いたと いう 記録が ある。 神 使 は 御杖 も 与えられ るから、 この 杖に 鉄鐸 をむ 

すび つけた かと 考える 向 も ある。 いずれにしても これ を 鳴らして 神 を 降した のであろう。 しかし、 誠訪 神社の 鉄 

鐸が鉄 矛に ついていない ことから、 大場磐 雄 氏 は、 小 野 神社の 方が 原形 を 保って いると 推定して いる。 

では 日光 二 荒 山のば あい はどう か。 鉄鐸は 山頂の 出土品に まじって ニニ 一個 出て きた。 日光 山の 社 人 は 小 野 源 

太夫と いい、 猿 丸太 夫の 子孫と 伝えられ ている。 二 荒の 神が 小 野猿 麻呂 という もの をして、 赤 城の 神と たたかわ 

せた。 赤 城の 神 は 無数の ムカデ となって 攻めよ せた が、 それ を おびただしい 蛇が 迎え 討って いた。 なかで も 左右 

に 角の 生えた 大ム カデが 大蛇と 接戦す るの をみ て、 猿麻呂 はこれ こそが 赤 城の 神と、 矢 を 射て その 左の 目にあて 

た。 大ム カデは 退散し、 猿 麻 呂はニ 荒の 山に 住み、 小 野 神と 名乗る こと を ゆるされ たという。 この 話で は 大蛇の 

方 は 日光の 二 荒神の 化身であった ことが うかがわれる。 

一 一 荒の 山 神の 庇護 をう けて ム カデを 退治した という 田 原 藤 太の 話 は 有名で ある。 藤 太が 近 江の 勢 多 橋 を 渡ろう 

とすると 大蛇が 橋の 上に とぐ ろ をまい ていた。 藤 太 秀郷は それ を またいで とおった。 そこで 大蛇 は 藤 太の 豪胆 を 

たのしみにして、 三 上 山の 大ム カデを 退治して ほしいと 言った。 田 原 藤 太 は 矢 じりに つばき を 塗って 矢 を 射た と 

ころ、 さすがの 大 ムカデ もた おれた、 という 話で ある。 
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ここに 出て くる 近 江の 三 上 山 はォキ ナガ タラ シ ヒメ の 属する 息 長 一 族と 関連が あり、 水に 関係の 深い 伝承 を も 

つてい % に しかも 息 長 一族 は和邇 氏の 姻戚と なって いる。 和邇氏 系の 小 野の 一族との 根拠地 は 西 近 江の 和邇 にあ 

る 小 野お よび、 山城の 愛 i 石 郡に ある (八 瀬 大原を ふくむ) 小野郷 とされて いる。 そして この 小 野 氏が 猿 女 君の 養 

田 を 私して いた こと は あとに 述べる 「旅する 女神」 で 見る とおりで ある。 和邇の 系統 を ひく 小 野 氏 は 古代から 水 

に 縁 由 を もつ 信仰 を もちあるく 巫女 を 輩出 させた。 

信 州の 小 野が そうした 巫女の 杖 をと どめた ところでは ないか、 というの は 小 野 神社の 所蔵に 柿 本人 麻呂 像が あ 

る ことで もうかが われる。 日光の 小 野 神と 猿 丸太 夫、 近 江山 城の 小 野 氏と 猿 女 氏、 また 田 原 藤 太が 大ムカ デを退 

治した 三 上 山の 神 は 一 説に は 白い 小 猿と も 言われて いる。 とすれば 小 野 氏と 猿との つながり は 偶然で ない。 

:g 本人 麻呂が 柿本援 という 名 を も つ ていた こと は 知られて いるが、 こ の 柿 本 氏 は 小 野 氏と おなじ 春 日 氏族で、 

和邇 系の 系統 を 引く ものである。 柿 本人 麻 呂も石 見の 小 野郷に 生まれた という 根強い 説が ある。 ここから みれば、 

小 野と 柿 本 氏との 関係の ある こと をみ とめざる を 得ない。 折 口 信 夫 は 柿 本 氏人 は 巡遊 神人であった ろうと 次の よ 

うに 言 つてい る。 

「たとえば、 柿 本 朝臣に 付属す る 柿 本部が あつたと すれば、 柿 本 氏の 小 野 神 を 主神と して、 その 信仰 を 持ち 廻 

る 旅 をつ づけて いたわけ である。 そうして、 落ちついた ところに 村 を かまえ、 その 分割した ものが、 さらに 漂 

泊して まわる、 と 言った 形 をと つて 移動して いった こと は、 日本 古代の 漂泊 種族の 生活様式から、 言って よ 

い」 

「こう 言う 形の 部 民の 漂泊に は、 条件と して 呪術 をお こない、 呪詞を 諷誦して 廻った。 これが、 神人 移動の 通 

有形 式で ある。 小 野 神に そうした 痕跡の、 いちじるしく 見られる から は、 この 神 を 氏神と する 柿 本 族 人の 巡遊 

状態 も 考えて よい わけ だ」 
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そうして 柿 本人 麻 呂と猿 丸太 夫の 歌と がと きに 混同して 考えられて きたと すれば、 信 州の 小 野 神社に も 巡遊の 

神人の 影が 落ちて いないと は 断 じられ ない。 あるいは また 三 河の 鳳 来 寺の 峰の 薬師が 説話 集団の 足場であった こ 

とから、 そうした 説話 を もちはこぶ 小 野 氏の 女性た ちが、 小 野の 里に 入り こんだ こと も 考えられる。 小 野 神社と 

霧 訪山を ひとつへ だてて いる 三嶽 神社 は サルタ ヒコを まつって おり、 現在の 宮司の 宇治橋 さんが 小 野、 三嶽の 両 

社 を かけもちして い る。 宇治橋 さんの 話で は 信 州で サ ルタヒ コを まつ る 神社 はさ ほど 多くない とのこと であるが- 

ァメ  ノウ ズメと 対に なって いる 猿 神の 名が ここに みられる。 小 野の 地 は 東 山道の 要衝で あり、 峠 一 つへ だてた 近 

くの 塩 尻 市柴宮 から は 銅鐸が 出土して いる。 おそらく この 銅鐸 は、 南から 古代の 交通路 をった つて はこばれ たも 

ので ある。 

小 野 神社で は 八朔に 御射山 祭 をお こなう。 これ を 「たのめ まつり」 と 呼んで いる。 柳 田 国 男 は、 八朔に 親子 主 

従の 間で 物品 を 贈答す る 贋 行 を 「憑」 と 京都 語で 呼ぶなら わしであった とし、 この 日 を 「田の 実の 節供」 という 

(6) 

地方 も ある ことから、 もとは 田の神 信仰に つながる ものであろう としてい る。 「たのめ」 「田の 実」 が 無縁で ない 

とすれば、 そこ は 水田 耕作地と して 早くから 開けた ことが 推察され る。 『枕 草子』 に 「たのめの 里」 という 語が 

出て くるが、 それ は 信 州の 小 野 を 指す と 地元の 人 は 信じて いる。 小 野 神社 を 一名 「憑の 杜」 と 称する の もこれ と 

つながりが ある。 

ここで 書き 忘れて ならな いのは、 藤森栄 一が その 著書 『銅鐸』 で 述べて いるよう に、 小 野 神社の 鉄鐸が ギリ ャ 

1 ク のシャ ー マン の 腰に ぶらさが つ た鐸と 酷似して いる ことで ある。 したがつ て 鉄鐸を 日本 独自の ものと する わ 

けに はいかない。 田 中 基 氏 は 「鉄鐸 メル ヒ ユン」 の 中で、 台湾 や ビルマな ど 外国の 狩 獵焼畑 耕作 民が 鉄驛を 祭儀 

に 使用して いると ころから、 信 州に 住んで いた 先住民の 洩矢 族と むすびつけて 考えようと している。 その 中 問の 

伝播 経路 を さぐる こと はき わめて 困難で あるが、 二 荒 山の 信仰が さかのぼれば 狩！ 神と つながり、 古く は 11 訪祌 
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も 同まで あり、 また 小 野 氏の 一族 も 木地 師と 関係が あると すれば、 鉄鐸を 水稲 耕作 以前の 文化と むすびつけよう 

(7) 

とする 発想 は 無視で きない もの を 含んで いる。 

小 野 神社の 祭儀の 中心が 境内の 藤 池に ある こと はすで に 述べた が、 小 野の 地に も 出 藤、 中 藤、 入 藤な どの 地名 

が ある。 小 野から 勝 弦 峠 を こえた ところに は 藤 島 神社が あって、 それ は 天 竜 川の 谷 をへ だてて 洩矢 族の 最初の 根 

拠 地であった という i 原と むかいあつ ている。 室町 期に 書かれた 『誕訪 大明神 絵詞』 に は 「誠 訪明神 は 藤の 枝 を 

もち、 洩矢は 鉄の 輪 を もってた たかった」 と あるが、 この 戦争で は誠訪 神が 勝って、 戦 さの 武器に した 藤が 根づ 

いたのが、 藤 島 神社であった とされて いる。 

謙訪上 社の 大 祝の 始祖が 觀訪 盆地に 侵入す る まえに は 小 野 神社に 一 時 的な 根拠地 を もってい たという 推定 は、 

小 野の 地が 東 山道の 道す じに あたって いたと いう ことから して 自然で ある。 小 野 神社 は、 籠訪ー の宮 である 誠訪 

上 社と 祭神 をお なじく する 籠訪 二の 宮 であるが、 どうした わけ か 仲が わるい。 籠訪上 社の 下風に 立つ こと を 好ま 

ない 空気が 小 野 神社の 氏子に は ある。 という こと は、 磯部の 伊 雑宮の 氏子が 伊勢神宮に つよい 対抗意識 を もつ の 

とおな じ 心理で はない かと 私 はおもう。 すなわち 伊雑宮 は、 伊勢神宮の 本宮 だとい う 意識が ある。 伊勢神宮の 前 

身と いう わけで ある。 それと おなじように 籠訪上 社にたい して、 小 野 神社 も その 前身 だとい う 意識が あるので は 

ないか。 

ところで 課訪上 社の 前宮の 正面 東に しずまる 建 御名 方の 神 陵に も 藤の 古木が 生えて いる。 その 藤の 蔓で 子供が 

ぶらんこ をす ると、 親から ひどく 叱られて いた。 また 御 柱に する 神木の 藤の 蔓を 斧で 切りお とした 人間が ながく 

わずらった 例が ある こと を 今 井野 菊 氏 は 伝えて いる。 このように 藤 は 誠訪の 古代 信仰に 見す ごす ことので きない 
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意味 を もってい ると 私 は 考える。 御 柱のと きに も 柱の 頂上に 藤の 環 を かける といわれる。 

この 藤と いうの は 蛇 を あらわす 語と されて いる。 信 濃 境の 近くに ある 井戸尻の 遺跡から は 蛇の 装飾 を もった 土 

器が 出土して いる。 その 出土す る 地名の 一 つに 藤 内が ある。 藤 内と いう 名前で 思い出す の は 『新 編 常 陸 国 志』 に 

記された 茨城県の 藤 井の 藤 内 神社で ある。 源義 家が 奥 羽に 出陣 するとき、 この 神社の 庭に ある 藤の 花の 枝 を 折つ 

て、 馬の 鞭が わりにして いったと いう 伝承が ある。 しかし 一方で はこの 藤 内 神社の 所在地が 『常 陸 風土記』 に 三 

輪 山 説話 をった える クレ フシ 山の ふもとで ある ことから、 クレ フシの フシが 藤 内に 転じた という 説が ある。 この 

藤 内 神社で も 大蛇の 霊 を まつ つてい る。 

藤が 蛇 霊 を あらわす 藤浪 というよ うに、 その 波打つ 姿から 蛇 を 連想した のであろう。 カム ナビ 山の ナビと は 蛇 

みずち 

を 指す 語 だが、 ナミと は 通 音で ある。 それと 同時に 藤と 淵と を 同 語と みる こと もで きる。 要するに 藤と 水 霊との 

関連 は 切っても 切れない ものが あろう。 

(9) 

これに ついては 乗 岡憲正 氏の 「〈藤〉 を 名乗る 説話 群団」 という 論文が ある。 乗 岡 氏の 所説 を まとめる と、 叶 

野 氏 や 猿 女 君な ど は、 代々 水の 聖職に たずさわって いたが、 そうした 信仰の 零落した あと 諸国 を 流浪す るよう に 

なった。 その 分流に は 藤の 一字 を 襲名して 藤 何某と いうよう な 芸能 巫 頭の 徒が 活躍した、 という ものである。 

「炭 焼 長者 譚ゃ 芋掘 長者 譚を みても、 その 主人公が 藤 太、 藤 五 または 藤 五郎、 小 五郎 (ごろう は 〈御霊〉 の 古 

風な 発音) 等で あり、 田 原 藤 太 秀郷が 小 野 一族と 切っても 切れぬ 因縁に 結ばれて いる こと も 看過 出来ない。 西 

行 法師が、 田 原 藤 太 秀郷九 世 直系の 孫に 当り、 彼が 漂泊の 旅に 上って 藤 太 巫 や 炭 焼 藤 太らの 跡 を 訪ねた という 

口碑の 如き は、 小 野 氏が 巫女の 徒と して、 又 一面、 神事 芸能の 技に 秀 出た 家柄であった こと を 見せる 手懸 りの 

1 つと して 興味ぶ かい 伝えで ある。 太閤 秀吉 についても 同様で、 天文 五 年 申 歳 元日、 初日と 共に 生まれ、 幼名 

を 日吉丸 又は 猿、 小 猿 等と 言われ、 長 じて 藤 吉郎と 称し、 猿 面 冠者と して 親しまれ ている。 秀吉の 生い立ちに 
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まつわる 伝承の 謎 は、 日吉山 王の 古 信仰 を 主体と する 近 江 を 中心とした 語部 集団の 動きに 注目す る ことが 解明 

の 鍵と なろう」 

乗 岡 氏の 論文 を 長々 と 引用 させて もらった の は、 ほかで もない。 信 州の 小 野 神社の 性格 を 解く キイ ヮ ー ド であ 

る 「小 野」 「藤」 「猿」 が ここで はセ ット となって 存在す るからで ある。 

藤が 蛇 を 指し、 また 謙訪 神が 蛇で あると すれば、 小 野 神社が 蛇と むすびつ くこと もまち がいない。 まえに 述べ 

た 『梁 塵 秘抄』 の 歌に も 「藤 太」 という 巫女の 名が 出て くる。 これら を 合わせる と、 小 野 神社の 位相が 影絵の ご 

とく、 映し出される。 

課訪 神が 蛇で あると いう だけで はなく、 その 一方で は洩 矢の 神 もまた 蛇 神であった と おもわれ るの は、 洩矢神 

の 三代 目の 神 を まつる 千 鹿 頭 神社が 信 州、 関東、 福 島な どに ひろく 分布して いる ことから も 察せられる。 この 千 

鹿 頭 神が なま つ て 都々 古 別と な つてい る 神社が かなり まじ つてお り、 その 祭神の アジ スキ タカ ヒ コ ネ となって い 

(S) 

るば あいが すくなくない。 アジ スキ タカ ヒ コネが 「み 谷 二 わたらす」 蛇体の 神で ある こと は 記紀に よって 知ら 

れる。 「つつ」 (筒) という ことば も 古語で 蛇 を 意味す る。 そこで 洩矢神 をい つき まつる 神は跎 神であった ことが 

推定で きる。 

日本列島の 中央 高地に いた 先住者の 一族が 蛇 神 を 奉 斎して いたと いう こと は、 それ を さかのぼれば 繩文 中期の 

勝 坂 式 土器に みられる 蛇の 装飾と なり、 時代 を 下れば 蛇 神の 説話と なって、 信 濃の 民間 信仰 をた てに つらぬく 中 

核 体の 思想と な つてい る。 繩文 中期から はじま つ て狩狱 農耕と 蛇 神 へ の 信仰 は 多層 をな しながら 受けつ がれて い 

る。 
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日本の なかで これと 対比で きる の は 九州の 山岳地帯 だけであろう。 そこに はすで に、 神が 獣の 背 (襲) の 上に 

降りて きたと いう 降臨の 伝承が あった。 それが やがて 韓国 渡来の 神話と むすびつけられて 記紀の 天孫 降臨の 条と 

なった。 しかし、 九州の 脊梁 山脈の 中心 は 猪の ほかに 蛇の 伝承 もまた 存在して いた。 

そこで この 二つ の 高地の 伝承に 共通な 部分 を 探って みる ことにする。 

諫訪上 神の 大 祝が 神 氏の 姓 を もつ ことから これ を 神 氏と 呼ぶ 説が ある。 三輪 山 説話 を 背負った 民族と むすびつ 

けて 考えようと している ので あるが、 この 説の 当否 は 措く としても 信 濃に 三輪 山 説話が 豊富に ある こと は、 たし 

かで ある。 

『小 県郡史 余篇』 にの せて あるの は、 小 県 郡の 西 塩田 村の 山の頂 上に 寺が あった。 そこに 毎夜 美しい 女が 通って 

くる。 その 正体 を 知ろうと して、 針に 長い 糸 をつ けて 女の 衣服に 刺して おくと、 その 糸の さき は 産 川と いうと こ 

ろの 宿屋に とどいて いた。 女 は 大蛇であって、 赤子 を 産み、 自分 は 死んだ。 大蛇の 産み 落した 子ども は、 下流の 

泉 田 村 大字 小 泉の 老婆に 拾い あげられて 育てられ、 その 名 を 小 泉の 小 太郎と 呼ばれた。 小 太郎は 小男で あつたが、 

十六のと きに 大変な 力 をみ せた。 小 太郎の 子孫 は 代々 横腹に 蛇の 斑紋が あると いう。 

ところで これとおなじ 説話が 九州 山脈の 中央に のこって いる。 享和ニ 年 (一 八 〇 二) に 書かれた 『高 千 穂 古今 治 

乱 記』 に豊 後の 国の 大神大 太 惟 基の 由来 をたず ねて 次のように 言う。 延 暦の 頃に 都から 宇佐 八幡宮 建立の ために 

差し 下された 堀川の 大納言 兼 基 卿が、 豊後 日向の 境の 塩田 村の 長者の 娘と ねんごろ になった。 この 二人の 問に 女 

子が 誕生した が 年頃に なると 並びなき 美人と 称せられた。 

近くの 祖母 山 明 神 は 十七、 八の 男子に 姿 を かえて この美 人のと ころに 通った。 ある 夜 麻糸に 針 を 貫き、 その 

子の 衣に つけて おくと、 その 糸 は 日向の 境の 大山の 穴まで 引きずつ ていた。 娘が その 糸 をた どって いくと、 そこ 

によ 大蛇が 苦しげ にの たうって いた。 という 三輪 山 型 説話が 述べられ ている。 娘 は 大蛇の 種 を 宿して 子 を うんだ、 
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それが 大神大 太 惟 基であった。 

これが 「姥岳 伝説」 と言われる ものである。 柳 田 国 男は姥 岳の ゥパは 最初の 巫女の こと を あらわし、 代々 の 神 

主の 袓神 として 主と 共に まつられた 者 を 指す だろうと 言って いる。 この 説 は 浮説 を 流して 流罪に 処 せられた 宇佐 

神の 巫女の 大神杜 女の 故事 を 思い出させる。 豊 後の 大神郡 大神郷 (今の 速 見 郡) に大神 氏の 本 貫が ある。 大神 氏の 

先祖 は 大和の 三輪 氏から 出て いると されて いるが、 果してそう であるか。 ともかくも 大神 氏の 先祖に 大神杜 女と 

その 弟の 田 麿が 宇佐 八幡の 神職と して 位 を もっている。 この 二人 は 宇佐 神のお 告げと いつわった ことが 露見して、 

田 麿 は 日 根 島に 杜女は 日向に 流罪に なった という。 

ところで、 大神大 太 惟 基 は 手足に あかがり (あかぎれ) が 多かった ので、 あかがり 大 太と 呼ばれた。 この 惟 基、 

俗称 あかがり 大太は 肥 後の 菊 池の 聲と なって 五男 をもう けた。 長男 は 高 千 穂 太郎政 次、 次男 は 阿南 次郎 (佐 伯 三 

郎、 塩田の 次郎と 記した もの も ある)、 三男 は植田 七郎、 四 男 は 大野 八郎、 五男 は 臼 杵九郎 と ある。 

一書に は 三男 を 野 尻 三郎、 四 男 を 直 入 四郎と 記して いるの も ある。 

さらに 言えば、 大神大 太 惟 基の 末子の 四 世の 孫が 緖方 三郎 惟義で あるが 『源平 盛衰 記』 によると、 その 先祖 は 

日向 国の 塩田の 大 太夫で あり、 三郎 惟義の 上 は 小太郎 惟久、 野 尻 次郎惟 村と いう。 

こうして みると、 九州の 大神— 緖方 (これ は大神 田と 通じる 音で ある) の 一 族に まつわる 三輪 山 説話と 信 州の 

小 県 郡の 泉 小太郎 伝説との 間に は 奇妙な 類似が ある。 

これにつ いて 大和 岩 雄 氏 は 『日本 古代 試論』 の 中で 次の ような 指摘 をお こなって いる。 

緖方 三郎の 子の 野 尻 次郎は 日向の 塩田で 生れた と あるが、 泉 小 次 郎は小 県の 塩田の 産と ある。 また 信 濃の 水 内 

郡の ミノ チは ミズ チに 由来 するとい われて いるが、 その 水 内 郡に は 野 尻 湖と 呼ぶ 湖が ある。 それ は 緖方三 郎の子 

の 野 尻 三郎を おもわせる。 また 小 県 も ォガタ ともよめ、 大神 氏の 末裔の 緖方を 連想させる。 緒 方 氏の 住む 豊 後と 
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隣接す る 阿蘇の 国 造 は 神 八 井耳 命を祖 とする。 信 濃の 小 県に 居住す る 信 濃 国 造 も 神 八 井耳 命の 裔 である。 緒 方 氏 

は 阿蘇 氏と おなじく、 名に 「惟」 という 字が つく。 小 県 郡に は 『和名 抄』 の 阿蘇 郷も ある。 

こうして 九州の r 姥岳 伝説」 と 信 州の 「泉 小次郎 伝説」 と は 偶然で ない 共通な 要素 を 含んで いる こと はま ぎれ 

もない が、 これが 一体い かなる 理由に よる か。 大和 岩 雄 氏 は、 信 濃 国 造の 金 剌氏は 阿蘇 氏の 一族で はない かと 推 

定 している。 この 論証の 過程 を ここに 紹介す る 紙数 はない。 しかし これ は 傾聴すべき 説で ある。 もし この 説が 正 

当で あると すれば、 三輪 山 型 説話 は 九州から 信 濃に はこばれ たと 考える ことができる であろう。 そして それが 信 

州に 定着した 所以 は、 さきにの ベた ように、 この 中央 高地に 繩文 中期 以来の 蛇 信仰が 存在した からで ある こと は 

容易に 推測で きる。 

では、 九州に は どこから きた か。 大神氏 は 三輪 氏の 系統で あり、 あるいは 大和から 招来され た 説話と も 見られ 

ている。 だがし かし、 朝鮮の 古書 『三国 遺事』 に 三輪 山 伝説と おなじ 説話が のこって おり、 また 沖 繩の宮 古島に 

も 三輪 山 説話が あるの を 知る ときに、 大蛇と 人間の 婚姻 譚を奈 良の 都の 周辺から 伝来した ものと 断定す る こと は 

できに くい。 また 大神 氏と 宇佐 神との つながり は 密接で ある。 古くから 宇佐 神の 使者が 猪と されて いるよう に、 

宇佐 神 はもと もと 狩獵 神で あると おもわれる。 そして 九州 山岳地帯の 中心部が 祖母 山 を 中心とする 箇所 だとい う 

こと は、 地図 を 開けば たやすく 納得す る ことで ある。 祖母 山 を 中心として 半径 三 〇 キロの 間に、 九州の もっとも 

古い 狩雜 文化 は 起った ので はない かと 私 は 推定す る。 緖方 三郎の 本拠地 も 阿蘇 氏の 最初の 根拠地で ある 草 部 も、 

また 五 力 瀬、 高 千 穂、 日 之 影な どもす ベて この 圏内に はいる。 ここ は豊 後と 肥 後の 阿蘇と 日向の 境の 地で ある。 

も つ とも 古い 伝承 もこ こに 発生して 周囲に 伝播した ので はない かと 思われる ふしが ある。 

かりに 九州の 姥岳 説話が 大和の 三輪 伝説 を 輸入した ものであった としても、 緖方 一族に 代々 尾 形、 つまり 蛇の 

尾の 形 や 鱗が あると いうよう な 伝承 は 大和に は 見当らない。 
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緖方 一 族の 後裔で あるた めに 身体に 鱗が あると いうの は 上 州に も 阿波に もの こ つてい る。 また 田 原 藤 太の 子孫 

だとい うので 蛇の 刻印が 代々 つたわって いくとい う 話 も ある。 これらの 話の もと をた どれば、 蛇 を 自分の 家の 先 

祖 とする 信仰に むすびつかざる を 得ない。 それ は 信 州の 繩文 中期と おなじように、 蛇 を 間近 かにみ る 山間部に お 

いていち じる しい 現象で ある。 それの もっとも 代表的な のが 九州の 山岳地帯であった。 ふしぎな ことに 炭 焼 小 五 

郎、 炭 焼 藤 太の 話も豊 後から 起って いるので あった。 これが 柳 田 国 男の 言うよう に 金属の 売買 を 渡世と した 旅行 

者の 群の 伝播に よる もので、 中古の 铸物 師に吉 という 名 を 用いた 人物が 多かった とすれば、 信 州に おける 泉 小 次 

郎の 伝説 もまた こうした 漂泊者の ロづ たえに よって はこばれ たので はない かとい う 仮説が 成立す るので ある。 

信 州の 南 入口で ある 神 坂 峠を越え た あたりの 園 原と いうと ころ は 古い 駅路で ある。 そこ はいに しえ、 布施 屋を 

おいて、 旅人 をと どめ 救済に あてる 設備が あった。 その 布施 屋の 長者の 先祖 は 金売吉 次、 そして 吉 次の 父が 炭 焼 

藤 次で あり、 炭 焼 伝説 を 伝えて いた。 この 園 原 を 流れる のが 小 野 川と いう 名で あるの も、 いわく ありげ である。 

このよう にして 古代から 中世に かけての 説話 集団のう ごき はき わめて 活発であった ことが 立証され る。 京都 か 

ら 以遠の 地、 とくに 東 山道の みちすじに はさま ざまな 漂泊者の 群が 説話 をった えながら 動いた。 その 説話に は、 

三輪 山 説話が あり、 それと 関連した 形での 炭 焼 小 五郎の 話が あった。 それの はこび 手 は、 あるいは 小 野の 姓 を 名 

乗り、 あるいは 藤の 字 をお のれの 名の 中に こめて いた。 そうして 泉の ほとり や 川の 淵に 小 野 や 藤の 名 を もの こし 

ていった ので ある。 しかし、 それ をた だ 説話 業者の 創作と みるに あたらな いこと はすで に 述べた とおりで ある。 
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常世の 鳥 


古代の 日本人 は iSi にたいしてと くべつに するどい 感覚 を もっていた。 それ を もっとも よく あらわして いるの 

よ、 ャ マト タケルが 尾 張の ミヤ ズ ヒメのと ころで 歌った、 


ひさかたの 天の 香 山 

利 鎌に さ 渡る 鵠 

ひ は、 ほそ た わ やか ひな 

弱 細 手 弱 腕 を 

ま  あれ 

枕 かむ と は 吾 はすれ ど 

さ 寝む と は 吾 は 思へ ど 
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という 詩句で ある。 これ は 自分の 愛人の ミヤ ズ ヒメ を 白い 鵠 つまり ハク チョウに 見立てた ものである。 ここで は 

白い 鳥 はたんなる 象徴で も 比喩で もない。 古代人が 日常生活の 中で、 白い 鳥の 生態 を 親しく 観察す ると 共に、 そ 

れに 自分の 感情 を 托して いた 事実 を もとにし ている。 

これに つづいて 思い起こされ るの は、 允恭 帝の 子どもの 木 梨の 軽の 太子が 同 母 弟の 軽の 大郎女 —— またの 名 は 

衣 通の 郎女 —— に 通じた という かどで、 伊予の 道 後に 流されよ うとした ときに、 愛人の 軽の 大郎 女に むかって う 

た つ た 歌で ある。 

天 飛ぶ 鳥 も使ぞ 

鶴が 音の 聞え む 時 は 

吾が 名 問 はさね 

空 を 飛ぶ 鳥 は 使者な の だから、 鶴の 鳴き声が 聞こえた ときには、 自分の 消息 をたず ねて ほしいと いう 意味で あ 

るが、 軽の 太子 は 捕われた ときに、 

天 飛む 軽の 嬢 子 

いた 泣かば 人知 りぬべし 

という 歌 をうた つても いる。 つまり 「軽」 を 「惟一 とかけ てこの 歌 を 詠んで いる。 そこで 軽の 太子と か 軽の 大 
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郎女 とかに はすで に、 雁の 意味 も こめられ ている こと を 知る。 つまり、 さきの 歌に は、 鶴 は 自分の 使者 だと う 

にと どまらず、 鶴 を 見たら 自分と 思えと いう 願いが 表明され ている。 

軽の 大郎女 は、 その 身体が うるわしく 衣 をと おして 光り かがやく ほどの 美女であった から、 衣 通の 郎女 とも 呼 

ん だと 『記』 は 注して いる。 光り かがやく 玉 肌の 美女 を赫ゃ 姫と いうのと まったく おなじで ある。 ところで、 『海 

道 記』 に は、 かぐや 姫が ウダ イスの 卵から 生まれた と 記されて いる。 衣 通 姫 も 尋常な 手つ づき を もって 生まれた 

ので はなく、 雁 か 鶴 か、 どの 卵から 生まれ たかは 分明で はない が、 天界 から もたらされた 女で ある ことが 暗示 さ 

れ ている。 

五位 鷺 について は 『万葉集』 巻 十六に 次の 歌が ある。 

この頃の わが 恋 力 記し 集め 功に 申さば 五位の 冠 

この 歌の 意 は、 この頃の 私の 恋の 骨折 は大 そうな もので、 これ を 書き あつめ 功績と して 上申したならば、 五位 

の 位階 をた まわる のに 相当しょう、 という もので、 五位と なれば、 何 国の 太夫と 称する ことができた というが、 

この 歌 を 解釈す るに あた つて、 折 口 は 「五位 鷺」 を もと 「こ ひ」 と 呼んで いたので はない か、 と 彼 一 流の 見解 を 

示した。 彼 は 「くいな」 の 名の 由来 も 「こ ひ」 に 関係が あると している。 

折 口によ ると、 もともと 「こ ひ」 の 鳥と 呼ばれた 白い 鷺に 「五位」 の 名が 冠せられ るよう になった の は、 その 

冠毛の せいで ある。 したがって、 さきのよ うに 「恋 力」 と 「五位」 と を かけた 歌が 生まれた の だとす る。 では 

「こ ひ」 という 言葉の そもそもの 意味 は 何 か、 といえば、 それ は 「たましい を 乞う」 あるいは 「たましい を まね 

く」 ことが 「こふ」 ことで あると 折 口 は 説明す る。 つまり、 白い 鳥にたい する 霊魂 信仰が やがて は 男女の ffl^ の 
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(1) 

語と な つ たと する ので ある。 

折 口 は 白鷺 を 「こ ひ」 と 呼んだ としてい るが、 その 推定の 根拠 を ふせて いる。 しかし、 鵠、 つまり 白鳥の 古名 

を 「こ ひ」 または 「こふ」 と 呼んだ こと を ふまえて、 彼の 説 を 展開 させて いる こと はたし かと 思われる。 すな わ 

ち、 クイ ナも サギも ハク チョウ もコ ウノ トリ も ツル も、 かって は 「こ ひ」 または 「こふ」 という 語で 一 括して 呼 

ばれた ので ある。 私が r 応神 帝と 卵生 神話」 の 問題 を 解く キイ ヮ，. 'ドと 考えた 「子 負」 または 「故 布」 という 地 

名 は、 いわば そうした 意味の 化石で ある。 その 「こ ひ」 または 「こふ」 が、 やがて は 「くぐ」 「くぐ ひ」 「くび」 

という ふうに 転訛して い つ たと 考えられる。 

二 

白い 鳥にたい する 信仰 は 白鳥 処女 説話と つながつ ている。 八 人の 天女が 白鳥と なって 降り、 水浴して いたと 伝 

える の は 『近 江 風土記 逸文』 によると、 琵琶湖の 北方の 余 呉 湖で あり、 『丹 後 風土記 逸文』 によると、 丹 後の 峰 

山 町に あるが 治山 頂の 井戸 (沼 池) である。 余 呉 湖 は 敦賀の 海岸に 出る 道す じで あり、 また 丹 後の 峰 山 は、 それ 

を 北西に ぬける と 丹 後の 久美浜 町の 函石 浜に つうじて いる。 そこ は貨 泉が 出た ところで 有名 だが、 その後 も宋、 

元の 貨幣が 出て いると いう。 私が 函石浜 をお とずれ たと きに も、 海岸に は囍の 字の 型 を 打ち出した ボリ エチレン 

の 青い バケツが 打ち上げられ ていて、 それが 朝鮮半島から 海流に 乗って 流れつ いた こと を 物語って いた。 これら 

の 白鳥 処女 説話 (羽衣 伝説) は 明らかに 北方の 大陸との つながり を 示す ものである。 

比 治山の 天女の 話 を 今でも 伝える の は、 峰 山 町の 大呂に 住み、 ヮ ナサ 翁と ヮ ナサ 嫗の 子孫 を もって 任ずる 安達 

家で ある。 そこで は 『丹 後 風土記』 のす じと はちがつた 内容が 伝えられ ている。 つまり 天女の ひとりが 安達 家の 

先祖と 一緒にな つたが、 のちに 大黒柱の 中に かくして あった 羽衣 を 発見し、 それ を 取り出す と、 軒先の 夕顔 (干 
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瓢) のつ る をた よりに 天に 昇って しまった という もので、 そのために 安達 家で は 夕顔 を 作ったら いけない とされ 

てきた という 話 を 私 は 聞いた。 

『吁後 国 峰山領 風俗 問 状 答』 に は、 この 周辺の 村で 八月 二十 六日の 神社の 祭礼のと きに ササバ ヤシと 称して 瓢簞 

を笹で 包んで 長い 竹に さし、 この 竹 を 赤、 青、 白の 紙で 包んで 持ち歩く と 述べて いる。 

天の 真 名 井に 天女が 降りて きたと いう 伝説 を もつ 峰 山に、 ゆうがお、 かんぴょう、 ひょうたんの たぐい を 総称 

する 「ひさ ご」 と 天空との つながり を 暗示す る 伝承 や 習俗が あるの を 見す ごす こと はでき ない。 

私 は 「ひさ ごとた まご」 の 章で 古代の 朝鮮、 または その 影響 をう けた 日本で は、 天空 は ひさ ごの 形 をして いる 

という 観念が あった こと を 指摘した。 それが はしなくも ここに あらわれ ている。 『三 国史 記』 の 中の 「新羅 本紀」 

に は 「俊 人が 瓠を 腰に つないで 海 を わたって きた。 そこで 瓠 公と 称した」 という 文章が ある。 ひょうたん を 皮の 

浮袋の ように 腰の まわりに つけて 海 を わたるの は 実際に 古代に 行なわれ ていたと みられる。 しかし また 三 品彰英 

氏の いうよう に瓠 公の 名から 連想され るの は、 瓠の 中から 出現す る 神人 だと 考える こと もで きる。 このばあい 瓠 

は 卵と おなじく、 宇宙 を かたどる。 そうして その 瓠 公が 倭人で あつたと 記されて いると ころに、 ひさ ご を 宇宙と 

する 観念が 私たちに も 親しい もので あ つたこと を 知る。 

ここで、 ひさ ごに ついて 一言して おくと、 ひさ ご は 古来 神楽のと きの 人 長の 採 物と されて いた。 人 長と は 舞 人 

の 長 をい うの だが、 その 有名な 歌に は 『皇太 神宮 儀式 帳』 にある 

さこくし ろ 五十鈴の 宮 に御饌 立つ と 打つな る 比 左は宮 もと どろに 

というものがある。 比 左 は ひさ ご を 指す 古語で ある。 ではな ぜひ さ ごが、 祭のと きに サカキ や ツル ギ のように 神 
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に 近づく 合図と された か。 それにつ いて、 柳 田 国 男 は、 かってた ましい を ひさ ごの 中に 入れて 授受 するとい うこ 

とがあった かも 知れない と 推測して いる。 では、 なぜ、 ひさ ごが たましいの 容器と みなされ たか。 それ は 人間の 

たましいが、 その 中から 再生す ると 考えられ たからで あると 私 は 付け加えたい。 というの も、 ひさ ごの かたち は 

宇宙 (天) に ほかなら ないから である。 これ は 日本 や 朝鮮 だけに ある 観念で はない。 

中国の 古代 神話に は、 大 洪水のと きに 大きな 葫 蘆の 中に かくれて いた 二人の 兄妹 だけが 生きの こった。 そこで 

「伏 羲」 と 名付けられた。 「伏 羲」 と は r 飽戯」 であって r 葫蘆」 の 意で ある。 兄 を 伏 義兄と 呼び、 妹 を 伏 義妹と 

呼んだ。 この 二人 はやが て 夫婦と なり、 女 は 肉の 球 を 生み落とした —— というものがある。 また 盤 古神 話の 起源 

は、 盆で ふた をした 「ひさ ご」 の 中に 入った 虫が 竜 犬に 変わったと いうので、 盆 (槃) とひさ ご (瓠 )、 すな わ 

ち 槃瓠と 呼ばれる ようにな つたと 伝えて いる。 これが のちに 転じて 「盤 古」 に 変わった。 また 一説で は、 盤 古 は 

宇宙が 混沌と して 大きな 卵の ようであった ころに、 この 大きな 卵の 中にはぐ くまれ、 その 殻 を やぶって おどり 出 

た。 卵の 中の 軽く 澄んだ もの は 上昇して 天と なり、 重く にごった もの は 沈下して 地と なった、 という もの も あ 

(2) 

る。 

この 神話 をう けて 『日本書紀』 の 巻頭の 文章が 「いにしえ 天地い まだ わかれず、 陰陽 分れ ざり しとき、 渾沌れ 

たる こと 鶏 子の ごとくして」 と 表現し 「それ 清 陽 なる もの は、 たなびきて 天と なり、 重く にごれる もの は、 流 

滞いて 地と なる」 と 述べて いるの は 周知の ことで ある。 「伏 羲」 も 「盤 古」 も 中国の 江 南の 部族の あいだに 生ま 

れた 神話と されて いるが、 この 神話に はじめから 「卵」 と 「ひさ ご」 が あらわれ ている こと を 見の がす こと はで 

きない。 ところが 台湾の パイ ワン 族に、 竹の 中から 卵が ころげ 出したり、 壺ゃ ひさ ごの 中から 人間が 出現した こ 

と を 信じて いる 部落が あると されて いる。 こうした 伝承が 東 シナ海 を 還流す る 黒潮に 乗って 北上し、 朝鮮半島の 

南部 や 日本の 九州 西北 部に も 伝えられて いったと 推定され る。 この こと は、 それが ひょうたんの 伝播 経路と 一致 
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している ことから も 確認で きる。 ひょうたんの 種子 は 東南アジアから 中国の 南部 をへ て、 長江の 川口 をた どり、 

朝鮮の 南部 や 日本に 伝わ つ たと 植物学 者 は 推測して いる。 

ところで、 柳 田 国 男 は 日本の 「うつぼ 舟」 の 説話に あらわれる 乗物の 原型 は、 さきの 瓠 公の 例 も あるよう に、 

大きな ひさ ごではなかった かと 想像して いる。 ひさ ごの 形 は どこか 人間 に似てい ると ころから、 「神霊の 入れ物」 

と 考えられた とも 言って いる。 分割し 移動す る ことの 可能な 神霊 はもと もと、 このような 小さな 容量で 十分で あ 

つた。 だが、 神霊に 仕える 家す じと 神霊との 関係 を 説く 風が 盛んにな ると、 ひさ ごよりも 大きな うつぼ 舟 (空 舟) 

が 想定され るよう に 変化した という。 この 柳 田の 説 は 聞くべき ものが 多い。 出雲大社 では 今日で もとく に赏 要な 

祭事の 折に は、 ひさ ご を 半分に 割った もの を 容器と して 使用 するとされ ている が、 それに は 以上の 意味が こめら 

れ ている にちがいない。 

さて 話 を もとに 戻す と、 比 治山 (磯 砂山) に はもと 山頂 付近に 池が あって、 そこで 雨 乞の 祈願が 行なわれた。 

そのために 遠く 越 前 あたりから もやって きたと いう 話 を 私 は 現地で 聞いた ことがある。 比 治山の 「ひじ」 という 

語から して 「ひず」 (漬 ず) すなわち 水に 濡れる という 意味の ことばで ある。 比 治山の 天の 真 名 井と いうの は 山 

頂の 池 を 指す ので あるが、 そこに ヮ ナサ 翁、 ヮ ナサ 嫗が 登場す るの は、 泉の 精 を 翁と 嫗 とで 象徴させる 朝鮮半島 

の 民間伝承に 由来す る ものである。 

それにつ けて 思い合わされ るの は 『筑前 風土記 逸文』 の怡土 郡の 条で 「高麗の 国の 意呂 山に、 天より 降り 来し 

ヒボコ の 苗裔 イト デ」 と ある 一節で ある。 この 意 呂山は 新羅の 東南 海岸の 蔚山 にある とされて いるが、 三 品彰英 

(5) 

によると、 古代の 韓 語で は意呂 というの は 井泉 や 池 を 意味し、 意呂 山と いえば 「泉の 山」 と 解 するとい う。 福 岡 

県の 糸 島 (かっての 恰土 郡) の 沖合に 小呂 島が あるが、 さきに 述べた 丹 後 峰 山の 比 治山の ふもとの 安達 家の ある 

大呂 という 部落の 名に も、 三 品 彰英の 言うよう な 意味が こめられ ていたと 見る ことができる。 比 治山 (すなわち 
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水 こ 署れる 山) = 意呂山 (すなわち 泉の 山) と 対応す ると ころ を みれば、 比 治山 ももと は意呂 山と 呼ばれて， >  た 

のか も 知れぬ。 

比 冶 山の 中腹に ある 峠 を こえる と、 道 は そのまま 出 石に つながつ ている。 その あいだ 五 里 あまり。 この 出 石が 

天の 日 矛の 末裔た ちの 本 貫 地で ある こと は 言うまでもない。 比 治山の 羽衣 伝説 もこう した 新羅からの 有力な 渡来 

人の 一族が 伝えた とみる こと は 可能で あり、 自然で も ある。 出 石から 更に 北西の 道 をた どると 豊岡 市に いたって 

m 叱 旧 0 ほとりに 出る。 その あいだ 三 里 あまり。 この 豊岡 市に 久々 比 神社が ある。 「応神 帝と 卵生 神話」 の条に 

ポ」 ベ，. こように、 ホムッ ヮケは 空 を 渡って いく 鵠を 見て 口 を 動かした。 よろこんだ 天皇が その 鳥 を 捕える こと を 命 

じた。 ユカ ヮ ダナと いう 人物が やっと 出 雲で とらえた と 『紀』 は 述べ、 その 一書に は但 馬で とらえた と ある。 こ 

の豊 岡から 円 山川 を 下る と、 そこに 楽々 浦と いう 地名が ある。 そこから 半里 はなれた 飯 谷に 物 部 神社が ある。 そ 

；; らくこ ら じくく ひ  なぎさ  ま とり 

れ は天武 帝のと きに 韓国 連久々 比が 父の 渚 鳥と 祖父の 真 鳥を祀 つたと 伝えられ ている 

そのいき さつ を、 雑誌 『日本の なかの 朝鮮 文化』 の 春 木 一夫 氏の 文章で みると つぎのと おりで ある。 武烈 帝の 

ときに 物 部ず i が 天皇の 命 をう けて 韓国に 使した。 任務が 終わって 帰国す る 途中、 但 馬の 三 島 港に ついた。 現在 

三 島と いう 地名 は但 馬に 見当たらず、 楽々 浦に 三 島 神社が あると ころから、 もとは 楽々 浦が 三 島だろう と 春 木 氏 

よ 推定す る。 物 部 真 鳥は奈 良の 都に 帰って 報告した。 天皇 は その 功 を 賞して 韓国 連 という 姓 をた まわった。 そ 

れ 以来、 真 鳥 は 物 部 韓国 連と 称した。 真 鳥の 子の 猪 鳥が 楽々 浦の 近くの 墾谷を 開いた。 それが 今の 飯 谷で ある。 

私 こ 味、：^ あるの は 物 部 真 鳥— 诸鳥— 久々 比と いうよう に 鳥に ちなん だ 名前が 祖父と 父と 子との 三代に わた つ 

て、 寸 けられて いる ことで ある。 しかも、 真 鳥 は 鷲の 異称で あるが、 鶴 を 呼ぶ ばあいが あり、 久々 比 は鵠で 白鳥 
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のこと だ。 春 木 氏 は、 物 部 真 鳥 は 韓国からの 渡来人ではなかった かと 言って いるが、 鳥に ちな む 名前の つけ 方に 

も 朝鮮半島との 関係 をし のばせる ものが なく はない。 

いづもの くにの みやつ こかむ 

ところで、 このような 白鳥との かかわり 合いが、 もっとも 明白な 形で 記録に 残されて いるの は、 『出 雲 国 造 神 

i 貝！ £』 である。 それと 『延喜 式』 をつ き 合わせて みると、 出 雲の 国 造が 新任した 時に、 白 鵠をニ 羽 朝廷に 献上し 

て、 「が 御調の 玩 物」 とした ことが 分かる。 ホムッ ヮケが 白鵠を もて あそんで いるう ちに 言葉 をい うように な 

つたと いうの は、 白い 鳥が 人間の たましいの 容れ もの だとす る 古代 信仰に もとづいて いると 折 口 信 夫 は 考察して 

いる。 白鵠の ほかに 白馬 や 太刀 や 鏡 やおび ただしい 玉 を もって 都に 向かう 百 十数 名 もの 大 行列が、 出 雲 を 出発し 

て どの 道 をた どつ たかは 分からな いが、 都に いる 者の 側から すれば、 それ は 西北 方から おとずれる 常世の 使者に 

ほかなら なかった。 柳 田 国 男 や 三谷栄 一 氏な どの 主唱す るよう に祖 霊が 西北の 彼方から 訪れる という 考えの 背後 

(6) 

に は、 西北 方から 白鵠が もたらされる という 歴史的な 事実の うらづけが ともなつ ている、 と 私 は 思う。 

この こと はャ マト タケルが 死んで 白鳥と 化して 飛び去つ たという 伝承と 無縁で はない。 なぜならば、 白鳥 は 常 

世から 訪れる 鳥で あると 同時に、 常世に 帰 つ ていく 人間の たましいの かたどり でも あるから だ。 

しらと やぶし 

こうした 信仰 は 遠く 沖繩の 八重 山に もあって、 そこでうた われる 「白鳥 節」 は、 たんに 男女の 相 聞 歌で、 美し 

い 若者 は 白鳥の よう だとい う 形容詞 をなら ベて ある 節 歌で ある。 ところで、 この 「白鳥 節」 を 三味線に 合わせて 

うたって いた 若者た ちが つぎつぎに 死ぬ というので、 ある 家の 母 は 自分の 息子に 「白鳥 節」 をうた つて はならぬ 

と 固く 禁じた という 話が ある。 これ も 白鳥 を 常世の 鳥と 見なす ところから 起こる 憂慮で あ つ た。 

おうあら き 

『万葉集』 巻 二に は天智 帝の 大殯 のとき に、 妃 のうた つた 歌が 載って いる。 

いさな とり あ ふみの 海 を 沖 放け て こぎく る 船 辺 付きて こぎく る 船 沖つ 櫂 
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いたくな 撥ね そ 辺つ 稷 いたくな 撥ね そ 

若草の 夫の 思 ふ 鳥 立つ 

この 歌 は、 自分の 夫の 霊魂の 象徴で ある 鳥が おどろいて 飛び立って しまう と、 たましい は 遊離し、 死者 はも は 

や よみがえらなくなる から、 船の 櫂 を ひどく はねて、 鳥 をお どかさない ようにと いう 歌で、 乗 岡 憲正氏 は、 悲し 

17) 

みの 歌と いうより は、 ふたたび 魂が よみがえる ようにと ねがう 呪 禱の歌 だと 解釈して， >  る 

こうした 見地に 立てば、 草 壁 皇子の 死 を 悼んだ 舎 人の、 

島の 宮 勾の 池の 放ち 鳥人 目に 恋 ひて 池に 潜かず 

うへ  あら 

島の 宮 上の 池なる 放ち 鳥 荒び な ゆき そ 君 まさず とも 

という 歌 も おのずから ちがった 意味 をお びて くる。 つまり 池の 放ち 鳥 — これ は 放鳥の 儀礼に よるの かも 知れな 

いが 11 この 鳥 は きトか 人び と を 眺めて いる こと を 知る ので ある。 つまり 池の 鳥と 死んだ 皇子と は 切 

り はなす ことができない。 池に 放 たれた 水鳥 は 白鳥 か 鴨 かだろう が、 それ は そのまま 死んだ 皇子の たましいが 荒 

廃して いくす がた を 示す ものである。 そうした 類推 を 裏付ける ものと して、 『万葉集』 巻 二の 有 馬 皇子が 殺され 

たと きの 挽歌、 

つばさな す あり 通 ひ つ つ 見ら めど も 人 こそ 知らね 松 は 知 るら む 
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が ある。 この 歌 は 皇子の 霊魂が 鳥の ように つばさ を 持って 天が けって、 この あたり を 見て おられる だろう、 その 

こと は 人 は 知らなくても 結び 松 はよ く 知つ ている だろうと いう 意味の ものである。 

あるいは また 天智 帝が 死んだ ときの 皇后の 歌に、 

. 青 旗の 木 幡の上 を かよ ふと は 目に は 見れ ども 直に 逢 はぬ かも 

という 歌が ある。 死者の たましいが 通って いると 目に は 見える けれども、 もはや 直接に 天皇に 会う ことができな 

いという 趣旨の もので、 この 程度に は 古代人 は 霊魂の すがた を 透視して いたので ある。 

そして それ は 『万葉集』 巻 十六の、 

人魂の さ 青なる 君が ただ 一 人 逢へ りし 雨 夜 は 久しと 思 ほ ゆ 

という 歌にまで ゆきつく ので ある。 人魂と なって 青く 光って いる あなたと、 ただ 一人で 逢った 雨の 夜 はもう 遠く 

に 去った。 それから ずいぶん 再会 を 待ち こがれて いる、 という 意であって、 こうした 歌 をつ くる 時代の 人に 霊魂 

が 鳥と な つ て 飛ぶ ことな ど は 自明の こと だ つ たと 思われる。 

四 

出 雲の 海岸から 西方に あたる 石 見地 方に も 興味の ある 話が のこ つてい る。 私 は 白 石昭臣 氏の 採集に よ つ て それ 

(8) 

を 知る ことができた。 すこし 長くなる が、 それ を 左に 紹介す る。 
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ゾシ モリ (朝鮮) の 国に ォォ ゲッ ヒメと いう 五穀の 神が いた。 ある 日の こと、 荒ぶ る 神が やって きた。 ォォゲ 

ッ ヒメ は 荒ぶ る 神 を もてなす ために、 目 や 鼻 や 尻から さまざまな 穀物 を 出した。 が、 荒ぶ る 神の ために 切り殺さ 

れて しまった。 ォ ォゲッ ヒメ はかけ つけた 乙子 (末の 子) の 狭 姫 を 枕 もとに 呼んで 「おまえ は 私の 形見の 品 を 持 

つて、 遠い 東のう つくしい 国に 逃げて いき、 安らかに、 暮らして くれ」 というと 息 絶えた。 

ォ ォゲッ ヒメの 頭から は 馬、 目から は 蚕、 鼻から は 大豆、 腹から は 稲、 陰部から は 麦、 尻から は 小豆が 生まれ 

ていた。 仲よ しの 赤 雁が やって きたので、 狭 姫 は それらの 形見 を 持って 赤 雁の 背に 乗り、 東の 国に 向かった。 そ 

うして 海原 を わたって、 石 見の 益 田 市の 近くの 丘に 降りた。 そこ を 天道 山と いい、 赤 雁の 地名 も そばに のこって 

いる。 狭 姫と 赤 雁と はさら に 奥の サ ヒメ 山に 行き、 形見の 稲、 麦、 豆の 種 をまい た。 そこに 乙子と 種の 地名が 今 

もの こって いると いわれて いる。 

この 石 見 版の ォォ ゲッ ヒメの 説話で 特徴 的な の は、 これが 朝鮮の 説話の 匂い をお びて いる ことで ある。 朝鮮で 

は 雁 は 白鳥と おなじように 重要な 鳥で ある。 最初に 述べた 「軽の 太子」 の 名に も ふつうの 鳥と はちがつた とくべ 

つ の 意味が こめられ ている。 

石 見に もう 一 つの 説話が ある。 むかし、 江津 市の 波 子に ある 神 島と いうと ころに、 箱舟が 漂着した が、 中には 

幼い 姫が いた。 波 子の 老 夫妻が それ を 見つけて 連れ 帰り、 大切に 養育した ので、 姫 はすく すくと 生長した。 ある 

日、 浜辺へ 出た 姫 は、 家へ 帰る と 部屋に こもった まま、 泣きく ずれて いた。 老夫婦が 聞く と、 出 雲の 方で 火の手 

(のろしの 意 か 11 谷川 注) が あがる と、 私 は そちらへ 帰らねば ならない、 と姬は 答えた。 そこで 老夫婦 は 姫が 外出 

しないよ うに 注意して いた。 ある 朝、 翁 は 姫の いなくな つたこと に 気がついて、 姫の あと を 追つ かけた。 しかし、 

江津 市の 都 治で 力つ きて 倒れて しまう。 そこへ 嫗 もやって きて なげき 悲しんだ。 そうして 老夫婦と もこの 地で 死 

に、 白鳥に なって 飛んで いったと いう。 翁 嫗を祀 つたの が 白 鬚 神社で あり、 姫を祀 つたの が 出 雲 市の 神 門 川 河口 
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にある 妙 見 社。 また 波 子の 津門 神社の 末社の 早 脚 神社 もこの 姫を祀 ると 伝えて し る 

右の 云 兌 こよ、 かぐや 姫と 白鳥 伝説との 複合が みられる。 このように 日本海 岸め 朝鮮に 近接した 地域に は 鳥が 

あらわれる ことに 留意したい。 

益 田 市の さらに 西方の 下 関 市に は 長 門 一の宮で ある 忌宮 神社が ある。 この 神社の 数 方 庭 (数 法 庭と も 書く) の 

祭事の ときには 幟 竿の さきに 鳥 毛 を 挿し、 小 旗と 鈴 をつ ける。 この 祭事の 由緒 は 神 功 皇后の 新羅 征討に むすびつ 

けられて いるが、 それ は 取る に 足らない 妄説で、 数 方 庭と いう ことば は、 朝鮮の 「蘇 塗」 からき たという 説が も 

つと も 説得 的で ある。 「蘇 塗」 の 名 は 『魏志 東夷 伝』 の 馬 韓の条 に 出て くる。 「大木 を 立て、 鈴 鼓 を 懸けて 鬼神に 

つかう」 と あるが、 今日で も 韓国の 村の 入口に は、 鳥の 彫刻 をく くりつけ た 長い 竿 を 立てて いる 光景 を 見かける。 

これ を ソッテ とか ソル テ とか 呼んで おり、 鳥 竿と も 記して いる。 この 鳥 は 鴨 または 雁 を かたち どった もので、 村 

に 侵入す る 邪神 を 看視す る 役 を 課せられ ている。 忌 宮の数 方 庭 神事で 幟 竿の さきに 鳥 毛 を 挿し、 鈴 をつ ける の は 

朝鮮の 村の 風習 を 彷彿させる ものが ある。 朝鮮の 村の 太古からの 風習が、 渡来人の 多い 和 泉、 河内 や 大和の 集落 

の 風習と して とりこまれ たと 考える の は 不自然な 想像で はない。 というの も、 和 泉 平野の 弥生 遺跡から、 木製の 

鳥が 二 羽 発見され たが、 それら はいずれ も 竿の 先 をつ きさす ことができる ように、 鳥の 身体に 穴が あけられて- - 

た。 この 二 羽の 木製の 鳥が 竿の 先に 飾られ、 朝鮮から 渡来した 人た ちの 集まって 作る 村の 入口に 立てられ ていた 

こと は 明らかで ある。 

今日で も 大和の 飛鳥 あたりの 民家の 屋根に は 「鳥ぶ すま」 といって、 鳥のと まる 場所が あり、 鳥の 形 を 作って 

おくと いう 話 を林屋 辰三郎 氏から 聞いた ことがある。 そこで 明日 香に なぜ 「飛鳥」 の 字が あてられた 力 か 問題に 

なろう。 『書 紀』 に は天武 帝の 十五 年に、 朱 鳥 元年と 年号 を あらためた とき、 飛鳥 浄 御原と 名 づけた と あるが 

この 宮が 明日 香の 中に あつたので、 飛鳥の 明日 香と となえ、 ついに 飛鳥 をァス 力と 呼ぶ ようになった というの が 
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宣長を はじめ 大方の 説と なって いる。 しかし 伴 信 友 は ァスカ は イス 力の ことで、 紅い 色の 鳥 だが、 それ を 古く は 

ァス 力と 呼んだ の だと 言って いる。 「天と ぶ や 軽の 路」 の 軽が 雁 を 意識して いるよう に、 また 「いかるが の 里」 

が あり 「いかるが 寺」 が 作られた ように、 この 飛鳥 もまた 鳥にたい する 古代人の 意識の 所産 だと 私 は 考える。 ァ 

ス 力と はもと もと 朝鮮語で 安宿の 意 だとい う。 そこで、 飛鳥が ァス 力の 枕詞と なった の は、 朝鮮からの 渡来人の 

多 か つたこの 村の 入口に 鳥 竿 を 立てる 風習が あつたから ではない かとい う 想像 を 私 は 捨て 切れない。 

かさ さぎ 

おなじ こと は 力 ササギ についても 言える。 『魏志 倭人 伝』 は 「その 地に は 牛、 馬、 虎、 豹、 羊、 鵲 無し」 と述 

ベて、 鵲に とくべつに 注意 を 払って いる。 この 鳥 は コマ ガラスと も 呼ばれて、 朝鮮の 国鳥と して 扱われて いる。 

『三国 遺事』 にも 新羅の 昔 氏 は鵲を 先祖と すると 記されて いる。 『播磨 風土記』 に は 船 引山に 鵲が 住む が、 それ を 

韓国 烏と 呼ぶ と あり •、 『推 古紀』 に は 新羅に 行った 男が 二 羽の 鵲を 献上した という 記事が あるが、 これら は 古代 

人の 鵲 にたいする 関心の あらわれに ほかなら ない。 鵲は 日本に まったく いないの ではなく、 対 馬と 西北 九州に か 

ぎって 住んで いる。 江戸時代の 佐賀 藩で は、 この 力 ササギ を 徹底して 保護し、 子どもたち がその 巣に 近づく こと 

さえ 禁じた といわれる。 こうした 力 ササギ への 保護 政策 は、 古来の 伝統 を もつ 親愛 感の 上に つちかわれ たもので 

あると 私 は 考えたい。 

古代人の 鳥にたい する 鋭敏な 親和力 は どこから きた か。 それらに まつわる 説話が 朝鮮半島と かかわ りのある こ 

とから して、 日本 独自の ものと 考える こと は むずかしい。 では 朝鮮で は なぜ 鳥 はかく も 重視され たの か。 

さまざまな 理由が ある はず だが、 その 一 つと して、 昂揚 状態に 置かれた シャ， 1 マン は 鳥と なって 山に 飛んで い 

くと 慣習 的に 信じられ ている。 わが国で も 恐 山 を はじめと して、 越 中の 立山と か 伊勢の 朝 熊 山と か 死者の 霊の 集 


まる 山と 巫女との むすびつき は 深いが、 それ はシャ ー マ ンが 夢中 飛行 をして 山に 行く という 現象と 無縁で はない 

だろうと 私よ 考えて いる。 一 1^ 的に 韓国の シャ ー マ ンは 自分 を 鳥と 考える 傾向が つよい。 自己暗示 によって 同化 

作用が すすむと、 鳥 語 を 発し、 生米 をつ いばむ 動作 をみ せたり する。 

ここで 誤解がない ように 一言して おきた いのは、 鳥にたい する 信仰 は 朝鮮半島に ばかり 関係が あって、 南の 方 

にないと いうので はまった くない こと だ。 沖繩 では 「二 ライの 鳥」 といって、 鳥と 二 ライカ ナイと は 切っても 切 

れ ない 縁 を 持つ ものと 考えられ ている。 日本で も庄 内地 方の 獅子舞 歌に は 「つば くら は 常世の国から 飛んで 来 

る」 という 一節が あり、 また 紀州熊 野で は 「常 磐の 国から 飛んで きたつ ばくろ 鳥」 という 民謡が ある こと を 三 谷 

栄 一氏 は 指摘して い (る。 こうして みれば、 北から 渡来す る 白鳥に しろ、 南から 渡来す る 燕に しろ、 渡りの 習性 を 

もつ 候鳥に 注意が 向けられ てきた ことが 分かる。 すなわち、 季節 をた がえずに 年々 わたって くる 鳥た ちに、 日本 

の 古代人 は 再帰す る祖 霊の すがた を 描いた ので ある。 それ はィ ルカ や サメゃ ジュゴン や カメの ように、 一定の 期 

間 をへ だてて 回游して くる 海からの 寄り 物にたい する 心情と 些か も 変わりがない。 いずれも 神の 使者と して 崇， 

したので あった。 だが、 わが 古代人が 海の 動物た ち を、 死して 化する 魂の 象徴と みなし たかはう たが わしい。 そ 

う 考える の は 蝶 や 蛾な ど を 含めて、 飛ぶ ことので きる 生き物に かぎられ ていた。 鳥が 魚よりも 古代人の 精神 生活 

に 人り こんでい たの は、 この 一点に かかわつ ている と 私 は 考えて いる。 
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倭の 鵲 


阿蘇山 有り。 其の 石、 故 無くして 火 起り 天に 接する 者、 俗以 つて 異と 為し、 因って 禱祭を 行う。 如意 宝珠 有 

り。 其の 色 青く、 大 いさ 鶏卵の 如く、 夜 は 則ち 光 有り。 言う 魚の 眼 精な りと。 新羅 • 百済、 皆 倭を以 つて 大 

国に して 珍 物 多し と 為し、 並びに 之 を 敬 仰し、 恒に通 使、 往来す 

これ は 岩波 文庫に 収められた 和 田 清 • 石 原 道 博 編 訳の 『隋書 東夷 伝 • 倭 国』 の 記事の 一節で ある。 これにつ い 

て 古田 武彦氏 は 『失われた 九州 王朝』 の 中で、 阿蘇山が とりあげられ ている こと を 重視して いる。 すなわち 古田 

氏 は 『隋 書』 にいう 「倭 国」 と は 推 古 王朝で なく 「倭 国」 の 中心部に 「阿蘇山」 が 存在した と 推断 を 下して いる。 

私 は 目下 この 問題に 触れる つもり はない。 ただ 右の 文章の 中の 説話の 内容に ついて 多少の 感想 をのべ たいとお 

ちう。 
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ちなみに 古田 氏 は 「岩波 文庫本」 の 解読で は、 この 宝珠が、 1、 夜、 光 を 放って いるの を 隋使は 現にみ た 2、 

正本 は 魚の 眼 精 だとい うこと を 現地の 倭人から 聞いた —— としてお り、 他方で は 古田 氏 自身の 解釈 を 示して いる。 

それによ ると、 1、 宝珠が、 夜、 光 を 放っと 現地の 倭人から 聞いた。 (すなわち、 隋使 は、 夜の 姿 は 見て いない) 

2、 しかし、 隋使は 昼、 それ を 実見して いる (「其の 色 青く、 大 いさ 鶏卵の 如し」 は その 観測 事実で ある) その 結 

果、 この 倭人の 信仰 対象の 正体 は、 実は 「魚の 眼 精」 である こと を 見と どけた、 と 解釈して いる。 

すなわち 「岩波 文庫本」 でも 古田 氏 自身で も、 昼 か 夜 かのちが いは あっても 隋 使が 実際に それ をみ たと 理解し 

ている。 しかし、 この 文章から 察すれば、 隋使は 直接に それ を 見る ことなく、 しかも 断定 的に 書いて 報告した と 

しても 差支えない。 すなわち、 隋使は 聞いた だけで、 それ を あたかも 見た かの ように 報告した。 その 理由 はかん 

たんであって、 この 宝珠なる もの は 説話の 中に おいての み 存在す る 代物 だからで ある。 しかも 隋 使が 阿蘇山に こ 

の 品物が あると いう 風聞に 注目した の は、 それ は 中国で この 宝珠が 大 そう 値 打が あると 信じられて いたから に ほ 

かならぬ。  、 ) 

私が この 記事 を 読んだ ときに 想い出し たの は、 柳 田 国 男が つたえる 「長 崎の 魚 石」 の 話であった。 長 崎に きて 

いた 唐人が ある 旧家の 土蔵の 石垣に つんで ある 青 石 をみ て、 ぜひ ゆずって くれと いう。 唐人が 三百 両出 すと 言つ 

て も 旧家の 主人 は 惜しくな つたので、 断 わって しまった。 唐人が 帰国した のち、 この 青 石 を 工人に みがかせ てみ 

た。 さいご は 二つに 割って みると、 石の 中から 水が でて 赤い 小 鮒が 二 尾 とびだして 死んで しまった。 あくる 年に 

唐人 はふた たび 長 崎に やって きた。 そうして 三 千両 を 用意して きたが、 旧家の 主人が 石 を こわした と 聞いて ひど 

く 落胆した。 その 訳 を 聞く と、 この 石 は 魚 石と いって 大変な 宝で ある。 磨いて 石の 中の 魚が 泳ぐ のが 見える よう 

になる。 それ をみ ている と、 心が なごんで 寿命が のびると いう 徳が ある、 そこで 本国の 人た ち は 万金 を 投げう つ 

て も それ を 求めたい と 望んで いると 語った という。 
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この 話と 同工異曲の ものが、 常 陸に も あり、 また 奄美 群島の 喜 界島ゃ 沖 永 良 部 島に も ある。 では それら は 長 崎 

にきた 江戸時代の 唐人が もたらした 話で あるかと いえば、 そうで もない。 『今昔 物語』 巻 二十 六に も筑 前の 男の 

話と して、 唐人が 珠を しきりに ほしがつ たという 記事が のせて ある。 したがって 平安 末に はすで にこの 話 は 日本 

に 伝わって いたので ある。 この 話に つねに 唐人が 買手と なって 登場す るの は、 中国の 説話 だからで ある。 石 田 幹 

之 助の 『長 安の 春』 に は 「西域の 商 胡、 重 価 を 以て 宝物 を 求める 話」 が 多数 あつめて 紹介され て ある。 つまり ァ 

ラビアの 商人が 大金 を もって 宝物 を 求める 話の 一例と して、 珠が 登場す る。 ところで 石 田 は 中国の 民俗学 雑誌 

(一 九 三 一 年— 三 二 年) におな じょうな 話が 二十 一 も あつめられ 「しかも それが 一 々実地の 採集 記録に 係る もので 今 

現に 浙江 省紹 興. 杭 州 等に 行われて いるもの だとい うに 至って は 驚かざる を 得ない」 と 述べて いる。 紹興ゃ 杭 州 

は 杭 州 湾に のぞみ、 そこから 九州 は ほぼ 真東に あたる ところで ある。 古代人の 大雑把な 地理 観念で は 「まさに 会 

稽の東 冶の 東に あるべし」 と 言っても 差支えない。 さて この 話の 中に 次の ような ものが ある こと を 石 田 は 紹介し 

ている。 

「ある 海に 途方 もな く 大きな 沙魚 があって 航海 中の 船 を 呑んで しまう ので 人々 に 恐れられ ていた。 ある 時き わ 

めて 大胆な 徽 州の 船が あって、 うまく これ を あざむいて 海 口に 近く 引きよ せ 浅瀬へ みちびいて きたので、 海 潮 

の 退く と共に 進退の 自由 を 失い、 且つ 水が 涸れた ためとうとう 死んで しまった。 郷人 はなお 恐れて 容易に これ 

に 触れなかった が、 そのうち 囘囘が 何人 かやって きて その 眼 精と 胃と を 取り去って いったが、 なんでも それで 

大 へ んな儲 をした という ことで ある」 

文中の 囘 囘はァ ラビ ァ 商人 または イスラム教徒に 代表され る 西域の 商 胡と 考えれば よいと、 石 田 は 述べて いる。 

しかし 物語 自体 は 中国に 発生した らしく 思える、 とも 言って いる。 この 話の 中に 「魚の 眼 精」 が 出て くる。 その 

類 話 は 古田 武彦 氏が 引用して いる 「雑 宝蔵 経」 という 仏典の なかの 「この 珠は 磨竭大 魚の 脇 中より 出づ。 魚の 身 
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長 は 二十 八 万里な り。 この 珠を名 づけて 金剛 珠 というな り」 という 文章に も 含まれて いる。 すなわち 仏典の 中に 

も いわゆる 「胡 人 採 宝譚」 が とりあげられた のであろう。 

石 田 幹 之 助 は 北 支那 各地に おいても この種の 話が かず 多く 伝えられ ている という 直 江 広 治 氏の 話 を 記して いる 

から、 それ はかならず しも 杭 州 湾の 沿岸に だけにの こった 民間伝承 ではない かも 知れない。 しかし 隋 使の 斐世清 

が筑 紫に きた 大推古 帝の 十六 年 (六 〇 八) までに は、 この 話が 日本に 伝えられ ていた こと だけ はたし かで ある。 唐 

初に 作られた 『隋 書』 の 東夷 伝、 倭人 条に 唐の 民間伝承が まぎれこん だと 疑われな くもない が、 しかし、 そこに 

九州の 阿蘇山の 名が あげられ ている こと を 見れば、 中国から 日本に 伝わ つ た 民間 説話で ある こと は ほぼ あやまり 

ない ところで ある。 中国 南部から 九州に 直接 伝えられ たもの か 朝鮮 経由で あるか は 判然と しないが、 いずれに し 

て も 日本列島と 海外との 交流が きわめて 古くから おこなわれ ていた 事実 を 物語る ものに ちがいない。 

それ を 裏書きす る ものに おなじく 『隋書 倭 国 伝』 の 中に ある 「小 環を以 つて 鹧鷀の 項に 挂け、 水に 入りて 魚 を 

捕えし め、 日に 百 余 頭 を 得」 という 文章が ある。 鵜の 首 をし ばる という 鵜 飼の 方法 は 中国から 伝わった と 推定 さ 

れ ている が、 すでに この 記事の 書かれた 頃に は 鵜 飼 は 日本で も 目に とまる 光景であった。 中国で は 揚子江 沿岸で 

はとく に 四川 省が 盛んで あり、 南 は 福 建 省に あると されて いるから、 あるいは 海 を 越えて 直接に 伝わった のか も 

知れない。 阿多 隼 人と 呼ぶ 阿多 は 鹿児島県の 笠沙 岬の 付近 を さすが、 一方 沖繩 では 現在 も 鵜 を アタックと 呼んで 

いる。 阿多 はこの アタックに 由来 するとい う 説が ある。 しかし 『三代 実録』 によると、 九 世紀 半ばす ぎに 対 馬の 

うらべ おとめ まろ  、 

卜 部 乙 屎麻呂 が 新羅まで 鵜 をと りに い つ たという 記録が ある。 朝鮮半島の 南部 は 良質の 鵜 を 産す るので 有名て あ 

る。 こうして みると かならずしも 南中 国からの 直輸入 だと は おもわれな いが、 江 南と 日本の 六 世紀までの 文化の 

密接な 関係 を 否定す る こと はでき にくい。 

同書の 「蛇 を瓮 中に 置きて これ を 取らし め、 云う 曲なる 者 は 即ち 手を蟄 さると」 という 習俗 も、 日本の 古代に 
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は 疎遠な もので はない。 神 女の 潔白 をた めすた めに その 手に ハブを にぎらせる 儀式が 沖繩の 八重 山に あり、 ハブ 

にか まれる こと はすな わち 神罰で あると いう 神 判の 信仰が 南 島に ながく のこ つ たと ころから みれば、 これらが す 

くな くと も 当時の 倭 国の 審判 制度で あ つ たこと をう かがう に 足りる ので ある。 

二 

阿蘇山に ついても うす こし 触れて おきたい。 『肥 後 国 誌』 によると、 上 益 城 郡に 鯰 手 永と いうと ころが ある。 

今日で は 熊 本 市の 東南に ある 嘉島町 付近に あたる。 その 名の 言われ は、 往古 阿蘇 大神 がすが るの 滝 を 蹴 透して 阿 

蘇 湖 を 乾した ときに、 湖 主の 大驗が 流れ出て ここにと どまった が ゆえに 鯰 村と 称すと ある。 この 付近に は 絵 明 神 

とか 鯰 公方と か、 さまざまに の 名のつ く 固有名詞が ある。 そして 絵 をた ベない という タブ ー もま もられて いる- 

日本列島で 鎗に まつわる 伝承と タブ ー が これほど 明確に 伝えられ ている ところ は ほかにない。 ところで 『隋書 倭 

国 伝』 と 『魏志 倭人 伝』 の 間に あたる 『後 漢書 倭 伝』 に は 「会稽 の 海外に 東鍉人 あり。 分かれて 二十 余 国と なる」 

の 一 句が ある。 注釈に よると 「鍉」 はなまず の 意味 だそう で、 この 東 倭人 はなまず をト ー テムと する 人種と 解す 

る ことができる。 それらの 住む 国が どこで あるか 不明と されて いるが、 強いて それ を わが 列島の 中に 求める とす 

るなら ば、 九州の 阿蘇山の 周辺 をお いて 他に はない こと は 確言で きる。 

さていよ いよ 『魏志 倭人 伝』 に 触れる ことになるが、 その 邪 馬 台 国の 関係 記事の なかで、 かねがね 私が もっと 

も 印象 深く おもって いるの は 「其の 地に は 牛 *馬* 虎 *豹* 羊 *鵲 無し」 という 文章の 最後の 言葉で ある。 すな 

わち 私は陳 寿の 原 史料と した 記録の 中に 当時の 人間の 感情 をみ る 気持が する ので ある。 

牛 や 馬 や 羊と いうの は 中国大陸 では 祭の いけにえに 使用す る 動物で あり、 また 虎 は 山 神と 見なされ 崇拝され て 

いるが、 鵲 にいた つて は、 それにた いする 特別な 関心がなければ ここに わざわざ 触れるべき 動物で はない からで 
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ある。 

鵲 についての 記事 は、 『日本書紀』 の 推 古 帝の 条に、 新羅から 二 羽の 鵲を 贈られた ので 難 波の 森に 養わせた と 

からす  はる 

ある。 また 『播磨 国 風土記』 にも 「この 山に 鵲 住めり。 また 韓国の 烏と いう。 枯木の 穴に 栖み、 春 時 見えて、 夏 

は 見えず」 といった 文章が ある。 わが国で は コマ ガラスと か 朝鮮 ガラスと も 呼ばれて きた こと を 見る と、 この 鵲 

は 朝鮮の 風土 を 代表す る 鳥と みなされ ていた ことが 理解で きる。 しかも 鵲が ながく わが国の 風流 人士に 愛されて 

いた こと は 何 を 物語る か。 それ は 大陸の 渡来人の 血筋 を 引く 人た ちの 無意識の 偏愛ではなかった ろうか。 眼前に 

鵲を 見ず、 しかも 鵲を 詠ず ると いう こと はそう した 愛着の なせる わざで あつたので はない か。 

じじつ、 鵲は西 九州の 筑紫 平野 を 中心として 佐賀、 長 崎、 福 岡の 県下の 一部に 棲む のみで ある。 もとは 熊本県 

の 八 代 郡に も 住んで いたと いう 記録が あるそう だが、 今 は 見当らない。 その 棲息す る 場所が こうした せまい 地^ 

に 限定され ている 理由と して、 鵲 はもと もと 日本列島に 住んで いたので はなく して、 豊臣 秀吉の 朝鮮 出兵のと き 

に、 鍋 島 直 茂が 持ち かえって 佐賀 付近に 放った という 説が 有力で ある。 鍋 島 藩で は鵲 をき わめて 大切に 保護し、 

(6) 

その 保存と 繁殖 を はかった。 その 結果 今日 見る ように 生き残つ たこと はまちが いない。 では 『播磨 国 土 記』 の 

記事 はまった くの 作り話で あつたか、 あるいは 誤認ではなかった のか、 それ はも はや 知る 由 もない。 

鵲が 朝鮮に おいて 関心 を もたれた の は、 すでに 『三 国史 記』 や 『三国 遺事』 にも 見る ことができる。 すなわち 

新羅 第 四 代 王の 脱 解 はもと 多 婆那の 国の 生れで あつたが、 卵から 生まれた。 この 卵 は 絹で 包まれ 箱に 入れて 海に 

ながされた。 その 箱 をのせ た 船 は 辰韓の 海辺に ながれついた。 そのと き鵲が 鳴きながら 飛んで ついて きたので、 

鵲の 字の 片方 を 省略して 「昔」 の 字 を もって 脱 解の 姓と したと ある。 この 多 婆 那国は 丹 波の 国と か 熊本県の 玉 名 

地方と か、 あるいは また 耽羅 国すな わち 済 州 島の こと だと か、 さまざまに 取沙汰され ている がきめ 手 はない た 

だ^に あつまつ た 鵲の鳴 声 やその むらがり 方に 意味が あるよう に 書いて ある。 Mi の 鳴 声 は 力 チカ チ とか カシ ャ 力 
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シ ャと 聞え る。 鵲 をカチ ガラスと か 力 ササギ と 呼ぶ の はこうした 鳴 声に 由来す る。 ョ ー ロッパ では 鵲は 吉凶 を 知 

ら せる 鳥と されて いる。 日本で は カラスの 鳴 声に 予兆を さぐって きた。 そこで 朝鮮で も 鵲の鳴 声に とくべつの 関 

(7) 

心 を よせてき たこと が 推察 できる。 

私 は 紀元 三 世紀に 玄界灘 を わたった 朝鮮人が 九州の 地に 歩 を 印した ときの 最初の 印象と して、 その 地に 鵲 のい 

ない 事実に 注目した ので はない かと 想像して いる。 いずれにしても 『魏 志』 の 邪 馬 台 国の 記事の もとになる 事実 

は、 一度 朝鮮人の 目 をと おった ものである こと を 私 は 推測す る。 とすれば とうぜん 邪 馬 台 国 は 九州に あって、 近 

幾の 大和に はない。 

しかし r 鵲 無し」 という 報告が 果して 正確 かどう かの 疑い はでて こよう。 というの も その 前に 並 記して ある 諸 

動物のう ち、 牛と 馬と は 日本列島 社会の 繩 文から 弥生の 時代に かけて 海外から 移入され て 存在した こと は、 出土 

する 牛 骨 や 馬 骨に よってた しか だからで ある。 これ は 加 茂 儀 一氏の 『家畜 文化史』 の 中に 述べて あるから ここに 

くりかえさない。 しかし、 それ にもかかわらず 「鵲 無し」 の 句に は 何 か 実感が こもって いる。 つまり それ は 邪 馬 

台 国の 実態 を 伝えた というより は、 当時の 報告者の 心境 を 語った もの だと 私の 眼に は 映る ので ある。 


第一 一部 


十 年 前、 熊 野に 旅して 光り 充っ 真昼の 海に 突 

き 出た 大王 ケ 崎の 盡 端に 立った 時、 遙 かな 波 

路の果 に、 わが 魂の ふるさとの ある 様な 気が 

してなら なかった。 此を はかない 詩人 気どり 

の 感傷と 卑下す る 気に は、 今以て なれない。 

此 は是、 曾て は祖々 の 胸 を 爆り 立てた 懐郷 心 

(のす たる ぢぃ) の、 間歇 遺伝 (あたいず む) 

として、 現れた もので はなから うか。 

—— 折 口 信 夫 r 妣が国 . 常世へ」 より 


95 シ ヤコ 貝 幻想 


シ ヤコ 貝 幻想 


猿田毘 古神、 阿 邪訶に 坐す 時、 漁して、 比 良 夫 貝に 其の 手 を 昨い 合さえ て、 海 塩に 沈み 溺れた まいき、 故、 

其の 底に 沈み 居た まいし 時の 名 を、 底 どく 御 魂と 謂い、 其の 海水の つぶた つ 時の 名 を、 つぶた つ 御 魂と 謂い、 

その あわさく 時の 名 を、 あわさく 御 魂と 謂う。 

という 記事が 『古事記』 にの つてい る。 

サル タヒコ の 溺死の 舞台と な つ た 阿 邪訶は 三重県 一 志 郡の 阿坂と する のが 通説で ある。 だが 私の 疑問 は 地図 を 

開いて 阿坂の 地名 を 探した ときに 起こった。 これ はまる で 山の 根で はない か。 ここに なぜ このような 神話が 生ま 

れた のか、 私に は 合点が ゆかなかった。 

そこで 私 は 数年 まえ、 阿坂 をお とずれ た。 烈しい風 雨の 日で、 私 は 全身 水び たしになりながら、 大 阿坂、 小 阿 


古代史 ノオト 96 


坂の 二つの 猿田彦 神社の あたり を さまよって、 猿田彦 神社の 神主の 家 や 小学校 教師の 家 を 聞いて まわった。 猿 田 

彦 神社の 奥に 小川が あって、 そこから シジミ ぐらいの 小さい 貝の 化石 を 見つけた ことがあ るが、 と ある 人 はいつ 

た。 しかし、 海岸であった という 証拠 は どこに も 見つける こと はでき なかった。 

私 は 三重の 友人に、 紀元前 数 世紀から 七、 八 世紀 後までの 間に、 阿坂が 海岸で あ つ たか どうか を 調べ て くれる よ 

うに 頼んだ。 すると 三重 大学の 地質学の 教授 をして いる 人の 意見と して、 海岸から 半里 位 だと 海が 入り こんでい 

たか もしれ ない が、 阿坂 ほど 山に 寄って おれば 当時 海岸で あつたと は 考えられない、 という 返事が かえって きた ( 

あら 

阿坂 は 往昔、 荒ぶ る 神が いて 道 ゆく 人 を 殺した ところと 『倭 姫 命 世 記』 にの つてお り、 近世に は 白米 城 伝説で 

名高い ところで ある。 ここ を 舞台に どうして、 猿が 水に 溺れた 話が 生まれた のか。 

本 居 宣長は 伊勢松 阪の 人で あり、 問題の 阿坂と は 目と 鼻のと ころに 住んで いた。 彼が 阿邪訶 について とりわけ 

関心 を 抱いて いただろ うこと は、 容易に 推察し 得る。 さて 『古事記伝』 を 開く と、 

阿 邪 訶の地 は、 今 は 海辺 や、 遠 けれども (今の 村より は、 海辺まで、 一里 余計り あるべし) 古え は 海辺 かけ 

て 広き 名な りけ む、 又 さらず とも、 ^！^くは遠からねば、 出で て 漁し 給いつべし。 

と ある。 要するに 宣長は 阿 邪訶を はじめから 地名と 考えて いる。 果たして そうだろ うか。 

宣長は 比 良 夫 貝に ついて つぎのように いう。 

比 良 夫 貝 は、 古え 世に 多 かりし 物と おぼしくて 人の 名に 負る、 書 紀続紀 にいと 数多 見えたり。 


97 シ ヤコ 貝 幻想 


宣長は 阿部 比 羅夫を はじめ 比羅 夫、 比 良 夫な どの 人名 を 多く あげてい る。 阿部と いう 名が アマべ の 音 転 かと も 

いわれて 海人に 関係 ある こと を 考える と、 比 良 夫に ついての 宣長 説に は 傾聴す ベ きものが あるよう だ。 

宣 長の 説く ところ を さらに 聞いて みょう。 

. さて、 今 飯 高 郡の 海辺に、 平生と 書いて、 比 良 於と 呼ぶ 村 あり、 壹志 郡の 堺に 近くして、 阿坂 村より 一里 半 

ばかり 東な り、 これ 若しくは、 古え は 比 良 夫に て、 此の 貝の 此の 故事より 出た る 地名に は あらざる か、 神 鳳 

抄に、 平生の 御厨と ある 処 なり。 

つまり 宣長 は、 猿 田 彦が比 良 夫 貝に 手 を はさまれて 死んだ という 『古事記』 の 話から、 平生と いう 地名が でき 

たと している。 それ は 中 川村宮 古の かたわらの 大字 平生で ある。 『神 鳳抄』 に 一志 郡 平生 御厨と いうの が ある。 

宣長は 比 良 夫 貝 を あれこれ せんさくして、 つぎのように いっている。 

ひらひら  ぶび  ひらぶ  ひらび 

比 良 は 平、 夫 は 日と 通 音で あるから、 比 良 夫 は 平日の ことか も 知れぬ。 志 摩 国の 海辺の 人に 聞く と、 比 良 夫 

貝と いうの は 月日 貝の ことで、 この あたりの 海に、 まれに ある ものである、 と 答えた。 月日 貝と いうの は、 

殻の 様子が 月日 に似てい る 貝で ある。 あるいは また、 タイ ラギ という 貝が ある。 ギは カイの つづ まった もの 

で、 平 貝の 意味で 比 良 夫 貝 はこれ を 指す のであろう か。 云々 

宣 長の いう 月日 貝と は、 どんな 貝であろう か。 

『広辞苑』 に は 「不等 筋目の 二枚貝。 直径 約  一 二  ン おの 円形で 小さい 両耳が ある。 本州 以南の 海底に すみ 肉 は 食 
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用と なり、 貝殼 は 貝細工と する」 と ある。 

でよ タ v ラギ はどう か。 宮 古島の 平 良 市 は タイ ラ巿 ともよむ。 これからして タ イラ 貝と ヒ ラブ 貝と はおな じ も 

の を 指す と 思われる。 『広辞苑』 に は 「たいらぎ 不等 筋目の 大形の 海産 二枚貝。 長さ三〇|^ンぉに達する。 貝殻 

は 薄く 外面 は 黒 味が かった 緑 褐色。 本州 以南の 軟泥 中に すむ。 貝柱 は 美味。 別称 タイ ラガイ」 となって いる。 

松 前 健 氏 は、 猿が 貝に 手 を はさまれる 話 は、 南方 インドネシア 系の 民話に 多い とする。 

セレ べスの トラ ジャ、 ミナ ハツ サ、 パリ ギ、 サン ギル 諸島な どに 広く 分布す る 話で、 猿と その 友人の 動物が 岸 

で 出会って、 一緒に 貝 をと ろうとした。 その 友人 はかね てから 猿 を 憎く 思って いたので、 巨大な 蛤 を 発見した が、 

猿 こ. その 貝の なかに 手 を 入れて 肉 をむ しり 取る ように そそのかす。 猿が うっかり 貝の なかに 手 を 入お ると、 貝に 

口 を 閉じて、 猿の 手 は ちぎれる という 話が あると いう。 しかし、 それが どんな 貝 か はわ 力ら なレ 

南方 熊 楠 は、 十七 世紀に フランス 人の バ ー ボ ー が、 西アフリカの シエラレオネで 目撃した 大 猿の 話 を 『十二支 

考』 のなかで 紹介して いる。 その 猿 は ひどく 牡蠣が 好きで、 引き潮の ときに 磯に いって、 牡蠣が 炎天の 下で 殻 を 

開いて いる その 口へ 小石 を 打ち こんで 肉 をと つて 食べる。 たまたま 小石が すべって はずれた 拍子に、 猿 は 手 を 貝 

に はさまれて 大 さわぎし ている ところ を、 黒人に つかまえられて 食われて しまった、 というの である。 

南方 熊 楠 は 『十二支 考』 のなかで、 猿 田 彦が手 を はさまれて 死んだ 貝と は 何 か を 追求して、 それ はタチ ガイ だ 

という 結論に 達する。 彼 は 『紀伊 続 風土記』 に 「タチ ガイ、 一名 トリ ガイ。 タイ ラギ に似て 幅せ まく、 長さ 七、 

八寸。 冬より 春に いたりて 食用と す」 ると 見える 記事 を 挙げて、 その上に 紀 州新庄 村の タチ ガイの 絵 を 描いて い 

る。 それ をみ ると、 タイ ラギ に似て 鳥の クチ パシ のよう な 形の、 色の 黒い 貝で ある。 

しかし、 タチ ガイ も タイ ラギも 三十 センチ 以内、 月日 貝 は 十二 センチぐ らいで ある。 これで 一匹の 猿、 もしく 

は 猿の 名 を 負う 人物が 溺死す るだろう かとい う 疑問が 湧く。 


99 シ ヤコ 貝 幻想 


たまたま 私 は 饒平名 浩太郎 氏の 『沖繩 農民 史』 を 読んで いて、 つぎの 箇所に つきあたった。 

謝 数、 謝 名、 安謝、 与 謝、 古謝、 謝 花 等の 謝 は、 海岸に 多い 地名で、 しゃこ 貝 をァザ 貝と 唱える のと 関連す 

ると 説明され る。 

この 箇所の 文章 は、 私の 想像力 を 大きく 刺戟した。 八重 山 出身の 言語学者 である 宮良 当壮の 『八重 山 語 *』 を 

ひもといて みると、 シ ヤコ 貝 はァザ ガイと か ァシケ ー と 呼ばれて おり、 ほかに ギ ー ラ ー、 ギラ などの 呼称 を もつ 

ている、 と ある。 

ブ ごこで 私 は沖繩 旅行 中、 シ ヤコ 貝の こと をギラ という 方言の ほかに、 なに か 呼ばない かとたず ねて 7^ た する 

と 「アジ クャ」 という ことばが かえって きた。 r ァザ キヤ ー」 とか、 「ァザ 力 ー」 という 人 もいた。 

なる まど、 と 私よ 合点した。 阿邪訶 というの はシ ヤコ 貝に ほかなら なかった の だ。 沖繩 では、 シ ヤコ 貝 をァザ 

力 ー と、 濁って、 アサ 力と 清音に はけつ してなら ない。 その 理由 は 明確で ある。 ァザカ ー のァ ザと いうの は 十字形 

の ものに つける 名称 だからで ある。 ァザは アジと もァゼ とも 変化して 呼んで いる。 日本 本土で もァゼ 倉作りの ァ 

ゼゃ 田んぼの ァゼ にこの 名が のこって いる。 また ァザ ナウの ァザ もそう である。 シ ヤコ 貝 をァザ カイと いうの は、 

その 貝の 二つの 殻の 縁が ノコ ギリの 歯の ように 交錯す る (ァ ズィ ュル) からで あると されて いる。 阿 邪 ー訶と 阿坂 

と を はっきり 分けて 考えるべき である こと は、 これで も 納得が ゆく。 私の 推測の 結論 はこう だ。 

インドネシア 系の 南方 説話 を もった 人た ちが 沖繩 をと おって、 黒潮の まに まに 日本 本土に 定着した。 それの 経 

路は もはやた しかめる すべ はない。 しかし 伊勢の 海岸に きた こと は 確実で ある。 なぜなら それ は インドネシア 系 

の 説話 だけでなく、 沖繩の 方言まで もが 持ち こまれて いるから だ。 
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その 説話と いうの は、 猿が ァザカ (シ ヤコ 貝) に 手 を はさまれて 溺死 するとい う ものにすぎ なかった。 しかし、 

シ ヤコ 貝 を 呼ぶ ァザ 力と いう 方言の 意味 は、 いつしか 分から なくなった。 そこで ァザカ は その 説話 を もってき た 

人び との 住む 海岸で あると いう ことにな り、 その代わり (タイ ラガイ を 思わせる) ヒ ラブ 貝 を 新しく 登場 させた。 

阿 邪詞は 地名と して 本居宣 長が いうよう に、 海岸 部から 山の ふもとまで ふくむ ことにな つ た。 

宣長は 比 良 夫 貝と いう 名から 平生と いう 地名が 生まれた ので はない かとして いるが、 私 はァザ 貝から 阿 邪訶の 

地名が 生まれた と 考える ので ある。 本土に はみ かけない 貝に まつわる 説話 を 携えて きた 南方 人が 住みつ いたの は、 

日本に 天皇家 を 中心とした 神話が 形成され たはる か 昔の ことで あり、 その 昔話に は 原形が いつ しか 失われて、 

『古事記』 に 見る ような 話に 変貌した ので ある。 

江上 波 夫 氏 は 意味 不明の 地名 を 重視すべき こと を 述べ ている。 それ は 地名が 他の 固有名詞と 比較しても つ とも 

変化し にくく、 それだけに 民族 移動の 痕跡 をの こして いるから である。 このよう にして、 阿邪訶 という 単語が み 

ちび き 出す 意味 は 少なからぬ ものが ある。 なぜなら 天皇制 国家 形成の はるか まえに、 南方から 渡来した 人び との 

足跡 はすで に 三重県にまで 及んで いた ことが 明らかにな つたから である。 そして 天皇制 国家が いかに 庶民の 伝承 

をみ ずからの 神話の 権力 構造の なかに 再組織す る こと を はかろう とも、 包摂し 切れない 肝心の 部分 はの こる こと 

を 示して いるから である。 

浦 島 伝説 をの こす 与 謝 半島 も その 地名 はシ ャ コ 貝と 関わりが あるの かもしれ ない。 

沖繩 では シ ャ コ貝 はあり ふれた 貝で ある。 御嶽に ゆけば 神聖な 木で ある クバ の 木の 根 もとに シ ャ コ 貝の 殻が お 

いて ある。 それ は ァザカ ー の 貝殼の 十字の 形が 魔除けになる からだ。 沖 繩の町 や 村で 江戸前の 寿司 を 注文す ると、 

シ ヤコ 貝のに ぎり を まじえて もってくる。 それ は 強い 匂いが して 嫌いな 人 も あるよう だが、 本土で は 味わえない 

風味 を もつ ている。 
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私の 聞いた ところでは、 シ ヤコ 貝 は 伊勢 志 摩の 海で はとれ ない。 阿波の 南の 海で 二十 センチ 位の 小さい ものが 

たまに とれる 位 だとい う。 土 佐の 西で は 伊予との 境に ある 沖の 島の 海底から いくらか 発見され ると いう 記事 を 読 

んだ ことがある。 この 沖の 島 は、 兄妹が 夫婦に なって 島の 創立者と なった という 南 島に 多い 兄妹 相姦の 伝承 を、 

すでに 『今昔 物語』 のなかに 伝えて いる 島で ある。 いずれにしても 南 島で は 日常め ずらしくない 貝で あるのに、 

シ ャ コ貝は 本土で はなじみ がう すい。 

ここで シャ コ貝 についての 一 般 的な 知識 をみ てみ よう。 「しゃこ 世界最大の 二枚貝で シャ コ ガイ ともいう。 

沖繩 付近から 南方の 熱帯の 海に 産す る。 全体 扇 状で 五本の 放射 状の 隆起が ある。 大きい ので は 長さ  一 メ ー トル、 

重さ 二百 キログラム を 越す という。 貝殻の 表面 は 淡 灰 かつ 色で、 内面 は 白く 光沢が ある。 貝柱 は 一 つ 大きい のが 

ほぼ 殼の 中央に ある。 肉 は 青、 緑、 あいな どで 美しい。 サン ゴ礁 などに すみ、 口 を 上に あけて いるので、 うつか 

り 足 を 突っ込んだり すると 締めつ けられて たいへんな ことになる。 小さい ものの 肉 は 食用に する。 貝殻 は 水盤 や 

置物な どに される」 (平凡 社 版 『国民 百科事典』 より。 傍点 引用 者) 

シ ヤコ 貝 は 沖繩の 珊瑚礁の 海 を 好んで 棲んで いる。 青く 透明な 礁 湖の 底にまで 太陽の 光線が 射し こむ とき、 そ 

の 光線 は 波の ゆらめきに つれて 水の 炎の ように もえあがる。 猿 田彦の 溺死した とき、 海水が つぶた ち、 あわさい 

たという の も、 底が 透明な 海の 感覚で ある。 この 説話 は、 海の 竪琴の ように 口 を 開いた シ ヤコ 貝が 奏でた 物語で 

ある。 

私 は 沖 繩の村 や 町 を あるいた とき、 シ ヤコ 貝の 殻が 風に 鳴る 幻聴 を ときたま 聞いた。 阿邪訶 という ことば も、 

この 空に なった シャ コ 貝の ひとつな ので ある。 
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私が 島根 半島に ある 加 賀の潜 戸 をお とずれ たの は、 美 保 神社の 青 柴垣 神事の あくる 日の 風の 強い 日であった。 

海が あれて 舟が 出せぬ というの を、 ようやく 頼み こんだ。 私の 傭った 舟が 岬 近くまで すすむと 洞窟が あらわれた。 

旧 潜 戸で ある。 賽の河原と 呼ぶ ところが その 潜 戸の 奥に あり、 地蔵 を まつって いる。 

その さきに 新 潜 戸が ある。 これが 『出 雲 風土記』 のなかで も 昂揚した 文章で つぎのように 描かれて いる 洞窟で 

ある。 

佐太大 神の 生まれた場所 である。 この 神が 生まれよ うとした ときに、 親 神の 弓矢が なくなった。 そのと き、 

母 神の キサ カイ ヒメが 祈願 を こめて、 〈自分の 生んだ 子が 正しく 夫 神で ある 麻須羅 神の 子であるなら、 なく 

なった 弓矢よ 出て こい〉 といった。 そうすると、 角の 弓矢が 水の まに まに 流れて きた。 そこで 母 神 はこれ を 

とって 生まれた ばかりの 佐太大 神に 示して 〈これ は 亡くなった 弓矢で はない〉 と言うと 投げ捨てて しまった。 

すると こんど は 金の 弓矢が 流れ出て きた。 それ を 待ち受け てとり 〈暗い 岩穴で ある ことよ〉 と 言って、 その 

金の 弓に 金の 矢 をつ がえ て、 暗い 岩穴 を 射て 貫通 させた —— その 時 あかあかと 光り かがやいた。 

私の 乗った 舟 はたやす く 潜 戸に 近づけない。 洞窟の なか を 潮流が 烈しく うずまいて いるの がみえ る。 岩角に 突 

き あたる と 舟 は 砕けて しまう。 潜 戸の 西の 入口から 東の 入口が 見と おせる 地点まで きたと きに、 私 は あらたな 発 

見 をした。 東の 入口の その さきに 小さな 島が みえる の だが、 その 島に も 東と 西の 両側に 穴が あいてい るの だ。 そ 

こで、 潜 戸の 西の 入口の 手前から みると、 潜 戸の 東の 入口の その またむ こうに 小島の 洞窟 を 見と おす ことが 可能 

なの だ。 その 小島 は 的 島と いうと 船頭 は 答えた が、 その 名のし るすと おり、 それ は 黄金の 弓矢の 的になる 島 だつ 

たの だ。 加 賀の潜 戸と 的 島の 洞窟と がー 直線に 並ぶ、 そこに 太陽の 光線が 東の 方から 射し こむ。 これ を 知った 古 


代人 は、 加 賀の潜 戸の なかで 佐 太の 大 神が 誕生す る 物語 をつ くった。 

島根 半島の 日本海に 面した ところ は 浦と 呼ばれる。 この 浦に は 洞窟 は 多い が、 二つの 洞窟 を 見と おせる ような 

自然の 配置 は ほかに はない。 それ は 古代の 出 雲 人 を 驚歎させる に 足りる ものだった。 この 発見 はこれ まで 誰も 指 

摘して いないので いささか 私 を 得意がらせた。 

この 同窟 こ， は 母 神で ある キサ ガイ 姬を祀 つたと あるから、 これ を 母子 信仰と みる こと はでき るが、 その 夫の マ 

スラ神 を 太陽神と 考える と、 キサ ガイ 姫 は それに 仕える 日の 妻であった ことになる。 とすれば 加 賀の潜 戸 は 太陽 

の 子が 誕生す る 「太陽の 洞窟」 に ほかなら なかった。 黄金の 弓矢が 洞窟 を 射通す と は 神人 交媾 を 意味す る もので、 

それが 可能な 自然 を 舞台に して、 太陽神に 奉仕す る 巫女に よって、 そのような 儀式が おこなわれ ていた ことが 想 

像され る。 そして 私 は 二つ の 洞窟が 一 直線に 透けて みえる、 という ことから ュ リシ ー ズ (ォデ ュ ッ セィ) が イタ 

力の 島に たどりついて、 十二の 斧 を 一列に すえ、 その 斧の 目 を 一矢で 射通した という 物語 を 思い起こ すので ある。 

この ュ リシ ー ズ の 漂泊と 苦難の 物語の なかの 鷹に まつわる 部分 は、 日本で は 有 岐ゃ宮 古 群島の 離島で ある 水納島 

に 百合 若の 伝承と して 伝えられ ている。 これ を 偶然の 一致と みなす かどう か は 断定で きにくいが、 天 若 日子と 聖 

. 書に みえる ニム ロッドの 矢との 酷似が 指摘され ている ところから みても、 私の 注目 を 引く。 

加 賀の潜 戸で 生まれた 佐 太の 大神 は、 今 は その 誕生 地から はなれた 内陸に 祀られ ている。 佐 太 神社の まえの 小 

想 川 は iJii につう じ、 漁船 も 停留して いるから、 佐 太と 海との 関係が 切れて しまった わけで はない。 それ どころ か、 

§ 佐 太 神社 は 漁民の 尊崇の すこぶる 篤い 神社な ので ある。 神 能 「佐 陶」 にも 竜神 や 美 蛇の 話が 出て くるが、 これ は 

ャ 竜宮の 使いで、 毎年 時 をた がえずに、 尺 余の 竜 蛇が この 神 在の 浜 (佐陁 浦) に 波の 間から すがた を あらわす と 信 

じられ てきた。 そこで この 浦に は 板 橋 氏と 名乗る 社 人が 居住して いて 藩から 食禄を 受けて、 竜 蛇 上げの 職 を 奉じ 

3  、 

I ていたと いわれて いる。 十一月 二十日から 二十 五日までの 神 在 祭に は、 神職 は 佐 太 神社から ニキ 口 はなれた 山上 
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で 船の 形 をつ くり、 それ を 海に むかって 送り出す 儀式 をす る。 旧の 四月 三日に も 神 池で 舟 出の 式 をお こなった。 

これ を みれば、 この 神社が 誕生 時の 海との つながり を 濃厚に もちつづけ ている ことが わかる。 そして 火難 水難の 

まじない となる 竜 蛇の 形 は、 背 黒く 腹 黄に して いわゆる 天地 玄黄の 相 を あらわし、 長さ 尺 二、 三寸から 尺 六、 七 

寸に 及ぶ もの も あり、 尾 は 剣先 形で、 佐 太 神社の 神紋 である 扇 を あらわして いると されて いる。 

この 竜 蛇 はけつ して 象徴的な もので はない。 神職の 朝 山 氏の 話で は、 十一月の 下旬のお 祭りの ころに は、 出 雲 

の 海岸で いつも 海蛇が とれた ものである という。 その 海蛇 は 生物学者の 話で は 沖繩の 海蛇と そっくり であると い 

うこと である。 あるいは 久高 島の 海蛇な ので あるか、 それとも 異なった 海蛇な ので あるか 判断 はっきに くいが、 

ともかく、 セ グロ ゥミへ ビ が沖繩 あたりから 黒潮に 乗って 出 雲の 海岸まで たどりつい たこと はまちが いない。 

この 佐 太 神社の 神紋 である 扇が 沖繩 でもつ とも 神聖で ある クバ の 葉と そ つ くりで ある こと も 南方との つ ながり 

を うかがわせ るのに 足りる。 この 扇 を神紋 にした 佐 太 神社との 関係が ある 神社 は 出 雲の 海岸に 御津と 千 酌の 一 一 力 

所 あり、 美 保 神社 も 青 柴垣 神事で は クバの 葉 を かたどる 扇 をかざる。 

さて、 黒潮に 乗って くる 蛇で あるが、 私 は 神職の 朝 山 氏に、 

「海 を 光して 依り 来る 神、 と 『古事記』 にある の は、 海蛇で ないかと おもう のです が」 

と 質問した。 すると 朝 山 氏 は、 

「そのと おりなん です。 夜に 海蛇が 海の 上 を やってくる とき は、 金色の 火の玉に みえる と 漁師た ちはいい ます。 

その 金色の 火の玉 を 掬って 海蛇 を 捕る のです」 

と 答えた。 火の玉に みえる というの は、 海蛇が 発光体 を 備えて いるので あろう か (『世界 大 百科事典』 によると 

「えらぶ うなぎ」 も 「うみへび」 も 体 色 は 黄と 黒で 尾 は 縦に 平べ つたい ォ ー ル状 なので ある。 この ォ ー ル 状の 尾 

が 扇に 見立てられ たので ある)。 記紀の 記事 はたんなる 文 辞で はな か つたので ある。 
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美 保 神社の 境内の 一 屋に 掲げて ある 「神 光照 海」 という 扁額の 文字 は 『書 紀』 のなかの 『神 光照 Js、 忽然 有 二 

浮 来 者 一」 をと つた ものである。 「神し き 光海 を 照らして」 というの は、 蛇の こと を 指して いるので あるが、 美 保 

神社に なぜ それが さりげない 形で 掲げて あるの か。 私に は 深い 意味が あるよう な 気がする。 

たちまち  く 

さて、 その 「忽然に 浮かび 来る 者」 はォォ ナム チの 幸魂奇 魂で、 大和の 三輪 山に 住みたい と 希望 を 述べた と あ 

る。 三輪 山の 神の 大物 主が 蛇 神で ある こと は 記紀の 他の 箇所に 語られて いる。 これによ つて、 出 雲の 海 を 照らし 

てより 来る 神が 蛇であった という 裏 づけが 得られる。 さらに 『垂 仁紀』 に は ホムチ ヮケと 出 雲の 肥 長 比 売が 婚ぃ 

したが、 ホム チヮケ がみる と 蛇だった ので 逃げ出した。 そこで 肥 長 比 売が 「海原 を 光して 船より 追い 来たりき」 

となって いる。 ヒ ナガ ヒメの ナガ は 蛇 を 意味す る こと は 歴然とし ていて、 これ も 海蛇の たぐいで あつたと 知られ 

る。 しかも ホムチ ヮケが アジ マサの 長穂宮 にいた という ことから、 ァザ マサ、 すなわち クバの 葉との つながりが 

ここに みられる ので ある。 佐 太 神社に 祀られ る 竜 蛇の 尾が 扇の 形 をして いるの は 扇と 蛇との 伝承が 一 体と して 南 

島から 伝わ つたこと を 物語って いる。  > 

佐 太 神社と 南方との つながり は それだけに とどまらない。 『懐 橘談』 によると、 神代に 毛 胡 利 国の 鬼 どもが 攻 

めて きたが、 この 国に はィザ ナギ、 ィザ ナミの 二 神が いるので 上陸で きない。 諸 神 はどう かして その 鬼 ども を 討 

とうとし、 にわかに ィザ ナギ、 ィザ ナミの 二 神が 崩御した と 触れ まわって、 この 佐 太に 葬る まね をした。 葬りの 

烟を鬼 ども はみ て、 この 国の 主神が 死んだ からに は 恐れる もの はいない と、 船から 飛び降りた ところ を 神々 は 飛 

びか かって 切り伏せ、 射 伏せした ので、 鬼 ども はみ な 逃げ かえった。 生け捕った 鬼の 八十 八 匹 をィザ ナギ、 ィザ 

ナミの 二 神 は 眼の まえに 引きす えて、 もし 自分に 帰服したならば 命 を 助ける といった。 鬼た ち は ひどく よろこん 

で、 命 を 助けていた だいたら、 この 国の 守護神と なること を 二 神の まえに 誓約した。 のちに は、 その 形 を 板に 刻 

んで 社頭の 四面に 立てて おいた。 八十 八 人の 早 人と いうの がそう である。 天下に 凶怪が あるときに はかならず 早 
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人の 像が さわぎ 社殿から 落ちた ので、 これ を 「早 人が 飛んだ」 といって 人び と はお それた。 

早、 よいう まで もな く 隼 人な ので ある。 隼 人 像 は 高さ 四 尺ば かり、 幅 一尺 二、 三寸、 厚さ 三寸 あまりの 板に、 

正面向き や 側面 向きに 刻まれた 剣 を もつ 神 像で ある。 この 製作の 起源 は 分からな いが、 よほど 古く、 室町 時代の 

頃まで は 「早 人 御供」 といって、 これが 神異を あらわす こと を 畏敬して、 とくに、 御供 を献 じた こと も ある。 読 

びと し ら ず 

人 不知の 歌に 

いその 古き ためし をき くま まに 早 人 さわがぬ 御代 ぞうれ しき 

(4) 

と あるの は、 この 伝承 を ふまえた もの だ。 

朝 山 氏の 話で はこ の 隼 人 像 は 今 神殿に 祀られ ている が、 判明し がたいまで に 見る かげ もな くな つてい ると いう- 

ここで、 隼 人の 狗吠を 想起す るの は 当然で ある。 ホス セ リノ ミコト (海 幸) がヒ コホホ デミ (山 幸) に 命乞いし 

た。 そこで ホス セ リノ ミコト の 子孫の ハヤ ト たち は 宮門を 守って 元日 即位の 儀 や 外国 使臣の 入朝の 際、 あるいは 

践酢 大嘗の 日に 吠 声 を 発して 邪 霊 を 退ける 役に したが つ た。 伴 信 友 は狗の 仮面 をした 隼 人の 像が 大和の 添 上郡奈 

保 山の 元 明 天皇の 陵 (この あたり を大奈 閉山と いう) 辺に 立って いる こと を 報告して いる。 隼 人が 狗の 仮面 を か 

、お つ て 宮墻を 守った のに なぞらえ てこの 陵墓に 立てた もの だとい う。 これ は 佐 太 神社のば あいとお なじで ある。 

わざお ぎ 

『書 紀』 の 一 書に よると、 ホス セ リノ ミコト はヒコ ホホ デミ ノミ コトに 「これから さき は 自分 は あなたの： 優と 

なる」 と 誓った と ある。 そして ふんどし ひとつで、 朱色 を 手のひら や 顔に ぬって、 爪先 立ち、 足 を あげ、 腰 を ひ 

ねり、 手 を ひらひら させて、 溺死の さま をして みせる ようになった という。 こうした 隼 人の 舞いの 所作 は、 冒頭 

に 論じた サル タヒコ が 溺死す る さま を 想像 させずに はおかない。 
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ここにお いて われわれ は 伊勢と 出 雲と が 意外に 近い こと を 知る ので ある。 佐 太 神社の 祭神 は ィザナ ギノミ コ ト 

と 佐太大 神と なって いるが、 サル タヒコ 神と もい われて いる。 サタが サルタ につう じる こと は 多くの 例証が ある- 

して みれば サ  ルタヒ  コ の 伝説 は 日本列島 を 北上す る 黒潮が 一 方 は 対 馬 海流と なって 日本海 海岸 を 洗い、 他 は 太平 

洋岸を 洗った という ことの 証左に ほかなら ない ので ある。 
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サル タヒコ の 語源に つ いて はさま ざま あるが、 私が 宮 古島の 祖神 祭のと きに みた 「サ ダル 神」 に 由来 するとい 

う 確信 は 今 も 捨てな いでいる。 祖 神に 扮 した 神 女た ちが 行列 をつ くって 山から 降りて くると きに、 先頭に 立って、 

ながい 木の 杖 を もつ 老婆 をサ ダル 神と 地元の 狩 俣で は 呼んで いる。 この 老婆 は 木の 先につ いた 枝葉で 地面 を 叩き 

ながら 神 女の 列 を 誘導す る。 地面 を 叩く 所作 は 土地の 悪霊 を しずめる のが 目的で ある。 この サ ダル は サルタ また 

はサタ という 語に 転換す る こと を 伊波 普猷は 指摘して いる。 日本 各地に サタの 岬が あるが、 これ も 海に むかって 

ながく 突き出し たか つ こうで ある。 

宮 古の 祖神 祭の 例で 分る ように、 サ タル 神 = サルタ 神の 職能 は、 土地の 悪霊 を 鎮めながら 道案内 をす る ことで あ 

る。 サルタ ヒコが 土地 神の 一面 を もってい るの は、 こうした 理由に よる。 たとえば 家 をた てると きと か 地鎮祭 を 

する ときには、 伊勢で は 宇治土公 さんのお 札 を もらう といって いる。 「土 公」 という 言葉から して、 土地に 縁が 
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ある 語で ある。 宇治土公の 祖先 神 はサル タヒコ となって いる。 これ は 伊勢ば かりで ない。 伊勢の さらに 南に あた 

る 志 摩の 磯部に も サルタ ヒコの 森が ある。 サルタ ヒコが 倭 姫 命と 出会った から そこ を 合 坂と 呼ぶ という。 また サ 

ル タヒコ がその 土地 を 開いて 家 をた てはじめ たという 伝承 もの こって いる。 坂 合の つづ まった のが 堺 である。 サ 

ル タヒコ がその 神であった ことが これで 示される。 そこ はもと 伊勢へ ぬける 街道す じであった。 ここで も 地鎮祭 

や 家の 棟上げの ときの ために サル タヒ コ の 森の 土 を もっていく。 

だからして サル タヒコ を 猿の 面 をした 鼻高く 頰 あかき 神 だとい う ふうに 考える 必要 はない。 では どうして サ ル 

タヒコ にそうした ィメ ー ジが附 加され たかと いえば、 サル タヒコ のサル にこ じつけ たためで ある こと は 言う まで 

もない。 

しかし サル タヒコ がと くに 伊勢に 関係が 深いと おもわれ たの は、 たんなる 言葉の 符合からで なく、 猿が 日 神の 

使いと みなされる 民間 信仰が あった ことと、 サルタ ヒコが 伊勢の 阿邪訶 にいた とき、 ヒ ラブ 貝に 手 を はさまれて 

おぼれ 死んだ という 『古事記』 の 中の 説話に よると ころが 大きい。 サルタ ヒコの 溺死の 説話に ついては、 私 はす 

でに r シ ヤコ 貝 幻想」 の 中で 見解 を 述べた ので、 ここに はくり かえさない。 私の 所論の 核心 は 阿邪訶 という 地名 

はもと もと 沖 繩でシ ヤコ 貝 を 意味す るァザ 力—、 アジ クャ などに 由来 するとい う ものであって、 一切の 地名 や 固 

有 名詞 を剝奪 すれば、 サ ルがシ ヤコ 貝に 手 を はさまれて 死んだ という 単純な 事実 を 述べた にすぎない、 という も 

ので ある。 したが つ て それが 伊勢の 阿 邪訶を 舞台に したと いう こと はとく ベ つ の 意味 もない と 私 は 考える。 

鳥 越 憲三郎 氏 は 『伊勢神宮の 原像』 の 中で 「猿 田彦大 神の 国」 があった とし、 ァザカ 国の 守護神と して 猿田彦 

大神は 信奉され たと 言 つ ている が、 これ は 後世に 起った 信仰 を 古代に さかのぼらせた 想像と いうべき であろう。 

また、 倉 塚 曄子氏 は 雑誌 『文学』 に 掲載した 「伊勢神宮の 由来」 の 中で r サルタ ヒコが 皇祖 神の 鎮座 地と なる ベ 

き 五十鈴の 川上 をう しはいて いた」 とする の は 宇治土公の 根拠地と サ ルタヒ コ をと りちが えてい るので はない か * 
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また サルタ ヒコの 溺死の 説話 は 「隼 人 舞の 起源 説話 同様、 磯部 を つかさどる 宇治土公の 服属 儀礼 説話に ちがいな 

い」 と 述べて いる。 私 は 記紀の 伝承 を 儀礼の 点から みていく 見方に 共感と 不満 を もつ。 演戯 を 強調す るの は 結構 

だが、 そこにと どまる と 多くの ものが 脱落す るので ある。 倉 塚 氏が、 「この あたり (注 11 ァザ 力) は、 江戸時代 

すでに 海から 相当へ だた つていた が、 古代に は 海岸線が かなり 内陸まで 入り こんでいた ことが 考古学 的に 推測 可 

能で ある」 というの は、 鳥 越 氏が 「現在の 阿坂の 丘陵の すそに ある 神社から は、 海岸線まで 最短距離 でも 六 キロ 

メ I トル は ある。 浜辺に 祭られて いる 神で あれば、 海との 関係 説話が 生じても よいが、 それほど 奥地に ある 神が 

貝に 手 を はさまれ、 海に 溺れた という 説話 はお かしい。 もちろん 昔 は 現在よりも 海岸線が 後退して いたか もしれ 

ない が、 海岸線に 近い いくつかの 弥生 遺跡の 分布 状態から みると、 それ もさした る 変化で はない。 ただ 松阪 市の 

東部が、 櫛 田 川の 流す 土砂の 堆積で、 後世 ひろがつ ただけ である」 と 述べて いるのと 真 向から 矛盾す る。 私の 調 

ベた ところでは lIK 越 氏の 所説の 方が 事実 を ふまえて いるので ある。 さらに はまた 川 添 登 氏 は 雑誌 『文学』 で 『倭 

(2) 

姫 命 世 記』 の 中に ある 阿佐 鹿の 悪神が サル タヒコ である こと は 疑問の 余地がない、 としてい る。 .d 田 宗睦氏 や 鳥 

越 氏 も 同様の 見解 を 述べて いるが、 しかし なぜ この 悪神と サルタ ヒコを 同一視し なければ ならぬ か、 私に はまる 

(3) 

で 合点が いかない。 

これら 諸家の 説 は、 サル タヒコ に関する 記紀の 中の 記事 を 深よ みした ことから 起った ものである。 そこで 私の 

考え を まとめて みると、 サル タヒコ はもと サ ダル 神、 つまり 先立って 道案内す る 神で、 土地の 悪しき 精霊 を 鎮め 

る 能力 を もった ものであった。 だから それ は 男で も 女で もよ かった。 サ ダル 神が サルダ 神、 あるいは サタの 神と 

いうよう に 音韻 を 転化させる と、 サ ル の 語から 猿が 生まれて くる。 一 方で は 猿が シ ャ コ 貝で 手 を はさまれて 溺死 

するとい う インドネシア 系の 説話が、 はるばると 南方から 伝播して 伊勢 志 摩の 海岸に たどりつく。 この 二つの も 

のが むすびつく ときに、 サルの 面 をした 先導 神が、 貝に 手 を はさまれて 死ぬ という 一貫した 説話と なって 伝えら 
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れる ことにな つた。 一方 サルタ ヒコが 宇治土公の 祖先 神と された の は、 先導 神で あり、 同様に 土地 神の 機能 を も 

兼ねてい るからで ある。 

サルと 貝の とりあわせ は 『出 雲 国 風土記』 の 中で 佐 太の 大 神が キサ貝 ヒメ を 母に して 生まれた という 記事に も 

見る ことができる。 キサ 貝と は 赤貝の ことで ある。 そうして 佐 太 神社の 祭神 はィザ ナギノ ミコト とされて いるが- 

サルタ ヒコ神 を まつる ともい われて いる。 また 『奄 美に 生きる 古代 文化』 を 書いた 金 久正氏 は、 奄美 では 「ゲン 

モン」 (猿に 似た 怪物) がキブ 貝に 手 を はさまれ たという 伝承が あると し、 まえに は キブ貝 (アツ ケへ ともいう) や 

ャクゲ (夜光 貝) などの ような 大きな 貝 もた くさん いた ものと 思われる、 と 述べて いる。 夜光 貝はシ ヤコ 员 に 似 

た 貝で ある。 

さらに 奄 美大 島に iM えられた ユング トウと 呼ぶ 古 謡の 中には 子どもの うたう 童謡の 一 つに、 「汐 は沙は 満ち 

(4) 

人び と は 行く しゃこ 貝に 喰 えられて 鴉の 仔が 泣き わめいて」 というの が ある。 これら を みれば、 猿が シャ 

コ 貝に 手 を はさまれる という 説話 は奄 美大 島まで は 北上して いると みなければ ならぬ。 しかし 日本 本土に はシ ャ 

コ貝 はごく 小さい ものが 例外的に 土 佐の 沖 あたりで 育つ だけであって、 伊勢 や 志 摩の 海で は 見かけない。 それが 

伊勢に のこる の は、 南方 渡来の 伝承と みる ほか はない。 

こうした 伝承が いっから 伝わ つ てきた もの か 知る こと は 不可能で あるが、 雄 略 帝が 伊勢の 三重の 采 女の 落度 を 

とがめて 斬ろうと したと きに 歌 をた てまつつ たという 『古事記』 の 故事が あって、 それ を 「あま 語り」 と 呼んで 

いるよう に、 伊勢に はこうした 説話 をかず 多く  口承す る 海人の 集団が あつたと おもわれる。 その 一 っはナ マコの 

口 は なぜ 裂けて いるか を 説明す る 説話であろう。 天の 宇受 売の 命が サルタ ヒコを 送った のち、 海の 魚 を あつめて 
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天つ 神の 御子 へ の 忠誠 を 問うた ときに、 ナ マコ だけが だま つていた。 そこで ァメ  ノウ ズメは 「こ の 口 や 答えぬ 口」 

といって、 钮 小刀で ナ マコの 口 を 裂いた という。 そこでい つも、 志 摩の 国から 速贄を 朝廷に ささげる ときに、 ァ 

メ  ノウ ズメ  の 子孫で ある 猿 女に ナマ コを たまう ので ある、 と 『古事記』 は 述べて いる。 これ も 明らかに 海人が 伝 

えた 話で ある。 この 中に 出て くる 「紐 小刀」 はもぐ り 海女が 海底の ァヮビ を こじ あける ときに 使う 小刀 を 私に は 

連想させる。 海女 は 身に 腰巻 または 襌 状の もの をつ ける だけで あるが、 海に もぐる ときに その 紐に 小刀 を 差す。 

紐 小刀と はお そらく それ を 言つ たもので あろう。 

また 「島の 速贄」 という 成語が あった ことから も、 志 摩の 海女 集団と 朝廷 や 伊勢神宮との 密接な 関係が うかが 

われる。 速贄は 初物と 解す る 向きが 多い が、 「あま はせ つかい (海 部 配 使丁)」 という ことばの 起り を 考えて みる 

ときに も あてはまる ように、 いそいで 生鮮 食料 を はこんだ ことが 「はやに え」 の もとの 意味だった。 沖繩 でも 糸 

満 漁夫の 家の 女た ち は そのよう に はやい 足 どり で 魚 を 那覇の 市場まで はこぶ すがたが 先頃まで みられた。 さらに 

『倭 姫 命 世 記』 に は、 伊勢神宮に ノシァ ヮビを 献上す る 「湯 貴の 潜 女」 の 話が 出て くる。 この 慣例 は 今に つづい 

ている が、 「湯 貴」 という 語 は大嘗 祭の ユキ • スキを おもわせる。 

ここにお いて 宇治土公の 先祖が 磯部 氏で あると いう ことが 犬き く 問題に なって くる。 というの も、 安曇 族に 統 

率され た 海 部が 西日本に 主として 活躍した ように、 磯部 は 多く 東 日本に 活動した 海人の 集団で あり、 その 本拠 は 

伊勢に あつ たと されて いるから である。 

伴 信 友に よると、 はじめ ィサハ という 土地の 名 を 姓に した 一族の 部 民 を ィサハ 部と 呼んだ。 その 部 民の 住む 地 

方 もまた ィサハ 部と 呼ばれた という。 つまり はじめは ィサハ という 地名が あり、 やがて ィサハ 部と いう 地名 は 発 

展 する。 さて、 ィサハ の サハを 約め ると サ となる。 また サとソ は 親 縁の 音 だから、 ィサハ ベ— ィサべ —イソべ と 

変化す る。 志 摩 国の 磯部 ももと は 伊 雑と よんで いたのが、 のちに は 磯部と 呼ぶ ようになった。 しかし 伊 雑の 名 は 
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磯部に ある 尹 雑宮の 名に だけの こったの である、 としてい る。 こうして みれば 伴 信 友 は 志 摩の 磯部が 各地の 磯部 

(5) 

の 原点で あると 考えて いるよう である。 

ィサハ という 地名に ついて 思い起す の は ィサバ (五十 集) という 語が 魚市場 を あらわす ことで ある。 漁 をす る 

ところ も ィサバ である。 また ィサ というの は 鯨 を 指す 語で ある。 磯部の すぐ 近くの 青の 峯に まつる 十一面観音 は 

むかし 鯨に のって やって きたと 伝承され る。 的 矢 湾 は 深い 切れ こみが あるので、 その 湾の 中に 鯨が 入って きた こ 

ともあった にちがいない。 こうして ィサハ とか イソべ とかいう 語 は 魚携に 関係の ふかい 語で あると 私 は 考えて い 

る。 そこで サ ルタヒ コを祖 神と する 宇治土公の 先祖の 磯部 氏が、 これまで 見た ように 海人の あいだに 伝わる 説 を 

もちつづけた として —— その 一 つに サル がシャ コ 貝に 手 を はさまれて 溺死した 説話で あっても すこしも 不. E 然で 

はない。 あとで 見る ことになるが、 磯部に は 鶴の 穂 落し 伝説が 残って いる。 これ は奄美 ゃ沖繩 など 南 島に みられ 

る 伝説と おなじ ものである。 

このよう にしても なお、 天孫の 一 行 を 迎えた サ ルタヒ コが 「天神の 子は筑 紫の 日向の 高 千 穂の クシ フル 峯に到 

ります べし、 われ は 伊勢の 狭 長 田の 五十鈴の 川上に 到るべし」 と 述べた 『日本書紀』 の 中の 記事 を どう 解釈す ベ 

きかと いう 問題 はの こる。 猿が 伊勢 大 神の 使いで あると 信じられ たの は 皇極紀 の 四 年 正月の 記事に よ つ て 明らか 

であり、 日 神と 猿との 取り合せ は 諸外国の 例 を みても 動かしが たい。 そうした とき サルタ ヒコが 伊勢神宮の 所在 

地で ある 五十鈴川の ほとりに いく、 と 述べた こと はまこと に 納得され る ことであって、 そこに サルタ ヒコ大 神 を 

いっき まつる 氏族 を はじめから 想定す る 必要 はない とおもう。 伊勢 大 神の 使いが 天神の 子孫 を 迎え、 またもとの 

場所に かえって いったと すれば、 それです むこと である。 
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宇治土公が なぜ サル タヒ コを祖 神と したの か。 それ はサ ダル 神 (先立る 神) としての 土地の 悪霊の 折伏から 由 

来す る もので、 もともと 猿に は 縁の ない ものである。 しかし 日 神 アマ テラス を まつる 伊勢神宮が 創建され ると、 

猿 を 日 神に 配す る 海 彼の 説話が、 日本の 最高 神に もとり 入れられて サ ルタヒ コ に はとう ぜん 猿 神の おもかげ がま 

とい つけられる。 

折 口 信 夫 は 「さる」 という 語 は 「向う から 来る ことで ある」 とし、 「猿 女 君の さる も、 昔 を 持ち出す 巫女と し 

ての 職名で あつたので はない か」 と 言って いる。 なるほど 「夜 さり」 とか 「夕され ば」 というの は 夜 や 夕方が や 

つてく る ことで ある。 ァメ ノウ ズメ とナ マコの 話が 志 摩の 海女の 伝承であった ように、 ァメ ノウ ズメ を祖 とする 

猿 女 もまた 志 摩の 海人の 間から 出た 語部の 一 族 だ つた はずで ある。  ノ 

ただ 出 雲の 佐 太の 神で あるよう に、 はじめは 海辺に 突出した ミサ キ (サダ ル) 神であった ものが、 のちに は 出 

雲の 農民の 信仰 を 得て、 ィメ ー ジを 変える ばあいが 起って くる。 サは 古語で 日の 神 を あらわす から サタ といえば 

神 田 を 意味す る ことになる。 サルタ ヒコが 「伊勢の 狭 長 田の 五十鈴の 川上に 到るべし」 というと きに も、 神の 田 

としての サタ、 あるいは 猿 田の ィメ ー ジが こめられ ている とみる こと はでき よう。 

以上の ように 伊勢の サ ルタ大 神の 国が あつたと もお もえない が、 サ ルタヒ コを祖 神と する 宇治土公の 一 族が あ 

つた。 五十鈴川 沿岸の 農耕 地に 定着しつつ、 磯部 姓 を 名乗って、 伊勢神宮の 祭のと きに 玉串 を 用意す る 「宇治 大 

内 人」 や、 大 神に 奉仕す る 「大物 忌」 をた すける 宮守 物 忌 や 地 祭 物 忌と なって、 宮居の 宿直 や 地鎮祭 をお こなつ 

た。 ときには、 また 「戸 座」 といって 宮廷の かまど 祭に 奉仕す る 童子に もえら ばれた。 伊勢の 斎宮で は 度 会 郡 二 

う じ おおう ちび と  お はな 

見 郷の童 男 を 戸 座に した ことがある。 このように してた とえば 「宇治 大内人 無位 宇治土公 磯部 小 絢」 といった 名 

が 見られる の は、 宇治土公と サルタ ヒコの 関係が そのまま、 磯部と サルタ ヒコの 関係に おきかえる ことができる 

こと を 意味して いるよう に おもわれる。 冽 を 沖繩の 八重 山に とる とまず 五穀 は 竹 富 島の 西の 浜で、 海の 彼方の 二 
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ライカ ナイから 迎えられる。  、 ) 

この 五穀の 種 をく ばる 神 を 竹 富 島で は ハイ マ ヮリ、 ハイク バリの 神と 呼んで いる。 早 廻り、 早 配りの 神と いう 

ことで 「志 摩の iM」 の ハヤで も ある。 ところで 五穀 は 作った が、 火がない と たべられない というので、 二 ライ 

の 神から 火 を 手に入れ たという 伝承が ある。 そこで 以前に は 八重 山で は 子どもが 生まれる とすぐ 海岸に つれてい 

つて、 竹 富 島の 島影 をみ せて 拝ませる 習慣が あった。 磯部 氏の 童 男が 斎 王の 戸 座に えらばれ たという こと は、 火 

の 神聖 さと 穀物の 起源に ついて、 南 島の 海人 族との 深いつな がりが 秘められ ている 行事と 私 はおもう。 朝廷に 奉 

仕す る 戸 座のば あい も、 阿波、 備前、 備 中の 海 部から えらばれ ている。 そうした 海人 族の 背景 を もつ 伊勢 志 摩の 

磯部 氏が サルタ ヒコの 伝承 を もった えた。 地中海で は 春の 姫 神の ヴェニ ュスは 帆立貝から 誕生した が、 わが サル 

タヒコ の 神 はシャ コ 貝の 中から 誕生した。 この 海人 族の 説話 は 王権 を 主軸と する 古典 神話に 組み入れられて 本来 

の 出 自を毎 冥に した。 私たち は それ をもう 一度、 自然の 真只中に 還元して みる 必要 はない か。 


数年 前の ことに 属する が、 今 は 亡き 神話学 者の 筑紫申 真 氏に 案内され て、 鳥 羽から 磯部に かけて 歩いた ことが 

ある。 そのと きに 筑紫 氏が、 伊勢神宮の 末社 や 摂社は 百 十数 社 あるが、 磯部の f 雑宮 よりも 南に は 一 つもない と 

言った 言葉 を、 私 は 耳に 留めた。 

筑紫 氏に 会う まえに 私 は 「辺境の 神話学」 なる 一文 を 草して いて、 志 摩の 磯部の 役割 を 重視して いた。 そこで 

筑紫 氏の 言葉 は 聞き捨て ならぬ ものと 思われた。 渡 会 氏の 先祖の 天日 別命が、 熊 野の 方から 伊勢に やって きて、 

外宮の 近くの 高 倉 山に 住んだ というの は 『伊勢 国 風土記 逸文』 に 見える 記事で ある。 その 渡 会 氏の 先祖 は 磯部 姓 

を 名乗って いた。 

熊野灘 から 海上 を 渡って きた 海人 族 は、 地図 を 開いて みれば 直ちに わかる ように、 まず 的 矢 湾の 奥 ふかい 磯部 

の 地に 根 を 下ろした だろうと 思われる。 とすれば、 伊勢神宮の 摂 社と 末社が 磯部の 南に は 見当たらな いという こ 
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と は、 伊勢神宮の 勢力が 南下して 磯部の 地に 終わる とみる より は、 磯部 を 起点と して 北上した とみる ほうが 理に 

叶って いると 私に は 考えられた。 私が 問題に している の はもと より、 伊勢神宮が 国家 神と して 祀られ る 以前の 地 

方 神の 伝播に ついて である。 

伊勢神宮 という 国家 神が いきなり 出現した ので はなく、 その まえに 伊勢 • 志 摩 地方の 土着 神であった こと は 今 

は 通説に なって いる。 ただ その 場合 多くの 人た ちが 論ずる ように、 宮 川の 川口の 村に ある 土地 神 や 櫛 田 川の 川口 

付近に いた 磯部 氏の 神が その はじまり だ つ たという ので はなく、 さらに その まえ は 志 摩の 磯部 を 根拠地と して、 

そこから 櫛 田 川の ほとり ゃ宮 川の ほとりに 移住した こと を 私 は 強調した いので ある。 たとえば、 磯部の 伊 雑宮の 

御田 植祭 にうた われる 歌の 中には 次の ような ものが ある。 

志 摩の かなめの 伊 雑の 宮 はお 伊勢 さまへ と 末 ひらく 

かなめ 

この 歌 は 伊 雑宮を 本と し 伊勢 を 末と すると 言って おり、 志 摩の 伊 雑宮は 要の 役 を 果たし、 北の 伊勢に 末 ひろが 

りに なって いると いう 意 を こめて いる。 ここに は 明らかに 伊勢神宮に たいする 対抗意識が ある。 これ はどうい う 

ことであろう か。 『磯部 郷土史』 に 拠って 伊 雑宮と 伊勢神宮の 並々 ならぬ 関係 を 探って みる ことにする。 

二 

伊 雑宮は 足利時代の 大乱 後、 大いに 荒廃した。 遷宮 も 長く 行なわれず、 そこで 神殿の 復興 を 懇願して きた。 九 

鬼 氏が 志 摩 一 円 を 領土と して 伊 雑 宮の神 領をも 奪うよう になった ので、 寛 永 二 年に 伊 雑宮の 神人た ちが 不法 を 上 

訴 したが、 九 鬼 氏の 怒りに 独れ て、 五十 余人 も 伊勢 湾口の 神 島に 流される 事件が 起きて いる。 それでも 懲りずに 
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寛 永 十 年 (一六 三 三) に 幕府に たいして 神領 回復 を 申し出た が、 そのまま になった。 ついで 万 治 二 年 (一六 五 九) に 

は、 伊 雑宮の 神人た ち は 次のように 幕府に 訴え出た。 『倭 姫 命 世 記』 に、 伊勢神宮が 最初に 宮 作り をした 磯宮と 

あるの は、 伊 雑宮に ほかなら ず、 その後、 渡会宮 (内宮) に 移った の だから、 伊 雑宮は 内宮の 本宮 であると いう 

ものである。 伊 雑宮は 伊勢神宮の 別宮 であると されて いたのが、 本宮と 主張す る もの だから、 伊勢神宮の 方を大 

いに 刺戟した。 

このまえ、 伊雑宮 はいく どか 遷宮 造替を 申し出て いたが 許可はなかった。 寛 文 二 年 (一六 六 二) になって、 伊 雑 

宮の 造り 替えの 許可が 下った が、 伊 雑宮の 祭神 は アマ テラス 大 神ではなくて、 玉 柱屋姫 命と 伊 射 波 登 美 命で ある 

と、 強い 反対が 神宮 側から あった。 そして 別宮に 相当す る 規模に 縮小して 造営す る こと を 主張し、 遷宮のと きに 

は 内宮の 禰宜が 出向して 参 勤す ると 言った ので、 伊 雑宮の 神人た ち は 京都に 上り、 伊 雑宮は 天下の 宗廟と して 内 

宮 なみに 造替 遷宮 をされ るよう に 訴え出た。 だが 裁定 は 伊 雑 宮には 味方せ ず、 別宮の 規格で 造り 替え を 行なうよ 

うに 申し渡され たので、 磯部の 神 役人た ち は 造営の 仕事 をサ ボタ ー ジュ して 工事 は 進まなかった。 それだけ でな 

く、 伊 雑宮の 神人た ち 五十 余人が、 夜中 ひそかに 江戸へ 下って 寺社 奉行へ 訴え出た。 だが 「神慮 を 掠め、 謀略 を 

申 上 候 事 言語道断、 沙汰の 限り」 として 取上げられなかった。 そこで 寛 文 三年 (一六 六 三) 四月、 将軍家 綱が 日光 

東照宮へ 参詣した とき、 駒 込 王子で 直訴した が、 幕府 はかえ つて 訴人 四十 七 人 を 伊勢 志 摩 両国から 追放の 刑に 処 

した。 そのため 伊 雑宮の 神人た ちの 多年の 辛苦 は 水泡に 帰し、 乞食の 体で 流浪す る 破目に 陥った。 

重ねて 延宝七 年 (一六 七 九) に は 肥 前の 禅僧で ある 潮音が、 伊 雑宮の 神官の 永野采 女と 謀って 『旧事 大成 経』 と 

称する 偽 経 を 作り あげて、 伊 雑宮は アマ テラス 大 神の 本 宮 であり、 内宮 は 二 一一 ギノミ コト、 外宮 は ックョ ミノ ミ 

コ トと 言い ふらし、 五十鈴の 川上 は 磯部の 地で あると となえた。 

延宝九 年 四月に は 伊 雑宮の 神人で ある 中 村兵大 夫から、 「自分た ち は 寛 永 十 年 このかた 四十 九 年 も 訴えつ づ け 
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てきた。 どうか その 志 を 汲んで、 磯部の 神領を 返して いただき、 伊 雑宮の 追放され た 神人た ちを銜 赦免に なり、 

宗宮 宗廟で ある 伊 雑宮で 天下 泰平、 武運 長久の 御祈禱 をつ とめ しめられる ように」 と 願い出た が 聞き入れられず、 

人心 を 惑わす ものと して 『旧事 大成 経』 の 版木 はこ わされ、 残 本 は 没収の 憂目に あった。 

このと き 磯部の 総代であった 中 村 兵 大夫は 俗名 を 中 村 氏 信 成 平と もい つた ものら しく、 彼 は 磯部の 訴訟の ため 

に 奔走して いたが、 江戸から 帰る とき 伊勢の 宇治で 叔母の 家に 泊まって、 弁当に と 作って もらった のが 毒 団子で、 

とうとう 毒殺され たと 地元で は 信じられ、 それ を ほのめかす ような 観音 像 も 彫 まれて いる。 

今日で も 伊 雑宮の 御田 植 祭のと きの 歌に は、 当時の 事件 を 詠み 込んだ ものが ある。 また、 その 祭のと き 歌われ 

る ものに、 次の ような 歌 も ある。 

馬が もの 言うた 内宮の 馬が もとの 磯部に かえりたい 

この 馬 は 伊 雑宮に 献納され ていた 御馬の ことで、 生きた 馬と も 木彫の 馬 ともいう。 それが 明治 四 年に 伊勢の 内 

宮に 持ち去られて しまったので こうした 歌が できた と 地元の 人た ち は 噂して いる。 また 次の ような 別の 歌 も ある。 

磯部 伊雑宮 の 国中 柱 かけ し 額と て 伝えき く 

伊 雑 宮には 「国中 柱」 という 額が かって かかげられ ていた。 志 摩に 行幸され た持統 帝の 奉納と もい い、 推 古 帝 

の 勅額と も 伝えて いるもので 出自は 判然と しないが、 明治 四 年まで かかげられ ていた こと は 記録に よつ てた しか 

である。 このように 磯部の 人た ち は 伊雑宮 こそが 中心的な 存在で あると 固く 信じて きた。 
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伊 雑宮が 伊勢神宮 に 対抗して 謀 逆 を 企ててから という もの は、 伊雑宮 の 遷宮のと き にも 内宮の 禰宜 がつ とめる 

ようになった。 だが 伊 雑宮の 神人 は 大祭に あたっても、 内宮 派遣の 禰宜の 命に 服さなかった と 『磯部 郷土史』 は 

伝えて いる。 半世紀に わたる 難 苦の 果てに 断罪され たのち も、 このような 「頑迷な」 態度 を 伊 雑宮の 神人に とら 

(4) 

しめたの は、 何に よる ものだろう か。 

伊勢神宮の 由来 を 述べた 『倭 姫 命 世 記』 は 僧 契 沖に よって 偽書と された が、 宣長ゃ 篤 胤に は 一部分が 評価され、 

伴 信 友 はくわし い 注釈書 を あらわした。 それが 書かれた 時期 は 不明 だが、 一説に よると、 平安 初期と いわれ、 お 

そくと も 大治四 年 (一 一二 九) 以前の ことと されて いる。 ところで、 幕末から 明治に かけての 考証 家であった 御巫 

清 直 は 大治四 年の 前年 または 前々 年に、 伊 雑宮に 奉仕して いた 磯部 氏人の 手で 『倭 姫 命 世 記』 の 文章が 書き加え 

られた ふしが あると いう。 その もつ とも 顕著な の は 次の 箇所で ある。 

「ャ マト ヒメが ある 日、 鳥の 声が あまりに も かまびすし いのに 不審の 念 を 抱いて、 人 をつ かわして 見に やる と、 

いざわ  ち だ 

伊 雑の 芦原に 稲が 生えて お. り、 一羽の 鶴が 稲の 穂 を くわえて いた。 そこで その 場所 を 千 田と 名 づけて、 伊 雑宮を 

祀る ことにした」 という 話で ある。 この 千 田と いう 地名 は 今でも 磯部の 上 之郷に 残って いる。 これと 瓜二つの 揷 

話が、 おなじ 『倭 姬命世 記』 の 中に 載って いる。 ただ 場所が 今の 松阪 市と 伊勢 市の 中間の 佐々 牟江 というと ころ 

になって いる。 そこで 御巫 清 直 は 『太 神宮 本 記 帰 正鈔』 の 中で、 伊 雑宮の 氏人が 佐々 牟 江の 故事と して 盗みと り、 

附 会した こと を 強調して いる。 この 指摘 は 説得 的であって 反論 は むずかしい。 しかし 磯部の 氏人が このような 不 

器用な 盗用 を なぜ あえてし たかと いう 疑問 は 残る。 

一方 『日本書紀』 を 見る と 神 功 皇后が 神が かりして 次の 託宣 をした ことが 述べて ある。 「アマ テラス (大 ヒル 
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はた  で  お だ  あがた ふし あわの こおり 

メ) の ほかに また 神 はいます か」 と 質問す ると、 「幡 すすき 穂に 出し 吾 や、 尾 田の 吾田 節の 淡 郡に おる 神 あり」 

と 答えた。 ここに 述べた 地名に は 問題が ある。 磯部 は、 むかし は 志 摩 国 答 志 郡 伊 雑郷と 呼ばれて いた。 そこで 

あわの こおり  あわしま  あお 

「田 節」 は 「答 志」 のこと であり、 「淡 郡」 は 伊 雑宮の 作られた 場所 を 「粟島」 と 呼び、 それが 今日で も 「青」 

という 地名で 残って いる 地点 を 指す という。 一尾 田」 はもと もと 「千 田」 (『倭 姫 命 世 記』 にある ように) であつ 

たもの が 「乎 田」 と あやまり 伝わり、 それが 「尾 田」 となった の だと 伴 信 友 は 説明 している。 延喜式 内 社に は 

「粟島に まします!， 射 波 神社」 と 「粟島に まします 神 乎 多の 御子神 社」 という 名称で 呼ばれて いる。 

伊勢の 五十鈴川の ほとりの アマ テラス (大 ヒル メ) にたいして、 伊 雑 宮の神 は ワカ ヒル メ であると 『書 紀』 は 

述べて いる。 大 ヒル メと ワカ ヒル メの 関係 は、 沖繩の 祭祀に 見られる 大祝 女と 若 祝 女の 関係と おなじ だと 思う。 

若 祝 女 は 大祝女 を 助ける 補佐役で ある。 ちなみに、 ヒル メは 日の 女で あり、 太陽神 を 司る 巫女と みなされる。 

御巫 清 直の 言うよう に、 『倭 姬命世 記』 の 一部が 伊 雑宮に 奉仕した 磯部 氏人の 手で 改竄され たと しても、 十二 

世紀 前半と いう 早い 時代に 彼らが なぜ 偽造しょう としたかが 問題と なろう。 伊 雑宮は 伊勢神宮の 格式の 高い 別宮 

として 遇せられ たのに、 それに なぜ 甘ん ずる ことがなかった か。 しかも 伊 雑宮を 伊勢神宮と 対等の 地位にまで 引 

き 上げよう とする 試み は、 江戸時代に 至って 再燃し、 驚くべき 長年 月に わたって 執拗に つづけられ ている。 こう 

した こと は 一 時の 気まぐれで やりおう せる もので はない。 志 摩の 磯部 こそが 地方 神と しての 伊勢の 信仰の 起点で 

あると いう 確信と 自負がなければ、 できる わざで はない。 

ちなみに、 鶴 や 鷲が 海の 彼方の 二 ライから 稲の 穂 を くわえて きたと いう 説話 は 奄美ゃ 沖 繩の久 高 島に 見られる 

ものである。 また かって 伊 雑 宮には 絵馬が かかって いて、 それに は 船板に すがって 漂流して いる 船乗り を大 鮫が 
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自分の 背で 支えて 助けてい る 光景が 描かれて いたと いう。 大 鮫の 背に 乗せられて 命 を 助けられた 漂流者の 話 は、 

沖 繩の先 島に はいくつ も 残って いる。 このように 南 島の 説話が、 伊勢 志 摩の 海人 族の 間に もたらされ たこと だけ 

はまちが いない。 サル がシャ コ 貝に 手 を はさまれて 溺死した という 話 は その 一 つであった。 

かくして 志 摩の 磯部 を 出発した 海人 族の 信仰 は、 彼らが 櫛 田 川の ほとりに 移動し、 のちに 宮川ゃ 五十鈴川の ほ 

とりに 定着した ときに 一 層 具体的な 神話と なって い つたと 思われる。 

私が 櫛 田 川の 川口 近くに ある 西 黒 部の 大 板で 聞いた ところでは、 その 一 帯 を 水田に 開いた 太 田 氏の 一 族が 和 銅 

年間に 音  1, 非 多 神社 を 建てた が、 その 祭典に は わざわざ 伊勢の 楠 部から 神主が や つ てく る 慣例で あると いう 話で あ 

つた。  一 

伊勢の 楠 部に は大 土御祖 神社が ある。 これが 宇治土公の ゆかりの 地で ある こと は 知られて いるが、 鳥 越 憲三郎 

氏の 説で は 宇治土公 は、 櫛 田 川の ほとりから 楠 部に 移住した もので、 それに ふさわしく 楠 部の 集落 を とりまく 後 

期 古 煮が 見寸 かると 1 う。 とすれば、 伊勢の 楠 部から 神官が やって きて、 意 非 多 神社の 祭典 をと りしき つたの は- 

おうき だ 

そこが 楠 部に 移住した 人た ちの 故 地だった からで ある、 と 考えられ はしない か。 大 板は碩 田であって 榔田 川の K> 

流 一帯が 古墳時代に 水田に 適して いた こと を 物語って いる。 当時、 伊勢の ァザ 力の 地が 海岸から 遠く離れていた 

こと は、 これによ つても 立証され る。 (「サ ルタ ヒコの 誕生」 参照) 

沖繩 では 太陽 を 「太陽が なし」 といって ひろく 拝む 習慣が あるが、 これとおなじ ことが 伊勢 志 摩の 海人 族の 間 

でも 行なわれて いたのだろう。 その 一 方 大和の 三輪 山と 二 上 山 を 結ぶ 「聖 なる」 東西 線 上に あった 日 神 信仰 は、 

東の 方 伊勢 路へ 真っ直ぐに 進んで、 まず 櫛 田 川の ほとりに たどりついた にちがいない。 そこに はすで に 志 摩の 磯 

部から 伊勢の 海岸 を 北上した 海人 族の 磯部 氏の 信仰が あった。 国家 神と しての 「天 照らす」 の 信仰 は、 この 地で 

海人 族の 「海 照る I の 信仰と 交叉し、 複合した のちに 南下して 宮川ゃ 五十鈴川の ほとりに 落ち着いた。 磯部の 神 
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人た ちが 伊勢の 本宮 である こと を 執念深く 強調して やまぬ その 背後に は、 このような 海人 族の はるかな 移動の 事 

情が 秘められ ている、 と 私 は 考えて いる。 
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旅する 女神 


『神武 紀』 に 「とおく はるか なるくに、 なおい まだ 王 沢に うるおわず。 邑に君 あり、 村に 長 ありて、 おのおの 境 

を 分ち て、 もて、 あいしの ぎ、 きしろ わしむ」 と ある。 つまり ャ マト 政権の 及ばない ところ、 r 邑に 君」 が あつ 

たという ので ある。 原始時代 はもち ろん、 古代に おいても 一 つの 村が 宇宙で あり、 世界で あるの がふつ うで あり、 

.f- らぐこ  むらぎ み  もも 

村 国と 呼ばれて いた。 そこに 村 君が あるの はとう ぜんであった。 『播磨 国 風土記』 に r 播 磨の 国の 田の 村 君、 百 

八十の 村 君 ありて、 おのが 村 ごとに あいたた かいしと き …… 」 と あり、 村々 が 分かれて 互いに 武闘を くりかえし 

ていた 光景 を 伝えて いる。 

そうした 時代に も、 その 村 君 はかならず しも 男性 だけ を 意味し なかった。 琉 球の 歴史 を ひもとく と、 島 津の琉 

球 入りのと きに も、 また 琉球王 府の先 島 征伐のと きに も、 巫女が いくさの 先頭に 立って、 敵にたい する 呪 1  詛 折伏 

きみ は え  (2) 

と 味方の 軍の 守護の 役 をつ とめた。 その もっとも 有名な ものが 久米 島の 君 南風であった こと は 知られて-^ る こ 
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の 伝統 はじつ に 明治 十 年の 役の 鹿 児 島にまで 引きつ がれて、 鹿児島県の 町 や 村の 女た ち は 厳冬 二月の 雪 を ふんで 

北 伐に むかう 自分の 父 や 夫 や 兄 をお くるのに、 肌 をぬ いで その 出征 兵士の 先頭に 立った といわれ ている。 これが 

沖繩 のおな り 神 (守護の 女神) の 系譜と 気脈 をつ うじて いる こと はまちが いない。 

『おもろ さう し』 をみ ると、 じつに さまざまな 君の 名の 巫女が いるが、 聞 得 大君 は その 代表格の 巫女で ある。 琉 

球 王府の 歴史 書 『球 陽』 に は 天帝の 生んだ 三男 二 女のう ち、 長女 は 「君々」 の 始めで あると 述べて いる。 君 は 神 

職 を つかさどる 婦女で あり、 貴族の 巫女の 集合体 を 称して 「君々」 というと 注して ある。 このように 日本 古代に 

おいても 君 はまず 最初に 巫女 を 指す 呼称であった。 巫女から 娼婦への 過渡 を 反映す る ものと して、 遊君と か 辻君 

とかの 呼称が のちの 世までの こ つ た。 

記紀の 中で とくに 目立つ こと は、 九州に 君の 姓 を もつ 豪族が 多い ことで ある。 筑紫 君、 火 君、 阿蘇 君、 水 間 君、 

宗像 君な どが そうで、 これらの 豪族 は 女神 をい つき まつる 巫女 を 中心に して 組織され た 氏族で ある。 君と いう 姓 

はき わめて 古い カバ ネ であって、 とくべ つ に 皇室と 関係の ない もの も 君 姓 を 称して いた。 

こうした 原始的な カバ ネ である 君 姓に 対して、 開化 帝 以後の 皇裔 にあた えられた 君 姓が ある。 そうして それが 

作られた の は 允恭 朝で ある。 さらに は天武 朝に も 賜 姓が あった。 そこで 私が 最初に 述べた ように、 ャ マト 朝廷と 

は 無縁に、 「君」 が 巫女 を 指す 語から 出発した という 考え は、 後世に なると 適用で きない 部分が 多くな つた。 し 

かし、 それでも なお 君 姓 を 名乗る 氏族の 中から、 巫女の 性格 を もつ もの を 洗い出す こと はでき る はずで ある。 

たとえば、 大和で 君 姓の つく 氏族 は、 ォォ タタ ネコ を 同祖と する 三輪 君と 鴨 君 だけで ある。 これら はもと より 

朝廷と 密接な 関係に あり、 九州のば あいとち がう が、 特殊な 宗教 的 権威 を 有した から 君 姓 を ゆるされ たと、 歴史 

家が 述べて いるの は 同感で ある。 三輪 山の 神の ォォ モノ ヌシ を祀 つたの はャ マト ト トビ モモ ソ ヒメで、 蛇 神と 巫 

女との 関係 は 三輪 伝説の 基本と なる。 ォォ タタ ネコが 三輪 山を祀 つたの は、 『崇 神紀』 の 文章から みても、 その 


あとの ことに 属する。 三輪 山の 祭祀 者が 最初 は 女性の 手で おこなわれ ていた こと は、 アマ テラス を 三^ はの ふ も 

に との 笠 縫 邑で祀 つたの が トヨ スキ イリ ヒメであった ことで も 類推が 可能で ある。 三輪 山 は陀神 を祀る 山で あり、 

れ 他方で は 太陽神に 奉仕す る 巫女のお がむ 山で もあった。 そこで 三輪 君、 鴨 君と いうと きの 「君 姓」 にもとう ぜん、 

g 巫女の 祭祀 者の 伝統の 影が 落ちて いると みて さしつかえない。 

古 崇神 帝の 子どもの トヨ スキ イリ ヒメの 兄に トヨ キイ リヒコ があった。 トヨ キイ リヒ コが御 諸 山 (三輪 山) にの 

ぼって 東 を 向き 刀 槍 を ふりまわす 夢 をみ たという ので、 崇神帝 は トヨ キイ リヒコ に 東国 を 治めさせ たが、 それが 

！ 4 の 豪族の B^l^ 君、 s^i* の 始祖で ある、 と 『書 紀』 は 述べて いる。 志田淳 一氏に よると、 上 毛 野 君、 下 

毛 野 君 もさき の トヨ キイ リヒコ の 話から して、 御 諸 山 (三輪 山) の 祭祀に 関係が ある。 そして 上 毛 野 氏の 祖 であ 

る 田 道の 君 も 巫女 的な 性格 を もっている とい (M)。 上 毛 野 氏に 君 姓が つけられ たの は、 東国と いう 遠隔地に あると 

いう 理由からで なく、 祭祀 を つかさどる 氏族で あると いう 志 田 氏の 説が 受け入れられる とすれば、 君 姓 は 祭祀の 

伝承 を もつ 血す じに 与えられた ことが、 時代が 下っても なお 容認で きる ので ある。 

ところで トヨ キイ リヒコ と トヨ スキ イリ ヒメ の 母方の 祖母 は紀 伊の 荒 河戸畔 とな つてい る。 こ の 荒 河戸畔 は、 

紀 伊の 国 造で ある。 すなわち 豪族の 長で、 しかも 女性で ある ことが 注目され る。 トべは 戸 女の 意で、 刀自と も 似 

通う 語で あり、 一家の 老 主婦 を 指す と 考えられ ている。 

『神武 紀』 に は 神武の 軍 は紀伊 国のお 草 f 尸畔を ころし、 また 熊 野の 荒坂津 でも 丹 敷 戸畔を ころした と あり、 トべ 

が 天皇の 軍に 抵抗す る女酋 であった ことが うかがわれる。 神武の 軍は紀 伊から 大和に 入り 新 城 戸畔を ころした。 かり 

このほか 崇神 帝の 時には 丹 後の がず 一と 尸ぎ という ものの 子が 神が かりして 託宣 を 述べ た。 また 垂仁帝 は 山城の 刘 

iilk と 結婚した とも 記されて いる。 おなじく 垂仁帝 は 山城の 綺 戸辺 を娶 つて その 間に 石衝 別命 を 生んだ。 こ 

れが flls^ 君の はじまりと 伝える。 三 尾 君 は 琵琶湖 西岸の 近 江 国 高 島 郡 三 尾郷の 豪族であって、 後述す るよう に、 
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継 体 帝の 父と 因縁のと くに 深 か つ た 氏族で ある。 

このように、 女 豪族、 女酋 としての ト べは紀 伊に 集中して いるが、 そのほか 大和、 山城、 丹 後な どに もト ベの 

名のつ く 女 はおり、 女 豪族 か 貴人の 女 か、 あるいは 巫女であった。 古代 日本で は 女が 祭祀 権 を もち、 それゆえに 

政治 権力 を も あわせもつ ことが 現実に 存在した。 「君」 とか 「ト ベ」 は それ を 示す 氏 姓であった。 

このほか、 媛 もまた 女 酋長 を あらわす ばあいが あった。 『景 行紀』 によると、 帝の 西征の 折に、 女 酋長の 神 夏 

そ ひめ  も ，^ 

磯 媛が 周 防に いる 帝 を 出迎えた。 大分の 速見邑 (今の 別府市 あたり) では 速津 媛が 帝 を 出迎えて いる。 日向で は 諸 

県 君 泉 媛の 一 族が あつまつ て 食事 を 帝に 差し上げよ うとした。 筑 後の 三满郡 (今の 大川 市) では 水 沼 県 主の 猿 大海 

が 八女津 媛と いう 女神の こと を 帝に 奏して いる。 「つねに 山の 中に まします」 と あるから、 八 女 津媛は 神と いう 

より、 神に つかえる 巫女であろう。 

二 

君 姓の 氏族 は 開化 帝 以後の 皇裔に 付けられた 呼称で あるが、 それ 以前 はかならず しも 朝廷と 関係がない。 開化 

帝 以前の 君 姓氏 族 は、 太田亮 氏に よると、 

いほ はら 

阿蘇、 大分、 火、 有師、 飯 高、 芦北、 池 田 坂 井、 廬原、 佐々 貴 山、 筑紫、 道、 長 谷 部の 諸氏が そうで ある。 

このうち 阿蘇 君、 大分 君、 火 君、 筑紫 君、 声 北 君 は 九州の 豪族で あり、 芦北 君 をの ぞいて 同族 関係に ある。 芦 

北 君 は 火の 君の 南 どなりに いる 豪族で ある。 火 君は薩 摩の 北部の 出水 郡まで 進出して いるから、 芦北 君 も 火 君と 

同様の 性格 を もっと 考えて よいであろう。 

廬原 君と 池 田 坂 井 君は駿 河の 豪族で あり、 道 君 は、 三国 君と 共に 北陸の 豪族で ある。 佐々 貴 山 君 は 近 江の 安土 

町 付近の 豪族、 長 谷 部 君 は 不明で、 後世 も その 名が 顕われて いない。 I ゼ師 君と 飯 高 君 はと もに 伊勢の 豪族で あり、 


和 SI 氏の 系譜に つながる もの。 また ャ マト ヒ メの 立ちよ つ た 国 5^ でも ある。 

I こ e らの君 姓 豪族の 中には、 ャ マ ト 政権と 関係 をむ すぶ 以前からの 原始的な カバ ネ である 君の 姓が 付 さえて い 

れ たこと を 考えて みる 必要が ある。 とくに 私が あとで 問題に したいの は 伊勢の 有師 君と 飯 高 君で ある。 

^ 君 姓氏 族の 集中す る 地方 は 琵琶湖の 周辺で、 これが 継 体 帝と 関連が ある こと はすで に 岡 田 精 司 氏に よって 指摘 

古 されて い (が)。 すなわち 天武 十三 年に だお の 姓 を 賜わった ときに、 その 最高 位の 真人の カバ ネを もらった の は 十三 

氏で あるが、 その 中の 三国、 路 (道)、 息 長、 酒 田、 酒 人、 羽田の 六 氏が、 越 前と 近 江の 君 姓 豪族であった。 一方、 

近 江の 君 姓 豪族 は、 犬 上 君、 依知秦 公、 小槻山 君、 息 長 君、 酒 田 君、 狭々 貴 山 君、 羽田 君、 三 尾 君で ある。 これ 

らの 豪族 は、 継 体 帝 を 擁立す るた めに 功績が あつたから、 王族 待遇 を 受けた。 したがって これらの 豪族が もと も 

と 継 体 帝と 血の つながりが あると いう 記紀 や 『新撰 姓氏 録』 の 記事 は 原因と 結果と を 裏返しに した ものと いう 岡 

田 氏の 説 は 十分に 首肯で きる。 すなわち、 それら は 継 体 帝 出現 以前からの 在 地 豪族に ほかなら ず、 それゆえに、 

継 体 帝と は 無縁に 君 姓 を もっていた かも 分からない。 それ をつ きとめる こと は 困難で あるが、 これらの 君 姓 豪 ま 

の 中から 巫女 的な 性格の 濃い 氏族 を 選び出す こと は 可能で ある。 そして その 最初に あげられ るの は、 ォキ ナガ タ 

ラシ ヒメ  (神 功 皇后) を 生み出した 息 長 君の 一族と いう ことになる。 息 長 族 は 琵琶湖 東岸の 近 江 市 (坂 田 郡 南半) 

に 割拠 て. こ 豪族で ある。 息 長と いうの は 水に もぐる 海人の 息の 長さ を 意味して いると いう 説が あるが、 日本海 沿 

岸の 海上 交通に 精通した 海人 族であった らしい。 それ は 神 功 唐： 后が 日本海 を 西の方に 進んだ 記事から 推定され る" 

『開化 記』 によると、 和 適 氏 一族の 中心人物 である 日子 巫 王 は 「近つ 淡 海の 御上の 祝が もちいつ く、 天の 御影の 神 

が 女、 のお 似 1-1  儿」 と 結婚した と ある。 「天の 御影の 神」 とか 「水 依 比 売」 とかいう の は、 水に 因縁 ある 語で 

ある。 『仲 哀紀』 に は その 八 年に 神が 神 功 皇后に かかって 「天津 水 影の ごとく、 押し 伏せて わがみる 国」 云々 と 

託宣した。 「水に 映る 影の ように 鮮明に 自分が 見下して いる 国」 という 意で ある。 水に 映る 影 を もって 判断す る 
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の は 「憑る ベ の 水」 とい つ て 古代の 水 占の 一 種で ある。 「天の 御影の 神」 は 「天津 水 影」 に 映る 神と おなじ も の 

であると 思われる。 

息 長 君 だけでなく、 琵琶湖の 周辺に は 水に 関係の 深い 氏族が 多い。 琵琶湖 西岸の 安曇川 町と 高 島 町と を 本拠と 

する 三 尾 君が そうで ある。 三 尾 君 は 安曇川の 川口に 割拠して おり、 九州の 海人の 安曇 族と も 密接な つながり を も 

つていた と 思われる。 この 三 尾 君の 祖神 を祀 るの が 水 尾 山の ふもとに ある 式 内 社の 水 尾 神社で ある。 三 尾 は 水 尾 

につう じる ところから、 三 尾なる 名称 は 水脈 (霧) に 由来す ると も 考えられ なく はない。 また、 その 近くの 白 鬚 

神社 は 鳥居が 水中に 立って いる。 湖上から 神が 来臨す る 信仰が あるか も 知れぬ。 この 三 尾に は 継 体 帝の 父の 別荘 

が あり、 越 前 三国から 妃を むかえ、 継 体 帝 を 生んだ。 継 体 帝 は 幼く して 父に 別れ、 母方の 里の 越 前 三国で そだつ 

たとい われて いる。 

三 尾 君の 南に ある 和 邇には 小 野と いう 地名が あって、 そこに は 小 野 神社 を祀 る。 ここが 水の 信仰に 縁 由の ふか 

い 小 野 一族の 拠点で ある。 豪族 和邇氏 は、 平安時代に は 大和の 和邇 神よりも、 近 江の 小 野 神 を 氏神と したと 角 川 

源義 氏が 言って いるよう に、 それほど 和邇 氏と 近 江の 小 野 氏との 関係 は 密接であった。 山城に も 小 野と いう 地名 

が あるが、 そこの 小 野と 近 江の 和 邇には 猿 女 君の 養 田が あって、 小 野、 和邇の 両氏 族が 猿 女 君の 女と 婚 して、 そ 

の 子 を 猿 女と して 宮廷に 出して いたと いう 事実が ある。 猿 女 君の 「君」 は 文字 どおり 祭祀 を つかさどる 巫女 を あ 

ら わす 呼称で ある。 猿 女 君 は 宮廷の 行事に 鎮魂の 所作 をお こなう 血統で ある。 それが 和邇 氏に も 関係が あるの は、 

見す ごす こと はでき ない。 

三 

それ 以上に 注意 を 引く の は 継 体 帝と 和邇 氏の 関係であろう。 『古事記』 によると、 継 体 帝の 即位 まえの 妃は、 


o 三 尾 君、 尾 張 連、 息 長 君、 坂 田 君、 阿部 氏で ある。 『書 紀』 では 尾 張 違、 三 尾 君、 坂 田 君、 息 長 君、 茨田 連、 和珥 

I 臣、 艮王 となって いる。 記と 紀 のちが うと ころ は、 記が 阿部 氏と している ところ を 紀は和 S. 臣 としてい る ことで 

れ ある。 また 記に はみ えない 茨田 連と 根 王 を紀は あげてい る。 茨田 連 は 摂津の 豪族で あり、 根 王 は 不明。 そこで 継 

史 体 帝と 婚姻 関係 を もつ 氏族で 記紀の 共通す る 氏族 をと りあげる と、 尾 張 連、 三 尾 君、 息 長 君、 坂 田 君で あり、 こ 

古 れらの 氏族 は、 すでにみ たように 和邇 氏の 系譜と も 重なり あう。 

『古事記』 によると、 孝昭 天皇が 尾 張 連の 祖の 奥津余 曾の 妹の 余 曾 多本毘 売と 結婚して 生んだ のが 天 押 帯 日子で 

あるが、 天 押 帯 日子 は 春 日臣、 小 野臣、 伊勢の 飯 高 君、 有師 君な ど 十六 氏の 祖 となって いる。 これら 十六 氏 は 和 

邇 氏の 同族で ある。 一方で は、 まえに 述べた ように 和邇 氏の 中心人物の 日子 坐の 王 は 近 江に 入って 野洲 郡の 豪族 

である 三 上 祝が いっき まつる 息 長の 水 依 娘と 結婚して、 丹 波の 道主の 王 (四 道 将軍の 一人)、 水 穂の 真 若 王 (近 淡 海 

の 安の 国 造の 祖)、 神 大根の 王 (美 濃の 国 造の 祖)、 水 穂の 五 百 依 姫、 御井 津姬の 五 人の子 ども を 得た としてい る。 こ 

こで 水 依 姫との 間の子 供に 水 穂と か 御井 津 とか 水に 関係 ある 名が つけられて いるの は、 息 長 族が 水辺の 漁民で 航 

海に 長 じていた という 事実と 無縁で はなかろう。 このように 和邇 氏の 系譜 も 尾 張 連、 息 長 君な どと 縁故 を もって 

いる。 継 体 天皇 は和邇 氏の 手 白髪の 郎女を 皇妃に したが、 また 和 適 氏 系の 近 江 豪族の 息 長 氏、 あるいは、 尾 張 連 

の 女性た ちを娶 つたこと や、 和邇 氏の 本拠と 隣接す る 三 尾 君と ふかい 関係が あって、 その 二人の 女を妃 とした こ 

とな どから、 和邇 氏の 勢力 をた のむ ところが 犬であった ろうと 考えられ ている。 

垂仁 天皇が 丹 波の 道主の 王の 女を娶 つて 生ませた のが ィ 二 シ キノ ミ コ ト であり、 ャ マト ヒメで ある 力 丹 波の 

道主の 王 は和邇 氏の 中心人物 である 日子 坐の 王の 子どもと なって いる。 そして ィ 二 シ キノ ミ コ トは石 上 神宮の 神 

宝 を 管理して いたと 『書 紀』 にった える。 また 『書 紀』 の 一書に は、 春 日臣の 族の 市 河と いう ものに 祀ら せた と 

ある。 春日臣 もまた 和邇 氏と 同祖の 氏族で ある。 「和 邇 系の 皇女が、 こうした 神宮に 仕えた とする の も、 禾邇の 
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呪術が 尊重され ての ことだろう」 と、 角 川 氏 は 述べて いる。 

そこで、 和邇 氏の 流れ をく むャ マト ヒ メが はじめて 問題と ならずに はすまない。 

垂仁 帝の 皇女 ャ マト ヒメ は、 トヨ スキ イリ ヒメの あと をつ いで アマ テラス を祀る ことにな つたが、 この 大神を 

しずめ まつる 場所 を さがして、 蒐 田の 篠幡に 行き、 近 江 国に 入り、 東の 美 濃 をめ ぐって、 伊勢 国に 到達した。 こ 

こにいた つて、 アマ テラスが ャ マト ヒメに 託宣 を 下して、 自分 はこの 国に いたいと 希望 を 伝えた ので、 それにし 

たがって、 アマ テラスの 祠を 伊勢 国に 立てた、 と あるが、 ここに 作者 も 年代 も 不詳の 『倭 姫 命 世 記』 なる ものが 

あって、 ャ マト ヒメの 巡幸の 経路 をい つそう くわしく 述べて いる。 この 『世 記』 について は 江戸時代の 国学者た 

ち、 本居宣 長、 平 田 篤 胤、 橘 守 部な ど は、 後世の 偽作と はいいが たい 古い 真実 を その 一部に 伝える ものと してお 

り、 無視して はいない。 伴 信 友に いたって は 『倭 姫 命 世 記考』 を あらわして、 注解 を ほどこし、 後世の 付加と そ 

うでない 文章 を 区別し、 ついで 御巫 清 直 もまた 『太 神宮 本 記 帰 正鈔』 を あらわして、 原文 批判 をお こなって いる。 

かりに 『世 記』 が 伝えられる ように 平安 期 初期の もので あり、 また 俗伝 を 含む にしても、 そこに はなに がし かの 

古代の 真実が 反映され ると 私 は 考えて いる。 そこで 『世 記』 にしたがって、 ャ マト ヒメの 足跡 をた どり 直して み 

たいと 思う。 ちなみに 『世 記』 を 鎌 倉 初期の 作と する 説 も ある こと を 言い 添えて おく。 

『世 記』 のしる すと ころ をみ ると、 ャ マト ヒメ はまず 丹 波に 行き、 それから 大和— 紀伊— (吉備 )— 大和— 伊賀— 

近 江— 美 濃— 尾 張— 伊勢と たどった ことになる。 このうち、 吉備の 名 方浜宮 について は、 紀伊 のまち がいで はな 

いか、 とする 伴 信 友の 考証に したがって おく。 ャ マト ヒメ は 尾 張の 中島 宮に三 力 月と どまった というの を 例外と 

して、 他の 場所に は、 長いので 八 年、 短い ので 二 年と どまって いる。 それで は これらの 場所 はたんなる 恣意的に 
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選ばれた ところな のであろう か。 私の 考えで はそう ではない。 これらの 場所に は ひとつの 共通点が 見つかる そ 

れをャ マト ヒメ の 巡幸の コ ー ス にした がつ て 考えて いきたい。 

S 丹 波 吉佐宮 ャ マト ヒメの 巡幸の 寄留地で ある。 『地名 辞書』 (吉田 東 伍) は宮津 市の 切 戸に ある 文珠 堂の 

境域だろう と言う。 ァ マ テラス はこ こにしば らく 鎮座して、 真 名 井 または 比 沼 山に 天降りした ミケッ 神の 大饗を 

受けた としてい る。 ミケッ 神はト ヨウ ケの大 神で あり、 ォ ォゲッ ヒメと も 同一 神で ある。 

S 大和 厳 檀本宮 『垂 仁紀』 の 一書に 「ャ マト ヒメ 命、 アマ テラス 大神を もって、 磯城の 厳槿の 本に 鎮め 坐 

せて まつる」 と ある。 伴 信 友の 『世 記考』 に は 厳 檀は笠 縫と おなじと ころで はない かとい う。 とすれば、 ト ヨス 

キ イリ ヒメと 関係が ある。  ！ 

け み  あらかわと ベ 

S 紀 伊奈 久 佐浜宮 紀伊 海草 郡 (もと 名 草 郡) 紀三 井寺 村 大字 毛 見と されて いる。 紀伊国 造の 荒 河 刀辨の 孫娘 

が トヨ スキ イリ ヒメで、 その また メイが ャ マト ヒメで あるから、 この 地 を 訪れた のは祖 霊の 地 をたず ねる という 

意味 を もっている。 神武 東征の 軍が 名 草 トべを 殺した の は紀三 井寺 村の 近くの 名 草 山と されて おり、 そこから 奈 

久佐 (名 草) 浜宮 まで は 一 里 位し か はなれて いない。 

s 吉備名 方浜宮 『世 記考』 に は、 これ は紀 伊の あやまりで、 紀三 井寺と 塩津の 間に 名 方 (今の 海 南 市) とい 

うと ころが あり、 それ を 指す かと 述べて いる。 これ は 阿波の 名 方 郡と 向き あう もので、 紀 伊と 阿波と は 古くから 

海上 交通が おこなわれ ていた。 

S 大和 三輪 御室 嶺上宮 御室 は 三 諸であって 三輪 山 を 指す。 三輪 明 神の まします 山奥に 上 宮の蹟 といって、 

小 祠が今 も あると 伴 信 友 はった えてい る。 ここで 『世 記』 に また トヨ スキ イリ ヒメが 出て くる。 それ をみ ると、 

ャ マト ヒメ は アマ テラス を 奉戴して まず 丹 波から 出発し、 紀伊を へたの ちに 大和に 入 つ たという ふうに も 読む こ 

とがで きる。 
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S 大和 宇陀 秋宮 宇多 郡の 明 山と いうと ころに あってい ま祌戸 大神宮と 称する。 ここで ャ マトの 国 造が、 采 

女の 香 刀 ヒメ を献 じたと ある。 『垂 仁紀』 にはャ マト ヒメが 「蒐 田の 篠幡」 に 行った としてい るが 『世 記』 に は 一 

人の 童女が 篠幡の 門に やって きて、 自分 は 八 佐 加支ト ベの 子の 宇陀の 大ゥ ネナと 名乗り、 お供に 加わった と ある。 

この 八 佐 加 支トべ はお そらく 宇陀 地方の 女酋 であったろう。 

S 伊賀 名 張 市 守宮 大和の 宇陀 郡と 隣接す る 伊賀の 名 張 (名 張 市) であると されて いる。 

S 伊賀 穴穂宮 名 張の 町から 北東の 方 一里 半に ある 伊賀 郡 神 戸村 館 社と されて いる。 

S 伊賀 阿 拝 柘植宮 今の 伊賀 国 阿 弁 郡 上 柘植村 (現在 伊賀 市) の 北の 山ぎ わに あると する。 

； S 近 江甲賀 日雲宮 近 江 信 楽 郡 多羅 尾 村に 高宮 といわれ ている 場所が そうだと いう。 

g 近 江 坂田宮 『世 記』 に は 坂 田の 宮 にいた ときに、 坂 田 君ら が 御厨 をた てまつつ たと している。 『地名 辞 

書』 では 近 江 坂 田 郡の 宇賀野に ある 岡 天神 社に 比定 している。 この 「坂 田 君」 は 継 体 帝の 妃を 出した 豪族 か、 あ 

るい は それ 以前の 原始的 カバ ネを もった もの か 分明で はない。 

ぬ 美 濃 伊久 良河宮 美 濃の 本 巣 郡 巣 南 町 (もと 大野 郡 川 崎 村) の 居 倉に あって、 今もャ マト ヒメの 御船 代と 称 

する 石が のこって いる。 この 居 倉のと なりに 森と いう 地名が ある。 これ は 美 濃の 守 君の 居住地と みなされ ている。 

継 体 帝の 父方の 祖母 は 身 毛 都 君の 出身で あるが、 身 毛 (武 儀) 都 君と 守 君と は 同祖と されて いる。 

^ 尾 張 中島 宮 尾 張 一の宮の 北に ある 本 神 戸 (現在の 馬 寄 村) にある と 『地名 辞書』 は 述べて いる。 ここで も 

采 女の 忍 比 売が 御田 をた てまつ つてい る。 

S 伊勢 桑 名 野代宮 桑 名の 町から 一里 半 西の 野 代 村に ある。 

^ 阿佐 加 藤 方 片樋宮 伊勢の 士ゼ志 郡 阿坂の 近く、 安濃 郡 藤 方に ある。 

^ 飯 野高宮 鉢 和の 東の 神 山に あると されて いる。 
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； g 左々 牟江宮 多 気 郡 竹 佐々 夫 江 神社で ある。 ャ マト ヒメ は そこから 大淀浦 を 通り、 宮ガ をの ぼって 機宮に 

おちついた。 

五 

ここで、 ャ マト ヒメが 巡幸のと きに 立ち寄った 場所と、 それに 縁 由の ある 神 女 や 女 酋ゃ妥 女な ど を まとめて 左 

にか かげて みる。 

S 丹 波 吉佐宮 —— ォ ォゲッ ヒメ 

g 大和 厳 欞本宮 —— トヨ スキ イリ ヒメ 

③ 紀 伊奈 久 佐浜宮 —— 荒河ト ベ、 名 草トべ 

s 紀伊 (吉備 ) 名 方浜宮 —— 右に おなじ 

g 大和 三輪 御室 嶺上宮 11 三輪 君、 ト トビ モモ ソ ヒメ 

⑥ 大和 宇陀 秋宮 —— 香 刀 ヒメ、 八 佐 加 支トべ 

S 伊賀 名 張 市 守宮 

W 伊賀 穴穂宮 

S 伊賀 阿 拝 柘植宮 

ぬ 近 江甲賀 日雲宮 

W 近 江 坂田宮 11 坂 田 君 

ぬ 美 濃 伊久 良河宮 —— 守 君 

^ 尾 張 中島 宮 11 忍 比 売 
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S 伊勢 桑 名 野代宮 

^ 伊勢 阿佐 加 藤 方 片樋宮 —— 志 君 

^ 伊勢 飯 野高宮 —— 飯 高 君 

となる。 これでみ ると、 あきらかに その 仮宮の 所在地に は、 女神 や 女酋ゃ 巫女 ゃ妥 女な どの すがたが あらわれる。 

だが、 大和の 宇陀から、 伊賀、 そして 伊勢の 桑 名の 仮宮の 所在地が 空白で ある。 これ は 壬 申の 乱のと き、 吉野を 

脱出して 伊賀 をへ て 美 濃に 兵 をす すめた 大海 人皇 子 (天武 天皇) の 駐屯地と 一致 するとい う、 川 添 登 氏の 適切な 

指摘が あへ M。 不 破の 関が 美 濃 伊久 良 河宮に 近く、 そこから 進撃す る 近 江への コ ー スの米 原 付近 は、 息 長 君の 本拠 

に 近接す る。 そこで 川 添 氏 は、 この ャ マト ヒメの 巡幸の 物語が 大化 改新 以後に 作られた として、 「ャ マト 朝廷 か 

ら つぎつぎに 武将が 東方へ 出発す る ころ、 後方の 人心 を 収攬す るた めに、 天皇の 命 をう けて 巫女た ち も つぎつぎ 

に 出かけて いった。 それが ャ マト ヒメの 巡幸と された ので、 はなかろう か」 と 述べて いる。 この 説 を 受け入れ ると 

しても、 巫女の 立ち寄った ところが、 天武 軍の 駐屯地と 重なり あう のに は、 もう ひとつの 意味がなくて はなら な 

い。 軍隊の 駐屯地が そのまま 聖蹟と はならない からで ある。 この こと は 次の 形で 解決され よう。 

和邇 氏の 臣君 手が 壬 申の 乱に 先立って、 天 武の命 を 受け、 美 濃に 急行して 兵 をつ のった ことにつ いて、 角 川 源 

義氏は 美 濃、 尾 張、 三 河の 地に 和邇 氏の 勢力が 強かった ためで あると している。 そして 角 川 氏 は 「天武 天皇の 一 

行が 近 江に 進擊 する にあたり、 伊勢の 国 を 通過す るが、 当 国の 和邇 系の 有師の 君の 協力が あつたであろう」 と 推 

測して い (^)。 天武 帝が たよりに した 土地 は、 要するに 和邇氏 系の 勢力の 下に あり、 それだけに 進撃 も 容易だった _ 

いつぼう、 伊勢の 有志 君、 飯 高 君 を 同族に もち、 尾 張 連 や 近 江の 息 長 一族と も 密接な 縁故 関係 を もつ 和邇 氏の 

拠点 は、 そのまま ャ マト ヒメが 巡幸の 折に 立ち寄った 場所で も ある。 この 和邇 氏の 系譜が 鎮魂の 呪術 を もつ 巫女 

とつな がりが あつ たこと はすで に 述べ たと おりで ある。 


古代史 ノオト 136 


垂仁 帝の 二十 五 年に は、 アマ テラス を トヨ スキ イリ ヒメから はなして ャ マト ヒメに つけたと ある。 ト ヨス キイ 

リ ヒメと ャ マト ヒ メ のこの 二人の 女性 は ォパと メイの 関係に あり、 当時の 祭祀 権が ォバ から メイへ と讓 渡される 

こと を 暗示して いる。 

一説に は、 天皇が ャ マト ヒメ を 御杖と して アマ テラスに たてまつ つたと 記して いる。 御杖だった というの は、 

ャ マト ヒメが アマ テラス の 憑 代であった こと を 示す ものと されて いる。 アマ テラス の 憑依 者であった ャ マト ヒメ 

が 巫女であった こと は 容易に 推察で きる。 

『崇 神紀』 に は アマ テラス を 宮殿から 移して、 祭政 を 分離した ときに、 ャ マトの 大国 魂の 神 も ヌナキ イリ ヒメに 

つけて 移し 祀ら せた が、 ヒメ は 髪が 落ち 身体が やせおとろえて 祀る ことができなかった、 と 記されて いる。 私が 

冲繩で 聞いた ところでは、 巫女が 山中に 入って 苦行す ると、 髪がぬ け 落ち、 からだが おとろえる という 話で あつ 

た。 『おもろ』 にも 同様の 現象が 語られて いる。 

では ャ マト ヒメ は なぜ 転々 と 諸国 を 巡幸した のだろう か。 『書 紀』 に 「大 神の 教えの たもう まに まに」 と ある 

が、 そこに は 個人の 意思から ではなく、 神に 憑かれて さまよい 歩く 巫女の 姿が 浮かぶ。 

記紀の 文章から 察すれば アマ テラス 大 神の 落ち着く 場所 を あちこち 探した こと は あきらか である。 沖 繩の宮 古 

島で 聞いた 話で あるが、 一人の 女が 神が かりにな つて、 いよいよ 巫女と しての 生活に 入ろうと する ときには、 あ 

ち こちの 御嶽 を 巡拝して まわる。 そうして まわる うちに、 ある 御嶽に くると、 自分の たましいに 強く ひびく もの 

を 感じる。 それ を 直覚す ると、 その 御嶽の 神 を 自分の 神と する ので ある。 これ を 頂の 神 (ッ ズノ カン) という。 

ャ マト ヒ メの 巡幸 もこれ に ほかなら ない と 私 は 考えて いる。 川 添 氏の 言うよう にャ マト ヒ メの 巡幸 は 巫女 を 政 

治の 宣撫 工作に 使った ので はなく、 むしろ、 宗教 的な 動機が そこに 秘められて いると 私 は 思う。 

宫 古島で は、 神 女が 杖 をつ くこと は 「神の 道 を 開ける」 ことと 信じられ ている。 アマ テラスの 「御杖」 となつ 
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たャ マト ヒメ も、 その 杖に よって、 神の 道 を ひらきながら 各地 を 経め ぐった のであった。 

柳 田 国 男 は、 オシ ラサ マが とつぜん 旅に 出たい と 言いだ したので、 それ を 背負って 家 をす てて 漂泊の 旅に 出た 

東北の 主婦の 話 を 記して いる。 堀 一郎 氏 は 東北 地方に 残留して いる 巫女の 述懐と して 次の 話 をった える。 巫女が 

とつぜん 漂泊の 旅に 出る の は その 憑依 神の 「せせ り」 にたえ かねる からであって、 その 個人的な 意志に よるより 

は、. むしろ、 神の 命ずる ままに、 歩かずに はいられない 衝動の ままに 幾 月 も 遠くまで 歩く という。 

「現実と 信仰との 上に、 旅する 神と、 これ を 迎えん とする 地方 民の 心情との 間に、 一 つの 連繋がなかったならば、 

いかに 弁舌と 技術に おいてす ぐれよう とも、 かく も 多くの 遊行の 巫女が それぞれの 好意と 尊敬と を もって 受け 容 

れられ はしなかった であろう」 と 堀 氏 は 述べて い，^。 私 は それ を 一 歩す すめて、 ャ マト ヒメ は、 地方の 巫女の 祀 

る 神々 を 礼拝し つ つ その 落ちつく ところ を 求めて 漂泊し 歩いた と 考える ので ある。 

そうして 巫女が 伊勢の 松阪の 近くまで きたと き、 その 付近に は 志 摩の 磯部から 北上して きた 漁民の 神が すでに 

存在して いた。 それ は 「海 照る 神」 であった。 その 神と 出会って ャ マト ヒメ は はじめて 神との 共鳴 をお ぼえ、 啓 

示 を 受けた のだった。 それ はャ マト ヒメが 自分の 神 を 発見した こと を 意味す ると 共に 「天 照らす 神」 と 「海 照る 

神」 との 結合に ほかなら なかった。 
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大隅正 八幡宮 は 鹿児島県の 隼 人 町に ある 古社で ある。 その 縁起に いわく、 震旦 国の 陳の 大王の 娘の 大比留 女が 

七 歳に して 身 ごもった。 父 王が それ を あやしんで 問いた だすと、 朝の 日の 光が 胸 を 覆って いる 夢 をみ たら 自分 は 

妊娠した と 答えた。 父 王 はいよ いよお どろいて、 娘と その 生んだ 皇子と を 空 船に のせて 海に 流した。 母と 子が 流 

れ 着いた の は 日本の 大隅 国の 海岸であった。 その 皇子 を 八幡と 呼んだ。 

この 説話 は 柳 田 国 男 や 石田英 一 郎 がしば しばと りあげて いて 有名な 話で ある。 この 中には 二 つ の 要素が ある。 

一 つ は 日光に 感じて 孕む という 日光 感精 説話で ある。 もう 一 つ は 母 神と 子 神が うつぼ 舟に のせられて 流される と 

いう 母子 神 信仰に まつわる 説話で ある。 

大隅正 八幡宮の 縁起の 一 つの 要素で ある 日光 感精 説話が 奄美 群島に も みられる。 以下 山 下欣ー 氏の 精細な 調査 

(2) 

報告 を もとにして 論 をす すめる ことにする。 
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ここで、 大ヒ ル メ に 相当す るの は 思 松 金と いう 美しい 娘で ある。 この 娘が 川の ほとりで 洗濯 をして いたら、 太陽 

が 手 を さした ので 心 遠くな つてし まった。 そうして 孕んだ が、 神の 子な ので 十二 力 月 かかって 生んだ。 男の子 は 

七 歳のと き、 父無し子と いじめられる。 母親に 父の こと を 教えて くれと たのむ と、 おまえの 父 は 太陽 クム ィガナ 

シだ と言われる。 子ども は 天に のぼる。 太陽 はお こって 川に 投げ こむ が、 おぼれさす こと はでき ない。 あばれ 馬 

で 踏み つぶさせ ようとす るが、 馬 は その子の そばに いくとお となし くなる。 太陽 は 男の子 を 自分の 子と みとめる- 

子ども は 天に とどまり たいと 願う が、 太陽 は 人間 をた すける ために 人間の 世界に 下させる。 そのために トキ 双紙 

という 占いの 本 を 勉強させる。 そこで 子どもの 母 は 巫女 (ユタ) の 先祖に なり、 子ども は トキ (男 ユタ) の 先祖 

になった。 というの がその 共通の すじ 書きであって、 「川の ほとりで」 という ものの ほかに 「外出し ないで 家 に 

ひきこもって 機織り をして いると きに 太陽に 愛される」 という もの も 多く ある。 これ はすべ て ユタが となえる 説 

話で ある。 山 下 氏 はこの 思 松 金 説話に 次の 点の 特徴が ある こと を 指摘して いる。 

すなわち それ は トキ、 ユタの 管理して いた 説話であって、 トキ、 ユタの 由来 譚 である。 トキ、 ユタ は 年の 始め 

にこの 説話 を 唱える ことで、 新たに 聖性を 身に つける。 したがって ふつうの 昔話と は 区分して まず 聖 なる 物語と 

して とらえる 視点が 必要で ある。 この 説話 は ュ タの成 巫 過程お よび 呪術 行為と 対応す る ものである ことが 考えら 

れる。 

こうした 背景 を もつ 日光 感精 説話が どれ だけ 古い 時代にまで 遡り 得る かその 点 を 明確に する こと はで きないが- 

他 地方の 日光 感精 説話と 比較して みると きに、 共通の 古い 要素 を もつ ことが 理解され る。 

さて、 こ こで 大隅正 八幡宮の 説話と 比較して みる ことにする。 

一、 大 ヒル メも思 松 金 も 童女に して 日光に 感じ 孕む。 つまり 人間の 妻で なく、 太陽の 妻、 日の 妻で ある。 

一、 大 ヒル メは七 歳のと き 身 ごもって 日本 国に ながされ るが、 思 松 金の 生んだ 男の子 は 七 歳のと きに 天に のぼ 
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る。 ともに 七と いう 聖数を 意識して いる。 

一、 大 ヒル メの 母子 は 海の 彼方に 流される が、 思 松 金の 子 は 天に のぼる。 すなわち 水平思考と 垂直 思考の ちが 

いが みられる。 しかしい ずれに しても 遠くへ 去って いくの は 共通して いる。 

そこで 思 松 金 を 巫女の 祖 とするならば、 大 ヒル メ もまた おなじ 存在と して 考える ことができよう。 という こと 

から 大ヒ ル メと 呼ばれる ァ マ テラス 大 神に ついて 次の ような 考察 を 下す ことが 可能で ある。 ァ マ テラス は 太陽神 

ではなくて、 太陽の 妻、 すなわち 日の 妻であった。 しかも 日の 妻と いう 意味 は、 日 神 をい つき まつる 巫女で あつ 

て、 したがって 独身で あり、 また 託宣 をお こなう 存在で もあった。 この 点 は 折 口 信 夫の 指摘と 一致す る。 奄 美大 

島で は 今日で もュ タは 自分た ちの 巫祖と 称する 思 松 金が 天から 下らない と 託宣が できない と 述懐して はばからぬ- 

アマ テラス の 性格 はふく ざ つで あるが、 太陽 を ま つ る 独身の 巫女で 託宣 をお こなう もので あつ たという ことが 

第一 規定であった とおもう。 それが 太陽神 自体と して あがめられる ようにな つたの は、 この 第一 規定の 上に あら 

たな 規定が 覆い かぶ さ つてから のこと であると 私 は 考える。 

大隅正 八幡宮の 縁起 ゃ奄 美の 日光 感精 説話に 類す る もの をもう すこし 眺めて みたい。 その 一 っは宮 古島に 伝わ 

る もので 「神に 追われて」 (一七 八 頁) に 触れて いるから、 ここで はくり かえさない。 もう 一 つ は 対 馬に 残されて 

きた ものである。 対 馬の 豆 酸に 照 日 之 菜と いう 娘が あって、 その 娘 は 日輪の 光に 感じて 子ども を 生んだ が、 のち 

豆 酸の 卒 土の 山で 死んだ。 この 女 を 中古から 正 八幡と いう 説が あると する。 また 宮中の 女院が 不義の ために ゥッ 

ボ 舟に 入れて 流され、 豆 酸 内院の 浜に 漂着した が、 その 時に すでにみ ごもって いた。 そうして 生まれた のが 天童 

菩薩で ある。 というた ぐいの ものである。 こうした 由来 譚の 中には、 童の 母 は内院 女御の 賤婢 であり、 女御 は 昔 

大隅 国から 正 八幡 を 氏神に 勧 請した ものである という 筋 書の ものが あって、 大隅正 八幡の 縁起と つなが つてい る 

もの も 見られる。 
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さて、 朝鮮 や 中国 をみ ると、 日光 感 精の 説話 はいくつ も 見付かる。 三 品彰英 はそう した 例 を 豊富に あげてい る 

(『神話と 文化史』)。 たとえば、 日光が 女の 身に さして、 女 はみ ごもり 赤 玉 を 生んだ という 『古事記』 に 収録され て 

いる 天の 日 矛の 伝説が そうで、 この 赤 玉が 娘と なって、 新羅の 王子の 天の 日 矛と 婚 したと いう ものである。 また 

高 句麗の 始祖の 朱 蒙 伝説に も、 河 伯の 女が 室 中に 幽閉され たと きに 日光に 感 精して 一 卵 を 産み、 それが 朱 蒙で あ 

る というものがある。 これ は 日光 感精 説話と 卵生 説話と が むすびついた ものである。 こうして みると きに、 大ヒ 

ル メ の 伝承 は 日本列島の みならず、 その 北の 大陸と 南の 島嶼に 分布す る 日光 感精 説話と 無縁で はあり 得ない。 

三 品彰英 は、 わが国の 日光 感精 説話 は、 北方 大陸の 満蒙に とりわけ 顕著な 説話 要素 を 文献 的に 受容した と 推定 

し、 それ は 満蒙 方面からの 借用 要素と 考えて いる。 そして 「わが 民族 伝承に は 南方 系の ヒル コ 神話の 示す ような 

海洋 的 日 神 信仰が 見られる が、 それに は 上述の ごとき 日光 感精 モチ ー フは 見られな いので ある。 大隅正 八幡 縁起 

は、 そうした 南方 系 日 神 信仰が 土台と なって、 それに 北方 系の 日光 感精 モチ ー フが 結びつい たものと しなくて は 

ならない」 と 述べて いる。 

だがし かし、 奄 美大 島の 思 松 金の 説話 ゃ宮 古島の 太陽の 洞窟に みられる 説話が 採集され た 以上、 三 品の 説 を そ 

のま ま 受容す るの は むずかしい 段階が 到来した ので ある。 

二 

このように 日光 感精 説話と 卵生 説話と 母子 神が うつぼ 舟に 入れられて 漂着す る 説話と では、 その 要素が 単独で 

も 一 つの 筋 書 を 成立させる し、 また それぞれが 複合した 形で 筋 書 を 作る ばあい も ある。 大隅正 八幡の 例 は 日光 感 

精 説話と 母子 神 信仰の 複合 形態で ある。 応神 帝の 出生 譚は 卵生 説話と 母子 神 信仰の 複合され たもので ある。 天日 

矛のば あい は 日光 感精 説話と 卵生 説話との 複合と なる。 では わが アマ テラス 大 神のば あい はどうで あるか。 最初 


に 見た ように、 アマ テラスの 出生と して 日光 感 精の 説話が 必要と される こと は 動かしが たい。 太陽 を まつる 巫女 

I のば あいに、 日光に 感 精して 子ども を 生む という 説話 は 避けられない。 それ は 日の 妻と してとう ぜんの ことで あ 

寸 る。 すなわち アマ テラス は 「物 実」 によって その子 ども を 生んだ。 ィザ ナギ、 ィザ ナミの ようにみ との まぐ わい 

ノ  (5) 

ず をして 生んだ のではなかった。 これ を 単性生殖 とみ なすこと は 可能で ある。 

古 アマ テラスの 孫が ニニ ギノ ミコト であり、 その 父 は 天 忍 穂 根 命、 また 天 穂 日 命で ある。 はじめは 天 穂 日 命が 下 

ま どこお ぶす ま 

る はずであった。 しかし 孫が 生まれた ので 二  二 ギ ノ ミ コ トが 天降つ たが、 そのと き タカ ミ ム スビが 真 床 覆 衾 を も 

つて 二  ニギに 着せた、 と ある。 これ は 卵 をつつ むのと おなじ こと を 意味す ると 三 品 は 述べて いる。 その 説 は 納得 

できる。 そこに は 卵生 説話の 影が 横切る の だが、 これ こそ 朝鮮の 始祖 神話の 影響 を 受けた ものであって、 ァ マテ 

ラスにまで むすびつけて 論じる こと は 不要で ある。 

ではこう した ヒ ル メ の 信仰 は 朝鮮 • 九州. 奄美 • 沖繩 など をむ すぶ 西 辺から 東漸した ばあいに どこに 落ち着い 

たであろう か。 それ を 明確に つきとめる こと は 不可能で あるが、 もっとも 蓋然 率の 高 いのは 淡路島ではなかった 

かと 私 は 考えて いる。 その 理由 は 天日 矛 (日 槍と も 書く) を まつる 神社が 淡路島の いま は洲本 市に 入る が、 旧津 

名 郡の 由 良に 鎮座す る 生 石 社と して 存在す るからで ある。 この 生 石 社 は 『香 仁紀』 にみ える 古社で ある。 私 も 一 

度 ここ を 訪れた ことがあ つたが、 海岸の 石の 上 を わた つてよう やくゆけ ると いう ま つ たく 辺鄙な ところに ある。 

この 生 fQ 社 は 新羅 国の 王子で ある 天日 矛が もってき た 出 石と いう 小刀 を 納めた ところと され、 そのために、 この 

あたり を 佐 比 山と いう、 と 『常 磐 草』 にある。 佐 比と いうの は 鋤 を 意味す る 古代 朝鮮語と されて いる。 

ところで 天日 矛と いえば、 まえに 述べた ように ただちに 日光 感精 説話 を 思い出す。 それが 淡路島に 縁 由 を もつ 

という こと は、 そうした 伝承 を もつ 人び とが 淡路島に 渡来した こと を 物語る と 考えても よさそう である。 天日 矛 

が 新羅から 九州 を綠 てまず 播磨 国の 宍粟邑 に 泊った の は 『垂 仁紀』 にの つてい る。 そこから 淡路に 渡った ので あ 
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つたろう。 三 品 彰英は 日 神の 憑 代で ある 日 矛と、 それに 奉仕す る 巫女との 関係 を 想定して いるが、 もしそう だと 

すれば、 その 巫女 は ヒル メ  (日の 妻) に 相違ない ので ある。 

一方、 神 功 皇后 は 天日 矛の 一族と つながる とされて いるが、 『書 紀』 によると その子の 応神帝 は 次の 歌 を 作つ 

ている。 

. からぬ  しあ ま  ととな かいくり  なづ 

枯野を 塩に 焼き 其が 余り 琴に 作り 搔き 弾く や 由 良の 門の 門 中の 海 石に 触れ 立つ 潰の 木の 

さや さや  、 

この 歌の 由 良の 門 は紀淡 海峡で あり、 応神 帝と 天日 矛の 一族の 関係 を うかがわせる。 ところで 『古事記』 では 

仁徳 帝 はこの 木で 枯野 という 船 を 作って、 朝夕 淡路島の 清水 を 酌ませて 「犬 御水」 にした という。 それ は 天皇の 

飲料水と されて いるが、 日用の 飲料水 を わざわざ 淡路島から とりよせ るまで もない。 そこで この 水は聖 水で あつ 

たと 私 は 考える。 聖水 というの は 要するに 若返りの 水で ある。 沖繩 では もともと 国王の 出身地の 伊平屋 島から こ 

の 水 をと つてき て、 年に 二回、 「御水 撫で」 をして 魂 を 切換え したと いう。 ところが あとで は沖繩 本島の 北端の 

辺 戸から 水 を もってき て、 年の はじめの 「御水 撫で」 すなわち、 国王が 額 を この 聖 水で 撫でる 儀式 をお こなった。 

それ を はこんだ という 土の 壺は私 も 辺 戸村の 旧家で みている。 この 壺で 明治 十一 一年の 琉球 処分まで 首 里 城に はこ 

ん だとい う 話で あつ た。 仁徳 帝が 淡 路に聖 水 を 求めた というの はこれ とま つ たく 同様で あつ たと 私に は 考えられ 

る。 この こと は 何 を 意味す るか。 淡 路が応 神 • 仁徳 王朝の 古い 出身地で あると いう ことで ある。 それ は 岡 田 精 司 

(7) 

氏が 研究して いるよう に、 大嘗 会の あくる 年に 難 波の 海辺で おこなわれる 八十 島 祭に も みられる ことで ある。 八 

十 島 祭 は 海の 彼方、 すなわち 淡路島から、 国 魂 を 迎える 儀礼ではなかった か。 
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これまで 言われて きたよう にィ ザナギ • ィザ ナミの 国 生み 神話 は 淡路島 を 中心とした ものであった。 ィ ザナギ 

は 島の 神で、 履 中 帝 や 允恭 帝が 淡路島に 狩戮 をした という ことで はなはだしく 不興 を 洩らす。 という こと は 恐ら 

く 淡路の 海人の 神だった のであろう。 その ィザナ ギ • ィ ザ ナミの 国 生みのと きに、 最初に 生まれた のが ヒル コで 

あつたので、 それ を 海に 流した という 説話 は 多くの こと を 考えさせる。 国 生みの 神話で 最初の 子が 不具であった 

(8) 

というの は 多い。 それ は 今日で も 南 島に ひろがる 説話であって、 八重 山の 波 照 間 島まで 分布して いる。 一方 また、 

沖繩 本島の 属島で ある 久米 島で は、 ネズミ は 日 神の 初めての 子どもで あるが、 「徒な 子」 で 「庶 子の 狂れ 子」 で 

あるから 小舟 を 作って やって それに 乗せて 二 ライカ ナイに 追放 するとい う 「おたかべ」 (神 を あがめる 詞) が 伝え 

られ ている。 ネズミ が 農作物 を かみやぶ つて あらしまわる というの がその 理由で あるが、 それ は あたかも ァ マテ 

ラスと スサ ノォの 関係に 比定 される。 ここに は 日の 妻 を どうして ヒル メと 呼ぶ かの 暗示が ある。 折 口 信 夫 は 水の 

女が ミル メと 変る ように、 日の 女が ヒル メに 変った ので はない かと 想定して いる。 そうした ヒル メの 対語と して 

太陽神の 長子の ヒル コ (蛭 子) という 語が あらわれて くる。 

こうして みると きに 淡路島に まず 日光 感精 説話 を 背景と する ヒ ル メの 信仰 は 足が かり を 得て 根づ いた。 だがし 

かし 日 神 崇拝が 淡路 から 東漸して 大和に 入り、 大和から さらに 東進して 伊勢に 到達した ときに、 東方 を たっとぶ 

聖地の 信仰 は 確立した。 そうして かっての 聖地と された 淡路島 は 今度 は その 位置 を 逆転せ ざる を 得な か つ た。 

伊勢神宮が 地方 神から 国家 神への 地歩 を 確立した の は、 岡 田 精 司 説で は 雄 略 期、 直 木 孝次郎 説で は、 継 体から 

欽明 期に かけて であると されて いるよう であるが、 これ は 淡路が 允恭 期 を 境目と して 史書の 上から 姿を消し てい 

くこと と 無縁で はない と 私 は 考える。 河内 王朝が 淡路 ときわめ て 縁が 深かった その 理由 は 何 か。 応神帝 を 始祖と 

する 王朝が、 九州から 東進した ときに、 まず 第一 の 足が かりにし たのが 淡路島だった からで はない か。 応神 帝と 

天日 矛と は 奇妙に つながつ ている。 天日 矛の 奉献した の は ィササ 大刀で ある。 ところが 敦賀の 気 比の 大神 はィザ 
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サヮケ であるが、 もともと その 名 は応神 帝の 名であって、 応神帝 はこの 大 神と 名前 を 取換え たと 『古事記』 に は 

記されて いる。 そこで 天日 矛が 淡 路に縁 由が あると いう こと は、 応神帝 を 始祖と する 勢力が まず 淡 路に根 を 下し 

たこと を 物語る と おもわれる。 そうした 記憶が 八十 島 祭な どの 宮廷 行事に もつな がると いう 推定 はまえ に 触れた。 

記紀に よると 反 正 天皇 は、 はじめ 淡 路宮で 生まれた となって いる。 事実、 河内 王朝の 頃に は淡路 出身の 妃が あり、 

当時の 習慣に したがって、 自分の 実家で 出産 するとい うこと から、 淡路で 誕生した 皇子が あつたか も 知れない。 

『古事記』 では 応神 帝の 妃 である 弟 日 売が 淡路の 御原の 郎女を 生んだ となつ ている。 また 応神 帝の 皇子で ある 根 

鳥の 王が、 庶 妹の 御原の 郎 女に、 中日 子の 王と 伊和 島の 王の 二人 を 生ませた とする。 淡路の 御原の 海人 は、 淡路 

島の 南部で 活躍し、 淡路 北部の 野 島の 安曇の 海人と 併称され る 一大 勢力であった。 淡路が 海人 族の 色彩の 濃い 文 

化 を もってい たこと は、 この ことから も 類推され 得る が、 一方 地元の 考古学者の 調査で は、 淡 路の古 基の 特徴 は 

前方後円墳が 一基 もな く、 現在 百 を かぞえる 古墳のう ち、 九十 九まで が 後期 古墳で あると いう。 こうした 特色 は 

淡路に 古墳 をき ずく ほどの 豪族が 生まれな か つたこと を 物語って いる。 淡路 はなが く 海人 系の 共同体の 色彩 を も 

つ 生活 をつ づけて きたので ある。 それば かりで なく、 海人 系の 葬 制 は 土 を もって 墳墓 をき ずく ことへの 抵抗 もま 

じえ ていたので あったろう。 

しかし 河内 王朝の 勢力が 大和 盆地に 入り、 そこに 政権 を 樹立す ると、 とうぜん 権力の 重心 は 東に 移される。 ま 

して 継 体 帝が 近 江の 出自 であると すれば、 淡路 との 血脈 はぶ つ つり 切れる。 

ィ ザナギ • ィザ ナミの 国 生み 神話のと きに ヒル コを 芦船に のせて 流した あとに 「次に 淡 島 を 生みた まいき。 こ 

み おやが み あわ 

も 子の 数に 入らず」 と ある 部分に ついて、 本 居 宣長は 『古事記伝』 の 中で 「御 親 神の 淡め 悪み 賜いし 故に 淡 と 

は 名 づけし なるべし」 と 注釈して いる。 武田 祐吉は 「四国の 阿波の 方面の 名。 この 部分 は 阿波 方面に 対して わる 

い 感情 を 表示す る」 と 注して いる。 それ は応神 帝に はじまり、 淡路と 関係の 深い 王朝が 断絶し、 あらたなる 王朝 
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が 起った ときに、 前 王朝に 抱く 感情の 働きと して は 当然で ある。 すなわち、 日本の 歴史に おいて 聖 なる ものが 一 

転して 穢 なる ものと して 疎外され るよう になる の は、 けっしてめ ずらしい ことで はない。 このばあい は それが 王 

朝の 出自 とつな がる 故 地に むけて なされた ので ある。 

さめ かわう ふぬ し 

これ を 沖繩の 歴史に 照して みて みると、 第 一 尚 氏 を 開いた 尚 思紹の 父の 鮫 川大主 はもと もと 伊平屋 島 出身で あ 

つたが、 島から 逃亡して、 知 念 半島の 場 天 浜に ついた とされ、 また その子の 尚 思紹が 私通して 生んだ 子が 尚 巴 志 

と伝ぇられてぃ^^?。 第二 尚 氏の 金 丸 も、 伊平屋の 百姓の 家に 生まれ、 田の 水 をぬ すんだ という 疑い を 村人に かけ 

られて 殺されようと したので、 島 を 脱出して 国 頭に かくれた と 伝えられ ている。 これ は 伊平屋 島 そのものにたい 

する 非難で はない。 だが 第一 尚 氏と 第二 尚 氏の 始祖と が 共に そうした 暗い 出生 説話 を 背負って いる ことに は、 沖 

繩 本島の 東方 崇拝と 比較 するとき に、 ある 種の 非難め いた ものが 含まれて いる こと をお ぼえずに はいられない。 

それが 真実で あつ て も、 それらの 伝承 をの こすと いう 理由 は どこ にある のだろう か。 

それ は 第一 に は 首 里王府 がそう した 噂 を 根絶す る だけの 力 を もっていなかった ことによ るが、 伊波 普猷が 述べ 

るよう に、 第一 尚 氏が 沖繩 本島の 東海岸に 根拠地 をお くようになる につれ て、 東方に たいする 崇敬の 念が おこり- 

久高島 や 斎場 御嶽 を 聖地と する 信仰に 切り換えられた ことと 関係が あると 私 はおもう。 

それば かりで はない。 奄 美から 沖繩 にかけ て 海人 族の ァ マミ キヨの 痕跡が 伝承の 中に みとめられ るが、 この ァ 

マ ミキ ョは 沖繩の 北部の 辺 戸 または 今 帰 仁に 渡来した とされて いる。 そこで 琉 球の 宮廷で は 伊平屋 島に 聖水を 求 

めて いくか わりに、 この辺 戸 や 今 帰 仁に 聖水を 求めて いくよう になった。 それ は 前述した ように 明治の 琉球 処分 

まで つづく が、 しかし、 久高島 や 斎場 御嶽に たいする 琉球 王府の 崇敬から すれば 西北 方にたい する 信仰 は 比較に 

ならない ほど 稀薄で ある。 それ は琉 球王府 がこうした 海人 族 を 先祖と する 伝承 へ の 信仰 を 打消そうと したから に 

ほかならぬと 伊波 は 考える。 その 証拠と なる ものが 「国土 創造のお もろ」 であった。 「昔 世界の はじまりに 太陽 
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神が 美しく 照り かがやいて、 下界 を はるかに 見下し、 アマ ミキ ョを 召して 島 をつ くれと 命じた。 アマ ミキ ョは数 

多くの 島々 を 作った が、 それ を 作りお える まで、 太陽神 は 待ち あぐんで いた。 そうして、 ァ マミ キヨの 同族の 子 

孫 は 生み 殖やすな、 天帝で ある 太陽神の 子 を 生み 殖やせと 言った」 と言う ものである。 ここで は、 アマ ミキ ョ* 

シ ネリ キヨが 島 を 創 つ たという 古伝 承 を 否定で きないので、 一 応 太陽神が 国土 を 作る こと を 命じた という ことに 

なって いる。 しかし さいごに は 自分た ちはァ マミ キヨの 子孫で なく、 太陽神の 子孫で ある こと を 主張す る。 この 

こと は 海の 彼方からより くる 水平 神が、 天から降る垂直神にかゎ つ ；^^ことを意味する。 すなわち、 二 ライカ ナイ 

からの 遠来 神が、 オボ ッ • カクラからの 観念的な 天上 神に かわる。 アマ ミキ ョ はいつ か アマン チュ ー となり、 天 

人 を 意味す るよう に 変化 を とげる。 伊波 は 「あまみ ゃ考」 の 中で、 ァ マミ キヨが 奄 美大 島の 海 見嶽に 天降った と 

いう 奄 美の 伝承の 生長した のに もお なじ 事情が あると 推定して いる。 『おもろ』 をみ ると 琉球 国王 は 日 神の 裔と 

なって いる。 沖繩の 王家が ふるい 伝説 を 否定す る 意図 は、 日本の 記紀 神話に ならって、 日 神の 裔 として その 出自 

を 高く しょうと する ものに ほかなら ない。 そのために 沖繩 本島の 西北 部 または 北部に たいする 関心 を 東の ほう へ 

と 切り換える ことが 政治的に 必要であった。 淡路島の ばあい も その 海人 族の 伝承 を 国家権力の 伝承に 組み入れ、 

形 を 変えて 表現す るた めに は、 東方に 眼 をむ けかえさせる 必要が あった。 

こうした 「海」 から 「天」 への 転換に よって、 民衆と 出自を 共有す る 水平 信仰 を 抹消し、 垂直 信仰に かえて い 

こうと するとき に、 天帝から 国 をさず かった という 考えが 明瞭に 看取され る。 記紀 もお なじ 心理 過程 をた どって 

形成され た。 淡路が 最初の 聖地で あり、 次に 伊勢 を 聖地と する 観念が 生まれた。 日 神の 裔 として 自分の 出 自を神 

聖 化する ために は、 東方に 聖地 を 求める の はとう ぜんの なりゆき である。 それ は あたかも 琉球 II 王の 出身地の 伊 

平屋 島の 方向に あたる 西北 部、 または ァ マミ キヨの 上陸 地で ある 北部が 聖地と みなされて いたのが、 東方に 切り 

かわ つたのと 同様で ある。 淡路の 地方 神と して 畿内と くに 淡路の 外で 祀られ なか つ た ィザナ ギ神は 海人 族の 奉戴 
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する 神であって、 ァ マミ キヨに 相当す る ものである。 したがって ィ ザナギ 神話と アマ テラス 神話との 間に は 断絶 

が ある。 それ を 媒介す る ものが 日光 感 精の 説話に よる ヒル メ であった。 日の 妻であった この 巫女 は、 伊勢の 地に 

移される と共に、 国家 最高の 神と して、 国民の 上に 君臨す るよう になった。 

聖 なる ものから 穢 なる もの へ の 転位 は 日本人の 社会意識 をた どるば あいに 欠かす ことので きない 重要な 視点で 

ある。 こうして かっての 聖 なる 島であった 淡路 にたいして は、 いっか 軽侮の 念が 生まれた。 海人 は 卑しい 出自と 

みなされ、 おと しめられた。 海人の もつ 神話 は、 国家権力 を 象徴す る 神話と は 無関係で あるよう に 仕組まれた。 

「しかしこう までして 見たところで、 今まで ひろく おこなわれ ていた ァ マ ミヤ • ァ マミ キヨ の 概念 を くつがえす 

に は 足りなかった の は、 つまり は 民間 信仰の、 底に なお 絶えず 流れて いた 力 だとお もう。 …… そういう 根源 を 天 

きざ 

に 帰したい 要望が、 一 部に はすで に萠 していた ためとも みられる。 しかも その 要望 は いささか 無理であった 故に、 

十分に は 成功せ ずに 終わった ので ある」 (柳 田 国 男 「海 神宮 考」) 


第三 部 


七 年 一回 ノ新 神ハ、 二七日 ノ 御託 ナリ。 遠海 

諸嶋。 愈議ナ クシ テ、 同日 同時 ノ 出現 ナリ。 

毎月 ノ出モ 是ナリ 。託 女 等、 一滴 ヲモ飲 マ ズ„ 

一粒 ヲモ 食セズ ト雖。 容貌 変 ゼズ。 身 鉢殊ニ 

健 ナリ。 少女 ハ七 歳已 上。 老女 ハ 六十 已下ナ 

リ。 走 則 ンバ、 荆蘇. 瓦礫 ノ恐 ナシ。 水 波 二 

入 テモ湿 ナシ。 昼夜 林 二 遊ビ。 風雨 野-一居 ス。 

日数 満ジ テ。 神 離 給フ則 ンパ。 女 等径チ 二死 

ス。 爾ヲ、 赤土 ヲ水 ニ和シ テ飲シ ムレ パ、 暫 

ァリ テ活ス 

11 僧 袋 中 『琉球 神道 記』 より 


51 不知火 海の 巫女 


不知火 海の 巫女 


私 は 熊本県 八 代 市の 北に ある 竜 北 村の 姫の 城、 中の 城と 近接す る両 古墳から、 眼下に ひろがる 八 代 平野 をみ た 

ときの 印象 を 忘れる ことができない。 私の すぐ 足 もと を 氷 川が ゆるやかに 蛇行して 平野の まんなか を 不知火 海に 

そそいで いた。 

千 数百 年 まえの 時間が 私に かえって きた。 全長 百メ ー トルに およぶ 巨大な 前方後円墳 はい ま トキ ジクの カグの 

木 を 植えて その 様相 を 変えて はいるが、 熟れる 果実の あいだから、 私 は 海の 彼方に 眼 を 放った。 八 代 平野の 大半 

は 近世の 干拓に よつ て 作られて いるから、 かって は 海抜 百十メ ー トルの この 丘陵地帯の 近くまで 海 は 迫って いた 

にちがいない。 ここが 西の 国の 果てで あると いうお もい はいつ そう 強かった と おもわれる。 この 古墳の 上に 立つ 

て 呼べば こたえる もの は 何 か。 不知火 海 をと りかこむ 天草の 島々 を こえて、 はるか 中国の 江 南 地方な のであろう 

か。 地図 を ひらけば 呉越の 国 は 不知火 海の 真西に 位置して いる こと を 知る。 記紀に あらわれる 呉 国との 修交が— 
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朝鮮 を 通して であれ— 九州の 西海岸の 首長との あいだに なされて きたと 考える の は、 自然で ある。 

そのば あい、 姫の 城 古墳、 中の 城 古墳な どに 葬られた 首長 は どのような 役割 を はたしてき ただろう か。 二十 世 

紀の 初頭に、 中の 城 古墳から は 皮の 冑を かぶって 盾 を かかえた 人物 埴輪が 出土して いる。 古墳の 後 円 部の すその 

部分から は 蓋 形の 石 製品が 発見され ている。 また 姫の 城 古墳から も 石 人 や 蓋 形の 石 製品が 出土し、 付近の 小学校 

に 保管され ている。 これらの いかめしい 副葬品 は 古墳の 主が ただの 豪族でなかった こと を 示す ものである。 それ 

は 筑紫君 磐 井の 墓と される 筑 後の 岩戸 山 古墳から 出土した 石 人 や 蓋 形な ど を 思いお こさずに はすまない。 そこで、 

これらの 古墳の 主が、 筑紫 君と 同族であった 火 君で あつたと 想像す る こと は理に 叶って いる。 それら を うらづけ 

(2) 

るよう に、 中の 城、 姫の 城な どの 古墳 群の 近くに は、 大野 窟 古墳と 呼ばれる 頑丈な 石組みの 横穴 式 石室が ある。 

とくに 六 • 五メ ー トルの 高さに、 八 畳 敷 もあろう かとい う 巨大な 天井 石が のって いるが、 それ を 下から 見上げ 

ると、 まるで 小さく みえる。 この 古墳 をき ずくた めに 使用され た 技術と 労力と を 思い はかるならば、 そこに 葬ら 

れた 人物の 生前の 勢力 を も 描く こと は 可能で ある。 

じじつ、 氷 川 を 下った 鏡 町から ふりかえって みると、 中の 城、 姫の 城、 端の 城、 物見櫓な ど野津 古墳 群の 四 基 

の 前方後円墳が 山の 根に せり 出す ようにして 見える。 不知火 海 を 航行す る 船 も、 ここに 葬られた 火 君に は 敬意 を 

表さない わけに はいかな いように 見える。 

そこから 国鉄 鹿 児 島 本線の 駅に して 三つ 目の 北に あたる 宇 土 市に また 古墳が 集中して いる。 この 中の 一 つ 向野 

田 古墳 は 四 世紀 後半から 五 世紀 初頭に かけての 前方後円墳 とされて いるが、 そのな かから 推定年齢 二十歳 ごろの 

女性の 人骨と 共に、 ドン ス、 紗の 薄物 や 錦な どの 高級 織物の 繊維が 発見され た。 そのほか 勾玉 やおび ただしい 鉄製 

品 も 副 葬され ていた。 また 四メ ー トル も ある 舟 型 石棺の 中 は 真 赤な 朱が 塗られて いた。 高級 織物が 海外の たとえ 

ば 呉 国から もたらされ たか どうか は 明らかで はない が、 この 向野田 古墳の 女性 は女酋 的な 巫女であった ろうと 推 
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定 する 井上 辰 雄 氏の 見解 は 充分に 説得 的な ものである。 井上 氏 は、 この 巫女 は 海に 燃える 「不知火」 の 信仰 を 奉 

ずる 一族の 首長で あり、 だから こそ 「火 君」 と 呼ばれた とし、 火 君の 本拠 はまず 宇 土 市 付近に あり、 そこから さ 

きに みた 氷 川 (もとの 火 川) の 流域に あたる 竜 北 村から 宮原 あたりに 移転した と 推定して いる。 『景 行紀』 に、 

天皇が 火の 国 を 海上から 巡幸した ときに 夜が 暗く どこが 岸 か 分らない。 すると 遠くの ほうに 火が みえた ので、 そ 

こ を 目指して 岸に つく ことができた。 その 火の 光る ところ を 「何とい う 村 か」 とたず ねる と、 国人 は 「八 代 県の 

豊の 村」 と 答えた と ある。 この 豊の 村が いまの 豊福 村で ある。 そして その 火の 主 を 聞いた が、 だれも 知る もの は 

なかった ので、 「これ は 人の 火で は あるまい」 と 言った という。 不知火の 語の 由来の 説明で ある。 

『播磨 風土記』 に 次の 記事が ある。  ： 

継の 潮と いう ゆえ は、 昔、 この 国に ひとりの 死せ る 女 ありき。 その 時、 筑 紫の 国の 火 君ら が祖 きたりて、 復 

かし、 仍 りて 娶 ひき。 故、 継の 潮と なづく 

姬路 市に 継の みなとと 呼ばれる ところが 今 も 残つ ている というが、 火 君が 一 度 死んだ 女 を よみがえらせて. 0 分 

の 妻と したと いうの はなん とも 無気味な 話で ある。 この 挿話に は、 呪術 師 らしい 人物の 面影が 横切って いる。 

また 『日本 霊異 記』 の 中の 「筑 紫の 肥 前の 国 松 浦の 郡の 人、 火 君 氏、 たちまちに 死して えんまの 国に いたる。 

時に 王考 うるに、 死期に あわざる が ゆえに、 さらに あえて かえす」 という 記事が そうで ある。 火 君 はえん ま 大王 

によって 地獄から 現世に 投げ かえされ たが、 そのと きに、 煮えた つた 大签の 中に 木の 切り株の ような ものが 浮き 


出て、 火 君に むかい、 自分の ために 法華経 を 写して くれたら、 このような 業苦 はまぬ かれる だろうと 哀願す る。 

I 火 君 はこのと きのこと をく わしく 上申書に 書いて、 国司 をと おして 朝廷に 奏した が、 朝廷 は 信用 せずにと り 合わ 

ォ なかった、 という 話が その あとに つづいて いる。 

史 この 話 は 火 君の 性格に 死者の 世界に 通じる 霊 力が あった こと を 示す もので、 今 も 南 島 を はじめと して、 多くの 

古 口よ せミコ などの 語りに あらわれる 特徴で ある。 ただ、 『日本 霊異 記』 におな じょうな 話が いくつものつ ている 

ので、 これが 火 君 だけの 話で ない こと は あきらか である。 

「あるとき 都の 人が 筑 前に 下って、 病死し、 えんまの 国に いたった ところ、 『痛い』 と 悲鳴 を あげる 声が きこえ 

てきた。 その 死人 は、 あとでよ みがえ つて、 自分が 死者の 国で みて きた こと を 書き送つ たが、 太宰府の 政庁 は 信 

用し なかった」 という 話 も その ひとつで ある。 

こうした 類 話が ある 以上、 それ は ひとつの 話の 型だった ことが 分る。 また その 話が 尋常の 人で なく 巫女 (口よ 

せ) をと おして 語られた ものである こと も 察しが つく。 

「よみがえり」 の 話 は、 日本の 古い 伝統に もとづく ものであった。 その もっとも 代表的な の はィザ ナギの 黄泉 国 

からの 逃走で ある。 南 島の 宮 古島に も 与 那覇豊 見 親と いう 二十歳の 若者が、 死者の 国に 行った が、 えんま 大王 か 

ら 娑婆に かえされ たという 伝承が 叙事詩と なって 残って いる。 私は宮 古島で、 よみがえった 人に ついての 説話 を 

いくつか 聞いた。 死者の 世界の こと を 話して はならぬ、 というの が あの世から 現世に かえされた ときの 条件で あ 

つ たが、 その タブ ー を やぶ つ たばかりに たちまち 死んだ という 男の 話 も ある。 

いずれにしても、 火 君に 巫女 的な 性格が そなわつ ており、 ときには 呪術 もお こなった だろう ことが 以上の 記録 

で 推定で きる。 

古代に おいて は 誕生 はたんなる 新生で はなく、 死者の 世界からの 再生で あると 考えられた。 「死」 と 「生」 の 


155 不知火 海の 巫女 


つぎ 目 を 扱う 巫女の 存在 を 想定す る こと は、 火 君に もう 一 つの 側面の 性格 を 背負わせる ことになる はずで ある。 

火 君の 根拠地の 氷 川 (火 川) すじに は ヒゥチ U3 を 多く 産した と 『肥 後 国 誌』 は 述べて いる。  - 

ひのもとの ひこの ひ 川の ひうち 石 

ひひに ひと ふた ひら ふ ひと ひ は 

という 狂歌 もよ まれて いる 位で、 ヒゥチ 石と 氷 川 (火 川) との 関係 を 見す ごす こと はでき ない。 しかし 一方 『肥 

前 国 風土記』 に は、 朝廷 は崇神 帝のと きに 肥 君ら の 先祖の 健緖組 をつ かわして、 服属 を肯ん じない 肥 後の 土着 勢 

しらがみ 

力 を 討伐 させた。 健 緒 組が 八 代の 郡の 白髪 山の ふもとに たどりついた 夜、 大空に 火が あって、 それが 白髪 山に も 

えついた ので、 その ふしぎな 現象 を 奏上す ると、 火の 下った 国 だから 火の 国と いうが よいと 勅宣が あり、 健緖組 

の 功績 を 賞して 火の 国 をお さめさせた、 と ある。 この 白髪 山 は 『肥 後 国 誌』 によると、 氷 (火) 川の 上流の 種 山 

村に ある。 氷 川の 源流に は 白山が あり、 また その 近くに 白 岩戸が あり、 種 山村に は 白髪 山 (白 上 山 ともいう) が 

あり、 中流の 立 神と いう 大きな 岩の 崖 はシラ タケ または シラ タキと もよ ばれて いる。 このように 氷 川 (火 川) と 

シラ (白) とが むすびついて いるの は、 私に は 偶然と おもわれない。 

これら 一連の 「白」 に は 共通した 意味が ありそう である。 

檜垣嫗 といえば、 藤 原 清輔の 『袋 草紙』 に は 「肥 後の 遊君で 年老いて 落ちぶれた 女」 と あり、 その 伝承 は 熊 本 

市 を 貫流す る 白 川の ほとりから 金 峰 山な ど あちこちに のこ つてい る。 檜 垣嫗の 詠んだ という 劇的な 歌、 
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年 ふれば わが 黒髪 もしら 川の みつ はくむ までにな りに ける かな 

この 白 川 は 一説に は 熊 本 市の 白 川で なく、 太宰府 を 流れる 白 川の 方が ふさわし いと 考えられても いるが、 いず 

れ にしても 伝説に すぎない。 この 歌で は 黒い 髪が 白くなる までとい う 意に かけて 白 川 を もち 出して おり、 また 

「みつはく む」 とは瑞 歯が 生える ほどの 老齢に なった と 解され ている が、 折 口 信 夫の 説く ように 「みつは」 つま 

り 「水 波 女」 とか 「みぬ 女」 とよ ばれる 水の 女神の 神聖な 水 を 汲む というの が 原義で あると すれば、 この 一首の 

様相 はがら りと かわって くる。 みつはの 水と いうの は 若返りの 聖水 なのであって、 それと 白 川の 「白」 とが 対応 

する ことになるの である。 折 口 信 夫 は 皇子 誕生のば あいに とりあげば あさんの 役 をす る 「くくり ひめ」 は 「みつ 

は」 のた ぐいの 神で はない かとい う。 ここで 加賀の 白山が きくり (くくり) 姫 を まつって いる こと を 思いお こす- 

つ まり 白山の 白に はよ みがえ ると か、  生まれ かえると か、 若返る とかの 意味が こめられ ている。 これ を 檜 垣嫗の 

歌に ついて 考えて みると、 白 川と いうの も 生まれ かえり、 若返る 川と いう 意が ふくまれて いると 私 はみ るので あ 

る。 

さきにの ベ た健緖 組が 怪火 を 目撃した という 白髪 山 は 氷 川から すこし 北に ある 小 野の 娑婆 神 山と いう 話が ある 

が、 一方で は 娑婆 神 山 は 歌枕に ある 白 川の ほとりの 黒髪 山に ほかならぬ という 他の 説が ある。 白 川と は 阿蘇に み 

な もと を 発し、 熊 本 市中 をな がれる 川で、 白 川 ぞいに 黒髪と いう 地名が 今 もの こって いる。 このように 白 川と い 

うことば と 黒髪と いう ことばと は 対応す る ものと 考えられ ている。 氷 (火) 川の ほとりの 「白」 に 若返る 意味が 

こめられて いると 私が みるの はそう した 意味から である。 これまで 私が 挙げた 地名 は 宇 土の 向野田 古墳、 松 橋 町 

の 東南の 豊福 村、 小川 町の 近くの 小 野の 婆 婆 神 峠、 竜 北 村に ある 中の 城 や 姫の 城 古墳 群、 そして 宮原 町の 氷 川の 
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上流の 種 山村の 白髪 山で あり、 これら はわず か 十五 キロの 近距離の 間に 収まって しまう。 しかも、 これらの 地域 

は 古代の 幹線道路に 沿ってい ると ころに 特徴が ある。 

四 

ここで シラ (白) と は どんな 意味 を もっか を 考えて みる ことにする。 シラは 南 島 語で は 産 を 意味す る。 産の 神 

を シラの 神と 呼び、 産の 忌 をシラ 不浄と 呼んで いる。 そして 産室の 地炉 にも やす 火 を 「シラ の 火」 と 名付けて い 

る。 筑 紫の 枕詞の 「しらぬひ」 は r 斯良農 比」 とか 「之 良 奴 日」 とも 表現され ている。 比、 日 は 甲 類の 音韻 だが、 

火 は 乙 類な ので 不知火で はない こと は 通説と なって いる。 そこで は 「ひ」 は 「火」 に はなり 得ない。 それ を その 

まま r シラの 火」 にあ てること はで きないが、 「シ ラ」 という ことば は 誕生に つながる 語と して、 生かせる とお 

もう。 シラ (白) が 誕生 や 出産 や 再生な ど を 意味す るの は、 南 島に かぎった ことではなかった。 朝鮮半島 でも 白 

という 文字 は 誕生と 関係 を もっている。 擅 君 神話で も 都の 所在地の 山 は 白 岳と いい、 白 州の 地に ある、 となって 

いる。 平壌の 古い 名前が 白 岳で ある。 こうして みれば 朝鮮半島と 南 島との シラ (白) の 観念が 日本の 古代人に 影 

響 を 与えな か つ たはず はない。 

柳 田 国 男 は 「歌 占」 という 謡曲 をと りあげ、 その 中で、 親子の 再会が 加賀の 白山の ふもとの 里で おこなわれた 

ことに 注目して いる。 伊勢の 二見 太夫と よばれる 子どもの 国々 をめ ぐって いると き、 頓死した が 三日 目に よみが 

えった。 それから 白髪に なって しまったと 父に 告白す る。 これにつ いて 柳 田 は 「すなわち それが 冥土から 返って 

きたしる しで、 そのために 言の葉が 霊異で ある ものと 解せられ た」 と 述べて いる。 つまり 白髪の 老人 や 若， R 髮の 

人 をえ らんで 巫 の 任務に あたらせた 風習が ながく つづいた というの である。 京都の 北 野天 神に は 白太 夫 社が ま 

つられ、 白太 夫 は 前記の 二見 太夫であった とする 説が あるそう だが、 ここに も 白との 関係が みられる。 
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私たち は、 冒頭に のべた 火 君が 地獄から かえった という 話 を 思い出さずに はいられない。 あの世から 一たん 戻 

つてき て、 それで 生命力 をさず けられ、 あちこち 歩き まわって 予言して 歩く。 そのば あいに 白い 色 をして いるか 

ら、 特殊な 霊 力が あると される。 

宮田登 Vt? によると、 白髪の 人 や 白い 肌の 八 百 比丘尼、 すなわち 白 比丘尼、 あるいは さきに あげた 白太 夫な ど は、 

(6) 

長命で あり、 しかも 再生の 観念に 支えられ、 神託す る ことで、 民衆から 神化され る 人た ちで ある。 

そこで 火 君の 周辺に 「白」 がまと いついて いる こと は、 火 君の 呪術 的な 性格 を 物語る もの だと 私 は 考える。 そ 

の 呪術 はとく に 生と 死の 主題に おいて 発揮され た。 火 君の 火 は 白 (再生) あるいは シラ (産) の 火な のであった- 

前に 記した 火 川の 上流の 白髪 山に 空から 火が 下 つ て もえつい たという 説話 はそう した 文脈に おいて 解かねば なら 

ないだろう。 火 (豊) の 村で みた 怪火に 異常な しるしの 訪れ をみ とめる こと は むずかしくない。 

火 君が 産 あるいは 誕生に 関係が あると いうと き、 それ はとう ぜん 女性が 想定され る。 なぜなら、 火の 神 は アイ 

ヌ ではおば あさんの 神と されて おり、 また 南 島で も 火の 神 は 老女で 表現され るからで ある。 『筑後 風土記 逸文』 

には筑 前と 筑 後の 国 ざ かいの 山に 荒ぶ る 神が いて 人 を 害して いた。 そこで 筑紫君 や 肥 君が 占って、 筑紫 君た ちの 

先祖に あたる 甕 依 姫 を 祭司 者と して まつらせた、 と ある。 この 文章で 甕 依 娘が 巫女で ある こと は あきらか である- 

甕 は 魂の 容器で あるから、 それ は 玉 依 姫と おなじと 考えて よいであろう。 今日で も 五島 地方の 漁師の 家庭で は 勝 

手の 土間に すえつけた ハ ンド 甕に 水 をみ たして、 漁に 出た 夫に 海難 事故がない ようにと 祈る 習俗が つづいて いる 八 

筑紫 君の 先祖が 甕依姬 であ つ たと すれば、 筑紫 君と 同族で ある 火 君の 先祖 も 巫女 を かねた 女营 であつ たと 考え 

て 差支えないだろう。 筑 後川の 川口の 大川市 を 中心とした 三满郡 は、 もと 水 間と 呼ばれる 豪族の 支配して いたと 

ころで ある。 宗 像の 三女 神 はこの 水 間の 君が まつった とされて いる。 ここに も 女神の 姿が あらわれる。 水 間 君 は 

水 沼 君で も あり、 要するに 「みつは 一 などと おなじく 水の 妖精に 由来す る ものである。 だから 宗 像の 三女 神 を ま 
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つるまで もな く、 それ はもと もと女 神であった。 「みそぎ を 助ける 神 女」 (折 口) としての 「みつは」 「みぬ ま」 が、 

シラ (産) に 関係の ある 火 君と 九州 西岸の 内海 を 共有して いた こと は 注意して おいてよ い。 

またお なじ 有 明 海に そそぐ 嘉瀬 川の 上流の 佐賀 市の 川上と いうと ころに は 淀 姫 神社が ある。 それ は 『肥 前 風土 

記』 に 「この 川上に 石神あって、 名 を 世 田 姫と いう。 海の 神の 鰐が 年 ごとに 流れに さからって くぐり 上り、 この 

神の もとに やってくる。 そのと き 海の 底の 多くの 小魚が ついて くる」 と あるが、 世 田 姫 はこれ を みれば 海の 神の 

露 (つまり 議を 指す) の 礼拝 を 受けて いる。 そこで 世 田 姫 (淀 姫) は 海神の 娘だった と 考える ことができる。 

また 大和の 多 神社の 宮司 は 多 氏で あり、 火 君 は その 同族と されて 久 安五 年の 『多 神宮 注進 状』 に は 禰宜の 多 朝 

臣常麻 呂と祝 部の 肥 直尚弼 とが 連署して いる。 ところで この 多 神社の 四 座の 神 像の 大半 は 女人 像で あると いう 報 

告が ある。 多 氏と 火 君の 末裔に あたる 肥 直との いっき まつる 神が 女性と 目され ていた こと は、 これで 想像が つく。 

筑紫 君の 祖の甕 依 姫、 水 間 君の まつる 宗像 三女 神と 水 波 女、 佐賀 市の 川上の 世 田 姫。 それに加えて 多 氏の まつ 

る 代表 神が ミシ リツ ヒコ とされて いながら も、 多 神社の 四 座の 神 像の 大半が 女性であった。 とすれば、 火 君の 祌 

もまた 女性で あつたと 考える の はき わめて 自然で ある。 

神 八 井耳の 命を祖 とする 多 氏と その 同族の 十九 氏の なかで、 火 君、 大分 君、 阿蘇 君、 筑紫 君の 四 氏 だけが、 「君」 

の 名 を 冠され ている。 この 君なる 称号 は、 沖繩 では 高級 巫女 を あらわす。 その もっとも 有名な のが 聞 得 大君と 君 

南風で あるが、 これ を みても 九州の 有力な 首長が 巫女の 資格 を もっている ことが 充分に 察せられる。 

五 

奄 美大 島で は ユタ (巫女) になる もの は、 精神に 昂揚 をき たして、 異常な 言動 をす るが、 そのうちに 白装束 を 

して 馬に またがり、 人里 はなれた 谷 司の 水たまりで 沐浴 をす る。 この 沐浴 をシロ ミズ アミ (白水 浴み) と 呼び、 
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そうすると 興奮 状態が おさまって 一人 まえの ユタに なると 『大奄 美史』 はった えてい る。 この 白水と いうの は 女 

が 「神 女と して 誕生す る 水」 という 意味な ので ある。 

また 沖繩 では 火 は 二 ライカ ナイから もたらされ たという 信仰が あって、 それ は 今 も 生きて いる。 八重 山で は 火 

の 神 は 竹 富 島に いるが、 それ は 竹 富 島が 二 ライから 火が もたらされた 最初の 島 だからで ある。 そこで 八重 山で は 

子供が 生まれる と、 竹 富 島の 見える 海岸に つれていって、 その 島影 を おがませる 習慣が まえにあった。 ここに も 

誕生 (シラ ) と 火と が 関連す るの をみ る ことができる。 

「不知火」 という 漢語 は 室町 期 以後の 造語で しかない。 そこで 不知火 は シラの 火で あると いう 仮説が 成立し ない 

だろう か。 沖 繩の宮 古島で は 海の 彼方から r シラ」 の 船が やってくる という 伝承 を もってい るが、 八朔の 日 をた 

がえず して 沖合に あらわれる 竜燈 すなわち 竜宮の 神の 火 こそ は シラの 火と 考えな か つ ただろう か。 八月の ついた 

ちの 夜と いうの も、 年の 折目で ある。 となれば、 日 知り、 すなわち 日 暦の 秩序 を朔 望から 割り出して 予言す る こ 

とが 巫女の 資格であった 時代に は、 正確に 八朔の 夜 を 期して、 海の 沖合に 火の 饗宴 を 見させる こと を、 自分の 呪 

術と 心得た 巫女 もあった かも 知れぬ。 それ はお そらく 火の 君の 祖と 無縁で はなかろう。 沖合に 消えて は 浮かぶ 珠 

を つらねた 火の あやしい 光景 を 見る のに もっとも 適した 場所と いうの が、 宇 土 半島の つけ 根から 八 代 市の 北の 氷 

川 流域であった。 八朔の 夜の 沖に 乱舞す る 火 を 望んで、 それ を シラの 火と 見た てた とすれば、 沖 繩のニ ライ カナ 

ィの ばあいと おなじように、 前提に 海上 他界の 観念が 要請され るの はとう ぜんで ある。 

『山城 風土記 逸文』 として 採用され ている 記事に 次の 話が ある。 ある 男が 海辺で 笛 を 吹いて いたら、 竜神が 出て 

きて その 男を聲 にと つた。 だが、 その 男 は 竜宮の 火 を 忌み きらって、 海辺の 老女の 家で 食事 をした、 という もの 

である。 竜宮で 煮 焚きす る こと をき らうと いうの は、 それが かって は 神聖な 火であった こと を 暗示す る ものと 思 

われる。 シラの 火と いうの は、 竜宮の 火と いう 意味が こめられて いるので はない か。 
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佐賀 市の 金 立 神社 は 秦の徐 福 を まつって あるが、 その 神社に ふさわしく、 有 明 海の 中に ある 沖の 島と いう 小島 

にまい る 習慣が ある。 沖の 島 は 鹿 島 市 七 浦 町の 東方 五 キロの 海上に あって、 潮が 満ちて くれば かくれて しまう ち 

つぼけ な 島 だが、 旧 六月 十九 日と もなる と、 有 明 海の 沿岸の 町村から おびただしい 小舟が 沖の 島まい り をす る 習 

慣が ある。 これ も徐福 伝説に 名 を 借りて、 有 明 海の ほとりに 住む 人た ちの 海の 彼方の 常世への 衝動と 解され る。 

熊本県の 北部の 菊 池 川に そう 玉 名 郡の 千 田 村に は 聖母 八幡宮が あって、 神 功 皇后、 仲哀 天皇、 応神 天皇 を まつ 

つてい る。 これ は 母子 神 信仰に もとづく ものであるが 更に 玉 名の 奥の 真 弓に は 柳 田 国 男が 紹介して いる 「ハナ タ 

レ 小僧」 の 話が ある。 竜神の 使者のう つくしい 姫が 小さな 子 を だいて 淵から あらわれ、 その子 を あずかった 家の 

ものが 金 持になる という 趣向の ものである。 こうした 海神 少 童の 話が 玉 名 郡に 伝わって いるの は、 有 明 海 を 意識 

しての 上であった と言える。 

六 

有 明 海と 不知火 海に そそぐ 筑 後川、 菊 池 川、 大野 川な どの 沿岸 流域に 装飾 古墳が 集中し、 それにき わめて 呪術 

的な 文様と 船の 絵が 好んで 描かれ、 彫刻され ている の をみ ると き、 そこに 他 地方と ちがった 独特な 海洋 的 性格 を 

みとめる の はさ ほど むずかしい ことで はない。 

それ を 証拠 だてる ように 不知火 海に は、 今 は 干拓に よって 地続きに なって いるが、 かって 島だった ところから 

多くの 古墳が 発見され ている。 氷 川の すぐ 南 を 流れる 日 置 川の 河口の 産 島から は 古墳が 三つ 発掘され ている。 こ 

こはゥ ガヤ フ キア ュズ ノ 命の 誕生 地と もい い、 あるいは 応神 帝の 出生の 島 ともいう 伝承 を も つてい る。 

そ ぞう  (； S) 

その 南の 高 島 や 鼠 蔵 島に も 古墳が 作られて いる。 鼠 蔵 島の は 装飾 古墳で ある。 そのほか 日 奈久の 鳩 山と か 田の 

浦の 小 番所の 鼻と か、 岬に つき出した 古墳 も ある。 おどろいた ことに は、 さらに 沖合の 八 代 市と 天草 島の 中間に 
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ある 大島ゃ 三つ 島に も 古墳が あると いう。 古代の 不知火 海 沿岸で は、 わざわざ 島 や 岬に 古墳 をつ くった ことが 明 

らか である。 それ は 海上に 他界が あるとの 観念 を 示す ものである。 そして 海上の 他界と は シラの 国に ほかならぬ- 

そこからの 再生 を まちのぞんだ 人た ちが かって は 存在した。 

そうした 海 彼への 願望 を 裏書きす るよう に、 昭和 三十 五 年に 熊本県 玉 名 市の 高瀬に ある 稲荷山 古墳の 上から 板 

碑が 発見され た。 永禄 十一 年 (一 五六 八) の銘の ある もので 補陀落 渡海と 記されて ある。 いわゆる 補陀 落度 海の 記 

念 碑で ある。 中国の 舟 山 列島 あたり を補陀 落の 浄土と みなして、 そこに 渡海し 往生しょう とする 風習 は、 熊 野 を 

中心に おこなわれ たが、 玉 名 市 高瀬の あたりからの 渡海 も おこなわれた ことが 充分 考えられる。 

さらに は 熊 本 城内で も 渡海 碑が 見付かった。 下 益 城 郡の 小川 町の 東に ある 中央 町津留 というと ころに も、 宝 勝 

寺 補陀落 山と あるが、 それ は どのような 寺だった ろうか。 今 は 堂 だけが のこって いると 聞く。 『雄 略紀』 に 「身 

狭 村 主 青な どが 中国の 呉から もら つ てきた 二 羽の ガチ ョ ゥが筑 紫の 水 間 君の 犬に くわれた」 という 記事が ある。 

中国の 南部の 呉 国と 有 明 海 沿岸の 首長との 間に 交流が あった こと を 示す この 話 は、 後代の 補陀落 渡海が 有 明 海 を 

出発して おこなわれる 素地が すでにあった こと を 暗示して いる。 

ところで、 まえに 裟婆神 山 を 白髪 山 または 黒髪 山に 比定 する 説の ある こと を 述べた。 この 裟婆神 は 鯖 神と もい 

う。 この 娑婆 神 峠の ある 小 野 村 はもと 肥 後 国の 小 野 鰐 荘と東 寺 百合 文書に かかれて いるそう である。 そこで 推測 

を あえて すれば この 鯖 は 鰐の ことか も 知れない。 鱔を南 島で は サバと 呼び出 雲 や 能 登な どの 日本海の 沿岸で はヮ 

二と 呼んで いる こと は 知られて いる。 そうして 鱔を 神と する 習慣 は 南 島に ひろく おこなわれ ている。 宮 古島の 仲 

宗根 玄雅は 海上 漂流 中に サパ (艤) にたす けられた というので、 子孫 は 今日 も 鍵の 肉 をく わない。 それの みか 仲 

宗 根玄雅 は鯖祖 氏玄雅 とも 称されて いが。 

この 不知火 海に は、 八 代の 沖合に ピロウ 島が あるが、 この ピロウの 葉 をと つて、 その上に 魚 をのせ て 神に ささ 
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げる 風習が あつたと いうが、 これ もまた 南 島との ふかいつ ながり を 思わせる。 沖繩 では 神事に はすべ てビ ロウの 

葉 を 使う のが 原則で ある。 八 代 市に 今 もまつ る 妙 見 社の 星辰の 神 は、 百済 を 経由して きたと も、 あるいは 中国の 

揚子江の 南から 直接 八 代に 渡来した ともい われて いる。 また 八 代 市の 高 田に は 樹齢 六 百年 ほどの 蜜柑の 古木が の 

こって いる。 これが 中国から 直接 渡来し たかは 分らない が、 天草の 南に つらなる 鹿児島県の 長 島に は 唐 蜜 排が最 

初に 伝わった といわれ てい (^)。 また 河童 は 中国の 揚子江から 日本に 渡って きて、 まず 八 代 市 を 流れる 球 磨 川に 住 

みつき、 筑 後川に 移った という 俗伝が ある。 

これらの こと を 考える と、 有 明 海 または 不知火 海が 古くから 海の 彼方の 中国大陸 南部 ゃ奄 美、 沖繩 などの 南， =^ 

にたいする 志向 を もちつづけて きている こと は 否定で きない 

それの 根拠と なる のが、 有 明 海の 高瀬 や 不知火 海の 川尻、 宇 土、 八 代 を 根城と した 海外 貿易で ある。 たとえば 

八 代の 相 良 長 唯 は 天文 八 年 (一 五三九) に 中国 貿易の ための 市 木 丸と いう 船 を こしらえた。 天文 二十 四 年に は 楊子 

江に 貿易して いた 十八そう の 舟 はこと ごとく 吹き散らされ たが、 船団のう ち 十六そう の 舟 は 八 代 船 だ つ (i^) という 

記事が あ (s?)。 高瀬の 港 を 利用して、 菊 池 氏 は 朝鮮に 十二そう の 舟 をつ かわした、 と 朝鮮 側の 記録に も ある。 

肥 後の 八 代の 城と 

永 良 部 津城は 

誰か 攻めても 落ち はせ ぬ 

という 歌が、 鹿児島県の 口 永 良 部 島に 残って いる。 口 永 良 部 は薩摩 半島の 西が わに はずれて 位置す る 島で あり、 

昔から 倭寇 や 密貿易の おこなわれた 場所と して 有名で ある。 第二次大戦 後 もこ こ は密贸 易の 中継 地と して 一時 さ 
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かえた。 こうした ところから みると、 肥 後の 八 代が また 南北朝の 頃に、 水 軍の 根拠地で あり、 その 水 軍 は 肥 後 海 

賊 として 南下し、 倭寇と なって 沖繩 にまで 進出した という 折 口 信 夫の 説と 呼応す る。 右の 歌 はそう した 史実の 反 

映 だと 思われる。 

こうした 肥 後の 豪族た ちの 活躍 はとお く 火の 君の 時代、 すなわち 古代の 不知火 海の ほとりの 巫女にまで さかの 

ぼる ことができる こと を 思い、 常 民の 文化の 伝統のお そろし さ を 感じる ので ある。 
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産屋の 砂 


日本の 常 民の 間で 出産 もしくは 誕生 は どのような 形で なされて きた か。 民俗学 者た ちの 研究が これまで 明らか 

こし ヒ ところに よると、 日頃 生活す る 家と は 別に 産屋と 称する 小屋が たてられ、 その 中で 子供 を 産む 習慣が 日本 

各地に 見られた。 柳 田 国 男が 監修した 民俗学 研究所 編の 『民俗学 辞典』 の 中に も 「産屋」 という 項目が ある。 そ 

の 参考書目に は大藤 ゆき 「児 やら ひ」、 瀬 川 清 子 「産屋に ついて」、 大間知 篤 三 「八丈島の 女性」 の 三つの 論文が 

あげて ある。 そこで これらが 日本 民俗学 者の 「産屋」 についての 代表的 論文と みて さしつかえないであろう。 

私の 手許に は大藤 ゆき 氏の 著書と 瀬 川 清 子 氏の 論文が ある。 大間知 篤 三 氏の 論文 は 「伊豆 諸島の 忌 小屋」 と题 

する ものであるが、 その 中には 八丈島の 例 も 述べ て あるので それで 代用す る ことにする。 

このうち、 敦賀 湾の 西が わに ある 立 石 半島の 海岸 ぞいに ある 常宮の 産屋に ついては 瀬 川 清 子 氏が 触れて いて、 

そこで は 次のように 述べ られ ている。 
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一 この 産屋 は 幾 室 かに 区切られて 居る が、 仕切 壁が 半分し かないので、 殆んど 一室の ように 見え、 狭い 口 小屋 

の 向う の 奥 小屋に は炉が あり 産 綱が 垂れて いると 云う。 小屋 を 出る 時には、 莫 産の 下に 敷いた 古 藁芥を 焼き 捨 

て、 砂 も 新しい のと 入れ替えて 置かねば ならぬ と 云い、 小屋が 奇蹟 的に 湿気の ない 場所で ある こと を 得と して 

いる 点から、 この 産屋 も 又 土間で あつたかと 思われる」 (傍点 引用 者) 

この 記述 は 瀬 川 氏の 実際の 見聞に よる もの か、 あるいは どのような 資料に もとづく か あきらか ではない。 しか 

し 瀬 川 氏が ここで 産屋 を 土間と 推定し、 産屋の 砂に ついて 大した 関心 を よせてい ない こと だけ はたし かで ある。 

のうま  じょうぐ う くつ 

私 は 西 浦七郷 とよ ばれる 立 石 半島の 東海岸に 沿う 部落、 すなわち 南の 方から 北へ かぞえて、 繩間、 常宮、 沓、 

た  うら  ゆか 

手の 浦、 色が 浜、 浦 底、 立 石の 七つの 部落 を 二度に わたって まわった。 そうして 次の こと を 確認した。 産屋の 床 

に 砂 をし くと ころが 繩間、 常宮、 沓の 三つの 部落で あり、 土で かためる ところが 手の 浦、 色が 浜、 立 石の 四つの 

部落で ある。 産屋の 砂 または 土のうえ に ワラの シべを かさね、 その上に ゴザ をのべ た。 そうして ポロ 布団に うず 

くまり、 力 綱 をた よりにして 坐って 生む というの は 各部 落 共通な のであった。 

そこで 常宮の 産屋 も 「又 土間で あつたかと 思われる」 と 瀬 川 氏が いうの は 厳密に 正確な 表現と はいいが たい。 

なぜ 私が そのこと を 問題に する かとい えば、 この 産屋の 底に 砂 をし くと いう やり方が、 産屋の 原形 だとお もうか 

ら である。 常宮に 住む ある 老人 はこの 産屋の 砂の こと をゥ ブス ナと 呼ぶ と 言った。 また 繩 間の 老女 もまた、 産 小 

屋 にしく きれいな 砂をゥ ブス ナと 呼んだ と 私に 告げた。 そこで、 私に はゥ ブス ナ という 語の 原義が 産屋の 砂 を 指 

す ことに、 はじめて 合点が いったの である。 

「産土神」 という 項目が 『民俗学 辞典』 にある が、 これに は 「ゥ ブス ナの 語原 はよ くわから ない」 と 述べて ある。 

柳 田 国 男 も 『月曜 通信』 の 中で ゥ ブス ナが どこに 由来す る 語 か 判らない と 困惑 を かくそう としない。 しかし ゥブ 

スナを 産屋の 砂、 すなわち 産 砂と すれば 一切 は 氷解す る。 ゥ ブス ナに産 土  (または 生 土) という 字 を あてる の は 
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産 砂から 産 土へ、 すなわち 砂から 土へ と 産屋の 地面が 変化した こと を 意味す ると 考えれば よいので ある。 

『日本 国語 大 辞典』 (小学館 発行) にはゥ ブス ナの 語源 をめ ぐって、 六 通りの 解釈が 紹介して あるが、 いずれも 見 

当 はずれ か、 隔靴搔 痒の 説ば かりで ある。 

産屋の 砂が 産 砂 だとい うこと になれば、 これ は 氏神の ように 一族の 神をゥ ブス ナと 考えれば よい か、 もしくは 

鎮守の ように、 部落 単位の 神社 を 考える かとい うこ ともおの ずから きまって くる。 それに は、 後述す るよう に 

産屋に は 部落 共同の 小屋と、 個人の 家に 属する 小屋の 二通りが あるが、 このうち、 どちらが 産屋の 原型だった の 

であろうかと いう 問題と もつな がる。 

では なぜ 産屋に 砂 をし いたのだろう か。 それ は 砂 や 土の 上に ワラ をお けば、 床板の 隙間から 風が 入り こむ とい 

うような 寒い 目にあわなくても すむ という ことがある。 その上、 砂 は 地熱 を もつ。 こうした 実際の 効用の ほかに 

もう 一 つの 意味が ゥ ブス ナには かくされて いると 私 はおもう。 常宮で 聞いた 話 だが、 海の なぎさの そばに 産屋 を 

たて、 砂 を 床に して 子ども を 産む の を、 まるで 海亀の よう だと 地元の 人び と は 話しあった という。 海亀 は 季節 を 

さだめて 海の 彼方から やって き、 砂に 穴 を 掘って 卵 を 産みつ け、 その 卵 を 地熱に よって 孵化させる。 この 海^ を 

連想した という こと は、 もともと なぎさの 近くで 産屋 をた てて 子ども を 産む という 行為が、 海亀 や 鮫な ど わ だつ 

み を 本つ 国と する 海の 動物た ちの 産卵に あやかつ たので はない かとい う 類推へ と 私 を みちびく。 海亀 や 鮫な ど を 

自分の 先祖と みなす 人た ちがいた こと は、 トヨタ マ ヒメが 産屋で サメ の すがたで 子 を 産んで いたの を 夫に 見付け 

られ、 怒って わ だつ みの 国に 帰って いったと いう 伝説で も 知られよう。 「西 浦の 者 は 砂の 上で 生まれた ので^の 

子と 一緒」 という 地元の 古老の 言い伝えに は、 そうした 背景が 感じられる。 事実、 立 石 半島の 突端の 白木 や 丹 生 

の大敷 網に は 海亀が たまに 入る ことがある という。 

あ 吊 宮ゃ沓 では、 海岸の 波打 際に ある 砂 を ザルに 入れて、 これ を常宮 神社と その 奥の院の 岩屋の 拝殿の 前に 歡 き- 
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お 賽銭が わりにす る 習慣が ある。 また 常宮 神社で は 「砂 持ち 行事」 といって、 五月に 神社の 境内に 砂 をし く 行事 

が ある。 砂に は 塩分が あるから 雑草が 生えない と 説明され ている が、 それ は あとで 付けた 理由に ちがいない。 な 

ぜ なら 海岸に 神社の あると ころ は 無数 だが、 砂 を 神前に ささげる 風習 は 他に あまり 聞いた ことがない からで ある。 

常宮 神社 は 安産の 神と して ひろく 知られて いるが、 この あたりで は 砂 はとく ベ つ の 意味 を もってい たと おもわれ 

る。 それ は 産屋の 砂と 無縁で は あるまい。 

繩間、 常宮、 沓の 三つの 部落で は、 子ども を 生む と、 産屋の 中の ワラと 産婦の 坐って いた 場所の 下の 砂と を あ 

たらしく とりかえ るの は、 さきに 紹介した 瀬 川 氏の 文章に 見る とおりで あるが、 私が 沓の 老女から 聞いた ところ 

では、 産婦 は 四十 日た つと 産屋 を 出て 自分の 家に かえる。 そのと きに かならず 腰巻 一 つの 裸になって 波打ぎ わで 

波 を 頭から かぶる。 波が 立たない ときには 海に とびこんで 一 遍 頭から 潮 をく ぐる。 雪の 降る ような 寒い ときには、 

まず 行水 をす る 盥に湯 を わかして ジュ バン をし めし、 その ジュ バン を 着て 海に とびこむ。 こうした 行為 は 産の け 

がれ をと り 去る という 意味 を もつ の はもち ろんで あるが、 もともと は 常世 浪を 身に 受ける 行為で あつたの では あ 

るまい か。 おそらく 昔 は、 子ども も 海の 潮 をく ぐらせ たもので あったろう。 ちなみに 産婦が 海水で 身 をき よめる 

風習 は 伊豆 七 島に も か つてあった こと を 付け加えて おく。 

二 

しらき  に ゆう 

立 石 半島 は 西 浦と 反対側の 突端に ある 白木と 丹 生の 間で 越 前と 若 狭の 国境線が 引かれて いる。 丹 生と 白木 は 今 

日で は 自動車 も かようが 以前 は 山道 を あるいて 越えねば ならなかった。 私 は 数年 前、 はじめて 常宮を おとずれた 

ときに、 白木で はかって はお 産 をす るた びに、 産屋 を 焼いて またたて 直した の だとい う 話 を 聞いた。 そこで 白木 

まで 足 をのば してみ たの だが、 白木で は 高齢の 老人 は ほとんど 死んで おり、 確証 はどうしても 得られなかった。 
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そこでもう 一度、 常宮の 老人に そのこと を 問いた だした。 すると その 老人 はたし かに 自分 は 若い ときに その 話 

を 聞いた ことがある。 常宮 では 産屋の 中から 敷 ワラ をと り 出して 焼いて いるが、 小屋 を まるごと 焼いた 白木の 方 

が 衛生的 だとい う 話 をした おぼえが あると いうので ある。 

そこで 私 はこん ど は 立 石 半島の 若 狭よりの 部落 を 南から 菅浜、 竹 波、 丹 生、 白木と 逆にたず ねて みる ことにし 

た。 菅 浜と 竹 波で は 産屋の 習俗はなかった。 だがし かし 丹 生の 部落で 幾人 かの 老婆に あつたと き、 私 は 数年 来、 

切望して いた こと、 すなわち 産屋に 火 を 放って 焼く 話 を 聞く ことができた。 丹 生で はお 産 をす る ときには、 初子 

は 実家に もどって 産む。 もっとも これ は 丹 生に はか ぎらない。 丹 生で は 次子から は 婚家で 産んだ という 人 もいた 

が、 なかには 実家で 三 子まで 産んだ という 人 もお り、 まちまち である。 おそらく 以前 は、 実家です ベて 出産した 

ので はない かと 想像され る。 

産屋 は 実家の 屋敷の 中に 立てられる。 

それ は せいぜい 畳 二 枚 か 三枚し く 程度の 広さの ものであって、 屋根 も 壁 もす ベて ワラで 作られる。 一番 底 は 砂 

がし かれた と 言って いるが、 正確に は 砂 まじりの 土と 言った がよ い。 丹 生の 海岸べ りの 土 はすべ て 砂が まじ つ て 

いる。 砂の 上に は 他所と おなじく ヮ ラシべ をお く。 ヮ ラシべ を 立 石 半島で はス ベと 呼んで いる。 丹 生で は 初子 は 

三十 三日、 次子から は 二十 七日の 産屋 生活 をした。 産屋に は炉 はなく 七輪が もちこまれた。 出産 後の 一週間 はヮ 

ラに もたれた まま 寝た。 食事 は 家から はこんだ。 あとで は 産屋の くらし は 二十 五日と なり、 初めの 十五 日間 は 陽 

にさら される と 罰が あたる といわれて 小屋 を 出な か つ た。 風に あた つ たらい けない ともい われて 窓 も 開けな か つ 

た。 あとの 十日 はちよ つと 小屋の 外に 出た。 産屋 を 出て 家に もどる ときには、 潮水で 髪 を 洗った。 

産屋 は あとで 火 をつ けて 焼かれ、 こわされて、 海に 流された。 

丹 生に は 共同の 産屋はなかった。 ただ 月 厄の 女た ちが 入る 月事の 小屋が 建てられ ていた。 そうして 月， 小 cie; は 
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壁 を 塗って あつたと、 八十 六 歳の 老婆 は 私に 話した。 とすれば、 常 宮ゃ沓 など 西 浦で は、 産屋の 中に 奥 小屋と 口 

小屋との 二 間が あり、 奥 小屋 は 産婦、 口 小屋に は 月事の 女た ちが 入る という 慣習 もけ つして 古くからの もので な 

かった ことが 推定され る。 産屋と 月事 小屋と は それぞれ 血の 穢れ という 点で は 共通の もの を もちながら、 その 意 

味に はちが いが あると 考えて みる 必要が ある。 

こ の こと を 瀬 川 氏 は 次の 文章で 述べ ている。 

r 篠島 (愛知県 三 河 湾内) では もと、 月事 は 仮屋に 産後 は 産屋に という ふうに 二つの 忌 小屋が 分かれて おった よ 

うで あるが、 明治 二十 年 ごろから は、 二者 共に おなじ 仮屋で 食事 をす る だけで、 寝 泊り はせ ぬと いう 風に、 簡 

略に なつ たという 事で ある。 しかし 月事と 産の 忌 はもと もと 同居して よい もの だ つた かどう かとい う 事に つ い 

て は 多少の 疑問が ある。 同県 南設楽 郡に は、 月事の 者 は 出産 時の 産室 をの ぞいて はならない という 俗信が あつ 

て、 それ は 産 は 神聖な もの だから 汚れた 者 は 近よ つて はならぬ からだと いっている。 一 を 不浄と し 一 を 神聖と 

解す る 事 はどう かと 思う が、 一 一 つ の 忌みの 相剋と いう 思想 は 広く あ つたよう である」 

この 文章で 私が 思い出し たの は、 沓 では 四十 日間の 産屋の 生活の なかで、 二十 五日 経った ときに はじめて、 奥 

小屋に いる 産婦が 口 小屋に いる 月事の 者 を 招待して ごちそう する 風習の ある ことであった。 ここで 奥 小屋と いい、 

口 小屋と いうの も 一 つの 産屋の 中の 二つに 仕切られた 部屋 を 指す にすぎないの であるが、 となり 合わせに いて、 

二十 五日た つ てはじめて 産婦と 月 厄の ものが 正式に 交流 するとい うの は 注目す ベ きこと である。 

さて、 大藤 ゆき 氏 は 「産 小屋の もっとも 古い 形 は、 その 必要 ごとに たてて、 用が すめば あとす ぐに こわした も 

ので はな か つた かと 考えられる」 (『児 やらい』) と 述べて いる。 

桜 田勝徳 氏も薩 南の 宝島に あった 産屋の 例 を 紹介しながら 「その 小屋の 大きさ は 九 尺 四方ぐ らいで、 笹葺笹 壁 

または 土壁で あり、 小屋 は 常設の ものではなくて、 お産の たびに 造ったら しい」 (『海の 宗教』) と 記して いる。 また 
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瀬 川 氏 は 「古風な 産屋 はや はり 出産 者 一人の ために あたらしく 設けられ、 やがて 毀す か 自然の 廃棄に まかせた 臨 

時の 仮屋であった ろうと 思われる」 (「産屋に ついて」) と 言って いる。 

三者と もに、 古風な 産屋 は 一回 ごとに こわして はたて なおした だろうと いう 推定で は 一致して いる。 だがし か 

し、 火 を かけて 焼いた という 事例 はまった く あげてい ない。 私が 産屋 を 焼いた という 丹 生の 話 を 重視す るの は、 

『古事記』 にコノ ハナ サクャ ヒメが、 戸の 無い 大きな 家屋 を 作り、 その 中に 入って 土 を もって 塗り ふさいで 「そ 

の 殿に 火 をつ けて 産みた まいき」 という 記述が あるから である。 また 垂仁 帝の 条に、 稲城 を 焼いた ときに 火の 中 

から 生まれた から、 その子 は ホムチ ヮケと 名のった という 一節が ある。 ホは 火、 ムチは 尊称で ある。 

古代に おいて は 産屋 を 焼いた ことが、 丹 生の 事例に よって はっきり 確かめられる。 高山 純 氏の 報告で は 「カン 

ボジァ では 昔 は 出産 用の 小屋が とくにつ くられ、 お産が すむ と 焼き払われた」 とされて いるが、 こうした 習俗が 

(2) 

わが国に 限定すべく もない こと を 示す 一 讽 である。 

では なぜ 火 を かけて 焼いた かと 言えば、 それ は 用が すんだ からで あると いう ほかに、 火 を かけて 産の 穢れ をき 

よめる 行為で もあった のであろう。 

しら やま 

しかし それば かりで はない。 死から 生へ という 移行の 儀礼に は、 三 河の 花祭のと き 白山と いう 小屋 を 作り、 そ 

の 中に 亡者 姿の 人間 を 入れ、 あとで 小屋 を こわして 誕生 をうな がすと いう 儀式が ある。 また 奄 美大 島で は 稲. 霊の 

再生 を 促進させる ために、 節 小屋 (シ チヤ ガマ) を こしらえ、 その 屋根に 大勢の 男た ちがの ぼって 揺りつ ぶす 行 

事が おこなわれる。 古代に おいて は 誕生 は、 新生と いうより はむしろ 再生と 考えられて いたから、 死者の 国から 

生者の 国への 移行 をうな がすた めに も、 産屋 は 火 をつ けて 焼かれ、 こわされねば ならなかった の だ。 

男た ちが 産屋 をの ぞく こと は 一 切 まかりなら なか つ た。 この タブ— は 立 石 半島の すべ ての 浦々 にかって は 厳重 

に 守られて いた。 
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それと 同時に 産婦が 産屋の 外に 出て うろつき まわる こと も タブ ー とされた。 この こと は大嘗 祭の 儀式のば あい 

とおなじように、 産屋が 籠り 屋 である こと を 示して いる。 籠り 屋 としての 産屋の 中で は、 外部から うかがい 知れ 

ない 変化が おこなわれて いたので ある。 奄美 では r ス モリ 卵」 といえば、 孵化し ない 卵の こと を 言う と金 久正氏 

は 述べて いるが、 越 中の 入 善 付近から 東国 一帯に かけて 産屋 や 産室 を 「ス」 と 呼ぶ と 『産 育 習俗 語彙』 は 伝えて 

いる。 一 巣 出る」 という ことば は 南 島で は 孵化、 脱皮、 誕生、 再生な ど を 意味す るが、 産屋 を 出る ことが まさし 

く 「巣 出る」 ことに ほかなら なかった。 

こうした 神聖な 行事の おこなわれる 産屋が、 黒 島 や 八丈島の ような 島に おいてさえ、 山中に 作られる ようにな 

つたの は、 もっぱら 血穢の 観念の 強調に よる ものと 考えられる。 『八 丈 実記』 に は、 血穢の 小屋 はもと 山林 幽谷 

にあった と 述べて いるが、 それがし だいに 部落に 接近し、 屋敷 内に も 作られる ようにな つたと 大間知 氏 は 述べて 

いる。 桜 田 勝徳氏 も、 宝島の 産屋 は 「海の 見えない 所に つくるべき ものと されて いた」 と 述べて、 もとは 『八 丈 

実記』 の 言う とおり 「山林 幽谷」 にあった とする 方が 当ってい るよう だと 述べて いる。 

だがし かし、 私の 考えで は、 はじめは 海の 彼方の 常世に もっとも 近くもう けられた 産屋が、 海の 見えない 山中 

をえ らんで たてられる ようにな つたので ある。 こうした 現象 は、 神聖な 対象 物が 反転して 一気に 汚穢の 観念の 中 

におと し こめられる ときに みられる 現象な ので ある。 したがって、 山中に もうけられた 産屋 を 原型と する わけに 

はいかない。 

では、 丹 生のば あいのよ うに 個人の 家に 属して おり、 しかも 独立して たてられた 産屋と、 常宮 その他、 西 浦 一 

帯に みられる 村 共有の 産屋の 制度の どちらが 原型に 近いの だろう か。 
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独立した 産屋の かわりに、 母屋の 土間 や 納屋 あるいは 母屋の 一 室 を 産室と する 習慣 は ひろく おこなわれ ている" 

こうした 産室の 形式 は、 独立の 産室の 変形 または 簡易 化で ある こと はいう まで もない から、 問題の 外に ある。 

村 共有の 産屋 も かって は 一 回の 産 ごとに 焼かれる ことがあつ ただろう か。 西 浦の 部落の 戸数 は繩 間が 十八 戸、 

常宮が 三十 三 戸、 沓が 二十 二 戸、 手の 浦 十二 戸、 色が 浜 十三 戸、 浦 底 十五， 戸、 立 石 二十 五戸、 白木 十五 戸で ある < 

常宮 がいちばん 多い が、 昔 は 十八 戸から 二十 戸 程度であった というから、 常宮、 繩間、 沓の 三つの 産屋が 引きう 

ける 戸数 はおよ そ 六十 戸であった。 常宮 にいる 八十 一 歳の 老女 はこの 三つの 産屋の 世話 をして 赤ん坊 をと りあげ 

たが、 その 数 は 二十 五 年間に 百 十 人と いう 話 をして くれたから、 三つの 部落で、 一年間に 四 人位 は 生まれた 勘定 

になる。 これ 位で は 産屋 を 村 共同で 一 回 ごとに たてられな いこと はない。 

しかし、 昔 は 実家に かえって、 母の 世話 を 受けて 子ども を 産む のが 慣習であった とすれば どうなる か。 おそら 

く は 丹 生のば あいのよ うに、 実家で 産屋 をた てて やり、 産婦の 母 や 姉妹な どの 保護の 下に 出産と いう 大きな^ 業 

を果 した ものに ちがいない。 だがし かし、 村の 人た ち も こぞって 産屋に こもる 女に たえず 物心の 庇護 を 与えた。 

私が 聞いた ところでは どこの 部落で も、 産屋の 女にたい して は 呑み 水 や 湯 を もっていって やり、 米 や 魚 や ァズキ • 

また 反物 や 毛糸な ども 頒 けて やって いる。 そこで 産屋に いる 女 は 自嘲して 「コャ 乞食 だ」 といった 位で ある。 

それば かりで なく、 薩 南の 黒 島で は 村に 出産が あると、 部落 中が 忌み ごもり、 野外の 作業に は 一切たず さわら 

なかった というから、 そこに は 物心と もに 共同の 感情が 働いて いた はずで ある。 とすれば、 出産の 行為 をたん な 

る 家 単位に 限定して 考える わけに は ゆかない。 

そこで 産屋 をた てるの は 産婦の 実家で あるが、 その 産屋 は 部落 また 村の 共同の 庇護の 感情の 下にお かれた と考 

えてみ る ことが 可能で ある。 

しかし、 この こと は 古代に さかのぼって どれほどに 適用が できる か。 その 手がかりになる のが トヨタ マ ヒメの 
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説話で ある。 『日本書紀』 の 一書の 三に 次の ような 記事が ある。 トヨタ マ ヒメ は、 出産して いる 姿 を 夫に みられ 

て 怒って かえって いったが、 自分が 置き去り にした ゥ ガヤ フ キア ェズが 端正な 子供であった こと を 聞いて、 たい 

ことわり お  よ 

そういと しくな つた。 そこで また 帰って 養育した いとお もった が、 それ は r 義 に 於き て 可から ず」 と 『書 紀』 

は 述べて いる。 そのために、 妹の 玉依姬 をつ かわして 養育 させた。 ゥ ガヤ フ キア ュズ はやが て 自分 を 養育した 姨 

の 玉 依 姫を妃 としたと ある。 

ここで 「 義 に 於き て 可から ず」 という こと は 何 を 指した のであろう か。 一 度 子ども を 置き去り にした 母が、 

またお めお めと 帰って いくこと は 筋が とおらな いという 意味な のであろう か。 

だがし かし、 それ は 今日的な 解釈であって、 古代に おいて そのような 道徳 慣習が あつたと は 思われない。 とす 

れば 『書 紀』 の 作者が もっともらしい 理屈 を 勝手につ け 加えた のか。 私に はどう も 別の こと を 指す ように おもわ 

れる。 古代に おいて は、 子ども は 母の 許から はなして 乳母の 許で やしなう という 慣習が あった。 それ は 『書 紀』 

のおな じ 箇所に、 乳母、 湯 母、 および 爹嚼、 湯 坐な どの 制度 を さだめ、 母と はまた ちがった 女 を 採用して、 乳で 

皇子 を やしないそだてた、 と あり、 これが 乳母に 子ども を そだてさせる 縁 由と なった と 説明 を 加えて いる。 沖繩 

で 子守 女が 自分のお ぶった 子の 結婚まで 親身に 面倒 をみ ただけ でな く、 一  生の 間 その 縁が 切れな か つ たように、 

乳母と その 養育した 子どもとの 関係 もき わめて 密接で あり、 おそらく 乳母 は、 性の 手 ほどき もした ので はない か 

と 推察され る。 

一 方に おいて その子 を 生みの 母から とりあげる こと は、 古代の 氏族の 中の 共同性 を 維持す るのに は 不可欠で あ 

つたので はない か。 母と 子との 関係が あまり 密接に なりす ぎる と、 それ は 必然的に 排他的な エゴイズム を 崇拝す 

る 土壌と なること は、 持統 帝の 例で 明らかで ある。 母が 自分の 子 を やしないそだて るの は、 古代の 氏族 社会の 秩 

亨を 乱す ことになるので、 r 義 に 於き て 可から ず」 という 注がつ けられた のではないだろう か。 
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大家族 制度の 日常生活の 一例と して、 飛 驊の白 川郷の 女た ちの 生活が 想起され る。 一 つの 家に 幼児 を かかえた 

複数の 女た ちが 住む が、 彼女た ち は 野良仕事から かえると、 真 先に かえった 女が、 縁側で 乳 を ほしがつ ている 子 

どものう ち、 まず 泣き わめいて いる 者に 乳 を やる。 それ は 自分の 子で あろうが、 他人の 子で あろうが 問う ところ 

ではない。 その 次に のこりの 乳が あれば 自分の 子に 与える。 それで 不足の 分 は 二番目に かえって きた 女が おぎな 

つて やる。 という ふうに 自他の 子どもに 差別 をつ くらない。 だから こそ 大家族 制度が 保 たれて きたので ある。 そ 

れ はまた 主婦 権 を も つ た 女が 家族 一 同に 飯 を 配分 するとき にも みられる。 そこに は 自分の 子 だからと いう 依估 ひ 

(7) 

いき はぜ つたいに ゆるされない。 だから こそ 家長の 男 も 主婦の 配分に は 服す る。 

古代の 氏族制度の 実態が どのような もので あつたか、 その 問題に 深入りす る 余裕 はない。 ただ 古代に は 白川郷 

の 合掌造りの ような 大家族 を 収容す るに 足る 大 家屋な どあった はず はない。 そこで 和歌 森太郎 氏の いうよう に、 

おなじ 屋敷の 中に、 小さな 房屋が 立ちなら び、 男の子 は 男の子 どうし、 女の子 は 女の子 どうし、 おなじ 家の 中に 

(8) 

住まわされる ことがあ つたので はない か、 という 説 を 紹介す るに とどめる。 

そのお なじ 屋敷に 産屋 も 建てられた とすれば、 産婦と その子が、 産婦の 母の 同族の 庇護 を 受けた こと はたし か 

である。 そこで そだった 子どもが 他の 一族のと ころに 婚 入りし、 あるいは 嫁入りしても、 産屋の 産 砂の 上で 牛-ま 

れた 記憶 は 消えなかった。 ゥ ブス ナを産 土、 生 土と 書き、 または 本 居と 宛字した の は、 いわば 人生の 出発点の ii:; 心 

味 を こめた ものである。 当人が 意識で きない にもかかわらず、 いや 意識で きない だけにい つそう 「原 体験」 の 強 

烈 さが 立ち 昇る ので ある。 産 砂、 産 土、 生 土、 本 居と いう 語 を 拡大 すれば 「原 郷」 という 語に なろう か。 ゥ ブス 

ナ という 語 は 自分の 生の 出発点 を 意味す る ものであるから、 ゥブ ス ナ 神と は 母の 一 族の 祖先 祌 としての 氏神と は 

もともと ちがう。 といって、 母の 胎 から 出発し、 母の 一族に やしなわれ、 保護され たと すれば、 その 母の 一族の 

濃い 思い出 はっき まとう。 だから ゥ ブス ナ神は たんなる 土地 神 や 鎮守 神と もちが う ものが あった。 ゥ ブス ナは 
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「血」 と 「土」 の ゆれうごく  二 ュ アンス を こめた 語と して 今日まで つづいて きている ので ある。 

四 

産屋の 問題に ついて 書きお とせな いのは 胞衣の 始末 を どうした かとい うこと である。 常宮で 聞いた ところでは、 

胞衣 (これ を 立 石 半島で は ョナと 呼ぶ) は、 産屋の 近くの 小川の ほとりに 埋めた。 繩間 でも 産屋のう しろの 畑に 

埋めた。 しかし、 沓 では 産屋の 中に もうけられた イロ リの ふちの 砂の 中に 埋めた。 そこで 夏になる と ウジの 湧く 

ことがあった。 手の 浦、 色が 浜、 浦 底、 立 石で は 海に 流した。 白木で は タコ壺 に 入れて 村 はずれに 埋めた。 丹 生 

も 墓場の 近くの 地面に 埋めた。 というの であって、 この 中で もっとも 古風な やり方 は沓 であろうと おもわれる。 

沖 繩の国 頭で は 子どもの 命名の 日に その 父 は 胞衣 を 火の 神のう しろの 軒下に 埋め、 皆と 一 緒に 笑う。 

日本の 周辺 地域の 胞衣の 埋め 方に ついては 高山 純 氏の 詳細な 報告が ある。 これ を みれば 日本の 胞衣の 処置 方法 

も これら 諸 民族の 一つに 含まれる ことが 理解され る。 胞衣 を 埋める ときに、 居 あわせた ものが どっと 笑う 「ェナ 

(9) 

ヮ ライ」 がャク ー ト族 にも みられる。 

私が 興味 を もつ の は、 子供がない 人 は 胞衣 (ョナ ) を またがしても らうと 子供が できる という 俗信が 立 石 半島 

はじめ 各地に ある ことで ある。 乾燥した コノシ 口の 魚 を 胞衣に 逆さまに つきさし、 この 魚が 生き返って くるまで 

この 子どもの 寿命が あるよう にと、 新生児の 長寿 を 祈る 習慣 も ある。 子の 代に かけた 習俗で ある。 胞衣 を 家の 戸 

口に 埋めて、 それ を またいだり、 踏んだり すると、 子どもが 丈夫に そだつと いう 俗信 は ひろく 各地に ある。 これ 

は 一体 どのような 意味 を もつ のであろう か。 韓国で は 葬式で、 死体 を 部屋から かつぎ 出す ときに、 ひさ ご (ひよ 

うたん) を ふんで いくとい う。 私 は 胞衣 を ふみつけ ると 丈夫になる という 俗信から この 話 を 思い起す。 死者が ひ 

さ ご を ふむ ことが 再生への 祈願 を あらわし たと 思われる ように、 胞衣 を 戸口に 埋める の は、 丈夫になる というよ 
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り は 再生 を 祈った のではなかった か。 こうした 考え は、 私たち を 国 生みの 神話にまで つれもどす であろう" そこ 

に は、 オノ ゴロ 島を胞 として 淡路島 を 産む とか、 淡路島 を胞 として 大ャ マト アキ ッシマ を 産む という 記事が ある _ 

この 胞 というの は、 多くの 民族が 生まれた 子どもの 双生児と いうよう に 考えて おり、 それゆえに、 生まれた 子 ど 

もの 霊魂の 一部 もしくは その 住みかで あると 考えられた、 と 松 村 武雄は 述べて いる。 要するに 胞衣 は 生 児にたい 

する 守護霊と する ので ある。 だがし かし、 私 は 胞衣 は ひさ ごとお なじよう に 魂の 容器であった とおもう。 

これまで 立 石 半島の 産屋に ついて 述べた が、 丹 後半 島で は、 産屋の かわりに 家の 土間に ワラ をし いて 産む よう 

に 変わる。 その まわり は屛 風で かこって 見えない ようにして いるが、 家人 や 知友 は その わき をと おる。 そこで 

「まるで 犬のお 産の よう だ」 と 丹 後の 女た ち は 歎いた。 立 石 半島の 産屋の 経験者た ちが、 産屋の 生活 は 姑に 気が 

ねす る こと も 要らず、 また 無理な 労働 をす る こと もしないで 済んで、 ありがたい ものだった と、 言って いるのに 

くらべて、 何とい うちが いであろう か。 
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数年 まえ、 私 は沖繩 本島の 北西に ある 伊平屋 島に わたって、 その 北端の ク マヤ ガマ を 訪れた ことがある。 この 

洞窟 は 藤井貞 幹が その 著 『衝ロ 発』 の 中で 天 岩戸に 比定 し、 本居宣 長の 駁論 を 受けた ことで 有名で ある。 だが 天 

照大 神に 縁 由 を もっとい う 伝承 は 今に 引きつ がれて、 沖繩の 巡拝 聖地の 一 つに なって いる。 

海辺の 道から 急な 勾配 をの ぼ つてい つ たと ころに 大きな 洞窟が あり、 その 中には 海の 砂が 一 杯 入り こんでいる ( 

海面から 数十 メ ー トル の 高さの 洞窟に 砂が たまる の はふし ぎな 気がする が、 嵐のと きに 運ばれた ものである とい 

う。 洞窟の 天井から 紫色の 鍾乳石が 垂れて おり、 おびただしい 岩燕が この 中で 飛び交つ ている。 私が 洞窟 を 降り 

ると、 坂道の 途中で 数名の 女た ちがの ぼって きた。 すれちが うとき、 「どこから きたの か」 と 声をかけ ると、 沖 

繩 本島から 今し がた やって きたと いう 話であった。  , 

女た ち は 坂道で 息 を 切らして 坐り こんだ ので、 私 もまた かたわらに 腰を下ろした。 四十 前後の 女た ちば かりで、 
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話の H| 子で は、 いずれも ュ タ とその 志願者の ようであった。 中の 一 人が ク マ ャガ マ の 夢を見た ので、 誘い あわせ 

て、 巡拝に やって きたので ある ことが 分かった。 

「主人 や 子ども もい るだろう によく 家 を 空けられ るね」 

と 聞く と、 彼女た ち は、 いずれも 独身 だと 答えた。 

「それ はまた、 何 か 理由が あるの かね」 

「だって、 なん 日に 帰る と 言って 家 を 出て、 この 伊平屋 島から 帰る ときに 海が 荒れ、 決まった 日に 戻れなかった 

ら、 亭主から、 どこ を ほつつ きま わって きたと どなられ、 横っ面 をな ぐられ るよう な ことに もな りかね ないで し 

よう。 だから、 私たち は 亭主 は 持たない のよ」 

女た ち は 神妙な 顔つきで 言った。 私 は、 しばらく 彼女ら の 話 を 聞いた。 ユタ 志願者の ための 教科書で ある 「ュ 

タ教呈 一 なる ものが 存在 するとい う 話 はお もしろ か つ た。 別れぎ わに 彼女ら の 一 人 は 名 護の 近くの 薬屋の 女房、 

他の 一人 は 菓子屋の 女房で ある ことが 分かった。 独身で あるの は、 五十に 手の 届きそう な 一番 年長の 女 だけで あ 

つ，， こ。 つまり、 彼女た ち は 口から 出 まかせに 言った の だが、 それにしても 独身 を 自称 するとき の 説明に、 「亭主 

,^ いると 神の 道 を ま つ とうす る こと はでき ない」 という、 どこか 勝ち誇 つ た 言い方まで がで たらめ だと は 思わ，^ 

なかつ. こ。 今よ 人の 女房で ある 彼女た ち も、 1 人前の ユタと なって いくとき に 身に つまされる こと を 潜在的に 感 

知して いるので はない かとい う 思いが 私 を 捉えた。 

伊平屋 島と 沖繩 本島の 間 は 「伊平屋 渡」 と 呼ばれて、 ふだんから 波が 荒い。 私の 沖繩 での 体験で は 小型の 発動 

機^で わずか 十五 分 位し かかから ない 離島へ も、 幾日も 渡る ことので きない ことが しばしば だ。 まして 台風 下の 

伊平屋 渡なら ば 一週間 も 十日 も 待た される。 仏教 や キリスト教の 宗団 では 家庭の わずらいから のがれ、 世俗の 5^ 

望 を 断念す るた めに 僧尼の 制度が ある。 南 島の 巫女の 心理の 枠組みに もお なじ ものが ある ことに 私 は 興味 をお ぼ 
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えた。 僧尼の 制度 も、 独身の 義務づけ もまった くない 南 島で は、 それ はあくまで 個人の 次元に とどまる。 しかも 

なお 家庭が 神に 仕える 者の わずらい になり、 さまたげ にもなる という 気持 は どこから 生まれる か。 それ は 個人の 

衝 迫から しか 生まれよ うがない。 個人 をして そう 駆りた てる もの は 何 か。 それ は 神 以外に はあり 得ない。 

柳 田 国 男 は 『大白 神考』 の 中で 「オシ ンメサ マ を 持 伝えた 旧家の 主婦 は、 夢に しばしば 神の 催促 を 聴き、 一年 

に 一度 はこの 木像 を 背に 負うて、 立 出で て あるきまわら ぬと、 必ず 何とも 知れない ぶらぶら 病に かかる。 それが 

つらい ので 人に 隠れ、 遠くの 村に 行って 修業 をして 廻る の だが、 それが いつしか 評判に なって、 乞食 をし なけれ 

ばなら ぬ 家な どと 云われる」 という ネ フス キイの 談話 を 書きと めて いる。 背に 負うた 木像の 神が、 ここにと どま 

りたい と なかなか 言わない ので、 いつまでも 漂泊 をつ づけて いる 女性の こと も、 柳 田 は 別の 文章で 述べて いたと 

思う。 神の 声 を 聞き、 その 声の 命ずる ままに、 追い立てられる ように 歩き回る 女が 「あるきみ こ」 の 起源で ある 

と 柳 田 は 述べて いる。 

このような 現象 は 東北 地方に あつたば かりで はない。 南 島の 巫女の すべてが、 「神に 追われて」 巫女の 境涯に 

入る ので ある こと を 私 は 知つ ている。 

平凡な 一家の 主婦 または 娘が とつぜん 神の 声 を 聴く。 しかし、 彼女の 世俗的な 夢 や 欲望 は、 その 声に 逆らい、 

その 声から 遠ざかろう とする。 それ はダ マスク ス の 門外までの パ ゥ 口 の 心境と 変わらない。 

この 話 を 具体的な ものにする ために 嘉本徹 氏が 『柳 田 国 男 研究』 の 創刊号に 寄せた 「ユタ 聞き 書」 を 次に 要約 

して 紹介す る ことにする。 

その 女性 は 十六 歳のと きから 透視力 を そなえ、 近隣の 家に 起こる 火事 や 盗難 を 予言して いた。 やがて 彼女 は 結 

婚す るが、 ある 時の 夢に、 ひげ を 生やした 白装束の 老人が あらわれて、 「お前 は 人助け をし なければ いけない。 

人助け を すれば、 お前 は 栄える が、 もしお 前が それ を 嫌がれば、 お前に 禍 いが 及ぶ だろう」 と 予告す る。 
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この 神の 声 を 聴いた 女 は、 それ を 無視して 豆腐屋 を やる。 最初 はう まくい つたが、 やがて その 作る 一 丑 腐 は、 堅 

すぎたり 柔らかす ぎたり して 売り物に ならなくなる。 次に 養豚 業 を やる。 これ も 二、 三十 頭まで はう まくい つた 

が、 その あと、 病気で もない 豚が 死んで いく。 そこで 養豚 業 を やめて アイス ケ ー キ屋に 転業す る。 これ も 初めは 

繁盛す るが、 とつぜん 機械が 故障したり、 また、 機械 は 動いて いるのに、 肝心の アイス ケ ー キが 固まらない。 今 

度 は テンプラ 屋を やった。 ところが、 テンプラ を 揚げて いる 油 鍋の 中に、 苦しんで いる 自分の 姿が 映る。 ときに 

は その 油 鍋の 中から 白装束の 神が あらわれて、 「おまえ はいつ になったら 人助け をす るか。 おまえが 揚げる テン 

ブラの ように、 おまえの 顔 を 油 鍋に 押し込んで みせよう か」 と言う。 そのと きに、 女 は 油 鍋の 油 すれすれに. E 分 

の 顔 を 押し あてて いる 自分 を 発見す る。 こうして いると きに、 なんども 泥棒に 入られて、 売上げ を ごつ そり 持つ 

ていかれ たこと もあった。 

そのうち、 父親が 盲腸の 手術 をす ると 死ぬ ことが 分かった が、 それ をと どめ 得なかった こと、 自分の 兄が ハブ 

にか まれて 死ぬ こと を 予知しながら、 それ を 告げないで 死なせる という ことが 起こ つた。 「おまえ は 何人 殺した 

ら 気がすむ のか」 11 枕元に あらわれた 白装束の 神 はなじった。 その あくる 日から、 女 は 皿 一杯の 塩と 水の ほか 

は ノドを 通ら なくなった。 一日中、 寝て いるの か 起きて いるの かも 分から なくなった。 

そうして 三 力 月と 三日 目の 夜に、 麦 穂の 束と 稲穂の 束が 一束ず つ、 クル クルと 回りながら 近づいて、 彼女の 目 

の 前で ピ タツと 止まった。 

「おまえ はこの 麦 穂と 稲穂のう ち、 どれが 欲しい か。 おまえの 欲しい もの を 言え」 

「麦 穂 も 稲穂 もどち らも 大切です。 両方から 半分ず つ 下さい」 

彼女が 答える のと ほとんど 同時に 麦 穂の 束 も 稲穂の 束 も 消えた。 すると、 こんど は 彼女 は 黄金の 橋の 前に 立つ 

ていた。 橋の 向う 岸に は 大きな 帆 掛け 舟が 見えた。 女 は 橋 を わたり、 舟に 乗って 向う 岸に 着き、 しばらく すると、 
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りっぱな 御殿の 中で、 金屏風 を 前に 坐って いる 自分 を 発見した。 屏風の 向う側に は 白装束の 神が 坐って いた。 そ 

うして、 

「おまえ はすべ てに 合格した。 おまえ は 人助け を やらねば ならない」 

と 言い渡された。 そのと きから 彼女 は ユタ をす るよう になった。 ユタ は、 したいから といって できる もので なく、 

また、 したくない からといって、 それ を 避ける ことができる もので もない。 それ はすべ て 神様が 決める ことで、 

どうしょう もない、 と 彼女 は 述懐す る。 

「でも、 ユタ は 嫌な 仕事 だと 今でも 思う」 と 自分の 心境 を 最後に 付加す る こと を 忘れない。 

この ユタの 告白 はさま ざまな 問題 を 含んで いる。 その 中で もっとも 重要な の は、 神が 邪魔 をして 世俗へ と 向か 

う 彼女の 欲望 を 断念 きせるよ うにした ことであろう。 

逃げて 逃げおう せる ことので き なくなった ときに、 神に 自分の 魂 を ゆずりわたす、 という こと は、 神の 道に 入 

ろうとす る 者の もっとも 原則的で 典型的な 姿 だとい うこと がで きる。 これ は、 裏返しに 言えば、 信仰 は 自分から 

進んで 持とうと 思っても できる ことで はない、 という 言い方に もなる。 たとい 自分の 意志で、 何ら かの 宗団 に属 

し、 教会に 出入しても、 それ を そのまま 信仰 だと 信ずる わけに はいかな いので ある。 

すなわち、 神に 追つ かけられて つかまえられる、 という ことが 信仰の 常道 だとい うこと を、 先の 南 島の 巫女 は 

体験 的に 物語って いる。 私 は 最近、 奄 美大 島で、 詩人で も あり 写真家で も ある 友人の 奥さんが、 何度も 「延期ね 

がい」 を 出した 話 を 聞いた。 その 奥さん は 家庭の つとめ をき ちんと 果たして いるのに、 ときどき 神の 道に 入れと 

の 声 を 聴く。 そこでし ばらく 待って ほしいと 神意 を なごめる ための 祈願 をた てる。 つまり 神にたい してし ばらく 

の 猶予 を 乞う。 それが 「延期ね がい」 なので ある。 その 主婦 は 「延期ね がい」 が 神に みとめられなくなる 日の こ 

と をお それて いるよう に 見えた。 というの も、 その 主婦の 母 も かって は 神が かりにな つて、 そのために 死んだ か 


ら である。 

二 

申が かりの 最初の 兆 侯 は、 どこか ぐったりと 疲れたり、 あくび を 頻発した りする ような 生理 現象 を ともなう。 

これ を 南 島で は 「神 だ ー り」 と 呼んで いる。 「だ ー り」 は 「だるい」 という 語と 関連が あると 思われる。 

この 「神 だ ー り」 つまり 神が かった ときの 異常な 言動 は、 しばしば 日常生活からの 逸脱と なって あらわれる。 

そうさせる もの は、 神の 声の ささやき である。 だが、 しかし 用心し なくて はなら な いのは、 神の 声 を いつわる 邪 

神の 声で ある ことがある。 たとえば、 どこ どこに いい 神が いるから おがみなさい、 と 誘い かけ、 自分の 神のと こ 

ろに，， こどり つかない ように 仕向ける。 その 邪神の 声に したがつ たが 最後、 正気に 復帰す る 道 は 永久に 閉ざされる。 

先 こ 述べた 主婦の 母 も、 そのよう にして 回復す る こと はでき なかった 

「神 だ ー り」 の 時期 は 重大な 試練の 時期で ある。 悪魔が 手 を かえ 品 を かえて 誘惑す るの は、 ィュス の 荒野の 体験 

にも 見られる が、 それ は、 長く キリスト教 文学 や 美術の 主題 ともなった。 そのと きの 悪魔の ささやき というの は 

. きわめて 合理的で あり、 説得 的で あると いう ことで ある。 したがって、 それ は 神の 声と 聞き ちがえられ やすい 

わが 南 島の 巫女た ち も、 こうした 体験 を 超えて 進まねば ならなかった ので ある。 

「けがれた 霊」 について はさ さやかで あるが、 私 も 若い 時分に 持った 体験が ある。 私 は そのと きのこと を 当時 次 

I のように 表現した ことがある。 

g 「ある 午後、 わたし は 風に 吹かれて 土橋の 上に 立って いた。 水 は 涸れて 川床の 亀裂した 泥の 上に、 ところ どこ 

神 ろ 溜り をつ くって おり、 その 中には 太陽の 蒼白い 瞳が 映って いた。 風が 鳴らして いる 枯葦 のしげ みに、 茶色の 

0^ 毛 をお したたく さんの 蟹が うごめい ていた。 動いて いなかったら、 まわりの 泥の 色と は ほとんど 区別が つかな 
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かったろう。 わたし は その 風景 を 見る ともなく 見て いるう ちに、 背筋に 強い 恐怖 を おぼえた。 ふと 聖書の 中の 

文句 を 思い出し ていた。 

〈けがれし 霊 人 を 出ず ると き は 水な く 荒れた る処を めぐりて 安息 を 求 むれ ど …… 得ず〉 

穢ら わしい 毛 を 生した 鋏の 肉が とつぜん 口 を 利いた。 

〈俺た ち を どうして くれる？〉 

〈君た ち？ どうし もしない さ〉 

わたし はび つくりして あたり を 見 まわした。 また 一 つの 声が 追ってき た。 

〈俺た ち を 忘れるな よ〉  一 

. わたしの 膝が しらが ふるえ 出した。 心の中で はげしく 叫ぶ ものが あった。 

〈忘れ はしない。 僕 だって 君た ちの 仲間 かもしれ な いんだから〉 

わたし はまる で瘧 病の ようにな つ て 家に もど つ た」 

三十 年 まえに 書いた この 一節 を 紹介す るの は 「けがれし 霊」 は、 さまよえる 霊 だとい うこと を 強調した いため 

だ。 首 をつつ た 人間の 霊が、 成仏し ないで 邪神に なること も ある。 これ を 南 島で は マジ ムンと 呼ぶ。 蠱物 または 

魔物の ことで ある。 マジ ムンが もっとも 活躍す るの は、 誕生と 死のば あいで ある。 死から 生へ、 あるいは 生から 

死へ と 魂に とってき わめて 不安定な 時期 を 邪 霊 はう かがう。 たましいの まわり をう ろ ついては、 自分た ちの 迷え 

る 仲間の 霊に 引き入れよう とする。 

産屋に ヒョ ウタン をつ るして、 ョ モノ、 すなわち 狐狸が 来る の を 防ぐ という 習俗が ある。 狐狸 は 産婦の 胞衣が 

埋められて いるの を 嗅ぎつ けて、 それ を 食べに やって来る。 しかし ヒョ ウタン をつ るすと いうの は、 もともと そ 

れを もって 邪神 を はらう まじないであった ろう。 誕生 後 一 週間 は 母子と もに 産屋 を 出ない 習俗が あつたの もお な 
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じ 理由から である。 死者の かたわらに 近親者が つきそう の も、 故人 を傯 ぶため ではなく、 邪 霊の 侵入 を 防ぐ とい 

う 意味が、 もとはあった はずで ある。 

「神 だ ー り」 すなわち 巫 病と称せられる もの は、 神聖な 病で あり、 巫女が 一人前になる ための 通過儀礼 なので あ 

るが、 この 試験が 終わる ときには、 自分の 神 を 発見し なければ ならない。 そうしな いと 目的の 港に 達する ことが 

できず、 洋上 を 漂流す る ことになるの である。 

「あるきみ こ」 のように、 神に 追われて 歩きながら、 自分の 神との めぐり 合い を 念じて 旅 をつ づける。 そうし 

て、 ある 場所に 行く と、 自分の 足が ぴたりと 止まり、 自分の 頭の 頂上に ひびく もの を 感じる。 それ を、 宮 古島で 

は 「頂の 神」 または 「辻の 神」 とも 呼んで いる。 頭の 頂の つむじ は 頭髪の 渦巻で あるが、 辻 もまた つむじ 風の 立 

つづ 

ち のぼると ころで ある。 「頂の 神」 は 個人的な 神な ので ある。 それ を 発見す ると 試練が 終わる の だ。 

奄 美大 島で は、 新しい ユタが、 白衣 を まとい、 鉢巻 をして 白い 馬に 乗り、 馬 を 自由に 歩かせる。 その 馬が どこ 

かの 人の 家の 屋敷に 入り こんで 止まる と、 神意で あると みなし、 そこ を 自分の 継承すべき 神の 存在す ると ころと 

(3) 

して、 神 拝みの 遺品 を 探して 持ち かえると、 山下欣 一氏 は 報告して いる。 

私が 喜界 島で 話 を 聞いた 老女の ユタ も、 自分 は 白馬の 雄に 乗り、 親 神 (親 ユタ) は 雌の 白馬に 乗って、 その 馬 

が 人家に 入り こむ まで 歩いた と 語った。 

ちなみに 言う が、 この 老女 は 自分が 神の 道に すすんだ ばかりに 結婚 もで きず、 今もって 親戚の 家に 厄介に なら 

なければ ならない こと を 訴えた。 声 は 凛 然として いたが、 よく 見る と 双眼 は 盲て いた。 これ を 見れば 彼女の 贞潔 

も 孤独 も、 けっして 自分の 本意でなかった ことが 分かる。 
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この 白馬 は 神の 使者と 南 島で 考えられて いるから、 その 足 をと どめた ところが、 神の 足のと どまった ところで 

あると する 考え は 自然に 理解で きる。 

次に は ショ— ジゴと 呼ばれる 川に 行く。 これ は 精進 川と でも 宛字すべき であろう か。 この ショ ー ジゴで 新しく 

ユタになる 女 は 白衣 を 着て、 シトギ と 線香 を あげ、 正坐して、 生れ 語り (マレ ガ タレ) と 呼ぶ 呪詞 をと なえる。 

つまり、 このと きが 新しい ユタの 誕生の 時期に あたる。 ユタ は 水の 神 を 拝む という 儀礼 だけでなく、 基本的に 自 

己の 聖性を 獲得す る 重要な 儀礼 をお こなう の だと、 山 下 氏 は 指摘して いる。 

ショ —ジゴ では ユタ は シトギ を 川の 水に 溶かして 身体に そそいで 帰り、 祝いに 焼酎 を 呑む というが、 これ をシ 

口 ミズ アミ (白水 浴み) と 呼んで いる こと はとく に 注目に 値する。 白水 は 「神 女と して 誕生す る 水」 の 意味で あ 

る。 シロ はシラ にも 通じ、 生命の 誕生 を 指す 語で ある。 シトギ を 水に 溶かして 身体に ふりかける というの は、 あ 

とで 付加した 儀礼であって、 もとは 水 を 浴びる ことが 再生に つながる 象徴的 行為であった のだろう。 

山 下 氏が 言及して いる 『南 島 雑話』 の 一節に は、 ユタの ほかに も 女た ち は、 シ a ミズ アミ を 辛 酉 ごとに すると 

述べて ある。 一家 族の 中の 代表の 女性が ショ ー ジゴに 行き、 シロ ミズ アミ をして 家に 戻る。 もし この 女性が 死ん 

だら、 初七日の 夜な どに 一家 族の 者が 集まり、 ユタ も 加わって、 みんなで ミ カンの 枝 を 持って、 ユタの 呪 詞のリ 

ズム にしたがって 畳 をた たく。 この 行事の あいだに、 かならず 死者の 近親の 女性に 死者の 魂が 乗りう つり、 ァク 

ビ をしたり、 嗚咽したり、 体 を ふるわせ、 死者の こと を 話したり する 者が 出て くる。 この 女性が ショ ー ジ (精 

進) をす る 行事 を 継承す る 者と 判定され る。 そうして、 嫁入り 後で もこの 行事 を 生家の ために 一生お こなう。 

(柏 常 秋 『沖 永 良 部 島民 俗 誌』) 

これでみ ると、 沖 永 良 部 島で は どこの 家庭で も ユタになる 素質 を 持つ 女性が 存在し、 ユタの 代理 を かねる 儀礼 

をお こなう ことができ るよう にも われる。 
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宮 古島で も、 村の 共同 祭祀に たずさわる 神 女 は 「神 だ ー り」 をして 神事 を 知る が、 それが、 ある 年代 を もって 

家庭の 主婦に かえると、 その 人の 持つ 霊能が 家の 神事 や 仏事に 関係させる ことになる。 そこから この 人 は ユタ 的 

な 存在に なると 考えられ ている。 

こうして みれば、 ユタと いう 神に 奉仕す る 巫女 はけつ して はじめから 特定の 者と 限られる ことはなかった。 そ 

うして、 誰でも その 場に 立てば ュ タ となり 得る というの が 南 島の 特色と 考えられる もので あ つ た。 

四 

ユタと 対比され る ノロ はどうであろう か。 まず 神が かりし やすい 娘で、 しかも 容姿端麗な 者が ノロの 血筋の 中 

から えらばれて その 跡 を つぐこと が 多かった。 この ノロ は、 部落 内の 男 を 夫に えらばず、 遠方から 放浪して 来る 

人 や 商人な どが ノロの 夫と なった。 ノロ はこの 夫と 現世で だけ 契った。 昔、 琉 球の 家々 では 夫婦の 遺骨 を ひとつ 

の 骨 ガメに 入れる のが ふつうで あつたが、 ノロの 家で は、 ノロの 遺骨 は 夫の 遺骨と おなじ カメに 入れて はならぬ 

ちぎり 

ものと されて ハた。 また、、 まあいに よって は ノロ は 今 世の 契 さえ 禁忌と され， ノロが 男 を 他所に かこうと ころも 

(4) 

あった、 —— と 佐 喜 真興英 氏が 述べ ている の は 重要な 指摘で ある。 

ノロが 独身 かどう かに ついては、 酒 井 卯 作 氏の 詳細な 論考が ある (『南 島 研究』 第 十三 号) ので それに ゆずる。 た 

だ 私が 冒頭に 述べ たように、 特定の 男性 もしくは 家族の わずらい を 離脱す る ことので きる 境涯が ノ  口 のために 設 

けられて いるの を 見の がす こと はでき ない。 

さらに 佐 喜 真 氏の 文章 を 紹介す ると、 ノロの 家で は 近世まで 完全に 母権 制が おこなわれ ており、 姓 も 妻の ノロ 

の 姓で あり、 財産の 処分 権 や 子女の 運命の 決定権 もみな ノロが 持って いた。 その 夫と いうの は、 体の よい 一種の 

ト 吏に すぎなかった 。「ノロ は 旅せぬ ものな り」 という 諺が あって、 ノロ を 嫁に もらいた いと 思う 男が いても、 
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それが できない という 悲劇が あ つ たという。 

こうした 巫女の 伝統が 南 島に おいて 確立され たという の は、 おどろくべき こと だと 私に は 思われる。 柳 田 国 男 

は 「巫女 考」 の 中で 「江 口で も 川尻で も、 陸で は 東海道の 駅々 にも、 娼婦の 一 団の 中には 長と いう 婦人が あった。 

如何なる 職掌と 権限と を もってい たかは 明瞭で はない けれども、 これが 単純に 団体 利益の 代表者であるなら ば、 

腕力 ある 男子が これに 任ずる のが 当然の 勢であろう。 女が これにな つ ていたと いうの は 彼らが 婦人ば かりの 結合 

であった こと、 および 老 猿の 遊女の 間に 師弟 授受の 関係が あって、 長者が 他 を 引 廻して たこと が 察せられる」 と 

言って いるが、 これ は 沖繩の 代表的な 辻 遊廓が ま つ たく 女 だけの 自治 組織の 下に 運営され ていた こと を 彷彿 させ 

る 語で ある。 それ は さかのぼれば、 日本の 古代に は 「巫女の 中に も、 以前 は 一種の 系統が あって 其 道 を 相承して 

お つ たと 想像す る ことが 必ずしも 不自然で ないよう におもう」 という 柳 田の 推論と もなる。 

洞 富 雄 氏 は、 こうした 女権の 強い 家の 筋 は、 山城の 桂 女の 家に も 見られた よう だと 言い、 天 野 信景の 『塩 尻』 

に 「されば 後 は 家主の 如くして、 その 夫 は 家 司の ごとし」 と 記されて いる 文章 を 引用して いる。 この 桂 女 は 代々、 

女が 跡つ ぎと なり、 男 は 他家から 迎えて いた。 もし 跡 をつ ぐ 女子がない と、 桂 女の 姉妹の 分流の 家の 女が 跡 をつ 

いだので ある。 

また 洞 氏 は 常 陸 あたりに も 女の 神官が あつたと して 『東 極 雑記』 という 書物の 文章 を 引用して いる。 それに は、 

近頃まで 神主 を宮 市子と か 市子と か 呼ぶなら わしが あり、 それ はみ な 女が つとめていた。 夫 はあった が、 「奴 僕」 

のよう な 存在に すぎなかった。 ところが 近頃で は、 その 夫 は吉田 あたりから 仮の 官位 をさず かったり して、 おの 

ずから 主人の ようにな つてい る —— と 述べて いる。 

この 常 陸の 伝統 は 鹿 島の 神官の 家に も 受けつ がれて、 御物 忌と いう 女 を 神に 仕えさせ たこと は 有名で ある。 御 

物 忌 は 長 門 守の 家から 出すなら わしで、 まず 一 家中から 二人の 候補者 をえ らんで、 亀の甲に 二人の 名前 を 書きつ 
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け、 これ を 神前で 焼く。 すると 神に 仕えるべき 女の 名 はすこし も 焼けない それ を 証拠に して えらぶ の だが、 そ 

のの ち は 長 門 守 以外の 人物に は 一生 逢わない。 その 御物 忌 は 三百 六十 日、 神事に たずさわり、 平日 は 神殿に いる „ 

その 使用人 もま だ 月経の ない 少女 か、 それの 停止した 老女ば かりで ある。 ここに も 一切の 欲望から 遮断され た 女 • 

すなわち 「神に 追われた」 女の すがた を 明らかに 捉える ことができる。 こうした こと は、 宮 古の 池 間 島の フヅカ 

サ、 すなわち 神 役の 女の 主長に も みられる。 この フヅ カサ はかって は 三年 間の 神 役のと き はもち ろん、 その後 も 

一生 島 外に は 出て 行けない という タブ ー があった。 また 物 を 頭に のせて はいけ ない とか、 畑 仕事 をして はいけ な 

いという 禁忌 も 課せられ ていた。 そして、 フヅ カサは 死んだら かならず ティ ラバ 力に 入らねば ならぬ とされて い 

た。 自分の 家の 墓が ティ ラバ 力で ない ときには、 他家に ある ティ ラバ 力 を 借りねば ならぬ から、 自分の 家の人と 

(8) 

は 墓が 別になる、 と 野 口 武徳 氏 は 報告して いる。 

これ を 見ても、 神に 奉仕す る 女と しての 役割が 家庭に 優先して いる こと を 見る。 

五 

おもい まっかね 

奄 美大 島の 巫女の 特徴 は、 思 松 金と いう 女神 を 信じて いる 者の 多い ことで ある。 これ は 太陽に 愛され、 そのた 

めに 太陽の 子 を 孕んだ という 日光 感精 説話 をった えてい る 美しい 女神で ある。 ュ タの 始祖の この 思 松 金が 天から 

降りない と 託宣が できない という。 これで 見る ように、 思 松 金 は 太陽と 結婚した 「日の 妻」 に ほかなら ない。 

思 松 金と いう 固有名詞 は どこから きた か。 柳 田 国 男 は 「巫女 考」 の 中で、 次のように 述べて いる。 江戸 浅 草 三 

社 権現の 田 村 八 太夫の 一類 はお そらく 白川吉 田の神 道家の 支配から 独立す るた めに、 「天 思 兼 命」 の 伝統と 称す 

る 別派の 神道 をと なえて いた。 そうして 田 村 八 太夫の 支配 下に 関東の ァズサ 巫が いた。 この ァズサ の 家業 は 永年 

の^ 行と 口伝と が 必要で あ つ たために 母から それ を 学ぶ という ことが 多く、 女系 血脈の 思想が 流れて いただろう 
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と 推 漁して いる。 この 「天 思 兼 命」 という 神 名 は 「思 松 金 命」 という 神 名と 似通って いる。 

だがし かし、 琉球 では、 その 童 名に 「思」 とか 「真」 とか 「金」 とか をつ ける。 たとえば 貴族に は 「思 徳金、 

思 松 金、 思 樽 金」 などの 童 名が つけられる。 これ は 士族で は 一字 減らして 「松 金」 となり、 平民で はさら に 一字 

(9) 

減らして 「松」 という ふうになる。 こうして みると 「思 松 金」 はもと もと 「松」 に 美称の 「思」 と 「金」 がつ い 

たもので あり、 本土 渡来の 神 名と 即断し かねる。 

ところが 宮 古島で は 「東 成金」 という 神 名が 出て くる。 宮 古島の 上比屋 山の 遺跡の もっとも 重要な 神 は 「東な 

ももち ようの ぬす 

りかね 百 帳 主」 という 名 を 持つ。 この 神 名に ついて、 稲村 賢 敷 氏 は、 「あがりなら」 と 「なり かね」 の 二つの 語 

が 詰まった 発音で あると する。 「あがりなら」 というの は 東方 (あがり) を 「ならす」 つまり、 日本 国 を 平定した 

という 意味 を 持つ とする。 また 「なり かね」 は 良 懐の 訓読であって 「日本 国王 良 懐」 を宮 古島 語で 訓読す ると 

「あがり ならな りかね」 となり、 それが また 詰まって 「あがりな りかね」 となった の だとい う。 では この 良 懐な 

る 者 はだれ かとい うに、 それ は 後醍醐 天皇の 皇子で、 九州に 下って 征西 将軍と いわれた 懐 良 親王の ことで あると 

いう。 というの も 親王 は 日本 国王 良 懐の 名で 中国と 貿易した からだと いうの が 稲村 説で ある。 この 「あがりな り 

かね」 の 名は宮 古島に 伝えられる 『砂 川 双紙』 に 記されて いる。 この 双紙 は 平安時代の 陰陽師の 安倍晴明が あら 

わした と 称せられる 『金 烏 玉 鬼 集』 と 関係が あると 稲村 氏 は 述べて いる。 つまり、 そこに は 日本 本土の 陰陽道の 

影響が 見て とれる。 だが、 その 神 名は宮 古の ものな ので ある。 

宮 古島の 属島の 池 間 島に も 「東 成金」 の 神が ある。 また、 八重 山の 竹 富 島に も 「なる 金」 という 神 名が ある。 

私 は 「あがりな りかね」 が 「百 帳 主」 といわれる ことに 注目す る。 帳 主と いうの は 人間の 生命 を つかさどる 神で 

ある。 とすれば、 それ はわが 古代の 「思 兼 命」 の 職能 や 性格 に似てい るからで ある。 「天 思 兼 命」 を 奉ずる 一派 

が 江戸に あった こと は 先に 述べた が、 それと どのように つながる か は、 今後、 琉球 神道の 解明に はなくて はなら 


191 神に 追われて 


ぬ 作業の 一 つ だと 私 は 考える。 それにしても、 「思 兼 命」 は 『古事記』 に は 「思 金 命」 とも 記されて いる。 この 

「思」 と 「金」 とが、 なぜ 南 島で は 好んで 童 名に つける 美称と なった のか。 それ は 単に 偶然 だと 片付ける ことの 

できない 縁 由が ひそんで いる こと を 私 は 感じる ので ある。 しかも、 奄 美大 島で は、 この 「思 松 金」 は 女神で あり、 

太陽に 姦 される。 そして その子 を 産んで 巫女の 祖 となると いうの は、 アマ テラスの 姿 を 想起させる のに 十分で あ 

る。 こうした 日光 感精 説話 は宮 古の 西に ある 伊良部 島に もあって、 三人 兄妹の 話が それに まつわつ ている。 妹が 

厠に いると き 太陽の 指が その 下腹部に 入って、 女 は 子 を 孕む。 二人の 兄 は 他所の 男と 密通した と 疑い を かけて 妹 

を 責めた。 そこで 妹 は 逃げて、 ついに 死んだ。 この 妹を祀 るの が 伊良部 島の 佐 良 浜に ある 「太陽が なしの 御嶽」 

である。 

この 女の 悲劇 は 神に 召された 女の 悲劇で ある。 たとえば ャ マト トトヒ モモ ソ ヒメが、 神の 正体 を 見た こと を 恥 

じ 下腹部 を 箸で ついて 自殺した こと、 あるいは また 雄 略 帝の 三年に、 伊勢の 斎宮で ある 栲幡 皇女が、 ある 男に 1^ 

された という 噂 を 立てられ たの を 気にして、 五十鈴川の ほとりで 首 をく くって 死んだ 話が あるが、 こうした の も、 

単なる 家庭の 悲劇で はない。 召命 を 自覚した 女の 悲劇に ほかなら ない。 

すなわち、 神に 追われた 女た ち は、 世俗の 欲望 を ひとたび は 断ちながら、 しかも 神と は 関係 を もとめられた。 

そこに は、 性愛 を 拒否した 関係 も あれば、 そうでない ばあい もあった。 しかし、 いずれにしても、 その 歓喜と 卞 " 

悩 は、 尋常の 女の 体験ではなかった。 こうした 女の 伝統が、 日本の 古代から 現代に いたる まで つらぬいて いると 

私 は 考える。 平凡な 家庭の 主婦 か、 あるいは 脱 家庭 かとい う 論争の 堂々 めぐりの 中で、 人間の 中に ある 「神」 の 

衝迫、 すなわち、 神に 追われて さすらい 歩く 女た ちの こと を 考えて みるの は、 けっして 無益な わざで は あるまい。 

こうした ばあい 琉球 では どうした か。 宮城 真 治 氏の 文章に よると、 昔 は、 いろいろな 争い事の ときには、 「ぬ 

き はな 一とい うこと をした という 。「ぬきはな」 と は 神に 訴える まえに、 神前に 供える 花 米 を 各戸から 徴^す る 
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ことで ある。 物 を 取られても 「ぬきはな」 を するとす ぐ 戻って きた。 

沖繩 本島の 北部の 国 頭 村 辺 戸に その 村の 美しい 娘に 想い をよ せた 青年が いた。 そうして、 その 娘と 特別の 関係 

が あるかの ように 吹聴した。 娘 は 怒って 青年 をな じった が、 青年 はけつ してそう いう こと は 言わなかった と 抗弁 

した。 娘 はやむ を 得ず 自分の 家と 青年の 家から 「ぬきはな」 をして 辺 戸の 御嶽に 祈願した。 数日の ち、 青年 はハ 

ブに 咬まれて 死んだ。 明治 三十 年頃あった 話で ある。 


名 えらび 


「大国 主神、 亦の 名 は 大物 主神、 亦 は 国 作 大己貴 命と 号す。 亦 は 葦原 醜男と まう す。 亦 は 八 千 戈 神と まう す。 亦 

は 大国 玉 神と まう す。 亦 は 顕国玉 神と まう す」 と 『日本書紀』 の 一書に 述べて いる。 大国 主命 はこの ように 多く 

の 名 を もつ 人物で あつたが、 私が ここで 問題に したいの は 「葦原 醜男」 という 名で ある。 葦原 醜男 は 『古事記』 

では、 葦原 色 許 男と なって いる。 この シコの 解釈 は 「善き にも 悪しき にも、 頑丈で 強い こと。 従って シコ男 は、 

強い 男の 意」 と 『日本 古典文学 大系』 は 注して いる。 『時代 別 国語 大 辞典』 は 「記紀の シコヲ の 名 は、 古く わざ 

... と 醜悪な もの を 好んで 付けた ことの 一 証で あり、 シコノ マス ラヲは 自嘲 的な 表現、 シコノ ミタテ を 自ら へりくだ 

え つて 称した もの」 と 解して いる。 

- この 説に 異論 はない が、 私 はもう すこし それ をく わし くみてみたい。 というの も、 『古事記』 によると、 この 

I ァシハ ラシ コヲは 「いと 麗しき 神」 とも 称せられて いるから である。 美男子で プレイ ボ ー ィ のァシ ハラ シコヲ 力 
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なぜ 「醜男」 という 名 まえ を 付けられた のか。  • , 

「喜界 島で は、 子が 生れる と、 母が 臍 を 接いで 居る 間に、 家人の 誰かが ィャギ を さす。 ィャギ と は 運命の 意で、 

差す と言うの は 運 を 授ける 意で ある。 これに は 運 定めの 昔話が あって、 神様に わるい 運 を 授けられぬ 間に こちら 

で 先手 をう つて 差す もの だと 言われて いる。 ィャギ 差しの 方法 は、 薄の 幹 を 長さ 一尺 三、 四寸に 三本 切り、 これ 

を 茶の間の 東口の 桁の 上に 差す」 と 『産 育 習俗 語彙』 は 述べて いる。 おなじような 習慣 は奄 美大 島に もあって そ 

れを r ィ ヤン ハツ」 と 呼ぶ。 金久正 氏に よると、 「妊婦が 御 産の 床に つき、 赤子が 生まれて、 やがて 『ォ ギヤ ー』 

と、 うぶ 声 を 発する とまった く 同時に、 誰か 家の 者が 表 戸口の 所へ けたたましく 走って 行って 『ィ ヤン ハ ツヤ、 

吾が サ チャド』 (い 矢の 初 は、 わたしが さした ぞ) と、 大きな 荒々 しい 声で 叫びながら、 先の 尖った 棒切れ を 表 

戸口の 上の 軒に 挿す ので ある」 

「赤子が 生まれて 産声 を あげる ときには、 邪神が これ を 聞きつ けて、 せっかくの 可愛い 赤子に、 悪い 運命の 『ィ 

ヤン ハツ』 を さす かも 知れない と 恐れ、 その 機先 を 制し、 邪神の つけねらう 余地がない ように 大音声に て 具象の 

初 矢 を 立て 『ィ ヤン ハ ッ』 がすで にさされ たこと を宣 して 邪神 を 退散せ しめる」 とすれば 「魔が 射す」 という 言 

葉の 起り もこの あたりに あるので あろう。 

一 本の 矢が このような 役割と 意味 を もつ ことに 感動 をお ぼえないで はすまない が、 九州の 鍋 田 古墳の 入口の 岩 

石に 彫られた 弓矢の 形 は、 死者の 眠り を 妨げる ために 古墳に 侵入しょう とする 悪霊 を 退散させる ために 使用され 

たと 考えられる。 

このように、 産屋 や 墓の まわりに は 邪神が うろうろして いると 古代人 は 想定して いた。 装飾 古墳の 壁に は X 印 

がよく 見られる が、 これ も 悪霊の 侵入から 死者の たましい を 守る まじないであった。 これと 同様に 南 島で は 産室 

にいる 赤ん ぼの 枕許に X 字 や 十字の 道具 を 置く。 八重 山で は 機織りの 時に、 怪糸を すべらせる ため 綜と よばれる 
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1 具 を 置く が、 この ァゼ とか アジと か 言う 語 は 一 般 的に 使用され ている。 

たとえば 沖繩の 御嶽に はァザ 力と 呼ぶ 木が 多い が、 それ は 葉が 十文字 をな している 樹 である。 また シ ヤコ 貝 を 

ァザケ ー とか ァザ カイと か 呼ぶ が、 それ は 貝の 両 殻の 縁が のこぎりの 齒 のよう なか つ こうで 交錯す る 11 ァズ ィ 

ュル I ところから 来たと されて いる。 シ ヤコ 貝が 御嶽に おかれて いるの は、 魔除けの 意味 も かねてい るので あ 

ろう。 

そういえば 赤ん ぼの ァザ もまた この X 印と 関連が あるの かも 知れぬ。 八重 山 はじめ 南 島で は 産湯の あとに 子 ど 

もの 額に 鍋墨 をつ ける の を ピャ ー クと 呼んで いる。 百の 意味で ある。 赤ん ぼが はじめて 外出したり 初宮詣 をす る 

ときに、 鍋墨で 額に X 印 や 十 印 をつ ける の を、 アヤ ッコ とか ヤスコと か 呼ぶ 風習 は 日本 各地に ある。 


二 

琉球 では 昔、 中国 風の 名前 をつ けたり、 戸籍 簿の 名前 をつ けたり する 前 は、 宮廷の 王子から 衆人に いたる まで、 

1^,?^ ばかりで あつたと、 『東 汀 随筆』 の 著者の 喜 舎 場 朝 賢 氏 は 述べて いる。 童 名と いうの は 日本 本土の 幼名と は 

ちがって、 一生つ いて まわる 呼名で ある。 これ を 島 名前と か 「ャ ー ヌナ」 (家の 名) とも 言って いる。 

長男なら ば 父方の 祖父、 長女なら ば 祖母の 童 名 をつ ける のが 原則的な 命名法であった。 これ は 孫 は 祖父母の 生 

まれが わりと いう 一代お きの 再生 観念に もとづく ものである。 しかしと ころに よって は、 祖父母 や 叔父 叔母の 名 

前 を 書いた 紙の 中から クジで えらぶ 方法 も おこなわれた。 名 えらびの とき 他所者 や 旅人が 屋敷に 入り こむ と、 そ 

の 名 をつ けねば ならぬ というので、 門ぎ わに 見張 番を たてた。 そうして 名 えらびが おわる と、 祖母 や 叔母に あた 

る ものが、 下 裳 を 頭から かぶる という 奇妙な かっこうで、 片手に 赤ん ぼ を 抱き、 片手に 弓矢 を もって、 邪神 を賴 

退す る 仕草 を 示した。 
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このように、 名 えらび は おごそかな ものであった。 こうして つけられた 名前 を 書いた 紙 はいつ も は 先祖 棚に お 

き、 旅の ときには 守り 袋に 入れて もちあるいた。 

奄美 では 名 えらび さえせ ずに、 男 も 女 も ボウと か ボンと か ボック ヮと 呼ぶ だけです ませる ところがあった。 戸 

籍 にも 坊 とか 坊過 とか 記した だけで あつたので 男女の 判別が つかなかった。 この まぎらわし さは どうして 区別し 

たかと いうと、 浜辺の 坊、 滝の 川の 坊と 呼び、 同年輩と か 同性の ものが 近隣に 住んで いるば あいに は、 黄坊、 赤 

坊、 坊産 などと 呼び 合って すました。 そこで、 その 人が 死ぬ まで 本名 を 知らない ままに すぎ、 墓に 立てた のぼり 

や 塚に 本名が 記されて いるの をみ て、 その 人に 名前が あった こと を 初めて 知る ことがず いぶんあった、 と 長田須 

磨 氏 は 言って いる。  一 

本名が あるのに それ を ふだん 使用し なか つ たという の は 旧慣に よる もの だけで は あるまい。 長 田 vf^ よ pa 和 二十 

八 年に 奄 美の 山に のぼった とき、 はぐれた 友人 を さがして 「福 次郎」 と 呼ぶ と、 傍に いた 別の 女の 友人から 「名 

前 を 呼ぶな」 とたし なめられた ュ ピソ I ドを 記して いる。 本名 を 呼ぶ と 悪神が それ を 聞いて 災い を するとい う 信 

仰が 戦後まで 残 つてい る こと はお どろく ほか はない。 

これ をみ ると、 古代人が おそれた の は、 名前 を 口に 出す ことであった。 つまり そこに は 呪 言の 生きて いる 世界 

があった。 現在で も宮 古の 大神 島で は 人の 悪口 をタ ライの 水に あつめ それ を 遠くの 四 辻のと ころに もってい つ て 

捨てる という 年中行事 をお こなって いる。 悪口 は 身体に わざわい を 及ぼす という こと をお それた ので ある。 

伊波 普猷 によると 琉 球の 聞 得 大君に は、 童 名の ほかに 神 名が あり、 それ は 名 付 親と 本人 以外 は 誰も 知る こと を 

ゆるされぬ 秘密と されて いた。 奄 美大 島で は、 昔 は 箱入り娘に なると、 母親 以外に は、 その 名 を 知らせなかった 

といい 伝えられ ている。 これら からして 『万葉集』 の 巻首の 長歌 「この 岳に 菜 摘ます 児、 家 聞かな、 告ら さね 

…… 」 がどうい う 意味 を もっかが 想像つ く。 つまり それ は 雄 略 帝の 妻 問いの 歌に 外なら なかった。 それ を 折 口 
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信 夫 は 「女に おいて は、 名 を 人に 知らせる 必要はなかった。 また 人に 知られた 時 は その 知った 人に は、 許婚せ ね 

ばなら なかった。 完全に 征服 せられた 形になる の だ。 だから、 男性と して は 求婚に 当って、 まず 女性の 名 を 問い 

出す 必要が あるの だ」 と 説明して いる。 

伊波 普猷 によると、 琉球 では 昔 はきれ いな 子どもに は、 外出の ときには、 あまりい い 着物 をき せなかった。 ひ 

じょうに きれいな 子 だな どと 挨拶され ると、 邪神の 妬み を 受ける と 言って 気 を もむ。 そこで、 子どもが 生まれて 

さっそく 臍 をつ ぎ、 初湯 を 使った あとで、 親類縁者に 知らせる が、 生れた 子どもが 男のば あいに は 「大女が 生れ 

た」 と 言った。 これ は 女の子 は 男の子よりも 邪神の 呪い を 受ける ことが すくない からで あろうと 伊波 は 説明して 

(8) 

いる。 

そこで 善い 名 をつ ける と、 名前 負けす ると 言って、 わざと 犬と か 豚と かの 名前 をつ けた。 伊波に よると、 明の 

史書の 嘉靖 二十 年に 「いぬた る (殷達 魯)」 という 琉球 使節の 名が みえる が、 それ は 犬太郎 のこと であると して 

いる。 それが 後で はン ダル を武 樽と 書いて 女の 名 だけに 用いる ようにした。 『おもろ さう し』 の 詩人に 有名な 「あ 

かいん こ」 の 名が 見える。 これ は 犬 子で ある。 ほかに 真 犬 金の 名 を もった 王妃 も ある。 平民 は 伊 奴 (犬) であり、 

士族 は それより 一字 多い 真 伊 奴、 貴族 は 二字 多い 真 伊 奴 金と なる。 また 『おもろ』 の 中には、 馬の 子と いう 名が 

一 つ 見出される そうだ。 馬子が マン ク ー となって 糸満の 間で 使われて いる。 これ は 蘇 我 馬子 を おもわせ ると 伊波 

は 言う。 

また i で 生み落した 子に は武 太と 命名す る ことにな つ ていたが、 戸外に は 邪神が 徘徊す ると 考えられて いるの 

で、 その 邪神 を さける ために、 これ は 豚の 子 だとい つて カム フラ ー ジュ する ことから きたと 言われて いる ちな 
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みに 沖繩 では 厠に 豚 を 飼って おり、 豚小屋 は 悪霊 を 落す のに も 使われる ので、 そうした 意味 も こめられて いるか 

も 知れない。 尚 真 王の 子どもに もお も ひぶたが ね (思武 体 金) が あり、 尚 永 王の 王女で 思武太 金と 呼ばれた 人 も 

ある。 犬と か 豚の 名 をつ けたから と 言 つ て 男と はか ぎらない ことに 注意しょう。 

こうした 習俗 は沖繩 にかぎ つたこと ではない。 これと ま つ たくお なじ ことが 韓国の 民俗学 者の 任 東 権 氏に よつ 

て 紹介され ている。 すなわち、 子どもの 少ない 家、 女の子ば かりの 家、 子ども を 生んでも よく 死ぬ 家で は、 赤ん 

ぼに 命名 するとき に 「豚の 子」 「犬の 子」 「犬の 糞」 「牛の 糞」 というよ うな 賤 しい 名前 をつ ける というの である。 

名前が 賤 しいと、 他の 人間 も 地獄の 鬼 も 関心 を もつ ことが なく、 したがって 死ぬ ような こと もない、 とい わば 裏 

の 心理 を ねらった もの だと 言う。  一 

南方 熊 楠に よると、 これ は琉 球、 朝鮮 だけに おこなわれ たもので はなく、 たとえば インドで は、 子どもが 天然 

痘で 死ぬ と、 次に 生まれ 出る 子供の 名に は マル (悪) とか ルブリ ァ (漂蕩 人) とか ク リア (掃除人)、 チ ユラ (探 

塵 人)、 チ ハジ ュ (篩 ほど 賤 しき 奴) などと つけて、 小さい 邪神が 美しい 子ども を 嫉視す る こと を 避ける という。 

そうして、 滝 沢 解の r 玄同 放言」 の 中に あげてい る 押 坂部史 毛屎、 錦 織首久 僧、 倉臣 小屎、 阿部 朝臣 男屎、 卜 

部乙屎 麿、 巨 勢 朝臣 屎子、 下野 尿 子な どの 名 を 紹介して いる。 

このように 糞 (屎) の 名 をつ ける の は、 糞穢を もって 邪神 を やぶる ことから 生まれた ので あるが、 南方 熊 楠 は 

その 例と して 次の 故事 を 紹介して いる。 「善 明 王 経」 に 阿 群と いう ものが 仏教に 帰依して 比丘と なった。 王が こ 

の 人物 を 接見し ようと 望んだ が、 この 比丘 は 眼 睛が耀 射して いて 当たりが たいので、 王 はこの 男 を 厠の 中に まね 

いて、 その 顔 を 見た という ものである。 つまり、 それ は 糞の 力 を 借りた からで、 厠が 暗い からで はない。 

松 本 清 張 氏 は 『古代 探究』 の 中で 「朝鮮の 姓名 氏族に 関する 研究 調査」 を 紹介して いる。 それ は 朝鮮 総督府の 

調査に よる ものである。 それによ ると 犬、 馬、 牛、 虎、 猪 (朝鮮で は ブタに はすべ て 猪と いう 字 を あてる)、 な 


どが も つ とも 多い。 

また 松 本 氏 は 前 田 太郎の 「動物 名に 因んだ 古代の 人名」 を 紹介して いる。 それによ ると 牛 (一 〇 七) 虎 (一 Q 

一) 猪 (八 六) 馬 (七 六) 羊 (七 六) 犬 (七 〇) 猿 (二八) 熊 (二 七) の 順序に なって いる。 これらの 名 は 男女 

の 別な くつけ て ある。 このうち、 虎 や 羊 は 日本人の 眼に 触れる もので はない。 松 本 氏が 「日本の 古代人に は 朝鮮 

からの 移住 民と その子 孫が 相当 多かった ため、 かれらの 系統が 本国の 習慣 を 踏襲した」 と 言って いるの は 正しい 

と おもわれる。 おそらく 琉 球のば あい も、 日本からの 影響と いうより は、 中国大陸の 命名法の 影響 を 直接に 受け 

て、 邪視を 避ける ために 「犬」 「豚」 などの 名 をつ ける に 至った のであった ろう。 

金久正 氏の 分類に よると、 奄 美で 明治 初年の 戸籍 簿 にある 人名に は 次の ような 特徴が あると いう。 ただ、 この 

特徴 は 女の 名前に 見出される ことが 多い。 

台所用品の 名 を 用いる もの、 たとえば 鍋、 釜、 真 塩な ど。 これ は 金属の 世帯 道具が 貴重であった こと、 塩が 祝 

福 聖別に 欠かす ことので きない もので あ つたこと を 意味す る。 

松瞎、 机ム 亀の ように、 長寿 を 祈念す るのに 鶴 や 亀の 名 をつ ける もの。 

. ii ぞ、 K つ fl^  5^っ？1^ いんぐ わ (犬つ 子) のように 動物 名 や 植物 名 をつ ける もの。 これ もまた 大した 赤ん ぼ 

でない こと を 邪神に 示す ための 命名で ある こと はさきに 述べ た。 

さいごに 人間の 肉体的、 生理的 欠点 を 用いた ものと して、 糞 兼、 赤 まり、 まりつ 子、 赤 人、 目つ ちゆ (目つ か 

.f ち)、 うめぎ り (お 目 切り) などが あげられ ている 

^ このように、 il 慰と か など を 連想す る 名前が 奄 美の 女性に つけられ ている。 尿 まる は 糞 を たれる という 方 

名 言で あるが、 「まる」 あるいは 「まろ」 もこれ と 無縁で は あるまい。 麿と か 丸と か は 賤民の 称号 だと 折 口 信 夫 は 

^ 言って い， 41。、 そうして 邪神の 呪視を 避けよう とした、 とする ので あるが、 そこに は どこか 屎 まるの 意味が 秘めら 
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れ ている のであろう。 沖 繩の護 佐 丸な ども 「まろ」 からき ている。 

オヤ ケ赤蜂 は、 首 里 王府に そむいた 八重 山の 豪族で あるが、 赤と いう 語に は 勇猛な 語感が こめられ ている。 中 

繩 では 赤 マ 口  —というと 手に 負えない ほどに 猛々 しい 悪党の こと だと 伊波 は 言 つてい る。 さきにの ベ た奄 美つ 

「赤 まり」 は 赤麻呂 となる。 赤 麻 呂も赤 人 も、 奄 美に くると 女性の 名に なって いる ことに ふしぎな 感じ ももつ。 

そういえば 『古事記』 で 雄 略 帝の 寵を 受けた 赤 猪 子 も 女性であった。 ここにお いて、 美男子の ァシハ ラシ コヲが 

醜男と いう 名前 を も つたいき さつ も、 邪視を 避ける まじないであった ことが 諒解され よう。 


20I 魂と 首飾り 


日本の 古代に は 「たまし ずめ」 と 「たま ふり」 の 行事が あった。 また、 日本の 神々 に は 魂と か 玉と かの 名前 を 

もつ ものが 多い。 荒 魂、 和 魂の ように、 神々 を 指す と 同時に、 また 魂の 一定の 状態 を も 指す 言葉が ある。 しかし、 

古代人が 神の 呼称に 魂と か 玉 を 用い、 一 方で は ある 魂の 状態 を もお なじよう に 表現して きた 根拠 は 何かとい うこ 

と は、 伴 信 友 や 折 口 信 夫 以外に は 突つ こんで 分析され ていない。 そこで、 奄 美から 沖 繩の先 島に わたる 南 島で こ 

うした 問題が 現在 どのように とり 扱われて いるか を 示し、 古代人の 魂に ついて の 考えとの 関連 を 探 つ て いきた い 

と 思う。 

私が 幼年期 をす ごした 熊本県の 水 俣と いう 町で は、 幸運 だとい う 意味に 「フの 良 か」 という 方言が 使われて い 

た。 その 中の 「フ」 というの は 何であろう かと、 子供心に も 不審 を 抱いた。 後年に なつてから、 運否天賦 のこと 

かと も 田 5 つたり したが、 そう 片付けて しまえる もの か、 今 は 疑問で ある。 というの も、 南 島 地带を あるく ように 


2 なつてから、 r フ—」 という 言葉に しばしば 出会う ことが 多い からで ある。 r フ ー」 というの は 息 を 吹き かける こ 

とが そもそもの はじめであって、 それが 魂と もみな される ようにな つたと 私 は 思う。 呼吸と 霊魂との 関係 は 不可 

ォ 分で あり、 往々 にして それ は 同一 物で あると みなされ てきた。 アイヌの 間で も i 心 は 魂と 考えられ ている。 そうし 

^ て 息 は 風の ごとき ものと みなされ たこと は、 南 島で は 帆をプ ー と 呼ぶ ことから も 推察され る。 船の 帆と いうの は 

古 きわめて 古くから 使用され た。 船 を 帆に よって 動かす ために 風が 必要であって、 その 風 は あたかも 神々 の 息の ご 

ときものと みなされた。 

私 は 数年 前の 旧 三月に、 宮 古島の 北端に ある 狩 俣 部落で 麦プ ー ズ といわれる 豊年 祭 をみ たこと があった。 いた 

つて 素朴な 祭りで、 古代の 祭りの 光景 を 再現した ようにみ えた。 狩 侯の 神 女 (ッ カサ) の 筆頭で ある アブ ン マが 

麻の 着物 を 手に かかげて ふるわしながら、 神 歌 をうたい、 フ ー シ という 言葉 を 繰り返す。 これが 何時間 も つづく。 

この 行事 を 見た ときに、 私 は 昔 宮廷で おこなわれ たという 八十 島 祭、 すなわち 箱に 入れた 着物 を わざわざ 京都 か 

ら 淀川 を 下って 難 波の 海辺まで 持ち出して、 それ を 振る という 儀式 を 思い出し ていた。 これ は 着物に 威 霊 をつ け 

る こと を 意味す るので あるが、 狩 俣の 部落で きいた フ ー シ という 言葉 も、 魂 を 麻の 着物に つける 意味 を もつ もの 

ではない かと 私 は 考えた。 

この 狩 俣と 信仰 上 密接な 関係が ある 島 尻 部落 ゃ大神 島で は、 旧暦 十一月 を 「フ ー 月」 と 呼んで いる。 この 十 一 

月 をえ らんで 三 歳 祝と か 結婚 祝と かが おこなわれる。 大神 島で は 子供が 三 歳になる と、 はじめて 丈夫に 育つ 目安 

がつ いた ものと 思われて いる。 それまで は 育つ かどう か 不安で ある。 医者 も 薬 もない 離島の くらしで はとう ぜん 

のこと であった。 しかし それば かりで はない。 それまで は 生存 は 不確かな ものであった。 

奄 美大 島で は 生まれて 一 年になる 子ども を r ュ ノリが あった」 というと 金久正 氏から 聞いた。 ュ ノリと は 世 直 

りの ことで ある。 「世 直りが あった」 というの は、 生後 一年間 はま だ 前世が つづいて いると 信じられて いたから 
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に ほかならぬ。 古代人 は 誕生 は 新生と は 考えず、 再生と みなした。 そこで 生後 一年して はじめて、 現世に 生まれ 

直った ことが 確認され た。 

ところで 大神 島の 三 歳 祝の 歌 は、 「家の 近くの 畑の 小豆に 根が 二つで きたら、 その 豆の さやが ふえる ように 子 

供 をた くさん 生んで 栄えなさい」 という ものである。 結婚式に うたわれる 歌 は 「田 や 畑の 稲の 一 本の 根から たく 

さんの 稲が みのると、 それ を えらび ふるいにかける ように、 お嫁さん をえ らんだから、 一夜に はたく さんの フ ー 

がつ けられ、 二 夜に はたく さんの 縁が つけられて 一生 富み さかえる ように」 という ものである。 この をうた つ 

て 神 女た ちゃ 近隣の 者 や 縁者な どが 祝福し、 盃を 当人た ちに あげる。 この 祝婚 歌の なかに 「フ ー がつ けられ」 と 

いう 表現が ある。 このばあいの フ ー は 威 霊 (セジ ) とおな じで ある。 

でよ なぜ 旧 i 曰の 十 一 月 をえ らんで 三 歳 児の 祝い や 結婚式が おこなわれる のであろう か。 こ の 月をフ ー 月と いう 

のよ、 f 、い 季節に なって きて、 息 を ふうふうと 手に 吹き かけて あたためる からだと 地元で は 説明して いる。 フ ー 

が 人間の 息と 関連の ある こと はこれ で 知られる。 また フ ー 月の あとに つづく 旧暦 十二月 を 「パ ー 月」 と 呼ぶ が、 

それ は 寒さの ために ガチ ガチと 歯の根が 合わない からだと も 言って いる。 これらの 説明 は 後で 付けられ たもので 

あるが、 その 説明が 冬に むかう 季節と 無縁で な いのは 注目 を 引く。 そうした さむい 月 こそた ましい を ふりおこす 

ために r フ ー をつ ける」 のに ふさわし いと 思われた ので ある。  ， 

ここで 当然、 折 口 信 夫の 「みたまの ふゆ」 の 説が 想起され ねばならぬ。 旧暦 十一月 はおよ そ 今の 十二月に あた 

り、 冬至の 月で あるから、 太陽が もっとも おとろえ をみ せる 時期で ある。 これ は 人間の 魂の 力が よわくなる 時期 

で、 「たま ふり」 の 行事 を 古代人 はお こなった。 しかし、 この 季節 はやが て 春に むかう 時期の 出発点に もなる か 

ら、 魂の 切り換えに はもつ とも ふさわし いとみな された と 折 口 は 指摘す る。 私が 宮 古島の 各地 区で 聞き あつめた 

事実に もそう した 理由が あるに ちがいない。 


古代史 ノオト 204 


南 島で はお 産のと きに 大声 を 出したり、 汚ない 水 を 捨てたり する こと はきび しく いましめられ ている。 これ は 

稲の 穂 孕みの 時期に 大声 を 立てる こと を 禁じられ るのと おなじ 意味な ので ある。 大神 島で は 出産 を シラ、 産の 神 

を シラの 神と 呼んで いる。 シラの 神 は 子供の 産まれた 各 家庭 を まわって、 禁忌が 正しく 守られて いれば 「フ I も 

つけ、 世 —もっける」 が、 大声 を あげたり、 また 汚ない 水 を 流して いるよう な 家の 子供に は 「フ I も 世— もっけ 

ない」 とされて いる。 ここでい う 「ュ ー」 と は 穀物の ことで あり、 それの 豊熟 を も 意味す る。 と 同時に、 さらに 

は 産 力 ふえ、 富み さかえる こと も 意味す る。 そこで 「フ I」 と 「ュ ー」 とのち がいが はっきり する。 「フ ー」 

はまず 長命の ことで ある。 それにた いして 「ュ ー」 は 物質的な 繁栄 を 指す。  - 

では 「フ ー」 と は 「たましい」 とまった く 同義に 使用され るだろう かとい えば、 そうで もない。 宮古 では 人間 

の 運気のお とろえ たこと を r フ ー 下がり」 と 表現す る。 そうして 下がった フ ー を 元に 直す ために セジ (威 霊) を 

つける 行事 を ユタに 頼んで おこなう。 そこで r フ ー」 は 「たましい」 のい きおい を 意味す る ものである ことが 諒 

解され よう。 運気と いう 言葉 は 魂の 状態 を 示す 語と して は、 ぴったりした 語で ある。 フ， 'は 運気と 考えて 差支え 

-UNO 

な レ 

宮古 本島の 北に ある 池 間 島で は、 その 最高の 神職に たずさわる ッカサ のこと をフヅ カサと 呼んで いる。 フヅカ 

サはフ ー を 司る 神の ことで ある。 すなわち 生命 を 司り、 運気 を 守る 神で も ある。 池 間に はゥ パル ズ (大 主) の 御 

嶽 があって、 その 神 は宮古 中の 人間の 生命 を 管理す る 神と されて いる。 したがって 宮 古の 神の なかで も 最高 神で 

あるが、 これに 奉仕す るフ ヅカサ は、 人間の 魂の 消長で ある フ I を 司る ので、 昔 は 三年 間 島 外に 出て いけない と 

か、 頭に もの をのせ てはいけ ない とか、 さまざまな 禁忌が 課せられ ていた。 

二 
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「フ I をつ ける」 の は、 さきに 述べた ように 一年中の 最も さむい 時期 だけでなく 厄年に も それ を 必要と し、 また 

子供が 急に ぐ つ たりした ような ときに も、 それ を 元に 直す まじないが おこなわれる。 

八重 山で は 「たましい」 を 「マ ブイ」 と 呼んで いる。 「マ ブイ ごめ」 というの は、 子供が とつぜん 元気 をな く 

したよう なと きに やる まじないの 儀式で ある。 まず 麻糸に 子供の 年の 数 だけの 結び目 を 作る。 そうして 輪に した 

麻糸の 中に 魚 を 追い こむ ような 手付きで、 マ ブイ を 追い こむ 動作 を 繰り返す。 そうすると、 子供の 身体の 外に 出 

(3) 

ていた マ ブイが ふたたび、 身体の 中に こめられ るので ある。 この 麻糸 は 子供の 首に かけて やる。 

宮古 では 「たましい」 を 「マ ブイ」 と 呼ばずに r タ マ ス」 と 呼んで いる。 しかし、 沖繩 本島からの 影響で あろ 

うか 、「マ プヤ 落し」 という 語 は ある。 落した マ プヤ を 受ける に は 石 を 三つ 着物に 包んでも ちかえり、 胸の 中に 

入れる。 寝る ときには 枕の 下に 入れて 眠る。 

大神 島で はタ マス は 七つ あると 信じられ ている。 そこで、 タ マスの 数 だけ 麻糸に 七つの 結び目 を 作り、 それ を 

子供の 首に かけて やる。 それ は 最初 だけで、 あとから は 七つの 結び目 を 作った 麻糸 を 家の 壁に 掛けて おく。 

また 海難に 出会ったり 溺死しょう としたり して 助か つ た ときには、 タ マ スが まだ 竜宮に とどま つてい ると みな 

し、 海岸の 石 を 七つと つてき て、 それ を 麻糸で しばる。 

宮 古島で は 魂 を 釣り あげる 儀礼が ある。 島 外で 死んだ 人の 魂 は、 火葬した 遺骨と はかならず しも 一体で はない 

という 考えが ある。 遺骨 はも どっても 魂 はも どらぬ。 そこで それなりの 儀式 をして、 死者の 魂 を 迎える。 それ を 

おこなう の は ユタで、 宮古 では カン 力 カリヤと 呼ばれる 人た ちで ある。 飛行機で 魂が かえってくる と考えられる 

ばあい は、 カン 力 カリヤ は 飛行場まで 出向いて 線香 を あげ、 飛行場から 魂 を つれてくる。 海の 彼方の.； 1? で 死んだ 

ばあい はどう か。 カン 力 カリヤ は 釣竿 を 作り、 その 糸の さきに 小石 を むすびつける。 そうして 釣竿 を 三回 海に お 

ろし、 また 三度 引き あげる。 そうして 小石 を 肌着 (ドウ ギン) に 包む と 自宅に もって かえり、 この 小石 は 仏墙の 
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香炉 や 位牌の そばに、 花 米 や 麻糸と 一緒に 紙に 包んで おく。 この 行事 を 「たましい を 浮かべる」 と言う。 

ここで 注意すべき こと は、 この 小石が 魂と みなされる ことで ある。 小石の 完全な 形が 玉で ある。 また ここに も 

魂 をし ばる 麻糸が 出て くる こと は 無視で きない。 

三 

麻糸 は苧 であるが、 南 島で はブ ー とか プ ー とか 呼ばれる。 宮 古島の 万古 山の 老婆から 聞いた ところでは、 r フ 

—下がり」 の ときには、 苧 (麻糸) を まるめて しばり、 それに フ ー の 下がった 人間の 頭の 上に おくま じない をす 

る。 また、 ぐったり とした 子供の 頭の 頂点の 毛の 渦巻き、 すなわち 「つむじ」 にむ かって フ ー と 息 を 吹き かける 

こと も ある。 そうする の は、 頭の 頂点の 毛髪の 渦巻きの ところ は、 そこから 息 を 吹き 入れる 場所と 考えられ てい 

たためで ある。 

私が 幼年時代に 体験した ところでは、 子供が 頭 をつ よく 打った ような ときには、 大人が まじないの 言葉 を 言い 

ながら、 フッと 頭に 息 を 吐き かける。 

ちなみに 言う が、 九州の 方言で は ョモギ を フッと 呼んで いる。 有 岐には 「蓬 宮」 と 書いて r フッ の宮」 とよ ま 

せる 神社が ある。 ョモギ は 周知の ように 悪霊 を 退散させる のに 使用す る。 この こと は アイヌに 於て、 もっともい 

ちじる しいが、 本土で もいた ると ころに 見受けられる。 r フッ」 という 語で おもい 出す の は r フッ のみた ま」 と 

しての 劍 であろう。 劎 をそう 呼ぶ の は 悪霊 を 退散させる に 使われる からで あると 思われる。 その 点で は ョモギ と 

同様で ある。 すなわち 「フ ッ」 という 語 は、 悪霊 を 退ける 力 を もつ ものと 信じられた のではなかった か。 

宮 古島で は 悪い 風、 すなわち 流行性感冒の ような もの をプ ー キ という。 プ ー キとは 悪霊の ことで、 風邪 は 悪霊 

の 仕業と 考えられ ている。 いずれにしても、 古代人 は riti をき わめて 重視して いた。 
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さて、 つむじの ある 頭の てっぺん は、 頂と 呼ばれて おり、 r ッヅの 神」 というの が、 そこに 存在す ると 思われ 

ている。 ところで r ッヅの 神」 というの はき わめて 個性的な 神であって、 それぞれの 個人の 神な ので ある。 自分 

の 「ッヅ の 神」 を 知る の はかならず しも 容易で はない。 はじめて カン 力 カリの 状態に なった 女 は、 あちこちの 御 

嶽の拝 所 をお がんで あるく。 そうして ある 拝 所に やって きたと きに、 そこで はじめて 感応す る。 この 拝 所の 神 を 

自分の 神と する。 それが 「ッヅ の 神」 となる。 つまり 自分の 神の 系統 も そこでき まる。 

奄 美大 島のば あい は、 神が かりにな つた 女 は 白い 馬に のって 家 を 出る。 その 白い 馬が たちどまって 屋敷の 中に 

入り こんだ 家の 神 を 自分の 親 神と する。 こうした 事実 はャ マト ヒメの 巡行 を 思い出さずに はすまない。 ャ マト ヒ 

メは 諸国 を あるいた すえに、 伊勢の 磯宮 ではじめて 自分の ッゾの 神 を 発見した と 解釈す る ことができる。 このよ 

うに 神に もまた 特定の 個人の 神と 一般的な 神と が ある。 神の 発見 は 一般的な ものに とどまらない。 自分の 神 を 発 

見せねば ならない の だ。 「頂の 神」 はまた 「辻の 神」 とも 言う。 頭の てっぺん を 頂と も 辻と も 呼んで いる。 そこ 

は 頭髪が 渦巻く ところで ある。 

「ッヅ の；^ 一  にたいして、 「マウの 神」 も 南 島で 信じられ ている。 この マウ は マ プリ、 すなわち 「守り」 という 

語に 由来す ると 思われる。 個人の 守護霊であって、 一代 限りの ものである。 「マウの 神」 はふつ う 先祖の 神の よ 

うな ものと 思われて いるが、 そうで はなく 個人的な 神で ある。 そこで 個人の 死と 共に マウ 神 は 捨てられ るが、 し 

かし、 死んだ あとで も マウ 神 を、 個人の 位牌の かわりに おがむ 風習 も、 大神 島のば あいのよ うに、 ところに よつ 

て は ある。 

南 島で はタ マス、 マ ブイ、 ッヅ、 マウ、 フ ー など 魂に 関連す る 語 はさま ざま あげられ るが、 それら はさま ざま 

な 二 ュ アンス を こめて 使用され ている。 マウと かッヅ とか は 個人的な 神であって、 それ は 魂 そのもの ではなく、 

その 魂の 指導 霊 または 守護霊な ので ある。 フ ー もまた 魂 そのもの を あらわす のではなくて、 魂の 活動力 を 指す も 
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ので ある。 それにた いして タ マスと か マ ブイと かいう 語 は、 魂の 一 般 的な 表現で ある。 

そこで 魂の 構造 を 考えて みょう。 タマ スを つよく しばる と、 フ ー の 衰えが 防止され ると、 南 島の 人た ち は 信じ 

ている。 魂が 石で あり、 それ をし ばる もの は、 麻糸の 苧 である。 とすれば、 それ は そのまま、 古代人が 首に かけ 

ていた 玉 飾りの 形に ほかならぬ。 「玉の緒よ 絶えな ば 絶えね」 というと きの 「玉の緒」 とか 「生の 緒」 とかいう 

ばあいの r 緖」 は、 玉 を 貫く 紐の ことであって、 それに は 古代に は 麻糸が 使用され たと 思われる。 

こうして みれば、 古代人が 勾玉 を 首に かけた の は、 たんなる 装飾で はなく、 魂 を 身体の 中に しずめ、 それ を 外 

に 出さない ための ものであった ことが 分かる。 勾玉が 自分の 魂と 見なされ たの は、 勾玉 を 相手に 差 出す ことが そ 

のま ま 服属の しるしと された という 記紀の 記事に うかがわれる。 それ は 魂 を 差 出す ことと おなじ 意味 だ つたから 

である。 

首に かけた 玉 は 「たまし ずめ」 の 意味 を もつ ている。 「たま ふり」 のとき は その 首飾り を 手に 取って つ よく 振 

つた。 「御 頸珠の 玉の緒 もも ゆらに 取り ゆら かして」 と 『古事記』 にある のがそう である。 私 は 数年 まえに 与那 

国 島で 玉 祭 をみ た。 これ も 正月 前後の 冬の 最中に おこなわれる ものであるが、 老女が 首飾り を 手に とって、 ひと 

(4) 

しきり 振る だけと いう 古雅な ものであった。 

私 は 首飾り そのものが、 古代人の 魂の 構造 を 示して いると 考えて いる。 首に まく 玉 は 魂に ほかなら ず、 それ を 

貫く 緒 は 麻糸で ある。 この 玉の緒に よって、 「うながせる 玉の 御統」 という 状態 を 保つ ことができる。 それ は 南 

島で タマ スを しばる のに 苧を 用いる ことに 相当す る。 そうするとき 魂 は 安定す る。 ブ I が ゆるんだり ほどけたり 

すると フ ー が 下がる という 状態 を呈 する。 
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『崇神 記』 に 載せて ある 三輪 山 説話の 中で は、 夜毎に 通って くる 男の 衣の すそに 「巻 子紛 麻」 を 針に 貫いて 刺せ、 

という 箇所が ある 。「へそお」 というの は 輪に 巻いた 麻糸の ことで ある。 では なぜそう 呼んだ のか。 といえば、 

輪に した 麻糸が 「へその 緒」 のかつ こう をして いると 古代人が 考えた からに ほかなら ない。 さらに それ は 赤ん ぼ 

が 誕生 するとき に 臍 をし ばる のに 麻糸 を 使用した からで も ある。 

また 「つむ」 は 紡錘で、 糸 を 巻いたり、 糸に より を かける 道具で ある。 これ も 「へそお」 とおなじように 麻糸 

を 巻く ことに 関係が ある。 では それ を なぜ 「つむ」 と 呼んだ のか、 といえば、 おそらく 人間の 頭の 頂上の 毛髮の 

渦巻 を 「つむじ」 と 呼ぶ ことと 無縁で は あるまい。 宮 古島で は 「へそ」 を ブス、 「つむじ」 を ビスと 呼んで いる。 

ビス も ブス も、 フ ー、 すなわち 生命の 息 を 体内に 吹き こむ ところと 考えられ ていたの だ。 そこで この ビスと ブス 

はまちが いなく 親 縁の 関係 を もつ 語と 思われる。 それが 古代の 日本で もそう だった と 思われる の は 「へそ まが 

り」 と 「つむじまがり」 が ほぼお なじ 意味に 使われて いる ことから でも 分かる。 これ は 生命の 出入す る 箇所が 正 

しく 咼を 巻いて いない こと を 意味す る。 たましいが、 渦巻きながら 出入 するとい うこと は、 とうぜん 輪に 巻いた 麻 

糸 を 連想す る。 つまり 麻糸 は 輪 を 巻く ことによって、 魂 を その 中に とじこめる ことができ るので ある。 このよう 

にして 床 糸が、 玉の緒、 生の 緒で あると ともに、 へその 緒と みなされた ことが 推察で きる。 南 島で はフ ー が 下が 

ると あらかじめ 乾かして 保存して おいた へその 緒 を せんじて 飲む 風習が ある。 へそ は 個人の 生命の 根元と 考えら 

れた。 魂の 活性の バ ロメ ー タ ー である フ ー と、 へそ を あらわす 宮古 方言の ブスと は 関連が ある。 また、 フ ー 下が 

りの ときには、 麻糸 を 巻いて、 頭の てっぺんの つむじの ところに 置く という 風習が ある ことから みても、 フ ー と 

つむじ を あらわす 宮古 方言の ビスと は 関連が ある。 こうして みれば、 麻糸が 生命と か 魂と かに 密接に 関係が ある 

という 事実 だけ は 動かせ そうに はない。 

gi 気で ある フ ー が 個人の 生命の ながさ を 指す ように、 苧糸 である ブ ー もまた それ を あらわす。 糸車の 糸の なが 
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さに よって 個人の 寿命 を 表現す るの は ギリシア神話 にも あり、 日本に 限った ことで はない。 が、 日本で はさら に、 

その 糸の 緩急 や 強弱 を も 問題に してきて いる。 それ をつ よく 緊縛す る ことが、 魂 を 遊離 させないで、 身体の 真中 

にしず める という 観念から、 日本 古代の 首の 玉 飾り は 使用され た。 したがって、 麻糸で 玉 を 貫いた 首飾りに は 日 

本 古代人の 魂の 配置 または 魂の 構造が はっきりと 見て とれる、 というの が 私の 考えで ある。 勾玉 をつ けた 巫女 を 

おもわせる 埴輪の 女人 像が そのこと を 私たちに 告げて いる。 
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〈注〉 


(1) 金 達 寿 氏 は 座談会 「日本の 朝鮮 文化」 で 次のように 述べて いる。 「朝鮮で いいます と、 神宮のお こり は 新羅て す 新 

羅の始 祖廟、 先祖の あれです ね。 その 始 祖廟の つくられ S が 新羅の 第二 代 i 王 二 年 か 三年、 西 I 元 六 年と いう こ 

とこ， よって、 ます。 これ は 第一 代の 王と いわれた 赫居世 を 祭った ものでして、 そして これが のち、 第二 十二 代智証 王. > 

年、 つまり、 五 〇 八 年に 神宮と いう ものに なって おります。 …… そういう ふうに 神宮が できまして、 おもしろ， >  ことに 

は 国王の 妹の 阿老 というの が 巫女に なって、 そこに 入って いるんで す」 

(2) 拝^と 葬 所との 一致に ついては 叢書 わが 沖 繩第四 巻 『村落共同体』 の 中の 仲 松弥秀 氏の 論文 「古 層の 村」 に 次の. ..i 述 

が ある。 「琉球 列島のう ち、 奄 美大 島 以南に は 『グ スク』 と 名称され ている 所が、 列挙に 暇ない ほど 各 島に 分布して レ 

る。 奄美 諸島 や 先 島 諸島の 古老が 言う に は 『子供の 時分 はスク といって いたのが、 何時の間にか グスク というよ うにな 

つて、 る』 と。 恐らく、 神の 居所と いう 意味の 『シ キ』 を 語源と した スク • シク であった 語に、 手頃の 石 を 意味した 

『ゴ』 が 頭こ寸 すられて、 グスク になった ので はなかろう か。 (中略) グスク といわれる ものの 中には 神 を 他から 招請し 

て 護り としたと 考えられる 那覇 港内の 御物 グス ク、 ？ 一一 k グスク や 残 波 畔 の 座 喜 味 グスク などの ような もの も あるが、 し 

かし そのような グスク は 数から すると 至って 僅少で ある。 絶対多数 を 占めて いる グスク は、 古代に おける 村落 そのもの、 

祖先の 葬 所だった ものに 対する 名称であった と考えられる。 古代人 は、 死ぬ と 同時に 神と 成る、 との 思想 を もって，^ た 

からで ある 一。 仲 松 氏の この 考え は 『沖繩 の 民族学 的 研究』 の 中の 論文 「村落の 社会 構造と 祭祀 的 世界」 にも 触れられて 

いる。 仲 松 氏 はこうした 考えの ヒント を、 彼が 戦後 たまたま 愛知県 下にいた ときに、 県下の 神社に 古^が 多い と， > う..^ 

実から 得た と 言って いる。  cs-f^J 

国 分 直 一氏 は 『日本 民族 文化の 研究』 の 中で 「グ スクの 性格」 に 触れ、 仲 松 説に 賛意 を 表して いるが 第一次^^..ーがて 
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なく、 きよめられた 骨 を 二次的 あるいは 三次 的に 収納した 所 を 意味す ると 限定す る 必要が あると 主張して いる。 つまり 

収 骨され た 骨 神の ある 場所と する ので ある。 

(3) 池 田 弥三郎 氏の 『わが 師. わが 学』 の 中の 「かむな び 私考」 でかむな び 山に ついての 詳細な 論が 展開され ている。 か 

むな びの 語源 を 四 種類に 分類した の も 池 田 氏で ある。 池 田 氏 は 折 口 信 夫が 昭和 二十 五 年度に 慶応 大学で 講義した ときに 

「かむな び は 固有名詞 でも あるが、 同時に 普通名詞 として 用いられて いるよう に 思われる 例 もあって、 『かむな び』 とい 

う 様式で 神 を まつって いる 所で あり、 日本の 古い 種族の ある もの (出 雲 人) がかむな び を 作った」 「したがって、 かむ 

なび は、 出 雲 人の いた 所に 分布して 残った」 という 説 を 述べた こと を 紹介して いる。 これ は 注目すべき 暗示 を 含んで い 

ると おもう。 つまり 出 雲の 人で は 「かむな び」 という 独自の 祭り 方 をした というので あるから、 そこに は 山と 祖 霊との 

むすびつき という 一 般 的な 形式 を 抜きんで て、 特定の 山 を 葬 所と しそ こ を また 崇拝の 対象と みなした ことが 推定され ざ 

る を 得ない ので ある。 すなわち その 山の 形が なだらかな 円 を 描く もの を 円墳 同様の ものと みなして いたので はない か。 

また、 折 口 は 「み もろ」 の 「もろ」 は 「もり」 であると している が、 一方、 朝鮮語と 関係が ある 語で はなかろう かと 疑 

問を呈 している。 「もり」 という 語 は 「頭」 という 意味の 朝鮮語で あるか も 知れない。 しかし 「もろ」 はまた 「li」 す 

なわち 岩窟 を 意味し、 岩窟に 人 を 葬った こと を 物語る ように も 思われる。 岩窟に 葬られた 祖先、 それが 「g& び」 であ 

つ たと も 考えられる。 

(4) 大場磐 雄 氏 はこの ほか r 武蔵国 北 足 立 郡 三 室 村 三 室に 氷 川 女体 神社が 存す るが、 社 地 は 田圃に 突出した 笠 状の 丘陵 を 

呈 している。 又 同 樋 遣 川 村に 御室 神社が ある。 祭神 を 三 諸 別 王と し 同 王の 古墳と 称する ものの 上に 鎮座 まします。 蓋し 

古墳 そのもの を 三 室と 見立てて 発生した 神社であって、 三 諸 別 王 伝説 は 後世 それから 導かれて 付会した もので は ある ま 

いか」 (『神道 考古学 論 放』) と 言って いる。 また 甲斐 国 西 山 梨 郡 岡 部村鎮 目の 御室 山の ふもとに は 式 内 社の 山 梨 岡 神社 

が 鎮座す るが、 その 中腹に は 同社の 旧 社 地と 称せられる 箇所が あって、 そこに 古墳が 存在す る こと を 報告して いる。 そ 

の 古墳 は 横穴 式 石室で あるが、 積 石 塚で あると いう 特徴が ある。 また その 近くに 方形の 土 壇が きずかれ、 檜の 神木が 立 

つてい る。 四月の 例祭に はこ こに 神輿 渡御の 儀式が とりおこなわれる。 大場氏 は 山麓の 社殿が 室町 時代 初期の 建築で 国 

宝に 指定され ている ことから、 それ 以前に 山の 中腹から 山麓へ と 社殿が 移された と 推定し、 次のように 述べて いる。 「恐 

らく 本社 は 最初 古墳 を 対象と して 奉祀せられ たものに 起り、 後山 麓に 移っても 同所 を遙 拝す る 位置に 社殿が 建てられ、 
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又 神輿 渡御の 儀式が 残存して いるので は あるまい か」 (前掲 書) 

これよ 柳 田が 『山 宮考』 の 中で 「山 宮」 と 「里 宮」 との 関連 を 述べた ことと 照応す る ものである 

(5) 私の 郷里の 熊 本で は 人が 死んだ ときには 貴人で なく ふつうの 人で も 「おかくれ になった」 と 私の 幼年時代まで は 言つ 

こ。 「*: なび 一 と は 神が かくれる 山で あり、 それ は祖 霊の いますと ころで あると 考える の は 「かくれる」 と 力 つ， せる 力 

くす」 とか 言う 語が 古代で は 死ぬ こと を 意味す る ことであった ことか 4^ も 納得が いく。 また 人が 死んで しまって いる こ 

. と を 「おだてました」 とも 熊 本で は 言って いた。 「果てる」 と 大和の^ 瀬と は 関係が あるだろう。 泊 瀬 は 人 を 葬る 場所 

として 古代に は 有名であった。 長 谷 も 泊 瀬と おなじ 語源。 

(6) 三 品彰英 『前方後円墳』、 松 本 清 張 『遊 古 疑考』 

(7) この 伝承 を 今に 残す 家 は 丹 後 峰 山 町の 磯 砂山の ふもとに ある 大呂 部落の 安達 家であって、 ヮ ナサ 翁と ヮ ナサ 嫗の 子-仔 

を もって 任じて いる。 なお 『続 後紀』 の 嘉祥ニ 年に は 「瓠 葛の 天の 梯建」 という 用語が ある。 これ は ひさ ご (ひょうた 

ん) のつ るが 天に のぼるの を 想像させる。 いずれにしても 「ひさ ご」 が 「天」 と 密接な つながり を もつ 語で ある こと は 

否定で きない。 

(8) 森浩 一氏の 「東アジアの 古代 文化 を 考える 会」 主催の 講演 

(9) 陸 中 遠 野で 私が 菊 地 幹 氏から 聞いた 話。 ネ フス キイに よると、 「ひょうたん」 を 新 仏の 墓の 脇に 置いて 力え ると レぅ 

(W) 大津市 板 本の ひ 口 神社 は 『古事記』 に 神の 坐す 山と 述べて あり、 神体 山で ある。 牛 尾 山の 神であった 大山 昨の 

神が のち こ 山麓に 祀られ て 日吉大 神の 東本宮 になった という。 一 説で は 牛 尾 山から 西北 約 三 キロ をへ だてた 横 高山....^ 

のぎ i 山 あたりが ひ 日ぎ 神の 鎮座 地と いうと、 上田 正 昭氏は その 著 『大王の 世紀』 で 述べて いる。 この 「波^ は ハブ、 

あるいは ハミに 関係が あると おもう。 マ ムシ を ハミの 語で 呼んで いる 地方 は 多い。 そして 「神な び」 の 「な ひ」 力 虹 を 

指す 語 だとい う 説 も 高 崎正秀 氏の 『文学 以前』 はじめ 有力で ある。 波 美が 蛇 を 意味す るの は、 河内 国の 渋 川 郡に ある 

内 社の r&l.sisl」 神社に ついても 言える。 これ は 蛇 草 村に あると され、 もと 波 牟久佐 あるいは 波美久 佐と 称して いた 

が、 それが 蛇 草と なった とする。 波 美 または 波牟が 蛇で あり、 久佐は 草で ある。 さらに その 久 佐が 許 曾と 転じた びた と 

伴 信 友 は 言って いる。 
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応神 帝と 卵生 神話 

(1) 新羅 国 始祖 赫居世 王 は 卵から 生まれた。 その 卵 は ひさ ごのよう であった ので 朴を 姓と した。 ひさ ご を朴と 新羅 人 は 呼 

んだ (『三 国史 記』 「新羅 本紀 第一」)。 また 加羅国 始祖 首 露 王の 出自 神話が ある。 これ は 黄金の 卵が 六つ あり、 そこから 

六 人の 童子が 生まれた となって いる (『三国 遺事』 「駕洛 国 記」)。 また 新羅 国 昔 氏の 始祖 脱 解 王の 出自 神話で は、 初め 多 

婆那 国王が 女 国王の 女を娶 つて 妻と した。 妊娠して 七 年に して 大卵を 生む。 そこで 卵を帛 でつつ み 箱の 中に 入れて 海に 

浮かべ、 住く ままに まかせた。 それ は 辰 韓の阿 珍 浦 口に たどりついた。 海辺の 老母が 箱 を 開く と 一人の 子供が 中に いた。 

老母 はこれ を やしな つ た〕 箱が 流れつ いたと きに 力 ササギ が 飛んで きて 鳴いた。 そこで 鵲の字 を 省き 昔 を も つ て 氏と す 

る ことにした (『三 国史 記』 「新羅 本紀 第一」)。 さらに 高句麗 始祖 東 明 王 朱 蒙の 出自 神話が ある。 河 伯の 女で 柳 花と いう 

娘 を 室 中に とじこめて いてお いたら 大きな 卵 を 生んだ、 この 卵から 一人の 男の子が 生まれた、 という ものである。 この 

ように 新羅、 加羅、 高 句麗の 始祖 誕生 は 卵生 神話 を ともなつ ている。 

(2) 宮 古島の 卵生 説話に ついては、 島の 若い 娘のと ころに 一羽の 赤い 鳥が 天上から 飛んで きた。 幾日 かして 女 は 十二 個の 

卵 を 生み落とした。 これ を 恥じて 野原に 穴 を 掘り 卵 を 埋めて おくと、 まもなく 十二 人の子 どもた ちが その 野原で 母の 名 

を 呼んで まつわりついた。 女 は これら 子どもたち を 養育した。 やがて 子どもたち は 成人して 十二 万の 神々 になり、 母 は 

昇天して 神の 許に いたった。 これ を 子方 母 天 太と あがめる。 子どもの 神々 の 中で もっとも 尊い 神 は 池 間の 大主 御嶽の 神 

である。 と 『宮 古史 伝』 に 伝える ものが もっとも 代表的で ある。 また 牛 島 厳 氏の r 琉球宮 古 諸島の 祭紀 構造」 と 題す る 

論文 (r 史潮」 一 〇 六 号) の 中には 来 間 島の 神話と して、 島が 全滅した とき、 兄弟 三人が やって きて 再建した。 これ は 川 

満の 津浜按 司の 長女が 三年 間 妊娠し、 三年 後に 卵 を 三つ 生んだ。 めずらし いので この 玉子 を 芋 盛 籠の 中に 入れて 畑に う 

めた。 三 力 月 後に 人間が 生まれた。 これが 三人 兄弟で 来 間 島の 三 軒の 草分けの 家の 先祖に あたる という 話が 載せて ある。 

筆者 もまた 友人の 岡 本恵昭 氏と 1 緒に 宮 古の 大 浦の 神 女から、 狩 俣で は 鳥が 飛んで きて、 そのために 女が 三つの 卵 を 生 

んだ、 という 話が のこって いると 聞いた ことがある。 

(3) 『肥 後 国 誌』 下巻に 八 代 郡の 高 田 手 永の 玉 卵 洞の 所在が 記されて ある。 そこ は 円光 院 舎利 山の 中に ある。 肉団が 破れ 

て 生まれた という 女の子 はやが て 舎利 尼と いう 尼僧になる の だが、 舎利 尼が 隠棲した ところ を 玉 卵 洞と 呼んだ。 そこに 

は 舎利が 植えた という 桜が あると、 宝 暦年 間に 記された 『玉 卵 記』 なる ものに 記されて いる。 ところで 『元 享釈 書』 に 
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i  a- がまる で 明月 (明珠 とも あり) のよう な 肉団を 生んだ。 これ をお それて 山中に 捨て、 七日 後い つてみ ると. 卵の 

ような ものが 破れて 女の子が 中に いた、 と 記されて いる。 

(4) 三 品彰英 『古代 祭政と 穀霊 信仰』 によると 真 床 覆 衾の 「覆」 は 「襲」 の 字 も 宛てる。 「おそう」 と いお うの はおえ つけ 

ると いう 意味 を もっている。 仲 松 弥秀氏 は、 南 島で は 臥して いる 子どもに 着物 を かけて やる こと を 「衣 ウス イン」 とい 

、、親鳥が 卵 を 抱いて いるのに 「i ゲスト ー ン」 と 言って いる。 したがって、 「おそい」 に は 愛着、 保護の 意味が ある 

. と 報告して いる (『沖 繩の 民族学 的 研究』)。 これ をみ ると、 卵 を 抱く ようにつ つむ ことが 真 床 襲 衾の 原義ではなかった 

かと 想像され る。 

(5) 水野祐 『日本 古代 王朝 史論 序説』 (一 二 七 頁) 水 野 氏 は 「スサ ノヲ」 の 「ス ソォ」 や 「ス サォ」 も 「スス ング」 に 関係 

が あると している。 ところで 『備後 国 風土記 逸文』 の 蘇 民 将来の 話に 出て くる 武 塔の 神 を 朝鮮の 巫女の 称呼で ある ム ー 

ダ ン に 由来 するとい う 説が ある こと を 書き添えて おく。 

(6) 『南方 熊 楠 全集』 第三 巻 六 七 頁に 「一 枚 歯 I 歯が 生えた 産れ 児」 と 題す る 論文が 載せて ある。 それによ ると プル タ— 

クスの 『列伝』 に、 エピルス 王ピ ルス は 剛勇 無双だった が、 上 あごに 歯の 代りに 骨 一枚 横につ づき、 その 前面に 歯の 透 

き 間の ような 細 線が 並びお つた、 と ある。 要するに こうした 歯 は 吉瑞で その 人物の 剛勇 非 風 を 物語る ものである。 

(7) 吉井巌 『応神 天皇の 周辺』 『天皇の 系譜と 神話』 参照。 

膂宍の 空 国 

(1) 田 淵 実 夫 著 『ちちし ろ 水』 ( 一 二三 頁) 

「わたくしの 知合いの 中に も、 その イノ シシの 攻撃に あって、 逃げ場 を 失い、 木の 枝に ぶらさがった ところ を、 すく レ 

上げられ、 一生、 うまれ もっかぬ、 ひどい ちんば で 終った 撒師」 のあった こと を 述べて いる。 ちなみに 田 淵 氏の この 著 

書 はす ぐれた 動物 民俗 誌で ある。 

(2) 伏 見 稲荷 大社 発行 雑誌 『朱』 第 十 号 所収 論文 

(3) 施 翠峰氏 (文化 学院 大学教授) 

(4) 能 登の 七 尾 市 鹿 渡 島での 見聞 


古代史 ノオト 2l6 


(5) 民俗学 者の 小 野 重 朗氏は 私の 説 を 聞いて 「そし じのう ま 国」 とあった ものが 「そじし のむな 国」 に 転化した ので はな 

いかと 言った。 傾聴すべき 言で ある U 

(6) 西 川 功 著 『高 千 穂 太平 記』 によると、 高 千 穂 神社の 大祭 は 十二月 三日で、 一般に は 「しし 祭り」 あるいは 「ししかけ」 

祭りと も 言われた。 この 猪 狩り は 神事であって、 但し その 行事 は 十一月 二十 一日から 十七 日 おこ なられる。 守の 初日 一 

さつ やさつ ゆみ さ つづつ  „ 

に は 人数 を そろえる 儀式が あり、 狩 大将、 狩 行司、 その他 狱矢、 職 弓、 狱筒、 勢子な ど 色々 な 役職が 厳重であった。 日" 

向 記に は 源 頼 朝の 富 士の巻 狩、 九州 阿蘇の 狩と 高 千 穂の 巻 狩 を 日本 三 所の 巻 狩と 呼んで いる。  _ 

この 巻 狩で 獲れ た 大猪は 山 神 さまの 前の さばき 物で さばき、 その 猪の 中の 一番 大きい 猪の 「そじし」 を 岩サ： ^の 太子！ 

大明神 (大山 祇神) に 供えた。  一 

(7) 千 葉徳爾 『狩獵 伝承 研究』 の 中の 「矢 口 開 之 事」 神事、 笠懸の 時、 にへの かけ 様 之 事。 此木は 松の木 また ハジ (攄) 一 

の 木な り (中略) むすび やう は、 藤 を 二重に かめく くりに して、 また ひとむすびて 六寸 おきて 男 むすびに むすびて 切る 一 

べし。 是は そしし のかけ やうな り。 そしし を 二つに 切り、 前の かたは 前に かけ、 後の かた をば うしろに かけ 候な り。 藤 一 

にて くくりて かけ 候な り」 

(8) 同 右 『種子 島 家譜』 故実 要抄。 当 流 故実の 作法 は 初 鹿に 限らず、 男子お さなき 時、 鳥獣 を 始めて 射た ると き、 矢 びら 

きとて 餅 をつ き、 射た る 鳥獣 を 料理して 祝 ふ。 餅の 調 やう 庖丁の 仕 やう 等、 別に 矢 開き 法式の 書 あり。 庖丁の 仕 法 も 鹿 一 

の 頭 を 持 出す 事 はなし。 そしし (そしし と は 鹿の 左 肩の 肉な り) を そぎて 真那 板に 据へ、 朴の木の 真 那箸を 仕 ひ 庖丁し 

て、 其 そしし を 土器に 盛り、 射手と 射手の 親なる 人へ 参らす る。 

(9) 『風土記 日本』 第二 巻  一 

(S) 『折 口 信 夫 全集』 第二 十 巻 「三 河と 遠 江と 信 濃の 国境で 天 竜 川の 流れに 沿うた 山の 中に、 日本の 古い 習慣が 残されて 一 

いる。 私 (註— 折 口) は 十数 回に わたって 這入り込ん だが、 其 地方の 狱師 仲間で は、 弾丸に 就いて 特殊な 信仰 を 持って ； 

いる。 彼等 は 三、 四百 年 前から 鉄砲で 狩滅 をし 続けて いるので あって、 習慣と して 弾丸の 最後の 一発 は、 必 残して 置か 一 

なければ ならない と 信じて いる。 これ を 撃ちき つてし まう と、 其 者は獵 をす る 力 を 失って 職 物 を 獲られなくなる の だと 一 

いう。 其 をし やちが 切れる と 称する。 しゃちが 断絶す るの 謂で ある」 と ある。 
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日本の 脊梁 文化 

(1) 三 村 邦 雄 「西 洗 馬 五社 神社の 鉄鉢と 鉄譯」 

(2) 大場磐 雄 『続 鉄 鐸考』 

(3) 同 右 

(4) 柳 田 国 男 『神 を 助けた 話』  . 

(5) 『日本文学の 歴史』 1 「まぼろしの 豪族 和邇 氏」 

(6) 柳 田 国 男 『国語の 将来』 

(7) 「現代詩 手帖」 「折 口 信 夫- 釈 HS! 空 特集」 (一九 七三 年) 「鉄鐸 メル ヒェ ン」 の 中で 田 中 基 氏 は 「曰 光の 二葉 山 神社と 

いい 課訪上 社と いい 鉄鐸に 関連した 神社 は 共に 鹿 食 免の 狩 截系古 層な 神社で あつたので ある」 と 言って いる。 また 「扱 

女の 振った 鉄譯は 判らない が、 信 州 小 野 神社の 鉄鐸は それ を 想起せ しめる ので ある U あるいは ここに も 緩 女の 血 は 流れ 

ていた かも 知れない ので ある」 と 言って いる。 この 点 私の 説と 一 致す る。 

(00) 本書 「志 摩の 磯部」 参照 

(9) 乗 岡憲正 『古代 伝承文学の 研究』 

(川) 今 井野 菊 氏の 直話 

(n) 柳 田 国 男 『桃 太郎の 誕生』 

(に) 西 川 功 『高 千 穂 太平 記』 西 川 氏 は 言う。 ここに 母の 住所 を 塩田 村と している が、 豊後 にも 日向に も 塩田 村と 言う 地名 

はない。 一書に は 知 田 村と ある。 知 田 村と いうの は、 今の 大分県 大野 郡 緒 方 町 緒 方で ある。 ここに ある 萩 塚 を 大神惟 基 

誕生の 地と している そうで ある。 

§ 『三国 遺事』 r 紀異 第二」 に 次の 話が ある。 昔 光州の 北 村に 居た 金 持の 娘 はう つくしい 女であった。 この 娘のと ころ 

にいつ も 紫の 着物 をき た 男が やって きて 一緒に 寝る という 話 を 聞いて、 その 娘の 父 は、 針に 長い 糸 をと おして、 の 着 

物に 刺して おく こと を 娘に 命じた。 娘が 言われる とおりそう してお いて 翌朝に 糸 をた ぐって いくと 北の 垣根のと ころに 

大ミ ミズが いて、 その 腰に 針が 刺さって いた。 のち 妊娠して 一人の 男 を 生んだ 云々。 

fiw 『宮 4n 史伝』 によると、 宮 古島の 平 良 市に ある 漲 水 御嶽に は 三輪 山 伝説と まったく おなじ 説話が のこって いる" 一説 
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によると、 麻糸 を髮 にさした とお もった のが 実は 大蛇の 眼であった ために、 翌朝 麻糸 をた どって いってみ ると、 漲 水 御 

嶽のィ ベ (神霊の 座所と しての 石の あると ころ) の 中に 片眼 を 失った 蛇が 呻いて いた。 そこで 片眼の 蛇 は 漲 水 御嶽の 神 

霊で あると 言 い 伝えられた。 

(^) 本書 r 膂宍の 空 国」 参照 

r;5) 『定本 柳 田 国 男 集』 第 一 巻 『海 南 小 記』 の 中の 「炭 焼 小 五郎が 事」 

(^) 吉田東 伍 『大日 本 地名 辞書』 中巻お よび 『定本 柳 田 国 男 集』 第二 巻 『雪国の 舂』 の 中の 「雪中 随筆」 

常世の 鳥 

(1) 折 口 信 夫 「恋 及び 恋歌」 

(2) 袁珂 『中国 古代 神話』  ノ 

(3) 柳 田 国 男 『妹の 力』 の 中の 「うつぼ 舟の 話」 

(4) 千家 尊統 『出雲大社』 

(5) 三 品彰英 『日鮮 神話 伝説の 研究』 

(6) 三 谷栄ー 『日本文学の 民俗学 的 研究』 

(7) 乗 岡憲正 『上代 日本 古典文学の 研究』 

(8) 白 石昭臣 「島根の 伝説の 研究」 

(9) 『官 国幣社 特殊 神事 調』 

(W) 徐廷範 氏の 直話 

(U) 三谷栄 一 、 前掲 書 

倭の 鵲 

(1) 柳 田 国 男 『日本の 昔話』 

(2) 雑誌 『アニマ』 拙稿 「動物 民俗 誌」 鵜 
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(3) 八重 山川 平の 南風 野英三 氏の 直話 

(4) 雑誌 『アニマ』 二三 号に のった 久 保浩洋 氏の 報告に よると、 『八 代 郡 志』 (一九二 七) に は、 「力 ササギ は 明治 三十 年 

頃まで 棲息せ しも 今 は 全く 見えず」 と 記載され ている。 

(5) 同 右  つ，： 

(6) 古 = 古松 軒の 『西遊 雑記』 に豊臣 秀吉が 朝鮮から 二番の 力 ササギ を 取りよ せて 鍋 島 藩の 領内に 放った が、 それ以来 力 

. ササギ は 子ども を 作って ふえてい つた。 この 鳥が 巣 を かける 季節に は、 領主 や 役人が 村々 に 触れて、 ひな を 取る こと を 

禁じ、 小童 は 巣の あると ころに はい つて はいけ ない とい ましめ たという 話が の つてい る 

(7) 『三国 遺事』 に は ある 高僧が 中国から 法 を 伝えて 帰国し、 力 ササギ の 群が あつまつ ている 土地に 寺院 を 再建 I たと-. - 

う 説話が の つてい る。 

シ ヤコ 貝 幻想 

(1) 大島広 『ナ マコと ゥニ』  ： 

(2) 拙著 『埋もれた 日本 地図』 の 中の 「太陽の 洞窟」 参照 

( 3  ) セグ ロウ ミへビ について は 上田 常 一氏 著 『出 雲 の 竜 蛇』 というす ぐれた 研究が ある。 

(4) 『佐 太 神社 御 神徳 略記』 

(5) 『伴 信 友 全集』 第 四 「隼 人の 狗吠」 

サルタ ヒコの 誕生 

(1) 『伊波 普猷 選集』 中巻の 「猿 田彦の 話」 で 伊波 は 当時 使用され ている 沖繩 語の 中で 唯一 っサ ダリ または サダ リア ムシ 

タレ (ァ ムシ タレ は 女の 敬称) という 名詞が 一 つの こって いると 述べて いる。 これ は 花嫁が 輿入れ を するとき に、 花嫁 

を 案内して いく 老婆の こと だとい う。 伊波 は 「古事記が 書かれた 頃に は、 日本人 は 最早 さ だるに 先立ち 行く という 意^ 

の ある こと を 忘れて しまい、 その上 措置 法で を i!>V がさる たに 変化して しまって、 しかも、 それが ヨリ 勢力 を 得て た 

ので、 いつしか 猿 田と いう： 漠字を あてはめた」 と 推測して いる。 
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(2) 山 田宗睦 『道の 神』 

ももたり ゆ  い そ たり ころ  よそたり ゆ  よ た ちび と ころ 

(3) 『倭 姫 命 世 記』 に 「時に 安佐 賀 山に 荒ぶ る 神 あり。 百 往く人 は 五十人 を 亡し、 四十 往く人 は r 一十 人 を 亡す」 と あるが、 

これ は 次の 『風土記』 の 文章 を 下敷に して 書かれて ある こと は 明らかで ある。 

ひめこ そ さと  むかし  さわ こ ろ  しの  レ 

『肥 前 国 風土記』 姫 社の 郷の条 に 「昔 者、 この 川の 西に 荒ぶ る 神 ありて、 路 ゆく 人、 多に 殺害され、 半ば 凌ぎ、 半ば 殺 

にき」 と ある。 また 『播 is 国 風土記』 揖保 郡の 条に 「出 雲の 御蔭の 大神、 枚 方の 里の 神 尾 山に 坐して、 つねに 道 ゆく 人 

を 遮え、 半ば 死に、 半ば 生きけ り」 と ある。 また それと おなじような 記事が 『播磨 国 風土記』 揖保 郡の 佐 比 岡の 条に 

「出 雲の 大神、 神 尾 山に 在し き。 この 神 出 雲の 国人の ここ をす ぐる 者 は 十 人の 中、 五 人 を留、 五 人の 中、 三人 を 留めき」 

と ある。 もう 一つ は 『播磨 国 風土記』 の 神前 郡の 条に 一生 野と 名づ くる 所以 は、 昔、 ここに 荒ぶ る 神 ありて、 往来の 人 

なか  しにの 

を 半ば 殺しき。 これに 由り て 死 野と 名付けき」 と ある。 これら 四つの 例 は、 すべて 一 つの 型 を もっている。 しかし、 こ 

の 中の 前 三つの 神 は 姫 社の 神で あり、 また 出 雲の 御蔭の 大 神であって、 女神で あると 推定され る。 ぃ^!.か？で男神サル 

タヒ コ ではない。 

(4) 『日本 庶民 生活 史料 集成』 「南 島 古 謡」 

(5) 伴 信 友 『倭 姫 命 世 記考』 

(6) 桜 井 勝 之 進 「神宮 奉 斎と 磯部 氏」 「大物 忌に ついて」 

(7) 宇仁 一彦 「戸 座に ついて」  - 

(8) 上 勢頭亨 氏の 直話  / 

志 摩の 磯部 

(1) 『伊勢 国 風土記 逸文』 をよ むと 神武 天皇の 命 をう けて 渡 会 氏の 先祖の 天日 別命が 熊 野の 方から やって きて、 伊勢 津彦 

という 土 豪 を 平定した となって いる。 度 会の 郡と 名 づける わけ は、 度 会の 賀利 佐の 峯に 煙が あがって いたので、 使者 を 

見に やる と、 そこに は 大国 玉の 神が いて、 自分の 娘 を つれて 天日 別命 を 迎えた。 命 は 大国 玉の 娘に むかって 「あなたに 

ちょうど 渡り 会った」 と 言った。 そこで 渡 会と 名 づけた と ある。 この 『逸文』 にいう 賀利 佐の 峯とは 伊勢 外宮の 近くの 

高 倉 山の 古名で ある。 
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^言 友 は 『倭 姫 命 世 記考』 の 中で、 ある 古書と いうの を 紹介して いるが、 その 内容と いうの は 天日 別命が 伊勢の 多貿 

佐の 山に 石の 家 を 作って 住み、 あらぶ る 神 を 殺した。 そこで 天日 別の 子に 祀ら せた のが 度 会 国の 御社で ある、 という も 

ので ある。 ここにい ぅ多賀 佐の 山 は、 賀利 佐の 山と おなじく、 今の 高 倉 山の ことで ある。 

高 倉 山に のぼった 金 達 寿 氏の 『日本の 中の 朝鮮 文化』 4 によると、 この 山 は 海抜 一 一六 メ  I トル、 その 頂上に ある 古 

墳は 天の岩戸 ともい われて 三重県で は 第一位、 全国で は 第 七 位の 巨石 横穴 式 古墳で ある。 七 世紀の 前半、 つまり 後期 古 

墳に 属する。 

さて、 高 倉 山の ふもとに は 度 会 之 国 都 御 神社と か 度 会 之 大国 玉 姫 神社の ほかに、 度 会 一族の 氏神 祭 ゃ山宮 祭の 祭場が 

とりまいて 散在して いる。 渡 会 氏の 先祖の 天日 別命が 山頂の 石の 家に 住んだ というので、 高 倉 山に むかって 一族の 祭祀 

がお こ，..， - われた のであった ろう。 この 高 倉 山と 渡 会の 外宮と は 目と 鼻の あいだで ある。 そこで 岡 田 精 司 氏 は 「高 倉 山中 

腹に 外宮の 荒 御 魂 を まつる という 別宮多 賀宮が あるが、 本来の 形で はこの 多 賀宮の 方が 主体で あつたので はない かと 思 

う」 と 述べて いる。 多 賀宮の 多 賀は高 倉 山の 古名の 多賀 佐と 通じる ものである。 

鳥 越 憲三郎 氏 は、 度 会 姓 を 後に 称する この 磯部 氏 は 在 地 出身の 勢力 者で はなく、 倭姬 命の 伊勢 入りと 同時に 供奉した 

古参であった としながら、 伊勢で はまず 松阪 市の 西の 櫛 田 川の 近くに 居住し、 古墳 後期に 宮 川の 下流 域の 山 田 原に 入植 

したと 考えて いる。 というの も松阪 市の 南の 金剛 川 は 古く 磯部 川と いったが、 その 川の 名称 も 磯部 氏から 出た ものと み 

るからで ある。 このほか 宮 川の 河口に も 磯と いう 部落が ある。 これ はふつ う 伊勢神宮の 起源と されて いると ころで ある 

が、 『倭 姫 命 世 記』 にいう この 磯 宮を櫛 田 川の 中流に ある 多 気 郡の 逢 鹿 (相 可) 村に あると する 説 も ある。 伴 信 友に よ 

ると 相 可 村の 磯部 寺 前の 森 中 社が それにめ たる。 この 相 可の すぐ 近くに 創 和と いう 町が あるの も、 伊 雑つ まり 礎 部と 通 

じる ものが ある。 

(2) 「伊 雑宮 御田 植祭 伝承 踊 込 唄」 の 中に 次の ような 解説が ある。 磯部の 総代 は 江戸で 訴訟に 勝ち、 伊勢まで 帰り、 宿 逢 

に 泊 つ て は危 いと 宇治の 叔母の 家に 泊 つたの が 運の 尽、 作 つ て もら つ た 弁当が 毒 団子。 遂に 逢坂 山の サ サ ヮ ラ と言う 所 

で 死んだ。 証拠 書類 も 訴訟に 勝った 書付 も 奪われて、 磯部 は それで 本宮 争いに 負けた、 という 説が 流布され ている。 そ 

うして 磯部 下 之郷の 薬師さん と 墓地に はこの 殺された 総代が 毒 団子 を 手に 持って 食べよう とする 姿の 地蔵さん に 彫られ 

て 祀られ ている といわれ ている。 私 もまた 地元の 研究家の 案内で この 地蔵 を 見に いった" 研究家の 説明に よると、 「7; 
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側の 手の 普通に 如意 宝珠 を 持つ 手に 数珠 を 持つ。 又 数珠 を 持つべき 手 は 上に 挙げて 蓮 を もつ。 次に 左側の 手で あるが、 

先ず 上に 挙げて 普通に 如意 輪 を もつべき 答の 手の指 は 真直に 伸ばされて、 その 掌に は 円形の 鏡ら しい ものが 浮彫りされ 

ている。 又 蓮 を 持つべき 手 は 掌 を 上に して、 如意 宝珠 (里人の 言う 毒 だんご はこれ か) をし つかり 握る 姿で ある」 

(3) 「伊 雑宮 御田 植祭 伝承 踊 込 唄」 の 一 つ。 次の 歌 もお なじ。 これらに は 伊勢本 宮 との 対立 意識が 露骨で ある。 

(4) 『磯部 郷土 a^』 によると、 伊雑宮 側の 神領 復興の 願い は 明治 直前 直後に も おこなわれた。 しかし その 運動 も 実現 をみ 

る ことが なか つ た。 

(5) 中央の 権力に おいて は 反逆者の 扱い を 受ける もの も 地元で はけつ してそう でない こと を、 私たち は 八重 山の 豪族の ォ 

ャケ赤 蜂 ゃ沖繩 本島の 勝 連 半島 を 本拠と していた 阿 麻 和 利に みる ことができる。 勝 連 半島で は 今でも 首 里王府 から 逆徒 

とされる 阿 麻 和 利が 逃亡 するとき に 腹が 空く だろう からと 言 つ て 餅 をつ き、 それ を 供える 日が ある。 

(6) 金 達 寿 氏の 『日本の 中の 朝鮮 文化』 4 によると、 楠 部の 韓神山 は 神宮 禰宜の 墓地の あつたと ころで あり、 その 近くの 

森に r 大 土御袓 神社」 と 「国 津御祖 神社」 が ある。 

旅する 女神 

きも うち  あよ  おと  す 

(1) 『おもろ さう し』 巻 三の 一 〇 に は 「肝が 内に 思わば 肝垂 りよし めれ 肝が 内に 思わば 大地に 落ちへ 捨てれ」 という 呪 

詛が ある。 仲 原 善忠の 訳に よると 島津の 兵が 「敵意 を 起した 瞬間に 頭の はたらきが とまるよ うに、 心の 内に 害意 を もつ 

と 同時に 大地の 上に 倒れる ように」 との 呪詛 である。 

(2) 久米 島の 君 南風に ついては 『おもろ さう し』 の 巻 二十 一 にうた われて いる。 

(3) 高 取 正 男 氏から 聞いた。 高 取 氏 は 小 野重朗 氏から 聞いた という。 

(4) 志 田淳ー 『古代 氏族の 性格と 伝承』 

(5) 岡 田 精 司 「継 体 天皇の 出自 とその 背景」 

(6) 伴 信 友 「正 卜考」 第三 巻 

(7) 角 川源義 『日本の 文学の 歴史』 所収 

(8) 川 添 登 『伊勢神宮』 
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(9) 角 川 源義、 前掲 書  やまこ ま i 

(W) 『おもろ さう し』 巻 十四の 六に 「あわの 親の 娘、 きもち や 親の 娘、 山 籠て 三月、 嶽寵て 三月、 がぢゃ もせ せられて、 

かご 士 一せられ て」 と ある。 「国 頭 地方の あわの 親の 娘が、 巫女の 資格 を 得ようと して、 気の毒に も、 神の まします お 

嶽に三 力 月 もこ もって、 蚊 や 糠 蚊に 攻めさい なまれて …… 」 という 意。 

(U) 柳 田 国 男 『太白 神考』 「ところが 磐 城の シン メ 様の 方 は、 家の 中の 祭 を 重んじた まわず、 ただ 人の 背に 負われて、 遠 

, く あるきまわる ことが 無暗に 好きであった。 尤も 此 地方で は 童 男 童女で 無く、 専ら 家 刀自が 其 役 を 奉仕した と言われて 

、る。 …… 御 伴 をして あるく 間 は シン メサマ は 機嫌が よく、 おもり をす る 者の 気分 も 爽快 だが、 之 を 怠って いると しば 

しば 夢枕に 立って、 出掛けよ うくと 催促な される。 それでも 御 示しに 従わぬ 者 は、 ぶらぶら 病になる とさえ 言われて 

いた。 出掛ける と 言っても 何処 を さしてい くの か、 それ を はっきりと 談 つた 人 はま だ 無い が、 とにかくに 家の 近 まわり、 

何 村 其の 家の 主婦と いう ことが、 わかって いる 区域 だけ は 避けて、 ずっと 遠くの 村々 を あるいて いたよう である」 

(じ) 堀 一郎 『わが国 民間 信仰 史の 研究』 

ヒル メと アマ テラス 

(1) 柳 田 国 男 『妹の 力』 および 石田英 一 郎 『桃 太郎の 母』 

(2) 山下欣 一 r 奄 美の ユタの 祝詞」 (『南 島 研究』 第 十五 号 所収) 

(3) 「天道 法師 縁起」 

(4) 三 品彰英 『神話と 文化史』 

(5) 大林太 良 「日本 神話の 構造」 

(6) 伊波 普猷 「あまみ ゃ考」 

(7) 岡 田 精 司 『古代 王権の 祭祀と 神話』  ー 

roo) 波 照 間 島に は 次の 説話が ある。 「兄妹 二人が 夫婦と なり、 最初の 子 はみ な 骨な しの くらげであった ので、 ここ はス 

つまむべき ところではな いと 思って、 ミシク というと ころの 海岸の 岩穴に 移住す る ことにな つた。 ところが、 ミシク の 

岩穴の 住居で 生まれた 子ども は、 みな ムカデ であった。 さらに 居所 を 陸地に 移し、 タ ピサ 家 (北風 を 防ぐ 草葺の 家) を 
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作って、 農耕 を 始めた ところ、 二人の 間から はじめて 人間の 子どもが 生まれた」 (拙著 『常 民への 照射』 所収」 

(9) 伊波 普猷 「あまみ ゃ考」 及び 仲 原善忠 「校注 仲 里 旧記」 

(^) 菊 川 兼 男 氏の 教示に よる。 

S 武 田祐吉 『古事記』 注 (角 川 文庫 版) 

(^) 比 嘉春潮 『沖繩 の 歴史』 

(S) 『伊是名村 誌』 

S 伊波、 前掲 書 

(S) 拙著 『魔の 系譜』 参照 

不知火 海の 巫女  一 

(1) 熊本県 竜 北 村 竜 北東 部 小学校 

(2) 以上 あげた 竜 北 村の 古墳に ついては 『竜 北 村史』 にく わしい。 モ— ス もこの 付近の 貝塚 を 調査して いる。 

(3) 井上 辰 雄 『火の 国』 

(4) 稲村 賢 敷 『宮 古島 旧記 並史 歌集 解』 に 「与 那覇 せど 豊見 親の 神 歌」 が 掲げて ある。 その 解説に よると、 この 人物 は 一 

三 九 〇 年に はじめて 中 山に 朝貢し、 そのこと は 『球 陽』 にも 記録され ている が、 それ 以外 正確な 伝記 は 不明で ある。 宮 

古島の 争乱 時代の 豪族で あり、 戦いに 重傷 を 負って 死者の 国の 「ニイ ラ島ァ ロウ 島」 に 降りて いったと いわれる。 私 は 

宮 古島で この 「与 那覇 せど 豊見 親」 が 冥府から 出て きたと ころが かならず あるに ちがいな いとお も つ て 探した ところが、 

その 出口 を 発見す る ことができた。 これによ つ て 伝承と いう もの はけつ して 架空な もので ない という ことが 立証で きた。 

(5) 『三国 遺事』 に 檀君 は 「都 を阿斯 達に 立つ」 といって、 その 山 は 「また 白 岳と 言う 白 州の 地に 在り。 あるいは 言う。 

開城の 東に ありと。 いまの 白岳宮 これな り。 開国して 朝鮮と 号す」 と 記されて いる。  . 

(6) 谷川 健 一 対談 集 『民俗 論の 原像』 の 中での 発言 

(7) 金 田 一京 助 『アイヌの 研究』 によると アイヌ 語で は 火の 神 を カムイ. フチと 呼ぶ。 この フチ というの はもと もと 祖母 

または 媼 という 意味で ある。 アイヌ は 火 は 人間 を あたたかに はぐくみ 育てる 女神で あると 考えて いるので、 神に まし ま 一 
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す 吾ら の 祖母と いう 意味で、 火の 神 を カムイ • フチと 呼んだ。 

(8) 八重 山で 実見した 話で あるが、 年頭の 消防署の 出初め式の ときには、 火の 神 を 名のる 老女の ッカサ が 先頭に 立つ。 

(9) 『大和 史科』 参照 

(S) 同志 社 大学 博物館 学 教室の 調査に よると 四 棟の 神殿 内の 十二 個の 厨子から 発見され た 神 像の 大半が 女神 像で、 像の 高 

さは 最大の もので 五十 五 センチ。 舞踊の 姿 をした 像な ど 多様な 神 像が 確認され た。 

(1) 瀬 名 波 一 宣 「八重 山 小話」 に は 石垣 島で は 日和 をえ らんで 産児 は 母親に 抱かれ 「タキ ドン ミ ー」 (竹 富 島 を 見る、 と 

いう 意) とて 海浜に いく 儀式が あると 述べて いる。 

『肥 後 国 誌』 の 記載す る陣迹 誌に は 「不知火の 文字に 書かれた る は 足 利 家の 季 世より など 書 出した るなる べし」 と あ 

る。 その 理由と して 連歌師の 宗祇は その 『万 葉抄』 に 「しらぬいの 綿」 という 風に 理解し 「しらぬい」 は 綿に かかる の 

ではなく 筑 紫に かかる 枕詞で あると 考えな か つ たこと を あげてい る。 

(3) 『宮 古史 伝』 によると 狩 俣 部落の 小 真 良波按 司は宮 古島の 将来 を 予言して 「南方の 島 (パイの 島) から 女人 (または 

女神 ソ が 白が で やってくる ときに 世 は 豊かに 栄える」 と 言った。 

S 『白 石 町史』 その他の 有 明 海 沿岸の 町村 誌に は 「沖の 島 信仰」 が 記されて いる。 それら を まとめて みると、 徐 福は秦 

の始 皇帝の 命 を 受けて、 不老不死の 薬 を 求め、 金 立山に のぼり、 故国へ 帰る こと を 欲せず、 一生 を 終わった。 そこで 徐 

福 を 祭る 金 立 神社の 神輿が 沖の 島まで 下る と、 徐 福が 海 を 見て 故国へ 帰される ので はない かと 思って 悲しみ、 荒天 をお 

こし 雨 を 降らす。 干ば つの 時に、 金 立 神社の 沖の 島 くだりが あるの は そのため とされて いるが、 それ は 金 立 神社に 力ぎ 

らず、 他の 神社 も 「沖の 島詣 り」 をお こなって、 雨乞い 祈願 をした。 どうして 沖の 島に 雨乞い をす るかと いえば 「昔お 

島と いう 娘が 干ば つのた めに 農夫が 苦しんで いるの を 見 かねて 雨乞いの 願 を かけ、 身 を 有 明 海に 投じた" その 死体が 沖 

の 島で 発見され たが、 このお 島の 祈願が かなって 慈雨が 降り 豊作と な つ た。 それで このお 島の 名に ちなん で 沖の 島 を 

『おしまさん』 と 呼ぶ」 と あるが、 雨乞いと 竜神と はきっても 切れない ものである。 「沖の 島詣 り」 は 旧暦の 六月 十九 日 

を 恒例と して 挙行され る。 数十そう の 舟が にぎやかに 沖の 島に 上陸して 「浮 立」 を 奉納す る。 沖の 島 は 満潮 時になる と 

海面 下に 姿 を 没す るので、 有 明 海に 浮沈す る 島 をみ た 人た ちが、 ここに 水神すな わち 竜王の 神域 を 感じた のが、 沖の 岛 

信仰の 古い 姿でなかった かとい う 説 は、 首肯で きる。 
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2^ 『肥 後 国 誌』 による。 

C5) 同 右 このうち 鼠 蔵 島 は 土地の人が 「かくれ 里」 と 言って 鼠が 多く、 この 島で は 猫の 声 を 禁ずる と 『肥 後 国 誌』 にあ 

る。 

S これらの 事実 は 八 代 郡 鏡 町の 郷土史 家で ある 永 松豊蔵 氏の 教示に よる。 

五来 重 『熊 野詣』 参照 

(S) 『球 陽』 に 記載され ている 記事で ある。 

§ 『風土記 日本』 第 一 巻 九州 沖繩 編。 

『八 代 市史』 第三 巻 

§ 『海 東 諸国 記』 に 「菊 池 殿、 丙 子年 遣 使 来朝、 書 称 肥 筑ニ州 太守 藤 原 朝臣 菊 池 為 邦、 約 歳 遣  一 二 船 …… 」 と ある。 

(？ -) 川 越 政 則 『南 日本 文化史』 

産屋の 砂 

(1) 『日本 国語 大 辞典』 r ゥ ブス ナ」 の 語源に は ① 生産の 意の ゥ ブスと、 地 または 土の 義のナ の 二 語から なり、 はじめ、 

人の 生まれた 土地 を さした (新 村 出) ② もと、 産 神、 ウノ カミ ともおな じだった (柳 田 国 男) ③ 産屋の 意の ゥ ブス (産 

巣)。 ナは 土の 義 (松 岡静 雄) ④ゥ ブス 二 ハの約 か (大 言語) ⑤ゥ ブス マ (産 住) の 転 (言 元梯) ⑥ 出産の 時、 氏神の 社 

の 土 をと つて 産屋に 撒く 風習が もとでい う (俚言 集覧) の 例が あげて ある。 

(2) 雑誌 『どる めん』 第三 号 (一 九 七 四) にの つた 高山 純 論文 「周辺 地域の 産屋、 竹べ ラ、 胎盤の 処置 方法」 

(3) 早 川 孝太郎 『花祭』 によると 白山と いう 四角な 建物 を 作り、 屋根 はなく、 壁 はすべ て 青柴を 束ねて 葺き、 この 表面に 

白色の 御幣が 飾りた てられて いる。 この 中に 白装束の 男女が こもる。 夜明け 頃に 花祭に 参加して いた 鬼た ちが 白山の 扉 

を 開けて 乱入し、 中央から 吊り 下って いる 梵天 を 切り落す。 中に こもった 人び と はこのと きゥ マレ キヨ マツ テ 再生す る 

と 信じられ ている。 

(4) 節 小屋 は奄 美の 旧暦 八月の 節の 最初の 日で ある ァ ラセ ッ (新 節) に おこなわれる 行事で、 シ チヤ ガマと かショ チュガ 

マと 呼ばれて いる。 その 前日に 部落に 近い 山の 中腹に 力 ャで片 ながれの 屋根 を もつ 小屋 を こしらえ、 老若の 男た ちが こ 
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の 屋根に 上り、 歌 をうたい ながら ゆっくりと 小屋 を ゆり 倒して しまう 行事で ある。 

(5) 金久正 『奄 美に 生きる 古代 文化』 

(6) 桜 田勝徳 『海の 宗教』 

(7) 江 馬 三 枝 子 『飛驛 の 女た ち』 

(8) 和歌 森太郎 『倭の 五 王』 

(9) 高山 純、 前掲 論文 

(^) 「ひさ ごとた まご」 の 「付記」 参照 

S 松 村武雄 『日本 神話の 研究』 

神に 追われて 

(1) 本 居宣長 「鉗 狂人」  -,  _  ノ、 

(2) 「申 だ ー り」 は 「神た たり」 であり 「たたり」 は 「愛つ」 すなわち 神が 顕現す る こと を 意味す ると もい わ， ォ て-^ る 

(3) 雑誌 『南 島 研究』 の 中の 山下欣 一 「奄 美の ユタの 祝詞 — マレ ガ タレに ついて — 」 

(4) 佐 喜 真興英 『女人 政治 考』 

(5) 来 和 雀 『辻の 今昔』 

(6) 洞 富 雄 『日本 母権 制 社会の 成立』 

(7) 同 右 

(8) 野 口 武徳 『池 間 島民 俗 誌』 

(9) 奥 里将建 『琉球 人の 見た 古事記と 万 葉』 

(^) 稲村 賢 敷 『琉球 諸島に 於け る 倭寇 史跡の 研究』 

(n) 拙著 『埋もれた 日本 地図』 の 中の 「太陽の 洞窟」 

(じ) 宮城 真 治 『古代の 琉球』 
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名 えらび 

(1) 金久正 『奄 美に 生きる 古代 文化』 

(2) 宮城 文 『八重 山 生活 誌』 

(3) 同 右 

(4) 柳 田 国 男 「阿也 都 古考」 

(5) 沖繩県 文化財 調査報告 書 『糸満 の 民俗』 

(6) 『奄美 郷土 研究会 報』 第 十二 号 所収の 長 田須磨 「奄 美の 女の 生活と 習俗 」 

(7) 伊波 普猷 r 琉球 人の 命名法」 

(8) 同 右 

(9) 任 東 権 『朝鮮の 民俗』  一 

(W) 南方 熊 楠 「小児と 魔 除」 

(U) 金久正 『奄 美に 生きる 古代 文化』 

(じ) 折 口 信 夫 「民族史 観に おける 他界 観念」 

魂と 首飾リ 

(1) 伴 信 友に 「鎮魂 伝」 が ある。 また 折 口 信 夫 は その 論考の 随所で この 問題に 触れて いる。 但し 南 島の 事例 を もって 説く 

こと はすくない。 

(2) 岡 田 精 司 『古代 王権の 祭祀と 神話』 にく わしい。 

(3) 故宮 良賢貞 氏から 聞いた 話。 

(4) 拙著 『沖繩 • 辺境の 時間と 空間』 参照 

(5) 岡 本恵昭 氏から 聞いた 話。 


あとがき 


記紀 神話が 天皇の 権力 を聖 化する こと を 中心に して 編纂され ている こと は、 学者の 指摘 するとお りで ある。 し 

かしそう いう 学者で も 記紀が 文字 化された 形で 記されて いる ことに は あまり 疑問 を もたない ようで ある。 つまり 

柳 田 国 男が 的確に 発言して いるよう に、 神話と は、 ある 一定の 日に、 一定の 人物に よって 口頭で 述べる という 厳 

格な 淀が まずあった のであって、 この 三つの 条件 を 兼ね備えない 神話 は、 まず 神話の 枠 を 逸脱して いるか、 拡大 

している かの どちら かで あるか を 知る 必要が ある。 それ にもかかわらず、 神話 流行の 今日、 アマチュア はもち ろ 

ん、 プロの 神話学 者 もこの ことに あまり 注意 を はらわない というの が 現状で はない か。 これが 第一の 私の 不満で 

ある。 

第二の 不満 は 記紀 神話 を 現代的に 恣意的に 解釈し すぎる という ことがある。 記紀の 文 辞 は 素朴で ある 一 面 汐 

練 されても いる。 そこで 記紀に のべられた 事実 を 文芸 的な 視点から 見る の は 結構 だが、 それ を 想像力の 世界に 属 

き する ものと 考えが ちで ある。 これ は あやまり であると 私 はおもう。 記紀に 述べられ たこと はまず 事実の 反映と 考 

えるべき である。 事実 を どのように 反映して いるかに 検討 を 加えるべき である。 文学的な 表現で あっても、 それ 

は 記紀の 学者 や 当時の 人び との 頭脳の 所産で はなく、 なにがし かの 事実 を ふまえた ものである。 A という 事実が 

あって D という 表現お あれ、、 よ、 その 中間 項の C または B をた どって A なる 事実が 写し出されて いるので ある。 し 


あ 
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たが つ て A という 短絡した 解釈 はまちが いで あるが、 D と A と はまつ たく 無縁で あると する の も あやまりで 

ある。 

記紀 は 形式的 二元論で あり、 しかも 実質的 一元論で あると いう 世界観の 上に 立って いる。 この ことから 記紀の 

二元論 は 形式的な 作為で あると する 見方が ある。 しかし それ は 半面の 真理に すぎない。 なぜなら、 記紀が 二元論 

をと つたの は 天皇 政権の 公平 さと 優位 を 作為す る 意図 を もつ ばかりで はない からで ある。 すなわち、 それに 先き 

立つ 時代の 二元論 的 世界 を 素地と している ので ある。 それ はもと より 実質的な 二元論の 世界であった。 それ を 形 

式 的 二元論に つくりかえ たのが 記紀の 世界な ので ある。 この こと を 理解し ないかぎ り、 記紀の 世界観の 底に 達す 

る こと はつ いに 出来ない であろう。 ところが 往々 にして 論理的 二元論と 思い こみが ちな ので ある。 

記紀と その 周辺の 文献 を 操作す る こと を もって 足れり とする こと はでき ない。 安楽椅子に 背 を もたせて、 そこ 

で 推理小説 をよ むように 記紀の 謎と きをた のしむ 今日の 風潮 を 私 はけつ して とがめない。 それ は 記紀 を 聖典と し 

て 押しつけた 戦前の 教育から すれば よほど ましで ある。 だが、 記紀 は 理詰めで 考えて 解決 せられる 世界で はない 

と 私 はお もっている (『日本 読書 新聞』 昭和 四十 七 年 十月 三十日 号に 掲載)。 

右 は 私が 二 年 半 まえに 書いた 文章で あるが、 今以て 修正す る 必要 をみ とめない。 また 私の 記紀 神話に ついての 

基本的な 考え方 を 述べ ている ので、 冒頭に かかげる ことにした。 

では 私自身の 古代への 関心 は どこから 生まれた のであろう か。 それ を 考えて みると きに まず 頭に 浮ぶ の は、 古 

代が 現代と はさ かさまに つながった 時代で あると いう ことで ある。 人 はだれ しも 三十 代の 半ば をす ぎる と、 個人 

の 内面の 心理 や 感情 を もて あそぶ 世界に 倦き てく る。 私 もまた その 例に 洩れなかった。 これ を 現代 文学の 世界と 

すれば、 人び と は それから 訣別して かならずしも 古代の 記紀と はか ぎらない が、 古典の 世界に 向う。 私のば あい 

は 古典と いうより は、 民俗学に 関心 を 抱く ようになった。 


しかし 日本の 戦後 社会 は 民俗学の 調査に 適して はいない。 とくに 六 〇 年代 以降 は 高度成長 によって 日本の 風土 

も 庶民の 生活 も 一変した 結果、 民間伝承 や 残存 文化 は 急速に 姿を消して いっている。 戦前の 民俗学の ように 辺境 

をたず ねて 根気よ く 民俗 採集 をつ づけて おれば、 それで 一 つの 世界に 到達 するとい う 時代 はすぎ 去った ので ある。 

民俗 採集 は 伝承 者から 聞く ほか はない。 しかし 今日 七十 歳の 老人 は 民俗の 伝承 者と して は 若す ぎる。 八十 歳 以上 

の 老人で ない と 古い 慣習 を 正確に 把握し それ を 他人に 伝える こと はでき ない。 せいぜい 七十 五 歳 どまり である。 

とすれば あと 十 年 か 二十 年したら 民俗 採集 は 不可能になる ことが 予測され る。 老人た ち は あかつきの 星の ように 

ひとつず つ 天空の 彼方に 消えて いく。 

ここにお いて 民俗学 は 従来 どおり 民俗 採集 をつ づけて おれば、 それで 済む かとい う 問題が 起って くるの は 当然 

である。 どんなに 強く 擦っても 過去の 常 民の 生活が 鮮明な 姿で 浮び あがらない とすれば 他の 方法 を 用いねば なら 

ぬと 私 は 考えた。 

そもそも 大昔の 素朴な 生活 民で あっても、 ある 世界観 を もっていた というの が 私の 考えで ある。 このばあいの 

世界観 は 知識人の それの ように 明確に 意識的な もので なく、 地域社会の 中で 慣習 化された 形 をと る。 こうした 常 

. 民の 世界観 を 民俗 的な 認識の 覊 粋と 呼ぶ ことができる。 自覚され ない 意識の 枠組 を もって それが 個人 を 支配す る 

のであるなら ば、 それ を 抜きに して、 個々 の 民俗 現象 を あげつら うの は、 木 をみ て 森 を 見ない ことになる。 逆に 

意識の 枠組の 中に 個々 の 民俗 現象 を 置いて みると、 これまで 見えなかった ものが 見え、 ぼんやりした ものが E 明 

き になり、 破片が 完全な 形 をと つて 浮び あがる という こと も ある。 

,^ では 常 民の 意識の 自覚され ない 枠組 を どのよう にして 発見し 設定す るか。 それ は 古代 を さぐる より ほかな レ 

あ このよう にして、 民俗学への 関心 は 必然的に 古代 研究への 道 を 私に 歩ませる ことにな つた。 それ はすで に 述べた 

^ ようこ、 個人の 内面の 世界よりも、 それ を 背後から 支える 集合的 無意識の 世界への 関心の 傾斜と も 一致す ろので 
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ある。 

柳 田 国 男 は 現存の 民間伝承 を 積み重ねる ことによって、 常 民の 世界観に 到達し 得る と 考えて いた。 しかし それ 

は 今と な つて は あまりに 楽観す ぎる 考えの ように 私に は 思われる。 むしろ 古代 研究 を 民俗学 研究の 不可欠な 補助 

手段と して、 古代 研究から 得た 認識の 枠組 を もって 民俗 伝承 を 捉える のでなければ、 現象の 意味 はもち ろん、 明 

確な 形象 もっかめ ない 時代が くるので はない か。 たとえば 「常世」 という 語 は 奈良時代に はすで に 日常 語で はな 

くな つてい る。 しかし 「常世」 の 観念の 分析 は 今日 南 島で 言う 二 ライカ ナイへの 信仰 を さぐる ときに 大いに 役立 

ち 得る。 

一九 七 五 年 二月 十二 日  ： 一 

著 者 
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玉姫考 11 産屋 の 民間伝承と 記紀 神話 の 接点 


柳 田 国 男が 民俗学 を 「内省の 学」 と 呼んだ こと は 知られて いる。 彼 は 『民間伝承 論』 の 序の 中で 「国が 『自ら 

知る』 必要 は、 特に 日本の 如き 国柄に 於て 痛切で ある」 と 言って いる。 そこで 民俗学 は 日本人の 自己 認識の 学で 

あって、 その 認識の 方法 は 内省に よる もの だと 考える事が できる。 

では、 内省と はいかに して 可能であろう か。 自己の 顔 や 背中 をみ るた めに は、 それ を 映す 鏡が あれば よいの だ 

が、 それだけ では 自己 を 外側から 映す にすぎない。 自分の 存在 を もって 終点と する 歴史の 解明に はならない。 と 

すれば、 自分の 顔 や 背中 を 捉える ための もう 一 つの 試み、 すなわち 身体 をね じって 自己 をみ ようとす る 認識 方法 

が 必要と される。 

おそらく 柳 田 はそう した 認識 方法 を 「内省」 という 語で 呼んだ と おもわれる。 そこに は、 哲学が 自己の 身体の 

認識から 出発して 世界 全体の 把握に いたる ように、 歴史 もまた 自己の 認識から 出発し なければ ならない、 という 
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無言の 主張が 根底に よこたわ つてい る。 

ところで、 日本人と しての 自己の なかには、 一 個の 自己で はなく 「民族的 自己」 とで も 呼ぶべき ものが 無意識 

の 核心 をな している。 そこで、 民俗学と は 自己の 認識の 領域 を 「民族的 自己」 にまで 拡大しょう とする 学問 だと 

考えて 差支えない。 ことわって おくが、 ここで 言う 「民族」 と は 血と 土と を 強調す る 国家主義者の 閉ざされた 観 

念で はない。 国家の 成立 以前から 存在し、 国家が 消滅した のち もな お 存続す る 「常 民」 と、 その 担う 生活 文化 を 

指す ので ある。 

柳 田が 「内省」 という 語で 目指した もの を 折 口 は 「実感」 と 呼んだ。 折 口の 言う 「実感」 と は 一 個 半 個の 文人 

の 印象 や 感想で はない。 

それ は 民族的 自己 —— あるいは 常 民 的 自己と 言い換えても よい —— と 自分との つながりの 発見で ある。 したが 

つて 「内省」 も 「実感」 も、 宗教 や 哲学の 観想の ごとき もので ない こと はもち ろん、 国民の 道徳的 反省と いう も 

のと もまった くちが う 概念で ある。 「民族的 自己」 の 全体 像 を 全力 をつ くして 「思い出そう」 とする ための 方法 

である。 民族的 自己と 自分との アイデンティティ を 対象 化した 形で 認識す るた めに は、 すなわち 「思い出す」 た 

めに は、 民間伝承に よらねば ならぬ というの が、 柳 田と 折 口の 立場であった。 つまり 自己 を 終点と する 民族の 歴 

史を 知る ために は 民族的 自己の 追体験に たよる ほかない。 追体験の ために 柳 田 や 折 口の 必要と した 素材が 民間 伝 

承に ほかなら なか つ た。 民間伝承の 探究 はあくまで 国民 共同の 疑問 をす こしず つで も 明らかにして いくため の 手 

段で ある。 手段であって 目的で はない。 

では、 民間伝承 による 民族的 自己の 追体験が いかにして 可能であろう か。 それ は 日本の 民間伝承の 中に、 現在 

から 過去 へ と 意識 を 遡行させる ことので きる ものが 含まれて いるから だと 私 は 考える。 

民間伝承 を 蒐集し、 整理す る だけで は 過去の 全体 像 をつ かむ こと はでき ない。 それ は 一 芯 客観的な 認識の 方法 
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のよう であるが、 たとえる と 植物の 腊 葉の ごとき ものである こと は 多くの 実例が 示して いる。 民間伝承 をと おし 

て 日本人の 意識の 根源の 解明 を 迫る という 態度、 あるいは 民間伝承 は それが たとえ 物で あっても、 日本人の 意識 

の 別の 表現， であると いう 確乎と した 考えが 欠落して いるから である。 

日本の 民間伝承が たんに 空間 的な 現象で はなく、 過去への 意識 を 遡行させる 素材で あり 得る の は、 いわゆる ァ 

二 ミズ ムと 称せられる 万有 霊魂 観に もとづく 世界観が、 アジアの 中で も つ とも 急激な 歴史の 展開 をみ せた 日本の 

社会に、 原始 古代から 現代に いたる まで 貫流して いるから である。 日本の 古神 道 は アニミズムと シ ヤマニ ズムの 

混淆 物で あるが、 その 特徴 は 自己 を 失う ことなく、 他者と 容易に 癒着し、 融合す る ことで ある。 こうして、 ァニ 

ミズ ムは 朝鮮半島 などと ちがって、 仏教 渡来の 後 も 生きの こった。 むしろ 仏教 は 古神 道と 習 合しない では 生きの 

これなかった というの が 実情で ある。 仏教の みならず、 道教 も 儒教 も 先行す る イデ ォロギ ー を ほろぼす こと はな 

かった。 多神教 的な 仏教の 中で も、 一神教 を 旨と する 切支丹の 信仰の 中で も、 汎神論 的な 要素と 呪術 的な 要素 は 

消滅し なかった。 

とはいえ、 日本の 民間伝承 は、 これら 外来の イデ ォロギ ー や 思想 を 刺戟剤と して、 自分の 内容に 奥行 を 与えた。 

いな それだけ ではない。 日本の 民間伝承 そのものが 記憶の 濾過 装置 を そなえて いるものであった。 したがって、 

伝承に はキメ のこ まかい 心理的な 襞が つけ 加えられ、 内 化された。 もし それが、 原始 古代 も 現代 も 同質に すぎな 

いとすれば、 それ は 空間 的な 現象に すぎず、 したがって 「思い出す」 必要 もない はずで ある。 

柳 田が 「内省」 という 語に よって 想定した 民俗学と は、 意識の 射程 距離 をな がくす る こと、 時間 をなる ベく 引 

きのば す こと、 その 意識の 起点 を 現在に おき、 過去に むかって 遡行す る ことだった と 私 は 考えて いる。 そこで 

「思い出す」 ことの 意味 は 一層 明らかにな るだろう。 すなわち 日本の 民間伝承 は 過去の 伝承 を 現在に つたえる だ 

けで なく、 現在から 過去 を 引き出す ための 意識の 伝導体で も ある。 その 例証の 一 つ を 以下 豊玉 姫の 伝説に みる こ 
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とに する。 

二 

古代に おいて は、 現世と 他界と に 双 分され た 世界が あった。 古代人の 世界 を 見開かれた 一冊の 書物に たとえる 

ならば、 左の ぺ ー ジは 海の 彼方に ある 他界で あり、 右の ぺ I ジは、 自分た ちの 住む 現世であった。 その 書物の 喉 

にあた る 部分、 すなわち 中心 線が 猪であった。 そうして 左右の ぺ ー ジ、 すなわち 他界と 現世と はまった く 相似で 

あると おもわれ ていた。 

古代人の 生と 死 は 虹の ように 抛物線 をえ がくと 信じられ ていた。 虹の 一方の 脚 は 渚の 手前に あり、 他方の 脚 は 

渚 を こえて、 水平線に 没して いた。 その 水平線に は 太陽の 穴が あり、 太陽 は そこから 毎朝 誕生す ると おもわれて 

いた。 月 はまた、 満ち欠け をた えずく りかえ す。 人間の 生 も 太陽 や 月の 死と 再生の ように、 死の 国の 常世から 現 

世に むかって 再生 するとみ なされた。 そこで 産屋 は 常世の国から もっとも 近く、 死と 生の あわいに ある 猪に たて 

られ ねばならなかった。 

人が 死んで 常世に いくこと、 すなわち 生から 死への 移行 は 単純で ある。 それ は 蛆虫が 屍体 を 食う に まかせれば 

よいので ある。 悪霊の 誘惑 を 警戒す るた めに もがりの 小屋 をた てるが、 しかし それ は、 常世に 再生す るた めの 巣 

ごもり では あり 得ない。 だが、 死から 生への 移行 は 単純な 移動で はない。 それ は 熔鉱炉の 中の 高熱の 作業が 要求 

される。 その 作業 中の 産婦 は 生命の 創造と いう 大事 業に たずさわる 技師であった。 

古代人 は 人間 もまた 卵の ような 状態から 生まれる と 信じた こと は、 朝鮮の 神話 を みれば 明らかで ある。 そこで 

人間の 繭 ごもり、 あるいは 巣 ごもり が 要求され た。 死の 国から 生の 国への 生まれが えり は、 蝦 や 蛇 や 蟹の 脱皮と 

おなじと も 見られて いた。 それ は琉 球の 神 歌に よってた しかめる ことができる。 そうした 脱皮 を、 「巣 出る」 と 
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南 島で 呼んで いる。 ところで 越 中から 東国に かけて は、 産屋 を 一 巣」 と 呼んで いる。 

そこで 産屋 は、 「巣 ごもり」 に ふさわしい ものでなくて はならなかった。 わずか 一 坪 程度の 掘 立 小屋が 猪の す 

ぐ そば、 波の音が 耳に つくと ころに 建てられた。 屋根 も 壁 も カャ葺 きであった。 カャの 壁に は 人に のぞかれない 

ように 海に 向いた 方向に 小さな 明りと りが 穿 たれた 以外 は、 外 光の 射し 入る 窓と いう ものが なか つ た。 

それ はいかなる 男 も、 自分の 夫と いえ ども、 ぜったいに 産屋 を のぞき 見す る こと を 許さない ためであった。 死 

から 生への 創造の 秘密 は 他人が 盗 見す る ことによって 崩壊す る。 太陽の 光線が、 折角 撮った 写真の フィルム を 台 

なしにす るよう に、 死から 生への メタ モルフ ォ，' ゼの 過程に、 外部の 男との 通交 はきび しく 拒 けられねば ならな 

かった。 

産屋 は 死から 生へ と 移る きわめて 不安定な 時期に あたって いる。 そこで、 産屋の まわり をた えず 悪霊が うろつ 

いて、 新生児 を 狙って いると 信じられ ていた。 こればかり は 生から 死へ 移る もがりの 時期 も 同然であった。 沖繩 

の宮 古島で は、 夫が 死ぬ と 妻 は 「最愛の 人よ、 マジ ムン (魔物) になるな」 と 手を拍 ちながら 夫に むかって 祈る。 

また 魔物に 引かれな いように、 通夜の 晚、 死んだ 夫の 死体の かたわらで 夫の 妻 または 母が 添い寝 をす る。 

九州の 鍋 田 古墳の 入口の 岩に は 弓矢の 形が 彫られて いるが、 これ は 古墳に 侵入して 死者の 眠り を さまたげよう 

とする 悪霊 を 退散させる 目的 を もっと おもわれる。 これとおなじ ように、 奄 美大 島で は、 子どもが 「オギ ャ ー」 

と 産声 を あげたと たんに、 家の 者が 表 戸口の 軒のと ころに 尖った 棒切れ を さし 「ィ ヤン ハツ ャ、 吾 ガサ チャド」 

(い 矢の 初 は、 わたしが さした ぞ) と 大きな 荒々 しい 声で 叫ぶ と、 金 久正氏 は 述べて いる。 その わけ は、 赤子の 

産声 を 邪神が 聞きつ けて、 悪い 運命の 「ィ ヤン ハ ッ」 を さす かも 知れない ので 機先 を 制する ためだと いう。 ィャ 

ン ハ ッとは 最初の 忌 矢と いう 意で あり、 喜界 島で は ィャギ という。 ィ ヤン ハ ッも ィャギ もと もに 定められた 運命 

の 意に も 用いられる。 
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おそらく この 矢 はもと は 産屋の 軒に 射された ものであった にちがいない。 どのような 運命が 生まれた 子 をみ ち 

びく か、 それが 産婦と その 一 族の 大きな 関心で あつたの はとう ぜんで ある。 

見すぼらしい カャ葺 きの 産屋の その 底に は 海の 砂 を 敷いた。 敷いた というより は 渚の 近くだった から、 海の 砂 

のま まだった と言う 方が 正確で ある。 砂の 上に は ワラの シべを 重ねてお いた。 その さらに 上に は ムシ 口 をのべ た。 

産婦 は 天井から 垂れる 力 綱 をに ぎり、 坐った まま 子ども を 産む のが ふつうであった。 それが 一見して 鳥 やけ もの 

の 「巣」 に 相当す る ものである こと は 誰し も 首肯で きる。 そこで 産屋の 隅の 砂の 上 を 蟹が はいまわる こと も 見な 

れた 光景であった にちがいない。 

産屋の 砂 もまた ヮ ラシべ も 呪 力 を もっと 信じられ ていた。 そこで 産屋の 砂をゥ ブス ナと 呼び、 また 産屋の ワラ 

を 束ねて 産屋の 中の 壁に 立て かけて、 産 神 さまと して 祀 つた。 あるいは 安産のお 守りに と 鵜の 羽 を 産屋の 屋根に 

さし、 また 朝鮮で みられた ように、 瓢を 産婦の かたわらに 置いた かも 知れない。 

子ども を 産んで からな お数 十日 産屋です ごすと、 いよいよ 巣 出る ときが くる。 母と 子が 産屋 を はなれる と、 そ 

れに火 を 放け て 焼き はらった。 こうしなければ 死から 生への 移行が 完成 しないと 昔の 人 は 信じて いた。 こもって 

いる 建物 を こわさな いと 再生 しないと いう 考え は、 か つて は 三 河の 花祭りの ときの 白山と いう 小屋 を 作って こわ 

す 行事に あ つ たが、 今日で も 稲 霊の 再生 を 促す ため 仮小屋 を 押し つ ぶす 奄 美大 島の 節 小屋の 行事に うかがう こと 

がで きる。 

こうした 産屋の 情景 を 『古語 拾遺』 は 次のように 伝えて いる。 

ひこ なぎさ  ひ た 

天祖、 彦火 尊、 海神の 女、 豊玉姫 命 をめ とりて、 彦瀲尊 を 生みます。 誕 育し 奉る の 日、 海浜に 室 を 立つ。 と 

か もり むら じ  あまのお しひと  つか  しきもの 

きに 掃 守の 連の 遠祖、 天 忍 人命、 供へ 奉り はべりて、 箒 を 作り 蟹 を 掃 ふ。 よりて 鋪設を つかさどり、 つ ひに 
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もって 職と なす。 なづけて 蟹 守と いふ。 

この 文章に よると、 古代の 宮廷 貴族の 女の ために 産屋 をもう ける 職が あつたよ うにみ える。 そうして そのば あ 

いの 産屋の 構造 は、 私が これまで 述べた ように、 底 砂の 上に ワラ をお き、 さらに その上に ムシ 口 や ゴザを 敷く と 

いう ものであった にちがいない。 , 部 司が 宮廷で 蒲、 藺草、 葦な どの 敷物の こと を 司る と 「職員 令」 に 記された 

の は、 かつ て 貴人の 女の 産屋 を ととのえる 役柄であった こと を 暗示して いるので はない か。 

女が 動物の すがた を 現わして 水浴 をして いる 姿 を のぞき 見され たために 去って 行く という 話 は、 世界 各地に 分 

布して いる。 豊玉 姫の 物語 は その 一 つの 類型に すぎない ようにみ える。 中国の 晋の 『搜神 記』 に は、 ある 女性が 

水浴 中に 亀に 変じた と あり、 その 姿 を 見られて、 深い 淵に 入って しまった。 そこで その 家で は 代々 亀の 肉 を 食わ 

なかった と ある。 また 高麗で も、 竜王の 女 をめ とった 男が、 窓の 外に ある 井戸から 竜宮と 往来す る 妻の すがた を 

のぞき 見した ので、 竜王の 女 は 竜の 姿 を 現じて、 とうとう 井戸に 入って しまった という 説話が ある。 こうした 事 

例 は 松 村 武雄ゃ 松 前 健 氏の あげてい ると ころで あるが、 また、 松岡静 雄の 『太平洋 民族 誌』 によると、 サ モア島 

に 伝わる サメの 神の 伝説で は、 半 人 半 魚の 神が 海 を わたって きて、 ある 種族の 女 酋長と 結婚した が、 女に 不都合 

な ことの あるの を 発見して、 魚の 姿 を あらわして 泳ぎ 去った。 これが サメの 神だった という 話が のこって いる。 

豊玉姫は産屋で^^ョひ！^鰐の姿になるが、 鰐と いうの は サメを 指す ので あるから、 この 二つの 物語 は 似て いる。 た 

だし、 去って いくの はサ モアで は 男で ある。 

また 出産のと きに、 別 小屋 をた てて 子ども を 産み、 父親 を はじめ 男た ち は その 小屋の 内部 をの ぞく こと はかた 


信仰と 神話 242 


く いましめられ ている、 という 習俗 は、 日本 固有の もので はなく、 他の 周辺 民族、 たとえば ォロ チョン 族に も あ 

ると されて いる。 ボナべ では、 産屋 は 多く 海岸に 新設し、 他から 見 透し 得ない ように するとい われて いる。 高山 

純 氏の 報告に よると、 こうした 事例 は アジアの 周辺に 広汎に 分布して いる。 カンボジア でも 出産 用の 小屋が とく 

につ くられて、 お産が すむ と 焼き はらわれ たという。 これ はコノ ハナ サクャ ヒメの 火中 出生 を おもわせ るが、 産 

屋を 焼く 習慣 は 若 狭の 美 浜 町の 丹 生に、 実際に 存在した。 

こうして みれば、 産屋の 習俗 も豊玉 姫の 伝説 も 日本 固有の もので はなく、 世界 各地に その 類 話 を さがす こと は 

できる。 だが、 豊玉 姫の 物語の ュ 二 ー ク さはむ しろ その後 半に ある。 

豊玉姫 は 夫に 産屋 を のぞかれ たので 自分の 子ども を 真 床 覆 衾と 草に つ つんで、 渚に 置 去りに した まま 「本つ 国」 

である わ だつ みの 国に かえって しまった。 この 真 床 覆 衾と いうの は、 出産のと き、 生れた ての 赤ん坊に は 新しい 

産 衣 を 着せる まえに、 しばらく ボロ 布で 包む という 風習が あるの をお もい 出させる。 つまり それ は 卵の殻に 相当 

する ものだった。 卵の こと を 与那国 島で は カイコと 言って いる。 貝と か 殻と か、 物 を 覆う ものが カイで ある こと 

は 折 口 信 夫が すでに 指摘した とおりで ある。 さて、 ナギサ に 置 去りに された 子ども は、 きわめてう つくしく 生長 

したので、 いったん は 「わ だつ みの 国」 に 去った 豊玉姫 も、 しきりにい とおしい 心根に かり 立てられた。 そこで 

また 帰って 子ども を そだてよう としたが 「 義 におき てよ からず」 として 退けられ たので、 自分の 妹の 玉 依 姫 を 

つかわして、 そだてさせ たと ある。 

おそらく 当時 は、 すべて 生まれた 子ども は 母から とりあげて、 一 族の 中で 乳の 出る 女 をつ けて やしなう という 

習慣が あつたの ではない か。 母と 子の 排他的な 利己主義が 一族 全体の 利益 を あやうく する ことが 配慮され、 その 

ための 慎重な 措置が とられた ので はない か。 

、 .  う が や ふき あ え.， ず  おば 

この 想像 は ともかく として、 豊玉 姫の 子 鹧鷀草 葺不合 尊 は、 自分 を そだてて くれた 姨の玉 依 姫と 結婚す る。 そ 
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うして 産んだ 子が 神武 帝と その 三人の 兄た ちで ある。 

その 兄た ちの 運命 は 神武 東征の 途中です ベて 挫折した。 五瀬 命 は 長髄彦 とのた たかいで 流 矢に あたって 死んだ。 

その 次の if 命 は、 熊 野灘で 難破し、 剣 をぬ いて 海に 入り、 鋤 持 神と なった。 その 次の 弟の 三毛 入 野 命 もまた、 

浪の慰 を ふんで、 常世の くにに 往 つた、 と 日本書紀 は 伝えて いる。 また 古事記 は、 御 毛 沼 命 (三毛 入 野 命) は 波 

の. 穂 を ふんで 常世の国に 渡り、 稲 氷 命 (稲飯 命) は妣の 国で ある 海原に 入った、 と 述べて いる。 

折 口 言 夫 は、 豊玉 姫の 物語 は異 族の 国から やって きた 女が、 信仰生活の ちがいから、 夫と いさかい をした あげ 

く、 夫と 別れて ふたたび 自分の 国に 帰って いったと いう 話で あると 解して いる。 そこで、 両親の 間に ひきさかれ 

た 子ども は、 父の 許に とどまりながら も、 去って いった 母の 俤を いつまでも 恋した うとい う 悲劇が 起った の だと 

している。 

豊玉 姫の 物語に は、 大同小異 では あるが いくつもの 筋 書が ある こと は 日本書紀が 本文の ほかに 『一書』 の 四 ま 

で を 付加して いる ことで 分る。 『一書』 の 四に は 「すな はち 歌 を 贈る こと あり。 すでに 上に 見 ゆ」 と 述べて いる。 

「上」 と は 『一書』 の 三に 記された 豊玉 姫と 彦火火 出 見 命の 間の 贈答 歌 を 指す とされて いる。 

こうして みれば、 豊玉 姫の 物語に は 編纂 当時、 異同 を 比較し 整 序す る 傾向が すでにめば えていた こと を 知る。 

それに は 書紀の 編集者の 手が 加えられた かも 知れない が、 記紀に みられる 豊玉 姫の 物語が 生まれる までの 遊稃は 

なが か つ たと 考えられる。 豊玉 姫の 物語 は 日本人の はるかな 意識 II 意識と もさ だかに 自覚され ない ほどの 深い 

無意識の 底から 喚起され た 物語で ある。 こうした 物語 は、 けっして 上流 階級の 文芸 趣味に よって 作られた もので 

はなく、 むしろ 民間伝承 として 流布され たもの が、 しだいに 洗練され ていった ので ある。 

日本人 は 記憶の 網の 目 を こまかくして、 対象 を濾し 出した ので ある。 というの も、 産屋の 習俗が あり、 豊玉姬 

の 類 話で ある メル シナ 型の 物語が 世界に 分布しょう とも、 この 物語の 独自性 は 後半の 部分、 すなわち、 玉 依姬の 
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子どもたちが、 妣の国 を 恋した つて 海原に 入水 するとい う 箇所に あるから である。 妣の国 は 亡き母の 住む 常世の 

国で あり、 常世の国 は 果実 や 穀物の 常 熟する あたたかい 南の 国で ある。 そこ は 南風に ゆすられて 地面に あえ (落 

ち) た 甘い 果実 をた ベて 苦労 を 知らぬ 楽園と されて いる。 

産屋 はむしろ 時間 を 捨象した 主題で あり 対象で あるが、 日本人が 記紀に 伝えて いる 産屋の 伝承に は 時間が 介入 

する。 産屋の 伝承が 妣の 国への 思慕と つながって いく ときには、 日本人 は そこにと おく 民族 移動の 記憶の 痕跡 を 

嗅ぐ。 幾千 年 もの あいだの かず 知れぬ 移動の 体験 は、 人び とに 伝承され ていく あいだ 記憶に よって 支えられ、 し 

だいに 濾過され ていく。 

といっても その 濾過 または 浄化 は、 まえに 述べた ように 上流 階級の 文芸 趣味に よる もので もなければ、 個人の 

恣意に よる もので もない。 豊玉 姫の 物語に あらわれる 「妣の 国」 は、 日本人が 一様に それにた いして 共通な 感情 

を 喚起す る もので なければ ならない。 

彦火火 出 見 命が、 豊玉 姫の 父に あたる 海神から 干 珠満珠 をさず かってく る 話 は、 朝鮮の 『三国 遺事』 の 中の 有 

名な 万 波 息 笛、 すなわち 海 竜王の 遺志と して 献 じられ たという 笛の 話と おなじ ものである、 と 松 前 健 氏が 論じて 

いるよう に、 つまり そこに は、 海外の 説話の 影響が 見受けられる。 豊玉 姫の 物語 はこの ように、 道教 や 仏教の 説 

話の 影響 を その外 被に まとって いる。 だが、 朝鮮の 説話と いえ ども、 その 根底 は 海中に 他界 を 想定した 土着 信仰 

にもとづいて いるよう に、 豊玉 姫の 伝説 もまた、 沖 繩のニ ライカ ナイ 信仰と 根本で は 同一で ある。 琉 球の 民間 伝 

承 を あつめた 『遺老 説 伝』 のなかに は、 二 ライカ ナイに 行っても どって きた 翁 福 婆の 話が のって いるが、 これと 

よく 似た 説話が 志 摩の 安乗の 海女の 伝承と して 今 も 伝えられ ている。 稲福 婆や 安乗の 海女の のぞき 見した 海底の 

竜宮 はき わめて 古拙な もの だが、 それ はとり も 直さず 豊玉 姫の 伝説の 生地な ので ある。 

ぐしょう 

一一 ライカ ナイと  >>  う 語 を 使用し ない 宮 古島の ような 島が ある。 宮 古 島で は 死後 人 司の ゆく 世界 を 「後生」 と 呼 
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び、 また 海の 神の 住む 海原 を 「竜宮」 と 呼んで いる。 この 「後生」 と 「竜宮」 の 二つ を あわせた ものが 「二 ライ 

力 ナイ」 であり 「常世」 である。 一語の 中に 複合した 概念 を まとめた の は、 古代人 は 死後の 人間の たましい は 海 

上 または 海中に いくと 考えた からで ある。 たましい だけで はなく、 死後の 人間 も 肉体 を もっと 信じられ たこと は 

すで に 述べ たと おりで ある。 

そこで 日本で は 「他界」 という ことば は 二通りに 解され る。 一 つ は、 人間が 「現世」 の 生 を 終えて 次の 生 をい 

となむ ところ、 すなわち 「後生」 である。 もう 一 つ は 日常の 生活圏から はなれた 海の 彼方、 すなわち 日常生活 上 

の異 空間と しての 「竜宮」 である。 そこ は 信仰 を 異にする 異 族の 住む 海 彼の 国で もあった。 

そこで 「常世」 の 同義語で ある 「妣の 国」 にも またお なじよう な 意味が こめられ ている。 

海の 彼方の 異 空間から や つ てきた 異 族の 女が、 信仰 上の ちがい からまた 夫の 許 を 去 つ て 自分の 国に かえ つ て い 

くと いう 物語 は、 日本人の 祖先が 南の 島伝いに やって きた 記憶と つながり、 別れた 母への 思慕 は 民族 渡来の 原郷 

への 郷愁と つながる。 

一方で は r 妣の 国」 と は 失われた 母、 死んだ 母の 住む 死後の 世界で も ある。 こうして、 「はるかな 空間」 の 記 

憶と 「はるかな 時間」 への 係 恋と が 重なり あう。 

r 妣の 国」 が 日本人の 心に かきたてる 哀愁 は 無限で ある。 常世の国の 住人 を 白 ひげの 老翁、 白髪の 老嫗で 表現 

する の は、 それが ュ ンクの 言う 集合的 無意識の 人格化し たものに ほかなら ないから である。 

それでよ 「I 吊 世」 あるいは 「妣の 国」 と、 「二 ライカ ナイ」 と はまつ たく 同 一 物な のであろう 力 たし 力に 根 

源 的に は 同一の 内容 を もつ。 だが、 歴史的に は 両者 は 微妙な ちがい をみ せて いる。 

四 
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豊玉姬 の 物語に は 注意すべき 箇所が まだいく つか ある。 その 一 つ は、 書紀の 『一書』 の 三に r 豊玉 姫、 みず か 

らに大 亀に のりて、 女 弟 玉 依 姫 を ひきいて、 海 を 光して きたる」 と ある ことで ある。 これでみ ると 海亀 は 海神の 

使者と 考えられ るが、 海亀が 一定の 季節に 渚に はい あがって 砂 中に 卵 をう み、 その 地熱で 卵 を かえす ように、 豊 

玉 姫 も 渚の 産屋に 砂 を 敷いて 子ども を 産んだ ことが 暗示され ている。 

また その まえ、 海 神宮から 彦火火 出 見 命が 陸地に おくりとどけられる ときに、 海神の 駿馬 は 一尋 鰐で あると 記 

されて いる。 大ザメ は、 海神の 乗馬 だとい うので あるが、 今日で も、 沖繩 本島の 北部の 大宜味 村で おこなわれる 

海神 祭の ときには、 

-ー 

ゆかち やみ 間切 祝 女 や 鎧 引ち 遊ぶ 

吾る ユレ ー 神 や ザ ンぬロ 取 やい 暇 乞 ひ 

という 歌が 神 女に よってうた われる。 この 意味 は 「村の 祝 女 はけつ こうな こと だ。 馬の 鎧に 足 を かけて 遊んで い 

る。 常世の 神の 私 は 人魚の 口 を 取って、 もう 暇乞い をしょう」 という ものである。 二 レ ー 神 は 二 ライカ ナイの 神 

で、 常世の国に 相当す る。 この 神の 乗物 は ザ ンの魚 (儒良) であるが、 その かっこうが 海馬と も 呼ばれて 馬に 似 

ている ところから、 「馬の 口 を 取る」 というよ うな 表現 を ザンの 魚にたい しても とった のであろう。 

南 島で は 「ザ ンは 取れた か 亀 はとれ たか」 と 対語に して 言って いる。 海亀 も ザ ンの魚 もと もに 海神の 乗物で あ 

つ たこと が これによ つ て もた しかめられる。 

ところで 一方で は、 さきに 述べた ように サメ もまた 海神の 乗物と されて いる。 宮 古島の 統一 者で ある 仲 宗根豊 

み や 

見 親玄雅 は沖繩 本島から 宮 古島に かえると き、 船が てんぷくして 漂流 中に サメ の 背に のせられて 命を坊 けられた。 


247 豊 玉姫考 


そこで 『球 陽』 をみ ると 鯖祖 氏玄雅 という 呼称 を もらって いる。 沖繩 では サメ のこと を サバと 呼んで いる つま 

りサメ  (サバ ) を 先祖と した 家系 だとい うので、 仲宗根 家で は今以 つて サメ をた べるの は タブ ー とされて いる。 

沖繩 では サメ をた ベない という 人び と は 多い。 その 理由 は サメに 助けられた からだと いうので あるが、 後世の 付 

会であろう。 志 摩の 磯部の 宮の 祭りの ときには、 七 本 鮫が 的 矢 湾の 中 を 背 びれ をた てて、 参詣に やってくる 

という 伝承が あり、 伊 雑宮に はかって はサメ がその 背に 人 をのせ て 助けてい る 絵馬が かかって いたそう である。 

サメが 海神の 使者で あり、 その 乗物で あると いうの は、 沖繩 のみならず 本土に も 伝えられ てきた。 

古事記に よると 豊玉姫 はいよ いよ 出産のと きになって、 その 夫に むかい 「そもそも 他国の 人 は 産む ときには、 

本つ 国の 形に なって 産む。 そこで 私 も 本の 身に なって 産みたい。 どうか 私の 姿 をみ ないで ほしい」 とたの む。 

折 口 信 夫 は 他界 を 「本つ 国」 とみな して 「この 世に おける 彼 は、 人間 身 を 持つ 我等で あり、 往 いて 他界に ある 

自分の 身 はたと へば 儒艮 身で あらう も 知れぬ」 と 言って いる。 つまり 本つ 国で は、 海亀で あり、 ザンの 魚で あり、 

サメ であり、 ィ ルカで ある ものが、 現世に 姿 を あらわす ときには 人間の 姿 をと る、 と 言って いる だけでなく、 自 

分た ち もまた 他界で は 動物 身 を 現わす と 言い、 それら 動物た ちと 人間との 交渉の 深さ を 力説して いる。 

こうした 動物た ちとの 交渉に は豊玉 姫のば あいのよ うに 婚姻の 形式 をと る 方法と、 もう 一 つ は それら 動物 を 食 

ベて 自分の 血肉の 中に 合体させる 方法が ある。 それによ つ て 動物と 自分た ち 一 族と が 先祖 をお なじく するとい う 

親愛の 意識 を ふかめる ので ある。 これ は 白鳥 や 海蛇のば あい もそう であって、 白鳥 処女 説話 や 三輪 山 伝説の よう 

な 異類 婚姻 譚が あるが、 そのほかに、 かって は 白鳥 をた ベ、 海蛇 (ェ ラブ 鰻) を 食べた ことがあ つたので はない 

だろう か。 出 雲で は、 陰暦の 十月に 西北 方からの 季節風が 吹き荒れる 頃に、 海蛇が 出 雲の 海岸に たどりつ くが、 

.C  e を 捕って うやうやしく 三方に のせて はじめて 出雲大社 や 佐 太 神社の 神 在 祭が おこなわれる。 この 海蛇 はセグ 

ロウ ミへ ビ とされて いるが、 なかには ェ ラブ 鰻 もま じ つてい る。 セ グロ ゥミへ ビは 猛毒が あると されて いるが、 
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エラ ブ鰻は 食用になる。 久高 島の 祝 女が ュ ラブ 鰻の 捕獲の 権利 を もっている こと は 知られて いるが、 久高 島の 漁 

夫た ち は、 糸満 人よりも はやくから 活発に 小舟 を あやつって、 奄美 群島の 海域に 進出して いる。 糸満人 もまた 戦 

前まで は 隠岐で 漁携を やって いた。 こうした 事実 を 思い合せ て、 あるいは 腹の 黄色い セグ ロウ ミへビ を 神の 使者 

として 珍重す る まえに は、 ェ ラブ 鰻 を 神と みなした ことがあ るので はない かとい う 推測 も 成り立つ。 

いずれにしても、 こうした 動物た ち を 神聖な ものと して まつる 感情の 中には、 彼ら 「他界」 の 生物が 「現世」 

に 姿 を あらわす ときの 合一 感と 無縁で ない ものが ある。 なぜならば、 そこに は 族 霊の 感情が 働く からだろう。 動 

物た ちがお とずれ ると きの ほうが 意識の 常態で あり、 それらが 姿 をみ せない ときの 方が むしろ 「常態 を 欠く」 寺 

期な の だ。 しかし、 時代が 下る と、 沖繩 では ザンの 魚が 寄る と 時化に なるとお それられ、 その 肉 は 浜で 料理して 

食べて 家に もちかえらなかった。 もちかえったら 家族に 不慮の 災難が かかる と 信じられた。 人魚の 出現 を 不吉な 

兆と する の は 日本 本土に も いくつかの 例が あるが、 もはや ここで は 人魚が 姿 を あらわす の は 常態で はない 時な の 

だ。 

このよう にして 豊玉 姫の 悲劇 も 用意され たの かも 知れぬ。 そこで は 彦火火 出 見 命が タブ I を 犯して のぞき 見し 

て 「おどろいた」 ことが その 妻に 「恥 を かかせた」 ので ある。 海の 潮が 二つに 分かれて 左右に 退く ように、 現世 

と 常世と は 分裂し、 ついに 合う ことがなかった。 だが、 自分の 許から 去った 母への 思慕 はなが く 日本文学の 主題 

の 一 つと なった。 折 口 信 夫 は、 狐の 正体が あばかれ たので、 人間との 間にで きた 子 を 捨てて 和 泉の 信 太 森に かえ 

つてい く 葛の 葉の 物語 も その 流れ を 引く もの だとして おり、 「帰ろう やれ、 元の 古巣へ」 という 葛の 葉物に つき 

物の 小唄の 文句に も、 r 妣の 国」 の俤は 残って いた、 と 言って いる。 
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記紀の 物語の 中で 気がつく こと は、 豊玉姬 の 物語の まえに、 それと よく 似た モチ I フの 物語が ある ことで ある。 

たとえば、 ィザナ ギの命 はィザ ナミの 命が 死ぬ と、 黄泉の国に 自分の 妻 をたず ね、 その 死屍 を 盗 見した ばかりに 

追い かけられ、 妻から 絶縁 を 言い渡される。 また スサノ ォの命 は 天照大神 のために 罪 をお かした かどで 追放され、 

泣きながら 根の 国に 下りて いく。 

ここで 注目すべき は、 禁忌 をお かした かどで 拒否され るの がすべ て 男で あると いう こと だ。 すなわち、 ィザナ 

ギ、 スサ ノォ、 彦火火 出 見 命の 三人 はィザ ナミ、 天照大神、 豊玉 姫の 怒り を 買い、 両者の 間に 葛藤が 引きお こさ 

れ、 疎外と 断絶が おとずれる。 そこで 女た ちに は 宗教 的な 句い がっき まとう。 

この 対立 葛藤 を 「黄泉の国」 「根の 国」 「わ だつ みの 国」 r 妣の 国」 「常世の国」 と 天つ 神の 支配す る 「高天原」 

との 対立と みる ことができる。 それ は  一 口に 言えば 「常世」 と 「現世」 との 対立に ほかならぬ。 日本の 神話 は 国 

生みの 直後から、 すでに 「常世」 と 「現世」 との 間の 意識の 分裂 を あじわって いるので ある。 

そこが 「常世」 と 「二 ライカ ナイ」 の 決定的な ちがいで ある。 「常世」 の 観念に は、 現世から 他界 を のぞみ、 

その 分裂 をいた ましく 思い、 それだけ その 合一 への 係 恋に 身 を まかせる 感情が こめられ ている。 だがし かし 「二 

ライカ ナイ」 に は 現世と 他界との 信頼の きずな は 失われて はいない。 そこに はむしろ 祖霊 神の 住む 島から 現世 を 

ながめる 視 座が 含められ ている。 「二 ライの 大主」 が 祝福 を 与える 儀礼が 沖繩 では 現在 も 行事 化されて いる。 

「常世」 が 現世から 他界への 「まなざし」 であると すれば、 「二 ライカ ナイ」 は 他界から 現世への 「まなざし」 

である。 一方に は 求めて 得られない 翹 望が あり、 他方に は 慈愛に みちた 庇護の 感情が ある。 

日本に おける 「悲劇の 誕生」 が 英雄 時代と 称せられる 神人 分離の 時代、 すなわち ャ マト タケルの 命の 時代に は 

じ まると いうの は、 ギリシア神話 など を モデルに して 考えた 所説で ある。 日本で はすで に 諾冉ニ 神 (ィザ ナギ、 

ィザ ナミ) の 破局から、 かって 往来 可能であった 現世と 他界との 断絶が はじまる の だ。 「失われた 楽園」 へのな 
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げきが 日本 神話の 神代の 巻 を つらぬく ライト モチ ー フ である。 この 点で はむしろ 「創世記」 に似てい る。 だが、 

へ ブライ 神話が 父なる 神 を 求めて いるのに たいして 「妣の 国」 への 身 を 焦す 思慕が 記紀 を つらぬい ている ところ 

に 特色が ある。 r 妣」 と は 死んだ 母の ことで あり、 それだけに r 妣の 国」 の 別の 表現で も ある 「常世」 は 一種の ェ 

ディ ブス • コム プ レックス として、 日本人の 意識の なかに、 くりかえし、 ひそかな 係 恋と 哀愁の 旋律 を かなでる 

ので ある。 

では エディ ブスと は 誰の ことで あるか。 それ を 知る に はまず、 現世と 常世と がかって はまった く 相似の 世界で 

あり、 現世に 生起す る こと は 常世に も 生起す ると 考えられ ていた こと を あげねば ならない。 相似で あるが ゆえに 

等価 値であった。 そこに 優劣 は 存在し なかった。 むしろ 常世に 住む 祖 たちの 霊 は 現世の 子孫の 霊 を 保護す る 役目 

を もっていた。 こうして、 さきに あげた ィザナ ギ • ィ ザ ナミの 物語、 彦火火 出 見 命と 豊玉 姫の 物語で は、 「常世」 

の 方に その 関係の 決定権が にぎられ ている。 天照大神と スサ ノォの 対決で は その 逆で あるが、 それ は、 天照大神 

が 持 統帝を モデルと したと いわれる ように、 記紀の 編纂に あたって 天皇家の 直系 を 力説した ためであって、 スサ 

ノォは 「根の 国」 に 送り返された にすぎない。 というの も、 そもそも スサ ノォは はじめから 海原 を 治める ように 

と、 ィザ ナギの 命から 命令され ていたから である。 

ところが、 記紀に よると 雄 略 帝の ころ を 境目と して、 常世と 現世との 協力 関係 はし だいにく ずされ ていく。 現 

世の 権力で ある パ ヮ— と 常世の 権威で ある ォ ー ソリ ティとの 均衡の 上に きずかれ ていた 二元的 世界観 は 破綻し、 

現世の 権力 をに ぎる 帝王の 地位が 増大す る。 それと 比例して 常世の 祖霊 神の もつ 神聖な 権威 は 低下して いく。 そ 

の 低下した 分 だけが、 現世の 帝王の ォ ー ソリ ティと して まといつ けられる。 こうして 古代の 専制君主 はパヮ ー と 

ォ ー ソリ ティ、 権力と 権威の 双方 を 一身に あわせもつ ことになる。 これが 記紀 編纂 当時に 出現して いた 天皇の す 

がた である。 すなわち それが、 強大な 父権に たとえられる エディ ブスに ほかならぬ。 
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天皇 は 常世から おとずれる 祖霊神 をむ かえる 受け手の 側に 立って いたのが、 訪れて 祝福 を 与える 側で ある 「ま 

れ びと」 にかわった。 天皇が まれび との 役割 を 果して 諸国 を 巡行す る。 これ は 明治の 初期に も、 また 第二次大戦 

直後の 敗戦の 混乱 期に も おこなわれた のであって、 「まれび と」 の 巡行に よって 人心 を 収攬 させようと したので 

あるが、 それ はすで に 記紀 や 風土記に も 随所に みられる ところで ある。 

かくして 常世 は 現世に たいして 相対的な 価値の 低下 をみ た。 むしろ、 常世が 不老不死の ュ ー ト ピアで あり、 到 

達で きない 海の 彼方の 国の ように おもわれ はじめた の は、 道教の 神 仙郷の 思想の 渗透 もさる ことながら、 常世が 

現世と 合せ 鏡の ような 形で 確乎と して 存在 するとい う 信仰の 衰退に よると ころが 大きい。 

だが 帝王の 絶対的 権力が 確立され、 その 権力 をめ ぐる 争い もまた 烈し さ をました 奈良時代の 前後から、 非業の 

死 をと げた 者の 側からの 現世の 権力者に たいする 異議 申し立てが はじま つたの は、 重視す ベ きこと と 私 は 考える ( 

血で 血 を 洗う 権力闘争が 展開され て、 死者に たいする 当然の 礼が 失われた。 死者 は 忘れられ、 生者から 永久に 疎 

外された。 現世と 他界との バランスが、 生者に 重く 死者に 軽くな つた。 この アンバランスな 死生観 を もとの 正常 

な 二元的 世界へ 復元した いという 歴史の 底流に ある 衝動が、 御霊 信仰の 形 をと つて あらわれた。 死者の こうした 

要求が 時め く 権力者に たいして 大きな 効果 を 収めた の は、 一見 歴史の 表面から 姿を消した ようにみ えて、 なお 抹 

殺されて しま つ たわけで ない 他界と しての 常世が よこたわ つていた からで ある。 それ は 日本 歴史の 自己 修正 運動 

に ほかならぬ。 

死者が 生者 を呪詛 して 追求し やまぬ という 死者の 復権 運動 は、 きわめて 陰惨な 日本史の 陰画で あるが、 それ は 

よ も つし こめ （1 

すでに 記紀 編纂 当時に 始ま つ ている。 したが つ て それ は 髪 を ふり 乱した ィザ ナミが 黄泉 醜女 を nx- きつれ てィ .5" ナ 

ギを 追つ かける という 情景に もとう ぜんで あるが、 投影して いる。 

つまり 記紀の 物語 は 民間 説話 を あつめて はいるが、 編纂 時の 天皇 中心の イデ ォ ロギ ー とそれ に 対抗す る 御霊た 
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ちとい う 思想の 世相 を 反映 させて いるので あって、 そこに は 二重の 筆が ほどこされ ている。 そうした 意味で は、 

豊玉 姫の 物語 はも つ とも 古代 天皇制の イデ ォ 口 ギ— からと おく、 それだけに 普遍的な 要素 を も つ とも 含んで い る。 

私たちが 豊玉 姫の 物語に 心 を 動かされ るの は、 そうした 理由 も あずか つてい る。 

六 

青木 繁の 麗筆で 描かれた 「わ だつ みのい ろ この 宮」 が 「海の幸」 とともに 永遠の 青春の 息吹き をた たえて いる 

の は、 明治 洋画 壇の 青春の 息吹き を 伝えて いると 同時に、 日本人の 永遠の 主題 を とらえて いるから である。 豊玉 

姫の 物語に は、 その 説話の 文章が いかにも 躍動して 伝えられ ている 箇所が ある。 

たとえば 彦火火 出 見 命が 海神の 娘の 豊玉 姫に めぐりあ うの は、 海辺 を あるいて いて、 川 雁が ヮナ にか かって 苦 

しんで いる 光景 を 目撃し、 その ヮナを 解いて 川 雁 を 放って やった からで ある。 雁が 常世の 鳥と 思われて いたと い 

しおつ ちのお きな 

う 証拠に は、 海の 霊の 塩 土 翁が あらわれて、 命 を 海 神宮に 案内す る。 すると 海底に も、 陸地と おなじように 

「可怜 小 汀」 (美しい 小さい 浜) があった、 と 書紀は 伝えて いる。 この 世に 猪が あるよう に 海底の 宮殿に も 美しく 

小さな 猪が あった。 現世と 常世との 相似 を ここにお いて 表現しつつ、 その 可怜小 汀と いう 語 は 適切で ある。 

また 豊玉 姫が 自分の 身 ごもって いる こと を 彦火火 出 見 命に 告げ、 間もなく 子どもが 生まれそう だから、 自分の 

ために 猪に 産屋 を 作って 待って いて ほしい。 「妾、 かならず 風濤 急峻から む 日 を 以て、 海辺に 出で 到らむ」 と 言 

う。 この 風波の 烈しい 日に やってくる という 言葉に、 それ を 聞く もの は 心の 波立ち をお ぼえずに はすまない。 

それ は 陰暦 十月に 出 雲の 海岸に 海蛇が あがる の を 「お，. 忌 荒れ」 というのと 似て いる。 その 頃 西北 方の 季節風が 吹 

き はじめ 急に 天候 はわる くな り 海 は 荒れて 泡立つ。 これ を 見る とき、 出 雲の 人た ち は 神聖な 何物 かの 到来 を 感じ 

るの だ。 あるいは また 『遠 野 物語』 で 寒 戸の 婆が とつぜん 帰って きた 日 も 大風の 吹く 日であった こと を 読者 は 思 
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い 出す だろう。 こうした こと を豊玉 姫の 物語の 一節から 連想す るの は、 それが 日本人の 伝統的な 無意 ill を. &戟す 

るから に 他なら ぬと 私 は 考える。 


対 馬の 豊玉 村の 仁 位に はわ たづみ 神社が あり、 彦火火 出 見 尊と 豊玉姬 を まつる。 海神の 娘の 豊玉姬 の 玉と 照応 

して、 仁 位の 古名 も瓊、 すなわち 真珠 を あらわす 言葉ではなかった かと 考えられ ている。 わ たづみ 神社の 祠官は 

代々 長 岡 家で あるが、 長 岡 家 は 安曇 氏の 系統 を ひく 家柄と されて いる。 わ たづみ 神社の 背後の 自然林に は、 安曇 

氏の 祖先の 安曇 磯 良の 墓と 称する ものが ある。 神社の 前面 は 潮の みちく る 入り江で あり、 鳥居 は 海中に 立って い 

る。 

私 は 仁 位 を 訪れて、 この 長 岡 家に は、 代々 身体に 鱗の ある 人間が 生まれる という 伝承の ある こと を 知った。 そ 

うした 話 を 子どもの 時分に 聞かされた 人び と は 多かった。 わ たづみ 神社に も、 蛇が いて 御 神体に 人 を 近づけさせ 

ない といわれ ている。 この 蛇が 竜 蛇であろう こと を 察する に むずかしく はない。 

わ たづみ 神社で は、 昔、 付近の 人た ちが 安産 を 祈って、 ほうき 一本 を 献納し、 また 子どもが 生まれる と 感謝の 

しるしに 一本の ほうき をた てまつ ると いう 習俗が 伝えられ てきた。 この 風習 は 今 は 見られ なくなつ たが、 地元の 

永 留久恵 氏に 調べて もらった ところ、 仁 位の 近くの 久 田の 志々 岐 神社で は、 今でも 安産 を 願う 人た ちが、 ほうき 
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を あげて 参拝す るそう である。 志々 岐 神社 も 豊玉姬 を まつる。 これらの 風習 はとう ぜん 『古語 拾遺』 の 文章 を 思 

い 出させずに はおかない。 すなわち、 海神の 娘の 豊玉 姫が まさに 子ども を 生もうと して、 海浜に 産屋 をた てた と 

き、 産屋の 中に 力 二が 入り こんで きたので、 天 忍 人命が ほうき を こしらえて 力 二 を 掃き出し たという 話で ある。 

天 忍 人命 は、 五島 列島の またの 名で ある 忍 男と 関連が あるか も 知れない。 対 馬で は 木 坂に も 海 神宮が ある。 

ここで は、 衣類 や 穀物 を 収蔵す る 納屋 を 産 小屋に あてて、 そこで 子ども を 産む 風習が あった ことが、 江戸時代の 

記録に 見えて いるが、 今でも 木 坂の 老婆に 聞く ことができる。 

ところで、 安曇 氏と いえば、 だれし も筑 前の 志 賀島を 思い浮かべる。 万葉集 巻 十六に は、 対 馬に 米 を 輸送す る 

途中、 難破して 死んだ 志賀 島の 海人の 荒 雄の こと を 詠んだ 歌が ある。 また、 安曇 氏が 代々 まつって きた 志 賀海祌 

社で おこなわれる 正月 二日の 神事の 際に は、 神 功 皇后の 三韓 出兵の 折、 対 馬の 紫の 瀬戸に 停泊 中、 狩 狐 をた のし 

み、 牡鹿の 角 を 切り取って 志賀海 神社に 奉納した という 筋書きの 謡が うたわれる。 

これ を も つ て も、 志賀 島の 海人と 対 馬との 関係 を 知る ことができよう。 

安曇 氏の 足跡 は 信 州の 山奥 ふかく 入り こんでいる。 私 は 上田 市に ある 生 島 足 島 神社 をたず ねたと きに、 この 神 

社の 神職の 一族の 中には、 神社の 池に いる 鯉 を 取って 食べた という かどで、 身に 鱗の ある 者が 出て きたので、 鯉 

を 食べて はならない といわれ ている こと を 聞いた。 これ は あとでつ けた 理由であって、 もともと は 蛇の 鱗 を もつ 

者が 生まれる という 伝承が あり、 それが いつのまにか 変形した にちがいない。 私が そう 考えた 理由 は、 この あた 

りが 蛇の 子孫と 称する 泉 小次郎 伝説の 本場 だからで ある。 

もう 一 つ は 生 島 足 島 神社が 大 八洲の 霊 を まつる という ことに ある。 この 神社と おなじ 性格の 神社が、 難 波の 海 

辺に ある 生国 咲 国 魂 神社であって、 そこで は 八十 島 祭が おこなわれ、 島々 の 霊 を まつった。 ところが その 近くに 

安曇 江と いう 地名が あって、 そこ もみ そぎの 場所と されて いた。 したがって 安曇の 海人の 風習が 生国 咲！： 魂 神社 
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に 反映した。 そうして 同系の 神社が 信 州に もちこまれた ときに、 安曇 氏に まつわる 蛇の 鱗の 伝承 もつ いてきた と 

考える ことができる かも 知れぬ。 

おなじ 信 州に は 安曇 郡が あり、 安曇 氏の 祖神を まつる 穂 高 神社が あるが、 同 神社の 祭典の ときには、 神官が 二 

十一 日間の 水 添 離 をと つて 身 をき よめ、 穂 高 岳に のぼって 蛇 を 見つけて 帰社し、 盛大な 祭典 をい となむ。 そして 

氏子に はかならず、 脇の 下に 鱗の ある 者が 生まれる という 伝承の ある こと を 中 山 太郎は 報告して いる。 
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数年 まえ、 はじめて 私が 沖繩に 旅行した ときに、 石垣 島で 出会った 五十 がらみ の ユタ (巫女 = みこ) から、 私 

はふし ぎな 話 を 聞いた。 後生と は 沖繩で 来世と か 他界と か を 指す 言葉で あるが、 その ユタ は 両手 を 広げた ような 

かっこうで 空 をと び、 後生との あいだ を 往来 するとい う。 後生に は 警察 も あれば 学校 も あり、 この 世で 警官で あ 

つた もの は 後生で も 警官で あり、 教師であった もの は 後生で も 教師で あると 私に 告げた。 そして この 世に 葬式が 

あるのと 同様に 後生に も 葬式が あると も 言った。 つまり、 後生に はこの 世と 寸分ち がわない 光景が 展開 するとい 

うのであった。 

この 話 は 私の 関心 を 引いた。 その あと、 ある 考古学者の 書物 を よんで いたら、 沖 繩の最 西 端で 台湾に 近い 与那 

国 島で 聞いた 話と して、 五月 五日の ハ ー リ ー 船の 競 舟が おこなわれる ときには、 後生で もハ ー リ ー 船の 競 舟が お 

こな われて いると 島民 は 信じて いる、 と 述べて あった。 また やはり 沖 繩の宮 古島で 調查 をした ときに、 ある 老婆 

の 話から、 この 世の 太陽と 同様に、 後生に も 太陽が ある こと を 知った。 それ を 後生 太陽と いう。 「て だ」 と は 沖 

繩で 太陽 を 指す 語で ある。 このよう にして この 世と 来世と がまった く 相似の 世界で あると いう 事実 は、 私の 興味 
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を そそらずに はすまなかった。 南 島で は 死後の たましいの ゆく 場所 を 海の かなたに 想定して、 そこ を 二 ライ カナ 

ィと 呼んで いると ころが ある。 だから、 後生 は 二 ライカ ナイと おなじ ものと 考えて 差しつ かえない。 南 島の 後生 

は 「後生 をね がう」 という 仏教 用語と 文字 はおな じで も、 その 内容 はまった くちが う。 南 島人の 後生 もしくは 二 

ライカ ナイ は、 仏教 渡来 以前 の 日本 本土の 死後の 世界で ある 常世に 相当す る。 

こうした 次第で、 私 はこの 世と 常世と がまった く 相似で ある だけでなく、 価値 を ひとしく する 二元的な 世界 を 

構成す る ものであると 考えて みたので あった。 古代人 は、 人間の 誕生 を 他界に いる 祖霊 のよ みがえ り、 すなわち 

再生と みなした の だから、 現世と 来世と が 等価 値で ある 必要が あった。 そして 等価 値で あるた めに は、 この 二つ 

の 世界が 相似形で あるのに 越した こと はない。  一 

たとえて みれば、 現世と 常世と は 一 つの 事物、 一 つの 現象 を そのまま そっくり 写す 合せ 鏡と して 存在す るので 

あった。 ただ 古代の 思惟の 中で、 現世と 常世との ちがい は、 常世 は祖 霊の 住む 島と いう だけでなく、 穀物 や 果物 

がいつ も 実ってい ると おもわれ ていた。 「世」 と は 今日で も 南 島で 穀物の こと を 意味す る。 そこで、 常世と は穀 

物の 常 熟する ところと いうの が 原義で ある。 そこから して 海の かなたから 祖霊 神が 現世に 豊熟 を もたらす という 

信仰が 生まれて くる。 

だが 海の かなたに 思慕す る祖 霊の 国が あると いう 信仰 体験が ようやく 色 あせる と、 常世と いえば 不老不死の 理 

想郷、 つまり ュ ー ト ピアで あると いう ふうに 変わった。 古事記 や 日本書紀に タジマ モリが トキ ジクの カグの 木の 

実、 つまり タチバ ナの実 をと りに 海の 彼方の 常世に いった、 という 記事が あるが、 トキ ジクと は 絶えずと いう 意 

味で、 香りの 高い 柑橘類が たえず 実る 島が 常世で ある。 海底の 常世で ある 竜宮で くらした 浦 島 伝説 を みれば、 常 

世 に は 時間の 流れが 停止 している ことが わかる。 

このように 常世が ュ ー ト ピア ふうに 考えられ はじめた という こと は、 現世と 常世と が 相互に 規定し 合い、 おな 
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じ 価値 を もっと 思われて いた 二元論の 世界が くずれた こと を 意味す る。 ュ ー ト ピアで ある 常世 は まぼろしの 理想 

郷 であり、 到達で きない 架空の 存在と して 扱われる ようになった。 それまで 現世の 王 は 常世の 神にたい して 充分 

の 敬意 を 惜しまなかった。 だが、 常世 を祖霊 (妣) の 国と みなす 信仰が うすらぎ、 現世の 王の 権力が 増大す ると、 

常世の 神 を 無視す るよう な 態度 さえみ えてき た。 

現世と 常世の 一 元 論の 明確な 規範が うしなわれ、 古代の 天皇 は 現世の 権力と 常世の 神聖な 権威の 双方 を 体現す 

る 絶対者と なった。 彼 は 現世の 権力 を 意の ままに する だけでなく、 常世 さえ 支配しょう という 欲望 を 持つ。 海の 

彼方と はいえ 手の 届く 近 さに あった 常世 は、 国家の 領域が 拡大 するとと もに、 国家の 四 境にまで しりぞけられた。 

常 陸、 出 雲、 土 佐な どが 常世の国と おもわれる ようになった。 すなわち、 古代 王権の 神聖 観念が 強化され たと き、 

日本人の 常世 観の 退化 はい つ そうの 拍車 を かけられ たので ある。 これが 記紀の 中に 私たちの たどる ことので きる 

常世 観のう つり 変わりで ある。 

生者と 死者と が 均等な 世界 を 双方に もっとい う 世界観に ひびが 入った。 杵は 決定的に 現世に かたむき、 他界よ 

り はこの 世の 意味の 方が 重くな つた。 死者 は 忘れられ、 生者から 疎外され た。 日本人の 死生観 も 跛行せ ざる を 得 

なくなった。 現世と 他界との バランスが 生者に 重く 死者に 軽くな つたと き、 その アン パランスな 死生観に たいす 

る 異議 申し立てが 死者の 側から 起こった の は 当然で ある。 死者の 復権 を 生者に 要求す る 御霊 信仰が、 帝王の 絶対 

的 権力の 確立され た 奈良時代の 前後から 始まる の は 注目すべき ことと 私 は 考える。 それ は 一 元 的 世界に 君臨す る 

絶対 君主の 神聖 観念に 対抗して、 二元論 的 世界へ 復元した いという 歴史の 底 を 流れる 衝動の あらわれ であり、 歴 

史の 自己 修正 運動な ので ある。 アンバランスな 死生観 を 是正した いという 死者の 強烈な 衝動 は、 もともと： i^, と 死、 

現世と 他界と がお なじ 価値 を もってい たこと を ネガ チブな 形で 物語って いる。 死者の 要求の 背後に は、 歴史の 表 

面から 姿を消した ようにみ えても、 なお 抹殺され てし ま つ たわけで ない 他界と しての 常世が よこたわ つてい るの 
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である。 

このように みれば、 常世の 思想 は 今日の 私たちが 考える ほどに 迂遠な 問題で はない。 現に、 奄美 ゃ沖繩 では、 

海の 彼方の 神へ の 信仰 や 祭り は 日常の 風景と して あり、 一一 ライカ ナイ や 後生の 思想 はき わめて 濃厚な 形で まだ 残 

つてい る。 それが 原始の 昔から 今まで つづいて いるの は、 南 島 を 支配して きた 在 地の 権力 機構が 日本の 本土 ほど 

に 強力でなかった ことがあ げられ よう。 ともあれ、 常世の 思想が 日本人の 世界観の 原点で ある こと を、 私 はかた 

く 信じて いるので ある。 
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よみの 国へ の 通路 一 


黄泉の国への 通路 は、 古事記で は 黄泉 比 良 坂と いう 語で 表現され る。 奄 美の 方言で は、 「よも」 は 醜い という 

意味で 「よも づら」 といえば、 いやな 顔、 醜い 顔の ことで ある。 また 「よも 口」 はい やな 口つ き、 にく たれ 口の 

こと だ。 だから 「よもつ 醜女」 という 語 は そのまま、 みにくい 女と いう ことになる。 「ひら」 は奄美 方言で は、 

傾斜面 を 指す。 ひら 道 は 坂道で ある (金久 正 『奄 美に 生きる 日本 古代 文化』)。 そうだと すると、 黄泉 比 良 坂と いう 語 

で 表わされる 黄泉の国への 通路 は、 醜く いやな ところへ ゆく 坂道、 という こと を 意味して いる。 

生者に とって、 もっとも 醜く、 いやな ところ は 死の 国で ある。 死体 は 腐れ、 蛆 がその 上に たかり、 死臭が 満ち 

ている 世界の ことで ある。 そして その 国への 入口 は、 山の 斜面で あると 古代人 は 考えた。 

沖繩に ゆく と、 山の 斜面に 洞窟が 口 を 開いて いる。 横穴の 入口に は 珊瑚礁の 石が 積んで あるが、 中 を のぞきこ 

むこと はでき る。 昔 は柩を ここまで 担ぎ あげて 洞穴の 中に 捨てた のであった。 私が 宮 古島の 島 尻と いう 部落の 山 

でみ た 洞窟 はそう した ものの 一 つで、 中には 白骨が 散乱して いた。 そして 特徴 的な の は、 その 洞窟が 神の 島で あ 

る 大神島 を 向いて いる ことであった。 山の 斜面の 洞穴の 入口の 積 石の あると ころが、 現世と 他界との 仕切りで あ 
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る 黄泉 比 良 坂に 相当す るので ある。 そして その 仕切り は 気が るに またいで 越える ことので きる 位の もので あり、 

死者の 近親者 は、 死者の すがた を いつでも 外から のぞき 見す る ことが 可能であった。 古代の 日本人に とって、 黄 

泉の 国と この 世との 壁 はけつ して 厳重ではなかった。 

古事記で ィザナ ギがィ ザ ナミの いる 黄泉の国 を 訪問した の はそう した 背景の 下であった こと を 考えねば ならな 

い。 もともと 死者の 国は宮 古島の 島 尻の 例で も 見る ように、 部落の 近くに あって、 いつでも いこうと おもえば そ 

こにいけ た。 地 先の 小島が あると ころ は、 そこに 死人 を 捨てに いった。 だから そこが 死者の 島で あり、 黄泉の国 

なのであった。 これ は沖繩 だけでなく、 奄美も 日本 本土 も 例外ではなかった。 

だが 日本 本土で は、 大和 や 伊勢に たいして 出 雲が、 暗く、 じめじめした 根の 国 だとい うこと になる と、 古事記 

の 中で 黄泉 比 良 坂 は 出 雲 国の 伊賦夜 坂と 考えられる ようになった。 これ は 現在の 島根県 揖屋町 付近と されて いる。 

黄泉の国 も沖繩 のよう な 自然 洞窟で はなく、 屍体の 柩を 置く 玄室を もった 横穴 式 古墳 を 彷彿させる ように 変化す 

る。 ィザ ナギの 黄泉の国 訪問に 見られる ように、 玄 室と 外界と をつな ぐ 羨 道が 黄泉の国への 通路に あたる。 

出 雲で は 島根 半島の 日本海に 面する ところ を 「浦」 と 呼んで いる。 この 「浦」 は 海岸線の 出入りが 多く 洞窟 も 

少なくない。 宇賀の 郷の 北の 海の 浜に、 脳の 磯と 呼ばれて いると ころが ある。 この 磯の 西の方に 窟 戸が あり、 高 

さと 広さと は それぞれ 六尺ば かり、 岩窟の 内部に 穴が あるが、 人 ははい る ことができない。 どれほど 深い かわか 

ら ない。 夢の 中で この 磯の 岩屋 近くまで いった もの はかならず 死ぬ。 だから 世人 は 昔から 今にいた るまで、 これ 

を 黄泉の 坂、 黄泉の 穴と 呼びなら わして いる。 

この 『出 雲 風土記』 に 述べられた 場所 は、 猪 目 湾の 西側の 波の 洗う 海ぎ わに あり、 猪 目 洞窟の 名 を もって 知ら 

れ ている。 昭和 二十 三年に この 洞穴から 人骨 十数 本の ほかに、 繩文 期から 弥生 • 古墳時代に いたる 遺物が 出土し 

たという。 昭和 三十 七 年に は、 この 猪 目 洞窟から 東へ 三十 キ 口 はなれた 恵 曇の 海岸で 弥生 前期の 人骨が 発見され 


た。 それ は 頭骨の くぼみの 具合から 四 センチ 足らずの 銅製 円 板 を 額に 付けて いた 呪術 者と 推定され た。 そこで、 

さきの 猪 目 洞窟で 発見され た 人骨 も、 あるいは 巫女でなかった かと 推定す る 向き も ある。 恵 曇から さらに 東に 十 

数 キロの 海岸に は 加賀の g 戸と 呼ばれる 洞窟が ある。 ここ は 佐太大 神が 生まれた と 伝えられる ところで ある。 こ 

の 岩窟に 母 神が 黄金の 矢 を 射通して 佐 太 大神は 出生した というから、 それ は 母の 胎を 意味す る もので あったろう „ 

沖繩の 亀甲 墓 は 母胎に かたどった とみな されて いる。 じつに 誕生 も 母の 胎 から 出て 母の 胎 にかえる ものと 古代の 

日本人 は 考えて きた。 

中 Bf では 太陽 は 東の はしの 洞窟から のぼり、 中天 高く かがやき、 そして 島の 西の はしの 洞窟に 沈む と 信じられ 

ている。 沈んだ 太陽 は 足元の 大地の 底、 あるいは 海の 底 をく ぐって、 また 東の 空に のぼる。 そこに 死と 再生が あ 

り、 それが 人間の 誕生と 死の 観念 を 生み出し たので ある。 だから こそ、 洞窟 は、 海の 果て あるいは 地の 底に ある 

と考えられる 黄泉の国への 通路で あつたの だ。 
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日本人の 信仰の 原点 


日本 民俗学の 二人の 巨人、 柳 田 国 男、 折 口 信 夫が 生涯 をつ いやして 追求した の は、 日本人の 信仰で あり、 その 

原点と しての 「常世」 であった。 常世 こそが 日本人の 血に もっとも 深く くい 入る 意識であって、 それに くらべる 

と、 他の 問題 はすべ て 派生的な 枝葉に すぎない こと を 柳 田 も 折 口 も 告げて いるよう に 私に は 思われる。 常世と い 

うことば を 口にする とき、 幾千 年 かに わたる 時間 はとつ ぜん 切り さかれて、 私たち は 歴史の 川床が 一瞬に して 見 

える ような 気がする。 常世の 問題 は 理性 だけで はなく、 魂の もっとも 奥深い 部分が 共鳴し ないで はすまない 全存 

在に かかわる 問題と して、 私 もまた 私な りに 関心 を 抱いて 今日に いたって いる。 

常世 は 他界と いう 点から みれば 他 民族と も 共通の 主題で ある。 しかし、 一 方で はき わめて 日本的な 主題で も あ 

る。 というの も、 他界 を 海の 彼方に 求める 民族 は かぎられて いるから である。 海上 他界 を 信ずる 民族の 中に あつ 

て も 常世 はなお 特殊で ある。 常世に たいする 郷愁と もい える ほどの つよい 係 恋が、 他 民族の 海上 他界 観に もみら 

れ るかうた がわし い。 

常世 はじつ に 日本人の 信仰の 原点で あるば かりで なく、 日本人の 文学 意識の 原点で もあった。 ィザナ ギはィ ザ 
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ナミ をョ ミの 国に たずねて 追い返され、 スサ ノォは アマ テラスの ために 追放され て 泣きながら 根の 国に 下りて い 

つた。 トヨタ マ ヒメ はお 産 をして いる 光景 をヒ コホホ デミに のぞき 見され たという ので、 怒って 海 神宮に 去って 

いった。 この 三つの 神話と も、 男の 方が タブ— をお かした かどで、 男女の 間に 葛藤が 生まれ、 疎外と 隔絶が 引き 

起こされる という 内容の もの だが、 それ はまた 現世と 常世との 対立と みる こと もで きる。 

常世 は r ョミの 国」 であると ともに 「根の 国」 であり、 また 「海 神宮」 ともみな されて いる。 その もっとも 感 

動的な 表現が 「妣の 国」 という 語であろう。 妣の 国と は、 去って いった 自分の 母親の いると ころ、 または 祖 霊の 

住む 場所の ことで あり、 常世の 別名に ほかならぬの であるが、 失われた 楽園への なげき を あらわす のに もっとも 

適切な 語で はない か。 それだけに 常世 は 一種の エディ ブス. コンプレックス として、 日本人の 意識の 中に くり 返 

し、 ひそかな 旋律 を かなでる ので ある。 かくして 日本に おける 「悲劇の 誕生」 は それまで 往来 可能であった 現世 

と 他界との 断絶から はじまる という ことができる。 日本の 古代人が、 国 生みの すぐ あとに このような 不幸な 意識 

の 裂け目 を 経験し、 それに 先立つ 世界への 郷愁に 身 を まかせて いる ことに、 私 は 注目す る。 その 郷愁の 名残り は、 

今日、 若者 もま じ つ てお こなう 三月の 雛 流し や 盆 行事の 灯籠流し にも まだ 見る ことができる。 

では エディ ブスと は 誰か。 古事記 や 書紀が 編纂され たと き は、 強大な 父権に たとえる ことので きる 古代 専制 君 

主が 出現して いた。 その 祖型 はすで に 雄 略 帝にまで さかのぼる ことができ るが、 雄 略 帝の ころ を 境目と して、 ^ 

世の 権威と 現世の 権力が 均衡 をく ずして いく。 世俗の 権力 をに ぎる 帝王の 地位が 増大す る 結果、 袓霊 である 常世 

神の もつ 神聖な 権威 ははぎ 取られて、 世俗の 権力者で ある 帝王の 衣と して まといつ けられる。 

かくして 古代の 帝王 は 権力と 権威 を 一 身に あわせ 持つ ことになる。 現世と 他界との 均衡の 上に きずかれた 二 元 

的 世界観 は 破たん し、 現世に だけ 関心が 集中 するとき、 血で 血 を あらう 権力闘争 は 不可避で ある。 天 武* 持統帝 

の 時代から 奈良時代に かけて、 その もっとも 集約され た 激烈な すがたが 見られる。 それ はまた 現代 社会に おける 
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他界 意識の 欠如と もつな がって いる。 眼に 見える きらきら しい 世界に のみ 心 を うばわれ、 眼に 見えない 世界へ 心 

を ひそめる こと はなくな つた。 こうして 私たち は 今、 日本に おける 伝統的な 世界観の 危機に 立ち会う。 

常世 は 古代に だけ あるの か。 そうで はない。 常世に なぞらえられる 信仰が 南 島で は 二 ライカ ナイへの 信仰と し 

て 今日まで つづいて いる。 奄 美の 海 村で は 稲 魂 (穀 霊) を 二 ライカ ナイから 引きよ せる 行事が あるし、 沖 繩の八 

重 山で は祖霊 神が 二 ライカ ナイから や つ てきて 豊作 を もたらす という 祭が ある。 

日本人 は 本土と 南 島と を 問わず、 海の 彼方へ きき 耳 をた て、 あこがれ、 期待な しで は 生きられない 歴史 を もつ 

ている。 とすれば 常世 は 日本人に とって 宿命的な 幻影と して、 これから も 消滅す る こと はない。 それ はま さしく 

「日本人の 条件」 なので ある。 しかも 死者 は 忘れられ、 常世 あるいは 二 ライへの 思慕 を ひめた 海 はけが されて い 

る。 日本の 国土の 破壊 は 日本の もっとも 根源 的な 世界観の 破壊に つながる。 そして その 逆 もまた 然り である。 

柳 田 国 男と 折 口 信 夫 は、 民俗学の 課題 を 追求す るに あたって、 心の奥 ふかく そのこと を 感じて いたのであった 

ろう。 でなければ 八十 幾 歳の 老齢で、 柳 田が 『海上の 道』 に 取り組み、 折 口が 死の 前年 『民族史 観に おける 他界 

観念』 を 弟子に 口述筆記 させた という 事実の 説明が つかなくなる。 そして 柳 田が 死んで から 十 年、 折 口が 死んで 

から 二十 年、 彼らの 投げ かけた 常世の 問題 は その 光芒 を ひろげて いくかに 私に は 見える。 私 もまた 常世の 問題 は 

日本人の 信仰 を 明らかにする ための 最 重要な 課題で あると いう 認識の 上に 立って、 全国 各地 を あるき、 私な りの 

手 さぐり を はじめて いる。 柳 田と 折 口の 学才に よっても 常世が すべて 解明され たわけで はない。 その 証拠に は 柳 

田と 折 口 は 常世の ィメ ー ジ につ いても つ とも するどい 対立 を 示して いるので ある。 人 は あるいは 言う であろう。 

他界と 死者の 復権 を 目指す こと は ナショナリズムへの 危険と つながる ので はない かと。 だが 常世に ついては、 そ 

のよう な 懸念 は 無用で ある。 なぜなら 常世 は 開かれた 世界観に 向かう もの だからで ある。 


ひさ ご 


天空が ひさ ごの 形 をして いると いう 伝承 は 中国の 南部から 東南アジアに かけて 流布す る 古代の 信仰であった。 

中国の 古代 神話に は、 大 洪水のと きに 大きな ひさ ごの 中に かくれて いた 二人の 兄妹 だけが 生きの こったので、 伏 

羲と 名付けられた、 という 話が ある。 伏 羲とは ひさ ご を 指す といわれ ている。 また 盤 古神 話の 起源 も、 盆で ふた 

をした ひさ ごの 中に 入った 虫が 竜 犬に 変わったと いうので、 槃瓠と 呼ばれる ようになった という。 槃は 盆の こと 

でのち 盤と なる。 瓠は ひさ ごの ことでの ち 古と いう 字に 変わった。 これ は 袁珂の 『中国 古代 神話』 の 伝える とこ 

ろで ある。 

高木 敏雄 は、 室町 時代の 草子 類に 『天 稚彦 物語』 が ある こと を 紹介して、 天 稚彦の 妻が 一夜 杓に 乗って 天空に 

ひさ ご  ， 

のぼった ことに 留意し、 一夜 杓の 杓と あるの は、 ひさ ごのと くべつに 大きい もの か、 珍しい もので、 ちょうど：^ 

戸の つるべみ たいな もので はない かと 論じて いる。 

朝鮮の 羽衣 伝説に も、 天上から ひさ ごの つるべが fj れ 下がって いて、 それで 天女た ちが 水 を くんだ と あるが、 

それと 関係が あると 思われる。 丹 後の 峰 山の 羽衣 伝説で は、 天女が 夕顔 (ひさ ごの 一種) のつ る をた よりに 天に 舁 
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ると いう 話 を 私 は 現地で 聞いて いる。 『風俗 問 状 答』 に は 峰 山 周辺の 村で は 八月 二十 六日の 神社の 祭礼のと きに、 

ササバ ヤシと 称して ひさ ご を笹で 包んで 長い 竹に さし、 この 竹 を 赤、 青、 白の 紙で 包んで 持ち あるく と 述べて あ 

ひさかた あめ はした て 

る。 このように、 ひさ ごと 天空との つながり はま ぎれ もない。 r 瓠 葛の 天の 梯建」 という 『続 日本 後紀』 の 言葉 は、 

そのまま ひさ ご の蔓が 天空に のぼる はしごで あ つ たこと を 物語 つてい る。 

対 馬 や 五島で は ひさ ご をハケ という。 これ は 朝鮮語の パカチ に 由来す る。 対 馬で はお 盆の ときには その実 を 吸 

い 物にする。 もちろん 日用の 容器に も 使用す る。 十五 世紀末の 琉 球の 与那国 では 水 をく むのに も 酒 を容れ るに も 

ひさ ご を 用いて いた ことが、 朝鮮人の 漂流者に よって 報告され ている。 この 漂流者た ち も 難破した 舟の 水 をく み 

出す のに、 ひさ ご を 使用して いる。 済 州 島で は、 ひさ ご を 半切に した ひしゃくで、 魚 をす くう。 また、 網に つけ 

るう きに も ひさ ご を 使用す る。 

対 馬で 聞いた 話 だが、 ひさ ご を 半分に ひき 割ったら、 その 片方 は 誰か 他人に 与えねば ならぬ とされて いる。 こ 

れは ひさ ごが 物 を 容れる 器と いうに とどまらず、 そこから 人類が 生まれた という 伝承 を もつ たましいの 容器で も 

ある こと を 暗示して いない か。 空 也の 徒が ひさ ご をたず さえて 念仏 踊り をす るの もこの ことと 関連が あると 思わ 

れる。 

興味が あるの は豊後 臼杵の 祇園祭に ひさ ご を 頭に つけ、 ひさ ごの 模様の ついた 着物 を 着る 風習の ある ことで あ 

る。 これ は 八 坂 神社の 祭礼に も 同様の ことが おこなわれ たようで、 臼杵 から はじまった のか もしれ ない。 久 多羅 

木 儀 一郎 氏の 「臼 杵 祇園 神 幸 祭 年表」 によると、 この 臼杵 祇園の 神事が はじまつ たの は 寛 永 十九 年 (一六 四 二 年) 

のこと であり、 その 祭礼に ひょうたん 冠り が はじまつ たの は、 それから 下って 寛 文 八 年の ことと なって いるので、 

こ の 神事 を 古く さかのぼらせる こと はでき ないか も 分からない。 

しかし この 祭礼 をお こなう のが 臼杵の 津留に 居住す るシ ャァと 呼ばれる 家 船の 連中で あると いう 事実に 注目し 


て、 羽 原又吉 はこれ を 南中 国の 蛋民 とつ なげて 考えようと している。 すなわち シャァ は 平家の 車 を 守る 舎 人から 

きたと いう 俗説 を排 して、 福 建 省に 多い 畲と 呼ばれる 種族との むすびつ きを 推察す る。 この 畲 人に は 藥瓠の 子孫 

という 伝承が あり、 犬の 子孫で あると 自称して いると いう。 そこに はまえ にの ベた、 盤 古神 話の ひさ ごが また あ 

ら われる ので ある。 果して 豊 後の シャァ が 中国 南部の 海人の 分流で あるか、 それ をつ きとめる すべ はも はやない 

であろう。 

しかし、 ひさ ごが 南中 国 を 経由して、 九州と 朝鮮 南部に 渡来した という 植物学 者の 説が ある 以上、 ひさ ご を 宇 

宙 とみな し、 人間 も そこから 生まれた とする 世界観が 伝わらなかった はず はない。 福 建の 會人は 犬 頭 始祖の 説話 

を もってお り、 それ はわが 隼 人に つなが つ ている と 私 はお もつ ている。 


ひょうたん は、 東洋人が とくに 愛した 器物ら しい。 『荘 子』 の 中には、 あまり 大きす ぎて 水 を 入れる にも 水 を 

く  ひさ ご 

汲む のに も 役に立たな いが、 それ を 湖に 浮かべ て 人間が 中に 入 つてた のしむ ことので きる 大きな 瓠の 話が 出て く 

る。 『徒然 草』 にも、 唐土の 許 由と いう 隠士が 山中に かくれて くらして いたが、 木の 枝に かけた ひさ ごが 風に 吹 

かれて 鳴る のが やかまし いと 捨てて しまった 故事が 紹介され ている。 「いかばかり 心のう ち 涼し かり けん」 と 兼 

好 法師 は 注して いる。 無 一 物 を 理想と する 隠士の さいごの 所有物が ひょうたんだった という わけで ある。 

室町 時代の 画 僧で ある 如 拙の 瓢鮎図 も 有名な 絵 だが、 そこに も ひょうたんが 描かれて いる。 ひょうたんで なま 

ず (鮎 = 鯨) を 押えても なかなかつ かまらない というの が 画題と なるとい うの は、 西洋人に はお そらく 理解で き 

ないだろう。 

このような ひょうたん に対する 東洋人の 偏愛 は、 どこから きた ものであろう か。 すべて 合理的で、 実際的で な 

ければ、 有効性 を もち 得ない とする 西洋 思想に 対する 反 措定の 感情が わ だか まっている のであろう か。 あるいは、 

ひょうたんの 中身が 空っぽで ある ことが、 とくに 虚を 愛する 東洋人の 気に入 つたので あつたか。 
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こうした 設問の 前に 私 は、 ひょうたんが 東洋人に とって 不可欠の 日用の 器であった 事実 を 力説したい。 この こ 

と は、 韓国に 旅行 するとよ くわ かる。 どこの 家庭で も、 ひょうたん をた て 割りにし たもので、 水 を 汲んだり、 米 

を 量ったり している。 ひょうたんの 一部に 穴を開けて 穀物の 種子 を 入れて 貯蔵して いる 家 も ある。 こうした 水 汲 

みの 用具と しての ひょうたん は、 最近 は プラスチック 製の ものに 変わって いる。 しかし、 その 形 は 昔 さながらの 

ひょうたん をた て 割りにし たものと 寸分ち がわない。 私 は それ を 見て、 朝鮮人の 民族 伝統の 強固 さに 敬意 を 抱か 

ざる をえ なか つ た。 

済 州 島 は、 海女が 今日で も 活躍して いる 島と して 知られて いるが、 私が その 海女の 村 をお とずれ たと きに も、 

つ い 最近 プラス チ ッ ク 製の 球に とりかえられ るまで は、 ひょうたん を 海女が 小 休息 するとき の 浮 子に 使つ ている 

こと を 知った。 

つまり、 そこで は ひょうたん は 浮袋の 代用と なって いる。 朝鮮の 『三 国史 記』 という 古書に は、 瓢 公が 海 を 渡 

つ て 倭 国から や つ てきた という 記事が 載って いるが、 これ はお そらく ひょうたん を 腰の まわりに つけて 浮袋の か 

わりにした 人間が 海 を 泳いで 渡って きた こと を 伝えた ものであろう。 そうした 人物 を瓢 公と もっともらしく 名 付 

けた だけの ことで ある。 

ところで、 済 州 島で 海女が 使用した ひょうたん は、 まんまるな 形で、 日本人の 私たちが 考える ひょうたんと は 

まるでち が つ ている。 フ ッ トボ ー ル 程度の 大きさの 球 を 想像して いただければ よい。 

おなじ ひょうたんで ありながら どうして このような 形の 差異が 生じて いるの か、 私に はよ くわから ない が、 お 

なじ ひさ ごの 類で も 夕顔な のか も 知れない。 

日本の 海女 は、 志 摩で も どこでも 桶 を 浮 子の かわりに 使用して、 ひょうたん を まったく 使わない。 

私 は 済 州 島の 海女の 使用した まるい ひょうたん を 見た とき、 新羅の 初代の 王で ある 赫居 世が 生まれた 時の 叙述 
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を 思い出した。 『三国 遺事』 によると、 赫居世 は 大きな 紫色の 卵から 生まれた が、 その 卵 はまる で瓠 のよう だつ 

たと 記されて いる。 どうして、 大きな 卵が ひさ ご に似てい ると いうの か、 私 は 済 州 島の 海女の 使用す る ひょうた 

んを 見て はじめて 久しい 間の 疑問が 氷解した のであった。 

朝鮮の 神話 や 伝説に は、 人間が 卵 やひよう たんから 生まれた という 話が 多い。 これ は、 東南アジアまで ひろが 

つてい る 説話で あるが、 日本に は 数す くないの が 特徴で ある。 朝鮮語で は、 天と か 空の こと を ハナ ル とか ハ ヌル 

とか 呼んで いるが、 これ は ハン • アル、 つまり 大きな 卵と いう 意味 だとい う 話 を、 韓国の 民俗学 者から 聞いた こ 

とが ある。 

その 民俗学 者の 説から ヒント を 得て、 新羅の 円墳 は 卵 を かたどつ たもので はない かと 私 は 想像して みたが、 果 

たして 新羅の 首都 慶 州の 一 五 五 号 填の 中から 卵の殻が 二十 数個 出土して 人び と を おどろかした。 それ は、 死者が 

再生 を 願う 気持ちの あらわれ であると 解され ている。 とすれば、 日本の 前方後円墳 は ひょうたん を 模倣した もの 

では あるまい か。 この 前方後円墳 を 横から 見る と、 まさしく、 ひょうたん をた て 割りにした 形な ので ある。 再生 

へ の 願望の 強烈であった 古代人 は、 自分の 墳墓 を ひょうたん 型に なぞらえた のであった。 

今日で も 韓国で は、 死者の 棺を 家の 中から かつぎ 出す ときには、 かならず ひょうたん を 足で 踏んで いくとい う 

が、 それ もお なじ 死者 再生の 欲望 を 死者の 近親者が 代行した ものであろう。 日本で も、 東北の 遠 野 地方で は、 新 

盆の 家で は 墓のと ころに ひょうたん を 備え、 その 中に 死者の 魂の 入る こと を 願う ので ある。 

ところで 『三国 遺事』 に は、 きわめて 興味の ある 記事が 載って いる。 それによ ると、 元 暁 大師と 呼ばれる 僧が、 

たまたま 役者が 大きな ひよ うたん を まわして もて あそんで いるの を 見た。 そこ で 自分 もお なじよう な ひ ようたん 

の 道具 を こしらえ、 それと 一緒に 歌 も 作り、 これら を もって 多くの 村落 を 歌い 踊って 歩き まわり、 教化に 心がけ 

たので、 無 教養な 連中 も 仏陀の 名 を 知り、 南無と いう 念仏の 称号 を 唱える こと を おぼえた、 という 話で ある。 


273 魂の 容れ物 ひ よ う たん 


この 話 は、 ただちに わが 空 也 上人 を 思い出す であろう。 空 也 もまた ひょうたん を 手に たずさえ、 踊り 念仏 を 村 

から 村へ とひろ めて 歩いた 人物ではなかった か。 もちろん、 元 暁 大師の 時代と 空 也の 時代と は あまりに かけ はな 

れ ている。 しかし、 両者の 一致 を 偶然と 見す ごす こと はとうて いでき そうにない。 

ちくじょう 

空 也 踊と いう 言葉が あり、 また 空 也 忌に は 竹 杖で ひょうたん をた たきながら、 念仏 をと なえて 京都の 市中 を ま 

わり あるく という 習慣が 受けつ がれて きている。 

中世 日本の 念仏の 聖 のこと について は、 五来 重 氏の 研究で 明らかで あるが、 日本と 朝鮮との 関係に ついての 指 

摘 はいった いどうな つてい るので あろう か。 おそらく、 そこに は 未踏の 研究の 余地が 残されて いる はずで ある。 

ひじり という 概念 もけ つして 日本 独特の もので はない ことが、 すくなくとも、 さきに かかげた 記事に よって 知ら 

れ るので ある。 

すなわち、 聖の もつ 遊行 性 や 隠遁 性と いう もの は、 日本の 僧侶の 独占ではなかった。 この こと を 知る とき、 も 

う 一度 ひょうたんの 問題が 大きく 浮かび あがって くる。 すなわち、. ひょうたん は 宇宙の シンボル であり、 魂の 容 

れ物 であり、 そして 再生の 道具な のであった。 それ をたず さえて 歩く ことに は 深い 意味が あつたの である。 
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」 まご 


私 は 今年 (一九 七 五 年) の 春に 対 馬に 渡った。 対 馬に は 二週間 滞在した が、 その 間中、 私 は 鈴 木棠三 氏の 『対 馬 

の 神道』 という 書物 を もちあるいた。 この 本に は、 『対 州 神社 誌』 『大小 神社 帳』 『対 馬 神社 大帳』 など、 江戸 時 

代の 対 馬の 神社 を 記載した 文献 を 収録して あるので、 神社め ぐり をす る 旅行者に と つて じつに 便利な 案内書で あ 

つた。 私 は 対 馬から 有岐へ わたる 帰りが けの 船の 中で、 この 書物 を 愛惜しながら めくって いると、 一箇所に 釘 付 

けされた。 そこに は 次の ような 記事が あった。 厳 原に ある 奈多 連と いう 神社 を 説明して、 「昔、 筑後国 三 原 郡 山 

熊 里 花 田 将監の 娘、 宗将盛 君の 妾と なりて 卵 七つ を 誕生して 死す。 飯 盛 山に 葬る。 この 霊 会 は 六月 五日。 ゆえに 

八 張の 弓 を 弾きて これ を 祭る」 という 文章で ある。 

私 は そのころ 日本に おける 卵生 説話 を 論じた 文章 を 発表して いたが、 このように 明確な 卵生の 説話に はは じめ 

てお 目に かかった。 そこで 私 は 帰京す ると さっそく 『対 州 編 年 略』 を しらべて みた。 すると 前半 は ほぼ 同様の 記 

事が 見付かった。 後半 は 葬った ところに 松 を 植えて これ を 笠 松と 呼ぶ と あり、 また 死んだ 霊魂が 空に ただよって 

妖を なし、 人民 を 苦しめた ので、 その 霊 を奈多 連の 磯で まつる ことにし、 奈外連 神社と 号す とのべて いる。 母 神 


を 新 神と いい、 子 神を稚 (若) 神と いう。 このと きに あたって、 四 土用に 祭り を はじめた が、 依然として 変化が 

ない ので、 七月に 卵塔 念仏 踊り を はじめたら、 その 霊 は 鎮まりお わった、 と 記して いる。 

前者と 後者の ちがう ところ は 前者 は宗将 盛の 妾と なって いるの が、 後者で は宗貞 国の 夫人と なって いる。 この 

くいちがい を どのように 考えたら よい か。 たまたま 鈴 木棠三 氏から 『宗氏 家譜 略』 という 限定版 を 贈られた。 

開いて みると 第 十一 代貞国 君の 条に、 花 田夫 人と あり、 文明 十八 年 丙午 六月 三日 卵 七顆を 産みて 卒した まう、 

云々 と ある。 また 飯 盛 山の 浄土 寺 境内の 笠 松の 下に 葬った とも ある。 これまで 述べた 諸 書の なかで 『対 州 編 年 

略コ が 『対 馬 神社 大帳』 より は 古い こと ははつ きりして いる。 したがって 宗貞国 夫人と いう ことにして おく。 虑 

国 は 十五 世紀末、 後土御門 帝の 時代に 死亡して いる。 

このように 対 馬に 卵生 説話が あり、 しかも それが 出産の 日付まで 明らかで あると いう こと は 重大で ある。 おそ 

らく 古代の 朝鮮の 卵生 説話との つながりが 想定され る。 花 田夫 人の 出身地で ある 筑後国 三 原 郡 山 熊 里 を しらべ た 

が、 いまだに 花 田将監 なる ものの 存在 をつ きとめる までに はいたって いない。 この あたりに 三輪と いう 地名が あ 

るのと 何 かの 関連が あるので あろう か。 

. 対 馬 行と 前後して 私 は 熊本県の 八 代 市 を 訪れた。 『日本 霊異 記』 に 肥 後の 八 代の 郡、 豊 服の 郷で 肉団を 産んだ 

女が いたが、 それ はまる で 卵の ような 姿 をして いた。 それ を 山中に 埋め、 七日して いってみ ると 肉団の 殻が 開い 

て 女子が 産まれた と あり、 この 日に 肉団を 埋めた ところと して 『肥 後 国 誌』 は 八 代 郡の 宮地村 を あげてい る。 す 

ご なわち、 円光 院 舎利 山の 中に ある 玉 卵 洞が それで あると いうので ある。 現地 をたず ねて みると、 円光 院は廃 寺と 

ま なって いるが、 地蔵 堂 は 今 もあった。 かって 地蔵 堂に は肉団 から 生まれて のち 尼に なった 舎利 尼の 像が あり、 そ 

れは 『八 代 郡 誌』 も 口絵に かかげて いるが、 その 木像 はも はや 見当たらなかった。 しかし 玉 卵 洞の 碑 は 背後の 蜜 

2 柑 山に 厳然として 存在して いた。 
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この 地蔵 堂の 近くの 奈良 木と いう 部落に は 昔、 そこから 補陀落 渡海の 舟が 出た という 伝承が 今 もの こ つてい る。 

熊本県の 北部の 伊倉 や 高瀬から 補陀落 渡海が おこなわれ たこと は その 渡海 碑の 発見に よつ て、 たしかな 証拠が み 

とめられ ている。 また 八 代の 相 良 氏 は 天文 年間に 中国 貿易 をい となんで いる。 これら を みても 奈良 木に 伝わる 伝 

承に は 真実性が ある。 そこ は 卵生の 説話が 海の 彼方から 流れつ くのに ふさわしい ところで ある。 
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球体の 宇宙 像 11 卵と ひさ ご 


最近、 朝鮮の 最古の 史書で、 日本で は 記紀に 相当す る 『三国 遺事』 と 『三 国史 記』 の 日本語訳が 刊行され て、 

朝鮮の 神話 や 歴史の 原典に 親しみ やすくな つた。 その 中には ミ ダス 王 そっくりの ロバ の 耳 を 持つ 新羅の 王の 話 や、 

三輪 山 伝説と 見 まがう 話が のって いて、 伝説の はるかな 旅路 をし のばせる ものが 多い。 しかし、 私が もっとも 興 

味 を おぼえる の は、 人間が 卵から 生まれた という 説話が いくつ も ある ことで ある。 その ひとつ、 新羅の 始祖の 赫 

居 世が 生まれた 卵 はまる で ひさ ご (ひょうたん) のよう だった と 記されて いる 箇所が、 とくに 私の 注意 を 引く。 

卵と ひさ ごがたい そう 似た ものと して あつかわれて いると いうの は、 あとで 述べる ように、 古代 朝鮮と 古代 日本 

の 宇宙観に 共通す る 見方が あ つ た こと を 物語 つてい る。 

私よりも はるか まえに、 柳 田 国 男と 折 口 信 夫 も 卵と ひさ ごに 注目して いた。 柳 田に よれば、 神に 祝福され た 小 

さ 子 は、 桃 や 瓜 やうつ ぼ 船 や 竹の ふしの 間から 出現す る。 折 口 もまた 中空で 密閉され ている ほど、 魂の 誕生の 容 

器と して は 完全な ものであると 考えた。 そうした 点で、 柳 田と 折 口と が 理想的な 容れ 物と 見なした の は、 期せず 

して 一致して いる。 それ は 卵と ひさ ごで ある。 


信仰と 神話 278 


柳 田と 折 口が 卵と ひさ ごに よせた するどい 関心 は、 結局 民俗学の 領域 を 出なかった。 しかし、 卵と ひさ ご は 魂 

の 出生の 容器に とどまらない。 それ は 古代人の 想像した 宇宙 像で も ある。 つまり 小宇宙で あると 同時に 大宇宙で 

も あると いう 二重の 構造 を 持つ ものが 卵と ひさ ごで ある。 それ は 物体で あると ともに、 観念の 原型で も ある。 卵 

とひさ ご はこの ふしぎな 性格 を 背負つ ている が ゆえに、 他の物 体と はちが うので ある。 

古代の 日本人 は 天空 を ひさ ごの 形 をして いると 考えて いた。 丹 後 風土記 逸文に は、 わな さおき なと わな さおう 

なが 天女 を 養女と して 富み さかえた という 話が のって いる。 その 舞台と なった 丹 後の 峰 山に は、 わな さおき なの 

末裔と 称する 安達 家が ある。 私 は そこの 当主から、 家に 伝わる 羽衣 伝説 を 聞いた ことがある。 その 話の 結末の 部 

分 は 風土記と はちがつ ていて、 天女 は たなばたの 日に ひさ ごの 種類で ある 夕顔の つるに つかまって 天に のぼって 

いく。 

この 話 は、 続 日本 後紀に 「ひさかたの あめの はし だて」 とよ ませる のに、 「輒 葛の 天の 梯建」 と 書いて いる 例 

を 思い出させる。 これ は 文字通り、 ひさ ごのつ るが 天に のぼる 梯子で あると いう 意味で ある。 こうした ことから 

「ひさかたの」 という 枕詞 も 「ひさ ごの 形 をした」 と 解す るの が もっとも 適切で あると 思われる。 

数年 まえ、 私 は 韓国の ある 民俗学 者から、 韓国の 古墳が 卵の かたち をして いるの は、 天 を 模倣した もので あり- 

天 は 大きな 卵と みなされ ていた、 と 聞かされた ことがある。 韓国で は 天の こと を ハナ ル とか ハ ヌルと か 呼ぶ が、 

それ は ハン (大きい) アル (卵) に 由来す る もの だとい う。 では なぜ、 墳墓 を 卵の かっこうに こしらえた かとい 

えば、 卵から 再生す る 欲望が こめられて いるから だとい う 説で あつ た。 

この 後 まもなくして、 天馬 塚と 呼ばれる 慶 州の 円墳が 発掘され たと き、 石室の 中から つぼに おさめられた 卵の 

からが 二十 数個 も 発見され て、 彼の 説 を じ つ さいに 裏付ける ことにな つ た。 

ここにお いて、 円墳が 卵を模 做した のなら、 前方後円墳 は ひさ ご を かたどつ たので はない かと 推測して みる こ 
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とがで きる。 前方後円墳 は 横から 見る とき 明らかに ひさ ごの かっこう である。 形が 似て いる だけで はない 卵 も 

ひさ ごも 人間 出生の 容器と して 古い 伝承 を 持つ。 再生の 可能性 を 真剣に 信じて いた 古代人 は、 その 熱烈な 再生へ 

の 願望 を 地上に 表現しょう とするとき、 何 はさて おき、 墳墓 を 卵 やひ さ ごに なぞらえた にちがいない。 

宇宙に たいする こうした 見方 は 朝鮮 や 日本に 単独で 発生した かとい うと、 おそらくそう では あるまい。 宇 {由 を 

「大きな 卵」 または 「大きな ひさ ご」 に 見立てて、 その 中から 人類の 始祖が 誕生した というの は、 中国の 揚子江 

の 南部の 少数民族が 伝える 伏羲 神話 や 盤 古神 話 に みられる。 

中国の 神話学 者の 袁珂 によると、 伏羲 というの は ひさ ごの こと を 意味し、 二人の 兄弟が 大きな ひさ ごの 中に 身 

を かくして 大 洪水 をの がれた ので、 彼らに そうした 名前が つけられ たの だとい う。 また 盤 古と いう 巨人 は 「大き 

な 卵」 の 中にはぐ くまれて いたが、 あるとき 卵 を 破る と、 卵の 中の 軽く 澄んだ もの は 天と なり、 重く 濁った 部分 

は 地と なった の だとい う。 この 盤 古の 古 も、 もとは 瓠 のこと であった と 袁珂は 説明して いる。 

ところで この 盤 古神 話に は、 犬と 人間の 女が 結婚した という いわゆる 犬祖 伝説が からまつ ている。 この 犬 机 伝 

説 は、 琉球 弧に 点々 と 見られ、 与那国 島、 小 浜 島、 宮 古島、 かけろ ま 島な どに あと をの こして いる。 これらの こ 

とから、 私 は 隼 人 もまた 犬祖 伝説 を 持って いたと 推測して いる。 そのために 隼 人 は 古代 宮廷の 儀式のと きに 犬の 

吠える ような 声 を 出して 仕えた の だと 私 は 考える。 南中 国の 少数民族に 源流 を もつ 犬祖 伝説 や 盤 古神 話 は、 黒潮 

にの つて 北上す る 人た ちと 共に、 南 九州に 漂着した。 とすれば、 宇宙 を 卵 または ひさ ごと 見なす 伝承 や 観念 も、 

とうぜん 日本 や 朝鮮に はこばれた のであろう。 

それが いつの 時代の ことで、 どのような 道す じ をた どつ たかは 知る こと はでき ない。 しかし 私が そう 推察す る 

のに も 根拠が なく はない。 産屋と か 産室 をスと 呼んで いると ころが 日本 各地に ある。 砂 や 土の 上に ワラ を 敷き、 

その上で 子供 を 生む 習 贋が ながく つづけられて きたの は、 おそらく 鳥が 卵 を 生む ことに あやかろ うとした もので 


信仰と 神話 28o 


あろう。 南 島で は 卵が ヒナに かえる こと を 「ス デル」 と 呼んで いる。 古代に は 産屋の 出入口 をふさいで 中に 閉じ 

こもって お産 をした と 記紀に あるが、 これ もまた 中空で 密封され た 卵 やひ さ ご を 念頭に 置いて いると 思われる。 

今日で も 子 持 石と 言って、 小石 を 中に くわえ こんだ 石 を 安産のお 守りに すると ころが ある。 その 石 は 内部が 空つ 

ぼで がらがらと 鳴る。 また 産屋の 外に ひさ ご をつ るして まじない にした 例 も ある。 韓国で は 死者の 棺を 部屋から 

かつぎ 出す とき、 ひさ ご を ふんで いく 習俗が ある。 それ は 死者が 再生す るよう にとの 願望 を あらわし たものと 理 

解され る。 また 韓国で は、 妊婦の 部屋の たなに ひさ ご を 置き、 安産のお 守りと する 風習が ある。 このように 卵 も 

ひさ ごも 産屋と 墓、 すなわち 人間の 誕生と 死の 双方に かかわりあって いる。 

再生 は 人類が 幾千 年 まえから 今日まで 捨て去る ことのない 見果てぬ 夢で ある。 それ は 抑圧され てきた が、 人間 

の 意識の 底 ふかく 流れつ づけて いる。 その 見果てぬ 夢 は 卵と ひさ ごに 集約され 代表され ると 思われる。 


繩文 時代に ついての 知識 は、 書物 や テレビな ど をと おして ふくらむ 一方 だが、 それでも なお 現代人から すれば、 

繩文 時代 は 現代より は 猿の 方に 近い 野蛮な 時代と 思われて いるので はなかろう か。 それ は繩文 時代 を 画家が 想像 

によって 復元す るの をみ ると き、 私に 訪れる 感性で ある。 画家 は 考古学の 専門家の 指導 を 受けて 描く ことが 多い 

から、 そこに 専門家の 考えが 加わって いると みて 差支えない。 野獣と たたかい、 魚貝 をと り、 飢を しのぐ だけの 

生活 をす る 半裸の 野蛮人と して 繩文 時代の 人た ちが 描かれて いる。 そのと おりに ちがいな いが、 こうした 絵に は 

何 かが 欠落して いる。 それ を あえて 言う となれば、 繩 文人の 美と 信仰に 根ざす 意識が 再現され ていない。 もちろ 

ん、 こうした もの を 生活の 中に 表現す る こと は、 生やさし くない。 しかし それが あるのと、 ない のとが 人 問と 動 

物と を 区別す る 大きな、 いな、 決定的 指標で あると すれば、 それへの 無関心 は 画家に も 考古学者 にも 許されない 

はずで ある。 また 関心が つよく あれば それ はなに がし かの 形で 画面に あらわれる はず だとい うのが 私の 言い分で 

ある。 つ まり 繩 文人 を ことさら 猿に 近い 人間の ように 強調して 描く こと はやめる だろう。 

繩文 時代の 始まりから、 日本人の 祖先 は 美に 対して 現代人と 些 して 変らない 意識と 関心 を もっていた。 そのこ 
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と を 痛感した の は、 若 狭の 鳥 浜 貝塚から 出土した 繩文 前期の クシ を 森 川昌和 氏に 見せて いただいた ときで ある。 

この クシ は 赤い 漆 をぬ つて あり、 出土した とき は 真 赤だった という。 たて 長の クシで あるが、 私 は その デザイン 

の 見事 さに おどろいた。 こうした たて 長の クシ は 大陸に も あるから、 それが 繩 文人の 独創になる もの か 私の よう 

な 素人に は 分からない。 しかし ともかくも、 その デザインの 心に くい 気の くばりよう を 見た 私 は、 その 時代に 日 

本人の 祖先 は 今日と 比較で きる 位の 美意識 を 備えて いた こと を 確認した。 繩文 時代の はじまりに すでに 美が あつ 

た。 その 生活 はまった く 自然人の それで、 野獣に 近い もので あつたが、 その美 意識に よって 彼ら は 野獣と は 決定 

的に ちがう 人間の 道 を 歩み はじめていた。 

これ は 信 州の 信 濃 境 駅の 近くに ある 井戸尻 遺跡の 出土品 をお さめた 博物館 をお とずれ ると い つ そうは つきり す 

る。 そこに はじつ に さまざまな 意匠の 土器が ずらり と 並べて ある。 このような すばらしい 意匠 は 画 一 化された 現 

代人の 頭脳から は 生み だす こと はまず むずかしい。 その 奔放な、 そして 飽 くこと を 知らぬ こみ 入った デザインの 

表出 は、 彼ら 繩文 中期の 勝 坂 式 土器の 製作者た ちが、 それに 対応す る 頭脳の 所有者だった こと を 意味し はしない 

だろう か。 

その 中で とりわけ、 私の 関心 を 引く の は、 頭髪の 上に とぐ ろ を 巻いた 蛇 をのせ た 土偶で ある。 この 土偶 は 小さ 

な 乳房 を もってい るから、 まだ 年若い 女人で ある ことが 分かる。 また 頭髪の 上の 蛇 は 三角形の 頭部 をして、 口 を 

開いて いるから 明らかに マ ムシで ある。 私 はこれ をみ てつよ い 感動 を 受けた。 マ ムシの 形 姿 を 口 縁 部に つけた 土 

器 やこうした 土偶が 繩文 中期の 信 州 を 中心として 盛 行して いるの は、 繩文 農耕の 出現と むすびつけて 解釈す る 向 

きも あるが、 そうした 一般的な 解釈です ベて 満足で きる わけで はない。 私の 考え はこう だ。 奄美 諸島で は 昔はノ 

口と よばれる 巫女 は、 自分の 従者で ある 十五、 六 歳の 少女の 頭髪に ハブを まきつけ、 その ハブ が嚙 まない こと を 

衆人に 示して 自分の 呪 力の 強さ を 誇った という。 私 はそう した 意味が この 女人 土偶に は こめられ ている とおもう A 


繩文 時代の 中期に すでに 巫女が あった。 彼女 は マ ムシの 害 をお それる 人た ち を 手なずける ために、 自分の 頭に マ 

ムシ を まきつけて みせた。 もう 1 つの 話 も ある。 

数年 まえに、 糸魚 川の 長者 ガ原 遺跡 を、 青木 重 孝 氏に 案内して もらった ことがある。 そこ は繩 文中 期の ヒス ィ 

の 加工 場の あった 処 である。 青木 氏に うかがう と、 ヒス ィの 玉の 穴を開け るの は、 ヒス ィの 粉末 や 金剛砂の よう 

な もの を、 ほそい 竹の 先につ け、 それでね じる ようにして、 石の 表面の 両方から そのまん なかに 向けて 開けた の 

でよ な、，， かとい う。 とくに 管 玉のば あい は 二 ミリ 足らずの 小さい 穴を開け るの だから、 大変な 器用 さと 努力 を 要 

する。 繩 文人の こうした 根気と 熟練と は どこに 原因す る ものだろう か。 ヒス ィの玉 を 身に つける の はたんなる 信 

仰の 問題で 片付く ことだろう か。 そこに は 美への つよい 関心が あるので はないだ ろうか。 緑色のう つくしい ヒス 

ィは ほかの メ ノウな どの 玉より ははる かに 繩 文人 を 引きつけ たの だろうと 私 はおもう。 糸魚 川 市の 宝石店 を みれ 

ば 私の ような 人間で も 飽かず 眺めた くなる。 しかし その 気持 はすで に繩 文中 期の 人た ちが 所有して いた。 こうし 

た 視点に 立って 12 文 時代 を かえりみる とき、 そこに 半裸の 野蛮人 を 描く こと は、 現代人の たんなる 神話に すぎな 

いこと が 諒解され てく る。 


古代史に 興味 を おぼえる ようにな つてから、 彼らの 自然観 察の 正確さに おどろく ことが 多い。 記紀 や 万葉集 や 

風土記な どに 記載され た 「物」 がたん なる 古代人の 想像力に 由来す る もので なく、 その 神話 的な 思考 は 彼らの 厳 

密な 自然観 察と 照応して いると いう 事実 は、 レヴィ = スト 口 ー スが 『野性の 思考』 の 中で 動植物に たいする 未開 

人の 観察が きわめて こまかく、 正確で あると 指摘して いる ことと 対比され る。 

そこで 思いつく ままに 私の 知見 を 述べ てみ る ことにする。 その 第 一 は 日本書紀の 皇極 帝の 三年 (六 四 四) に 東国 

の 富士川の ほとりに 住む 大生 部 多が、 常世 虫の 信仰 を ひろめて 世人 を まどわし たという 有名な 話が ある。 

つね たちばな  な  ある  ほそき  ほそき  そ  よき あまり  お ほ 

此の 蟲は、 常に 橘 の樹に 生る。 或いは 曼椒に 生る。 曼椒、 此 をば 褒曾紀 と 云 ふ。 其の 長さ 四 寸餘、 其の 大 

きさ 頭 指 許。 其の 色 緑に して 有 黒点な り。 其の .nx 全ら 養蠶に 似れ り。 

この 橘の 樹に卵 を 産みつ ける のが ナミ ァゲ ハ または クロ ァゲハ である こと は 知られて いる。 その 幼虫 をみ ると、 
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四 回目の 脱皮 を 行った のちに は、 体 色 は 緑色に なり、 また 点々 とした 黒い まだらが みられる。 この 幼虫 を ュズボ 

ゥと 呼ぶ ところ も あると いう。 

ところで、 曼椒と は 何 を 指す のであろう か。 ふつう それ は 山椒と されて いる。 この 山椒に もお なじよう な 幼虫 

がっくと 書紀 はいう ので あるが、 植物 図鑑 を 引いて みると、 山椒 はちゃん とミ カン 科に なって いる。 ここにお い 

て 日本書紀の 記述が 正確な 自然観 察に もとづく ものである こと をた しかめる ことができる。 

ちなみに 言う が、 現代人の 中の どれく らいが、 山椒が ミ カン 科に 属する こと を 知ってい るだろう か。 かく 言う 

私 も、 図鑑に よって はじめて 得た 知識な ので ある。  . 

おなじく 日本書紀の 斉明 天皇 四 年 (六 五八) の条に 次の ような 記事が 見つかる。 

IBS 言 さく、 「北海の 浜に、 魚 死にて 積めり。 厚さ 三尺 許。 其の 大きさ 31 の 如くに して、 截 みの^、  m のい 獻 

あり。 鱗の 長さ 数寸。 俗の 曰へ らく、 『雀 海に 入りて、 魚に 化而 為れり。 名け て 雀 魚と 曰 ふ』 といへ り」 と 

まう す。 

つまり 出 雲の 北の 海岸に、 スズメ の 口 をし、 針の ような ゥロコ の 魚が 三尺ば かりの 厚さに 積み重なって 死んで 

いた。 フグ のかつ こう に似てい るが、 土地の人に 聞く と、 「雀が 海に 入って、 魚に なった ので、 雀 魚と 呼んで い 

る」 と 答えた、 という ものである。 

出 雲の 生物学者 である 上田 常 一氏の 話で は、 ハリ セン ボンが 犬が かりに 吹きよ せられる 場所 は、 奥 能 登の 曾々 

木 海岸、 現在の 輪 島 市町 野 田であって、 沖合に襲来した体長 一 五セ ンチ以下の ハ リセ ンボンの大群が死；i^Mとなっ 
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てころ がる。 海 荒れが おさまる と、 漁村の 人た ち は 死骸 を 拾い集めて、 それ を 魔除けと して 近くの 農 山村に 売り 

まわった という。 

十二月 八日 は ハ リセ ン ボンが 吹きよ せられる 日 だと 日本海の 沿岸で は ひろく 言い伝えられ ている。 

ところで、 この ハリ セン ボン のこと を 福井県の 高 浜で はスズ メ フグ、 また 島根 半島の 笠 浦で はスズ フグ という- 

日本書紀に ス ズ ミオと あるのと 似通 つ た 呼称が、 今 も つ て 出 雲 や 若 狭で 使用され て い る。 

ハリ セン ボン は 熱帯 性の 魚で あるのに、 なぜ 冬季に 日本海の 沿岸に 打ち上げられ るかと いえば、 山陰、 北陸の 

沖合 をと おる 黒潮の 対 馬 暖流に 乗って 南の 海から や つ てきた ハ リセ ン ボン は、 間宮海峡から 南下す るリ マ ン 寒流 

にぶつ かって、 急に 死骸と なる が、 西北の 季節風に あおられて、 おびただしく 海浜に 打ち上げられ るの だと 上田 

常 一氏 は 説明して いる。 日本書紀の 記述 はこの ように 的確で ある。 

おなじく 日本書紀の 雄 略 帝 六 年 三月の 条に 次の 記事が ある。 

すめら みこと きさきみ め  みづか く は  こか ひ  すす  おも ほ  ここ す がる ことお ほ  くにのう ち こ  あつ 

天皇、 后妃 をして 親ら 桑 こかし めて、 蠶の事 を 勧めむ と 欲す。 爱に螺 羸に 命 せて、 国内の 蠶を聚 めしめ た 

ここ  あやま  わか ご  あつ  たてまつ  お ほ  み.^ ら 

まふ。 是に、 螺赢、 誤りて 嬰児 を聚 めて、 天皇に 奉献る。 天皇、 大きに 咲ぎ たま ひて、 嬰児 を 螺赢に 賜 ひて 

曰 はく、 「が、 自ら 養へ」 とのた まふ。 螺臝、 即ち 嬰児 を宮墻 の 下に 養す。 仍 りて 姓 を 賜 ひて 少子 部 連と 

す。 

天皇が 養蚕 をす すめよう として、 螺臝に 命令し、 国中の 蚕 を 集めさせ たが、 螺臝 はかん ちがい をして、 嬰児 を 

集めて 天皇に たてまつ つたので、 天皇 は 螺赢に 嬰児 を 養わせて、 少子 部の 姓 を 賜わった、 という ものである。 秦 
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氏が 養蚕に 関係が 深い 氏族で あると ころから、 少子 部連螺 羸が 集めた のは奏 氏の 子供た ちで はな か つ たかと 志 田 

諄 一氏 は 推測して、 次のように 述べて いる。 

「少子 部 連 螺臝の 『螺 赢』 という 名 は、 土 蜂 を 意味 するとい われる。 ところで 詩経 小雅、 節 南山、 小 宛の 句に 

『螟 I に 子 有り、 螺赢之 を 負う』 というの が ある。 螟 鈴と は 桑の 木に いる 青い 小 虫の ことで、 子供が できても 

養う こと をし ない。 そこで 螺赢 という 土 蜂が 螟 鈴の 子 を 背負って 養い、 ついに 自分の 子と するとい うので ある- 

そう すると 少子 部連螺 贏なる 名の 人物 を 構想した 背景に は、  少子 部 連が 螟餘の 子供 を 養う という 思想が あった 

に違いない。 桑の 木に いる 青い 小 虫 (螟 鈴) と は、 すなわち 養蚕に 従事した 秦 氏に 関連し、 螟 鈴の 子供と いう 

の は、 秦 氏の 子供に 結びつく であろう。」 

長い 引用に なった が、 志 田 氏 はこの ように 興味の ある 視点から、 その 説 を 展開して いる。 ここで 思い出す の は _ 

ファ ー ブルが 『昆虫 記』 の 中で 記して いる ツチ ス ガリと 呼ばれる 蜂の 習性で ある。 この 蜂 は タマ ムシ ゃゾゥ ムシ 

の 胸部に ある 神経中枢の 共通の 塊 を、 螫し 針で 一撃して 麻痺させる と、 相手に 卵 を 産みつ ける。 麻痺 させた まま 

で 殺さな いのは、 卵から 幼虫に な つ たと きの 食糧が 腐敗し ないように する ための 配慮から である。 

蜂の こうした 習性 を はやく 古代 中国の 人た ち は 知っていて、 それが 詩経に みられる ように 土 蜂が 「螟 鈴」 すな 

わち 青虫 を 背負って 養う という 表現に な つたので は あるまい か。 

それ はさて おき、 わが 古代人が 蜂にたい して 無関心でなかった と 思われる こと は 万葉集の 巻 九に 「腰 細の 螺蔬 

娘 子」 という 言葉が 出て くるので も わかる。 ス ガリ 蜂の ように ほつ そりした 腰の 娘 子 は 今 も 昔 も、 女の かっこい 

い 姿と みなされ たので ある。  - 

肥 前 国 風土記の 佐嘉 郡の 条には 次のように 記されて いる。 
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此の 川上に 石神 あり、 名 を 世 田 姫と いふ。 海の 神、 鰐 魚 を 謂 ふ。 年 常に、 流れに 逆 ひて 潜り 上り、 此の 神の 

もと  こ う を さは  ある  かしこ  まが  と くら 

所に 到る に、 海の 底の 小魚 多に 相 従 ふ。 或は、 人、 其の 魚を畏 めば 殃 なく、 或は、 人、 捕り 食へば 死ぬ る こ 

と あり。 凡て、 此の 魚 等、 二三 日 住まり、 還りて 海に 入る。 

これ は 現在、 佐賀 市の 川上に ある 淀 姫 神社 を さしてい る。 鰐 魚と いうの は 鮫の ことで ある。 ところで 南方 熊 楠 

い ぞう 

は 岩 田 準 一 宛の 書簡の 中で、 志 摩の 伊 雑宮の 祭礼のと きに 訪れる という 伝承 を 持つ 鮫に ついて 次のように 述べて 

いる。 

神 使の 鮫 は、 長さ 四、 五 間、 頭 細長く、 体に 斑紋 あり。 ェ ビスと 名づ くる 種に 限る。 毎年 祭礼の 日、 この 鮫 

五、 七 頭、 社に 近き 海浜に 遊ぎ 来たる (中略)。 この 鮫 海上に 現わる る 時、 漁夫 これ を 祭り 祝う。 『二 ビス 付 

キ』 と名づ く。 毎日 一定の 海路 を游ぎ 来たる に、 無数の 堅 魚 これに 随行す る を 捕え、 利 を 得る こと 莫大な り。 

信心 厚き 漁夫の 船 下に 潜み 游ぐ。 信 薄き 輩の 船 来たれば たちまち 去る (略)。 古老の 漁 人の 話に、 海浜に 夷 子 

の祠 多き は 実に この ュ ビス 鮫 を 斎き 祀れ るな り、 と。 

ここにお いて、 カツ ォ その他の 小魚が 鮫に 随行 するとい う 現象が じっさいに みられる ことが わかる。 すなわち、 

肥 前 国 風土記の 記事 も 古代人の 空想の 中で 展開した ものではなかった ので ある。 私 は、 社殿に 副 島種臣 のみ ごと 

な 筆になる 扁額の かかげられ たこの 淀 姫 神社 を 訪れた ことがあ るが、 そこ は 深い 川の 淵に 臨んで いた こと をつ け 

加えて おく。 
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日本書紀の 伝える ところでは、 ャ マト タケル は 信 濃の 国で 白い 鹿に 出合った。 蒜 を もって 打った ところ、 鹿 は 

死んだ。 しかし、 それ は 山の 神の 化身であった ので、 ャ マト タケル はたち まちに 道に まよった と ある。 このば あ 

いの 蒜 は 二 ン 二 ク のこと で、 そのつ よい 臭気が 白い 鹿 を 打ちた おす だけの 効力 を 持ち 得た ので ある。 

総 じて 動物 は 異臭 を 嫌い、 猪 や 鳥 を 追い払う のに 髪の毛 を 焼いたり する ことが 行われた。 私が 北海道で 熊狩り 

の 老人に 聞いた 話で は、 熊はタ マネ ギゃニ ラゃセ 口 リ など を 嫌う という。 

なり かぶら 

次 は 猪の 話で あるが、 雄 略 帝が 葛 城 山に 狩り をした とき 大 猪が 現われた。 そこで 帝 は 鳴鏑を もって 猪 を^た と 

ころが、 猪 は 怒って ゥ タキ 寄って きた。 そこで 帝 は 猪の ウタ キを おそれて ハンの 木に のぼって 逃げた と、 古，^.^ 

は 伝えて いる。 

ゥ タキと いうの は 猪な どが 唸る こと を 言う。 九州の 椎葉 では、 頻 犬が 怒って 捻る の を ゥゼル というが、 いずれ 

も 動物の 唸り 声 を 模倣して 表現して いる。 また 手負い 猪が まっすぐに 向かって きたた めに、 逃げ場 を 失い、 木の 

枝に ぶらさがった ところ を、 猪の 鋭い 牙で 突き上げられて、 一生涯 ひどい 不具者で 終わった 狱師 がいた こと を、 

田 淵 実 夫 氏 は、 その 著書 『ちちし ろ 水』 の 中で 書いて いるから、 さきの 雄 略 帝の 話 もじつ さいの 体験談と 見て よ 

かろう。 

猪 や 鹿の 足 あと や 血痕 をた どって、 その 正体 をつ きとめる こと を 「つなぐ」 と 呼ぶ の は、 今日で も 九州 椎 葉の 

獵師 仲間で も 使用され ている が、 その 言葉 は 万葉集 十六の 次の 歌に 見いだ せる。 

い ゆしし  にこぐ さ  わか  ね 

所 射 鹿 をつな ぐ 川辺の 和 草の 身の 若 か へ にさ 寝し 児ら はも 
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氛られ た 鹿の あと をつ けて いった 川辺の やわらかな 草の ように、 若い 頃に 寝た あの 子 はどうな つたろう か、 と 

いう 意味で ある。 

さて 別の 話に 移る。 万葉集の 巻 九に は 次の ような 長歌が ある。 

うぐ ひす  かひ ご なか  ほととぎす  な  ..ょ 

鶯 の 生卵の 中に 霍公鳥 独り 生れて 己が 父に 似て は 鳴かず 己が 母に 似て は 鳴かず …… 

ホトト ギスは 自分 は 巣 をつ くらないで、 ウダ イス や ミソサ ザィの 巣に 卵 を 産みつ ける。 卵から ひなに かえって 

のち も、 そだてる の は ウダ イス ゃミソ サザィ で、 ホトト ギスは 自分で はやらない。 こうした 事実 を 万 葉 時代の 人 

びと はよ く 知っていた ことから、 右の 歌が 生まれた。 

万葉集 巻 十六 は 動植物 を 詠んだ 歌の 多い 巻で あるが、 その 中に 次の 歌が ある。 

角 島の 迫 門の 稚 海藻 は 人の むた 荒 かりし かど わがむ たは, ぎ If 

角 島の 瀬戸の ワカメ は 他人に は 荒々 しくて なびかなかった が、 私に は やわらかく 素直な 海藻 だよ、 という 意味 

であって、 この 角 島 は 山口県 豊浦 郡の 西北 端に ある 島の 名と、 岩波 本の 『日本 古典文学 大系』 は 注して いるが、 

書物に よって は 能 登の 「つの 島」 のこと として ある もの も ある。 ところで、 このつ の 島と いう 名前 は 見当 ヒらな 

いので、 今の 七 尾 市の 鹿 渡 島 を 角 島、 そして その まえ は 角 島と 呼んだ ので はない かとされ ている。 

もし 万葉集の 「角 島」 が 能 登の 鹿 渡 島 を 指して いるので あると すれば、 興味 ある 事実が 見つかる。 というの も 

鹿 渡 島の 岬 を まわった 鵜 浦の 崖 は、 海 鵜が たくさん 集まって きて、 糞 を 海中に おとす。 それが 肥料 こ. なって 崖の 
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下の 海芪 にある ワカメ はよ くそ だつ。 私が そこ を 訪れた ときに も、 鵜の 糞で 白く よごれた 崖の 真下に ワカメ をと 

る 船が 集ま つていた。 鵜 浦の ワカメ は 最上の もの だとい われて もてはやされ ている。 

ところで、 鵜と 海藻との 関係 を 示す 神社が 七 尾 市の 鵜 浦に 存在す る。 御門 主 比 古神 社が そうで、 また 櫛 八 玉 神 

も 同 神社に 配祀 されて い る。 櫛 八 玉 神に つ い て は 古事記に つ ぎ のよう な 記事が ある。 

出 雲の タギシ の 浜で きれいな 殿舎 をつ くり、 が 門の 神の 櫛 八 玉 神が 料理人と なって、 食物 をた てまつ るた めに、 

鵜に I- つて 海の 底に 入り、 赤土 を くわえて 出て、 それで 平たい 土器 を こしらえ、 ァ ラメ、  二 ギメ、 ワカメな どの 

海藻 を 刈って、 火 鑽り臼 を こしらえ、 ァォサ や ホンダ ワラな どの 海藻で 火 鑽り杵 を こしらえて 火 を鑽り 出した、 

という 話で ある。 

鵜 浦の 御門 主 比 古神 社の 社 伝に よると、 むかし 大 ナム チ 命が 越の 国の 北 島から 神 門 島に 船で 着いた ときに、 御 

門 主 比 古の 神が 鵜 を とらえて、 大 ナム チ命を 饗応した という。 また 一説に は 御門 主 比 古神と 櫛 八 玉 神と が， 船に 化 

して 海中に 入り、 魚 を 捕えて 奉った ともいう。 

そこで さきに 述べた、 鹿 渡 島 (神 門 島) の 岩 崖に 棲む 鵜 を 捕えて 毎年 気 多 神社に 奉納す る 行事が 恒例と なり、 

羽 昨 一 の 宮の気 多 神社の 鵜 祭 は、 それによ つて 行われて きたと いう。 また 御門 主 比 古神 社の 相 殿の 櫛 八 玉 神 はは 

じめ 鵜 浦の 小字の 阿 於 谷に まつられ ていたの を、 のちに 配祀 された とされる が、 この 阿 於 は 青で あり、 海 を 表わ 

す ものであろう。 こうした 伝承から すれば、 万葉集に うたわれた 角 島 を 鵜と ワカメで 有名な 能 登の 鹿 渡 島に 比定 

する こと は 不自然で はない。 

私 はこの 鹿 渡 島の 観音 堂の あたり を あるいて いると き、 海辺の 岩の 上で 少女が 小さな 巻貝 を 拾って いるのに 出 

合つ た ことがある。 何の 貝 かと 聞く とシ タダミ と 答えが 返 つてき た 


信仰と 神話 292 


たまたま 傍に いた 老人が、 シタ ダミは 天気の よい ときには、 岩の 表面 を はいまわって いるが、 天気が わるく 嵐 

がきそう な 気配 を 察する と、 海が しける 前に、 いちはやく 岩の 裏面に 身 を かくす 習性 を 持って いる、 と 教えて く 

れた。 そこで 私 は 万葉集の 巻 十六に ある 長歌、 

香 島嶺の 机の 島の 小螺を い 拾 ひ 持ち 来て 石以ち 突き g り …… 

と あるの を 思い起こした。 香 島 は 七 尾 市の 付近と されて おり、 机の 島 はや はり 七 尾 市に 属する 海上の 小島と さ 

れ ている。 そこと 鹿 渡 島との 距離 はわず かで ある。 シタダ ミの名 は 万 葉 時代から 今日まで 能 登 地方に 伝えられて 

きた こと を 私 は 知った。 シタ ダミは 一方、 記紀の 神武 帝の 条 にも 詠み こまれて いる。 

.^も 力， 化  おひし  は  もと ほ  した だみ  も とま 

神 揮の 伊勢の 海の 大 石に 這 ひ 廻ろ ふ 細螺の ぃ這ひ廻i^撃ちてし止まむ 

この 歌に ついての 多くの 注釈書 は、 「わが 軍はシ タダミ のように 這い まわって、 かならず 敵 を うちまかそう」 

と 説明して いるが、 しかしそう ではなくて、 シタダ ミは敵 を 軽蔑した 比喻 語で あり、 「伊勢の 海の 大きな 石に 這 

いまわつ ている シタ ダミ のように、 逃げ足の はやい 臆病な 敵 を 徹底的に うちほろぼす ぞ」 ととるべき である こと 

を、 私 は 老人の 言から 理解した。 

それ は 記紀 時代の 人た ちの 精密な 日常 観察 を もとにして いるので あって、 学者が 机の まえで あれこれと、 こし 

ら えた 歌で はあり 得ない。 私たち は 古代人に たいして、 彼らの 自然観 察が 幼稚 かつ 粗雑で あると いう 偏見 を 抱く 

こと を 恥じなければ ならない ので はなかろう か。 
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邪 馬 台 国と 帆船 


H 上 波 夫の 騎馬民族 説 を 聞いた 柳 田 国 男 は、 「馬が 海 を 渡る か」 と 否定的な 言辞 を 洩らした というが、 私に は 

柳 田の この 言葉 は 彼に 似ず 慎重 さ を 欠いた ものと して 映る。 当時の 馬が 今日よりも はるかに 小型な 動物であった 

こと は 万人に 承認され ている。 これ 位の 馬なら ば、 工夫して 船に のせられな いこ ともないと 思う からで ある。 伊 

&| 曰 S は 沖 永 良 部 島から 沖繩 本島に 帰る とき 暴風だった ために、 平安 座 舟と いう 四つ 組みの 独 木 舟で 帰った が、 

風の 都合が 良かった ので、 十五 時間し かかから なかった と 言って いる。 これ は 平安 座 島の 船の ことで、 長さ 八メ 

1 'トレ、 一。 田  一 メ ー トルの 独 木 舟 を四隻 組合せ、 舟と 舟との 間に は、 山 原 竹と 呼ばれる 篠竹を 束ねた もの を はさん 

で、 その 弾力で 相互の きしみ あう の を ふせぎ、 ふなべりに は、 五十 センチ 位の 波よ け をつ け、 帆柱が 二本立てて 

あるが、 風の 都合の 悪い 時の 設備と して、 鱸に は 大きな 櫓が 二つ ほど 用意して ある。 杉 舟で しかも 吃水が 浅い の 

で、 浅瀬で も 大洋で も 滑る ように 走る が、 どんなし けに あっても、 沈没す る 気づかい は 更にな く、 よし 全部 浸水 

する ことがあっても、 筏の ように じっと 浮んで いると いう。 伊波が 乗った 平安 座 舟 は、 子牛 十二 頭に 豚 二十 頭 を 

積み、 乗客 は 尹 波の ほか 一名、 船員 は 七 名いて 操縦して いたと いう ことで ある。 
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このよう にして 大海 を 渡れば、 てんぷくの 危険が なく、 また 動物 を はこぶ こと もで きる。 私 はこの まえ 対 馬に 

渡って その 北端に ある 佐 護 湊で筏 船 をみ た。 それ は 杉の 木の 幹 を 七、 八本 組み合わせて こしらえ たもので、 や は 

り八メ ー トル 位の 長さ を もっていた。 筏 船 は 吃水が 浅い から、 切り立った 海岸な どに も 使用で きる。 これ は 済 州 

島の 海女が 対 馬に 出稼ぎに きたと きもたら した ものと されて いるが、 沖 繩の独 木 舟 (現在 はサバ 二と 呼んで いる) 

のように 櫂 (パドル) が 中心で なく、 櫓 や 竿 を 用いる。 この 筏 船 は 一そう でも、 古代の 小型の 馬 一頭 位 はたやす 

く 乗せられる。 筏 船 を 幾そう も 横につな ぎ、 丸木 を その上に 横に わたして 動かぬ ように すれば、 船 は 安定す る。 

その外 辺に 櫓 を 幾 梃 もっける と、 馬 を 数 頭の せて はこぶ こと は 可能で ある。 私 は 数年 まえの 十月 中旬、 签 山から 

下 関へ フェリ ー 船で 航海した が、 波高い 玄界灘 も そのと き は 文字通り 砥石の 表面の ように 滑らかで、 小波 一った 

たず 快適であった。. そのような 日和で あれば、 玄界灘 を 乗 切る こと は 苦 もない こと だ。 筏 船 は 朝鮮 南部の 多島海 

でも 使用され ている というが、 筏 船で なくても、 さきに 述べた ように 独 木 舟 を 横につな いだ 船団 を 組み、 その上 

に 馬 を 乗せて 渡る こと は むずかしい ことで はない。 

問題 は 玄界灘 を 櫓 や 櫂 だけで 渡る ことができる かとい うこと である。 さきに 挙げた 伊波 普猷 のば あい は 帆 を 使 

用して いる。 

伊波 はまた 彼の 中学生 時代に、 沖繩 本島の 西に ある 慶良間 列島の 安護の 浦から 那覇 港まで 十二 里の 荒海 を、 サ 

バ 二 で 七 時間 かかつ て 帰った こと を 記して いる。 このと きサバ 二 を 漕いだ 水 手た ち は 一 滴の 水 も 飲まな か つ たと 

いう。 おそらく 帆 も 併用した のであろう。 サ バニ は V 字形の 舟 底 をして いて、 するどく 波 をき り、 飛ぶ ように 海 

を 走る。 

さて、 日本の 古墳から 馬具な どが 出土す るの は 古墳 中期で あるから、 その 頃 はすで に 帆が あつたと 考えて みて 

も、 その まえの 邪 馬 台 国の 時代 はどうだった ろうか。 『魏志 倭人 伝』 に、 狗邪 韓国から 海 を 千 余 里 渡って 対 馬 国 
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こいたる と ある。 それ は 邪 馬 台 国に いくのに どうしても 通らねば ならぬ 海上の ル ー ト のうち、 もっとも 危険に み 

ちた ものであった。 対 馬の 北端に ある 鰐 浦と 釜 山の 間 は 距離に して ざっと 十五 里で ある。 ここの 問 を 当時 果して 

櫂 だけで 漕ぎ わたる ことができ たか どうか。 

新聞の 報ずる ところでは、 今年 (一九 七 五 年) の 夏、 ある 団体が 長さ 十六 • 五メ ー トル、 幅 二  •  ニメ ー トルの マ 

ッ；！ ^の 舟 を 作り、 十四 人が 櫂 (ォ ー ル) で 漕いで、 邪 馬 台 国への 道 を 渡る こころみ をす るの だとい う。 濟手は 下 

関の 水産大学の カツ タ— 部員 だとい うが、 部員が つづけて 漕ぐ ことので きる の は せいぜい 十 時間 位な のに、 签 m 

と 対 馬の 鰐 浦の 間 は 漕ぎつ づけて 一昼夜 位 はか かると いう。 もちろん 帆 は 使わない。 とすれば、 签 山と 対 馬の 中 

間で 力尽きる はずで ある。 『魏志 倭人 伝』 の 頃に は、 この 難関 を どうして 突破す る ことができた のか。 果して 帆 

なしですまされた のか。 もしかして 海流に 乗る という こと も 可能だった のか。 それらが 一切 駄目 だと すれば、 も 

う 一度、 帆の 使用の 問題 を 検討す る 必要 はない か。 邪 馬 台 国の 所在 を 論ずる よりも、 邪 馬 台 国の 謎 を 解く ための 

私の 興味 は、 帆の 有無の 問題に かかって いる。 
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古代 航海と 帆 


邪 馬 台 国への 道 を 航海した 「野性 号」 が 出発す る まえに、 私 は 一文 を 求められ たので、 ある 雑誌に 次のように 

書いた。 

「釜 山と 対 馬の 鰐 浦の 間 は 漕ぎつ づけて 一昼夜 位 はか かると いう。 もちろん 帆 は 使わない。 とすれば、 签 山と 対 

馬の 中間で 力尽きる はずで ある。 『魏志 倭人 伝』 の 頃に は、 この 難関 を どうして 突破す る ことができた のか。 果 

して 帆な しです まされた のか。 もしかして 海流に 乗る という こと も 可能だった のか。 それらが 一切 駄目 だと すれ 

ば、 もう 一度、 帆の 使用の 問題 を 検討す る 必要 はない か。」 

私の 予感 は 的中した。 「野性 号」 は 釜 山から 対 馬に むかう 航海で 難航した。 およそ 二 ノットの 海流 を 真正面 か 

ら 受け、 毎時 間の 航走 距離が 〇• 五 キロ ほどの のろのろ 航走が つづいた という。 このために 糟航を やめて 部分的 

に 二度に わたつ て 伴走 船に えい 航 された。 対 馬 海流 は 意外に 手 ごわ か つたので ある。 

そこで 同行した ある 新聞の 記者 は 「こんどの 航海 は、 櫂 や 櫓に よる 海峡 横断 は 無理で、 帆で 風 をう けて 海流に 

挑戦した とする 古代人 帆走 渡海 説 を ほぼ 裏付ける ことに もなる」 と 現地から 報告して いる。 
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「野性 号」 は、 韓国の 南西 部の 沿岸 を 航行 するとき にも、 帆の 助け を 借りないで はすまなかった。 韓国 側の 代表 

者で ある 考古学者の 金 元 龍 氏 は、 テレビに 出演して、 「たちまち 南した ちまち 東し」 と ある 『魏志 俊 人伝』 の韓 

国に ついての 記述 は、 当時の 船が 風と 潮流と をた えず 考慮に 入れながら 航行した ありさま を 忠実に 反映した 表現 

なの だ、 と 語って いた。 金 氏の意見 ははつ きりと、 帆 を 使用した という ものであった。 

こうした ことから 類推 すれば、 倭人 伝に いう 水 行 十日と か 水 行 二十日と いうの も、 風 や 海流 を 利用し、 ときに 

は それと たたかいながら おこなわれた 古代の 航海の 日かず であって、 とうぜん 風待ち や 潮待ちの 時間 も その 中に 

含まれる ものである ことが 理解され よう。 地図の 上をコ ンパ スで 計る ように は ゆかない ので ある。 

興味が あるの は 旗田巍 氏の 研究で、 彼 は 『三 国史 記』 の 新羅 本紀 にあら われた 倭 関係の 記事 を しらべた ところ、 

俊が 新羅に 来襲した の は 三十 六 件 を かぞえる が、 時季 不明の 五 件 をの ぞくと、 三十 一件になる。 このうち、 二十 

三 件が 夏季に 来襲して いる。 それ も 夏の 旧 四、 五、 六月が ほとんど である。 そこで、 夏の 南風 を 追い風に 利用し 

たのであろう というの が 旗 田 氏の 推論で ある。 この 倭の 侵寇 をい つの 年代に 比定 すべき か、 きめ 手 はない にして 

も、 倭人 伝の ころの 航海の 方法 を 推測させる に 足る。 

『日本 風土記』 という 書物に は、 俊 寇が明 国 を 侵す の はいつ も 清明 祭 (四月 五日 ごろ) の 前後であって、 そのこ 

ろ は 東北 風が つづ いて 吹く からだと 述べて いる。 五月に なると 南風に なって 倭寇が 海 を わたるのに 不便で ある。 

また 秋の 重陽 (九月 九日) の 後に も 東北 風が 吹く 季節が ある。 しかし 十月 をす ぎる と、 風 は 西北 風に 変わって、 

倭寇の 航海に はつごう が 悪い と 述べて ある。 これ をみ ると、 大洋 や 海峡 を 横断す るのに 風の 力 をぬ きに 考えられ 

なか つたこと がわ かる。 

私が 帆の 使用の 問題に 関心 を もった きっかけ は、 琉球弧 を 旅行す る ことが 多く、 隔絶した 離島 間の 交通に つい 

て 考えずに よす まされな か つ たからで ある。 沖繩 本島の 那覇 空港と 宮 古島の 平 良 空港 間 は 直線距離 にして 三百 三 
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十キ ロメ— トル。 東海道線の 東京と 豊橋 間に 相当す る。 この 空間に は、 プロペラ機 では 一時間 を 要し、 島影 一 つ 

みえない 広大な 海が よこたわる。 ここにお いて、 沖繩 本島と 先 島と よばれる 宮古、 八重 山 群島の 間に 自然の 断絶 

が ある こと は 明らかで ある。 

一 口に 琉球 弧と いうが、 その 文化が どのよう にして 統合され たか。 そこに 私の 疑問 は 集中した。 対 馬 海流の 名 

を もつ 黒潮の 流れ は、 先 島の あたりより は、 対 馬 付近の 方が はるかに 速度 をます。 邪 馬 台 国の ころの 古代 船で も 

帆 を 使わない わけに はいかな いと 私の 考えた 理由の 一 端 はこ こに ある。 

時代 は 下って 十五 世紀末の ことに 属する が、 朝鮮人の 漂流 民が 難破して、 そのうちの 三人が 命から がら 与那国 

島に たどりついた。 そこから 島 を 順送りに されて 沖繩 本島まで いったと きの 記録が のこって いる。 それ をみ る 

と、 与那 II 島で は 「舟に は 舵 や 櫂 は あるが、 櫓がない。 ただ 順風に 帆 を かける のみ だ」 と 記して いる。 三人の 漂 

流民 は 同 島に 半年 滞在した が、 南風が 吹いた ので、 島民 十三 名が 乗り組んで、 彼ら を 西 表 島まで、 一昼夜 かかつ 

て 送った と ある。 こうした ことから 山 本 武夫 氏 は、 このと きの 舟行が 一日 三十 キロく らいで はない かと 推定して 

いる。 

ここで 想起され るの は、 日露戦争 のとき、 折から 北上す る バル チック 艦隊 を 発見し、 それ を 急報す るた めに、 

宮 古から 石垣 島に こぎ わたった 五 人の 若者の ことで ある。 出身地の 宮 古島 久 松の 名 を 冠して、 久松五 勇士と あと 

で ほめたたえられ たが、 彼ら はおよ そ 百 二十 キロの 海 を 十五、 六 時間 かけて サ バニで こぎ わたった。 時速 八 キロ 

という スピ ー ド である。 このと きも はじめは 南風が 吹きつ のって、 出発 を 一時 見合わせ ていたと ころが、 風む き 

が とつぜん 北風に 変わった。 この 北風 は 天の 助けだった。 そこで 彼ら は 風に 帆 を ふくらませて 海 をつつ きった と、 

石垣 島の 牧野 清 氏 は 想定して い る。 

牧野 氏が 糸 満の老 漁夫に 聞いた ところ、 櫂で こぐ の は 入江 や 港の 中で、 外海で は 帆 を 使用す るの が 通例で ある 
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と老 漁夫よ 語った という。 ついでに 南 島の 帆 は 最初 クバ の 木の葉 をム シ 口 のように 編んだ もの を 用いた ようで あ 

る。 

「野性 号」 が 対 馬の 北端に 到着した とき、 私 は 五島に いたが、 海の 知識に くわしい 五島の 人 も、 帆 はぜった いに 

必要 だと 語って いた。 今回の 実験 航海で 帆の 問題が あらためて 論議の 対象にな つたこと は 大きな 前進で ある。 腐 

り やすく、 考古学の 遺物と しての こらぬ 植物 性の 日用品に たいしても 考慮 を はらわねば ならぬ という 教訓 をの こ 

したので ある。 それ はまた、 机上の 推論 や 文献に 頼りす ぎる 学者の 態度に 反省 を 強いた 事件で も ある。 学者 は老 

練な 生活 者の 経験 知に みちた 意見に 耳 を かたむけねば ならぬ。 
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耳と し う 名 


『魏志 倭人 伝』 に は投馬 国の 長官 を弥弥 といい、 副 を 弥弥那 利と いうと 述べて いる。 また 『肥 前 国 風土記』 の 松 

浦 郡の 条に、 値嘉 の郷、 すなわち 五島 列島の ことが 記されて いる。 景行 帝が 平 戸市の 志々 伎 山の 行宮に いたと き 

あずみの むら じ ももたり 

に、 西の 海に 島が あって 煙が あがって いるので、 従者の 阿曇 連 百足 を 見させに やる と、 五島 列島に はたく さん 

の 島が あって、 一 つの 島に は大 耳が 住む。 次の 島に は 垂耳が 住んで いた。 百足 は大 耳た ち を とらえて 連れて かえ 

つた。 天皇が 殺そうと すると、 これから ァヮビ の御贄 をた てまつ るから 許して 欲しい と 願った ので、 許して やつ 

たという 話が 載って いる。 また 五島の 海人 は 容貌が 隼 人に 似て、 つねに 騎射 を 好み、 その 言葉 は 俗人に 異なる、 

と ある。 ここで は 大耳ゃ 垂耳が 隼 人と ごく 近い 生活 形態 を もった 人た ちであった ことが 暗示され ている。 阿曇 連 

も 海人で もぐって あわび をと るの を 生業と していた から、 大耳ゃ 垂耳の 仲間であった とも 考えられる。 

ほかに 耳の つく 人名 はない かと 記紀 を さがす と、 神武 帝の 系統に 特徴 的に 出て くる。 これに ついては 溝 ロ睦子 

氏が 『文学』 の 中で 徹底して 追求し、 それ を 論じて いる。 私 はまえ に 古代 豪族の 多 氏が、 神武 帝の 第二 子の g 八 

い みみ 

井耳 命の 子孫と されて いる ことから、 耳と いう 名称に 注目して きたが、 ここで は 溝 口 氏の 研究 を もとにして 論ず 
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る ことにする。 それによ ると、 神武 帝の 先祖と 子孫の 大半に ミ ミ または ミ という 接尾語 を もつ 人名が 見出される。 

ミは ミミと 同じ 語と みなして よいと いう 本居宣 長の 説が あるから、 それにし たが つ て 考える。 語尾が ミで 終わる 

人名 は、 出 雲 系の 系譜の 神 名に も あるが、 それ は 一箇所に だけ 出て きて、 他に 比較すべき 箇所が なく、 また 説明 

も 何もな く 手がかり を もたない。 そこで 記紀に 共通な もの は ほとんどが 神武の 系統に かぎられ ると 見て よい。 こ 

れは何 を 意味して いるであろう か。 金 関 丈夫 氏に よると、 海 南 島の こと を 朱崖儋 耳と 呼ぶ が、 微耳 というの は、 

耳が 長くて 肩に 垂れ、 肩に 耳 をのせ ている こと を 指す という。 女の 耳輪が ひじょうに 大きく、 それが 肩に のって 

いる さま をそう 呼んだ というの である。 

この こと はすで に 『漢書 地理 志』 にも 注目され、 儋 耳の 者 は 大耳を もち、 王者の 耳 はみ な 肩 下 三寸にまで 下が 

ると 記されて いる。 これ は 金 関 丈夫 氏の いうよう に 耳輪の 長さ を 示した ものであろう。 したがって さきにの ベた 

五島の 大耳ゃ 垂耳 もそう した か つ こうの 者た ちとい うこと になる。 沖繩 列島の 最南 端に ある 与那国 島の 十五 世紀 

末の 風俗 を 伝えた 朝鮮人 漂流 民の 記事 をみ ると 「与那 国 島で は 耳朶に 穴 を あけ、 小さな 青珠を 貫いた もの を 二、 

三寸ば かり 垂れて おり、 また 珠を 貫いた もの を 頭の てっぺんに 三、 四 回め ぐらして、 一尺ば かり 垂れたり してい 

る」 と ある。 これ は 海 南 島の 女た ちが 労働 するとき は、 兩 方から 大きい、 たくさんの 耳輪 を 頭に のせる ので 帽子 

のように みえ ると 金 関 丈夫 氏が 説明して いるの を 思い出させる。 

こうした 種族が 沖繩 列島 を 北上して 五島に 住みつ く 一方、 南 九州 を も 根拠地と した。 宮崎県に 耳 川と いう 地名 

が ある。 その 川口の 美々 津は 神武 東征の 出発点と されて いる。 神武の 子供のう ち、 その あと をつ いだの は 末弟の 

彬 淳名川 耳 命で あり、 仲兄 は 神 八 井耳 命、 長兄 は 手 研 耳 命で ある。 これ は 一説に は 耳の 形が まがって いるから 付 

けられた 名前 だとい う。 タギ シ ミ ミ の 母 は 日向 国の 吾田 邑の 吾平 津媛 とな つてい る。 こ こ は吾田阜人の本^^でぁ 

る。 隼 人に 関係の ふかい 阿曇 族に ついていえば、 彼ら はヮ タツミ、 すなわち 海の 神 を まつる が、 ヮ タツミ ゃァズ 
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ミもミ が 末尾に つく。 阿曇 族の 祖の穂 高見 命に もミ がっく。 信 州の 安曇野に は、 阿曇 族の 祖を まつる 穂 高 神社が 

あるが、 その 近くに 耳 塚の 地名が ある。 耳 塚に は 古墳 末期に 属する 大 (王) 塚が ある。 それ は 阿曇 族に 縁 由の あ 

る 豪族の 墳墓と みられて いる。 
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と 葬 所 —— 「山 宮考」 覚書 


柳 田 国 男の 民俗学が 日本人の 祖霊 信仰 を 明らかにする 目的 を もって 推進され たと して、 その 代表例 を 「先祖の 

話」 と 「海上の 道」 の 二つの 書物に 求める こと は 今 は 常識と さえな つてい る。 前者 は 敗戦の 前夜に あって、 民族 

的 危機の 最中に 執筆され たもので あり、 後者 は 柳 田が 自己の 生涯 を 間もなく 閉じる こと を 自覚して 発表した とい 

う 点に おいて、 ともに 学術 的 遺言と 称せられ ている ことに 異論 はない。 しかし この 「遺言」 に 微妙な 差違の ある 

こと は 誰し も 気付いて いる。 「先祖の 話」 は 純粋な 民俗学 的 立場に 貫かれて いる。 それに 反して 「海上の 道」 が 民 

俗学の 持 を さほど 意識し ないで いるの は 興味深い。 柳 田 は 自分の 魂の 還り ゆくべき 所 を 民族の 渡来の 源流と 見ら 

れる 南方の 島々 に 重ね合わせ ている。 私の 指摘す るまで もな く、 後者に は 一国 民俗学の 埒内に とどまろう とする 

姿勢 は 前者よりも 稀薄で ある。 この 両者の 間に は 敗戦と いう 未曾有の 民族的 体験が 介在して いる。 「先祖の 話」 

のとき まで は 陸 在であった 「家」 永続の 願望 は、 戦後の 諸 改革に よってと どめ を 刺された。 私 は 「先祖の 話」 を 
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割引して 評価せ よと いうので はけつ してない。 しかし 柳 田の 書物と いえ ども、 歴史的 制約 を 免 かれない という 一 

抹の 悲しみ は 拭えない。 だが、 そのこと がその 儘 「海上の 道」 の 成功に つながる と 私 はいおう とする もので はな 

い。 柳 田の 壮大な 意図に も 拘わらず、 「海上の 道」 の 欠陥 は 容易に 指摘で きる。 

ここにお いて 私の 前に は 「山 宮考」 が 浮び あがる。 「山 宮考」 は 「先祖の 話」 と 共通の 部分 を 含みながら、 一 

方に おいて は 「海上の 道」 とつな がる。 すなわち、 それ は 戦後の 民俗学の 動向で ある 他の 隣接の 学問との 接触 を 

示唆して いる。 「海上の 道」 が 民俗学と 民族学との 架橋 を 暗示して いるのに たいして、 「山 宮考」 は 民俗学と 考古 

学の 対話 を 可能に している。 そうした 意味で も 「山 宮考」 は 重要な 著作で ある。 だが 日本人の 祖霊 信仰に 肉薄し 

た 三部作 「先祖の 話」 「山 宮考」 「海上の 道」 のうち 「山 宮考」 だけが あまり 顧みられ ていない。 そのこと を 怪訝 

に 思って いる 私に したと ころで、 「山 宮考」 に 着目す るよう になった の は、 日本 各地 を 訪れて 民俗 調査 を 試みる 

ようになつ てからの ことで ある。 私 は 神社の 境内に 古墳の 存 する 例 を 見聞す る ことが 多い。 死穢を 忌む 神社と 古 

墳 との 間にな にがし かの 関連が あると すれば、 古代に おいて は 祭場と 葬 所と は 一 致して いたので はない かとい う 

想念が 去来す るよう になった とき、 柳 田の 「山 宮考」 は 新しい 姿で 私の 前に 現われた。 

「山 宮考」 はどうい う 動機で 書かれた のだろう か。 柳 田 は その 直前に 「先祖の 話」 という 傑作 を 書き終え て い 

た。 さらに 屋上 屋を 架す る 必要が あるだろう か。 「山 宮考」 は 神道 家の 忌避に 会う こと を 憚って か、 その 表現に 

は 柳 田 一流の ぼかしの 手法が 駆使され ている。 しかし 「山 宮考」 に 付せられ た 彼 自身の 解説の 中で 次のように 述 

ベて いるの を 見る と、 彼の 意図 は 推測で きる。 

「中世 以降の 神道 説が、 仮に 誤りで あるに もせよ、 斯 くまでに 本来の 筋路を 遠ざかって しま ふやう になった 事 
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情と いふ もの も 明らかにしなければ ならぬ。 非常に 大きな 仕事 だが、 それ を まとめ 上げる 責任 も 私に は 有る。」 

日本の 神道に まつわりつ いてきた 歴史的 附加物 を 慎重に 剝 離して、 それ を 原初の 姿に 還元す る こと は、 柳 田 ほ 

どの 碩学に して はじめて 可能な 業であった。 しかし 「それ を まとめ 上げる 責任 も 私に は 有る。」 と 柳 田が いうと 

き、 当然の 自負と いう 以上に、 そこに はなに がし かの 反省が こめられ ていたと 私 は 見る。 

柳 田 は 「新 国学 談」 第一 冊と して 「祭日 考」 を 昭和 二十 一年 十二月に、 「新 国学 談」 第二 冊と して 「山 宮考」 

を 二十 二 年 六月に、 「新 国学 談」 第三 冊と して 「氏神と 氏子」 を 二十 二 年 十一月に、 という ふうに それ こそ 息つ く 

暇 もない ほど 矢つ ぎ 早に 刊行した。 敗戦 前の 著述で ある 「先祖の 話」 が 刊行され たの は 二十 一年 四月で あるから、 

それからしても 「新 国学 談」 の 三 冊 はわず か 半年の 間隔 を 置いて 次々 に 上梓され たこと になる。 

戦後の 混乱 期に このような 精力が 七十 を 超えた 老翁から 奔り 出た ことに 驚歎せ ずに はいられな いが、 「先祖の 

話」 が 戦争 中の 危機感から 発せられた もので あつたのに 比して、 戦後の 危機 を いちはやく 感じた ことが、 これら 

「新 国学 談」 の 執筆 動機ではなかった か。 「新 国学 談」 の 内容が すべて 神社 や 神道に かかわつ ている ことから して、 

柳 田 は 新 国学と 銘打って あたらしい 神道の 解釈 を 目指した ので はない か。 

人が なんとい おうと も 日本の 敗戦と は 国家 神道の 敗北に ほかならぬ こと を、 柳 田 や 折 口 は 知悉して いた。 しか 

も 進歩的 知識人の 国家 神道に たいする 無効 宣言と はまた 違った 道 を 彼ら は 歩こうと していた。 それ は 何故か。 柳 

田 や 折 口の 民俗学 は 国家 神道と 鋭く 対立す る もので あつたが、 民俗学と いう 学問の 性質 上、 国家 神道と あいわた 

る 領域で その 仕事が 積み重ねられ てきた。 そうした 表面上の まぎらわ しさの ゆえに、 民俗学 は 戦時中の 弾圧 を ま 

ぬかれた が、 重苦しい 自己 抑制 を 捨てる こと はでき なかった。 そこで 敗戦の 打撃が 国家 神道 を 壊滅 させた とき、 

柳 田 は 民俗学の 立場から する 神道の 問題に あらためて 取組み 直さねば ならぬ と 思った のであろう。 それが 柳 田の 

「責任」 の 意味で あると 私 は 考えて いる。 
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こうした 私の 推測 を 裏付ける のが 「定本 柳 田 国 男 集」 月報に よせてい る 堀 一郎の 「『新 国学 談』 のころ」 と 題す 

る 了 又で ある。 それによ ると 柳 田 は 「先祖の 話」 を 脱稿した 昭和 二十 年 五月 二十 三日から およそ 三 週間 後の 六月 

中旬に、 はやく も 「新 国学 談」 の 諸 論文の 構想 を 抱き はじめて いる。 そうして 敗戦の 前後の 数 力 月間 は 神道 関係 

の 書物 を 読み 漁って 募して いる。 この間の 消息 は 柳 田の 「炭 焼 日記」 に 記されて いるので はっきり 分かる。 たと 

えば 敗戦 直後の 八月 二十日の 日記に は 「『神宮 年中行事 大成』 により 荒木 田、 度 会 二 氏の 氏神 祭、 山宮 祭の こと 

を 知り 得たり、 け ふ は 一日 抄 書して くらす。」 と あり、 あくる 二十 一日に は、 

「荒木 田経雅 (中 川 経雅— 引用 者 註) の 『儀式 帳 解』 を ざっとよ む、 氏神 祭、 山宮 祭の こと を 考へ始 む。」 

と ある。 堀に よると、 この 氏神と 山宮 のこと は、 九月 九日の 復活した 最初の 木曜 会で 発表され、 また 十月 十四日 

の 会で も 発表され たという から 、「山 宮考」 の ヒント を 得てから、 それ を 発展 させ、 構想 を 組み立て ていく 速度 

の すさまじ さ をう かがう ことができる。 

柳 田の 私生活 をよ く 知っている 堀の 話で は 柳 田 は 戦局 や 戦災の 噂 話 を 嫌がって、 柳 田に 向って それ を 口にする 

こと は 禁物 だ つ たという。 しかし そのこと は 柳 田が 国家 や 民族の 命運に 無関心であった こと を 意味す る もので は 

けっしてなかった。 戦場に ゆく 若者に、 未来 を 愛する こと、 という 言葉 を はなむけ として 贈った 柳 田 は 絶望的な 

国家の 状況 下で、 その後に きたるべき 社会の ために、 自分の なすべき 仕事の 準備 を ひそかに はじめて いたの だ。 

それにしても 敗戦の 数 力 月 まえに、 新しい 国学 を 樹立す る 計画 を 練り、 神道 関係の 書物 を 耽読して いたと いうの 

はお どろくべき 時代の 先取りで ある。 

折 口 もまた 柳 田の 「新 国学 談」 の 刊行と 期 を 同じく して、 堰を 切った ように 新しい 神道 を 模索す る 発言 をして 

いる。 「神道 宗教 化の 意義」 (昭和 二十 一年 八月) 「神道の 友人よ」 (二士 一年 一月) 「民族 教 より 人類 教へ」 (一一 十二 年 

二月) などが そうで ある。 そこに は 日本の 神々 の 敗北に 傷ついた 折 口の 悲廣と あがきが こめられ ている。 しかし 
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柳 田 は 折 口と もまた 別の 道 をと つた。 それ は 神道の 原初の 姿に 復 する ための 道す じ をつ ける ことであった。 折 口 

のように 人類 教 といった もの を 持ち出さず、 淡々 とかつ 冷静に、 神ながら の 真の 道 を 明かそう とする 柳 田の 態度 

に 私 ははる かに 好感 を もつ。 こうした 「新 国学 談」 の 試みの 中で 最も 重要な 位置 を 占める のが 「山 宮考」 である „ 

「山 一呂 考」 にたいする 私の つよい 関心 は、 いつの 曰か 「山 宮考」 の 論じられ ている 舞台 を 歩きたい という 念願に 

発 r 民した。 私 は 地図に 朱点 を 施しながら その 機 を 待って いたが、 このたび それが 叶えられる ことにな つた。 以下 

よ I, つず か 数日間で あるが、 現地 を 訪れた ときの 簡単な 報告で ある。 . 


三 

三月 某日、 私 は 若い 考古学者で 伊勢の 地理に 明るい 和 田年弥 さんの 嚮導 を 受けて、 待望の 土地 を 踏む ことが で 

きた。 伊勢 市の 西方に 道 をと つて 車 を 走らせる と、 玉 城 町の 積 良と いうと ころで 山す そに つき 当る。 

和 田さん は 前方 を 指して、 あの 山の 右手の 谷が 積 良 谷と 呼ばれて いた 谷で、 のちに は山宮 谷と いうよう になり、 

現在 はさら にお k 谷と いう 字 を 当てて いるが、 伊勢神宮の 内宮 禰宜の 荒木 田 氏が 山 宮祭を 営んだ ところ だと 説明 

した。 この 山 宮祭は 今 も 地元の 人た ちの 手で つづけられ ている という。 また 左の 谷 は椎尾 谷と 呼ばれ、 そこ はお 

なじ 荒木 田 氏の 別の 門脈の 人た ちが 山宮祭 をお こなった ところで ある。 しかし 祭祀の 跡 は 不明で あると いう 話で 

あった。 

私たち はさつ そく 右手に 道 をと つて 山宮 谷の 傍の 山道 を 登った。 雨の あがった 直後な ので、 空気 は 透明で あり 

赤土 ゃ齒朶 類の 新鮮な 匂いが 快く 鼻を撲 つた。 休憩のと きふり かえると、 青く 霞む 伊勢の 平野が 見渡せ し^ぎ 

rr 宮祭は 別名 を 木目 神事と 称して いる。 以前に は 陰暦 三月の 中の 吉日 を 選んで 祭 をお こない、 神前に 菜と 1 の 

芽の を献 げた。 山に 住む 祖霊を まつる のに、 ふさわしい 行事で ある。 山道の 左手に 江戸時代に 掘られ た^へ U 
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池が あり、 明澄な 水面が 静かな 森の たたずまい を 反映して いる。 この 池ので きる 前 は 木の 茂る 森で、 そこに も 山 

宮 祭場が あつたと いうが 今 は 水没して いる。 

積 良 谷に はつごう 三 箇所の 祭場が あり、 年 ごとに 交互に 祭 をお こなった ものら しい。 現在 も 残る 祭場 は 泉 貢 池 

に 沿った 道が 曲り かか つ た あたりから 右手の 山に 踏み こんだ ところに あった。 黒ずんで 湿った 石段が 草に 埋もれ 

て 三つ あるの がすべ てで、 その 石段の 上に 数 本の 古い 榊が 枝 を 張って おり、 その 前に 供物 を献 げたら しい 跡が あ 

つた。 後鳥羽 天皇の 頃に 書かれた 「建 久 年中行事」 に は 城 田 郷の津 不良 谷の 山宮 祭場 は、 神社と いうべき ものが 

なく、 ただ 地上に 石 を 置いて その上で 祭った と 記されて いる。 また 天明 八 年に 内宮の 禰宜の 中 川 経雅が 荒木 田 氏 

の 氏 社 ゃ山宮 祭場 を 巡拝した ときの 記録 「氏神 まう での 記」 の 中に も 「ただ 石 ぐら をた たみて」 拝 所に して ある 

と 報告して いる。 

中 川径雅 はまた 次の ような 光景 を 目撃して いる。 

「森の 中に も 土 高く つきた る 所 あり。 よし ありげ にて、 ふるき 墳 なる 事い ちじる しく 見 ゆ。 上つ 代の ことお も 

ひ 出で 袖 も ぬれぬ。 これ ぞ わが 荒木 田の 遠つ 祖 たちのお くつき なるべき。」 

中 川 経雅の 本姓 は 荒木 田で 荒木 田 氏の 二 門、 すなわち 積 良 谷で 山宮祭 をお こなう 氏人に 属して いたから、 感激 

も ひとしおであった ろう。 彼が 山宮 祭場に 古い 塚 あとら しきもの を 発見して いる こと は 重要で ある。 もし 山宮祭 

場に 近く、 荒木 田の 葬 地が あると すれば、 それによ つて 山宮 神事の 性格が 推し測られ るからで ある。 

柳 田 も これらの ことに 気が付い ていた ふしが ある。 「山 宮考」 の 中で 「神 都 名勝 誌に は 右の 積 良 谷の 山宮 祭場 

を 荒木 田 氏 祖先の 墳墓な りと 明記して 居る。 書証に 依った もの か、 はた 又 考古学 的の 実查に 基づく か、 何れに も 

せよ それが 確かな ことならば、 自分の 意見 はよ ほど 立て やすくなる」 といって いる。 

柳 田より 早く 山宮 祭と 葬 所との 関連 を 論じた ものがなかった わけで はない。 「山 宮考」 に 先行す る こと 数十 年、 


大正 七 年に 伊勢 在住の 篤学 者で ある 大西源 一 は 「荒木 田 氏の 氏 社 及山宮 祭場」 という 論文 (「国 学院 刹 誌」 二 四の 

八) を 発表して いる。 つづく 大正 八 年に は 松 本 疎 絞と いう 人が 「度 会 氏の 山宮 祭」 という 論文 (「国 学院 雑誌」 二 五 

の 六) を 書いて いる。 こうした 先行 論文の ある こと は 「山 宮考」 の 独創性 を いささか も 減ずる もので はない。 柳 

田 は 墓所の 確認から 山宮 祭の 特色 を 割出そうと したので はなく、 その 反対に 山宮 祭の 行事 そのものに 則して、 そ 

れが葬 所での 先祖 祭と みなされ 得る こと を 立証しょう とした。 それ は 次の 文章が 裏書して いる。 

「今から 千 五 百年 前の 墓 制すら、 実際 はま だ 我々 に 判って 居ない ので ある。 ォ キッス タ へと 謂ひォ クッキと 謂 

つた ものが、 どうい ふ 方式で 亡骸 を 隠した かとい ふこと も、 是 から 帰納法に よって 徐々 に 尋ねて 行かなければ 

ならぬ。 それ をもう 断定した の は、 何 か 大胆に 過ぎる やうな 気 もす る。」 

ここで 柳 田の いう 「帰納法」 と は 考古学 上の 所見から それの 民俗学 的な 意味 を 類推す るので はなく、 むしろ そ 

の 逆に 民俗学から 考古学へ 進む ことであった。 常 民の 民俗 慣習 を あくまで 重んじる 柳 田の 姿勢が ここに ある。 

度 会 氏の 山宮 祭に ついての 記録 や 資料 はと ぼしい。 前記の 松 木疎絃 によると、 享保 十五 年の 「豊 受皇太 神宮 年 

中 行事 今 式」 巻 第三の 附録に 載せられた 記事が もっとも 詳しい もの だとい う。 だが 柳 田が 「外宮の 今 式」 と 呼ん 

. でい る この 書物 を 開いて みても、 そこに は 祭の 次第が 順序 を 追って 箇条書き にして ある だけで、 事実の 羅列に 終 

つてい る。 柳 田が もし この 乾燥した 記述から 山宮 祭の 特色 を 抽出し 得た とするならば、 彼の 燜眼は 文字通り 紙背 

に 透徹して いると いわねば ならぬ。 

ぼ  四 

場 

产 ところで 「山 宮考」 の もっとも 特筆すべき 点 は どこであろう か。 それ は山宮 祭のと きに 酒肴 や 強飯 を もちこん 

9 

3 での 饗 膳の 儀式が、 祭に 先立って おこなわれる こと を 指摘した 部分に ちがいな L 
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「さう して 其 食が すっかり 終って、 茶が 出て 菓子が 進められて、 それ も すんで しまって 後、 さて 愈 さ 谷川の 水 

で 口 をす \ ぎ 手 を 洗って、 それから 始めて 当日の 山宮 祭に 取掛 るので あった。 直 会と いふ 言葉 を 用 ゐられ て 居 

るが、 祭に 供 へられた 飲饌の 相饗は 少しも 無く、 ただ 分配 を 受けて 懐に して 還って 来る だけで ある。」 

と 述べて いる。 祭の あとに 神人 共 食と しての 直 会が おこなわれる という 常識に 反して、 この 山宮 祭に あって は、 

「食 別れと も 見るべき 神人 別途の 饗膳」 の 式が 祭に 先立って とりおこなわれる という こと は 何 を 意味す るかと い 

えば、 柳 田の 頭 を 去来して いるものが 葬儀の 際の 行事であった こと は 想像に 難くない。 

祭の あと も 変って いる。 山宮 祭が 済む と、 度 会 氏の 氏人 は、 風宮 のうしろ の 服 忌路、 すなわち 触穢の 者の 専用 

道路 をと おって 帰らねば ならなかった。 それ は 山宮祭 だけでなく 毎年 二度の 氏神 祭のば あい も 同然であった。 祭 

の 開始 時に 食い 別れの 式 をお こない、 祭の あと は 服 忌路を 通って かえると いう 祭が、 伊勢神宮の 禰宜 のお こなう 

氏神 祭 ゃ山宮 祭に みられる の は 一見 奇怪な 感じ を 与える が、 それ を 上代の 葬 法の 名残りと みれば 容易に 理解で き 

る。 柳 田 は 氏神 祭 または 山宮 祭と いう もっとも 素朴で 厳粛な 祭の あと を迎 つて、 葬られた 死者の 魂 は 肉体 を 離れ 

山の 高みから 祖霊 となって 子孫 を 見守る という 太古の 信仰の 存在 を 主張し、 この 積 良 谷 (山宮 谷) もそう した 谷 

の 奥の 葬 所の 一 つであった こと を 示そうと した。 

こうした 柳 田の 推論 を 助ける ように、 積 良と いう 地名 もまた どこか 異様な 響き を もっている。 「氏神 まう での 

記」 でも 中 川 経雅は 「此里 をし も 都 夫 良と いふ も 上つ 代のお くつき などの あるに よるなら ず や」 といって いる。 

つぶれ  つち むれ  つぶれ 

そして 墓の 忌言葉 を 土 村と 呼ぶ の は、 土 群に 由来す るからで、 墓 は棺を 置いて 小高く 土 を 集めた もの だから 土 村 

というと 説明して いる。 つぶら は 円い ことの 形容で も あるから、 あるいは 円墳 を 意味して いるの かも 分らな 

おこ そ ゆた の 

この 積 良から 東へ 一 里のと ころに 荒木 田 一 門の 氏 社の 小社 湯 田野 神社が あり、 また 北東へ 一 里の 場所に 二 門の 


氏 社の， 社 (現在 は &が& 神社と 書く) があった。 「山 宮考」 によると、 湯 田 は 忌 田で あり、 田 辺 は あらき 田 

(新しく 開墾した 田) に 接した 民 居の 意であろう という。 この 付近 を 本拠地と した 荒木 田の 姓 も あらき ra と 通じ 

合う ものが ある。 だが、 これらの 氏 社と いえ ども、 はじめに 建物 は 存在せ ず、 ただ その 場所に 臨時の 祭場 を 設け 

て 氏神 祭 を 執りお こなった ので はない かと、 柳 田 は 推察して いる。 積 良 谷 を 去って 今し がた 迎 つた 山 を 眺める と 

き、 「山 宮考」 の 中の 結論 ともいうべき 柳 田の 次の 言葉が 私の 胸に 生きて くる。 

「曾て は 我々 はこの 現世の 終りに、 小 闇く 寂 かなる 谷の 奥に 送られて、 そこで あらゆる 汚、 濁と 別れ 去り、 ィ吋々 

として 高く 昇って 行く ものと 考 へられたら しいので ある。 我々 の 祖霊は 既に 清ま はって、 青雲た なびく 嶺の上 

に 休ら ひ、 遠く 国原 を 眺め 見お ろして 居る やうに、 以前の 人た ち は 想像して 居た。 それが 氏神の 祭に 先だって、 

ま づ山宮 の 行事 を 営まう とした、 最初の 趣旨であった やうに 私に は 思 はれる ので ある。」 

祖 霊の 住む 山 を 朝な 夕な に ふりあおぎながら、 その 末裔が 孜々 として 稲作に 励み、 祖先に 感謝の念 を 欠かさな 

、. というの は 柳 田 民俗学の 原 風景と いうべき ものである。 この 原 風景 を ゆるぎな いものと する ために W チ.^ 一 小 

が 祖先の 葬 所と 関連 を もつ こと を 証明し なければ ならなかった。 しかし 氏神 祭 だけで は その 証跡 を迎る ことが む 

• ず かしい。 そこで 山宮 祭が もち 出された。 柳 田の 希望 をみ たすかの ように、 伊勢の 荒木 田 氏、 度 会 氏に は 山宮祭 

が おこなわれ ていた。 祖先の 葬 地で ある 積 良 谷、 椎尾 谷で 山宮の 神事が いとなまれ、 そこから ほど 遠から ぬと こ 

ろに 荒木 田 氏の 氏神 祭の 祭場で ある 氏 社が ある。 それ は 柳 田 民俗学の 原 風景 を、 もっとも 具体的に 示す 典型で あ 

I り 得た、 といわねば ならぬ。 

場  ， 

祭  五 

ジ 荒木 田 氏 一 門の 山宮 祭場 は 積 良 谷と 反対側の 椎尾 谷で おこなわれ たが、 それ はの ちに 宇治の 中 村の 小 谷 (^ハ 介) 
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という 処に 移って しまった。 そこで 一門の 氏 社の 小社 湯 田野 神社 も 宇治の 岩 井田 山に 移転した。 ところで 中 村の 

小 谷と いうの は韓神 山の ふもとで 谷川の ある 地 だと 「神宮 典 略」 は 尾 谷 山 宮の条 に 述べて いる。 この 韓神 山に つ 

いて は 金 達 寿 氏の 「日本の 中の 朝鮮 文化」 を 読んだ ときに、 金 氏が 伊勢の 韓神山 を 探し 歩いた 文章に 妙に 牽 かれ 

て 以来 記憶して いた 名前であった。 金 氏 は韓神 山に 伊勢神宮の 禰宜の 墓地が あった こと を 聞き出して いるが、 そ 

れが 荒木 田 氏 一門の ものである こと は、 今回の 旅行で はからずも 私が 知った ところで ある。 

私 は 金 氏の 著書 を 案内書と して、 和 田さん と 一緒に、 楠 部の 町 を 流れる 五十鈴川の 岸 を さまよった あげく、 や 

つと 韓神山 をつ きとめた。 数年 前に 金 達 寿 氏が 訪れた ときには 「うっそう とした 深い 樹林に おおわれ てい」 た そ 

うで あるが、 今は祠 がー つ あるきり の 見る 影 もない 竹 藪と なって しまって いた。 

この 韓神 山の こと は 「神宮 典 略」 に は 次のように 記されて いる。 

「是 荒木 田 一門の 山宮 にて 祖墳を 祭る 地な り。 今の 世 は 森 も 絶て 大 なる 岩 あり。 其 岩に 向 ひ 東に 向て 祭祀れ り。 

さて 袓墳を 祭る は 朝廷に て 天皇の 山陵 を 祭り 給へ ると 同じ 意ば へなる べし。 今の 世 も 一 門 氏人の 禰宜 巡回に 祭 

祀れ り。」 

山宮 祭が 袓墳を 祭る こと はこ こで も はっきり している。 この 場所 を 調査した 大西源 一 は 次のように 報告して い 

る。 

「谷の 口 は、 北 中 (中 村の こと— 引用 者 註) と 楠 部との 間に 於て 五十鈴川の 本流に 合して 居る。 左右 は 山が 迫つ 

て、 其の 間 は 直径 一町に も 満たぬ 位で ある。 細流 を 頼りに 二 町ば かり も 下って 行く と、 右側の 山腹が 屹 立して 

高さ 五六 間の 岩壁 を 為して 居る。 この 岩壁の 下が 往昔の 山宮 祭の 祭場で あつたと 伝 へられて 居る。 此 前後左右 

に は、 高さ 三尺 位から 一 尺五寸 位の 大小 様々 の 五輪 塔が 算を 乱して 草叢の 中に 転がって 居る。」 

大西 はさら につ づけて 「土地の人 は 此の 祭場の 附近で 後 を 顧みる こと を 忌む。 之 を 犯せば 必ず 変異が あると 云 


313 祭場と 葬 所 


つて、 a れて 居る。 同様の 伝説 は、 度 会 氏の 山宮 祭場に も 遺って 居る と 云 ふ」 と 述べて いる。 この こと は 看過し 

がたい。 死者の 国から 現世に 帰還す る 者が うしろ を ふり 返る こと を いましめる タブ ー は 世界に 広く 分布して いる。 

葬式に 参列した 者が うしろ を 見ず、 薄 や 小石な ど を 投げて かえる 例 は 南 島に よく 見受ける が、 対 馬の 最南 端の 卒 

ぉ將こ お いても これに 類す る 慣習が あ つ た。 こうした ことから 山宮 祭場が 葬 所で ある こと はも はや 動かせない 事 

実で ある。 

「神宮 典 略」 にある 「山 宮とは 祖先の 墳墓 を 祭る 名、 氏 社と は 其 祖の霊 を 祭る 処 にて 異なり」 という 簡潔な 定義 

が ここに も あてはまる。 

さて、 一方の 度 会 氏の 山宮 祭場 は 前山から 高 倉 山の 東南の ふもとに ある 外宮 神域 内の 滝 谷に 移された が、 今 は 

明瞭な 祭 跡 をと どめて いないと いうので、 私 は 伊勢の 地に 別れ を 告げる ことにした。 

私の 旅 は それで 終り を 告げた わけで はな か つ た。 柳 田 は 富士山 麓に ある 浅 間 神社の 山宮 にも かなり 言及して い 

る。 そこで 静岡県 の 富 士宮市 にある 浅 間 神社 本宮 の 山宮を たずねる ことにした。 

「この 山宮の 所在地 は、 本宮 から 北へ 約 二 里、 富士郡 北山 村 大字 山宮 とい ふ 小 部落に 属し、 ちゃう ど 裾野の 萱原 

が 樹木 帯と 接触す る あたりの、 至って 物静かな 谷 陰の やうで ある。 一度 はどう かして 参拝した いものと 思って 1^ 

るが」 と 柳 田 は 書いて いる。 私と して は 柳 田の 代参の つもりであった。 

さて、 私の 目指す 山宮は 大字 山宮の 中の 宮内 という 小字に あった。 富士 登山 道路の 脇に あって、 まなかい に 富 

土の 山嶺 を ふりあおぐ ところで ある。 老杉の 並木道 をし ばらく ゆく と、 手前に 宿泊所の ような 建物が ある だけで、 

その さきによ 何もなかった。 拝殿 も 本殿 も 見当らない。 まっすぐな 道の 途中に 山宮 祭のと きの 鈴 立 石ら しき 平 石 
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が 二つ あり、 その 道の ゆきどまりが 一段 高くな つて、 四角な かこいが して ある。 そこが 山宮 祭場であった。 r 駿 

河 記」 によると 「今 は 荒廃して 宮祠 ほろび、 石 礎石 壇 花 表等存 する のみ。」 と あるが 「山 宮考」 は 「ただ 其 域内に 

二つの 版 位の 平 石が 有る の を、 以前の 社殿の 礎石の やうに 思い 誤った 人が 有る だけで ある。」 として、 神殿の あ 

つたこと を 否定して いる。 

伊勢の 度 会 氏の 山宮 神事の ときには あらかじめ 椎ゃ萱 や 歯朶 や 杓 を 用意して、 山宮に それ を はこび、 祭場に 臨 

時の 社殿 を こしらえ、 祭が 済む と 直ちに こわした という ことが 外宮の 今 式に 述べて ある。 これが 山宮 祭に しろ 氏 

神 祭に しろ 祭場の 原型であった ろう。 浅 間 神社の 山宮 もそう した 素朴 さ を 雰囲気と して 持って いる。 

私が 本宮 の禰宜 から 聞いた ところでは、 浅 間本宮 の山宮 行事 は 正月 前後に よく おこなわれ るが、 一年中の 最大 

な もの は 四月 初 申の 前日の 神事で あると いう。 すなわち 初 未の 日に 神官が 山宮 祭場に おもむいて 神 迎えの 行事 を 

おこなう が、 そのと き、 神霊の 憑り つく 依り 代の 御 鉢 を 木の 行事と 呼ばれる 役目の 者が 肩に して 行列に 加わる。 

そうして 深夜に 本宮に 戻って くるので あるが、 その 際に 灯火 を 用いなかった といわれる。 本宮 では 仮 御殿で 夜 を 

明かし、 あくる 初 申の 日に 御 神霊 を 本殿に 納めて 大祭 礼 をお こなった。 だが 今日で は その 山宮 神事 は 昼間の 行事 

に 変って おり、 本 宮で祭 をした のち 山宮に おもむく とのこと である。 

「浅 間 神社の 歴史」 は 宮地直 一 と 広野 三郎の 共著で 昭和 初年に 刊行され、 柳 田 も 「山 宮考」 で 参考に している 書 

物で ある。 それに は 「この 祭儀 は、 本宮の 元つ 宮 たる 山 宮に鎮 り ましし 時、 及び 本宮に 遷座 まし ましし 時 を 傲ぶ 

ものである」 として、 「御幸 は 神霊の 元つ 宮へ 還り 給 ふので あり、 還 幸 は 本 宮に遷 り 給 ふので ある。」 と 解説 を ほ 

どこして いる。 

だが むしろ、 御鋅に 神霊 を 憑り つかせて 元つ 宮 から 本宮に 持ち帰る 行事と 考えた ほうがよ いよう だ。 埋め 墓の 

傍に ある 萩 や 薄 を 手 折って かえる 風習が 常 民の 間に みられる。 また 賀茂 社の 御 阿 礼 神事の ときには 奥山の 祭場の 


^に 神霊 を 憑依せ しめて 神社に もちかえる。 昔 は 本宮の 大祭 礼の ときには かならず 山 宮に神 迎えに いったと，^ わ 

れて いるから、 山 宮には それだけの 崇敬が 払われて いた ことが 分る。 

浅 間 本宮の 大宮司 は、 まえ は富士 氏が 代々 つとめていた。 柳 田が 示唆して いるよう に、 浅 間 本宮が もと 富士氏 

の 氏神で あると すれば、 山宮は その 元つ 宮 という 以上に 深い 縁 由 を もっていた にちがいない。 その 山宮 神^の 厳 

重な こと も祖 霊と その 末裔との 間の 交流 を 思 えば 当然 である。 

浅 間 神社 は 富士山の 北側に も 点々 と ある。 富 土の 裏側に あたる 甲斐 一宮 もそう で、 現在 は 山梨県 東 八 代 郡 一宮 

町に 属して いる。 そこに もまた 山宮 行事が あった。 「山 宮考」 は それにつ いて 「本社から は 東へ 二十 町ば かり、 

方 一里と いう 程の 広大な m§、 一に 神嶺 山と 謂った 霊地が あって、 そこに は 今 も 境外摂 社山宮 神社の 社殿が 建つ 

て 居る。 山宮の 神事 は 明治維新の 際まで、 引続き 行 はれて 居た とい ふが、 最近 はどうい ふ 形に なって 伝 はって 居 

るか、 まだ 私 は 尋ねて 見る ことが 出来ない。」 と 述べて いる。  ピ 

まだ 葉 をつ けない 葡萄畑の 間の 道 を かなり 歩く とよう やく 山道に さしかかる。 そこに 山宮 神社の 铜^ 田に っレ 

ての 説明文が 掲示して あった。 山宮 神社の 石 鳥居 前、 すなわち 東 新居の 字 檜 山 田に はかって 三十 六 枚の 御供 口が 

. あり、 山宮の 清流 を 引いた 棚 田であった。 この 田で とれた 米 二 俵 を もって 祭の 供物に した。 山宮 神社に おいて は 

明治 以前に きびしい 物忌みが 年 三回 おこなわれ、 神主、 社家、 社 人な どが 参籠して、 この 期間 は 氏子た ちと 一緒 

に 忌み 籠り 謹慎して いた、 という ことが 書いて あった。 

I 浅 間 神社で 聞いた 話で は 昔 は、 三月 初 午の 日の 山宮 祭の 三日 まえの 夕方に、 神官が 茅の 茎に 小さく 切った 紙 を 

■ 挿んだ もの を 小 麻と 称して 路上に まきちらし、 村人 はお それつつ しんで 門外に 出なかった という。 だが 今 は 祭日 

r も 三月 十五 日に 変り、 祭の 当日に 神輿 を山宮 にまで 運ぶ だけの ことにな つてい る。 

ジ さら こ. q 道 をの ぼって いくと 坂 は 急になる。 その ゆきどまりに 山宮 神社が あった。 本殿 は 室町 si,- 代の 建物で あ 
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る 神 はの ふもとの この 山 宮 から 現在の 社 地に 移った と 社 伝に も 記されて いるから、 ここ は 元つ 宮に ちがいなく 

この あたりに 山の 清水 を 引いて 田 を 開いた 人た ちの 葬 所があった のか も 分らない。 

「三代 実録」 の 貞観七 年の 条に、 甲斐 国 八 代 郡に 浅 間 神祠を 建てよ と 勅 を 下し、 伴 直真貞 なる 人物 を 神主に 任命 

したと いう 記事が あるが、 現在の 宮司の 古屋 さん は その 末裔で、 幾 十代 も 神官 をつ づけて きたと いう。 浅 間 神社 

の 本殿の わきに 境内 末社と して 真貞霊 社が ある ことから して、 この 甲斐 一 宮の浅 間 神社が 伴 直の 血脈 を ひく 古屋 

氏の 氏神 社であった とする の は、 はやまった 推断だろう か。 

私 力 山宮を 訪れて 知った の は、 それらが 幽寂な 山 ふところ にあって、 ふだん 本殿に 参拝す る 者 も山宮 まで はな 

かな か 足 をのば しがたい という ことであった。 氏子 だけが 山宮へ 参詣す る 足労 をい とわな か つ たであろう ことが 

理解され た。 要するに 山宮が 神聖で あるの は その 「場所」 である。 その 「場所」 から は 歯朶の 匂いの する 袓 霊の 

息吹き を 感じる ことができる。 

七 

「山 宮考」 から 私の 受取る 最大の 教訓と は、 素朴で もっとも 古 型 をの こす 祭と 死者と はつな がって いると いう 事 

実 を 知らされ たこと である。 「山 宮考」 の 後半の 部分 は、 山の 神と 田の神との 同質 性 を 立証す る 方向に 主題 を 移 

動 させて いるが、 私が 関心 を よせてい るの は、 祭場と 葬 所の 一致 を 論じた 前半の 部分で ある。 

山宮 祭が 祖先 を 葬った 場所で おこなわれ、 氏神 祭 もまた それと 多くの 共通した 面 を 有する という 事実 は、 死穢 

を もっとも 忌避す る 神道に たいする 真 向う からの 挑戦で ある。 柳 田が 戦争の 破局 を 目前に 控えて、 新しい 国学の 

樹立に 熱中し、 とくに 山宮 祭と 氏神 祭との 関連の 解明に 情熱 を 傾けた 理由 もこ こに 存 すると 私 は 考える。 

神道と 国家主義の 癒着、 それ は 国家 犬に 拡大し、 疎外され た 神道の 謂で も あるが、 その 誤った 道から 引き返す 
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に はどうし たらよ いか。 それ は 大地 を 媒介と した 祖霊 とその 末裔との 間の 交流と： > う 信仰の 原初に かえる ほか は 

ない。 しかし 国家 神道に 眼 を 曇らされた 輩に 対して それ を 証明す る ものがなくて はならぬ。 その 意味で 山宮 祭と 

葬 地との 関連、 また 山宮 祭と 氏神 祭の つながりの 発見 は 彼に とってき わめて 重要な ことにち がいな か つ た。 

だが それ はとつ ぜん 彼に 訪れた のだろう か。 私に はそう は 思えない。 柳 田 は 祭場と 葬 所と がー 致す る 例、 そう 

でなくても 至って 近い 距離に 両者が 並び 存在す る 例に ついて 熟知して いた。 この こと は 「山 宮考」 に は 一切 触れ 

てない。 しかし、 若狭大 島の ニソ の杜、 対 馬の ャボサ や 天道 地、 薩 摩の モイ ドン、 そして 南 島の ゥ タキな どが そ 

れ らしき ものである ことに、 彼が 気付いて いない はずはなかった。 

これら はけつ して 一般的な 神と 人と を 媒介す る 聖地で はない。 祖霊 神と その 末裔との 間の 濃密な 交流の 場所で 

ある。 若狭大 島の 二 ソの杜 について は 大谷信 雄の 「島山 私考」、 対 馬の ャボサ について は 鈴木棠 三の 「対 馬の 神 

道」、 薩 摩の モイ ドンに ついては 小 野 重朗の 「南 九州の 民俗 神」、 南 島の ゥ タキに ついては 仲 松 弥秀の 「神の 村」 

が それぞれ 見解 を 示して いるが、 それらに 共通す る 点 は これらの 聖地が 樹木 を もって その 標 とする だけで、 かく 

ベ つ に 建物ら しい 建物 を も つ ていない という ことで ある。 あると しても 後で 置かれた 小祠を 見出す にすぎない 

次に その 聖地に たいする 強い 畏怖 感が あると いう ことで ある。 そこに 生えた 樹木の 枝 を 折ったり、 その m 一地に 

足 を 踏み入れたり するとた たりが あると 地元の 者 は 信じて いる。 

そして 最も 重要な こと は、 それらの 聖地が 葬 所で あると いう 断定 はしが たいけれ ども、 すくなくとも 葬 地と i:- 

係が ある 事実 を 否定で きないと いう ことで ある。 

以上の 特色 を まとめ 合せて みると、 むしろ 葬 所の あとと 考えた ほうが 理解し やすい。 なぜなら、 昔、 机 先 を 

つた 森の 蔭 を 祭場と するとき、 死者の たたり をお それて、 そこに 足 を 踏み入れるな とか 樹木 を 折るな と I う 禁忌 

が 人び との 間に 生まれる の は 自然 だからで ある。 
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これらの 聖地に は 鳥居 や 社殿の ような 建物 はなく、 こん もりと 茂った 樹木が 目印で ある。 千 ソの杜 は タブの 木 

が 多く、 南 島で は クバの 木が 神の 依り 代に えらばれる。 モイ ドン は タブで あったり クバで あったり、 エノ キ であ 

つ たりす る。 二 ソの杜 のば あい は 私が 二回 目の 調查 をした とき 地元の 若松 賀 六さん に 教えられて はじめて 知った 

こと だが、 ョの 木と いう エノ キに 似た 木 も ある。 これ は 二 ソの杜 以外に はすくない というから、 ョの 木が わざ わ 

ざ 植えられ ている ことが 分る。 これに は 何 か 仔細が あるに ちがいない。 いずれにしても そこ は 自然の 森の ようで 

あって、 人間の 意志が なにがし か 目立たぬ ように 加えられ ている。 そこに 祖先と 末裔と をつな ぐ 祭祀の 場が 設け 

られ ている というの は、 人間と 自然、 生者と 死者と が 一体にな つてい ると いう 充実 感を 与える。 

ひるがえ つ て 神社の 中で しばしば 襲われる あの どうしょう もない 空虚 感は どこに 由来す る ものであろう か。 私 

の 考えで は、 触穢へ のつ よい 警戒心、 とくに 死穢 から できるだけ 遠ざかろう とする 清浄 感が 空虚 感を 生み出す の 

である。 死者との 連帯 を もたないで 宗教が 成立す る はず もない こと は 自明の理 である にもかかわらず、 神社 神道 

は 死者の 管理 を 仏教に ゆだねた。 その 結果、 死者の 眠る 大地との 紐帯、 大地 を 媒介に した 生者と 死者との 連帯 意 

識 から 生まれて くる 充実 感は 喪失した。 

人 は あるいは 反問す るであろう。 記紀に みられる 諾冉ニ 尊の 黄泉 国での 再会の 挿話 は、 死穢 への 恐怖 を 物語つ 

ている だけで はない かと。 しかし それ は 記紀 成立の 当時に すでに 仏教の 影響力が 渗 透して いて、 死 を ことさらに 

陰惨な ものと して 描いた ともみる ことができ るので ある。 それの 証拠に、 人が 死ぬ と、 その 埋葬され た 場所で 近 

親 者 や 友人が 七日 七夜 歌舞 をして 死者 を なぐさめた というの は 記紀に あり、 また 南 島の 民俗の 伝える ところで も 

ある。 

しかしい つ 頃から か 神社 神道 はこの 触穢の 観念に よって 腐蝕され はじめた の だ。 その 結果、 冠婚葬祭 のうち、 

葬 は 僧侶に まかせ、 あと はいた だこうと いう ことにな つた。 かくして 祭と 葬と は 分化して しまった。 しかし、 く 


りかえ しいうよ うに 死者の 眠る 土地との 連帯 意識 を もたない 宗教が 空虚な ものに おち 入る の はとう ぜんで ある。 

祖霊 を祀る ことが 氏神 祭で あると すれば、 そこに 死者の 面影が 立ち まじる こと は あたりまえの はずな のに、 死臭 

にたいする 極度の 潔癖が 日本の 神社 神道 を 支配した。 それ は 神道の 自己疎外 ともいうべき 道で あり、 そ の^をす 

すむ ことによって、 神道 は 国家主義と 癒着し、 侵略 主義の 先駆と なり、 理論的 支柱と なった。 

ビ， い、 祭と 葬と は そのよう につごう よく 分離で きる ものであろう かとい うのが 「山 宮考」 の 発した 痛切な 問- > 

である。 11=- りに 分離し 得た としても、 大地との 紐帯の 根 を 断ち、 死者から 遠ざかる ことによって 生じた 疎外感が 

神道の 破産 を 招いた ので はない か、 と 柳 田の つぶやく 声が 私に 閡 える 
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神社と いえば、 社殿 や 鳥居な どの 建造物が つきもの のように 考えが ちで ある。 しかし、 これらの もの は 神社に 

とって は 本質的な 何物で もない。 宮 (御 屋) の 代わりと なる ものが 社 (屋 代) であるから、 神の 来臨す る 場所の 

周囲 を 常 磐 木 をめ ぐらして 区別 すれば、 そこが ヤシ 口で ある。 また 祭 ごとに 仮屋 をた てて、 そこに 籠って 神を迎 

え、 祭が すめば こわして しまう 臨時の 建造物 も、 仮の 家屋で あるから ヤシ 口にち がいなかった。 その 仮屋の 延長 

上に、 今日 見る ような 耐久性の ある 社殿が 作られた。 

沖 繩のゥ タキと よばれる 拝 所 は、 草木の 茂り あう 中の わずかな 空地に 神聖な 石が 置いて ある だけで、 それ 以外 

に は 何もない。 しかし、 これが 神社の 祖型な ので ある。 

したがって 社殿 や 鳥居が 堂々 として おれば、 それだけ 神々 しい 雰囲気が 感じられる というの は、 ギリシアの 神 

殿 や 中世の 仏教 や キリスト教の 寺院な ど を モデルと して 模倣しょう とする 誤った 考えで ある。 なぜかと いうのに、 

ョ ー li ッパ の 神々 とちが つて 日本の 神々 は 建物の 中に 常 在す る もので はな か つ た。 神 は 時 を 定めて 来たりお とず 

れ、 一時 滞留す るが、 ふたたび 去って いく。 だから どんなに 見せかけの 大きな 社殿に も、 不時のば あいに は 神 は 
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不在で ある。 しかし、 鳥居 や 社殿が 作られる と、 神 は 常に そこにい ます かの ごとき 錯覚が 生まれた 

では 鳥居に はどうい う 意味が あるか。 朝鮮で は 村 境な どに、 竿の 上に 鳥の 形 を 刻んだ 木彫 または 石 彫 を 掲げて 

けにす る。 こうした 鳥 竿 を ソッテ と 呼んで いる。 長 門 一の宮で ある 下 関の 忌宮 神社で は、 八月に 数 方 庭 祭が 

ある。 この 祭の ときには 竹竿に 白い 木綿 布の 幟が つけ、 竿の 先に は 鳥 毛 を 挿し、 小 旗と 鈴 をつ ける。 (『官 国 社 

特殊 神事 調』 による) そこで 数 方 庭と いう 意味 不明の 語 は、 もともと ソッテ に 由来す る もので はない か、 という 説 

が ある。 

ソッテ は 鳥 竿 を あらわす が、 それが やがて 鳥居の 形に なった と 私 は 考えて いる。 すなわち、 神社の 周囲に そう 

した 鳥 竿 を 立てて 聖域と したので ある。 ところで この ソッテ なる 語 は、 昔、 三韓で 大きな 木に 鈴 や 鼓 を かけた も 

の を 立てて 神 を まつった という と 関連が あると されて いる。 そこ は、 逃亡者が かくれても ふみこんで 捕える 

ことので きない 聖域と みなされ ていた。 

朝洋 こ， もっとも 近いが 111 に は I 卞ゼと 名のつ くと ころが あり、 樹木が 生い茂つ ていて、 「おそろし ところ」 とし 

て 地元の 人た ちに 畏怖され ている。 卒土 では 話 をす る ことが 許されず、 口に 草 を くわえて いく。 また、 過って 物 

を 落としても、 拾う こと は 許されない。 この 卒土 も、 蘇 塗と 関連が ある はずで ある。 こうした 卒土を も 含めて、 

対き では fl^.g と 呼ばれる 二十 幾つ もの 聖地が ある。 ここに は 社殿 はまった くない。 樹木に 神が 降臨す る 場所で あ 

る 0 

神聖な 樹木の あると ころ を 礼拝す る 習俗 は 南 九州に も ある。 これ を モイ ドン (森 殿) と 呼んで いる。 民俗学 者 

の 小 野 重 朗氏は その実 態 を こまかく 調べて、 モイ ドン はたんなる 森で はなく、 その 樹木が 埋葬地に 近接して いる 

ことから、 死者の 霊 を 迎えて まつる 祭 地ではなかった か、 と 言って いる。 若 狭の 大島 にある 二 ソの杜 も 祖霊を 祭 

る 場所であって、 それが 埋葬地の 近くに ある 点が 注目され ている。 こうして みると、 祭場と 埋 tl^ 地と が 係の あ 
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る こと は 明らかで ある。 

私 は 日本 各地の 神社 をたず ね あるく こと を 近来の 仕事の 一 つと している が、 そこで 気の 付く こと は、 神社の 境 

内に 古墳が 多い という 事実で ある。 神社 は聖 であり 墓地 は穢 であると いう 聖穢の 観念に わざわいされて、 神社の 

中に 墓地が あるの を かくしたがる 神主 や 禰宜も あり、 なかなか その実 状に 触れた がらない。 

だが、 こうした 観念 自体が 仏教の 渡来 普及 以後の ことであって、 それ 以前に は 死者と 生者 を 隔離す る 聖穢の 観 

念が あった わけで はない。 一族の 祖先 や 土地の 豪族の 埋葬地 を 礼拝す るの は 当然の ことで、 後代の 神道 家が 忌避 

する ような もので はまった くない。 神社の 起源が 古墳で あると いうの は、 何も 私の 発見で はない。 すでに 江戸 時 

代 以来 多く の 学者が 指摘して いると ころで ある。 

まえに 述べた ように 神 は 時 を 定めて 来臨す るが、 祖霊 もまた 年の 折目に やって きて は、 現世の 苗裔た ちに 祝福 

を 与えて かえって いく。 両者の 間に 厳密な 区別 はっけが たく、 日本で は祖 霊で あり 神で あるば あいが ひじょうに 

多い。 沖繩の 学者の 仲 松 弥秀氏 は、 戦後 愛知県に 住んで いたと き、 県下の 神社に 古墳が 多い ことに ヒント を 得て、 

沖繩で グスク とか ゥ タキと 呼ばれて いる 聖地 を 調査した。 すると、 グスク は 古代に その 村落の 祖先の 葬 所で あつ 

たこと が 判明した。 ゥ タキの ほう も 同様で、 そこに は 村の 有力者 や 神に 奉仕す る 巫女の 人骨が 埋葬され ていた。 

そこで、 こうした 事実 は 日本 本土 も 沖繩も かって 共通であった ことが わかる。 

柳 田 国 男 は 『山 宮考』 の 中で、 山が 祖先の 葬 地で あり、 山から 神 を 迎える 風習の ある こと を 記して いるが、 そ 

うした 見地に 立てば、 山の 姿が 秀麗 だから 御 神体 山と して まつ つ たと 言って すます わけに はいかない ことになる。 

全国に 山 を 御 神体と した 神社 は 多く、 また それら を 神な び 山と か、 みむろと か 呼んで きた 例 も 少なくない。 その 

代表例が 大和の 三輪 山で ある。 また 大和 盆地の 西に あって 三輪 山と 相対す るの は 二 上 山で、 その 頂上に 大津 皇子 

の 墓の ある こと は 知られて いる。 
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ここで 私の 仮説 を 申し述べ ると、 円錐形の 山が 神な び 山と 称せられて 御 神体 山と なった の は、 その 山が 相 霊の 

住む 所と みなされ たからで ある。 では、 そこに 人が 葬られた と 推定す る 根拠 は 何 か。 神な び 山 は、 その 語の 解釈 

からして、 神が 隠れて いる 山と か 神の もりとい う 説が あるが、 「かくれる」 とか 「身 を かくす」 という 語 は 古.^ 

では 死ぬ こと を も 意味して いた。 また、 「もり」 が 埋葬地に 近接し 重なり合つ ている こと はすで に 述べた。 

中国の 揚子江の 南部の 少数民族の 伝える 伏羲 神話 や 盤 古神 話で は、 宇宙 を 「大きな 卵」 または 「大きな ひさ ご」 

とみたて て、 その 中から 人類の 始祖が 誕生す る ことにな つてい る。 朝鮮で は 天 を ハナ ル とか ハ ヌルと 呼ぶ が、 そ 

れ よへ ノ  (大) アル (卵) すなわち 大 卵に 由来す る 語で あると いうの が、 韓国の 民俗学 者 徐廷範 氏の意見 である。 

もしそう だと すれば、 ここに は 朝鮮と 中国 南部の 共通の 宇宙観が みられる。 

朝鮮の 古い 史書 をみ ると、 新羅の 始祖の 赫居世 は 大きな 卵から 生まれた と あるが、 その 卵 はまる で ひさ ごのよ 

うだった と 注記され ている 箇所が 目 を 引く。 すなわち、 卵 も ひさ ごもお なじく 宇宙の 形 を あらわす と 同時に 人^ 

出生の 容器で あり、 しかも その 形が 似通って いる ことが そこに 示唆され ている。 

日本人に かぎらず 古代人 は、 誕生 は 再生で あると 固く 信じて いたから、 卵 または ひさ ごの 形 をした^ の 中に 

民り、 やがて 時が くれば 殻 を やぶって 現世に 生まれ かわる こと を 願った と考えられる。 新羅の 王 陵から 今日 a る 

庶民の 土まん じゅう 型の 墳墓に いたる まで、 朝鮮の 墳墓で 円墳が もっとも 普通で あるの は、 卵の かたち を 校した 

ものと おもわれる。 その 証拠に は、 二、 三年 まえ、 新羅の 一 五 五 号墳が 発掘され た 際に、 石室の 壺の 中から 卵の 

殻が 二十 個 あまり 出土した。 

こうした 大陸の 宇宙観と 葬 制が 日本に も 伝わらな いはず はない。 なだらかな 円 維 形の 山 を 卵の 形と みなし、 r 

生 を IC- がって そこに 祖先の 骨 を 埋めた のが、 やがて 神な び 山と 称せられて、 崇拝の 対象と なった ので はない 力 

と 私よ 想像して いる。 神な び 山の頂 上が 単 峰 か 双 峰 か 議論され ている が、 単 峰で あれば 卵、 双 峰で あれば ひさ ご 
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を模 したと 推定され る。 この 考え を さらに 発展 させて、 円墳 は 卵 を かたどつ たもの、 前方後円墳 は ひさ ご を かた 

どった ものと する こと もで きる。 
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一陽来復 という 言葉が あるが、 春の 彼岸の ころ はま さしく その 時期に あたって いる。 昼が もっとも みじかく、 

夜が もっとも ながい 冬至の 前後 は、 生命の 炎 は ほそくな つて 消え かけた ように 感じられ、 たましいの おとろえ を 

ふせぐ 行事が、 古代に は おこなわれた。 その 名残 は、 今 も 宮廷の 行事 や 特定の 神社の 「たま ふり」 の 儀礼に みら 

れる。 冬至の 時分から すれば 昼の 時間が のびて、 光が 野 山に 満ち、 草木 は 芽ぐむ 春分の ころに は、 生命が もはや 

衰滅の 危険 を 脱した ことの よろこびの 感情が ある。 

よみがえりの 感情 は 外国のば あ いもおな じこと で、 復活祭 はいちばん はじめの ころ は 春の 彼岸の 中日 後の 第 一 

の 満月の 日に おこなわれ ていた。 その 満月の 次の 日曜日 を あてる ようにな つたの は あとの ことで ある。 復活祭の 

日に 色の ついた 卵 を もって 祝う の は、 卵が 再生 を 意味す るからで ある。 

春分の日に は、 力強 さ を とりもどした 太陽 へ の 信頼感 を あらわす ための 行事が さまざまな 形で おこなわれた。 

彼岸に 「日む かえ 日お くり」 の 行事 を やって いたと ころが かって 兵庫県に あった。 午前 は 日む かえと 称して 東に 

むかい、 午後 は 日お くりとい つて 西の方に あるいて いく。 朝夕と 正午の 三度、 あるく さきざきで 米 を そなえて 太 


信仰と 神話 326 


陽 をお がみ、 あと は 勝手に 山野 を あるきまわる。 そうすると 身体が 丈夫に なると 考えられ ていた。 これ を、 日の 

とも 

伴と か 日 天 さまのお 伴と か 呼ぶ 地方 も あ つ た。 

熊本県の 阿蘇 地方で は、 春分の日に、 よもぎ を 入れた 米の 団子 を こしらえて、 それ を もって 阿蘇山に のぼり、 

太陽が 西の方に 沈む の を 見る 風習が あった。 また 鹿 児 島の 甑島 では 春と 秋の 彼岸の 日に は、 衝 落の 海岸に よりあ 

つまって、 断崖の かなたの 東シナ 海に 落ちて いく 夕陽 をお がんだ と 伝えられる。 これ は 仏教が 甑 島に つたわる 以 

前からの 風習であった。 

ところで 大阪 にある 四天王 寺の 西 門 は 極楽の 東門に むかう とされて いて、 彼岸の 夕方に は 西の 海に 入る 夕陽 を 

おがむ 群衆が 集まった とされて いる。 これ は 古代の 太陽 信仰の 上に 日 想 観が くわわつ たこと を 示して いる。 日 想 

観と いうの は、 落日の 中に 想念 を 集中 統一 して 西方 浄土 を 観念す る こと をい う。 

たとえば 大和 盆地の 西 を かぎる 二 上 山の ふもとの 良 福 寺と いう 村に 生まれた 慧心 僧都 は、 幼い とき、 二 上 山の 

落日 を 見て そだち、 後年の 日 想 観 を 感得した という。 また そこから ほどとおくない 当 麻 寺に まつわる 中将 姫の 伝 

説に あやかって、 折 口 信 夫 は 「死者の 書」 という 小説 を 書いた が、 その 主人公で ある 藤 原郎女 は、 春秋の 彼岸の 

中日に、 二 上 山に くるめき 落ちる はなやかな 夕陽 を 見つめながら、 仏の まぼろし を 見た ことが 記されて いる。 藤 

原郎 女の 幻覚 は、 落日に 西方 浄土の 姿 を 現出 させよう とする 日 想 観 を 思わせる が、 しかし その 背後に あるの は 太 

陽 神に 奉仕す る 古代の 女た ちの 信仰に ほかなら なか つ た。 

日本の 年中行事 は、 盆に しろ 彼岸に しろ、 用語 や 形式 は 仏教から 借りる ことがあっても、 その 仏教 的な 外被 を 

とりはら うと、 中身 は 仏教と 無縁な 固有 信仰で ある。 たとえば 彼岸に 祖 霊のお とずれ を 信じ、 むかえ 火 をた くと 

ころが ある。 これ は 春分が 盆と おなじように 年の 折り目で あり、 祖霊 来訪 を 信じて いた はるかな 時代の あった こ 

と を 暗示す る。 


春分の 前變 といえば 三月 三日の 雛の 節供 や 四月 八日の 灌 仏会な ど、 とかく 野 山 や 海浜での 行事. 力 多い。 三月 三 

日に 雛人形 をな がして けがれ を はらい、 海岸に 出て 潮干狩り をた のしむ ところ は 日本 各地に ある。 奄美ゃ 沖繩な 

どの 南 島で は 浜 P りと 呼んで いる。 この 潮干狩り や 浜 下り は、 もとは 常世から よせる 波 を 身に つけて、 心身の 再 

生 をね がう 行事であった。 

また その あくる 日の 三月 四日 を 花 散らしと 称して、 若い 男女が あつまり 飲みく いするなら わしが 士_ ^岐ゃ 馬に 

はあった。 

四月 八日の 灌 仏会に は 誕生 仏の 像に 甘茶 を そそぐ が、 この 日 はまた 卯月 八日と も 呼ばれて おり、 高い 山に のぼ 

つたり、 花 を つんで かえって それ を 竿に むすびつけた りする 行事が ある。 これ は 釈迦の 誕生 会と はまった く 無 関 

係で ある。 では どういう 意味が あるだろう か。 柳 田 国 男 は、 その 日 は 山に のぼって、 祖 霊と 会い、 祖霊を まつる 

のが 最初の 目的で あつ たと 考えて いるよう である。 

ヒだ 三月 三日 も 四月 八日 も 今 は 新暦 (太陽暦) にした がう ものが 多く、 旧暦 (太陰暦) と は 日が ずれて おこな 

われる。 そこで 実際の 季節感と 合致 しないば あいが ある。 旧暦の ほうが 自然の 循環に 即して いる ことが すくなく 

ない。 ここで 旧 匿の 四月 八日が どんな 時期で あるか をみ てみ よう。 鹿に 子どもが 生まれる のは灌 仏会の ころと い 

うので 「灌 仏の 日に 生まれ あう 鹿の子 かな」 という 芭蕉の 句が ある。 「鹿の 血 流し」 というの は灌 仏会の ころに 

降る 雨 をい うの だが、 鹿の 出産した のちの 最初の 雨と いう 意味 だそう である。 

^ では 彼岸に ついては どうだろう か。 「鶴が 北に 向かって 高く 飛ぶ と 彼岸 さめ」、 さめ は 終わりの 意で ある。 これ 

^ は 肥 前の 神 崎 郡の ことわざ である。 白鳥な ども 秋の 彼岸 ごろに 飛来し、 春の 彼岸 ごろに 北に 帰る ことが 毎年の し 

春 きたりに なって いる。 ri の キナが 彼岸に 伸びる と 豊年。 彼岸に 後れれば 凶作」。 キナは 穂の ことで ある。 これ は 

ジ 陸 奥 三 戸 郡 日子 町の ことわざで、 凶作に 見舞われ やすい 地方の 人た ちの 敏感な 自然観 察が うかがわれる。 


信仰と 神話 328 


舂の 彼岸と いうの は、 ひとみ を 大きく 開かねば 物の かたち を 見定める ことの むずかし か つ た 冬の 束縛から 解放 

されて、 身 も 心 ものび やかな 季節が 到来した こと を 告げる 自然の 鐘で ある。 その 鐘の ひびきに 耳 をす ま をう。 
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折 口 信 夫に 「平 田 国学の 伝統」 と 題す る 講演が ある こと は 知られて いる。 その 中で 折 口 は 「仙境 異聞」 や 「勝 

五郎 再生 記 聞」 「霧嶋 山 幽郷真 語」 「稲生 物 怪録」 など をと りあげて、 それら を 高く 評価して いる。 これらの 一 見 

荒 唐と みえる 事象 を 平 田 篤 胤が 懸命に 追い かけた の は、 篤 風 自身 は 意識的な 目的 を もたなかった にせよ、 日本人 

の 心意 伝承 を 探ろうと した ものに ほかならぬ、 と 折 口 は 言って いる。 

日本人の、 じ 意 云 承 —— それ は フランス • モラリスト という 意味での モラルに 近いが、 日本の 中に 伝えて きた 奇 

談紀 聞に 探る ことができる。 たあい もない 話 だと 言っての ける わけに はいかな いので ある。 

私 は 右の 折 口の 講演 文章 を 読んだ ときに、 実に 我が 意 を 得た 気がした。 平 田 翁の 熱気が 私に 移った のか、 篤 i 

の 前記の 文章に 興味 を そそられた あげく は、 私の 関心 は、 仙 童 寅吉が 天狗に さらわれた 山 を 自分の 眼で たしかめ 

たいとい うまでに 発展した。 余人から みれば 馬鹿馬鹿しい 経験と いわれる ものであるが、 しかし 私 を そこまで 駆 

り 立てた もの は、 そうした 事実に 古来から 関心 を よせてき た 民族の 心意 伝承に ほかならぬと 言って 差し支えない 

ので ある。 
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「勝 五郎 再生 記 聞」 の 中に、 勝 五郎 を わが 家へ 呼んで 篤 胤が 色々 と 質問す る 席に、 嘉津 間と 改名して いる 寅吉 が、 

勝 五郎の 先輩 格と して 臨んで いる。 

この 寅吉も 異常な 体験の 持主であった。 「仙境 異聞」 によると、 文政 三年の 秋のと ある 日、 屋代弘 賢が 平 田 篤 

胤の 許に や つ てきて、 

「いま 山 崎 美 成の 家に、 天狗に さらわれて ながらく その 使者と なって いた 童子が、 一月 あまり も 泊って いて、 

天狗から 習いう けた 呪禁ゃ 卜い をす るが、 じつに 効験 あらた かで、 しかも その 語る 内容 は 足下の 考えて いる 説 

と 符合す ると ころが 少なくない。 自分 はこれ から 美 成の 許に いって、 その 童子 をみ ていろ いろと 質問 をしょう 

と 思う が、 どうか、 ー緖 にいって みない か。」  一 

という 話 をして 誘った。 篤 胤 はちょう ど 来客 を もてなし ていた。 客 は 伴 信 友であった。 篤 胤 は 伴 信 友に すぐ かえ 

つ てく るから 待 つ ていて くれと 言い残し、 屋代弘 賢と 家 を 出た。 

山 崎 美 成 は はじめは 平 田 篤 胤の 門下で あつたが、 のち 高 田 与 清に したがい、 今 は 屋代弘 賢の 門下と なって おり、 

篤 胤の 住んで いた 湯 島 天神の 男坂 下と いうと ころから 十 町 ほど はなれた 下 谷の 易者 町に 住んで いて、 薬屋 をい と 

なんでいた。 二人が 美 成のと ころ をお とずれ ると、 連れられて 出て きたの は、 年 は 十五 歳と いうが 十三 歳ば かり 

にみ え、 常人より 大きな 瞳が 燜々 とした 光 を 放って いる 男の子であった。 寅吉と 呼ばれる その 少年 は、 根 津七軒 

町に ある 越中屋 惣三郎 という ものの 次男であった。 寅吉は 文化 三年の 寅 十二月 晦日の 寅の刻に 生まれた ので、 名 

を それにち なんでつ けた。 彼 は いっぷう 変った 幼童で、 五、 六 歳の 頃から 明日 は 父が 怪我 をす るから 用心した が 

いい、 今夜 はかならず 盗人が はいるな どと 予言し、 それが しばしば そのと おりに なって 家人 を おどろかせた。 

ある 日、 彼が 上野 東敦 山の 黒 門 まえに ある 五条 天神の あたりに 遊んで いると、 旅装 束 をして 薬 を 売って いる 五 

十 歳ば かりの 男が、 口径 四寸 ほどの 小さな 壺 から 丸薬 をと り 出して あきない をして いた。 薄暮 時に なって 店 じ ま 


いする さま をみ ている と、 男 はとり 並べた 物 を 小 つづら や 敷物まで も その 壺に 入れた。 するとなん となく 納まつ 

てし まった。 やがて 自分 も 片足 を ふみ 入れた かと 思う と 身体 ごとす つぼり 入って しまって、 その 壺は 大空に まい 

上り 行方 知れな くな つてし まった。 

寅吉 はそう した あやしげな 光景 をなん どもみ た。 そのうち 男 は 寅吉に 気がつい たらしい。 むこうから 声をかけ 

てお もしろ いもの をみ せて やる からお まえ もこの 壺に 入れと さそう。 寅吉は 気味 わるく 思った ものの、 男の すす 

めに したがって 壺の 中に 入った。 とおもうと 日 もま だ 暮れない うちに、 と ある 山の頂に ついた。 ァラ ビヤン ナイ 

トゃ 「社 子 春」 を 彷彿させる 光景で ある。 

寅吉が 連れていかれた 山 は 常 陸 国に ある 南 台 丈と いう 山であった (現在の 難 台 山)。 何分に も寅吉 はま だ 幼い 童 

児で あるので、 日が とつぷり くれる と、 しきりに 両親が 恋しい。 そこで 声 を あげて 泣く と、 五十 がらみ の 男 は そ 

れ なら 家に 送り かえ すがこの いきさつ は 人に 語って はならぬ、 毎日 送り迎えす るから 五条 天神の もとにく るよう 

にと 言って、 寅吉を 背負って 眼 を 閉じさせ 大空に まいの ぼった。 耳に 風が あたって ざわざわと 鳴る ように 思う と、 

はやく も 自分の 家の まえにつ いていた。 

こうして 寅吉が 山と 自分の 家との 間 を 往き来し たの は、 七 歳の 夏から 十一 歳の 十月まで 五 力 年に およんだ。 寅 

承 吉の家 は 貧乏だった ので、 十日、 二十日、 五十 日、 百日と 山に いて 送り かえされても、 さして あやしまず、 別に 

§ 気に もしなかった。 寅吉の つれていかれた 山 は、 はじめ 加 波 山の 近くの 南 台 丈で あつたが、 そこから おなじ 常 陸 

^ の 岩間 山に 移った。 

0 この 岩間 山と いうの は、 筑波 山から 北の ほうに 四 里ば かりのと ころに あり、 峯に 愛宕の 宮が あり、 そこに 十三 

再 天狗が いた。 山で は 天狗と いわず 山人と 呼んで いると いう。 けれども 岩 問 山の 十三 天狗の 中に、 ほんとうの 山人 

^ よ 四 人で、 あと は 鷲ゃ鳶 などが なった もので 真の 天狗で ある。 寅 吉の師 である 彼の 男 も、 岩間 山の 十三 天狗の 一 
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人で、 名 は 杉 山 組 正ヮケ モチの 命と いう 人物であった。 歴々 の 山人 はヮケ モチの 命と 呼ばれ、 おのおのの 自分の 

魂を幣 をと どめて 毎日 拝し 祀る、 という 話であった。 

「仙境 異聞」 の 奇異な 話に 魅せられた 私が、 寅吉 のさら われた という 岩間 山 を 探し 当てたい と 思い立つ たの は、 

昭和 四十 四 年 春 二月の すえであった。 地図 を みても 茨城県に 岩間と いう 地名 は あるが、 岩間 山と いうの はなく、 

岩間の 人た ち も 知らない。 やむなく 地园に 愛宕山と 記されて いる 山に のぼって みる ことにした。 愛宕山と いうか 

らには 天狗と 何 か 縁 由が あるだろう とお もった からだ。 桜の 頃 は ハイキングで 賑わう という この 山の 道に も、 緑 

はわず かであった。 タ クシ ー で 頂上まで のぼると まだ 雪が 残り、 そこに 素朴な 神社が ある。 社務所 をの ぞいた が 

神主 はいない。 この 愛宕山と 天狗の 関係 は 皆目つ かめない。 地上 は 風 はない のに 社務所の かたわらの 高い 木立が 

なぜか ひどく 揺れて いるの が 無気味な 感じが する ばかりで ある。 心残りが したが 仕方がなく 下山しょう とふと 横 

をみ ると、 もう 一 つ 社が ある。 石段 をの ぼった ところに 飯 綱 神社と 額が かかって いた。 あやしく 思って まわり を 

見 まわす と、 そこに 石碑が 立って おり、 愛宕 神社の 由来が 刻んで ある。 それによ ると、 もともと この 山に は 十二 

人の 天狗が いたが 絡 内の 長 楽 寺の 僧が 一人、 他の 天狗に たぶらかされ 迷い こんで きて、 それでつ ごう 十三 人と な 

つたと 記して ある。 この 長 楽 寺の 僧の こと は 折 口の 講演に もで てきて いる 話 だが、 私 は 長 楽 寺 を 探せば 岩間 山が 

見付かる にちがいないと、 笠 間、 宍戸、 岩間と 寺 を さがしまわって、 ついに 発見で きなかった 寺で ある。 それが 

この 愛宕山で 狢 内に あると 分った。 またそう いう 伝承 を 記して ある 以上、 愛宕山 こそ は 岩間 山に ほかならぬ こと 

が 確認で きた。 

私はタ クシ ー で 下山す ると、 狢内 という 地名 を 運転手に 探して もらった。 車 は 八郷に 出て そこから 北上し、 田 

舎 道 を やたらと 走った。 まだ 荒 起し も 済んで いない 田んぼの 畦 みちを 車輪 を はみ出さん ばかりにして すすむ。 右 

手に は 雪 を かぶった 加 波 山、 真正面に は 足 尾 山、 そして この 山脈の 左の はてに は筑波 山が ある。 狢 内の 部落 は そ 
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の 山麓の もり ゆきどまりと 思う ところに あった。 部落の 入口の 食料品店に 立ち寄って 長 楽 寺の ありか を 聞く と、 

そこで 二人して 蝶って いた 中年の 村の 女の 一 人が、 

むじな うち 

r ァ ハ ハ ハ ハ …… 狢内長 楽 寺 一 膳 足りない …… か」 

と 大声で 笑った。 私が その 意味 を 聞く と、 

「猪 内の 長 楽 寺の 坊さんが 天狗に 化されて よ、 十二 人い る 愛宕山の 天狗の 仲間に なった とよ。 それで 十二 人 まえ 

の 天狗の 膳が 一 人前 足りな くな つ たと さ」 

と 答えて また 笑った。 長 楽 寺 はすぐ そこ だとい う。 私 はかなり 急な坂 をの ぼって 狢 内の 部落に はいって いった。 

すると 一瞬 私 はちがつた 空気 を 肌に 感じた。 隠れ里 だな、 と 私 は 思った。 二月と いうのに 椿が 咲き ウダ イスが， 鳴 

いている。 民家の たたずま いは それぞれが 藪に かくれて みえない が ゆたかな 感じ だ。 蜜柑の 実が 枝 越しに 熟れて 

いる。 

長 楽 寺 を 管理す るの は 近くの 路川四 郎兵衛 と 代々 名の ある 家で あると 聞き、 私 は そこ をたず ねて 当主と 暫時 雑 

談 した。 先祖 はたた かいに やぶれ 逃げて ここに 住みつ いたと いう。 やはり 隠れ里に 近かった の だ。 

長 楽 寺 は のぼりつめた 坂の 行き どまり にあった。 仁王門 をく ぐると くずれ かけた 薬師 堂が 一 つの こって おり、 

格子戸 は 閉ざされ ていた。 堂 内 は 荒れて、 手足の 欠けた 幾 体 かの 木像が 堂の 隅に 投げ出され ていた。 ここ は 廃ト. - 

になって いるの だ。 屋外に は 「天狗の 袂石」 という 伝承 を もつ 天狗の 腰かけ 石が あった。 この 長 楽 寺に はもと 黒 

い 天狗の 像が あって、 疫病神 を 退散させる ために それ を 背負って 歩いた ことがあった という。 長 楽 寺 は 瓦 谷の 雲 

照 寺の 末寺に あたる ので、 この 木像 は その 雲 照 寺に あるか も 知れない と 路川氏 は 言って いた。 

私 は ともかく 長 楽 寺と 岩間 山 をつ きとめた ことに 満足した。 筑波 山に 三十 六 天狗、 加 波 山に 四十 八 天狗い ると 

言われる が、 この あたりの 人た ち は 幼少の 頃から 天狗の 話に 馴染んで 育った ので ある。 私の 聞いた 話で は、 長 楽 
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寺の 僧 はま だ 小坊主で あつたが、 この 近くの 峠で、 夕方 釈迦に 化けた 愛宕 (岩間) 山の 天狗に たぶらかされ たと 

いう。 神 かくしに あって 行方不明 になった 子どもが、 天狗に さらわれたと 考えて 一向に あやしまれない 雰囲気が 

あつたの である。 先刻の 「絡 内 長 楽 寺 一膳 足りない」 という 該を 私に 教えた 女の 笑い声が、 どこか 天狗の 高笑い 

に 似た ようで あつたの も、 土地柄と つながりが あるの かも 知れない。 日本人の 心意 伝承と いう 点から みれば、 篤 

胤の 頃の 伝承が 今日まで この 地方に 生ま 生まし く 残って いるの も あやしむ に 足りない の だ。 

なお 「稲生 物 怪録」 について 言えば、 ひじょうに かわった 化物の 話で あり、 しかも その 様態が 千変万化 をき わ 

めながら、 からつ としていて、 陰々 滅々 としたと ころがない。 ただ 人 を おどろかす のが 好きで 出て くるよう であ 

る。 篤 風が こうした 「稲生 物 怪録」 を 書いた 動機 はだれ でも 疑いた くなる が、 折 口 は、 こうした 化物の 出現の 仕 

方 は、 昔、 神が さまざまな 形 を 借りて 自分の 能力 や 技巧 を 示そうと した 性質に 由来す る もの だと 述べて いる。 つ 

まりお 化け は 神の 様態 または その 低い 次元の 表白の 形式であった とみる ので ある。 ここに も、 私達の 追求し なけ 

れ ばなら ぬ 日本人の 心意 現象の 伝統の 問題が あると いう ことができる。 
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最近 私 は 古代史に 関心 をよ せる ようにな つたが、 自分で 手 さぐりしながら 少しずつ 分かって きた こと は、 古代 

を 理解す るのに 必要な 文献が きわめて かぎられ ている という 事実で ある。 記紀 万 葉 や 風土記な どす ぐれた 文献 は 

あるが、 それだけ では 分からない ことが 多すぎる。 たとえば 万葉集の 巻 三に 「枕べ にい は ひべ を据 ゑ」 と ある。 

これ は 死者の 魂 を 鎮める ときの 歌で あるが、 万葉集の 中で は 「いは ひべ」 を 掘り 据える というの は 他の 歌に も あ 

る。 旅行者の 家人が 道中の 安全 を 祈る とき もそう する ので ある。 甕が 神霊 または 人間の 魂の やどる 容器で あると 

いうの は 推察が つくが、 しかし なぜ、 甕 を 枕許に 置く かとい うこと は、 もう 一 つ はっきり しない。 

ところが 私 はこの たび 五島 列島に 旅行して、 家人が 旅行して いる ときには、 台所の 甕に 一杯 水 を 満たして おか 

ねば、 不測の 危難が 起こる という 俗信が あり、 そのために 甕の 水が 少ない ときには 母から 叱られた という 女性の 

話 を 聞いた。 これ は 五島 列島で は ひろく 流布して いる 風習で ある。 これから 類推す るなら ば、 おそらく 小：： 代に お 

いても 甕の 中に 水 を 満たす ことがあ つたので はない かと 考えられる。 ただ 甕 を 枕許 や 屋内の 床の 上に ほくと いう 

だけで はな か つたので ある。 甕に 水がない というの は 魂が 空つ ぼ だとい うこと を 意味した ので はない か。 
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このように 文献 だけで は その 意味が 不明な ことが 多い。 しかし また その 補助 手段と しての 考古学に も それなり 

の 欠点が ある。 考古学 は 土中の 遺物 や 遺跡 を 対象と して 研究 をす すめる が、 それ は 何千 年 もの あいだ 残って いる 

ものに 限られて いる。 日本 は 家 を 建てる にも、 日用品 を 作る にも 植物の 恩恵 を 最大限に 受けて いる。 これ は 朝鮮 

などの 比で はない。 ところが この 植物 は 腐り やすい。 泥炭地な どで 保存され るば あい も あるが、 それ は 僥倖で あ 

つて、 一 般 的に はまず 残らない ほうが ほとんど である。 そこで 古代人の 日常生活 を 知る ことに 手がかり を 失つ て 

しまう。 その 一例 を あげる とヒ ヨウ タンが ある。 これ は 昔に は 物 を 容れる 器と して 無くて はならぬ ものであった- 

十五 世紀末に 漂流した 朝鮮人 は、 与那 国で は 水 を 汲む にも、 酒 を 入れる にも ヒョ ウタン を 二つ割り にした もの を 

使って いた こと を 記して いるが、 彼ら 漂流 民に したと ころで、 船の ァ カトリ、 つまり 船に 侵入して くる 潮水 を 汲 

み 出す のに はヒ ヨウ タン を 使った ので ある。 二つ割りの ヒョ ウタンに 柄 をつ ける と柄构 になる。 ヒシ ャクの 元祖 

がヒ ヨウ タン である こと はまちが いない。 ヒョ ウタン は 朝鮮で はチ ョッパ ケ と言うが、 こ の ことば はわが 対 馬 や 

五島に も 伝わって いて、 ハケと 言えば ヒョ ウタンの ことなの である。 ヒョ ウタンの 用途 は それば かりで はない。 

済 州 島で は 網の 浮 子の かわりに 使用して いる。 このように 重要な 日用の 道具で ある ヒ ヨウ タン は それが 植物で あ 

るば かりに 土中に 残らない。 そこで 考古学 もまた 古代人の 日常生活 を 知る ために は 必要で あるが けっして 充分な 

学問で ない ことが 知られよう。 柳 田 国 男 はすで に 大正時代、 土器 学と 共に ヒョ ウタン 学が あるべき であると 提唱 

している。 

古代 生活 を 解明す るた めに は、 もう 一 つの 補助 手段が ある。 それ は 民ぎ 学と も 縁の 深い 民族学で ある。 戦後 は 

アメリカ 流に 文化人類学の 呼称が 一 般に 用いられ ている。 この 文化人類学 は 民俗学が やや もす ると 日本の 内側に 

だけ 限られて いるのに 対して 眼 を 世界に むけて いる。 したが つてより 広い 視野で 比較 研究が できる という 利点が 

ある。 しかし その 利点 は そのまま 欠点と もなる。 というの も、 それ は 尺度が 大まかす ぎて、 説明すべき 対象と、 
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説明の 間に 距離が あまりに 開いて いると いう ことで ある。 古代 社会の 解明と いっても、 それ を 大きな 括弧に くく 

つ ただけ では 充分な ものと 言いが たい。 

もちろん 民俗学 だけで も 有効と は 言いが たい。 それ は あまりに も 漠然とした 時間 を とりあつかう ために 年代の 

比定 がで きないと いう ことがある。 このよう にして みると きに、 文献 史学 も 考古学 も 文化人類学 も 民俗学 も、 そ 

れらは 単独で は 日本人の 古代 生活 を 明らかにして いくこと は 不可能で ある、 という こと を 知らねば ならぬ。 それ 

ぞれの 学問 は 最初から 限定 を 背負って 出発して おり、 他の 学問の 協力な しに は 古代の 生活の 解明 は 不可能で あ 

る。 

しかし 日本の 古代 学の 伝統 は、 学際的な 学問で あり 得た かとい えば けっしてそう ではない。 記紀 万 葉な どが 皇 

国史 観の 史料 的な 裏付けと された こと もあって、 それら さえ あれば 日本の 古代 は 充分に 説明 可能で あると いう 考 

えがつ ちかわれ ており、 これ は 皇国 史観 を 批判す る 戦後の 史学に も そのまま 受けつ がれて きた。 だが、 考えても 

みよ。 日本書紀に 明記され ている ように 蘇 我 氏が ほろびた ときに、 天皇 記 や 国 記な どの 記録 を 焼いた と ある (皇 

極 天皇 51 年 六月)。 これらの 書物が もし 現在 も 伝わって いると したならば、 日本の 古代史が 一変して いる こと は 疑 

問の 余地がない。 今日 私たちが 読む のと はなはだ 異なった 古代の 通史が 書かれて いる ことにな つた はずで ある。 

にもかかわらず、 現存の 記録 を 相手と して 研究す る 史家 はいつ しか それだけが 与えられた 記録で あると いう 考え 

を もち はじめ、 それだけで 必要 かつ 充分で あると いう 錯覚に 陥る。 そこで 与えられた 記録の 中 だけで ぉ理 L ま 

た 里 屈 をつ ける ようになる。 これ はき わめて 危険な ことで は あるまい か 

これ は 史学の みならず 他の すべての 学問に あてはまる ことであって、 民俗学で もこれ までの 調査に だけ 頼って 

推論しょう とすると きに、 大きな 誤り をお かさざる を 得ない。 というの も、 多くの 調査 洩れが あるば かりで はな 

く、 調査 そのものの 不確かな ばあいが 少なくな いからで ある。 
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こうした ことがある にもかかわらず、 私が 古代史に 近づいて い つ たの は なぜかと 言えば、 民俗学 だけで 日本の 

常 民の 世界観 や 死生観 を 明らかにする こと はすこぶ る 困難で あると 判断した からに ほかならぬ。 柳 田が 述べて い 

るよう に 日本 民俗学が たどり 得る 限界 は せいぜい 室町 時代まで だとい うこと からすれば、 それ 以前 は 他の 学問の 

助け を 借りる ほか はない。 但し この こと は 誤解され て はならない。 すなわち 民俗学で 年代 を はっきりと 確かめる 

ことができる 上限 を 室町 時代に 置いた のであって、 それ 以前に は、 おなじ 民俗 現象が 存在し なかった という わけ 

では 毛頭ない。 むしろ 脈々 と 先史、 古代から 流れて きた ものであった ろうが、 それ を 民俗学 自身で は 確認で きな 

いという だけの 話で ある。 そこで 考古学 や 歴史学の 助け を 借りれば、 民俗 現象 をい つそう 遠くまで 遡行して 追求 

していく ことが 可能で ある。  一 

最近 は考古 民俗学な どと いう 言葉 も 生まれて いるよう に、 両者の 合体した 視点 は 従来に ない 成果 を あげる こと 

がで きる。 また 記紀な ども 仔細に 見て いくと そこに 民俗 現象が かくされ ている ことが 多い。 それ は 的確に さぐり 

あてる とき 意外な 世界 へ と 私たち を みちびく。 たとえば 日本書紀の 神代 巻に はヒ コホホ デミと ホス セリの あらそ 

いの 話が のって いる。 ヒ コホホ デミが 潮 満ちの 玉 を もって 苦しめる と、 ホス セリは 助け を 乞い、 これから は あな 

たの 俳優と なろうと いう。 その 俳優の こと を あるいは 狗人 という、 とも 記して ある。 そこで ホス セリの 子孫の 隼 

人た ちは宮 門で 狗の 吠える まね をして 仕えた と 述べて いる。 岩波の 古典文学 大系 『日本書紀』 の 頭注に は、 隼 人 

のことば が 朝廷の 人々 のことば と 異なって いたので、 その 発声 は 異様で あり、 その 声に よって 国境 や 山川 道路の 

邪 霊 を 追い はらう 役目 をつ とめた ので あろうと 述べて いる。 果たしてそう であろう か。 

隼 人が 犬の 吠える 声 を まねた ときには おそらく 犬の 面 を かぶ つていた。 つまり 犬の 頭 をした 人間が 宮 門に 立つ 

ていた はずで ある。 この こと は 何 を 意味す るか。 朝廷の 人た ちに は、 隼 人が 犬の 子孫で あると みえた からにち が 

いない。 では、 何故そう みえた かとい うに、 隼 人に はお そらく 自分た ち は 犬の 子孫で あると いう 伝承が あつたの 


だ。 犬の 子 VI- であると いう 伝承 は 沖 繩の宮 古島 や 与那国 島に も ある" それ はとお く 台湾 や 南中 国と もつな がりの 

ある 犬祖 伝説で ある。 この 犬祖 伝説 を もつ 隼 人が 朝廷の 力に 屈した ときに、 彼ら は 犬の 吠 声の 真似 を させられた 

の だ。 すなわち こ こ に は 古代史と 文化人類学 や 神話学との 協力が 必要な ので ある。 
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海 幸 • 山 幸の 神話の 結末の 条で、 ヒ コホホ デミに むかい ホス セリは 命乞いして、 自分の 子孫 は あなたの MM に 

なって 仕える から 許して くれと 哀願した。 そこで ホス セリの 子孫の 隼 人た ち は、 今にいた るまで 宮殿の 垣根 を は 

なれず、 代々、 犬が 吠える まね をして 奉仕した、 と 日本書紀 にある。 これの ために、 隼 人た ち は 天皇の 行列が 国 

の 境界 や 山川 道路の 曲がり角に さしかかる たびに 吠え声 を 発した。 その 理由と して は 隼 人の 言葉 は、 中央の 言苇 

とちが つていた から、 その 異様な 声で 悪霊 を 追っぱらう ことができ ると 思われた、 とする のが 一般的な 説明で あ 

る。 

た 力 私に は 隼 人が 犬 吠え を させられた 理由 はまた 別に ひそんで いるに ちがいない とおもう。 たしかに 古代人 

は 吠え声 を もって 邪 霊 を 追放す るのに 効果が あると 信じた にちがいない。 だが、 それ は 隼 人の 言葉が 難解で あつ 

たため かどう か はうた がわし い。 

伴 信 友の 「隼 人の 狗吠」 という 小 文に は 大和 国の 元 明 帝の 御陵の ある 添 上 郡の 奈保 山の 大奈 閉山に は、 犬 石と 

よぶ 三 基の 石が あって、 犬 頭の 人形 を 陰刻して いると あるが、 その 犬 頭 は 朝廷の 儀式のと きに 隼 人が 犬の 仮面 を 
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かぶつ ヒ 姿だろう と 伴 信 友 は 推測して いる。 「この 石像に は ところどころ 朱 を さして ある」 と 信 友 は 書いて， -る 

が、 これ は 注目に 値する。 隼 人 は 朱 丹 を 身体に 塗った からだ。 元 明 帝の 陵墓の まわり を 石で こしらえた 鬼た ちが 

とりかこんで いる こと は 今昔 物語が すでに 述べて いる。 したがって その 石像 は 後世に なって 作られた もので はな 

い。 但し それ は 新羅の 王 陵な ど を まもる 十二 神 将を模 した ものの 名残 かも 知れない。 

伴 一一 一一 口 友が、 隼 人 は 犬の 仮面 を かぶ つ て宮 門で 吠え声 を 発した ろうと 述べて いる こと は 私の 想像力 を 刺戟した。 

なぜ 犬の 仮面 を かぶらされ たかと いえば、 つまり 隼 人の 言葉が 難解であった ために、 犬 吠えさせられ たので はな 

く、 彼らが 犬の 頭 をした 人間と、 朝廷から 見られて いたた めで はない か。 犬の 頭 をした 人間と は、 私の 考えで は 

犬祖 伝説 を もつ 種族 を 意味す る。 そう 私が 考えた 理由 は、 羽 原 又吉が 次のように 書いて いるから である。 

すなわち 南中 国の 福 建 省に 住んで いる 畲 族の もつ 有名な 伝説で は、 国 初に 高 辛 帝が 約， 束 を 守って 自分の 娘 を、 

大功 を 立てた 犬 頭 人 (犬) の 妻と したが、 頭が 犬な ので 布 を もって 頭 を かくした。 今日 禽 族が 頭の 前方に 布のお 

も かげで ある ふさを 下げる の は、 そのため であり、 畲族 はこの 犬の 子孫で あると いう。 

これにつ いて 思い出され るの は 『魏志 倭人 伝』 に 伝えられる 倭人の 風俗が、 男 は 髪 をみ ずらの ように 結い 木^ 

を 頭に かけた とされて いる ことで ある。 万葉集 巻 十一 にも、 肥 人が 染 木綿で 額 髪 をむ すんだ と ある。 肥 人 は 熊 本 

県の 球 磨 地方に 居住す る 人た ちと 考える と、 隼 人の 土地と はき わめて 近い。 履 中 紀には 刺 領布と いう 名のお 人が 

登場す る。 延喜 式の 隼 人 司の 条に は、 宮 門で 犬 吠えす る 隼 人 は 紅い 帛の 肩巾 をつ ける と ある。 こうした 風俗が さ 

きに のべた 犬 頭 人の子 孫と そのまま つながる か 断定 はで きないが、 一 応 考えて みる 必要 は ある。 

犬と 女と が 結婚して その 間にで きた 子孫が さかえる 話 は、 沖繩の 与那国 島ゃ宮 古島、 また 奄美 のかけ ろま^に 

も ある。 宮 古の 人間 は 犬の 子孫 だな どと 現在で も 言って いる。 それ は ある 種の 軽蔑した 言い方に なって ぃス。 お 

そらく 隼 人 もそう した 伝承 を もつ ゆえに 宮廷に おいてい やしまれ、 犬の 子孫 だから 犬の 吠え声 を やれと 命じら，^ 
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たにち がいない。 

延喜 式の 隼 人 司の 条 にある 説明で は、 隼 人 は応天 門のと ころに 陣 している が蕃客 入朝の ときには、 吠え声 を 発 

しないと いう。 この 箇所に ついて 伴 信 友 は、 朝廷の 儀式に は 総 じて 漢 様が 多い のに、 この 吠え声 を 発する 儀 は そ 

うでない から 蕃客 入朝の 時には 停止され たので あろうと 説明して いる。 要するに 犬 吹え は 日本の 宮廷が 国内む け 

にお こなった 儀式だった の だ。 

今昔 物語の 巻 三十 一 に は 犬の 妻に なった 女の 話 ものって いるから、 日本の 風土 はこうした 犬祖 伝説と 無縁で は 

ない。 それが 南中 国から 沖繩 列島 ゃ奄美 群島 をへ て 九州の 南部に 定着した と 推察す るの は、 ごく 自然な ことで あ 

る。  一 
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日本語で よ 火く という 語 はさま ざまに 使用され る。 真 金 ふくと か 銅 を 吹く とかいう 言い方 をす る。 そのための 

作業場が 吹き 屋 であり、 炉に風 を 送る ものが 吹 子で ある。 ふい ごの はたらき は 肺の 活動 に似てい る。 古語で 肺 を 

「ふく ふくし」 と 呼ぶ の は それと 関連が あるか も 知れない。 たたらと 呼んで 足で ふんで 送風す る 大きな ふい ごも 

ある。 こうした 金属 精鍊に 従事す る 人た ち はとう ぜん 「吹く」 人た ちであった。 

ところで 私 は 昨年、 岐阜県 不 破郡垂 井町に ある 南宮 神社の ふい ご 祭 を 見に いった 折、 宮司の 宇都 宮 さんから 耳 

よりな 話 を聞パ た。 すなわち、 その 一帯 は 冬に は 伊吹お ろしが、 顔に あたる と 痛い くらい 吹きつける。 そこで 以 

前 は 铸物師 たち は、 たたらの 口 を 風の 方角に むけて おくと、 たたら をつ よく ふまないでも 風が 炉に 入った という 

ので ある。 その 話 を 聞いた とき、 私 は 伊吹山と 風と 伊福部 氏の ことが 頭に つながって 浮かんだ。 南- K 神社の 两北 

方、 不 破の 関 近くに 伊吹と いう 集落が あり、 そこに 伊富岐 神社が ある。 これ は 古代 氏族の 伊福部 氏の まつる 神社 

とされて いる。 それが 伊吹山と 関連 を もっと すれば、 伊福と いう 名 はふい ごやた たらな どの 送風 装置に 由来す る 

こち、： A いないと 私よ. 考えた。 また 南宮 神社 は 金 山彦 命 を まつる 美 濃 国 一の宮で あるが、 その 東北に あたる 金.^ 一山 
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や 赤 坂 鉱山 力ら は 銅 をと つた 形跡が のこって いると いう。 これらの こと を 思い あわせる と、 伊富岐 神： flH から \-キ 

口、 南宮 神社から 四 キロの 地点に あたる 大垣 市の 十六と いうと ころに、 銅鐸が 出土して いるの は、 それらと 関係 

が あるか も 知れない と 想像 をめ ぐらした。 

そこで 私 は 「和名 抄」 の 中から 伊福部 氏の 居住した 六 箇所の 伊福 郷を ひろい 出し、 それ を 銅 It 出土 地と つきあ 

わせて みた。 すると、 奇妙な 暗合が あぶり 出されて きた。 

S 静岡県 引佐郡 細 江 町気賀 (遠 江 国 引佐郡 伊福 郷) から 銅鐸が 出土して いる。 S 奈良県 宇陀 郡 榛原町 福 西 (大 

和 国 宇陀 郡 伊福 郷) から 六キ ti はなれた 大 宇陀 町 小 和 田 (浪 坂郷) にも 出土して いる。 S 岡 山 市上 伊福 (備前 国 

御 野 郡 伊福 郷) から は 銅鐸 を 模造した 土鐸が 出土して いる。 S 広 島 市 安佐町久地 (安芸 国 佐 伯 郡 伊福 郷) に 根拠 

地 を もつ 廬城部 連 はまた 府中 市 (旧 安芸 郡 府中 村) にも 屯 倉 を 所有して いた。 その 府中 市から 東北 方 四 キロに あ 

たる 安芸 郡 安芸 町の 福 田 木の 宗 山から 邪視 文の 銅 IT が 出て いる。 

このように 「和名 抄」 に 記載され た 六 箇所の 伊福 郷 のうち 四 箇所が 銅鐸 出土 地と かかわり を もつ。 なお 「和名 

抄」 に は 意 福 駅が ある。 これ は 現在の 山口県 美禰 市の 於 福で あるが、 於 福に は 二つの 銅山が あり、 戦後まで 銅 を 

とっていた。 さらに 話 をつ づけよう。 三重県 一志 郡 白山 町家 城の あたり を 流れる 雲 出 川 は 古代に は廬城 川と 呼ば 

れ ていた。 さて 白山 町 川口から は 銅鐸が 出て いる。 家 城 も 廬城も 伊福と 通 音で、 その あたり は 伊福部 氏が いたと 

想定され ている。 また 因幡 一 の 宮の宇 倍 神社 は 代々 伊福部 臣 のまつ る 神社で あり、 その 古い 系図に は r 禱祈を も 

つて 息をつむ じ 風に 変化す。 これ をし るして 姓 を 気 吹部臣 とた まう」 と 述べられ ている。 気 吹 部すな わち 伊福部 

の 性格 は、 これ を みても、 たたらに 関連す る 職業で ある ことが 分かる。 ところで 宇 倍 神社の 北方 十 キロに ある 鳥 

取 県 岩 美 郡 岩 美 町の 新 井から 銅譯が 出土して いる。 岩 美 町に は 荒 金 銅山 はじめ 多くの 鉱山が あり、 すでに 文武 天 

皇ニ年 (六 九 八) に 銅鉱 を 献上して いる。 
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これに、 最初に のべた 岐阜県 不 破郡垂 井町の 例 を 加える と、 じつに 伊福 郷ゃ 伊福部 氏と ゆかり を もつ 神社の あ 

る 七 力 所の 土地が、 銅！： の 出土 地と も 関連して いる。 これ を 偶然と 考える こと はむしろ 困難で ある。 おなじ 銬型 

から 作られた 銅鐸が 遠方の 土地に はこばれて 出土す る 例 も あるから、 銅鐸の 出土 地が そのまま、 その 製作 地で あ 

ると いうつ もり はない が、 しかし 銅鐸 は 任意の 場所に 恣意的に 埋められ たので はなく、 特定の 地に 意識的に 埋め 

られ たこと は あきらか である。 こうした 私の 推論の 傍証に、 かって 大場磐 雄 氏 も 示唆して いたが、 「さなぎ」 と 

いう 名称の 土地 や 神社の 周辺の 六つの 地点から 銅鐸が 出土して いる 事実が あげられる。 地名との つながり を 無視 

する こと は ゆるされない。 

ふりかえって みれば、 銅鐸 は 日本 古代の 最大の ナゾの ひとつに かぞえられながら、 その 研究 はもつ ばら 考古学 

者に ゆだねられ てきた。 民俗学 者が その 立場から 意見 を 表明した という 話 を 聞かない。 しかもす でに 藤森栄 一氏 

が、 その 著 『銅鐸』 のなかで、 一章 を さいて 「ついに 行 きづ まった 銅鐸 研究」 と 触れて いるよう に、 銅鐸の 型式 

分類 や 化学的 分析 は 名人芸の ような キメ のこ まかさ をみ せる。 だが それ は どのような 人た ちが、 どんな 目的で 使 

用した かに は、 ついに 答えない。 そこで 一転して アマチュア まがいの 説 を 専門家が ふりまわす ことになる。 

ここにお いて 民俗学 的 方法から する 接近の 道はないだろう かと 私 は 考える。 私 は 銅鐸 を 農耕 祭祀に かかわる 祭 

器と する 説に は 疑問 を もつ。 私の 仮説 を あえてい うと なれば、 銅鐸が 特定の 土地から 出土して いる ことから みて 

(それ はかならず しも 伊福 やさな ぎに かぎらない)、 むしろ 銅鐸 は 村が 国であった 弥生時代に、 村 国の 境目に 意識 

的に 埋めた ものであった ろう。 古代に は 村 境 や 国境に 甕 を 埋めた 例 は 多い。 私の 考えの 裏付けと なる ものに 銅 It 

に 似た 銅 鉢が ある。 対 馬の 三十 箇所から 出土した 広 鋒 青銅 矛 を 徹底して しらべ た 地元の 考古学者の 永 留久恵 氏 は 

それらが すべて 村の 関門 をお さえる 要地から 出土して いると ころから 「人里の 境で、 村 を 鎮める 祭祀が おこなわ 

れた」 と 結論 づけた。 
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さて 私 は ここにお いて 「古語 拾遺」 に 鐸を作 つ たと 記されて いる 天の 目 一 つの 神に むかう。 柳 田 国 男 は 「 一 目 

小僧 その他」 の 中で、 眼 一 つの 神、 あるいは 一 つたたら と 称せられる 片足の 神 は、 大昔の 祭の 折に、 ある 人間 を 

神の 名代と する ために、 ふつうの 人と 区別して、 隻眼 隻 脚に する 風習の あった こと を 示す 名残で あると いう 仮説 

を 提出して いる。 だが、 はたして そうだろ うか。 ながい 年月、 たたら 炉の 炎の 色 をみ つめて きた もの は、 眼 を 傷 

つけて 失明に およぶ ことがあり、 そうでなくても 一眼の 機能 をう しなう ことが すこぶる 多い。 と 同時に、 たたら 

を ふみつ づけて いると、 自然に 足が なえて 自由が きかなくなる。 つまり、 一眼 一 脚の 神の 起源 は 銅 や 鉄な どの 精 

練に たずさわる ものの 職業病に 由来す るので はない か。 

かって 烈しい 山お ろしの 風 を 利用して、 銅 や 鉄 を 「吹く」 作業に 黙々 と 従事す る 一 団 があった。 彼ら は その 過 

酷な 仕事の ために 眼 や 足 をいた めた。 しかし 常人に はまね のでき ない 特殊な 技術の ために 神と よばれた ので ある。 

彼ら こそ は 古代 天皇制が にぎに ぎしく 登場す る 前 時代の 神で あり、 それゆえに 大地の 片 すみに 追いた てられ、 お 

ちぶれ て、 一目 小僧 や 一った たらな どになる ほかなかった。 しかし、 さ蠅 なして 沸き あがる 神々 と は 無縁で ある 

孤独な 「青銅の 神」 との 対話 を、 私 は 今 はじめようと している。 


死と 影の 系譜 —— 遊 部に ついて 


ァメ ノウ ズメノ ミコト は 古事記に 天 宇受売 命、 日本書紀に は 天鈿女 命と 表記され ている。 その 名の 由来に つい 

て は 「古語 拾遺」 に 「天 鈿女命 古語 天 乃於須 女、 其 神、 強悍猛 固、 故以 つて 名と 為す。 今の 俗、 強 女 を於須 志と 

いう はこの 縁な り」、 と ある。 「古事記伝」 もこの 説 を 踏襲して いる。 西 郷信綱 氏の 「古事記 注釈」 は、 橘 守 部の 

rial. を さし 給 ふ を 以て 称へ たる 名 也」 という 説に 同調して いる。 ゥズは 木の 枝葉 や 花な ど を 頭に 挿した もの を 

いう。 ゥズメ は ゥズを 頭に 挿した 女、 すなわち 神 女 • 巫女の いいで ある。 それが 語感と して オズ シの 印象と 接触 

している までで ある、 というの が丙郷 説で ある。 松岡静 雄の 「日本 古語 辞典」 はまた ちがった 解釈 をして いる。 

ゥズ メはゥ (大) スズ (清浄) メ  (女) の 約言で あり、 大斎 女の 謂で あると する。 そして ゥズメ は 主として 伶人 

の 意と 了解され ると 述べて いる。 松 岡 説に よれば、 天 若 日子 伝説に 哭女 と共に 葬儀に き 与した と ある 維 女 (舂 女) 

もこれ をい うので ある。 靑女は 従来 ツキ メと訓 み、 之 を 稲舂に 引つ けて 解釈して いるが、 いささか 無理で あるの 
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みならず、 記に 碓 女と 表記した の を 見ても ウス メに 充てた ものと せねば ならぬ、 と 松 岡 は 言う。 要するに 松 岡 説 

は 天 岩戸 伝説の ァメ  ノウ ズメと 天 若 日子 伝説の ウス メは同 語源で あり、 それ は 大いに 清浄な 女 を つづめた 言葉で 

あると 解して いる。 

岩波の 日本 古典文学 大系の 「古事記」 (倉 野憲司 校注) の 頭注に は、 「古語 拾遺」 に 「強 女」、 一説に 「臼 女」 の 

意に 解され ている が、 名義 未詳と 片付けて いる。 ここにい う 「臼 女」 説 は 誰の 説な のか 私に は 分からない。 ある 

いは 松 岡 説 を さした のか も 知れない し、 そうでない かも 知れない。 しかし 松 岡 説 は、 ウス メと 言っても 穀物 や 餅 

をつ く 臼 を 意味して はいない。 

こうした 諸説 を 並べた のちに 私の 説 を 述べる ことになるの であるが、 私 はァメ  ノウ ズメは 天の 臼 女 (維 女) に 

由来す ると 理解す るので ある。 その 理由 を これから 述べる ことにする。 それ はまず 記紀の 天 若 日子の 葬儀の 条を 

見て みなければ ならない。 古事記に は 次のように 書かれて いる。 

も や  か はかり きさり  し  ははき もち し  そに どり みけび と し  すずめ うすめ  し  きぎし  なきめ 

其処に 喪屋を 作りて、 河臈を 岐佐理 持と 為、 鷺を掃 持と 為、 翡鳥を 御 食 人と 為、 雀を碓 女と 為、 雉子 を哭女 

と 為、 かく 行 ひ 定めて、 日 八日 夜 八 夜 を 遊びき。 

日本書紀に は、 

も や  つく  もがり  か はかり  き さり も ち  ははき もち  かけ  き 

すな はち 喪屋を 造りて 殯す。 すな はち 川臈を もって、 持 傾 頭 者お よび 持 帚 者と し (一 に 云 はく、 鷄を 以て 持 

さり も ち  ははき もち  つきめ 

傾 頭 者と し、 川 腸 を 以て 持 帚 者と すと いふ) 又、 雀 を 以て 舂女 とす。 (一 に 云 はく、 すな はち 川 腸 を 以て 持 

そび  もの まさ  つきめ  さ ざき  なきめ  とび  わた 

傾 頭 者と し、 また 持 帚 者と す。 鴆を もって 尸 者と す。 雀 を 以て 舂者 とす。 鹪鹩を 以て 哭者 とす。 鵄を 以て 造 
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綿 者と す。 烏 を 以て 宍人 者と す。 凡て 衆の 鳥 を 以て 任 事す。) 而 して 八日 八 夜、 啼び哭 き悲び 歌ぶ。 

と ある。 これ は 喪屋の 風景で ある。 古代人 は 生から 死へ 移行す る 境目に 死者の 復活 儀礼 をお こなった。 死体が 腐 

敗して はじめて、 魂 は 死の 国に 旅立って いく。 それまで は 死者 は 生き かえる 可能性 を もってい ると 考えられ てい 

た。 これに ついては 松 前 健 氏が 「日本 神話の 新 研究」 の 中で 詳述して いる。 その 中で 次のように 述べて いるの 

が 注目され る。 「折 口先 生 は、 これ 等の 葬礼の 様式に は、 鎮魂の 意味が あると 言われて いる。 すなわち 掃 持 は、 

玉 ハハキ (霊魂 用の 箒) で 離散した 魂 を搔き 集める 者、 春 女 は 生成の 呪術と して 臼 をつ く 女、 御 食 人 は 食物の 有 

する 活力で、 死者の 蘇生 を 図ろうと する 者 (枕 飯の 起源) で、 また 八日 八 夜の 遊び は、 魂の 蘇生 を 図る 手段で あ 

ると 説かれ、 従って ァ ヂシキ タカ ヒ コネが この 喪屋に 弔問した 時、 ワカ ヒコの 眷族が、 ワカ ヒコと 間違えた とい 

う 話 も、 その 鎮魂に よって、 復活した と 誤認した の だと 説かれて いる。」 松 前 氏の 引用す る この 折 口の 解釈 は完 

璧 であって これに 付け加えるべき もの はない。 しかし 折 口 は そこから ァメ  ノウ ズメの (命名の) 原義 を 引き出 そ 

うと はしない。 折 口 全集 第二 巻に は 「若水の 話」 が 載って いる。 そこで 折 口 は 次のように 言う。 「^^^と 言 ふ 

職 は、 鎮魂 を 司る もので、 葬式に も^ が 出る。 此 資格の 高い もの を鈿女 命と 言う。 臼 女で はない。 恐し の 

『を ぞ』 と 言 ふが、 やはり 仮名の 変化で うつめ、 をつ めだと 思 ふ。 魂 を 『をち ふらせる』 役で あらう。」 すなわち 

折 口 は 臼 をつ くこと が 生成の 呪術で ある こと を 洞察しながら、 ゥズ メは臼 女に は 由来し ない と言うの である。 

臼を杵 でつく 動作が 生殖 行為 を 表現す る こと は 古代に おいても 現代と おなじであった。 そこから 臼 は 婚姻 や 出 

産に 欠く ことので きない ものと して 扱われた。 中 山 太郎の 「信仰と 民俗」 に は r 碓の誥 び」 という ェ ッセ ィが収 

めら れ ており、 その 中には 次の ような 事例が かかげられ ている。 群馬県 惣社 町で は 葬儀が あると、 葬 家で は 会葬 

者の 帰来に 先立ち、 紙に 立 臼の 形 を 画き、 塩と 共に 戸口に 置き、 その 前方に 盥を 据え、 葬儀から 帰った 人々 は、 
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この 盟で 洗足の 真似 をな し、 塩 を 振り まき 穢を 払って 後、 家に 入る の を 常と するとい う。 ここで は 臼が 塩な どと 

おなじように 死霊 を 払う 役目 を 果してい る。 おそらく 古代に は、 死者の 枕許で、 じっさいに 臼 をつ く 動作 をく り 

かえし、 魂の 復活 を 願う 儀礼が おこなわれた にちがいない。 アマ テラスが 天 岩戸に かくれた というの も、 一種の 

死であった。 天 岩戸の 中 は 喪屋に 相当す る。 天鈿女 命が、 空つ ぼの 槽を 伏せ、 それ を ふみ とどろかし たという 古 

事 記の 叙述 は、 それが 臼を杵 でつく 動作の 変形で あると 見る ことが 可能で ある。 日本書紀 は 天鈿女 命が 茅 纒の稍 

を もった と 記して いるが、 それ は杵 にあた る。 要するに 天 若 日子の 葬儀に 登場す る碓 女が 天鈿女 命の 前身で あつ 

た。 とすれば ウス メ から ゥズメ へ 変化す るの は 容易で ある。 天鈿 女の r 鈿」 は カン ザシを 意味す るから、 日本 書 

紀 にそう 表記され ている という こと は、 書紀 編纂 時に 維 女 (臼 女) としての 原義が 見失われ ていた こと はたし か 

であるが、 しかし それ は 後代の 潤色で あると 私 は 思う。 したがって、 天鈿女 命の ゥズメ は 臼 (維) 女に 由来す る 

と 考える ことが、 ゥズ メの 職能 を もっとも 端的 かつ 明瞭に 把握す る ことと つなが つてい く。 

死者 復活の 儀礼 を 「あそび」 と 呼んだ こと はさきの 「日 八日 夜 八 夜 を 遊びき。」 という 古事記の 用語で 明らか 

である。 天 鈿女命 は、 生殖 行為 を 模倣す る 狼 雑な 動作で、 死者 を 復活させる こと を 職業と する 家筋の 先祖に あた 

つていた と 考える ことができる。 ここで 喪屋の 風景 を 想像して みょう。 「綜合 日本 民俗 語彙」 に は 「モ ャ」 の 項に 

次の 説明が ある。 

r 奄美 群島の 喜界 島で は 明治 初年まで 風 葬が おこなわれ、 その 場所 を ムャと 呼んで いた。 岩壁に 穿った 横穴で 

あって、 入口 は 小さく 中 は 十 畳 敷く らいの も あり、 字 ごとに 数 箇所あって、 共同に 使用され ていたの である。 

死後 一週間 は 毎夜 親戚の 者が 酒肴 を 携えて 墓 守に いった。 そして 三、 四 年後に 白骨 を 甕に 納めて、 そのまま 穴 
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の 一隅に おく か、 或は 外の 墓地に 埋葬した という。 奄 美大 島で もモ ー ャと 呼ぶ の は 横穴で はなく、 墓地に 造る 

特別の 平屋であって、 その 中へ 棺を 運び入れ たので ある。 沖 永 良 部 島で もこの 仮小屋 を モャと 称し、 やはり 葬 

後 数日間 は 親子 兄弟ら の 肉親が そこ にいき、 その 棺を 開いて みる 風が あ つた。」 

モャ という 言葉 は 今日 も 残って いる。 喜界 島で は 風 葬 墓 をモャ または ムャと 呼んで いる。 私 も そのいく つか を 

見た ことがあ るが、 山ぎ わの 横穴に 洗 骨した 死者の 骨 を 入れた カメが 置いて あった。 伊豆 大島、 新 島、 三 宅 島な 

どで は 墓 也に 忌屋と 称する 仮屋 をつ くって、 そこで 五十 日の 間、 別 火の 生活 をした という。 また 丹 波の 船 井、 氷 

上の 諸 郡で も 同様な ことが おこなわれ たという 例 を 「民俗学 辞典」 の 「喪 屋」 の 項 は 挙げてい る。 

死体 を 安置した 場所に 死者が 亡くな つ た あくる 日に 近親者が 訪問す るナ ー チヤ ミの 風習 は沖繩 本島で は 近頃 ま 

で 残って いたが、 死者の 傍で 近親者が 歌舞す るの は 「南 島 古代の 葬儀」 の 中で 伊波 普^も 報告して いる。 対 馬の 

南端の 豆 酸で は、 死者が 出る と、 その 近親者が、 浅 藻の 卒 土が 浜の 見える 峠まで いき、 そこから 「見ぎ や 来 まし 

た I 一と 言って、 小石 をう しろ 向きに 投げて 帰る という 話 を、 対 馬の 永 留久恵 氏に 聞いた ことがある。 これ もナ I 

チ ャ ミ とおな じく 死者との 対面の 風習の 名残りで あると 思われる。 

では モ ガリに ついては どうか。 「綜合 日本 民俗 語彙」 の 「モ ガリ」 の 項 は 次の 説明 をして いる。 

「青森県 津軽 地方で は 喪の ある 家の 表口に は、 二 本の 木を斜 十文字に 組んで 立てて おく。 これ をモ ガリと いう „ 

普通の 辞書に はこれ をた だ 垣根の 一 種の ように 説いて いるが、 少く ともこの X 形に は 象徴的な 意味が あった だ 

けで なく、 これによ つて 初めて 殯をモ ガリと 訓 ませた 理由 も わかる ので ある。 茨城県で 二、 三 歳の 小児 を 葬る 

とき、 四十 九 本の 青竹 を 割って 周囲に 柵 を 結い、 これ をモ ガリと 称して いた。」 

この 記事から 私 はかって 見た 次の 光景 を 想起す る。 三重県 上野 市の ある 寺の 傍に 埋葬地が あり、 そこ は 死体 を 

埋めた 封土の まわりに、 竹矢来が 組んで あった。 数日 前に 母子 心中 をした 者が あつたと かで、 竹矢来に かこまれ 
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た ある 一区 画に は、 真新しい 大小の 下駄が 二足 そなえて あった。 訪れた のが 薄暮であった ので、 背筋が しめつけ 

られ るよう な 印象 を 受けた。 そこ は両墓 制の 地域で、 詣り墓 は 埋葬地と 隣接した 寺の 境内に ある。 折 口 信 夫 は 

「モ ガリ」 を 「虎落」 とつ なげて 見て いる。 虎落 は、 竹 を 筋違いに 組み あわせて、 繩で 結い 固めた 柵 をい う。 X 

印の 柵 は 動物が 死体 を 食い あらさない ようにとの 防禦で あるば かりで なく、 悪霊が 葬られた ばかりの 死者の たま 

しい を 邪道に みちびかない ようにとの 配慮から 生まれた ものである。 折 口の いうよう にモ ガリの 原義が 仮 喪に 由 

来 するとして、 X 印で 喪屋 をと りかこむ ことによって はじめて、 殯 としての 条件が ととのえられ たので ある。 「両 

墓 制 は 二つ、 あるいは 二つ 以上の 喪 葬 制 行事 を 経なければ、 完全な 喪 事 を 営んだ という 満足感の 起らなかった 古 

代の 民俗 印象 を、 ある 点まで 伝えて いるもの と言うて よい。」 という 折 口 信 夫の 言 (「日 琉 語族 論」) は、 両墓 制の 

起源 を 示唆す る ものである。 

喪屋の 名残り を 伝える ものが、 死骸の 上に 蚊帳 をつ り、 近親者 だけが 死者と ともに その内に こもる 風習で ある * 

柳 田 は 「葬 制 沿革 史料」 の r ソ ヒネ」 の 項で 「長 門の 大島 などで は、 死者の 傍で 夜伽 をす る こと を 添 寝と 謂って 

居る。 事実 女房 や 娘 は 死者の 傍に 寝た ので あらう。 さう いふ 実際の 例が 日本で も 稀に はあった 様に 記憶す るが、 

今た しかな 出処を 挙げられない。」 と 言って いるが、 以前 宮 古島で は、 死者 を 蚊帳の 中に 入れ、 肉親 も その 蚊帳 

に 入り、 女た ち は 「魂よ ばい」 や 「しぬ び ごと」 をして 泣き叫びながら、 死者と 共に 夜 をす ごした。 この 蚊帳 は 

裳で あり、 喪屋と 見なして よかろう。 その 中には 悪霊 は 入り こめなかった。 宮 古島の 砂 川、 友 利、 新 里な どで お 

こな われる 肉親の 夜伽 は、 「抱きと まう ず」 と 呼ばれた。 「死者 を 抱きながら 泊まる」 という 意味で、 それ は 夫婦 

の 場合 は その 配偶者、 もしくは 母が 寝床 を 故人と 並べ、 あるいは 離れて 添い寝 をしながら 夜 を 明かす こと を 指し 

ていた。 それ は 死者 へ の 親愛と 悪霊 へ の 警戒の 双方 を 兼ねた もので あ つ た。 

こうした 風習 はいつ 頃から 始まった ものであろう か。 r 魏志 倭人 伝」 に 「はじめて 死 すれば 喪 を 停める に 十 余 
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,  な  いた あら 

日、 i 時に 肉 を 食せ ず、 喪主 は哭 泣し、 他の 人 は 歌舞、 飲酒 を 就す。 すでに 葬 むれば 家 を 挙げて 水中に 詣り澡 い 

^う- と ある。 その 起源 はすくな くと も 弥生 後期まで さかのぼる ことが これで 分かる。 

三 

死んだ ばかりの 肉親の まわりで、 臼 をつ く 女が いた (碓 女) 。 泣きながら 故人の 追憶 を 歌うよう に 語りつ づけ 

る 女が いた (£io。 葬送のと き 死者の 頭 を 支えて はこぶ 者が いた (持 傾 頭 者)。 死者に 食物 を 供える 役目の もの 

が、： こ (i が. が。 死者に かわって、 供えられた 食物 を 食べる 人が いた (尸 者 }。 身体の 外に 脱した 死者の 魂 を か 

まよき もち 

きあつめ るた めに ホウ キを うごかす 者が いた (持 帚 者)。 これら は 死者 を 復活させる ための 儀礼の 執行 者で あり 

その 行為 を 「あそぶ」 と 表現した。 そうして その 復活 儀礼 をお こなう の は 死者の 近親者であった。 しかし それが 

後代に はし だいに 職業 化する。 そして 「遊 部」 と 呼ばれる。 「遊 部」 の 中には 古く は 今 あげた 維 (臼 女)、 泣 (哭) 

女な ども 加わって いたと 思われる。 しかし 後に は 「令 集 解」 に 「遊 部 は 幽顕の 境を隔 だてて 兇癘の 魂を鎮 むる の 

氏な り。」 と 規定され た。 「令 集 解」 はさら に 古記に いわくと して、 遊 部 は 大和 国 高 市 郡の 生 目 天皇 (垂仁 天皇) 

の 苗裔で あると している。 生 目 天皇の 庶子の 円 目 王 は 伊賀の 比自支 和気の 娘 をめ とって 妻と した。 天皇の 崩御の 

際 は 比自支 和気た ちは殯 所に 詰める ことにした。 一人 は 刀 を 背負い、 戈 を もつ。 もう 一人 は 酒 食 を もって 刀 を 背 

負う。 そして 殖 所の 中に 入って 供奉した。 のちに 長 谷 天皇 (雄 略 天皇) の 崩御のと き、 七日 七夜、 食 を 差 上げな 

かった ところ 天皇の 魂が 荒らび 給うた。 それ は 儀礼 を 執行す る 比自支 和気の 氏族が 絶えた からであった。 そこで 

比自支 和気の 娘に 儀礼の あと を 継がせよう としたが、 女 は 刀 を 背負う の は むずかし いので、 夫の 円 目 王に 代行 さ 

せる ことにした 云々。  、 

日本書紀の 持統 元年 八月の 条 に比自 支の 名が 出て くる。 天武 天皇の もがりの 宮 (殖宮 ) に +n 会 をた てまつつ た 


あおきお もの 

4 が、 それ を 「御 青 飯」 というと ある。 岩波の 古典文学 大系 本の 註に は、 一説に 青 飯と は 菜 飯の ことと する が、 未 

詳 として、 他方 ヒジキ とも 読ませる こと を 述べて いる。 ヒジキ と 読ませる の は、 比自支 和気が 殯 所で 食物 を 奉る 

神 力ら とする ので ある。 「青」 は 野菜の 色と いうより は、 むしろ 死者の 色 を 指す のであろう。 死者に ささげる 食物 

I だから 青 飯と 呼んだ ので あると 私 は 解したい。 伊賀の 比自支 氏の 本拠が 東大寺の 康平七 年の 文書に は 火食 村と い 

う 名前で あらわれ るの は 意味ぶ かい。 火食と いうの は、 死者と 一 つかま どで 共 食す る こと を 句 わせて いるので あ 

ろうか。 つまり 古事記に いう 黄泉 戸 喫で ある。 一 旦 それ をした もの は 二度と 現世に 還る こと はで きないと いう 伝 

承が ふるくから ある。 しかし 前に も 述べた ように、 御 食 人と して 死者に 食物 をた てまつつ たり、 死者 を 邪悪な 霊 

の 侵犯から 守る ために 刀 や 矛 を もっている ものば かりが 遊 部で はなく、 臼 をつ いて 死者の 魂 を 振い 起させる こと、 

r 魏志 倭人 伝」 にある ように 酒 を 飲んで 歌舞す る こと も 「あそぶ」 ことに ほかなら なかった。 そして 哭 きながら 

しのび ごと をす る こと も その 一つであった。 ここで 一言した いこと は、 哭く という 行為 はたんに 号泣 するとい つ 

ただけ ではなかった。 哭 きながら 歌った ので ある。 あるいは 歌うよう に 節 をつ けながら 死者の 生前 をし のぶ 言葉 

をく りかえ して 泣いた ので ある。 

私 は 七、 八 年 まえに 宮 古島の 離島に ある 来 間 島で、 死者の 近親の 女た ちが、 死体に とりすがって すすり泣きな 

がら、 かわるがわる 歌う 光景に 出会った ことがある。 その 歌と いうの は、 故人 をし のぶ 言葉に メロ ディ をつ けた 

しのび ごとで あるが、 そこに は 即興の 歌詞で ありながら、 いくつかの 常套句が ちりばめられ ており、 それ を 土台 

として 言葉の 作られて いる ことが 聞いて いる 私に も 分った。 

「綜合 日本 民俗 語彙」 の 「泣 女」 の 項 をみ ると、 有 岐の小 崎の 海士 部落で は、 親戚 や 近隣の 者た ちが、 墓に より 

かかりながら 「旦那 様 これから は 誰 を 旦那と いえば よい か」 というよ うな 意味の こと を 繰り返して 泣く。 また 伊 

豆 七 島で も 泣きながら いう 言葉 はき ま つてい る。 
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ここにお いて 私 は、 柿 本人 麻呂の 出身 氏族で ある 柿 本 氏が 遊 部と 関連して いるので はない かとい う 折 口 信 夫の 

するどい 指摘 を 思い起す。 折 口 はたんに 暗示して いるに すぎない が、 山 本 健 吉氏は 「柿 本人 麻呂」 の 中で、 その 

ヒント を ふまえて、 すぐれた 説 を 展開して いる。 氏 は 「いかさまに 思 ほしめ せか」 とか 「何し かも」 という 挽歌 

なきめ 

の 常 fUP が 万葉集に かず 多く あり、 その 中に 人 麻呂の 作例が みられる ことに 着目し、 これ は哭女 たちのく とき 文 

句から 出発して いる こと を 指摘す る。 もがりの 行事が かならずしも 中 B 渡来の 嬪 ではない ように、 挽歌 もまた 中 

国 的 1 から 生まれた もので なく、 歌いながら 泣く、 泣きながら 故人 を 假ぶ歌 をうた うとい う 在来の しのび ごと か 

ら 生まれた と 考えねば ならぬ。 

このように みていく と、 天 岩戸の 前で 「楽び」 をした 天鈿女 命の 後裔と 称する 猿 女 氏と、 小 野 氏の 同族で ある 

柿 本 氏 も 「遊ぶ」 すなわち 仮死 状態と みられる 死者の たましいの 復活 を 願う 技術 を 媒介と して、 とうぜん つなが 

つてい く。  ： 

四 

遊 部 は どこに いたか。 檯原 市に は 四 分と いう 大字が ある。 「大和 志 料」 によると 三代 実録に は 大和 国 高 市 郡 夜 

is 村と 記されて、 もともと は ヨブと 呼んで いた ことが 分る。 ヨブ は 遊 部に 由来す ると 推定され るから、 「和名 抄」 

の iis 郷は四 分の あたりから 小山、 雷、 豊浦 にかけ てであった と考えられる。 万葉集に は 「逝 回 岳」 と あり、 夫 

木 集に 「遊ぶ の 岡」 が あるが 「大和 志 料」 は 遊 部と 逝 回の ニ郷を 異名 同処と している。 池 田 末 則 氏の 「日本 地名 

伝承 論」 によると、 柿 本人 麻呂 のうた つた 「雷の 丘」 の 所在地 は 現在の 甘欞 岳に 比定 される。 そして 現在 「雷の 

丘」 と 目され ている 小 丘 はむしろ 逝 回 岳で ある。 喜 田 貞吉は 「帝都」 の 中で、 この 雷の 丘 は 続 日本 紀の持 統太上 

，文武 天皇 を 火葬に 付した という 飛鳥 岡で あると 考証して いる。 そこで 「雷の 丘」 とされて いる 小 丘 (これ は 人 
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麻呂の 歌った 丘で はない)、 を 飛鳥 岡 または 逝 回 岳 (遊ぶ の 岡) と 考えれば、 火葬と 喪 葬 令の 遊 部との 関連 もお の 

ずから 認め 得られる 結果に なると 池 田 末 則 氏 は 言う。 また この 小 丘の 北方、 目と 鼻のと ころに 泣 沢 神社が ある。 

古事記に は 「香 山の 畝 尾の 木の本に 坐して」 と 記されて いる。 ィザ ナギは 死んだ ィザ ナミの 頭 辺に はらばい、 脚 

の あたりに はらば つて 泣き 悲しんだ。 その 涙が 落ちて 神と なった。 それが 泣 沢 女 命で ある。 万葉集 巻 二に ri^ 

の 神社に 神酒す ゑ禱 祈れ ども わご 王 は 高 日 知らし ぬ」 という 柿 本人 麻呂の 歌が ある。 そして 類聚 歌 林に よると 

檜喂 女王が 泣 沢 神社 を 怨んだ 歌と 註して ある。 もしそう だと すれば、 この 歌 は 柿 本人 麻呂 が檜隈 女王の ために、 

代作した 挽歌と いう ことになる。 その 公算 は 大きい が あるいは そうでない かも 知れない。 いずれにしても 泣 沢 女 

神が 死者 を 復活させる 力 を もつ 神で ある ことが こ の 歌から 推測され るので ある。 とすれば 遊 部の 柿 本 氏に 属する 

人麻呂 が、 自分の 出身 氏族に 縁 由の すこぶる 深い 神に 祈って、 皇子の よみがえり を 乞うた 歌と 解す る ことが 可能 

である。 こうして 遊 部の いた 場所に 遊ぶ 岡が あり (その 遊ぶ 岡で は 天皇の 火葬が おこなわれた)、 また その 近傍 

に 泣 沢 神社が あって、 これらの 緊密な 関係が うかがわれて くるので ある。 

さきに 述べた 夫 木 集の 歌に 「笛吹の やしろの 神 は 音に きく 遊ぶ の 岡 やゆき かよ ふらん」 とあって 「笛吹の やし 

ろの 神」 が ここに 出て くるが、 ィザ ナミが 亡くなって 熊 野の 有 馬 村に 葬られた とき、 ィザ ナミの 魂 を なぐさめる 

のに、 鼓 や 笛 や 幡旗を もって、 歌い 舞って 祭った と 神代 紀に あるから、 笛吹の やしろの 神 は 葬送に ちな む 神と 考 

えられる。 これ もまた 遊 部の 神であった。 しかし この 神社の 所在 を 飛鳥に 求める の は 無理の ようで ある。 ところ 

で 「新 庄 町史」 によると、 大和 平野の 西のへ りの 新庄 町に 笛吹 神社が あり、 祭神 は 天 香 山 命で ある。 また 笛吹 連 

の 祖先の 火 明 命 を まつる ともされ ている。 笛吹と か 笛 堂の 地名 も 残って いる。 また 「あ 田」 という 小字が ある。 

こうして みると、 ここの 笛吹 神社 も 死者 葬送に たずさわる 遊 部に 関連が あるの かも 知れない。 更に 注目され るの 

は 笛吹 神社の ある 笛吹の 南方、 鴨 山 口 神社の 鎮座 地 一帯 を 「猿 目」 と 呼ぶ ことで ある。 おなじ 新庄 町の 柿 本に 柿 
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本 神社が あって 人 麻呂を まつる。 三月 十八 日が その 祭日と なって いる。 となりに 柿 本 寺が ある。 影 現 寺 ともいう 

かりに 猿 目 を 猿 女と かかわりが ある 地名と すると、 その 近くに 柿 本人 麻呂を まつる 神社 や 寺が あるの は奇 しき 因 

縁と 考えざる を 得ない。 この 一帯に もまた 遊 部が 居住して いたか も 知れない。 いな 柿 本 氏 こそ 遊 部であった とい 

う 考え を 私 はもつ ている。 

これにつ いて 田 中日 佐 夫 氏 は 「二 上 山」 で 大胆な 問題 設定 をして いる。 「新撰 姓氏 録」 に、 柿 本 (下) 朝臣 は大 

春 日 朝臣と 同祖で あり、 天 足 彦国押 人命の 後で ある。 敏達 天皇の 御世に 家の 門に 柿の 木が あつたので、 稀 本 氏 

となした と ある。 この 中の、 敏達 天皇の 御世に 柿 本と 名のる ようにな つたと ある 氏族 伝承の 部分に 田 中 氏 は 着目 

する。 日本書紀 では 敏達 天皇の 殯宮に おける 諫 儀礼が 初見と なって いる。 そこで 田 中 氏 は 次の ごとく 推測す る。 

「おそらく 敏達 天皇の 時代に、 葬礼 儀礼の 整備 化の 一環と して、 天皇 は 大和の 東北に 住 置して 大いに 勢力 を ふ 

るって いた 春 日和 珥臣 (または 大春日 氏) の 族 民から、 特殊な 呪術 力 を もっていた 一 支族 をい まの 新庄 町に 移 

し、 その 名 を 春 日 氏から 区分す るた めに、 春 日 氏の 伝承と も 関連 させて 力 キの下 氏と し、 あまり 直接的 表現に 

なる の を きらって 柿 本 氏と なした ので ある、 という 歴史的 事情が 存在した のであろう。 そして 以後、 肺 本 氏 は 

飛鳥の 殯宮 を 出発す る 葬送に したがって、 道 を はらい、 死霊 を しずめる 挽歌 をうた う 仕事に 専従す るよう にな 

つ たのであろう。」 

と言う。 こうして 田 中 氏 は 奈良県 添 上 郡 櫟本町 治 道に ある 柿 本 氏の 本 貫と 新庄 町の 柿 本と をつな いでみ せる ので 

ある。 私 は 武烈 紀に 記されて いる 送葬 歌 を 思い 浮べる。 それ は 影 媛の かなしみ をうた つた ものであるが、 この 歌 

が 恋人 を 敵に 殺された 女の 哀歌で なく、 泣 女 や 御 食 人な ど を 先頭に 立てた 葬列の 挽歌に ほかなら ない とすれば、 

影 媛の カゲが 霊魂 を あらわして いるのと おなじく、 柿 本 寺 を 影 現 寺と 称する の も 霊魂に つながる 特別の 意味 を带 

びて くる。 そこに は 死霊に かかわる 職業 者の 匂いが つきまとつ ている。 
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田 中 氏 も 指摘す るよう に、 新庄 市の 柿 本の 地 は、 竹 内 峠 を こえて 二 上 山の 西側に ある 河内の 陵墓 群に つうじる 

道の 中継 地点に ある。 この 陵墓 群の あると ころが 和名 抄 にいう 河内 国 古市 郡 古市 郷 であり、 また 丹 比 郡の 野中 郷 

である。 今日で も 古市と 野中の 地名が 残つ ており、 それ は 一 キ 口 ほどし か はなれて いない。 

さて、 伴 信 友 は 「比 古 婆 衣」 十の 巻に 「遊 部」 のこと を 論じて いる。 その 中で 「令 集 解」 の r 但此条 遊 部 謂 野 

中古 市人 歌 垣 之 類是」 という 文章 を、 伴 信 友 は 河内の 野中 古市の 人の 中に 歌 垣と いう 部が あって、 歌 垣 を 召す 時 

だけ 供奉して、 そのために 課役 をまぬ かれて いたと いう ことから、 遊 部 も 歌 垣と おなじように、 殯宮に 奉仕す る 

だけで 課税 を 免 かれて いた、 という ことの 説明と 解釈して いる。 ところが 斎 藤 忠氏は 「葬送の 原始的 儀礼」 の 中 

で、 伴 信 友の 解釈に 反対して、 古代の 葬礼に おいて は 遊 部 は 歌舞に 従事した 部であった。 その 点に おいて は 遊 部 

は 歌 垣に 類似して いると いう こと を 述べ たもので あると 解して いる。 伴 信 友の 説に 比較 すれば 斎 藤 説 は 前進して 

いる。 しかし、 河内の 野中 古市の あたり は応 神、 安閑、 允恭な ど 代々 の 天皇 陵の 集中す ると ころで あるから、 そ 

この 人の 歌 垣と いうの もたん なる 「かがい」 とか 民謡の 応答 をす る 集団で はなく、 貴人の 葬送 ゃ殯 のとき の 挽歌 

を たてまつる 連中 を 意味して いたにち がいない。 つまり 野中 古市の 人の 中に も 遊 部と しての 歌 垣が 存在して いた 

こと を 「令 集 解」 のさき の 文章 は 述べて いるので ある。 私が そう 考える 理由の 一 つ は、 孝 徳紀に 次の ような 記事 

みやつ こ ひめ  かわら ふびと まろ 

が あるから である。 中 大兄 皇子の 妃の 造 媛が 死んだ とき、 野中の 川原 史満 が、 かなしんで いる 中 大兄 皇子に む 

かって、 歌 をた てまつ つた。 歌った 歌 は 二 首 あり、 その 一つ は、 

山川に 鴛鴦 一 一 つ ゐて 偶よ く 偶 へ る 妹 を 誰か 率に けむ 

という ものである。 これ は 詩経の 詞章 を ふまえた ものである とされる。 私 は 川原 史満が 野中の 人間と 記されて い 
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る こと を 重視す る。 つまり その 歌の 基礎と な つ たもの は 野中 古市の 人た ちが たてまつる 挽歌な のであった ある 

いは 土橋 寛 氏が いうよう に、 歌 垣の 歌 を 挽歌に 仕立てた かも 分らない が、 しかし 歌 垣 だけ を もって 宮廷に 奉仕す 

る 集団が あつたと は 思えない。 川原 史満は 知識人であった から、 詩経の 詞章 を ふまえて 挽歌 を 作り、 皇太子の ま 

えで 歌った ので ある。 これ は 遊 部で ある 柿 本 氏族の 出身の 人 麻呂の 場合 を 想起させる。 

山 本健吉 氏に よると、 齊明 天皇が 皇孫 建 王の 死 を 悲しんで 作った 歌 も、 じつは 秦 大蔵 造 万里に 詔して 代作 

させた のでよ ないかと 言う。 山 本 氏 は 川原 史満 と秦 大蔵 造 万里 を 人 麻呂に 先行す る 挽歌 詩人と 考える ので あるが、 

まろ  ま り  、 

ここに 興味 ある 事実が 見付かる。 それ はこの 三人と もに 「満」 「万里」 「麻 呂」 とおな じ 名が ついて レる ことて あ 

る。 折 口 信 夫 は麻呂 とか 丸と か は 賤民の 称号 だとい つてい る。 そうして 邪神の 呪い を 避けよう とした、 とする の 

であるが、 まろ やまり に は 尿 まるの 意味が 秘められ ている。 金久正 氏に よると 奄美 では 「赤 まり」 とか 「まりつ 

という 名 をつ ける 場合が ある。 これらに は屎 まる、 すなわち 糞 を たれる という 汚ない 名前で もって 邪神 をし 

りぞ けようと いう 気持が 働いて いる。 また 赤 人と いう 名前 も ある。 これら はみ な 女の子に つけられる。 万葉集に 

出て くる 赤 麻 呂も赤 人 も、 奄美 では 女性 名に なって いる。 それにしても、 さきの 挽歌 詩人が 三人と も 邪神 を 避け 

る 汚ない 名前 を もつ ている こと は 奇妙な 一致に ちがいない。 

和名 抄 によると 河内の 志紀 郡と それに 隣接す る 丹 比 郡に 土師郷 がみえ ると ころから、 河内の 土 師部は 古墳と 密 

接な 関係が ある こと を、 直 木 孝次郎 氏の 「土 師 氏の 研究」 は 述べて いる。 ここに 土師 部と 遊 部の むすびつ きがと 

う、 まん 推定され てく る。 さて 野中、 古市に ついていえば、 ャ マト タケルの 白鳥 陵 も 古市に ある。 そう なれば ャマ 

ト タケルの 死 をな げく 「古事記」 の 歌 も土師 部に 統率され た 野中 • 古市の 歌 垣の 挽歌であった という ことにな ろ 

う。 土橋 寛 氏 や 吉井巌 氏 もそう した 解釈 をと つてい る。 

前 川 明 久氏も 指摘す るよう に、 欽明 天皇が 葬られた の は 大和の 檜 隈坂合 陵な のに、 河内の 古市に. 把した と 日本 


o 書紀が 伝える の は 意味が 深い。 そこに はとく べつの 理由がなくて はならぬ。 つまり そこに は 先行す る 帝王た ちの 

^ 陵が あつたば かりで なく、 殯宮に 奉仕す る 土 師部ゃ 遊 部 もお り、 河内の 古市で g がする ことが ながい 間の 慣例に 

« なって いたから であろう。 欽 明に つづいて 敏達 天皇 は 殯宮 を 広 瀬に たてた。 広 瀬 はふつ う 大和 国 広 瀬 郡、 今の 奈 

I 良 県 葛 城 郡の 広 陵 町 付近と 考えられて いるが、 和 田 萃氏は 「殯の 基礎的 考察」 の 註記の 中で、 崇峻 即位 前 紀に広 

瀬 勾 原が みえる こと を 挙げ、 敏達 帝の 殯宮の あった 場所 を 石 川の 流域 ぞいの 大阪府 羽曳野 市の 広 瀬に 比定 してい 

るが、 私 はこの 説 を 妥当で あると 考える。 

大化ニ 年の 薄 葬 令、 天武 天皇の 葬儀のと きの 仏教の 形式の 導入。 更に 火葬 採用な ど は 葬式の 方法 を 極度に 簡便 

化し、 殯宮に 供奉す る 遊 部の 役割 を 無用と した。 挽歌の 詩人と して 登場した 柿 本人 麻呂は 古代 葬 法の あと を ひく 

宮廷の、 殯宮 行事の さいごの 立会人であった。 もがり 行事が 庶民に 禁じられ、 王侯に のみ 許された 最後の 頹唐期 

に 最高の 詩人が 出現した ので ある。 

一方 天鈿女 命の 後裔と 称する 猿 女 氏 は 宮廷の 鎮魂祭に 参与した。 鎮魂祭の 当日 は 巫女が 臼で 米 をつ き、 それ を 

祭 所に ささげた というが、 これ は あきらかに 生成の 呪術の 形式的な 模倣で あり、 かって 死者の 周りで 遊びの 役割 

を 分け もった 臼 (維 女) の 伝統 は ここでな お生きつ づけて いるので ある。 ついでに 猿と いう 呼称に 言及して" つけ 

ば、 皇極紀 の 四 年 春 正月の 条に、 猿の 声が 聞え たの を 時の 人が 「これ は 伊勢 大 神の 使いだ」 といった という 記事 

力 ある。 伊勢 大神は 日 神と しての アマ テラス 大神 である。 猿 は 日 神の 使者で あるから、 太陽神の 復活 况 t こなく 

て はならない 存在に ちがいない。 近 江の 日吉 神社の 眷属 神が 猿で ある こと は 知られて いるが、 ひ 曰ぎ (日 枝) は 稗 

に 通じる。 したがって 稗 田 氏が 猿 女 君の 一族で あっても すこしも おかしく はない。 「弘仁 私記 亨 一に 稗 田 阿 礼よ 
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天鈿女 命の 後で あると して、 猿 女 君 氏の 一族で あると 述べて いるが、 「西 宮記」 の 猿 女 貢 進の 記事に も 稗 田の 姓 

が 見える。 では 稗 田 阿 礼の 阿 礼と は 何 を 意味す るか。 大和 岩 雄 氏 は 「古事記 成立 考」 の 中で 次のように 述べる。 

「『本朝 月 令』 によると、 賀茂大 神 は 山城 国 愛 { 石 郡 小 野郷 にある ミア レ山 (別名 小 野 山) に 天降りし たと あり、 山 

麓に 御 生 社 (神 館) が ある。 御 阿 礼 山が 小 野 郷の小 野 山と すれば、 阿 礼 乙女が 奉仕す る 御 阿 礼 神事に、 小 野 氏 も 

関係が あつたと 考えられる。 その 小 野 氏が 猿 女 を 貢 進して おり、 猿 女が 稗 田 姓で ある ことから して、 稗 田と 御 阿 

礼 神事の 阿 礼の 結びついた 古事記の 口誦 者 稗 田 阿 礼と、 小 野 氏の 関係 も 無視で きない。」 つまり ここで は 小 野 氏 

と 稗 田 阿 礼との 関係 を 類推して いる。 その 一 方で は 稗 田 阿 礼 は 稗 田と 阿 礼と を 組合せた 架空の 人物で ある こと を 

指摘して いるので ある。 

「古事記」 の 序文に 「和 銅 四 年 九月 十八 日を以 ちて、 臣 安万 侶に 詔り して、 稗 田 阿 礼の 誦む 所の 勅語の 旧 辞 を 撰 

録 して 献上せ しむ。」 と ある。 この 九月 十八 日に はこれ まで まったく 注意が 払われて いないが、 何 か 意味が ある 

ので はなかろう か。 柳 田 国 男 は 「一目 小僧 その他」 の 中で 柿 本人 麻呂の 忌日が 三月 十八 日で あり、 日向 生 目 八幡 

社の 祭礼が 三月と 九月の 十七 日で あると いって、 双方の 祭日が 偶 合で はない こと を 指摘して いる。 柳 田 はこの 日 

が 春秋の 彼岸の 中日に 近い 満月の 頃で ある ことから、 そこに 精霊 を まつる 心根が 動いて いる こと を 暗示して いる- 

小 野 小町の 忌日が 三月 十八 日であった。 鎌 倉 権 五郎 景 政の 命日 も 九月 十八 日と いう 伝承が あると 述べて いる。 生 

目 八幡 社に まつられ ている 平 景清ゃ 鎌 倉 権 五郎 景 政に カゲの 字が つく こと は 注意され てよ い。 柿 本人 麻呂を まつ 

る 奈良県 新庄 町の 柿 本 寺 を 影 現 寺と 称する こと はまえ に 述べた が、 ここに も カゲの 字が つきまとう。 カゲは 霊魂 

を あらわし ている。 そして 平景 清の 娘 は 人 丸と いうので ある。 こうして みれば 稗 田 阿 礼と いう 小 野 氏の 一族と し 

て 創作され た 人物が、 九月 十八 日と いう 小 野 一 族に とつ て 特別の 記念すべき 日に 口誦 を 開始した という こと も 介 

点が いくで はない か。 古事記の 序文が 平安 初期に こしらえられた 公算 は 大きい とみなければ ならない が、 もし そ 
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うだと すると 序文に 稗 田 阿 礼 を 登場 させた の は 背後に 小 野 氏の 力が 働いて いるので は あるまい か。 ところで 「続 

日本 紀」 の 承 和 四 年 二月の 条を みると、 小 野 氏の 同族 は、 近 江 国滋賀 郡の 小 野 神社で おこなわれる 春秋 二回の 祭 

りに 官符 がなくても 参詣す る こと を 勅命に よ つ て 許されて いる。 折 口 信 夫 は 春秋 二回の 祭 は 二月と 八月であった 

ろうかと 推定して いるが、 私 は 三月 十八 日と 九月 十八 日 あたりで はな か つ たかと 考えて いる。 

柳 田 は 「もし 景政景 清 以外の 諸国の 眼 を 傷つけ た 神々 に、 春と 秋との 終の 月の 欠け 始め を、 祭の 日と する 例が 

なお 幾つかあった ならば、 歌聖 忌日の 三月 十八 日 も、 やはり 眼の 怪我と いふ 怪しい 口碑に、 胚胎して ゐ たこと を 

推測して よから うと 思 ふ」 と 述べて いる。 柳 田の 「一目 小僧 その他」 に は、 東国の 下野の 国、 旗 川 村 大字 小 中の 

人 丸 神社に は 次の ような 伝承の ある ことが 述べられ ている。 柿 本人 丸が 手負いと なって 逃げて 来、 小 中の 黍 畑に 

ひそんで 敵 を やりすごして 危難 をまぬ かれた が、 その 折に 黍 程の 尖りで 片目 をつ ぶした。 そこで 村民 は 人 丸の 霊 

を 神に まつった。 その 村で は 今にいた るまで 黍 を 作る こと を 禁じて いると いう。 これでみ ると 盲目の 景 清が 生 目 

もうじょう 

八幡と して 眼病の 神と なつたい きさつが 理解され る。 明 石の 人 丸 神社の 社殿の かたわらに は 盲 杖 桜が ある。 昔、 

筑 紫から やって きた 盲人が 人 丸 神社に 参詣した ところ 急に 眼が 開いた ので、 報恩の ために、 たずさえ てきた 杖が 

わりの 桜の 枝 を 植えて おいた ところ、 桜に 根が 生え、 成長した という 話であって、 そこに は 人 麻呂の 盲人に あた 

える 功力が 仄めかされ ている。 つまり 人 麻 呂が目 一 つであった という 伝承が 背後に ある。 

ちなみに 人 麻 呂は石 見で 死なないで 明 石で 死んだ とする 「人 丸秘 密抄」 などの 説が ある。 古今 集に、 読 人知ら 

ずと しての せて あり、 「ある 人の いはく、 柿 本人 麿が なり」 という 左 注の ほどこされ ている 「ほのぼのと 明 石の 

浦の 朝霧に 島 遠れ.^ く 船 をし ぞ思ふ 一 という 有名な 歌 は、 「今昔 物語」 巻 二十 四に よると、 小 野 篁が 隠岐 国に 流 
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された とき 明 石の 浦で 作った という ことにな つてい る。 小 野 篁と 柿 本人 麻呂が ここで は 混同され ている。 人麻呂 

の 流罪 説、 もしくはその子のぎぎ^5隠岐流罪説は、 小 野 篁の 隠岐 配流と いう 事実に 影響 を 受けて いると 思えな 

く はない。 小 野 篁に は 「今昔 物語」 巻 二十に 記された 奇怪な 話が ある。 すなわち 篁 は 冥府の 官 として 現世との 問 

を 往来して いたと いわれる。 また 「篁 物語」 に は婚を 通じた 異母 妹が、 死後 も 篁の もとに 現われて 話 を するとい 

う 怪異 談が 記されて いる。 こうした 脱 魂 状態 を 暗示す るよう な 物語が 生まれる という こと は、 もちろん 小 野草の 

特異な 性格と 波瀾の 多い 経歴に 由る と 思われる が、 篁の 二 男 良 真の 娘が 小 野 小町と いう ことにな つてい る ことか 

らして、 小 野 氏族の もつ 特色の ある 性格の あずかつ ている 処が 大きい ので は あるまい か。 つまり 鎮魂の 儀礼に あ 

ず かっていた、 小 野猿 女 氏、 その 以前 は 死者 復活の 儀礼に 参与して いた 臼 女 (維 女) の 伝統が 小 野 一族に は 後世 

まで 流れて いると 思われる ので ある。 そして またこう した 伝説 を 諸国に 流布して あるいた の は、 ほかならぬ 小 野 

一 族の 巫 親であった はずで あり、 この こと は 遊 部の 出身 氏族で ある 柿 本 氏に ついても いわれ 得る ので はない 力 

すなわち、 小 野 小町のば あいとお なじよう に、 漂泊 流離の 人生 を 人 麻呂に 托した の も 小 野 氏の 流れ を 引く 柳 本 氏 

だった と 思える ので ある。 石 見の 小 野 (現在 益 田 市 小 野 地区 戸田) に 語 家 を 称する 綾部 家が あって、 そこに 神本ノ 

麻呂を まつって いるの も、 その 一 つで ある。 語 家 は 語りの 家、 つまり 語部に 類す る ものであろう。 

目 一 つの 神の 代表 はいわず と 知れた 天 目 一箇 神で ある。 丹 後 中 郡 五箇村 大字 鱒留 にある 藤 社 神社の 境内 社の 天 

目 一 社 は 天 目 一 箇神を まつる が、 その 祭日 は 三月 十八 日で あると 柳 田 は 述べて いる。 

私 もまた 注意して みると、 柳 田の あげた 例の ほかに、 奈良県 桜 井 市の 狭 井に 坐す 大神荒 魂 神社の 祭日 は 三月 卜 

へ 日に おこなわれる こと を 知った。 この 社の 祭神 は 大物 主命、 事 代 主命の ほかに ヒメ タタ ライス ズ ヒメ、 セャク 
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タラ ヒメで、 タ タラと 関連した 名前 を もっている。 九月 十八 日の 方 を しらべて みると、 鏡 作 連の 祖 神の 镜乍坐 天 

照 御 魂 神社、 また 阿智 氏に 縁 由の ある 倭恩智 神社、 河内 大県郡 青 谷に ある 金山 比 古神 社、 天 目 一箇 神 を まつる 近 

江 蒲 生 郡 桐 原 郷の菅 田 神社が 挙げられる。 以上 は 「神祇 志 料」 から 抜き出した ものであるが、 これらが すべて 金 

属に縁 由の ある 神社で ある こと は 注目に 値する。 藤 田 治 雄 氏が 「高 志路」 二 一九 号で 報告した 例も責 重で ある。 

新潟県の 弥彦 神社の 末社で、 野 積に ある 妻戸 神社の 祭礼が 旧 三月 十八 日 (現在 は 四月 十八 日) に 行われる という 

ことで ある。 「妻戸 記」 に は 祭神 は 天 香具 山の 妻と なって いる。 天 香 山 命 を 弥彦大 神と したの は 後世の 橘 三 喜の 

仕業で あると もい われて いるが、 それ も 天 香 山 命が 銅の 精 鍊に縁 由の ある 神 だから もってき たのであろう。 弥彦 

大 神が ウド や タラの 芽で 目 をつ いて 一 眼の 神で ある こと、 また 妻戸 神社の ある 野 積の 近くに かって 間 瀬 銅山が あ 

り、 今でも 自然 銅が 見付かる ことな ど を 考え あわせる と、 三月 十八 日に 祭り をお こなう のが、 一目 あるいは 全盲 

の 神 を まつる 神社 を 主軸と している こと はま ぎれ もない。 目 一 つの 神が じつはた たら を 吹く ときの 庐の 炎で 1 很 

むらげ 

を 失った 村 下 (棟梁) である こと は、 私 はこれ まで しばしば 言及して きたと ころで ある。 

では、 一眼 を 失った という 伝承 を もつ 柿 本人 麻呂 は、 どこかで 金属と つながって いるだろう か。 

矢 富 熊 一郎 氏の 「柿 本人 麻 呂と鴨 山」 をみ ると、 人 麻 呂は石 見 在任 時代に、 石 見 半紙と 鉄と を 奨励した という 

伝説が のこ つてい るそう である。 また 柿 本 氏の 同族で ある 小 野 氏 や 春 日 氏 や 櫛 代 氏な どが 石 見 西部の 高 津川ゃ 益 

田 川の 下流に 集中して 移住して いる。 ここで 私 は 柿 本人 麻呂の 死んだ とき、 その 妻の 依羅娘 子と 丹 比 真人が 作つ 

た 歌 を 思い出す。 

依羅娘 子の 出身 や 経歴に ついては 諸説が ある。 それに ついては ここで は 触れない。 ただ 依羅の 名前が 和名 抄に 

河内 国の 丹 比 郡 依羅郷 から 出て いる こと はたし かで ある。 丹 比 真人の 丹 比 もまた この 依 羅郷を ふくむ 丹 比 郡に 由 

来して いる。 そこに 立 部 村が あった。 昔は崚 部と 称して いたと いう。 和名 抄を みると、 丹 比 郡に は 依羅の ほかに 
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野中、 土師 などの 諸郷 がふく まれて いる。 つまり 遊 部の 居住地で ある。 とすれば 依羅娘 子の 歌 もまた 河内の 遊 部 

の 挽歌と いえる かも 知れない。 歌の 中の 石 川が 大和 川の 支流で 河内 を 流れる 石 川に ほかなら ない という 説が ある 

の は 周知の ことで ある。 また 丹 比 真人に ついては 誰で あるか はっきり しないが、 武田祐 吉は石 見の 国司と して 赴 

任した 長官で、 石 見 国府に あって、 人麻呂 にかわって 詠んだ 歌と いう。 しかし 一方で は 大和に あって 人 麻 呂の死 

を 聞いた という 斎 藤 茂 吉の説 も ある。 また こ の 歌 をたん なる フ ィ クシ ヨンと 考える 折 口説 も ある。 

ところで 矢 富 熊 一郎 氏 は、 武田 説に 賛同して 丹 比 真人 を 石 見 国司と する。 丹 比 真人 笠 麻呂の 子と 思われる もの 

に 多 治 比 連 真 国が いると いう。 もと 伊予 国 周 敷 郡に いて、 周 敷 氏 をた まわった。 その あと 石 見 国 那賀郡 周 布 (ベ， 

の 浜 田 市内) に 移って 周 敷 氏 をと なえた。 そこで 湯 沐邑を 支配した。 多 治 比 真 国が 石 見 圍の周 布で 湯 沐邑を 支配 

したと いうの は、 万 葉 歌人の 丹 比 真人 (笠 麻呂) が 石 見 国司 をして おり、 その 任 を 終えて 伊予に 帰国した あと、 

その 縁故 を 利用して、 笠 麻呂の 子が 石 見に きたと いうので ある。 丹 比 真人 を 石 見 国司と みなし、 更に 笠麻呂 とし、 

また 多 治 比 連 真 国 を 笠 麻呂の 子と するな ど、 推測に よると ころが いくつか あるが、 それ を 容認 するとな ると、 次 

のこと が 推定され る。 「新撰 姓氏 録」 の 丹 比 宿 禰の条 に 「多 治 比 部 を 諸国に さだめ、 皇子の 湯 沐の邑 となす」 と あ 

る。 さらに 「島根県 史」 に は、 仁 多 郡 三処郷 は、 反 正 天皇の 御名 代、 瘦 部の 湯 沐の邑 であった が、 大 化の 改新 後 

も、 やはり 朝廷の 御領 地であった らしく、 王朝の 末期から、 鎌 倉、 建武、 南北朝 を 通じて、 大覚寺 派の 帝室 御料 

となった、 と 述べて いる。 島根県 仁 多 郡 は、 出 雲 国 風土記に は 良質の 砂鉄 を 出す と 記されて いる。 蟻 部の 湯沐邑 

の あつ たと する その 三 処郷の 西北 一 里に あたる 三 沢 は、 金属 神の アジ スキ タカ ヒコ ネの 伝承の あると ころで ある- 

湯沐邑 は漢の 高祖に ならって 天武 帝の 時代に 制定され たものと 私 は 考えて いる。 もっとも 有名な の は 壬 巾の 乱の 

舞台の 近くに ある 美 濃の 湯沐邑 であって、 そこ は 多 品 治が 武器 をつ くり、 大海 人皇 子方に 供給した ところで ある „ 

このように 湯 沐邑は 鉄器の 製造所と 私 は 解して いるが、 出 雲 国の 三処郷 もま さしく そうした 作業に ふさわしい 場 
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所であった。 おなじ こと は 石 見 国の 那賀郡 周布郷 についても いえない か。 和名 抄 によると、 当時の 周 布郷は 内陸 

にまで 入り こんで おり、 漁 山 や 井野な どの 旧村 を 含んで いた。 「地名 辞書」 に はこの 井野 は 農業の 暇に 砂鉄 をと 

ると いい、 その 砂鉄 を アコ メと 称する と 説明して いる。 また この 地に 大麻 山と 名 づける 山が ある。 これ も 砂鉄に 

縁 由 ある 山 かも 知れない。 というの も、 そこ は 讃岐ゃ 阿波の 忌 部の 移住 地 だから だ。 多 治 比 連 真 国が この 地で 湯 

沐邑を 支配した という こと は、 そこで 鉄器 を 作って いた こと を 推測させる に 足りる。 という ことに なれば、 石 見 

国司であった 丹 比 真人の 時代に は、 すでに 石 見で は 製鉄の 作業が 開始され ていたと も 考えられ るので ある。 それ 

は 柿 本人 麻呂の 出身 氏族の 柿 本 氏の 性格 を 側面から 物語る のではないだろう か。 このよう にして 私 は 柿 本 氏と 採 

鉱 鍛冶との 関係 を 類推して みたの だが、 大仏殿の 铸師に 柿 本 男 玉 (天平 勝 宝 元年 紀の柿 本 小 玉と 同一人) が ある 

こと も その 参考になる のか も 知れない。 

こめ もちつ きおお おみの みこと  しとぎ 

ついでに 小 野 氏 や 柿 本 氏の 祖先で ある 米餅搗 大使 主命の 名称 は、 これまでの 米の 粉 を 水で 練った 粢を 指す と 思 

われて きたが、 それに 対して、 橋 本 鉄 男 氏 は 「新撰 姓氏 録」 に 米餅搗 大使 主命 を r 鏨着 大使 主」 とも 記して いる 

ことから、 それ は 鉄鋼で 作った ノミを 意味す るので はない かと 「どる めん」 第二 号 (昭和 四十 九 年) の 中で 論じて 

いる。 神武 紀に 八十 平瓮を もって 水 無し 飴 を 作る と あるが、 この タガネ がァメ ではなくて 石 切ノミ であると 考え 

られる ことから、 橋 本 説 は 受容で きる。 かくして 橋 本 氏 は槧着 大使 主命 こそ、 実は かな 山 掘りの 技術 を 伝えた 鍛 

冶 神、 あるいは それ を 司祭す る 鍛冶 シャ ー マン そのもの ではない かとい う 問題 を 提起して いる。 そうして 小 野 神 

の 信仰 を 持ち歩いた ものが 猿 丸太 夫で あり、 それ もまた シャ ー マンと みなす ので ある。 人麻呂 とほ ぼ 同時代に 柿 

本臣猨 (佐 留) という 人物が いた こと は 明らかで あるが、 ここで また 私達 は 猿の 名に 出会う ので ある。 それにし 

て も 遊 部から 鍛冶 漂泊の 徒と して 遊行す るまで、 猿 女、 柿 本 を ふくむ 小 野 氏の 歴史 は 長かった。 
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交通路と な つ た 中央 構造 線 

人間が 自分の 力で 道 を 切り開く まえ は、 自然の 地形 を 利用す る ほかなかった。 自然の 地形と は、 あるとき は 川 

であり、 湖 や 海で あり、 また あるとき は 山の 尾根で あり、 渓谷であった。 その 中で も 自然の 断層 は 人 問の 文化の 

ル ー ト として 大きな 役割 を 果してき た。 その 一例 を 天 竜 川の 東が わ を、 南北に 走る 中央 構造 線に みる ことができ 

る。 誕訪 湖東 南の 茅 野から 杖 突 峠を越え て 高遠の 町に 入る。 高遠から 南へ 下り、 分 杭 峠を越え ると、 鹿 塩 や 大河 

原が ある。 この 大河 原 は あとで 述べ る 後醍醐 帝の 皇子の 宗良 親王が 三十 年 もの あいだ 身 を ひそめて いた 所で ある。 

大河 原から 地蔵 峠を越え て 南に 下れば、 程 野、 中郷、 上 町、 木 沢、 和 田と いう 部落が 点々 と ある。 ここが 遠山 谷 

一帯であって、 霜月 神楽の おこなわれる 所で ある。 この 遠山 谷と 南の 水 窪と をつな ぐ 青 崩 峠 は、 遠山の 人た ちが 

秋 葉講ゃ 山住講 をつ くって、 秋 葉 神社 や 水 建の 山 住 神社に 参詣 するとき の 道す じであった。 そこで 青 崩 峠 以北の 

信 州 遠山 谷に ある 街道の 部分 を 秋 葉 街道と 呼んで いる。 
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また 青 崩 峠 以南の 遠 江に 属する 街道 を 信 州 街道と 呼んで いる。 中央 構造 線 は 水 窪から しだいに 西へ 曲り、 渥美 

半島から 伊勢 湾 を 越え、 紀伊 半島 を 横切り、 和歌山県の 紀ノ 川、 四国の 吉野 川、 大分県の 佐賀関 半島の 北側な ど 

をへ て、 熊本県 八 代 付近に 達する。 こうして 中央 構造 線 は 西日本 を ほぼ 東西に 走る ことになるの であるが、 糸魚 

川と 静 岡と をむ すぶ フォッ サ • マ ダナと 呼ばれる 大地 溝 帯が あるた めに、 中央 構造 線 は 東 日本で ははつ きりした 

形 をと つてい ない。 メディア ン* ライン、 つまり 中央 構造 線が もっぱら 西日本の 自然 や 文化と かかわりが 深い こ 

と はこ こに 明らかで ある。 

中央 構造 線 は紀伊 半島で は、 櫛 田 川と 高見 峠と 紀ノ 川の 三つ をむ すぶ 道であって、 そこ は 古代から 中世に かけ 

ての もっとも 重要な 交通路であった。 ところで 松 田 籌男氏 は 「丹 生の 研究」 の 中で、 戦前の 日本で は、 北海道 を 

除いて、 本州に 約 三十の 鉱山に 水銀の 産出が 確認され ていたが、 その 三分の 二 以上 は 中央 構造 線に 沿った 場所に 

ある こと を 指摘す る。 これ を フォッ サ • マ ダナより 西に 限れば、 その 比率 はもつ と 高くなる。 古代 水銀の 産地と 

しても つ とも 有名な のが 櫛 田 川沿い にある 伊勢の 丹 生で ある こと は 言うまでもな いが、 吉 野に も紀ノ 川の 上流に 

も 丹 生の 名 を 冠す る 神社 や 地名 は 少なからず ある。 という ことから 松 田 讓男氏 は 「伊勢の 丹 生から 西に、 かずか 

ずの 丹 生 を つらねて 豊 後の 丹 生まで」、 地質学での 中央 構造 線 はま さしく 「丹 生 通り」 を 形成して いる と言うので 

ある。 丹 生と いう 語 は 水銀の 原料で ある 辰 砂 を まじえた 赤い 岩石 や 土 を 意味す る。 古代人 は 水銀に 大きな 関心 を 

よせた。 神武 東征の 後半 部分、 すなわち 大和 国での 戦闘 は 水銀 を 含む 鉱物資源と 技術者の 獲得の ために おこなわ 

れ たと 見られる ふしが 多分に ある。 このよう にして 中央 構造 線 は 水銀 産出の 場所と して 古代の 文化 や 事件の 渦中 

にあった と 見て 差支えない。 

中央 構造 線で はない が、 自然の 断層が 文化の ル ー ト であった こと は 次の 事実から でも わかる。 兵庫県の 三太巿 

から 小 野 市、 加 西 市 をぬ け、 播磨 内陸 部の 神 崎 郡 福 崎 町、 宍粟郡 安富 町、 山 崎 町、 佐 用 郡 佐 用 町 をた どり、 岡 山 
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県の 津山 盆地まで 一直線に のびる 谷が ある。 この 直線の 谷 は、 山 崎 断層と 呼ばれる もので、 途中 大きな 峠がない „ 

そこで 最近 はこ の 谷に 添つ て 中国 自動車 道が もうけられて い るが、 そこ に 点々 と 銅鐸 や 銅 剣が 出土して い るので 

ある。 道より やや 北に はずれ、 やや 南に はずれた 出土 地 を 加える と、 銅 譯 や 銅 剣の かずは 八 個に もの ぼる。 鎌 木 

義昌氏 は、 弥生 中期に、 近畿 特有の 土器が 岡山県 南部に はなくて、 北部の 津山 盆地に だけ 分布して いる 十 敬 実 もこ 

の 銅鐸の 道 を 通じても たらされた もの だろうと 言 つてい る。 もとより 山 崎 断層が 先史 古代の 大道 だからと い つ て、 

その 東端から 西 端まで 弥生 は 代々 土器 や 金属 器 を 担いで はこんだ という こと は 考えられない。 盆地 や 谷 あいや 平 

野に 住んで 農耕 をい となむ かたわら、 他の 集落の 者との 接触 をと おして、 これらの 品物 は 順送りに 遠方まで 移動 

していった ことが 推察され る。 しかし 山 民の、 行動半径 は、 農耕に 従事す る 平地 人に くらべる と はるかに ひろ か 

つた。 狩りに あけくれた 繩文 時代から そうで あり、 時代が 下っても 山 住みの マ タギゃ 木地 屋の 山^な ど は、 け わ 

しい 山 歩き を 日常の ことと していた。  ： 

山 をと おる 旅人 

お ぐら 

たとえば 福島県 南 会 津郡館 岩 村の 小 掠 長四郎 家に 伝えられ てきた 嘉永 三年の 「伊勢 参宮 道中記」 をみ ると、 伊 

勢 参詣の 村人 は 十一 人で、 故郷 を 出発して 中 山 峠、 滝ノ 原、 山 王 峠を越え て 高原 山の 脇 をと おり、 今 市に 出て い 

る。 こ の 文書の 発見者で ある 橋 本 鉄 男 氏に よると こ の 道 は 当時 は 木地 屋 ならでは 行く ことのな いような 険阻な コ 

1 ス であると いう。 彼ら は 帰村す るまでの 六十 六日 間に、 毎日 七 里から 十 里 を 歩きと おすと いう 健脚ぶ り を 示し 

ている。 

柳 田 国 男 は 「史料と しての 伝説」 の 序文で 次のように 書いて いる。 

「つい 最近 気附 いた ことで あるが、 ヲ ダラと 言 ふ 地名 は、 山の 上の 旅行 をす るのに、 都合の よい 条件 を 言 ふの 
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ではない かと 言 ふこと だ。 ヲ ダラと 言 ふ 地名 は 方々 にある が、 小暗き 所と 言 ふ 意で、 山の頂 上まで 木が つづい 

てゐる 禿げ山で ない 所 を 言 ふので はない かと 思 ふ。 日本に は、 さう 言 ふ ヲグラ 山と よんで いい 所が 沢山あって- 

それ を 横に 歩いて、 だんだん 美 濃、 越 前、 加賀 とい ふ 風に、 出来る かぎり 里に 下りないで、 旅行して ゐた 人々 

があった。 さう した 人々 も、 勿論、 さう 多くの 源が ある わけで はない から、 或 ひ は 近 江の 小 掠から 出た のか も 

知れぬ が、 さう だと 言 ふ 証拠 もない。 ただ、 彼等に、 お前 達の 先祖 は 近 江から 出て、 かくかくで あつたと 教へ 

る 者が あれば、 それにつ いて 行く ことの 出来る 人々 であった。」 

さきの 会 律の 木地 屋の 一行 も、 関所が あると、 近 江の 君ケ 畑の 高 松 御所の 十六の 花弁の 菊の 焼 印 を 押した 木 札 

を 見せて、 まかりとおつ ている。 それが 関所の 通行 手形の かわりであった。 近 江の 君 ケ畑は 私 も 一度 おとずれた 

ことがあ るが、 道路 事情の きわめて よくな つた 今日で さえ、 なお 羊腸た る 坂 路の果 にあり、 とくに 木地 師の祖 と 

あおぐ 惟喬 親王の 墳墓の ある あたり は 深山幽谷の けはいが 濃厚で 山 神の 住居 地の ような 気 を 起させる ところで あ 

つた。 

柳 田 は 「史料と しての 伝説」 の 中で、 大和 国吉野 山中の 川上 村に その 墓の ある 後亀山 天皇の 皇子の 小倉宮 が、 

一 時 近 江の 君ケ 畑の 土 豪の 家に かくれ、 その 家の 娘との 間に 王子 をもう けたと いう 伝承の ある こと を 記して いる „ 

いかに 零落した とはいえ、 後 南朝の 皇子が 近 江の 木地 屋の 娘と 婚を 通じた という 話 を 事実と して そのまま 受けと 

る こと は むずかしい。 高貴に して 不遇な 皇子と 山地 漂泊の 民との むすびつき は、 むしろ 惟喬の 末裔と 称して はば 

からぬ 木地 屋 たちの 創作であろう。 椀 作りの 原料の 木材 を 求めて 各地 を 放浪し、 それゆえに 「飛」 と 呼ばれた 人 

たちが、 こうした 伝承 を ひろめる のにす こぶる 熱心であった こと はたやす く 推察され ると ころで ある。 それにし 

て もこう した 話 を 俗伝と して 捨て去る わけに はいかな いこと は、 そこに 山 民の 生活 感情の 躍動 をう かがう ことが 

できる からで ある。 柳 田が 伝説 もまた 史料で ある こと を 力説した の はそう した 背景 を ふまえての ことであった。 
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しかし 私 ま それにと どまる だけで ない もの を 感じる。 私 は 山 民の 文化 を 中央 構造 線と むすびつけ、 重ね合わせて 

考えたい。 そのため にもう 一 度 天 竜 川の 東が わに つらぬく 南北の 谷に もどろう。 

塩 をめ ぐる 道 

私が 信 州 飯 田から バスで 二 時間 近く かかって 大鹿 村の 大河 原 をたず ねたの は 七 年 前の ことであった。 大河 原の 

i^i 部落 かその 奥の 釜 沢 部落へ は 一里 半、 签 沢から その 奥の 御所平まで は 一里。 現在で も、 上 蔵 部落から 签沢部 

落 をへ て、 御所平に むかう 道 は 車 一台が やっとと おれる だけで、 谷底 を 右の 眼下に 見お ろす か ぼ そい 山道で ある。 

道の むこうに は il3 のよう な 山が 幾重に も 重なり合って 立ち ふさがる。 山道の 下の 斜面に わずか 数軒の 人家が よ 

りあって いる 签沢 部落 をす ぎる と、 もう 人家 はない。 人間の 匂い を 脱した 自然の 寂寥が 迫って きて、 けもの 恋し 

さ を 思わせる ところ、 わずか 五町ば かりの 山の 斜面に 御所平の 名が ついている。 その 名から 朝廷に 縁 由の ある 場 

所と b かるが、 この 手のひら ほどのと ころに ァヮゃ ヒェを 植えて、 ひとりの 皇子が 住んで いた。 その 皇子の 名 は 

後醍醐 天皇の 五番 目の 子どもで ある 宗良 親王であった (八 番目の 皇子 ともいう)。 南アルプスの 赤 石 岳 を まな 力 

いに 仰ぐ 山ぎ わ、 Is^f が 渓谷 を こえた 向い側の 岩角に 跳り、 ムサ サビが 小屋の 屋根裏 をね ぐらと する 場所で、 ァ 

ケビゃ 山葡萄の 黒い 実が 熟れる ように、 三十 年 を こえる 歳月が そこで 熟れた。 

しかし、 そこ を 信 州 大王 または 信 濃宮の 尊称 を たてまつられた 宗良 親王の 追い つめられた 隠れ里の ようにば か 

り 見る の は 正しくない。 伊那 山脈と 赤 石山 脈に はさまれた 南北に のびる この 細な がい 平地 は、 信 州と 遠 州、 州、 

上 州 をむ すぶ ふるい 道す じに あたって おり、 しかも その 道す じに は 南朝 方に 味方す る 豪族た ちが 割拠して いた。 

そこで そこ を 勤王 街道な どと 呼ぶ 人 もい る。 大河 原 城 は 香 坂 高宗の 拠る 城で あり、 宗良 親王 を 守護し、 朝夕 供奉 

" する ものたら こ 衛られ て、 親王 は 大河 原 を 根拠地と する ことができ たので ある。 大河 原の 上 蔵 部落の 高みに ある 
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信 濃 宮は宗 良 親王 を祀る 神社で、 そこに 奉仕す る 老人の 話 を 聞く と、 宗良 親王 は 御所平から 上 蔵 部落の 背後に あ 

る 鳥 倉 山 (二 〇 二三 メ  — トル) の 稜線 をと おって 大鹿 村の 鹿 塩へ ぬけた という ことであった。 これらの 道 は 今では 

すっかり 荒れ果てて、 道ら しい もの もない。 しかし 鳥 倉 山と 豊 口山の 鞍部で ある 越路 (一八 〇〇 メ  I トル) を こえ 

て、 北面の 谷 を まっすぐ 降りる と、 鹿 塩に 出る。 御所平から 鹿 塩へ ぬける この 最短距離 をと おって、 おつきの 者 

が 鹿 塩に 湧く 塩水 を はこんで は、 宗良 親王の 御用に 供した ものであると いわれて いる。 鹿 塩 は その 名の 示す とお 

り、 今でも 岩塩の 層に つながる 井戸から 塩水 を 汲み あげてい る。 一斗の 水 を 煮つめる と 四 合の 塩が とれる という 

から、 濃い 塩水で ある。 海水 を 汲んで は 朝の 味嗜 汁が わりの 塩水 をす すった 太平洋戦争 中には、 山間の 大河 原 部 

落の 人び と は 一 日が かりで 桶 を かついで 鹿 塩 へ の 道 を 往復した。 だから 鹿 塩 はこ の 付近の 人び とに とつ て 古来 不 

可 欠な 塩の 供給地で あつたので ある。 けもの も 塩 を 求めて 慕いよ る。 鹿 塩の 近くに 牛馬 を やしなう 牧が あり、 宗 

良 親王 も そこ を 根拠地と した こと は 首肯で きる。 

塩の 欠乏に よって 孤立 生活が 維持し がたい ものと なる か は、 山 本文 蔵 氏の 「秘境 五家 荘の 伝説」 に 次の 話が 伝 

えられて いる ことで も 分かる。 室町 時代の 明徳 四 年 (一三 九 三)、 肥 後 五箇 荘の椎 原に 住む 緒 方 盛 任が 阿蘇 家に 対 

して 食塩 を 懇願した ことで、 五家 荘に はじめて 食塩が 正式に 送り こまれ、 五家 荘に 人家の ある ことが 世に 知られ 

たと 言う。 伝説に よると それまで 五家 荘の 人た ち はながらく 薩摩、 日向へ こっそり 下って わずかば かりの 塩 を 手 

に 入れて きていた が、 それでも 不足勝で 不自由 をして いたと いう ことで ある。 越後の 上 杉 氏ゃ駿 河の 今 川 氏が 塩 

の 搬入 路を 絶って 山国の 武田勢 を 苦境に おとし 入れた こと は あまりに も 有名で あるが、 江戸時代に なっても、 阿 

賀野川 を 通じて 越後から 塩 を 移入して いた 会津 藩が 越後の 新 発 田 藩と いざこざ を 起し、 塩 を 止められて 困り、 塩 

運送に たずさわる 越後の 農民 を 死刑に 処 した ことがある という (「風土記 日本」 第 四 巻)。 

鹿 塩の 井 塩 は それ を 煮つめて 塩 を 製した ことが 明治時代 にあった ほどで あるが、 南北に けわしい を ひかえて 
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いるから、 それ を 越えて 外側に はこばれ たこと はまず なかった と 見て さしつかえない。 むしろ、 三 河の 岡 崎から 

足 助、 根 羽、 浪合 などの 三 州 街道、 あるいは 豊 橋から 新 城 経由の 伊那 街道で 根 羽に 入り、 それから 浪合 をと おつ 

て 飯 田に おくられる 塩が 多かった。 一方、 大井 川上 流から 南アルプスの 三 伏 峠を越え て 移入され る 塩 もあった。 

塩と 同時に 大河 原の 宗良 親王 を 支えて いた もの は、 山国に 生きる 動物た ちであった ろう。 かって 籠訪 神社の 春 

の 大祭に 遠山の 耳 裂 鹿 を 奉納した という 故事から しても、 三 信 遠の 三国に またがる こ の 一 帯が 狩獄 者の 天国で あ 

つたこと は 疑いない。 その実 態と 民俗 は 早 川 孝 太郎、 松山義 雄、 向山 雅重 氏な どの 著書に 詳述され ている からく 

りかえ さない。 ここで は、 狩 ことばが そのまま 地名に なって いる ことがある という 一般的な 点に だけ 触れて おく" 

猪 や 鹿が 夜中に 水 を 飲みに くる じめじめした 湿地 を ユタ あるいは 二 ッ タと 呼び、 仁 田と か 仁 多の 字 を あてて いる ( 

猪の 通り 路を ウジと いう。 鹿の ウジ、 羚羊の ウジな どと も 言う ことがある。 莬道 とか 宇治の 地名 も それから. m 来 

つ な ぎ  >  な y 

するとい う 説が ある。 猪の 足跡 をた よりに 追跡す る こと を ツナ グ というが、 その 地名 化した ものが 綱 木 ■  ^六！^ 木、 

つ なぎ 

繁 である。 ツナ ギは今 は 交通の 要衝に つけた 名と して 残って いる。 

宗良 親王と 山の 民 

話 を 大河 原の 御所平に いた 宗良 親王に もどす ことにする。 柳 田 は 「史料と しての 伝説」 のなかで 「信 州 伊那の 

大河 原 村 は、 宗良 親王 御 経過の 地で あり、 吉 野に 劣らざる 南朝 方の 根拠地であった だけに、 郷人 思慕の 情 を 基礎 

にして、 その 口碑に 注意して 見る と、 浪合記 一流の 無理な 伝説が 幾ら も 出来て 居る。 小 掠 一族が これに 参与した 

確かな 痕跡 はない が、 この辺 も 亦 彼等 活動の 舞台であった」 と 述べて、 木地 屋が 大河 原 一帯に 宗良 親王の 伝説 を 

植えつ ける のに 一役買つ たこと を ほのめか している。 市 村 咸人も 「宗良 親王」 の 中で 次のように 言う。 「寺 度 敷 は 

御所平から 北に 登る こと 更に 十二、 三 町、 豊 口山の 麓 を 流れる 寺 沢 川の 南涯 上に ある 小 平地で、 (宗 良) 親王の 
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行 法 をな された 長 谷 庵の 跡 だとい われて いる。 左右 は 絶壁で、 うしろの 山に 沿うた 一郭 は 江戸時代に 轆轤 師 (木 

地屋) の 住んだ 屋敷 跡で、 今 は 石垣 だけが 残って いる。 そこに は 菊花 御 紋章の ついた 木地 屋の 墓石 もあった そう 

だが、 ある 時の 山崩れに 埋没して しもうた という ことで ある。」 

柳 田に よると、 御所平と いう 地名 は会津 との 国境に ある 新潟県の 東 蒲 原 郡の 中 山と いう 村に もの こ つてい る。 

そこに は 古墳が あって、 その 石の 左右に 十六 本の 輻を もった 車の 輪が 彫り 添えて あって、 菊花の 御 紋章に まぎら 

わしい という。 これ は 小倉嶺 ともよ ばれて いるから 小 椋姓を 称する 木地 屋の 住みつ いたと ころ かも 知れぬ。 柳 田 

は これ を 特殊な 刃物 を も つ た 器用な 木地 屋が彫 つたの ではない かと 考えて い る。 十六 本の 放射線 を も つ た 円盤 紋 

様 は、 たぶん 木地 屋の もっていた 口 クロ を 使った のだろう と 言って いる。 これにし たがえば、 大鹿村 大河 原の 御 

所 平の 奥に ある 菊花 御 紋章の 墓石 は、 あるいは 御所車の 墓石だった かも 知れず、 そのために、 御所平と いう 地名 

が宗良 親王の 没後に つけられ たの かも わからない。 

さて、 宗良 親王が 大河 原に すごす ことにな つたの は、 一三 四 三年 か 四 四 年 以来で、 当時 親王 は 三十 三、 四 歳で 

あった。 

親王が 大河 原に たどりつ くまでの 経路 は、 三 河の 足 助から 根 羽 をへ て、 浪合 をと おりぬ けて、 遠山から 北へ む 

かい、 大河 原の 香 坂高宗 をた よってい つたと 推論す る 者 もい る。 その まえ は宗良 親王 は、 遠 州 浜 名 湖の 北に あた 

る 引佐郡の 井伊 道 政の 拠る 井伊谷 城に いた。 親王 は 北 畠 親 房の 勢力下に ある 南 伊勢から この 井伊谷 城に 移った。 

その あいだ 一度 はこの 城 を 出て、 畿内 各地に 転戦した が、 北皇顕 家が 泉 州 石 律で 戦死す ると、 ふたたび 遠 州に か 

えろうと した。 東北に いく 義良 親王 や 北 畠 親 房と その子の 顕 信と 一緒に 伊勢の 大湊を 出帆した ところ、 遠 州灘で 

暴風に 遭った。 親 房 は 常 陸の 内 浦に、 親王 は 浜 松 市の 東南に あたる 遠 州の 白羽の 港に 漂着、 そこから ふたたび 井 

伊谷 城に 入った。 そして その 滞在中、 後醍醐 帝の 訃報 を 聞いた。 井伊谷 城での たたかい は 苦しく、 親王 は 信 濃に 
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入った。 大可 原に 居 を 定めた あと は、 そこ を 拠点として 各地に 漂泊と 滞留 を 重ねた。 宗良 親王の 没年 も 場所 も は 

つきり しない。 大河 原の ほかに 井伊谷 城、 浪合 村、 河内 国 山 田な ど 諸説が あって さだめが たい。 

人間と 道との かかわり 

私が 宗良 親王の 生涯 を 叙した の は ほかで もない。 親王が 大河 原の 寓居から 三 河、 伊勢、 吉野 などと 往来して い 

る 姿 を 中央 構造 線の 上に 重ね あわせて 見た か つ たからで ある。 親王 は 南朝 方に 味方す る 武士た ちの 助け を 借りて 

移動した わけで あるから、 南朝 方 は 中央 構造 線に 沿って 展開して いたと 考えられ るが、 果して この 仮説が 妥当で 

あるか、 その 事実 をた しかめて みる ことにする。 

「下 伊那 史」 にの せて ある 分布図に よると、 天 竜 川 を さしはさんで、 東が わの 中央 構造 線 上に は、 i 呂 方が あり、 

天 |1も リの 西が， りこ は 武家 方が いると いう 風に はっきり 分かれて 対峙して いる。 また 南 信 濃 村史の 「遠山」 に は、 

南北朝の 頃に、 信 州に 入る 南朝 ル ー トが 掲げられ ている。 その 一 つ はさきに 宗良 親王の 入信 経路と して あげたよ 

うに、 井伊谷 城から 足 助、 根 羽 をと おる ものである。 鳳 来 寺 や 大野な ど、 今日の 飯 田 線に 沿う ル ー トも ある。 こ 

れは 古来、 信 州と その 南 をむ すぶ 道と して、 水 窪の 南の 佐久間 町から 豊川 村に いたる 中央 構造 線が 利用され たこ 

と を 示して いる。 

遠 州 あるいは 三 河 湾と 伊勢と をむ すぶ 海上 交通 は 伊勢の 北 畠 氏が にぎって いた。 伊勢 湾に 近い 山 田の 西  一 ^の 

< る 城 を 抑えて いた 北 畠 氏 は、 それによ つて 伊勢 湾 を 制圧して いた。 田 丸 城 はまた 熊 野 街道、 吉野 街道に つうじ 

る 交通の 要衝であった。 さらに 一志 郡の 多 気に は 北 畠 親 房の 第三 子の 顕 能が 根拠地 をき ずいて いた。 こうして 北 

畠 氏 は 南 伊勢 や 志 摩 だけでなく 熊 野 や 大和の 宇陀， 地方にまで 勢威 をのば していた。 それ は吉 野の 南朝 方に とって 

よ、 東国 こ 向かう ル ー トを 確保す る 上での 大きな 利点に ちがいな か つ た 
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吉野 について レ えば、 そこ は 攻める に 難く 守る にやす いところ であった。 天武 天皇 は 壬 申の 乱のと き、 吉 野の 

行宮 を 脱出して 美 濃の 不 破の 関に むかった が、 大和の 宇陀 地方で 二十 人ば かりの 撒師に 出会って 即座に 手下と し 

たこと が 日本書紀に 記されて いる。 このように 奈良時代の 以前から 吉野ゃ 宇陀 は 山人 や 狩人の 活躍す る 舞台で あ 

つた。 南北朝時代、 宇陀 は 伊勢の 北 畠 氏の 勢力下にあった。 こうして みると、 南朝の 味方に ついた の は、 吉野熊 

野の 山伏ば かりで なく、 狩人 や 木地 屋ゃ鉱 山師な どの 山 民 も はなはだ 多 か つ たと 思われる。 

吉野を 根拠地と する 南朝 方 を 西北から 守って いたのが 楠 木 正 成で ある。 正 成の 本拠 は 河内の 千 早 赤 坂 村で ある。 

中 村 直 勝 氏に よると 赤 坂 は 辰 砂の 産地で ある。 辰 砂 は 朱 砂と もい い、 まえに も ふれた ように 水銀の 原鉱で あり、 

朱の 原料で も ある。 楠 木 氏 はこの 辰 砂の 用途 を 知っていて、 その 採掘権 をに ぎり、 それ を 奈良ゃ 京都に 売り さば 

いていた ので はない かとい うのが 中 村 氏の意見 である。 ここで 水銀が 問題と されて いるの は 興味ぶ かい。 という 

の も 千 早 は 「日本 鉱産 誌」 をみ ると まさしく 中央 構造 線 上に ある 水銀の 産地 だからで ある。 伊勢の 北 畠 氏 も、 古 

くから 開発され ていた 伊勢 水銀の 本場の 丹 生 を 抑えて いたと 思われる が、 北 畠 氏の 勢力圏に あった 大和の 宇陀 郡 

も 水銀の 産地で ある。 宇陀 郡寃 田野 町の 大沢 にも 最近まで 水銀 鉱山が あった。 奈良 大仏の 铸 造に 必要な 水銀 はこ 

の大 沢の 鉱山に 頼った ので はない かとい う 説が ある。 このように 南朝 方の 本拠で ある 吉 野と それの 右の まもりの 

伊勢、 前の まもりの 宇陀、 左の まもりの 河内に それぞれ 水銀の 産地が あって、 南朝 方 は、 それ を 抑えて 資金源に 

した ことが 当然 考えられよう。 

吉 野から 紀ノ川 を 下り、 和 泉の 南から 淡 路の沼 島 をへ て、 阿波に つうじる 海上 交通 権 は 沼 島の 水 軍が にぎって 

いた。 阿波の 山岳 武士 は、 沼 島 水 軍の たすけ を 借りて 吉野 方と 通じていた。 古代の 阿波 忌 部の 流れ を ひく 麻植郡 

木屋 平の 三 木 氏 や 松 家 氏な どが 阿波山 岳 党の 中心で、 よく 北朝 方と 対抗した。 徳島県で は 東 流す る 吉野川 ぞいの 

そら 

道 を 上流の 方に むかって いくこと を 「空」 の ほうに いくとい う。 これら 山岳 党 も 「空」 の 方に 由 ん でいた。 木屋 
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平の 北に ある 高 越 山 は 山伏の 根拠地で あると 同時に、 優秀な 銅山と して さかえた ところで ある。 銅山 は 高 越 山ば 

かりで なく、 その 付近 一帯に おびただしく ある。 それの 採掘権 は 三 木 氏な どの 阿波山 岳 党に にぎられ ていたと 考 

えられる。 また 山伏が 吉野 方の 密使と して 活躍した こと は 知られて いるが、 木屋 平の 松 家 氏の もとに は、 山伏に 

よっても たらされ たという こよりに 蹉 つて 髪に むすびつけた 「もと どり の綸 旨」 が 残されて いると いわれて いる- 

眼 を 更に 西に 移す と、 伊予 は 河 野 氏の 一族が 宮 方と 武家 方に わかれて いた。 そのほか 瀬戸 内の 水 軍に も 南朝 方 

についた ものが ある。 忽那 島に 拠る 忽那氏 も その 一人で、 忽那氏 は 懐 良 親王 を 九州に 送りと どけた。 当時、 大分 

と 熊本県 八 代 をむ すぶ 中央 構造 線 上に は、 さまざまな 豪族が ひしめ いていた。 南朝 方に 立つ ものと して は 肥 後の 

菊 池、 阿蘇、 名 和な どの 一党が そうであった。 懐 良 親王 は 肥 後の 菊 池 氏の 援助の 下に、 九州 北部に 勢威 を 張った 

が、 晩年 は 力 ふるわず、 筑 後の 矢 部 か 肥 後の 八 代 かどちら かで 死んだ といわれる。 親王の 終焉の 地が、 名 和 氏 一 

族の 根拠地の 肥 後の 八 代 だと すれば、 そこが 中央 構造 線の 西の はしに 当ってい る こと はくしき 因縁と 思わざる を 

得ない。 

つまり 南朝 (宮) 方 は、 天 竜 川の 東が わの 渓谷から はじまって 紀伊 半島 を 横断し、 四国 九州に いたる まで、 中 

央 構造 線の 作り出した 道に 沿つ て 展開して いると ころに、 その は つきり した 特徴が あると 私 は 考える。 

もちろん 宮方 といい 武家 方と いい、 入り乱れて 対峙し あらそって いるから、 単純化す る ことに はよ ほど にな 

手続き を 踏まなければ ならない が、 大局 的に 見て、 右の 仮説 はけつ して あやまりがない ものと 思う。 なぜなら、 

中央 構造 線 は、 信 州、 紀伊 半島、 四国、 九州の もっとも 山 深いと ころ をと おってお り、 南朝 方 を 支えた の は 山伏 

などの 修験者で あり、 また 木地 屋ゃ鉱 山師 や 狩^ 民の ように 山の 民だった からで ある。 南朝 方 は  一 口に 言って 山 

の 民に 支えられた と言える。 

これらの ことから すれば 中央 構造 線 上に は 南北朝の 動乱が 発生す る はるか まえから、 山 民の 文化が あった。 そ 
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こ は 官道ゃ 国道で はなく、 山中 漂泊の 民の 移動 路 であり、 また 交易 路 であった。 交易 品に は 人間の 生活に 不可欠 

な 塩が あった。 塩 を 入手す るた めに、 山 民が 農民 や 海辺の 民との 交易 品に した ものに は、 けものの 毛皮 や 肉が あ 

り、 木地 師の 作る 木 器、 そして サン 力な どの 作る 竹細工な どが あった。 さらに は 水銀 を はじめと する 金 や 銅な ど 

の 鉱物資源 とその 製品が あった。 それらの 生涯と 移動 を ふくめて、 中央 構造 線 は 日本 文化の かくれた 大動脈の 役 

割 を 果してき た。 これまで 日本 古代の 道 を 論じる もの は、 大和 朝廷の 下で 設計され、 開発され、 管理され た 公道 

ゃ官道 だけに 目 を 注いで きた。 それら はおお むね 平野 をと おる か、 それでなければ 海岸 ぞいに もうけられ ていた。 

東 山道の ように 山国の 道で あっても、 曲折に みちた 道で ある。 しかし、 繩文 弥生 このかた、 西日本の 民衆 文化 を 

まとめる 役目 を 担った もの は、 中央 構造 線 を つらぬく 山中の 道で あり、 また それら をつな ぐ 海上の 道であった こ 

と を 私 は 力説したい。 その 道の 特色 は 直線の 谷 を 走って いる ことで ある。 したがって 最短距離の 道で も ある。 山 

民 はつねに 直線の 道 を 利用す る。 塩 を 求める 道が そうで、 椎葉ゃ 米 良の 山 民 は 一直線に 日 向灘に 面する 海辺に 下 

つたし、 また 山中に 塩 を はこぶ とき もそう であった という 話 を 宮本常 一氏に 聞いた ことがある。 信 州で いえば、 

糸魚 川から 塩 を 移入した 千 国 街道が そうで ある。 山 民の 道と はいえない が、 武田信 玄が北 信 濃 を 攻略す るた めに 

八ケ 岳の ふもとに 作った 軍用 道路 は、 等高線に そって ほとんど まっすぐ にいく 道で、 これ を 「信 玄の棒 道」 と 呼 

んで いる。 それ は 私に は 信玄の 発明 だと は 思えない。 山 民 独特の 習俗 や 故智に かなった ので はなかろう か。 

八ケ 岳と いえば、 その ふもとに ある 富士見 町の 井戸尻 遺跡 や 茅 野 市 尖 石 遺跡から は マ ム シと 思われる 蛇 身 装飾 

を ともなう 繩文 中期の 土器が 出て いる。 その 土器の 出土 地 は 山梨県 韮 崎巿、 東京都 八 王子 市と 中央線の 沿道 をた 

どり、 その あと は、 神奈川県の 相模原 市、 厚木 市、 伊勢原 市な ど、 相模 線に 沿って 出土し、 その あと は 小 田 急 線 

沿線に ひきつがれ ている。 つまり 神奈川県の 西部 山地の 東が わの ふもと をめ ぐって いる。 また 目 を 茅 野 市の 尖 石 

から 北に むける と誠訪 市、 岡 谷 市な どに 蛇 身 装飾 土器 は 出土し、 はて は 新潟県の 糸魚 川 市に 及んで いる。 この 特 
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色 ある 土器の 分布 は そのまま 繩文 中期の ル ー トを 暗示して いるよう に 思われる。 今日の 鉄道の 沿線に 忠実に 添う 

ような 形で それが 出土 するとい うこと は、 近代 文明の 今日で も、 太古の 道 を 無視で きにくい こと を 物語って いる 

ので はなかろう か。 こうした 視点に 立つ とき 「自然と しての 人間」 と 「自然の 道」 との かかわり がい つ そう 明確 

に 把握され ると 私 は 考える。 
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日本 神話の 風土 性 11 時間と 変容 


日本 古代に おける 罪の 起源 をスサ ノォに 置く こと は、 すでに 記紀の 叙述に 見られる。 それ は 人類の 原罪の 問題 

を 日本的な 形で 処理した ものと 言う ことができる。 古代の 日本人 は 罪 は 根の 国で ある 常世から 発する ものと 考え 

ていた。 それ を 常世に 送り かえす ことが ハ ライであった。 スサノ ォは罪 を 背負って 根の 国に 降りて いく。 折 口 信 

夫 は 光源氏 は 罪 を 犯した から 須 磨に 流離の 生活 を 強いられ たと 考え、 それと は 罪の 種類 はちが うが、 竹 取 物語の 

かぐや 姫 もまた、 天人であった のが 罪 をつ くった ために 一時、 まずしい 翁の 許に あずけられ たという 竹 取 物語の 

さいごの 一節 を 重視して いる。 このよう にして、 贖罪 者と しての スサ ノォの 主題 は、 竹 取 物語 や 源氏物語 へと 受 

けつ がれて いくとす るの が 折 口の 有名な 説で ある。 そして、 これから 述べよう とする 羽衣 伝説 も 竹 取 物語と よく 

似て いる こと は、 もはや 通説と なって いる。 

羽衣 伝説の 特徴の 一 つ は、 天女た ちの 地上に おける 艱難の 生活で ある。 それ は 常 陸 国 風土記の 香 島 郡の 条に見 
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える 白鳥 伝説に うかがわれる。 垂仁 帝の 御代に 白鳥た ちが 朝方に 天から 飛んで きて は、 乙女の 姿と なって、 石 を 

拾い 池 をつ くり、 堤 をき ずいた。 そして 夕方に はまた 天に もどって いった。 しかしいた ずらに 月日 をす ごすば か 

りで、 堤 をき ずこうと して は それが くずれ、 一向に 完成し なかった。 乙女た ち は、 

しろと り  は  つつみ  あら ふ  ましろ  はこ 

「白鳥の 羽が 堤 を つつむ とも 粗 斑 • 真白き 羽 壊え」 

と 口々 にうたい ながら 天に 昇って、 それから 二度と 降りて はこなかった。 そこで その 土地 を 白鳥の 郷 と言う、 と 

ある。 この 歌の 読み方 は、 岩波 版の 日本 古典文学 大系の 「風土記」 にしたがった もので、 おなじ 大系の 「古代 歌 

謡 集」 は 読み方が ちがって いる。 また 神 田 秀夫氏 は それらと 別な 読み方 をして いる。 いずれにしても、 池の 堤 を 

きずく 作業 を 完成し なか つたこと をな げく 歌に ちがいない。 白鳥の 羽が 痛ましく も 破れて いる 光景が 想像され る „ 

物事の 思わし く 成就し ない 天女の 話 は、 丹 後 国 風土記 逸文の 比 治山の 真奈 井の 話に も 見られる。 

その 泉に 降り 立った 天女の 一人 は、 ヮ ナサ 翁、 ヮ ナサ 嫗と 呼ぶ 老夫婦に かどわかされて 養女に させられ たが、 

酒 を 作る ことが 大層う まかった ので、 老夫婦の 家 は 繁昌した。 すると 老夫婦 は 天女 を 邪魔 もの あっかい にし はじ 

め、 あげくに は 家から 追い出して しまった。 さまよい 歩く 天女 は 荒 塩の 村に たどりついて、 そこの 村人に むかつ 

なきき 

て、 老夫婦の 邪慳な 仕打ち を 思う と、 自分の 心 は 荒 塩の ようにな ると 言って、 なげき 悲しんだ。 また 哭 木の m で 

は、 槻の 木に よりかかって 泣いた。 さらに、 奈 具の 村に いって、 村人た ちに 言う に は 「ここにき て、 やっと 自分 

の 心 は おだやか になった」 と 洩らして そこにと どまった という。 

この 天女 もまた 苦難の 道 を 歩まされ たので ある。 天女なら ば 順調に 物事が はこぶ のがとう ぜんと 思われる のに- 

そうい かないの は なぜか。 謡曲 「羽衣」 の 「疑い は 人間に あり、 天に いつわり なきもの を」 という 天人の 言葉の 

ように、 無始の 魂 は 人間の 汚濁 世界で は 無力な もので しかない こと を 伝える もの か。 

「因 伯 昔話」 に 打 吹 山の 話が ある。 そこ は 羽衣 石山 ともいう。 鳥取県の 東郷 池の 南に ある 山で、 天女 は その 山に 
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ある 大きな、 うつくしい 石のと ころで 舞い 遊ぶ のがつ ねであった。 あるとき、 石の 上に 羽衣 をぬ ぎ 捨てた まま 眠 

つてし まった。 その 羽衣 を とおりかかった 農夫が 見付け、 こっそり もちかえった。 天女 は 羽衣がない と 天に かえ 

る こと はで きないので 悲歎に くれてい ると、 どこから ともなく 声が して、 「あなた はしば らくの 間、 人間の 世界 

に 住まなければ ならない。 そして 何年 かの 後に、 白い 花の 咲いた 蔓草の 下で、 子どもに 救われる であろう」 と告 

げる 者が あった。 

天女 は 農夫の 妻と なった。 そして 二人の 女の子 をもう けたが、 自分が 天人で ある こと をす つかり 忘れて いた。 

あるとき 天女 は 偶然の ことから、 農夫が 羽衣 石山から もちかえった 羽衣 を 身に つけた。 するとた ちまち 天人で あ 

つたこと を 思い出した。 とたんに 身 は 高い 空に 浮んで いた。 そうして 天女の 子どもたちが、 夕顔の 花の 咲く ほと 

りで 見守るな か を、 天に 昇って いった。 

この 話で 注目すべき は、 しばらく 人間の 世に 住まねば ならない という 天の 声に 命じられて、 天女が 下界の 人と 

なった という ことで ある。 そこに は 苦難の 前途が 予言され ている。 そうした 運命に 出会う こと は、 天女が 犯した 

天上の 罪の むくいで ある ことが 暗示され ている。 それ はかぐ や 姫と 同然で ある。 いわば 後世の 中将 姫の 物語の よ 

うな、 日本の 物語に 共通す るパタ ー ンの 萌芽 を ここに 見出す こと はさして むつ かしくない。 それ を 遡れば、 スサ 

ノォ にまでい きつく。 折 口が スサ ノォ をめ ぐって 日本に おける 道徳の 発生 を 考察して いる こと は 知られて いる。 

私が 今 問題に しょうと する こと は、 その 内容の 検討で はない。 原罪の 主題 をス サノォ という 人格に 背負わせ たこ 

との 意味で ある。 

日本の 国 生み 神話 は 世界 各地に 見られる 洪水 神話の 破片で あると 私 は 考える。 破片で あると する の は、 原始人 
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類の 堕落と、 神罰に よる 大 洪水の 来襲と いう 前半 部分の 主題 を 欠落して いるから である。 この 主題の 欠落の ため 

こ、 日本の 神話に は、 はるかな 高所からの 目 も くらむ ような 「失墜 感」 が 見当らない。 国 生み 神話に それがない 

の は @,然 の 所産であろう か。 私に はそうと は 思われない。 なぜならば、 沖 繩ゃ奄 美に は 洪水 神話が まぎれ もな く 

伝わって いるから である。 明 和 年間の 大 津波 を はじめ、 いくたびの 津波の 経験 を もつ 沖繩 諸島に それが 残る の は 

とうぜん とも 言える が、 それらの 説話 は 南 島の 経験した 自然災害の 事実に 刺戟 を 受けた としても、 それから 生ま 

れ たものと は 見る こと はでき ない。 洪水 神話 は 台湾 や 南中 国 や 東南アジア などに ひろく 分布して いる。 こうした 

ことから しても、 日本列島に おいても 南 島に 見られる ような 洪水 神話が 一 般 的であった と 考える の はけ つ して 不 

自然で はない。 ィザ ナギ、 ィザ ナミの 神話 は 淡路を 中心とし たものと されて いる。 津波と いえば、 私 は 徳島県の 

東南 海岸 に 津波 災害 の 記 念 碑が 点々 と 建てられて いるの を 見た ことがある。 

時 R は 下る が、 長崎県の 西彼杵 半島の かくれ キリシタンの 伝える 「天地 始之 事」 では、 兄と 妹の 相姦が 引き金 

となって、 人間社会の 欲心が 高まり、 津波 を 呼ぶ という 筋 書に なって いる。 これ は 洪水 神話の 前半 部分と 後半 部 

分と を 入れ替えた ものである。 そこに 人類の 罪の 原因の 轧 明が 見られる ことに 注目したい。 しかし これ はかくれ 

キリシタンの 創作で あると はかならず しも 言えない。 たとえば 「生蕃 伝説 集」 (佐 山 融吉、 大西吉 寿 共著) を 見ても、 

兄妹 相姦が 洪水 を 引き起こす 話が 載 つてい る。 

日本の 国 生み 神話 は 洪水 伝説の 破片で あり 前半 部分 を 欠いて いると 前に 述べた。 洪水 伝説 を もち 出さな くと も、 

記紀に あらわれた 日本の 国土と 神々 の 創 成に ついての 説明 はっく。 しかし 松 前 健 氏が 「日本 神話の 新 研究」 の 中 

で 紹介して いるよう に、 諾冉ニ 尊の 子 生みの 話 は 洪水 神話に 伴った 「話 根」 であると する 岡 正 雄 氏の 説に 私 は 同 

意したい。 私の 賛成の 理由 は 後で 述べる として 話 を 進めよう。 もし、 国 生み 神話が 洪水 神話の 流れ を 汲む もので 

あると すれ. ま、 その 前半 部分が 欠落し、 しかも 「話 根」 の 兄妹 相姦の 話が、 どうして あいまいな 形での 男女 二 神 
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の 結合と して 表明され るよう になった か、 という 疑問が 湧く。 私 は それが 自然にで はなく、 なかば 意図的に 省略 

されたり、 ぼやかされたり していつ たので はない かと 考える。 記紀 編纂の 主要 目的の 一 つが、 皇室の 先祖の 起こ 

り を 合理的な 形で 説明し、 皇統譜 を 確立す る ことに あつたの は 明らかで あるから、 私の 推論 も かならずしも 深 読 

みと は 言えまい。 つまり 始祖と なる 人物 はたんなる 兄と 妹で はいけ なかった。 ィザナ ギとィ ザ ナミと いう 固有の 

名 を もつ 神で なければ ならな か つ た。 しかも 皇室の 始祖で ある この 二人が 血を頒 けた 兄妹と する こと はとうて い 

許される はずの ものではなかった。 それ は 允恭 紀に 伝える 木 梨 軽 太子と 同 母 妹の 軽大娘 皇女の 相姦が 罰せられた 

ので も 分かる。 

しかし ここに 一 つの 大きな 問題が 登場す る。 洪水 神話の 引き金と なった 「原罪」 のテ ー マ はどうした 形で 処理 

すれば よいの かとい う 問題で ある。 洪水 神話の 前半 部分で は 原始人 類の 罪の 発生 は、 自然災害の 原因と してと り 

あげられる。 しかし それ を 日本の 国 生みの 神話 は、 多分 故意に 脱落 させて しまった。 ィザ ナギ、 ィザ ナミの 二 神 

に 求める ことので きる の は、 男と 女、 あるいは 生と 死の 葛藤 だけであって、 罪の 問題が 入り こむ すき はない。 と 

いう ことから 諾冉ー 一 神の 子どもの 代の ァ マ テ ラスと スサ ノォの 姉弟にまで もちこされた。 

では どうして、 神罰と か 原罪と かが 必要で あるか。 私の 考えで は、 それがなくて は 共同体 社会の 置かれた 状態 

の 説明が つかない からで ある。 つまり 高所からの 失墜 感が、 共同体 社会の 矛盾 • 葛 藤 • 疎外に 対する もっとも 切 

実な 解釈 を 提供す る。 そして その 「落差」 は みじめな 状態 を 克服しょう とする 人間の 衝動の パネの 役目 を果 すの 

である。 したがって 社会秩序の 破壊者で ある スサ ノォ はもつ とも 嫌悪され るべき 人格で あると 共に、 また 必要 不 

可 欠な 存在と いう ことになる。 大林太 良 氏 は 「古代 日本に おける 分類の 論理」 の 中で、 スサ ノォの 犯した 天津 罪 

ならびに、 それに 対比され る国津 罪と を あわせて、 これらの 罪 を 犯す こと は 宇宙の 均衡 破壊で あると 述べて いる。 

大林 氏の 所説 は、 天津 罪 も 国津罪 も、 結果と して 天変地異 を 生み出す、 という 西 田 長男 氏の 解釈 を ふまえて いる。 


すなわち、 宇宙の 均衡が 失われ、 異常な 自然 状態が 発生し、 宇宙 秩序の 正常な 運行と 均衡 を 回復す るた めに は、 

ス サノォ を 根の 国に 追放し なければ ならな か つ たし、 また 軽大娘 皇女 を 伊予に 流さねば ならな か つたの だとい う- 

天変地異と は ス サノォ の 暴行のと き は 天地が 真暗に な つ たし、 また 木 梨 軽 太子と 同 母 妹の 軽大娘 皇女のば あい は、 

天皇の 食事の あつ ものの 汁が 盛夏と いうのに 凍った ので ある。 

大林 氏の 説 は 傾聴すべき 指摘で あるが、 しかし 他方 また 私の 見解から すれば、 前に 述べた ように、 宇宙の 秩序 

や 均衡の 破壊者と して、 スサ ノォは 必要な 人物であった。 なぜなら スサ ノォが 宇宙 的 混乱 を 引き起こす ことで、 

さばえ なす 万の わざわいの 原因の 説明が つくから である。 そして 更に さまざまの 罪 をスサ ノォに 背負わせる こと 

がで きる。 かくして スサ ノォは 罪人で あると 共に、 人び との 罪 を あがなう スケ ー プゴ ー ト としての 役割 を もつ。 

根の 国に 追い払われる 秩序 破壊者で あると 同時に、 追放され た 国で は、 混乱した 秩序 を 回復す る 救い主と なる。 

ス サノォ はこうした 両義 性 を もっている。 日本人 はなが い 間、 社会的な 災厄 を 自然の 災害に 置き換えて 考える 習 

眞を もちつづけ てきた。 しかも その 一方で は、 もろもろ のよ きもの、 あしき もの は、 根の 国と しての 常世から 送 

り 出される という 信仰 を 抱いて きた。 太古の 大 洪水 を 引き起こした 人間の 「原罪」 のか わりに、 スサ ノォを もち 

出した の は 日本人の 古い 信仰 や 習慣に 合致した 解決法であった。 しかし それ は、 折 口 信 夫が 「道徳の 発せ」 で 指 

, 摘して、.' るよう に 、「日本の 宗教に 於け る 原罪 観念が、 ここにあって、 責任者 をす さの をの 命と している。 だが 

j それ は、 神話 上の 事と して 過ぎ去り、 其 罪に 当って ゐる もの は、 田づ くりに 関係 深い 世々 の 農民で ある。 日本の 

i 農民 は、 祖先から、 尊い 者に 対する 原罪 を 背負って 来て ゐる ものと 考へ、 此を あがな ふ 為に、 務めて 来たので あ 

き る。」 という 考え を 一応 念頭に 置かねば ならぬ。 折 口 は 農民に は 「太古の 遺 法」 が あり、 ス サノォ といえ ども、 そ 

れは 神話 上の 代名詞に すぎない こと を 指摘して いるので ある。 そこで 折 口 は 「尊い 者」 の 背後に 絶対 神に 相当す 

3 る 「既存 者」 を 想定して いるが、 折 口の その 考えに は 同意で きない こと を 言って おく。 
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神話の もたらす 最大の 剌戟 は、 原始の 楽園 時代に たいする 郷愁で あるが、 日本 神話のば あい、 それ は r 大洪 

水」 以前の 社会に あるので はなく、 むしろ スサ ノォが 追放され た 根の 国、 妣の 国と いう 「原 郷」 にある。 その 原 

郷 への 思慕が ス サノォ と同じように 私たち 日本人の まなざし をつ ねに 水平線の 彼方に むけさせる。 それ は 常世の 

間の 葛藤 分裂の なか つ た 時代への 郷愁と して 昇華す る。 高所から 真逆様に 地面に 墜落 するとき の 垂直 的な 戦慄 感 

はない。 むしろ 無限に 求めて 得られない 水平 的な 渴望 である。 これ を 日本 神話の 風土 性と 呼んで 差支えない であ 

ろう。 

三  . 

話 はスサ ノォに 及んだ が、 それ はスサ ノォの 系譜に つらなる 羽衣 伝説の 天女た ちが、 罪 を あがなう ために、 一 

時 的に 天上の 生活 を 捨てて、 地上で 流竄の 生活 を 送った の だとい うこと を 明確に したいた めであった。 羽衣 伝説 

はもう 一 つの 大きな 主題 を 含んで いる。 

前に 述べた 丹 後の 比 治山の 真奈井 は、 現在 は 京都府 中 郡の 峰 山 町に ある。 比 治山 (磯 砂山) のほとりに 大呂 

(大路) 部落が あり、 そこに 羽衣 伝説 を 伝えて いる 安達と いう 家が ある。 代々 三 右衛門 を 名のる 家で あるが、 も 

ともと は 丹 後 国 風土記 逸文に 見える 老夫婦の ヮ ナ サ 翁と ヮナ サ嫗の 子孫 を も つ て 任ずる 家で あ つ た。 

私 は 安達 家 を おとずれて 話 を 聞いた ことがあ るが、 そこに 伝えられ ている 羽衣 伝説 は 丹 後 国 風土記 逸文の もの 

とちが つていて、 次の ような 筋 書の ものである。 

むかし 比 治の 里に 三 右衛門と いう 狩人が いた。 ある 朝、 山頂の 池で 水浴す る 八 人の 天女 を 発見した。 その 一人 

の 羽衣 を かくし、 同棲して 三人の 女児 をもう け、 農業、 養蚕、 機 織の 業 を ひろめた。 天女 はしかし、 天上 を 恋し 

さの あまり、 子どもから 羽衣が 大黒柱の 中に かくして あるの を 聞き、 羽衣 を 取り出す と、 軒先の 夕顔の つる をた 
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よりに よじのぼり、 外から 駆け もどって きた 三 右衛門に、 七月 七日に 会おうと、 再会の 日 を 約束して 天に 昇って 

いった、 という。 

三 右衛門の 子孫で ある 安達 家で は 七月 七日に 牛 を 河原に つれてい つ て 水浴 させ、 草 をから だに つけても どつ た 

のち、 一 族の あいだで さかんな 祝い をす る。 安達 家で は 夕顔 を 作ったら いけない とされて きた ともいう。 

ここで 私たち はもう 一度 伯耆の 羽衣 石山の 話 を 思い出さずに はおれない。 天女が 天に 昇って いった 野原に、 ぼ 

つかりと 咲く 夕顔の 白い 花。 それ は 予言され た 花であって、 たんなる 叙景の 添え もので はない。 

高知県 香 美 郡 を 流れる 物 部 川の 支流の 韮 生 川の 上流、 ニー 嶺 山の 登 口に 近い 物 部 村の 沼 井に も、 七夕 天女の 話が 

残って いる。 この 天女 は 十六のと き 土 佐の 蓮 生の 里に 降りて 水浴びし ている とき、 狩人の 小 次郎が あらわれて 羽 

衣 を かくす。 やむなく 天女 は 小 次郎の 嫁に なり、 子どもの 小 太郎も 生まれた。 小 太 郎が七 歳のと き、 天女 は 羽衣 

が 柱の 穴に かくされ ている こと を 小太郎 から 教えられ、 それ を 身に つけて 小 太郎を 抱き かかえながら 天に 舞い も 

どる。 その あとに、 置き手紙 と共に、 夕顔の 種子 を 一粒 残して おいた。 

狩人の 小 次郎は 天女の 残した 手紙の 言いつけ どおり、 夕顔の 種子 を 畑に まいて こやし を やり、 つるが のびたと 

ころで、 それ を 伝わって 天に 昇って いった。 天で はたな ばた 天女の 母から、 山の 草木 を 刈りと つても やし、 畑 を 

つくる こと を 命じられる。 それ を果 すと こんど は 瓜 畑の 番を 命じられる。 どんな ことがあっても 瓜 をた ベて なら 

ぬと いう 妻の 天女の いましめ を 忘れて、 のどの 乾いた 小次郎 は、 いちばん 小さな 瓜 を わった。 するとた ちまち、 

水が あふれ 出して 小 次郎は 天上から 地上へ と 押し流された。 そこで やむなく、 七月 七日の 夕方に たなばた 天女 を 

待つ という (吉村 淑甫氏 採集)。 

これと 似た 羽衣 天女の 話は奄 美に ある。 それによ ると 竹 をた よりに 天に 昇った 夫 は、 横に 切るべき 瓜 をた てに 

切った ために 洪水 を 引き起こし、 地上に 押し もどされた とな つてい る。 
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私 はこれ まで あげた 三つの 羽衣 伝説に、 いずれも 夕顔が 登場す る こと を 重視す る。 夕顔 は 古代の ひさ ご、 つま 

り、 ひょうたんの 種類で ある。 では なぜ、 ここで ひょうたんが あらわれる のか。 それ は 「ジャックと 豆の 木」 の 

ように、 たんにつ るが のびると いう だけの ことで、 話の 道具に 使われた のか。 私 はそう は 思わない。 なぜなら、 

ひょうたん は 古来 天空 を かたどる ものと されて きたから である。 「天」 の 枕詞の 「ひさかたの」 というの は 「ひさ 

ごの 形 をした」 という 意味で ある。 「ひさ」 というの は 古語で 「ひさ ご」 を 指す。 韓国の 民俗学 者に よると、 朝 

鮮 語の 「天」 を ハナ ル とか ハ ヌルと いうが、 それ は r ハ ン」 (大きい) r ァ ル」 (卵) に 分解で きる。 これによ つ 

て、 朝鮮の 古代で は 天空 を 大きな 卵と 見なして いた ことが 分かる。 朝鮮の ひょうたん は、 まんまるい 形 をして い 

る。 つまり 形状 は 卵 そっくり である。 天 は 卵 または ひさ ごの 形 をして いたと いうの は、 古代 日本 や 古代 朝鮮に ひ 

ろく 見られる 宇宙観の 根底に よこたわつ ている 考えで ある。 しかし それ は 日本 や 朝鮮に はか ぎらない。 さきの 

「生蕃 伝説 集」 を 見る と、 卵 やひ さ ごから 人間が 誕生す る 例 はいくつ も 出て くる。 竹の 中から 生まれる ばあい も 

ある。 

天空が ひさ ごの 形 をして いると いう 伝承 は 中国の 南部から 東南アジアに かけて 流布す る 古代の 信仰であった。 

中国の 古代 神話に は、 大 洪水のと き 大きな ひさ ごの 中に かくれて いた 二人の 兄妹が 生きの こったので、 伏 羲と名 

付けられた、 という 話が ある。 伏 羲とは ひさ ご を 指す といわれ ている。 また 盤 古神 話の 起源 も、 盆で ふた をした 

ひさ ごの 中に 入った 虫が 竜 犬に 変わったと いうので、 槃瓠と 呼ばれる ようになった という。 槃は 盆の ことでの ち 

盤と なる。 瓠は ひさ ごの ことでの ち 古と いう 字に 変わった。 これ は 袁珂の 「中国 古代 神話」 の 伝える ところで あ 

る。 

こうして 見る とき 羽衣 伝説の 中に 出て くる 夕顔 (ひさ ご) は 洪水 説話と 無縁の ものであると は 思われない。 そ 

れは土 佐の 韮 生の 里の 羽衣 伝説に もっとも よくう かがう ことができる。 わが国の 瓜 子 姫 もまた 川上から 流れて く 
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る。 これ は 川上 を 神聖 視 する ことから 起こった ともみな される が、 洪水の 中 を 流れた だよう 瓜  ひょう たんや 南 

瓜) と 解す る こと もで きる。 

このよう にして、 「原罪」 の 主題 はス サノォ から 羽衣 伝説 や 竹 取 物語へ とつな がり、 またとく に 羽衣 伝説に お 

いて は、 洪水 脱出の 容器で ある 「ひさ ご」 が 天と地 をむ すぶ 梯子と して 登場す る。 つまり、 そこに 日本 神話の 風 

土 化が 見られる が、 そこで も、 洪水 神話の 痕跡 は 完全に 消し 去る までにいたら なかった ことが 示されて いるので 

ある。 

四 

羽衣 伝説 は 日本 本土 だけでなく、 南 島に も 分布して いる。 南 島の それ は、 沐浴す る 巫女の 物語で あり、 更に は 

旅 まわりの 遊女が 水面に 影 を 落す 物語で さえ ある。 川ら しい 川の ない 沖 繩ゃ奄 美で は、 耐えが たい 暑い 日々、 井 

戸 や 泉の ほとりで 水浴す る 習慣が あった。 また 神に 仕える 女た ち は 神事の 折、 そこでみ そぎ を 欠かさない。 そう 

した 神 女の 一人が 沖繩 本島の 南部の 大里 間切の 着嶺 村の 寒 水 川と 呼ぶ 井泉で 白い 神 衣 を あらい、 その 近くの 辻に 

干して いた。 それ を 目ざとく 見つけた 城主が、 井泉の ほとりの 神 女に 言いより、 言う こと を 聞かねば 殺す とお ど 

して 城に つれていった。 そのため その 神 女 は 城に ひきこもり 祭のと きも 神事 をす る 場所に 出る ことが なくな つ た 

という 話が 「琉球 国 由来 記」 に 出て いる。 この 話 はじつ さいに あつたと 思われる が、 それ は 羽衣 伝説の 前半 を 思 

い 起こさせ るに ふさわし い 話で ある。 

伊波 普猷は 「南 島 古代の 葬儀」 の 中で、 ノロ  (祝 女) が 神 衣裳で ある 神 羽 を まとうと 同時に、 神が 乗り移った 

と 信じて、 不断 は 思い出せない 神 謡 (おもり) など も 自然に 口から 出る と 述べて いるが、 これ は 伯耆の 羽衣 石山 

の 伝説で、 天女が 羽衣 をぬ いだと たんに 天女であった こと を 忘れ、 羽衣 を 身に まとった とたんに 天女であった こ 
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と を 思い出し たという ことと 通じ合う。 竹 取 物語で も かく や 姫 は 羽衣 を 着て 天上に 昇る 段になる と、 愛する 地上 

の 人た ち へ の 執着が 消える ので ある。 

南 島で は 神 女の 着る 着物 は 神 羽と 呼ばれる。 羽と いうの は あけず 羽 (とんぼの 羽)、 または、 はべる 羽 (蝶の 

羽) に 見立てた ものである。 高級 神 女の 打 掛けに は 「おもろ さう し」 に 言う 「絵 かき 御 羽」 (えがきみ はね) が 

あった。 これ は 彩色した 花鳥の 模様の 着物で、 要するに 天の羽衣に ほかなら なかった。 宮 古島の 狩 俣 や 島 尻の ッ 

カサ (神 女) は 神 祭のと きに 着る 白い 神 衣の 帯に、 模様の ある ほそながい 帛を 垂らして いる。 この 帛を神 羽と 呼 

んで いる。 つまり それ は 神聖な 神 衣裳の シンボル なので ある。 

こうして 神 女が 神 羽と 呼ばれる 羽衣の ような 神 衣 を まとった 清らかな すがたに、 素朴な 南 島の 人た ちが 羽衣の 

天女の 面影 を 見た としても、 おかしくない。 キヨ ラム ン (美女) の 神 女が、 多くの 人た ちに この 世の もので はな 

いと 思われた ときに、 羽衣 伝説の 心理的な 素地 はでき あが つてい ると 言わねば ならない。 

めかる し  いなご  いなご 

玉 城 朝薰の 手で 組 踊と なった 「銘^ 子」 の 脚本の 中に 「あまりし やる 女、 あまくだり しゃる 女」 という 言葉が 

ある。 天から 降って きた 女と いう 意味で、 天女 を 指す。 こうした 言葉 は ほかに も 見付かる。 琉球 国の 最高の 神 女 

である 聞 得 大君の 任命式の とき は、 沖繩 本島の 東海岸の 与那 原に ある 浜の 御殿に 立 寄り、 そこの 親 川の 水 を 汲み、 

自分の 額に 聖水 をつ ける 「水 撫で」 の 儀式 をお こなう。 「琉球 国 由来 記」 に は 浜の 御殿 は、 昔 天女が 天降りした 

ところで あり、 親 川 は 天女の 子どもが 産湯 をつ かった 井戸で あると いう 伝承が しるされ ている。 また 浜の 御殿に 

まつられる 神の 名 は 「あまお れっか さ」 であると いう。 「あま おれ」 は 「天降れ」 であり 「つかさ」 は 神 女 を 指す 

言葉 だ。 

奄美 でも 天女の こと を 「あ もれお なぐ」 「あ もろお なぐ」 という。 そのほか 「あまお なぐ」 (天女) という 言い 

方 も あり、 また 「はごろも まんじよ」 (羽衣 美女) という 表現 もす る。 
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最近 刊行され た奄 美の 「瀬戸 内 町 誌」 を 見る と、 加 計呂麻 島の 阿多地の 山奥の ヤマサキ というと ころに. ァモ 

ロク ッグヮ (天女の 小川) という 場所が ある。 むかし 「あ もれお なぐ」 がその 小さな 谷川で 水浴び をして いた。 

そのと き 櫛 を 忘れて いった。 それ を 見て いた 村人が 天女の 櫛 を 拾い、 その 榔で 髪を梳 いてみ ると、 髪 はみ るみる 

うちに 黒くな り、 どんどん 長く 伸びて いったと いう。 また 瀬戸 内 町の 平安の 阿室 川 は 神 ゃケン モンと 呼ぶ 化物の 

よく 降りる ところで ある。 その 阿室 川の 水が 時折り、 真白に 濁る ときが ある。 これ は あ もれお なぐが 髮を 洗った 

ときで あると いう。 

こうした 話の ほか 奄 美の 宇検村 i 室の 阿室 川で は、 天女が 時々 天から降り てきて 水浴 洗髪 をした。 その 洗髪の 

日 は、 村人 は 謹慎して 外出し なかった という 話 も 伝わって いる。 敬虔な 村人の くらしが 眼に 浮かぶ 話で あるが、 

天女の 降りて きた 場所に、 このように 阿室 または 阿室 川の 地名が つけられ ている ことに 注目したい。 

瀬 一 n 内 町に は 阿室 签 という 地名 も ある。 また 加 計呂麻 島に は 西 阿室が あり、 請 島に は 請 阿室の 地名が 見付かる。 

更に 沖 永 良 部に は K 戊 is とか アム ル 淵が ある。 また 鹿児島県の 国 分 市と 隼 人 町の 間 を 流れる 新 川 も、 以前 は 天降 

川と 称して いた。 ついでに、 さきに 述べた 沖繩 本島の 大里 間切の 「寒 水 川」 という 地名に ついて 言えば (沖繩 の 

方言で スンガ ー と 乎ぶ が)、 一般に はソ ー ズ とか ショ ー ズと 呼ばれ、 泉 や 清水 を 指す。 奄美 では そこで 祌女 がみ 

そぎ をしたり、 聖水を 汲んだり する ことが 多い ので、 ソ ー ズ または ショ ー ジは 精進す る 川に 由来す る もので はな 

、， かと 「名 瀬 市史」 は 言って いる。 いずれにしても、 天から 降った 乙女が 水浴す る 井泉が 南 島に は 地名と して 残 

つ て ハる ことに 注目す る。 

天女が 羽衣 を かくし とられて やむなく 人間の 男と 結婚す るの は 本土と も 共通して いるが、 奄类に は 天女の 方 か 

ら男を 誘惑 するとい うもう 一 つの 型の 天女 伝説が ある。 

金久正 氏に よると、 奄美 独特の 「あまお なぐ」 (天女) は 二十 まえの 目 もさめ るよう な 美女で、 ふしぎな こと 
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に は. かならず 白房呂 敷の 荷物 を 背負い、 下着の 裳 をち らっかせ、 男と 出会ったら 媚を ふくんで 笑い かける。 天 

女 を にらみつけな いと、 女 は 男の 魂 をぬ きとって 天に 昇る という。 天降り 女 はたいて い 川上 や 山間の 泉、 あるい 

は 人が しばらく 足 をと める 山野の 神秘 感を そそる ところに 降りて くる。 そして 降りる ときには、 どんな 晴れた 日 

でも 小雨が 降り、 雨と ともに 姿 を あらわす という。 天女の 出現 時に 日照 雨が つきもの であると いえば、 狐の 嫁入 

に ふさわしい 風景で、 あやし 気で あるが、 それ も その はず、 このほうの 天女 は 娼婦の それに ほかなら ないから で 

ある。 つまり、 これまで 述べた 南 島の 天女の 大方が 巫女の 面影 を 宿して いると すれば、 このもう 一つの 型の 天女 

は奄 美で 「ヅ レ」 とか 「ドレ」 と 呼ぶ 旅 まわりの 遊女の 面影 をい かんなく 伝えて いる。 後者の 「あまお なぐ」 (天 

女) はヌブ (柄 构) に 水 をた たえて 男に 差し出す。 その 水 を 呑んで はいけ ない という。 金久 氏に よると、 奄 美で 

は 今日で も 巫女た， ち は ヌブを 用いて いるが、 古く は ティブ リ (夕顔) でつ くられた ものであった ろうと 推測して 

いる。 こうして 奄美 においても 羽衣 伝説と ひさ ごの 関係 は 切っても 切れない ものが ある。 奄 美の 羽衣 伝説で 瓜の 

出て くる こと はさきに 述べ た。 

羽衣 伝説 は 世界 各地に あり、 日本の それ は 東南アジア や フィリピン などの ものと 型が 似て いる。 しかも 日本の 

羽衣 伝説に は 「ひさ ご」 がからん でい る。 そこに 私 は 「ひさ ご」 に 入って 脱出した という 「洪水 伝説」 と 「原罪」 

のにお い を かすかに 嗅ぎと るので ある。 だが 一方、 奄 美の 天女 伝説の ように、 きわめて 風土 的な 羽衣 伝説の 変 様 

もまた 見る こ とがで きる。 

奄 美で は薩摩 藩が 黒 糖 作り を 強制した 結果、 数多くの 転落 農家 を 生み出した。 江戸時代 中期 以降 多くの 若者 は 

やん ちゆ 

家人と 呼ばれる 黒 糖奴隸 となった。 結婚の 相手 を 失った 若い 女 は、 村落共同体から はじき 出され、 「余りお なぐ」 

として 島の 各地 を 流浪した。 ヅレは 「出る」 とおな じ 意味 だと 柳 田 国 男 は 言う。 はじめは 歌舞 を もって 村人 をな 

ぐ さめた ゾレ も、 のちに は奄 美の 港々 にたむ ろして 身 を 売る ようになった。 金 久正氏 は 「あ もれお なぐ」 (天降 
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れ $1^ から 「あまりお なぐ」 (余り 女) への 推移に、 巫女から 娼婦への 変貌 を 見て いる。 しかし 「あまりお なぐ」 

もまた 羽衣 天女の 面影 を もってい たので ある。 それ は 純朴な 島人た ちの 錯覚に すぎなかった か。 もちろん そうで 

はなくて、 いわゆる 巫娼の 中に 巫女の 本質が 見えて いたにち がいない ので ある。 
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第 四 巻 あとがき 


民俗学に 関心 を もった 私が 次第に 古代 学に 足 を ふみ 入れる ようになった いきさつ は 「古 

代史 ノオト」 の 「あとがき」 及び、 本 巻に 収録した 「わが 古代史へ」 の 一文に 示して いる 

ので、 あらためて ここに くりかえす 必要 もない の だが、 私の 物 書きと しての 生活に 則して 

言えば、 「古代史 ノオト」 (一 九 七 五 年) ではじめて 自分な りに 古代 学の 世界に 踏み 入る きつ 

かけが 見付か つ たように 思う。 それ は それまで 文献 史学の 手に ゆだねられ ていた 古代史の 

課題 を、 民俗学の 方法で 解こうと する 試みであった。 

歴史学 は 一回き りの 不可逆 的な 時間に 立ち 向う。 それに 対して 民俗学 は、 反復し 循環す 

る 可逆 的な 時間 を とりあつかう。 この 両者の 時間 を 交叉させる こと は、 かならずしも 容易 

ではない。 しかし 民俗学の 事象と いえ ども 歴史的 時間の 埒内で 生起す る もので あり それ ゆ 

えに 「無 時間」 的で ある こと は 許されな いの だから、 歴史学と 民俗学が 無縁で ある わけに 

いかない こと もた しかで ある。 

歴史学 も 民俗学 もと もに 日本人の 過去の 生活の 再現 を 目指す 学問で ある。 そこで 民俗学 

を 歴史学の 補助 科学と する 考えが、 民俗学に 関心 を もつ 歴史学 者の 間に 採用され る 一方で 
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は、 民俗学の 中に も 歴史 民俗学 を 提唱す る 流派が 生まれた。 両者と も それなりの 実績 を あ 

げ ている。 それ をみ とめた 上で、 私 はこの 双方と もに 不満足で あると 云わなければ ならな 

い。 そうした やり方 は、 所詮 歴史的 時間の 下に 民俗 的 時間 を 従属させる ことになる からだ。 

だが さきに も 述べた ように、 民俗学の 時間 は 反復し 循環す る 時間 だから、 それ は 歴史的な 

時間 を はみ出す のが 本来の 姿で ある。 

これまで、 歴史 は 単 系列に、 しかも 直線 的に 進む ことし かないと 考える のが 通念と され 

ていた。 しかし 事実 はそう でな く、 多 系列に 同時 平行 的に 進行す るので あり、 その 意味で 

はとく に 国家的 統 一 の 基盤の 弱 か つ た 古代 は 民俗学の 時間と 照応す る ことが 可能で ある。 

各地に 生起す る 民俗 事象の 比較 検討 は、 多 系列に 同時 平行 的に 進行す る 時間 を 空間 化した 

ものに ほかなら ない。 

「古代史 ノオト」 に 収められた 各篇は r シ ャ コ貝 幻想」 「魂と 首飾り」 「倭の 鵲」 「ヒル メ 

と アマ テラス」 の四篇 をの ぞいて、 雑誌 『流動』 に 殆ど 毎月の ように 連載した ものである。 

私が 民俗学 を 古代史と 接合 させようと 思い立つ たの は、 それが はじめて であり、 古代史の 

研究に 年期が 入って いたわけ でもな か つ たから、 今から 思えば 無 暴な 仕業に はちが いなか 

つた。 それだけの 主題 は 私の 中に 用意され ていたが、 これ を 毎月 ー篇 ずつ 書く こと はけつ 

して 楽ではなかった。 それぞれの ー篇 は小篇 であるが、 古代人の 世界に 関わる 根本 問題 を 

提起し、 それに 自分で 解答 を 与えた ものである。 

「古代史 ノオト」 以外で 本 巻に 収めた ものの なかで r 豊玉 姫考」 や 「常世と 御霊 信仰」 「祭 

場と 葬 所」 「再生 記譚と 心意 伝承」 など は、 日本人の 意識の フィルタ ー を 考察した もので 


ある。 また 「死と 影の 系譜」 は 死者の 世界に 関与す る 職業的な 集団の 系譜 を 追及した。 

「中央 構造 線と 山 民の 文化」 は いわゆる メ ディ ァ ン • ラインが 日本人の 生活と 歴史に ど の 

ような 影響 を 与え たかを 論じた ものである。 

1 九 八 〇 年 十二月 

谷川 健 一 


3 初出 一覧 


第 四 巻 は、 『古代史 ノオト』 (大和 書房 刊 一 九 七 五 年) と、 『黒潮の 民俗学』 (筑摩 書房 刊 一 九 七 六 年) 『古代史と 民俗学』 

(ジ ャ パン • パ ブ リツ シ ャ ー ズ刊 一 九 七 七 年) 『青と 白の 幻想』 (三 一 書房 刊 一 九 七 九 年) および 単行本 未 収録 論 稿より 収 

録 した。 

それぞれの 初出 は 次のと おりで ある。 

「古代史 ノオト」 _ 

ひさ ごとた まご— 『流動』 一九 七 四 年 二月 号 

応神 帝と 卵生 神話— 同 右 一 九 七 四 年 六月 号 

膂宍の 空 国 —同 右 一 九 七 四 年 十月 号 

日本の 脊梁 文化— 同 右 一 九 七 四 年 十 一 月 号 

常世の 鳥 —同 右 一 九 七 四 年 八月 号 

倭の 鵲 I 『古代史 ノオト』 一九 七 五 年 四月 

シ ヤコ 貝 幻想 I 『季刊 歴史と 文学』 第二 号 一九 七 二 年 六 

サルタ ヒコの 誕生— 『流動』 一九 七 四 年 三月 号 

志 摩の 磯部— 同 右 一 九 七 四 年 四月 号 

旅する 女神— 同 右 一 九 七 四 年 九月 号 

ヒル メと アマ テラス— 『古代史 ノオト』 一九 七 五 年 四月 

不知火 海の 巫女— 『流動』 一 九 七 四 年 七月 号 
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産屋の 砂 I 同 右 一九 七 四 年 十二月 号 原題 「産屋の 思想」 

神に 追われて— 同 右 一 九 七 五 年 一 月 号 

名 えらび I 同 右 一 九 七 五 年 二月 号 

魂と 首飾り— 『国文学』 一 九 七 四 年 十 一 月 号 

「信仰と 神話」 

豊玉 姫考— 『展望』 一九 七 四 年 十二月 号 

竜 蛇の 末裔— 『東京 新聞』 夕刊 一 九 七 五 年 十二月 四日 

常世と 御霊 信仰 I 『読売 新聞』 夕刊 一 九 七三 年 三月 八日 

よみの 国への 通路 I 『GRAPHICATION』 一 九 七 二 年 五月 号 原題 「死と 再生の 観念」 

日本人の 信仰の 原点— 『毎日 新聞』 夕刊 一 九 七三 年 十月 十五 日 原題 「常世— 日本人の 信仰の 原点」 

ひさ ご— 『東京 新聞』 夕刊 一 九 七 五 年 十 一 月 二十 五日 

魂の 容れ物 ひょうたん ー 『中日 新聞』 夕刊 一 九 七 七 年 九月 二十 二日 

たまご I 『東京 新聞』 夕刊 一 九 七 五 年 十二月 一 日 

球体の 宇宙 像— 『朝日 新聞』 夕刊 一 九 七 六 年 十 一月 十一 日 

繙 文人の 審美眼 I 『歴史 読本』 一 九 七 八 年 五月 号 

古代人の 自然観 察— 『月刊 エコノミスト』 一 九 七 七 年 一 月 号 

邪 馬 台 国と 帆船— 『週刊 読売』 別冊 一 九 七 五 年 七月 十日 

古代 航海と 帆 I 『東京 新聞』 夕刊 一 九 七 五 年 九月 六日 

耳と いう 名— 『東京 新聞』 夕刊 一 九 七 五 年 十一 月 二十 七日 

祭場と 葬 所— 『展望』 一 九 七 六 年 五月 

神社の 起源— 『文芸 春秋 デラ ッ クス』 一 九 七 四 年 六月 号 

春分の ころ— 『中日 新聞』 夕刊 一 九 七 七 年 三月 十八 日 
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「青銅の 神」 の 足跡— 『朝日 新聞』 夕刊 一 九 七 六 年 二月 四日 

死と 影の 系譜 I 『青と 白の 幻想』 一 九 七 九 年 五月 

中央 構造 線と 山 民の 文化— 『アニマ』 一九 七 八 年 十二月 号 
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